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概要 
 
 
本論の目的  
 
	 教育内容は、教材、学習活動の組織、教授行為の組織、そして、それらを統合した授業
構成を考える上で大きな位置を占めている。1980 年の千成俊夫の教育内容についての提言
は、我が国の音楽教育における授業構成の発展にとって、重要な契機となった。提言には
じまる教育内容論争は、音楽科におけるもっとも大きな論争の一つであり、その後の教育
内容研究と授業構成研究に大きな影響をもたらした。そこから始まる一連の教育内容研究
の経過をたどり理論的な検討を行うことは、これからの音楽科の授業研究全体にとって重
要である。しかし、このような重要な課題に全面的に取り組んだ先行研究は現在のところ
見あたらない。  
	 本研究は、千成俊夫らの教育内容論が成立し展開していく過程で提案された主張につい
て理論的検討を行い、現在の音楽科教育における教育内容研究の成果と課題を明らかにす
るとともに今後の授業構成の在り方について提案するものである。  
	  
各章の概要  
 
 序章  
 
	 序章では、音楽科において教育内容論が提起される背景を整理し、1980 年の音楽科にお
ける教育内容論の提起から教育内容と授業構成の変遷を概観した。  
	 我が国では、戦後の 1947（昭和 22）年に提示された『学習指導要領（試案）』において
アメリカの進歩主義の影響から単元学習が提唱され、1958（昭和 33）年、1968（昭和 43）
年（中学校は 1969 年）に改訂された学習指導要領では、アメリカにおけるスプートニク・
ショック（1957 年）らの影響から、基礎学力、科学技術教育の向上がめざされた。アメリ
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カでは、1950 年代後半から 1970 年代にかけて音楽教育カリキュラム改革が行われ、概念
学習 Conceptual Approach が提唱されたが、1968 年（中学校は 1969 年）に改訂された学習
指導要領における「基礎」領域の誕生は、この刺激を受けたといわれている。しかし、1977
（昭和 52）年に改訂された学習指導要領においては、「基礎」領域は消え、題材構成によ
る授業構成が提唱されるようになった。このようなアメリカの概念学習や題材構成は、音
楽科における教育内容論の形成に、結果的に影響を与えるものとなった。  
	 一方、我が国の音楽教育研究においては、1960 年代にオルフ（Orff, Carl）やコダーイ
（Kodály Zoltán）の音楽教育が知られるようになった。これらは、我が国に系統的な音楽
教育システムの必要性を示唆するとともに、自国の音楽に着目するという視点をもたらす
ものであった。そして、日本教職員組合の教育研究集会では歌曲とわらべうたの音組成に
よるソルフェージュの「教科書二本立て案」が検討され、岐阜県の古川小学校等において
は 30 段階 102 のステップ等による「ふしづくりの教育」が始まった。  
	 このような音楽教育の状況の中で、千成俊夫は、1980 年の日本音楽教育学会第 11 回大
会において、音楽科における教育内容について提言を行った。これは、第一に教育内容と
教材を区別すること、第二に教育内容を音楽の要素とすること、を意図したものであり、
我が国の音楽教育においてはじめての教育内容論であった。  
	 千成はこの提言の前後、1970〜80 年代にかけてこの提言に関する一連の論文を発表し、
八木正一や吉田孝は、学力論や授業構成論、教科書論等から千成の提言を補強する論文を
発表していっている。千成らは、教育内容論を続けて展開するとともに、「音楽教育方法
研究会」を発足させ、教育内容を中心に教材を構成する「内容先行型」の授業構成による
授業プランを次々に発表していった。  
	 このような千成らの教育内容論は音楽教育界に波紋を起こし、批判論が相次いだが、い
ずれの批判論においても教育内容を明確にしていくこと自体については否定されず、1982
年の日本音楽教育学会による第 1 回の「音楽教育東京ゼミナール」においては、一定の評
価がなされた。  
	 一方、文部省が示した題材構成による授業構成は教育現場で行われてきたが、教育内容
と教材を区別して授業を構成しようとするように見えたこの方法も、結局は特定の楽曲作
品を教えるという立場をとる「楽曲先行型」の授業構成の考え方から離れるものではなか
った。また創造的音楽学習を提唱した山本は、当初千成らの教育内容論を批判していたが、
1983 年には独自の教育内容論を展開した。1996 年には、高須一が創造的音楽学習の立場か
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ら音の操作能力まで含めた教育内容を設定している。  
	 1980 年代から 1990 年代にかけては、授業の実際場面である授業過程における教師の意
図や発言が注目されるようになった。そして、教育内容は、知識として存在するものから、
授業過程において教師や子ども間のかかわりで再構成するものととらえられるようにもな
った。八木や吉田の関心もこの授業過程に向けられるようになっている。2000 年代になる
と、さらに八木は授業パラダイムの転換を提唱し、実体的な教育内容に対して関係的な教
育内容を、そしてその授業構成を論じるようになる。また、吉田は、「確かな学力」とい
う観点から実体的な教育内容や授業構成に着目をしている。  
	 このような動きの中、2008（平成 20）年に改訂された学習指導要領においては、音楽の
要素や仕組みが〔共通事項〕として示されるようになり、1980 年に始まった教育内容論に
おける教育内容は 20 年以上の時を経て学習指導要領に明記されるようになった。しかし、
現状の音楽科においては、教育内容という用語の定着は見てとることができるが、「確か
な学力」と「豊かな学び合い」の双方を充実させる教育内容と授業構成の研究が新たに求
められているといえる。  
 
第１章	 音楽科における教育内容  
	  
  第 1 章では、千成の教育内容についての提言の背景および提言の詳細について明らかに
した。そして、それらの提言が授業構成との関連という観点から教育内容論として確立し
ていく過程について明らかにした。さらに、それらに対する批判論とその対立点、および
日本音楽教育学会における評価について明らかにした。  
	 1980 年の千成の提言においては、音楽科の授業の組織化を出発点に、先に述べたように、
教育内容と教材を区別すること、教育内容を音楽の要素とすることが意図された。この提
言にいたるまでには、千成はそれらにかかわる一連の論文を発表している。その中で、教
育内容と教材の規定については、1960 年代後半から 1970 年代にかけての北海道大学教授
学研究グループの研究の流れを汲んで述べている。また教育内容を音楽の要素とすること
については、Langer, Susanne K.（ランガー）の Feeling and Form や Meyer, Leonard B.（マ
イヤー）の Emotion and Meaning in Music を援用し、Reimer, Bennett（リーマー）の音楽的
経験のカテゴリやマーセル（Mursell, James L.）の音楽的成長の概念などから導きだしてい
る。千成はその後、1981 年には音楽の要素を基本的教育内容に、音楽を構成する要因を随
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伴的教育内容として区別し、音楽学習の構造図を発表した。  
	 また、八木は勝田守一や中内敏夫、藤岡信勝らの所論から音楽科の学力論を述べ、授業
構成を歌唱、器楽、鑑賞といった学習領域からではなく、「教育内容を直観的に把握する位
相」や「教育内容の構造をふまえて音を操作する位相」など４つの「学習の位相」から行
うことを提唱した。吉田は、音楽の要素を音楽的概念とみなして音楽的諸概念とその下位
概念を例示し、さらに、教育内容先行型の授業構成を定式化した。  
	 そして、千成は、八木、吉田両氏を含む音楽教育方法研究会による研究所産として、1982
年に『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』を編集した。  
	 このような千成らの教育内容論に対して、村尾忠廣、山本文茂、加藤富美子、河村恵、
尾見敦子等から次々と批判論文が出された。村尾は教育内容と教材を分けてとらえるとこ
ろまでは認めながら、「二分法（ここでは教育内容と教材を区別するという意味）」は特定
作品についてなされるべきであると述べた。山本は、千成提言が行われた当初は、教育内
容と教材は峻別できるのかと述べていたが、その後創造的音楽学習をすすめる立場から教
育内容について述べ、事実上教育内容と教材を区別して論を展開することになる。加藤富
美子と河村恵は、そもそも音楽は教科であっていいのか、という問いから出発して、音楽
を発見する場の設定が教育内容の糸口になると述べている。尾見は、千成らの教育内容論
が授業過程の客観化において提唱されたことについては一定の評価をしながら、それらは
「楽曲教材先行型」の授業構成においてなされるべきであることと主張している。  
	 このような批判論が出されながらも、1982 年の日本音楽教育学会主催の「音楽教育東京
ゼミナール」では、音楽教育において教育内容とその配列や教材についてゼミナールをあ
げて討議されるようになっており、千成らの教育内容論は音楽科に大きく位置づけられた
と見ることができる。  
 
第２章	 教育内容論の定着と教材・授業の開発  
 
	 千成らの提起した教育内容論は、様々な教育内容研究を経て発展・定着し、さらに多く
の授業プランが提案されて一般に周知され、また実践された。音楽科では、そのことをも
って教育内容論が成立したとみることができよう。この点から、第２章では、まず、1980
年代の千成らの教育内容論における教育内容研究の諸相について考察した。そして、教育
内容研究の深化によって、次々の発表されていった教育内容先行型の授業プランの変化に
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ついて明らかにした。  
	 千成らの教育内容論は、教育内容の理論的枠組みを研究する中で、その定義や用語に変
化が起きている。音楽の要素を基本的な教育内容とする一方で、音楽作品における価値や
形象等を、教育的な営みにおける教育内容として、「随伴的教育内容」や「発展的教育内容」
という用語で位置づけるようになった。さらに音楽の要素に対しても、先にあげた「音楽
的概念」という用語が用いられる他、「表現手段」という用語が用いられることもあった。
たとえば、八木は、1983 年には、音楽科の教育内容は表現手段であるとして、そのサブカ
テゴリを以下のように置いている。  
 
	 １）音楽を構成する要素についての概念―音楽的概念  
	 ２）演奏技術体系における法則性  
	 ３）音楽史学、民族音楽学等音楽学の諸成果  
	 ４）楽曲に対象化されている世界観やイメージと上記の表現手段との相関関係の  
	 	 	 様態  
 
	 1985 年には、千成、八木，吉田は共著で音楽科の授業構成についてまとめており、子ど
もをとりまく音楽事情や子どもにとっての教材の条件、教科指導だけでなく地域社会や家
庭まで含めた音楽的風土づくりに視野を広げて述べている。ここでは、上記のように「表
現手段」という用語は用いられていないが、同様に教育内容を４つのカテゴリに分けてい
る。千成も 1989 年、八木と同様に４つのカテゴリから教育内容を説明している。  
	 教育内容先行型の授業構成による授業プランは、こうした教育内容研究に沿って提案さ
れていった。したがって、授業プランは、次第に、音楽の構成要素だけでなく、上記の教
育内容の４つのカテゴリの中からテーマが選択されるようになった。上記の１）を教育内
容とする授業プランとしては、1982 年の「変奏曲」や「リズムを発見しよう」を手始めに、
1983 年には「拍子のおはなし」が発表された。また、３）を教育内容とする授業プランと
しては 1986 年には音楽と社会の関係をとらえた「要注意歌謡曲」等が発表されている。ま
た、それらに伴って、教育内容を中心に複数の教材を構成するという、本来の教育内容先
行型の授業構成による授業プランから、ある教材に典型的に内在する音楽の仕組みを取り
上げた単一教材による授業アイデアの紹介が多くなっていった。  
	 本章では、教育内容先行型の授業構成として、音楽の要素を中心とする教材構成の定式
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は示されたが、必ずしも定式どおりに授業構成がすすめられたのではなく、教育内容研究
や授業研究の実態を反映して、音楽の要素以外を教育内容とした授業や単一教材による授
業プランが出現していったことを明らかにした。  
 
第３章	 教育内容論の新たな展開  
	  
  第３章では、まず、「単元」から「題材構成」に変化した教育行政の提示する授業構成
の方法や、創造的音楽学習における教育内容のとらえ方について考察した。これらは、教
育内容論の展開を検討する上で重要な論点となるからである。そして千成らの教育内容論
の新たな展開についてまとめた。  
	 教育行政においては、単元が、1947（昭和 22）年『学習指導要領（試案）音楽科編』の
教程一覧表に示され、楽曲教材先行型の授業構成に対置されるものとして、音楽そのもの
の理解のために設けられた。しかし、すぐに、その事例において生活経験的なまとまりや
他教科と関連させたまとまりの事例が示されるようになった。音楽の内容をまとめた単元
例においても、その実際は、楽曲表現とそれにまつわる楽典事項や技能の学習として展開
されている。  
	 音楽科において「単元」は 1950 年代には急速に衰退していき、1960 年には『小学校音
楽指導書』（文部省）において「題材構成」が示された。これ以降、音楽科教育の実践にお
いては題材構成が授業構成の主流となっていく。題材構成は、1977（昭和 52）年に改訂さ
れた学習指導要領の全面実施にあたって示された『指導計画の作成と学習指導』（文部省）
において、「楽曲による題材構成」の長所と課題が示され、音楽的なまとまりや生活経験的
なまとまりを意図した「主題による題材構成」が重視された。その実際は、やはり個々の
楽曲を表現することがねらわれており、楽曲教材先行型の授業構成をとっていたといわざ
るを得ないが、主題による題材構成は、形式上、教育内容論による教育内容先行型の授業
構成と似ている。千成らは、教育内容論の確立や授業開発を行う一方で、単元学習や題材
構成を千成らの教育内容論にひきつけて批判的に論じ、本来の単元の理念に基づいて授業
構成を行っていくことを主張している。  
	 また、千成の教育内容論の提起と同時期に、我が国において創造的音楽学習が提唱され、
授業構成や実践に影響を与えた。創造的音楽学習を提唱した一人である山本文茂は、当初
教育内容と教材を分離して考えることを批判的にとらえていたが、Paynter, John（ペイン
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ター）らの  Sound &Silence を翻訳し紹介していくうちに、教育内容を積極的に提示するよ
うになった。1983 年には音楽科の教育内容は音楽的概念であると主張し、音楽的概念を具
体的に示し、小学校から高等学校までの創造的音楽学習のカリキュラムや教材の配列、学
習過程例等を表している。1996 年には、高須一が、音楽的概念を知的概念と呼び、新学力
観にそって「知的概念」と「知的概念の操作能力」をあわせて教育内容とすべきであり、
それらの統合が得られるのは音楽をつくる活動においてであると主張した。  
	 しかし、1985 年に山本文茂と松本恒敏の共著による『創造的音楽学習の試み	 この音で
いいかな』（音楽之友社）で示された創造的音楽学習の具体的な学習課題は、イメージや情
景、音を主体としており、音の構造化に向けて構成されたものではなかった。その後、創
造的音楽学習は雑誌『教育音楽』（音楽之友社）で何度も特集が組まれ、1989（平成元）年
に改訂された小学校学習指導要領音楽科の A 表現の（４）「音楽をつくって表現できるよ
うにする」につながった。創造的音楽学習は実践的な広がりと大きな影響力を持ち始める
こととなったと見ることができるが、この学習指導要領における活動は、創造的音楽学習
の傾向と同様、音楽として構成することよりもイメージや情景を音で描写するということ
が主流であった。2008（平成 20）年に改訂された小学校学習指導要領において、表現領域
に「音楽づくり」の名称が誕生するに至って、「音を音楽に構成すること」が強調されるよ
うになってきている。  
	 このような状況に対し、八木は、1989（平成元）年に改訂された学習指導要領における
新学力観や、授業過程論や学習者論における大きな進展や転換に着目し、音楽科の授業過
程や教師の意思決定について言及した。そして、教育内容論を総括し、教育内容を、教科
の枠に留まるものから教科の枠を超える事象まで広げるという観点からとらえ直す課題を
あげている。  
	 本章では、以上から、単元から題材構成へと移行していく際の教育行政における理念や
実践を、それらに対する批判論から考察し、千成らの教育内容論との違いを明らかにした。
また、創造的音楽学習において教育内容が新たに設定されてきたのに対して、八木が千成
らの教育内容論を総括し、授業研究の進展に伴って新たな教育内容の課題を提起している
ことを明らかにした。  
 
第４章	 教育内容論と授業構成論  
 
  viii 
	 第４章では、まず、2008（平成 20）年に改訂された学習指導要領において示された〔共
通事項〕について検討した。そして、八木が新たに示すようになった、関係論的視点から、
教育内容と授業構成の実際について検討した。また、教育内容論が提起された頃から現在
にいたるまでの教育雑誌に見られる音楽授業の傾向と、小学校事例に見られる音楽づくり
の授業の変遷について分析した。  
  2008（平成 20）年に改訂された学習指導要領においては、〔共通事項〕が示された。こ
れは、千成らの教育内容論の提起によって示された音楽の要素や仕組みが我が国の音楽教
育に定着してきたことを示すものであろう。一方で創造的音楽学習を提唱する坪能由紀子
は、創造的音楽学習は音楽構造とかかわった活動であり、〔共通事項〕につながっていると
主張する。そこで、本論では、創造的音楽学習の授業における音楽の要素等の位置づけに
ついて確認した。  
	 また、八木は、2000 年に授業パラダイムが変化している状況について述べ、2004 年には、
授業構成論の歴史の三つの軸として①教科専門中心から教師の専門性へ、②名人芸から教
育技術へ、③効率よく教えるから自ら学ぶ、へとすすんできたことを示した。そして、八
木は、③に該当する現代において、音楽科の教育内容として、実体的にあらかじめ確定さ
れた内容ではなく、授業の中で他者との「関係」から生成される、関係的な教育内容が生
じていると述べている。これらをふまえ、三つのタイプの音楽科の授業の過程を具体的に
検討し、教育内容の設定の仕方によって、新しい授業構成のパターンが生じることを明ら
かにした。  
	 本章ではさらに、1980 年の教育内容論の提起前後から現代にいたるまで、実際の音楽教
育の現場で授業がどのように変化したのかを見るために、『教育音楽  小学校版』（音楽之友
社）に掲載された音楽授業事例（1977〜2014 年 9 月まで、およびそれ以前の一例として 1964
年分）を分析した。授業事例からは、一楽曲から教える内容を引き出していた授業構成か
ら、教育内容あるいはテーマから構成した授業構成に変化し、さらに児童生徒の「かかわ
る力」や「活用する力」が重視されるようになってきて、授業構成が明示されにくくなっ
た様子が明らかになった。  
	 音楽づくりの授業実践としては、創造的音楽学習を提唱してきた一人である坪能由紀子
の影響を強く受けた高知大学教育学部附属小学校の、1993（平成５）年から 2012（平成 24）
年までの授業記録を調査し、実体的な教育内容を関係的な様子も含みながら獲得させる授
業として機能していることを明らかにした。  
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終章	 音楽科の教育内容の課題と展望	  
	  
	 終章では、研究全体を総括し、授業構成との関連から音楽科における教育内容研究の課
題について述べ、それをふまえて今後の音楽科の授業構成の在り方についての提案を行っ
た。  
	 音楽科においては教育内容論が提起されることによって論議が巻き起こり、それによっ
て教育内容が意識され、教師の勘やコツに解消されない授業構成が展開されるようになっ
てきた。その結果、音楽教育においては、教育内容の存在自体については認識され、教育
内容論を批判してきた創造的音楽学習においても教育内容についての定義が見られるよう
になった。また教育内容論における関係論的な視点は、新しい授業構成の可能性を示すも
のである。これらについては、前章までに述べてきたとおりである。  
	 一方で、教育内容研究においては、いくつかの課題も散見する。第一は、教育内容とし
て取り上げた音楽の要素は、さまざまな名称で呼ばれてきており、一定していないという
点である。第二は、音楽の要素のどこまでを教育内容とするかという問題である。第三は、
それら音楽の要素の段階性の問題である。このような音楽の要素に関する問題は授業構成
や音楽の要素の概念化に重大な影響を与える。さらに、これまでの教育内容研究において
は、技能の習得についてあまり追求してこなかった。〔共通事項〕による授業構成にも、「確
かな学力」という点で疑問が残る。  
	 以上から、本章では、これまでの教育内容論をふまえながら、以下を提案した。  
 
（１）音楽科の教育内容とする基本的な音楽構成要素を中心に、一部に様式や音楽の機能	  
	 	 	 等を含みながら概念化や操作化をはかった授業構成を段階的に配置する。  
（２）技能的な学習の授業構成を独立させて構築する。  
（３）表現を主体とした授業構成について再考する。  
（４）授業過程における内在的要因を重視する授業構成について検討する。  
 
	 教育行政においては、2008（平成 20）年学習指導要領において、〔共通事項〕が設定さ
れ、教育内容を実体的に確立する土壌が生まれてきた。〔共通事項〕を核として、いわば
子どもたちに「確かな学力」をといったパラダイムに移行しはじめたということができよ
う。教育内容研究においては、先にあげてきた、音楽構成要素の範囲とその段階性の問題、
  x 
そしてこれまでの教育内容論においてあまり問題にされてこなかった技能の問題を解決す
ることが急務であり、また、先に述べた「関係論的な視点」をどのように取り入れるかと
いう課題が新たに生じている。  
	 筆者は、〔共通事項〕設定を契機に、教育内容論に新たに関心が払われるようになったと
考え、そうした中に本研究を位置づけるものである。  
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凡例	 
 
１	 旧字体の漢字は現在の漢字に、旧仮名遣いは現在の仮名遣いに改めた。  
 
 
２	 原著を引用・参考にした場合は、氏名や用語は原語で示し、（	 ）内にカタカナや訳語	  
	 を示した。  
	 	 	 例：Langer, Susanne, K（ランガー）  
	 	 	 	 	 rhythm（リズム）  
 
３	 訳本を引用・参考にした場合は、氏名や用語はカタカナや訳語で示し、（	 ）内に原語  
	 を示した。  
	 	 	 例：マーセル（Mursell, James L.）  
	 	 	 	 	 音楽的成長（music growth）  
	  
４	 原語の書名はイタリック体で示し、著者名と出版年を（	 ）内に示した。  
	 	 	 例：Feeling and Form（Langer：1953）  
 
 
５	 訳本の著者情報は、（	 ）内に、訳者名と出版年で示した。  
	 	 	 例：「サウンド・エデュケーション」（鳥越けい子他訳：2009）  
 
 
６	 日本語訳が定着している用語については、日本語訳に続けて原語を示した。  
 	 	  例：全米教育研究会 National Society for the Study of Education 
 
 
７	 日本語訳が定着していないものは、そのまま原語で示した。  
	 	   例：Basic Concepts in Music Education 
 
  
８	 引用・参考文献は、巻末に一括して示し、本文では（	 ）内に著者名と出版年と  
	 頁数を加えた。また、著者が同じ出版年に複数発表している場合は、出版年のあとにア  
	 ルファベットで示した。  
	 	 	 例：  音楽科の教育内容をとらえるべき観点としては、吉田は以下の二つをあげ  
           ている（吉田：1982, 85）。  
           別の角度から、授業構成を論じている（八木：1982a）  
 
９	 本文中の曲名と曲集名については《	 》で示した。  
 
 
10	 引用文中に引用者が挿入した句については、〈	 〉で示した。  
 
 
11  引用文について引用者が加えた注釈については、8pt で（	 ）に示した。  
	 	 	 例：（傍点・八木） 
	 	 	 	  （中略）  
	 	  
12	 図、表の表示においては、以下のように、各章中の順を示した。  
	 	 	 例：2 章の第 1 図…２−１  
	 	 	 例：3 章の第２表…３−２  
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序章 
 
  序章では、まず本研究の位置づけを明らかにし、続けて音楽科における 1980 年の教育内
容に関する提言の背景を整理し、その提言以降の教育内容と授業構成の変遷を概観する。
それらをふまえて、本研究の目的と方法について述べる。  
	 
第１節	 本研究の位置づけ  
 
  1980 年代に音楽科ではじまった教育内容に関する論争は、現代にいたって「教育内容」
という用語の定着と、授業研究の飛躍的進歩をもたらした。この論争は、1980 年の日本音
楽教育学会第 11 回大会シンポジウム「教材の条件」で千成俊夫が行った「提言Ⅲ」（以下、
「千成提言」）に端を発している1。これ以降、千成や八木正一、吉田孝は、音楽科の具体
的な教育内容やその授業構成に関する論文を積極的に発表していった。それらの教育内容
論は特に 1980 年代に集中して見られ、それに伴って、授業プランが次々に発表されていっ
た。  
	 千成提言の趣旨は、第一に教育内容と教材を区別すること、第二には、教育内容を「メ
ロディー、調、音階（さまざまな旋法を含めた一定の音の相互関係の組織体）、リズム、形
式、音色、ダイナミクス、テンポ」などの音楽の要素とすること、であった。この論争は、
音楽科の授業研究に次のような状況を生み出した。  
①  それまで、音楽科ではほとんど自覚的に使用されることのなかった「教育内容」とい
う語が、「教材」と区別されて使用されるようになったこと。  
②  それまでの伝統的な音楽科の授業構成に見られる、教材解釈を核とした楽曲先行型の
授業構成から、はじめに教育内容を設定しそれを中心として教材を組織するという内
容先行型の授業構成への転換が模索されるようになったこと。  
しかし、何をもって音楽科の「教育内容」とするかについては、音楽科において、現在
に至っても必ずしも一致した見解があるわけではない。また、1980 年代に教育内容として
取りあげられた音楽の諸要素は、2008 年（平成 20 年）に改訂された学習指導要領におけ
る〔共通事項〕に反映されたが、〔共通事項〕の内容やその指導方法は、必ずしも千成の提
言した教育内容論とは一致しない。  
  さらに、授業構成において、教育内容に対する意識そのものは定着したが、典型的な内
  2 
容先行型の実践例そのものはそれほど多くは生まれなかった。その理由は次のように考え
られる。  
第一は、当時の小中高等学校の音楽科の現場の実態によるものである。つまり、教育内
容を中心として一連の教材を組織する内容先行型の授業構成は、一つの定式として提案さ
れたものであったが、楽曲先行型の授業構成が広く普及していた現場の授業やカリキュラ
ムの実態と必ずしも融合しないという状況があったと推察される。  
第二は、千成らの教育内容論における内容先行型の授業構成による授業プランも、複数
の教材で構成して多くの授業時間を要する重厚長大なプランから、一つの教材でその教材
に典型的な教育内容を取りあげた１、２時間の短いプランに変化していったことである。
それに伴って、複数の教材を配して授業プランを組織化していくことよりも、典型性や具
体性を備えた教材を探すことが授業構成の主要な目標になっていったと推察される。これ
はある意味では新たな楽曲先行型の授業構成にかわっていったと見ることもできる。  
第三には、授業前に詳細な授業構成をすることが困難な授業が出現したことである。た
とえば、音楽づくりの授業では、授業の枠組みは設定できても、子どもの学習活動や学習
活動の結果が予測できないような授業が数多く行われている。この状況は、授業研究に新
たな課題を提起している。  
	 以上のような経過と状況をふまえ、本研究は、千成提言にはじまる教育内容論争から現
在にいたる音楽科の教育内容論の動向を検討し、それらが音楽科の授業構成に与えた影響
と課題を明らかにしながら、現代の音楽科における教育内容研究の課題と授業構成の展望
について述べるものである。なお、本研究においては、「授業構成」とは、学習目標の達成
にむけて授業を組織することを指す。  
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第２節  音楽科における教育内容論の背景  
 
	 我が国の音楽科の授業研究において「教育内容」という語が自覚的に使用されるように
なったのは 1980 年であるが、このような状況が生まれるまでには歴史的な背景がある。  
	 我が国の戦後の音楽科教育では、アメリカにおける音楽教育カリキュラム改革の影響を
受けながら、学習指導要領が改訂された。また、ハンガリーのコダーイやドイツのオルフ
の音楽教育が紹介され、一定の影響を受けてきた。さらに、日本独自の音楽教育の方法と
して「教科書二本立て案」や「ふしづくりの音楽教育」などが生まれた。  
	 千成の提言はこれらの動きも反映している。本節では、千成提言以前の音楽科のカリキ
ュラム研究・授業研究を振り返る。  
 
１  アメリカの音楽教育カリキュラム改革と Conceptual Approach 
  アメリカでは、我が国の教育内容論争に先駆けて、1950 年代後半から音楽教育カリキュ
ラム改革が起こり、その改革の中で概念学習 Conceptual Approach が示された。  
	 アメリカの公教育は、1776 年の独立宣言以降、長期間の教材中心の時代を経て数十年サ
イクルで変化してきた。千成は、それを６つの階梯にわけて述べている（千成：1984, 88）。  
 
アメリカにおける公教育の開始を 1776 年独立宣言の年に置く。第一の階ていに
当る教材中心の時代はおよそ 130 年にわたって続き、第二の階てい児
マ マ
童中心の進歩
主義教育の全盛は 30 年、第三階てい学校に社会生活を反映させた社会中心主義の
期間は 20 年、1957 年のスプートニクショックに触発された学問・教科中心の期間
は 15 年、ウォーターゲートやベトナム戦争をかかえ学校において人間の荒廃を克
服するべく試みられた第五階てい人間中心のカリキュラムは 10 年間、そして第六
階ていの基礎へ帰えれ
マ マ
という要請、以上がその〈カリキュラムの変遷の〉検討の結
果である。  
 
	 1838 年に公教育に教科として音楽が導入されはじめ、1907 年、千成が述べる「第二階て
い」時代に入る頃に、全米音楽教育者会議 Music Educators National Conference（MENC）
が設立され、アメリカの公的な音楽教育に影響を与えるようになった。千成による「第三
階てい」にあたる 1958 年には、全米教育研究会 National Society for the Study of Education
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（NSSE）における 57 番目の年鑑において、Basic Concepts in Music Education が公表され
ている（NSSE：1958）。また、MENC は、フォード財団により 1957 年に開始された青年
作曲家計画 Young Composer’s Project をひきつぎ、1963 年から 1973 年にかけて音楽教育に
おける創造性のための現代音楽計画 The Contemporary Music Project for Creativity in Music 
Education を行い、伝統的な楽曲の技能訓練から包括的な音楽性の育成をめざして、公立学
校に作曲活動を導入した。  
	 アメリカにおける音楽教育カリキュラム改革による多様な現象は、この 1950 年代後半か
ら 1970 年代にかけてあらわれたといわれている（千成：1984, 94）。千成によれば、この
改革は、「個々の楽器の演奏やコーラス技能の習得を中心に据えた授業から、理論や創造活
動をも含めた包括かつ総合的な音楽経験を目差す授業への転換」（千成：1985b, 125）であ
り、学校音楽教育における本質的な課題の再検討を行うものであった。  
	 中でも、1965 年から 1968 年にかけて行われたニューヨークのマンハッタンビル大学に
よるマンハッタンビル音楽カリキュラム The Manhattanville Music Curriculum Program 
（MMCP） や MENC による音楽的概念 Music Concept が組み込まれた概念学習 Conceptual 
Approach は、この音楽教育改革の所産である。  
	 音楽的概念は、MMCP によれば、Manhattanville Music Curriculum Program. Final Report
（Thomas：1971）の中で、pitch（音高）、rhythm（リズム）、form（形式）、dynamics（ダイ
ナミクス）、 timbre（音色）の５つが示され、中でも form や dynamics、 timbre は、音楽的
成長の中で何度も再考・再使用されるべきだとされている（Tomas, Ronald B.：1971, 89）。
また、1967 年には MENC が dynamics（ダイナミクス）、form in music（形式）、forms of music
（構成）、harmony（ハーモニー）、melody（メロディー）、rhythm（リズム），tempo（速さ）、
tone Color（音色）をあげている（Gary, Charles L.：1967）。  
	 これらの中では、音楽的成長のためには、Intellectual Apprehension（知的理解）が中心的
役割をになうこと、知的理解の手段として音楽的概念があること、そして、音楽的概念が
skills（スキル）と相互にかかわりながら音楽経験の中で獲得されていくような学習が必要
であることが強調されている。  
	 このようなカリキュラム改革による試みは、アメリカの教育現場に根をおろす前に、千
成が「第六階ていの基礎へ帰えれ
マ マ
という要請」（千成：1984, 88）と示したように「基礎へ
帰れ Back to basics」の動きにめまぐるしく移っていった。しかし、この間の所産は、それ
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までの伝統的あるいは商業的な音楽教育から大きく見方を転換し、公教育における音楽教
育の在り方を根本的に見据えたものとして大きい。  
 
２	 文部省による戦後音楽教育の改革  
	 アメリカの教育カリキュラム改革の時期、つまり 1950 年代後半から 1970 年代にかけて
は、我が国において 1958（昭和 33）年、1968（昭和 43）年（中学校は 1969 年）、1977（昭
和 52）年と、学習指導要領2が公示され、３度の改訂が行われた時期である。  
	 我が国において初めての学習指導要領は、周知のとおり、1947（昭和 22）年に試案とし
て示された。千成が示したアメリカの「第二の階てい」の時期と一致し、児童中心の進歩
主義教育の強い影響の下で作成された。真篠将は、「戦後アメリカ合衆国の影響を受けて盛
んになった新教育運動は、わが国のそれまでの実際の学習指導のあり方を根本的に変えた」
と述べている（真篠：1979, 134）。1958（昭和 33）年に改訂された学習指導要領は、その
ような進歩主義教育の影響力を払拭すべく、1951（昭和 26）年の改訂を経て、一定の拘束
力をもつ文部省告示として提示された。このことは、現在の文部科学省による「〈1947 年
の学習指導要領は〉全教科を通じて，戦後の新教育の潮流となっていた経験主義や単元学
習に偏り過ぎる傾向があり，各教科のもつ系統性を重視すべきではないかという問題があ
った」3という評価からも明らかである。第３章で後述するように、1947（昭和 22）年の
学習指導要領で示された「単元」は、音楽そのものの理解を重点として示されていたが、
あわせて紹介されていた事例は、生活経験的な単元や他教科と関連させた単元が多かった。
したがって、楽曲を中心にした現場の授業を変革するものにはなり得なかった。また、1957
年に起きたアメリカにおけるスプートニク・ショック（ソ連の人類初の人工衛星スプート
ニク 1 号の打ち上げ成功が世界に報じられたことにより諸国が受けたショックをいう）は、
我が国においても基礎学力や科学技術教育の向上をめざさせるものとなった。  
	 1968（昭和 43）年告示の学習指導要領（中学校は 1969 年）は、基礎学力の充実をはか
った 1958（昭和 33）年告示の学習指導要領をさらに発展させるものとして改訂され、音楽
科の指導内容に「基礎」領域が登場した。この「基礎」領域の登場をはじめとして、1968
（昭和 43）年告示の学習指導要領は、アメリカの教育改革における概念学習 Conceptual 
Approach の刺激を強く受けているといわれている（難波：2000, 222-223）。しかし、「基礎」
領域は、包括的な音楽教育をめざした概念学習 Conceptual Approach の理念とは異なり、「リ
  6 
ズム」「旋律」「和声」が音楽の要素として示されたものの、歌唱、創作、鑑賞領域との関
連が明確に示されていなかったことに難点があった。  
	 次の 1977（昭和 52）年学習指導要領では、「学校教育が知識の伝達に偏る傾向があると
の指摘もあり，真の意味における知育を充実し，児童生徒の知・徳・体の調和のとれた発
達をどのように図っていくかということが課題になっていた」３という自己評価のもと、
指導内容が整理され、「基礎」領域も姿を消して、「表現」「鑑賞」の二つの領域にまと
められた。また、「単元」にかわって、「主題による題材構成」の考え方が示された（「主
題による題材構成」については後述する）。  
	 ここまでの流れを見ると、次のように整理することができる。  
	 1980 年に千成による教育内容に関する提言が行われる以前でも、単元構成や「基礎」領
域の設定等とかかわって、音楽科の教育内容について検討するための素地はできあがって
いた。しかしながら、教育内容という概念が提起されないまま、1977（昭和 52）年告示の
学習指導要領に伴って「主題による題材構成」という考え方が生まれてきた。  
 
３	 教育現場と民間教育団体の動向  
	 一方、音楽教育研究の世界では、1960 年代には、オルフ（Orff, Carl, 1895-1982）やコダ
ーイ（Kodály Zoltán, 1882-1967）の音楽教育研究が知られるようになってきた。オルフは
1962 年に来日しており、また、1963 年には、「コダーイ・システム」が、東京で開催され
た ISME 第 5 回国際音楽教育会議 International Society for Music Education、V - ISME World 
Conference で紹介された。それらに伴い、たとえば園部三郎は 1962 年に「オルフの来日と
音楽教育の提案」（園部：1962）を発表し、小山郁之進は 1963 年に「オルフの音楽教育に
おける基礎・目的・方途について」（小山：1963）を発表している。また、1967 年に羽仁
協子が「コダーイの遺産」（羽仁：1967）を、1970 年に加勢るり子が「コダーイシステム
と音楽教育」（加勢：1970）を発表している。  
	 これらは、我が国の音楽教育に、系統的な音楽教育システムの重要性を示唆するととも
に、自国の音楽に着目するという視点をもたらすものであった。1958 年には「音楽教育の
会」が結成され、1963 年の日本教職員組合第 12 次教育研究集会では、「歌曲集（A）」と
「わらべうたの音組成によるソルフェージュ（B）」からなる教科書二本立て案が提案さ
れ、系統性のある指導がめざされた。（島崎：2012）。1965 年の同会の全国大会（和歌山）
においても「わらべうたから出発する音楽教育」というテーマが掲げられている。また、
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1965 年の第 14 次教育研究集会では、ドリル式の活動になりがちであった（B）活動に対し
て、即興的・総合的な音楽活動を重視した「ブロック方式」4も提案されている。  
	 しかし、第 16 次教育研究集会で群馬県の合唱が注目されはじめると、次第に二本立て方
式やブロック方式における様々な提案に対して批判が行われるようになった。さらに、1974
年の第 23 次教育研究集会に講師として作曲家の丸山亜希が加わってくると、歌曲教材につ
いての議論やそれらを歌う子どもたちの歌声についての評価が主流になっていった（三
村・吉富：2010）。  
	 また、昭和 30 年代末から岐阜県ではじまったふしづくりの教育が、1966（昭和 41）年
度から岐阜県音楽教育研究指定校となった古川小学校等において「ふしづくり一本道」と
して完成された（三村：2013）。ふしづくりの教育は、30 段階 102 のステップ等5からな
る創作活動を中心にして音楽的能力を獲得させる学習システムである。創作活動を通して、
子どもたちが主体的に音楽の要素や構成などを学習していき、音楽的に自立していく様は
画期的であり、古川小学校を参観に訪れた多くの教育者らに驚きを与えた。古川小学校で
は、その後も 1978 年にかけて、ふしづくりの教育を研究課題としてあげている。それ以降、
学校をあげてのシステマティックな教育は全国的に行われなくなったが、いまだに、これ
ほど子どもの自立的な音楽活動を系統立てたことに成功した例は見られない。  
 
４	 教育学における認識論的授業研究  
	 以上のように、音楽科において教育内容論の提起が行われる前の 1950 年代後半から 1970
年代にかけて、アメリカでは概念学習 Conceptual Approach が示され、我が国では、学習指
導要領に「基礎」領域が設定された。また、実践現場では、二本立て方式やふしづくりの
教育などにおいて、系統的な指導法がめざされた。これらは、後述するように、教育内容
論の提起とその授業構成の設定が行われるようになる 1980 年代の我が国の音楽教育の予
備的状況となっている。  
	 このような時期、教育学の世界では、1960 年代から、北海道大学の教育方法学研究室の
教授学研究グループが、教育内容とその構成について研究と提言を行っている。これらの
研究は「認識論的授業研究」（平凡社：1979, 439）において先駆的役割を果たしたといわ
れる。  
	 認識論的授業研究においては、学習者の認識対象となる教育内容及び教材に重点が置か
れている。たとえば、高村泰雄は、「明治以来の国定教科書は、すべて『教育と科学の分離』
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という基本方針で編集されてきたため、教育内容と教授技術が分離し、本来、明確に区別
される教育内容と教材の癒着が固定化されてしまったのである」（高村：1976, 55）とし、
教育内容について次のように述べている（高村：1976, 56）。  
 
「何を教えるか」という問題は、教育内容を確定することであるが、このような
教育内容の価値は、個々人の主観的な好みや国家権力の要求などによって左右され
るほど任意性をもったものではなく、人類の歴史的な実践のなかでたくわえられた
経験やその一般化としての科学的概念や法則の体系（＝現代科学や技術の体系）と
して客観的に確定されるものなのである。したがって教育内容は、現代科学のもっ
とも一般的・基本的概念や報告をもって構成しなければならない。そして教材は、
このような教育内容を正確にになう実態として、子どもの認識活動の直接的な対象
であり、科学的概念や法則の確実な習得を保障するために必要な材料（事実、資料、
教具など）として位置づけられるのである。  
 
	 このような教育内容と教材への基本的な立場から、教育内容研究を中軸にすえた多くの
授業プランが開発された。その教育内容と教材の構成については、「いわゆる『70 年代構
想』から教授学研究の構想」（教授学研究グループ：1985）としてまとめられており、教科
の系統をふまえた教育内容を明らかにし、その本質を体現する教材の選定と指導プランの
作成がめざされている。  
	 1980 年に音楽科において教育内容に関する提言を行った千成俊夫は、同年代にその研究
グループに属しており、同グループにおける共同研究は、音楽科における教育内容論とそ
の授業構成に影響を与えたと見ることができる。  
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第３節	 音楽科における教育内容と授業構成の変遷  
 
	 第２節のような動きの後、音楽教育においては、1980 年の教育内容をめぐる論争にはじ
まって、今日まで教育内容という用語の定着と授業構成研究の進展がなされてきた。その
状況について、ここでは、大きく５つに区分して述べる。  
 
１	 教育内容をめぐる論争  
	 1980 年、千成俊夫は、日本音楽教育学会第 11 回大会のシンポジウム「教材の条件」に
おいて、音楽科の教育内容に関する提言を行った。これは、我が国の音楽教育研究で教育
内容についての最初の言及である。  
	 この前後に、千成は、以下の論文を発表している。  
	 これらの論文では、教育内容論の提起に向けて、アメリカの音楽教育、学習指導要領や
民間教育団体の動向などを網羅しつつ、音楽科の目標論、授業論、教材、教育課程論が述
べられている。また、1980 年の千成提言の後になる、「音楽教育における教育課程構成に
かんする若干の問題（4）」（千成：1981）「同（5）」（千成：1983）では、千成提言が行われ
たシンポジウムにおける議論を補完する形で「教育内容」と「教材」の関係が説かれ、「授
業の組織化の原理」（千成：1983, 130）について述べられている。1970 年代〜1980 年代前
半にかけて、教育内容に関する提言にかかわる一連の論理が構築されていっていることが
わかる。  
	 また、これらに関連して、1980 年前後には、以下の論文も発表された。  
「音楽教育における目標設定の基本原理」（千成：1973）  
「音楽の授業成立に関する一考察」（千成：1975）  
「音楽教育における教材論への試み  Leonard B. Meyer の所論を中心に」（千成：1976） 
「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の問題（1）〜（5）」（千成：1977, 
	 1978, 1980a, 千成・宇田：1981, 千成：1983）  
八木正一・竹内俊一「音楽科における基礎学力－その基調を求めて－」（八木・竹内：：	  
	 1978）  
八木正一・鎌田真規子「音楽科の学力に関する一考察－音楽的認識過程の分析を通し
てー」（八木・鎌田：1979 ）  
八木正一「音楽科における学力規程に関する一考察」（八木：1979a）  
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 これらの論文は、学力論や授業構成論、教科書論などから千成の提案を補強する形で相
次いで発表されていった。  
  このような千成の提起に基づく教育内容論は音楽教育界に波紋を起こし、以下のような
批判をも呼び起こすこととなった。  
	 しかし、いずれの批判の中でも、音楽科の中で教育内容を明確にしていくこと自体は否
定されず、1982 年の日本音楽教育学会東京ゼミナールでは、先の 1980 年の千成の提起が
評価され、音楽科における教育内容や教材の関係がさまざまな機会に議論されるようにな
った。	 	 	  
	 千成らの教育内容に対して懐疑的であった山本文茂は、創造的音楽学習を推進する立場
から、新たな教育内容論を展開しはじめた。また、同年、千成、八木、吉田を中心とした
「音楽教育方法研究会」（1988 年に正式に発足）は、『達成目標を明確にした音楽授業改造
入門』（千成編：1982）を出版し、いくつかの事例を示しながら、音楽科の教育内容につい
八木正一「小学校音楽科における教科課程構成に関する一考察－つくる学習活動を中  
	 心とした教科課程構成への一視点－」（八木：1979b）  
八木正一・堀曜子「技術教科としての音楽科－音楽科教育の技術的基本性格と教科課  
	 程構成への一視点－」（八木・堀：1980）  
八木正一「授業のための音楽教材試論」（八木：1980）  
八木正一「音楽科における授業構成の現状と課題」（八木：1981a）  
八木正一「音楽学習における楽しさをめぐって	 楽しい授業づくりへの一視点」  
	 （八木：1982a）  
八木正一「音楽の授業における感動と基礎能力」（八木：1982b）   
八木正一・吉田孝「音楽教科書における教材の組織化と記述に関する一考察」（八木・	  
	 吉田：1982）  
吉田   孝「音楽科における教育内容と教材の関係」（吉田：1982）  
村尾忠廣「音楽科の内容と教材」（村尾：1981）  
山本文茂「創造的音楽作りとは何か①『サウンド・アンド・サイレンス』を考える」  
	 （山本：1982a）  
河村恵・加藤富美子「音楽科の教育内容とは」（河村・加藤：1982）  
尾見敦子「音楽科における教材論	 音楽科教育研究の現状分析から  （尾見：1983）  
村尾忠廣・尾見敦子「音楽的概念による教材構成をめぐって①」 （村尾・尾見：1984） 
村尾忠廣「音楽的概念による教材構成をめぐって②」（村尾：1984）  
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て、また内容先行型の授業構成について提案している。  
	 この間の動向は次のようにまとめることができる。すなわち、1960 年代からの教育の現
代化や概念学習 Conceptual Approach、系統性への着目等が土台となり、1970 年代から音楽
科の教育課程や授業方法論を整備して教育内容に関する提言が行われ、1980 年代前半には
批判的検討を経た上で教育内容という語が定着し、様々な教育内容論が展開されるように
なったと見ることができる。  
 
２	 教育内容論に基づく授業構成法と授業プランの開発  
	 千成らの教育内容論の提起が 1982 年の東京ゼミナールで一定の評価を得て以降は、その
具体的な授業構成論が展開され、授業プランが提案される時代に入る。  
	 「授業構成」とは、先述したように、学習目標の達成にむけて授業を組織することであ
る。千成らは、教育内容論批判に応えるように、アメリカの教育カリキュラム改革の所産  
について整理するとともに、教科論や技術論から音楽科の教育内容を説明し、その授業構
成に関する論文を以下のように発表していった。これらの授業構成論においては、授業構
成が特定の楽曲作品を教えるという立場をとる「楽曲先行型」と、教育内容を中心に教材
を構成する「内容先行型」に分けて定式化され、「内容先行型」の授業構成の手順が示され
た。  
八木正一「音楽科教育における教科論的一考察」（八木：1983）  
八木正一・出口誉子・三国和子・山中文「音楽科の授業における指導過程構成に関す  
	 る一視点（その１）：「拍子」の指導を中心として」（八木・出口・三国・山中：1983a） 
八木・出口誉子・三国和子・山中文「音楽科の授業における指導過程構成に関する一  
	 視点（その２）：授業プラン「拍子のおはなし」を中心として」（八木・出口・三国・ 
	 山中：1983b）  
八木正一「音楽科における教育内容措定に関する一試論」（八木：1984）  
吉田   孝「音楽科における技術観の検討－学習指導要領及び民間教育研究運動の変遷  
	 より－」（吉田：1984a）  
吉田   孝「音楽の多様化と教材－大衆音楽の教材化への一視点－」（吉田：1984b）  
千成俊夫「米国における音楽教育カリキュラム改革（Ⅰ）－60 年以降の動向をめぐっ  
	 て－」（千成：1984）  
千成俊夫「米国における音楽教育カリキュラム改革（Ⅱ）－60 年以降の動向をめぐっ  
	 て－」（千成：1985b）  
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これらの論文にあわせて、1990 年代からは八木の編著による『音楽指導クリニック』シリ
ーズ6等においても数々の授業プランが提案された。授業プランは、必ずしも音楽の要素を
概念として獲得することをねらったものだけではなく、演奏技術体系における法則性を中
心とした授業プランや、音楽学の諸成果を中心とした授業プラン、楽曲に対象化されてい
る世界観やイメージ等と表現手段との関連を中心とした授業プランなどが提案された。そ
して、授業プランは、次第に短時間で行うものとなり、授業アイデアとして示されるもの
も多くなった。  
 
３	 学習指導要領による題材構成観と創造的音楽学習における教育内容論  
	 先にも述べたように、音楽教育において教育内容論の提起とその批判や評価がなされた
1980 年代は、1977（昭和 52）年告示の学習指導要領の実施時期であり、戦後の単元学習に
かわって、題材構成が文部省から示されていた。文部省は、1977 年学習指導要領の全面実
施にあたって、1980 年に『小学校音楽指導資料	 指導計画の作成と学習指導』（文部省：
1980）、1982 年に『中学校音楽指導資料	 指導計画の作成と学習指導』（文部省：1982）を
刊行し、「主題による題材」と「楽曲による題材」を示した。「主題による題材」は、主題
によって教材を構成する形式をとり、これは、形式上、教育内容を中心とする授業構成と
似ている。このことを含め、このような題材観について、単元学習の再検討を含めて多く
の論者が述べている。以下の論文にそれらが詳しい。  
千成俊夫・八木正一・吉田孝、「音楽科の授業構成に関する一試論」（千成・八木・吉  
	 田：1985）  
八木正一「音楽科における教材と授業構成に関する一考察」（八木：1985a）  
八木正一「音楽科における教材開発に関する一考察」（八木：1985b）  
千成俊夫「音楽教育研究における理論と実践の関係」（千成：1986a）  
八木正一「音楽指導における指示語に関する一考察」（八木：1987b）  
千成俊夫「教科教育学研究の成果と展望	 －音楽科教育をめぐって－」（千成：1988） 
吉田	 孝「音楽カリキュラムの弾力化と個性の伸長」（吉田：1988）  
八木正一「音楽科における単元構成への一考察（Ⅰ）単元構成の現状と問題点」（八木： 
	 1981b）  
八木正一「音楽科における単元論への一考察－戦後初期の単元構想を手掛かりとして	  
	 －」（八木：1984）  
大和淳二「音楽科教育における主題学習の意味」（大和：1984）  
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 題材構成における「主題」には「音楽的まとまり」というとらえ方も含まれており、そ
れは「楽曲による題材」を補完して教材相互の内容の関連や発展、系統性を見通すものと
して設定されたことがうかがえる。しかし、第３章で述べるように、音楽そのものの理解
のためのまとまりとしてもとらえられていた単元学習の理念が、現場において実践に定着
せずに題材にとってかわられており、その結果、題材における授業構成は、結局は楽曲中
心の考え方から離れることができなかったと見ることができる。  
	 また、千成らの教育内容論に当初懐疑的であった山本は、その後創造的音楽学習として
Creative Music Making を我が国に導入するにあたって、1983 年には「音楽カリキュラムの
構築作業は、内容と教材とをはっきりと区別することが前提条件なのである」（山本：1983, 
28）と述べ、独自に教育内容を定義した。そして、創造的音楽学習の導入に向けて教育内
容を配置したカリキュラムの構想をあげ、学習指導要領に大きな影響を与えた。しかし、
山本は授業構成については具体的に論じておらず、創造的音楽学習の授業は「自由に創作
する活動」（坪能：2004, 53）が主体となった。そのために、その影響を受けた現場の授業
は「効果音づくり」になりがちとなった。1996 年には、高須一が創造的音楽学習の立場か
ら音の操作能力まで含めた教育内容を設定している（高須：1996, 81）。  
 
４	 教育内容論と授業研究の新しい展開  
山田潤次「音楽科における教育内容とその指導過程組織化に関する一考察（１）－音  
	 楽科における単元構成の現状をめぐって－」（山田：1984）  
千成俊夫「音楽科における単元構成に関する一考察」（千成：1989a）  
西園芳信「音楽科におけるカリキュラム構成	 単位としての『題材』概念の考察」（西  
	 園：1990）  
吉田	 孝「単元構成と主題構成」（吉田：1991）  
八木正一・津田正之「音楽科における題材構成の基本的問題」（八木・津田：1999）  
津田正之「戦後改革期における音楽科単元構成の歴史的検討	 －単元学習の衰退をめ	  
	 ぐって－」（津田：1999）  
津田正之「音楽科単元構成の論理とその問題」（津田：2000）  
津田正之「昭和 50 年代における音楽科の題材構成：水戸市立新荘小学校の研究を中心  
	 に」（津田：2001）  
阪井	 恵「『題材構成』の問題性」（阪井：2006）  
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 教育界全般においては、1980 年代から 1990 年代にかけて、実際になされる授業場面に
着目する授業過程研究や学習者論に大きな変化が見られた。  
	 1980 年代以降の「教育技術の法則化運動」や、「授業づくりネットワーク運動」に見ら
れるように、検証できる授業の発信や追試を通じて、授業の共有化がはかられるようにな
ってきた。また、それにともなって「教授行為」7という用語が普及し、実際の授業過程で
起こる教師の発言や意図が着目されはじめた。吉崎静夫に代表されるように、教師の意思
決定と授業の成否に関する研究も各教科で取り上げられるようになった8。  
	 また、1990 年代には、学習を社会的・文化的共同体参加の状況からとらえる学習者論が
盛んになり、あわせて、教育内容の捉え方においても、知識として存在するものから生成
されるものという考え方が誕生した。やや次元が異なるが、こうした考え方は、「新学力観」
として、1987（平成元）年に改訂された学習指導要領に反映されている。  
	 このような時期において、八木は、これらに関して、主に以下のような論文を発表して
いる。  
	 これらの論文の題目からわかるように、八木の関心は、これまで氏らが提唱してきた、
学力や教育内容、授業枠組みとしての授業構成にかかわる授業研究から、授業過程でどの
ようなことが起きているか、また教師はどのような意思決定を行っているか、という授業
研究に移行してきている。八木のこのような授業過程への着目は、さらに、1993 年、1994
年において日本音楽教育学会で吉田らとともに開催した「授業研究の『方法』を探る」と
いう課題研究9で追究されている。  
 
５	 教育内容論と授業構成の課題  
「音楽の授業における教師の意思決定に関する一考察」（八木：1991a）  
「音楽科の授業モデルとシステムに関する研究」（八木：1991b）  
「研究の動向	 音楽教育研究の抽象から具体へ」（八木：1991c）  
「授業システムと自己学習力」（八木：1991d）  
「音楽科における教育内容論の総括と課題」（八木：1994c）  
「本音の新たな復権学校音楽教育理念の歴史的検討」（八木：1995）  
「音楽科におけるカリキュラムの今後の方向をめぐって」（八木：1998a）  
「教科教育の課題	 学びの意味の再構築」（八木：1999b）  
「音楽科の意味の創出」（八木・川村・小室・島田：1999）  
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 「新学力観」が示された 1987（平成元）年告示の学習指導要領は、「生きる力」を示した
1997（平成 10）年告示の学習指導要領にかわった。そして 2008（平成 20）年には、「生き
る力」を示す方向性自体はかわらないとするものの、基礎的・基本的な知識・技能の定着
とそれらを活用する力の育成をめざすとするものとなった。  
	 この 2008（平成 20）年告示の学習指導要領において、これまでの教育内容論から着目す
べき点は、〔共通事項〕の誕生である。〔共通事項〕は、小学校学習指導要領と中学校学習
指導要領で使用されている用語が異なるが、いずれにしても音色、リズム、速度、旋律、
テクスチュア、強弱、形式、構成などの感受が指導内容として示されており、まさに、1980
年の千成の提起による教育内容が、20 年以上の時を経て、学習指導要領で明確に記載され
ることになったということができる。  
	 このような点から、音楽科の基本的教育内容を音楽的要素とする見方は定着してきたが、
その中で、八木は、次のように、授業パラダイムの転換を提唱し、教育内容や授業構成に
おける新しい論を展開しはじめた。  
	 八木は、これらの論文において、授業過程で生成される教育内容を問題にしており、そ
れらを実体的な教育内容に対して「関係的な教育内容」として、新しくとらえている。  
「音楽科の授業パラダイムの転換」（八木：2000）  
「競争と授業をめぐって」（八木・川村：2003）  
「授業構成論の諸相：音楽の授業を中心として」（川村・八木：2004）  
「創造的音楽学習に関する授業論的検討」（八木：2005）  
「音楽科における教育内容の再検討」（八木：2005）  
「教材が生成する学びの場」（八木：2006）  
「学習活動と授業構成に関する一考察  －活動主義批判の検討を中心に－」（八木・川  
	 村：2007a）  
「音楽科における教材概念の検討と授業の構成」（八木・川村：2007b）  
「音楽科における教材とは」（八木：2008）  
「授業の臨床的構成と教育内容のとらえ方  －音楽科の場合を中心にして－」（八木：  
	 2009）  
「音楽科における授業構成の可能性  －〔共通事項〕の検討を中心として－」（八木：  
	 2010）  
「音楽科における授業モデルに関する一考察」（川村・八木：2012）  
「音楽科における鑑賞の授業構成に関する一考察－範例方式を視点として－」（山本・	 	 	  
	 八木：2012）  
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 一方、吉田は、以下の論文を発表している。  
	 吉田もやはり授業過程に着目しているが、学力の定着をめざすという方向をめざして、
むしろ実体的な観点から授業記録のあり方や授業研究に着目していることがわかる。  
	 これまで述べてきたように、音楽要素が基本的な教育内容としてとらえられ、教育内容
という用語自体が音楽科に定着してきた一方で、どの音楽要素をどのレベルまで教育内容
とするかは、〔共通事項〕にいたっても定まっていない。上記の吉田の関心はこの点にあろ
う。  
  また、教育内容を中心とした授業構成自体は、授業の実際にあわせて、また「新学力論」
や学習者論等に応じて、変化してきた。さらに、授業構成の変化や授業過程の研究は、教
育内容論に影響を与えている。八木の関心は、こちらに向けられていると考えることがで
きる。  
	 このような両者の論考から、音楽科における確かな学力と豊かな学びあいの双方を充実
させる教育内容と授業構成の研究が、現代求められている課題である、ととらえることが
できよう。	  
「音楽科の授業記録に関する認識論的検討」（吉田：2002）  
「音楽科の授業における発問の機能  －『赤とんぼ』の授業を例にして－」（吉田：2004a） 
「教育実践に役立つ研究とは」（吉田：2005a）  
「『確かな学力』の育成と音楽学習［音楽］」（吉田：2005b）  
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第４節	 本研究の目的と方法  
 
１	 先行研究の検討  
	 1980 年代以降の教育内容と授業構成に関して、本研究のテーマである 1980 年の千成提
言以降から現代までのスパンで教育内容の変遷を授業構成と関連させて述べた研究は少な
いが、部分的には千成自身とその千成の教育内容論を補強してきた八木のまとめがある。  
	 千成は、1988 年に、「教科教育学研究の成果と展望  －音楽科教育をめぐって－」（千成：
1988）として、日本音楽教育学会における 1971 年設立時から 1988 年までの議論について、
そして内容先行型の授業構成を展開してきた音楽教育方法研究会の所産についてまとめて
いる。一方、八木は、1994 年に「音楽科における教育内容論の総括と課題」（八木：1994c）
として、1980 年の千成提言から 1994 年当時にかけて教育内容という用語が定着してきた
過程を述べるとともに、授業過程の研究も視野に入れた新たな課題を提起している。  
  このように千成らの教育内容論を支えてきた両氏の論考以外では、以下が見られる。  
	 1996 年には、阪井恵が「『音楽的概念による教材構成法』の功罪」（阪井：1996）をまと
めている。これは、それまでの千成らの教育内容論の総括というよりも、千成の教育内容
論の提起において音楽の要素や音楽的概念を音楽科の教育内容としたことの功罪について
述べたもので、教育内容と授業構成を関連づけて論究したものではない。  
	 また、島崎篤子は、2007 年に「音楽教育における学力」（島崎：2007）として、音楽科
の学力の変遷について戦後初期から述べている。その一部で、『達成目標を明確にした音楽
科授業改造入門』（千成編：1982）について、「この著書は、音楽教育の分野で正面から学
力問題  と向き合い、教材および授業の組織化と評価の明確化をめざしたという点では、内
容の是非を越えて歴史的な著書といえるものである」（島崎：2007, 37）と評価する一方、
「千成の学力観は学習の結果である『学んだ成果』に限定されており、もう一方の学習の
可能性としての『学ぶ力』の概念が欠落していた」と批判した。ただし、島崎の論文は学
力論の変遷が中心であるため、そこで述べられている批判は、1982 年当時の教育内容論争
や、またその後の千成らの教育内容論と授業構成論の展開をふまえたものとはいえない。  
	 なお、音楽教育史学会は、2006 年に『戦後音楽教育 60 年』（音楽教育史学会：2006）を
まとめているが、その中に教育内容に関する記述は見当たらない。唯一、その中では、菅
道子が、「音楽科の『学力』論の底流」という章で、「〈1960 年代のふしづくりの教育や 1968
年の「基礎」領域の設定などにあたる時代が〉八木の指摘する教材主義、態度主義を廃し、
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子どもが獲得すべき能力（学力）に接続する形で、教科内容・方法を具体的に解明しよう
とした時代として際立っている」（菅：2006, 229）と述べるにとどまっている。         
  また、創造的音楽学習においては、高須が 1996 年に「『創造的音楽学習』の展開と意義」
（高須：1996）の中で、1987（平成元）年学習指導要領に創造的音楽学習が導入されはじ
めてからの傾向と、教育内容の具体的な項目化とカリキュラム化の課題をあげている。創
造的音楽学習の変遷自体は、島崎が 2010 年に「日本の音楽教育における創造的音楽学習の
導入とその展開」（島崎：2010）で、教育実践を中心に 1987 年以降から述べている。  
 
２	 本研究の目的  
	 先行研究からは、千成らの教育内容論の提起が、音楽教育史の中でいかに軽視されてい
るかという現状が見えてくる。また、教育内容の変遷は、教育内容論の中で時々にまとめ
られているに過ぎない。現在、音楽科において教育内容の用語は定着したが、その細かな
定義も定まってはいない。  
	 しかし、第３節で述べてきたように、千成らの教育内容論は、授業構成の定式を産み出
してきた。千成らの提起した教育内容論は、様々な教育内容研究を経て発展・定着し、さ
らに多くの授業プランが提案されて一般に周知され、また実践された。音楽科では、その
ことをもって教育内容論が成立したとみることができよう。そして、授業過程が着目され、
学習者論が進展する中で、新しい授業構成論が提起され、そして、そのことがまた教育内
容に新たな視点をもたらしてきている。このように見ると、教育内容論を授業構成と関連
させてとらえることが、教育内容論や授業構成論の展開にとって重要であることがわかる。 
	 本稿は、そのような点から、1980 年以降の教育内容論の成立から展開にいたる過程を授
業構成と関連づけながら理論的検討を行い、現在の音楽科における教育内容研究の成果と
課題をあげ、授業構成の在り方を提案するものである。  
 
３	 本研究の方法  
	 以上から、本研究は、次のように論を進める。	  
	 すなわち、第１章では、まず、「千成提言」の経緯とそれに関連する教科論等を検討する。
そして、千成提言に同調して理論を展開した八木正一、吉田孝の学力論や教育内容論、授
業構成論について述べ、教育内容論が確立していく過程について明らかにするとともに、
千成提言をめぐって起きた論争の対立点を明らかにする。さらに、1982 年の日本音楽教育
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学会において「教育内容」という用語の定着が見られたことを明らかにする。図０－１の
①にあたる部分である。  
	 日本音楽教育学会において用語の定着が見られる頃からは、教育内容を中心とした授業
構成による具体的な授業プランが次々に発表されて、一般に周知され、また実践された。
そのことをもって、音楽科において教育内容論が成立したと見ることができる。また、授
業構成論や具体的な授業プラン開発が行われるようになって、教育内容の定義は様々に変
化した。また授業の実際に応じて、授業プラン自体もその構成や長さに変化が見られるよ
うになっている。このような 1980 年代における教育内容の定義や授業構成の変化について
は第２章で明らかにする。図中の②にあたる部分である。  
	 学習指導要領においては、戦後初期に推奨された単元構成から 1958（昭和 33）年告示の
学習指導要領の実施時期には題材構成にかわり、音楽科において教育内容論が提起された
1980 年代にいたって、「主題による題材構成」が着目されはじめた。主題による題材構成
は、教材を構成する形で示され、その点で、教育内容を中心とする授業構成と形式上に類
似点が見られる。しかし、学習内容は大きく異なっており、教育内容論をとる立場の研究
者らから、戦後初期の単元とあわせて、単元論・題材構成論が展開されている。また、こ
の当時、千成らの教育内容論を批判した山本らは、創造的音楽学習研究の立場で教育内容
について論じるようになっている。図中の③に当る部分である。その一方で、授業研究の
中心が授業過程研究に移ってきた 1990 年代あたりから、八木らの研究は、教師の意思決定
や学習者レベルの研究から授業システムをとらえるようになっている。図中の④の部分で
ある。３章では、これらの単元論・題材構成論の授業構成や創造的音楽学習の立場からの
教育内容研究を考察し、そのような状況下における、千成らの教育内容論の新たな展開を
検討する。  
	 2000 年になって、八木によって授業パラダイムの転換が提唱されはじめると、教育内容
は関係論的にとらえられるようにもなった。これは、当初の千成らの教育内容論からする
と大きな転換である。一方、学習指導要領においては〔共通事項〕が示され、実体的にと
らえる教育内容が広く現場で追究されるようにもなってきた。この時期から現代にいたる
新しい教育内容論とその授業構成については第４章でまとめる。そして、現状の音楽科の
授業から、教育内容の設定と授業構成の関係を分析する。図中の⑤の部分である。  
	 終章では、以上をふまえ、音楽科における教育内容研究の成果と課題を考察し、教育内
容について新しい定義づけを試みる。そして、教育内容の設定による授業構成を提案する。  
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 （作図：著者）
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註  
1	  千成俊夫が日本音楽教育学会第 11 回大会のシンポジウムにおいて行った提言は、下の    
  154-155 頁に収録されている。  
	   「シンポジウム	 教材の条件	 司会  愛知教育大学  水野久一郎、パネラー  国立文化研   
  究所  柿木五郎、パネラー  大阪教育大学  柳生力、パネラー  広島大学  千成俊夫」（日本   
  音楽教育学会『音楽教育学』10 巻 , 1980, 148-159）  
 
2 	 本稿で述べる学習指導要領とは、昭和 33 年以降においては、小学校学習指導要領、中  
	 学校指導要領を指す。  
	  
3	  文部科学省 HP「学習指導要領等の改訂の経過」（文部科学省 HP より	 2014/10/24 ア	 	  
	 クセス）	 	 	  
   http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/idea/__icsFiles/afieldfile/2011/03/30/1304372_001.pdf 
 
4 	 島崎篤子は、「ブロック方式」に関して、「B 活動自体を開放的・感動的なものにする  
	 と友に、子どもの創造性や自主性を生かす活動にする必要がある」として宮城サークル	  
	 が提案したと述べている（島崎：2013, 121）。  
 
5 	 これは、1981 年には 25 段階 80 ステップに改訂されている（山本：1981, 130-134）。	  
 
6   『音楽指導クリニック』シリーズは、『音楽指導クリニック 100 のコツ』（八木正一編  
  著、学事出版、1990）に始まり、『音楽指導クリニック 10 音楽授業のおもしろ教材・   
  教具』（八木正一、山田潤次、学事出版、1997）まで続いた。その後、『新・音楽指導  
  クリニック１	 新しい発想でつくる音楽授業・教材－新学習指導要領を活かす』（八木正  
  一編著、学事出版、1999）につながっていき、『新・音楽指導クリニック 10	 クイズ教  
  材でたのしむ日本音楽の授業』（田中健次・八木正一 , 学事出版 , 2011）まで出版され  
  ている。  
 
7   藤岡信勝が提唱した用語である。以下のように定義されている。  
   「発問、指示、説明から始まって、教具の提示や子どもの討論の組織におよぶ、現実に  
  子どもと向かう場面での教師の子どもに対する多様な働きかけとその組み合せ」（藤岡  
  信勝「教材を見直す」 , 岩波書店『岩波講座	 教育の方法３	 子どもと授業』 , 1987, 	 	  
	 178-179）  
 
8   たとえば「授業における教師の意思決定モデルの開発」（吉崎静夫、日本教育工学学会   
  『日本教育工学雑誌』12（2） ,1988, 51-59）、『教師の意思決定と授業研究』（吉崎静夫 ,  
  ぎょうせい , 1991）などがある。  
 
9   課題研究のまとめは、以下に掲載されている。  
  ・「授業研究の『方法』を創る－93 年度のまとめ－」（日本音楽教育学会『音楽教育学』 
	 	 23（2） , 1993, 61-72）  
  ・「授業研究の『方法「授業研究の『方法』を創る－課題研究のまとめ－」（日本音楽教	  
	 	 育学会『音楽教育学』24（3） ,1994, 72-83）  
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第１章	 音楽科における教育内容 
 
	 我が国で音楽科における教育内容についての理論的な言及が行われたのは、1980 年の千
成俊夫による教育内容についての提言がはじめてである。この提言は、とくに日本音楽教
育学会の中で波紋を呼び、教育内容論争を巻き起こした。  
	 本章では、第１節で、千成の教育内容についての提言の背景および提言の詳細について
明らかにする。第 2 節では、それらの提言が授業構成との関連という観点から教育内容論
として確立していく過程について明らかにする。そして、第３節で、それらの研究所産と
しての『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』（千成編：1982）について述べる。さ
らに第４節で、それらに対する批判論との対立点を明らかにし、日本音楽教育学会におけ
る評価について明らかにする。  
 
第１節	 教育内容概念の提起  
 
１	 千成俊夫による教育内容論	  
	 千成は、1980 年、日本音楽教育学会第 11 回大会シンポジウム「教材の条件」において、
パネラーとして次のような提言を行った。この提言は、音楽科において教育内容概念が導
入され、教育内容と教材を規定していく契機となったものであり、本論文の出発点でもあ
る提言であるので、一部をそのまま引用する（千成：1980b, 154-159）1。  
 
  こうした問題を検討する過程で結論づけられたことは、教育内容と教材を区別す
るということでした。一般に教育内容というのは、その教科を教科たらしめている
本質的・基本的な概念なり法則であり、より一般的なものとでも規定してよいかと
思います。教材とは、この教育内容をすべての子どもたちに学習しえるかたちに具
体化したもの、と簡潔に言ってよいかもしれません。こういった二分法によって自
然科学や社会科学の領域では、子どもたちに教えるべき教育内容を教材を媒介にし
て授業に組織づけることに成功しつつあります。  
  それでは、音楽科についてこの教育内容と教材を区別するといったいどういうこ
とになるのか。自然科学や社会科学で通用しえる議論を芸術・音楽に当てはめよう
というのですから当然無理な面もありましょうし、不備な点が多く出てくると思い
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ます。あえてこのことを告白しておきまして、次にこの問題についてお話ししたい
と思います。  
   ＜教科の基本的・要素的並びに本質的なものは強力であり、同時に単純でもあ
る。これらのものは、それが互いに構造的に小さな単純な単位から複雑なものへと
あらわれる。ある一つの構造の学習をすれば、その所産は他の構造の学習へと転移
する。＞－これは僕らのテーゼです。音楽の基本的なものとは、メロディー、調、
音階（さまざまな旋法を含めた一定の音の相互関係の組織体）、リズム、形式、音
色、ダイナミクス、テンポなどであると言ってよいと考えます。音楽の本質につい
ては、異論もございましょうが、いわゆる生成と消滅、緊張と緩和……非常に抽象
的ですが、人間の存在、実在そのものといってよいだろうと考えます。この両者は
構造的に音楽の中で組みあっています。例えば音楽の本質としての生成と消滅、緊
張と緩和といったようなものが音楽の基本の一つとしてリズムに構造的にあらわ
れている。言いかえると、基本としてのリズムが本質のそれを具現化してあらわれ
るという関係じゃないかと思われます。このような音楽科の教育内容をどんな子ど
もでも理解できるように豊かに具現化したもの、それが教材並びにその教材の条件
なのではないか。そういうふうに結論づけていいように思うわけです。  
 
  この提言には、二つの意図が含まれている。一つは、教育内容と教材を区別する、とい
うことである。また、もう一つは音楽科の教育内容を、メロディー、調、音階（さまざま
な旋法を含めた一定の音の相互関係の組織体）、リズム、形式、音色、ダイナミクス、テン
ポなどとする、ということである。  
さらに、この提言の出発点には、「子どもたちに教えるべき教育内容を教材を媒介にし
て授業に組織づける」という文言に見られるように、音楽科の授業の構造を明らかにする
という意図がある。  
	 つまり、千成は、「教材の条件」について語る中で、音楽科における教育内容そのものに
ついて、教育内容と教材の規定、そして授業の組織化という三つの柱からなる提言を行っ
たわけである。  
  この提言は、後述するように、日本の音楽教育界で教育内容論争を引き起こすことにな
ったが、２年後の 1982 年に開催された日本音楽教育学会東京ゼミナールでは、教育内容と
教材を区別することの有効性が評価された。1983 年にゼミナールの様子をまとめた音楽教
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育学会学会誌『音楽教育学  －別冊－  音楽教育東京ゼミナールのまとめ』においては、以
下のように記されている（日本音楽教育学会：1980, 30）2。  
 
この〈音楽科の〉教材の定義についての学会における重要な成果は、第十一回大
会〈1980 年の日本音楽教育学会第 11 回大会〉のシンポジウム「教材の条件」にお
ける千成俊夫（『音楽教育学』第 10 号）の発言であろう。彼は先の『新教育の事典』
におこる定義とは異なり、学習内容と教材とを峻別する。そして学習（教育）内容
とは、教科を教科たらしめている基本的な概念および法則であるとし、教材とは、
この学習内容を子どもたちが学習しうる形に具体化したものと定義づけたのであ
る。この考え方は、F・ソシュールが人間の言語活動において、言語（ラング）と
言（パロル）を区別したのと似て、極めて有効な考え方である。  
 
	 ここにあげられている『新教育の事典』（平凡社：1979）は、千成による提言の前年の
1979 年に発行されているが、その中で「教育内容」という項目は取り上げられていない。
そして、「教材分析」の項の小項目「教材の機能的な分類」では、「教材とは一般的には教
育の目標を達成させるために教育的に編成された学習内容と定義されよう」（平凡社：1979, 
230）と記述されており、教材と学習内容が同一視されている。また、「授業分析」の項の
小項目「授業分析の研究動向」では、日本における授業分析の研究の動向の一つとして、
「『教材と子どもの学習活動の順序構造、認識的過程』を重視する認識論的授業研究の流れ」
（平凡社：1979, 439）があるという記述が見られる。同事典では、この「認識論理的授業
研究」において、後述する砂沢喜代次や鈴木秀一を中心とした北海道大学の研究グループ
が先駆的役割を果たしたと記述はしているが、同事典内で砂沢らが提唱したような教育内
容と教材との明確な区別はなく、「教材」ということばで一括りにされていることがわかる。 
つまり、これらは、北大研究グループの先駆的研究はあったものの、教育界全般ではま
さに直前まで教材＝教育内容というとらえ方が一般的であったことを示しており、それだ
けに、1980 年の千成による提言が音楽教育界に大きな衝撃を与えたことがうかがえる。  
 
２	 千成俊夫による教育内容論の背景  
	 千成は、この 1980 年の提言の前に、それにかかわる一連の論文を発表している。1973
年には「音楽教育における目標設定の基本原理」（千成：1973）を、1975 年には「音楽の
  26 
授業成立に関する一考察」（千成：1975）を、そして、1976 年には「音楽教育における教
材論への試み  Leonard B. Meyer の所論を中心に」（千成：1976）を発表している。そして、
1977 年から 1982 年にかけて「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の問題（1）
〜（5）」（千成：1977, 1978, 1980a, 千成・宇田：1981,千成：1983）を発表しており、提言
は、その途中でなされたものである。  
	 本項では、それらの論文を中心に、提言における三つの柱－音楽科における教育内容そ
のものについて、教育内容と教材の規定、そして授業の組織化－がどのような過程を経て
なされたのかを検証する。ここでは、教育内容と教材の規定や授業の組織化と、音楽科に
おける教育内容の二つに分けて述べる。  
（１）教育内容と教材の規定－授業の組織化  
	 千成は、1966 年から 1971 年まで北海道大学大学院に在籍しており、研究の方向性や方
法論において、北海道大学の砂沢喜代次、鈴木秀一、高村泰雄などを中心とした研究グル
ープの影響を受けたと見ることができる（千成：1988, 17）。北海道大学は、1963（昭和 38）
年に結成された「全国授業研究協議会」の事務局を担当しており、砂沢らは同研究協議会
の指導的役割を果たしていた。  
	 砂沢は、1962 年には、授業は「子どもの積極的な認識能力に訴えて、教科や教材のなか
に選び取られる客観的な知識や技能や情操を、子どもに主体化させる作用である」（砂沢：
1962, 16）としている。そして、「子どもに教えなければならない教育内容を、教師が教材
化するとき、すでに教師の正しい豊かな教材解釈が要求されるわけで、その成否が授業案
の成否と授業案によって展開される授業の成否を決定する」（砂沢：1962, 19）と述べた。
この文中の「教材化」については、同論文内で「教材の選択や構成」（砂沢：1962, 19）と
いった文言で示している部分があり、つまり、授業は、子どもに教えるべき教育内容をに
なう教材の選択や構成によって組織づけられることが示されている。1974 年には、自主的
な「教育内容構成」として、「民衆の立場に立つ明治維新の授業」という指導観から「明治
維新」の授業を行った松浦茂子氏の授業を紹介しつつ（砂沢：1974）、「教育方法学の当面
する研究課題は多いが、（中略）、教育内容構成－教材の精選、教育課程構成をふくむ－に結
びつけた集団思考過程の綿密な研究は、それらのうちで最も緊要なものと確信する」（砂
沢：1974, 22）と述べ、教育内容構成に立つ授業研究の必要性を示した。  
	 さらに、教育内容や教材の順序構造については、鈴木が、1974 年に「教育内容の確定、
それに伴う順序構造の確定がなされると、それに伴う問題（教材）が典型的なものか、そ
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れらの問題のうち、導入ではどのような問題を課すべきか、それぞれの問題の順序をどう
するか、教授学的に追及される課題になっている」（鈴木：1974, 123-124）と述べている。 
	 このような一連の研究は、北海道大学教育学部教育方法学研究室の教授学研究グルー  
プによって、1970 年に「教授学研究の構想」としてまとめられた。その構想は、同研究  
室が発行する紀要『教授学の探究』に、「いわゆる『70 年構想』から教授学研究の構想」  
として掲載されている。それによれば、教授学研究は実験的手法を貫くこととされてお  
り、実験の手続について、次のような順序が示されている（教授学研究グループ：  
1985, 129）。  
 
①	 現代科学の体系に沿った教科の系統をふまえ、研究対象とする概念（教育内	 
	 	 	 	 容）についての授業の到達目標を明らかにする。その際、科学史的知見と子	 
	 	 	 	 どもの認識発達の法則を考慮する。	 
②	 教育内容の本質をもっともよく体現した教材を選定し、授業過程の指導プラン
を作成する。その際、同時に教授学的法則についての仮説を設定する。	 
③	 子どもの既成概念を調査（事前テスト）する。	 
④	 実験授業を実施し、資料を作成する。	 
⑤	 授業終了後に、目標に対する達成度を評価し（事後テストなど）、80%〜90%以
上の子どもが完全に授業の目標を達成したときに、その授業過程が一応確定した
ものとする。	 
⑥	 同時に仮定された教授学的法則が一定の度合で検証される。  
 
	 千成が、提言の前段で述べた、「自然科学や社会科学の領域では、子どもたちに教えるべ
き教育内容を教材を媒介にして授業に組織づけることに成功しつつあ」（千成：1980b）る
という内容は、まさに、この北海道大学の教授学研究グループの共同研究の成果を指して
いよう。つまり、千成の提言に見られる、教育内容と教材の区別、音楽科の教育内容の提
案は、この教授学研究グループにおける研究の流れを汲んでいると見ることができる。  
（２）音楽科における教育内容  
	 他教科において「成功しつつあ」る、教育内容を教材を媒介にして授業に組織づける授
業研究を音楽科において行うためには、音楽科の教育内容を具体的に規定し、そして、そ
の教育内容の本質を体現する教材について明らかにしていかなければならない。それらに
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ついて、千成はどのように論理展開していったのであろうか。  
	 千成は、1973 年の「音楽教育における目標設定の基本原理」（千成：1973）において、
まず音楽とは何かというところから説き、Langer, Susanne K.（ランガー）の美学論 Feeling 
and Form（Langer：1953）をひいて、音楽は「極めて無定形で混沌として捕えにくい人間
存在を音によって定形化したもの」（千成：1973, 194）であり、「彼〈芸術家〉が表現する
のは彼自身の現実の感情ではなく、彼が認識する人間感情である」（千成：1973, 194）と
述べた。すなわち、主観的な領域を客観化するところに芸術作品のもつ普遍性があり、そ
こに芸術家と享受者との間の関係が明瞭になる手掛かりがあるとした。  
	 次いで、それらの芸術作品の美的な質が人間にどのように作用するかという点では、
Reimer,B.（リーマー）の音楽的経験のカテゴリを引用している（Reimer：1973）。Reimer
（リーマー）は、音楽的経験を「音楽外的（非審美的）経験〈non-musical （non-aesthetic） 
experiences〉、すなわち、音楽のひびきに対する美的知覚、美的反応を直接経験の対象とし
ないものと、音楽のひびきそのものを直接対象とする音楽的（審美的）経験< musical 
（aesthetic）  experiences >とを対置させ」（千成：1973, 194-195）た。千成は、前者を「音
楽外的経験」と呼び、「作品を媒介に各人に応じた指示的な音楽外的事象を経験する」（千
成：1973, 195）ものであり、Reimer（リーマー）と同様、直接的な教育の対象から除外し
た。それに対して、後者を「音楽的経験」と呼び、Reimer（リーマー）がその音楽的経験
を「感覚的<sensuous>経験」「知覚的<perceptual>経験」「想像的<imaginal>経験」の三段階
に分けていることを紹介している（千成：1973, 195）。  
	 千成の述べる「音楽的経験」をまとめると、以下のようになる。  
	 ここで気をつけておかなければならないのは、「想像的経験」であろう。千成が引用して
いる Reimer（リーマー）の Imaginal Experiences は、千成が述べているように、「可能なハ
	 	 	 	 	 	 	   感覚的経験…音楽に対する知覚反応が、そのひびきの表現性に対して	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   	   表面的な経験に終わるもの  
 音楽的経験	 	  知覚的経験…表現的音楽的出来事（表現性をになう音楽の契機的要素  
                            と相互関係、そして特定様式の文脈における使用）につ  
                            いての知覚と反応  
	 	 	  想像的経験…表現的音楽的出来事の知覚と反応に加えた、それらの予	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	  測  
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ーモニーの変化」、「メロディーの運動で生じうる変化の予測」「表現的な転換の認知」（千
成：1970, 195）など、音楽に沿った「想像」であり、各々のそれまでの個人的経験によっ
て生じる音楽外的な「想像」を意味しない。  
	 千成は、このような感応力や知覚力、想像力を培う音楽的経験こそが音楽教育にとって
は必要であり、それまでの我が国の音楽教育は音楽外的経験を誘発するものではあっても、
子どもたちに音楽的経験となる音楽活動を保障してこなかったと指摘している。そして、
千成は、音楽芸術は Reimer（リーマー）のいうように「人間思考の偉大な所産の一つ」で
あることから、「それを学ぶことが他の教科と同レベルにおいて、自己と自己をとりまく世
界について知るということの基本的な方法である」とし、そこに音楽教育の自立の思想と、
学習内容と学習の関係を導き出した（千成：1973, 196）。  
	 では、そのような音楽的経験の対象となる音楽作品をどのように経験するのか。その点
については、千成は Meyer, Leonard B.（マイヤー）の Emotion and Meaning in Music（Meyer：
1956）を援用し、次のように述べている（千成：1973, 197）。  
 
	 	 	 	 音楽の属性にはメロディー、リズム、ハーモニー、速度、強弱、音色、音型、織
地、音の進行方向、継起、フレーズ、モティーフ、コンテキスト、調性、不協和の
解決、転調、曲の構造にかかわる形式など音楽を形成しているあらゆる要素が含ま
れる。これらの諸属性を総体として、我々は音楽的事象を時間的な経緯の中で期待
と逸脱、緊張と緩和の姿において経験するのである。  
 
	 ここに、千成が提言であげた教育内容の原型を見ることができる。  
	 千成は、こうして音楽科の教育内容を規定していきつつ、1975 年には、「音楽の授業成
立に関する一考察」（千成：1975）において、授業成立に向けて、子どもの認識の発達段階
をマーセル（Mursell, James L.）の「音楽的成長（music growth）」という概念を使ってとら
え直している。	  
	 ここでは、まず、成長の一貫性の特質から、「音楽の教授は旧来の意味での教科教材の指
導ではなくて、成長系の助成であ」るとし、「すべての音楽教育の目的は、音楽的反応や音
楽性の展開をもたらすこと」とした（千成：1975, 194）。たとえば、音楽の記譜法が抽象
的な記号として教えられたり、音楽理論が切り離されて扱われたり、技術の獲得が独立し
た機能として取り扱われたりすれば、音楽的成長の一貫性が中断され、「音楽への反応力」
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（千成：1975, 194）の進展が途切れてしまう。したがって、音楽的成長は、千成によれば、
音楽教育のあらゆる過程において音楽的反応の発達からとらえていく必要性がある。  
	 千成は上記で「諸属性」と呼んだメロディー、リズム、ハーモニー等を千成提言の中で
教育内容と置くことになるわけであるが、それらの学習においても、音楽活動から切り離
した形骸的な知識注入ではなく、音楽活動の中で音楽的成長をめざす、という考え方があ
ることを見てとることができる。  
	 そして、千成は、その音楽的成長については、「音楽の構成要素を発展的に認知する過程
で、パターンの全体像が明か
マ マ
になり意味を備えもっと正確に把握するようになる」（千成：
1975, 195）ととらえ、音楽の構造組織を把握していく過程が音楽的成長の核となることを
示した。千成は、この論文後段で初めて「概念」という用語を用い、「音の高低、方向性、
強弱、和音、音階、拍節、調性、フレーズなどは音の世界を組織する無数の概念の一部分
であるが、これらがなければ秩序づけられた世界は混沌とした状態のまゝで音楽芸術の成
立は不可能である」（千成：1975, 195）と述べている。そして、概念を理解し思考し操作
するためには概念のシンボルを用いることが必要であり、シンボルシステムは否定される
ものではないとした。つまり、すべての音楽学習は直接的な音楽体験から生じ、シンボル
システムによって概念を操作把握していくことによって、成長発達という現象が継起して
いくととらえたわけである。  
	 このあと、千成は、1976 年に「音楽教育における教材論への試み  Leonard B. Meyer の所
論を中心に」（千成：1976）を発表し、主に先の Meyer（マイヤー）の理論をもとに、ブル
ーナー（Bruner,Jerome S.）の教科の構造化にしたがって、音楽教育構造を実際の教育課程
編成作業に降ろして教材論を展開している。  
この論文で留意すべきは、ブルーナーをはじめとするアメリカの新カリキュラム運動に
おける構造化理論を必ずしも全面的に肯定しているわけではないということである。千成
は、「それぞれの教科の特質が論理的思考というよりもむしろ子どもたちの想造力
マ マ
や、自己
表現にかかわる創造力などという動的な活動を反映させる場合にはその適用が困難なので
ある」（千成：1976, 109）と述べている。そのように指摘しつつも、構造化の考え方自体
は「把握されねばならぬ基本的事項は何かという根本的な問いかけを各教科に投げかける
ことになった」（千成：1976, 109）ととらえていた。つまり、教科によっては適用が困難
であるものの、各教科において基本的事項を確認するという点から評価していることがわ
  31 
かる。  
千成が「適用が困難」としている教科の一つに音楽科があると推察されるが、それにつ
いては、ブルーナーの学習構造化論にそって音楽科の教育内容の基礎的構造として音楽の
要素を置いた場合、それらを個別に抽出しても、基礎的構造になり得ないということを指
摘している。音楽は、要素の相互関連性において成立しているからである。このことから、
千成は、様式把握を音楽教育の中心概念としている。具体的には、「或る様式に属する作品
に習慣反応化できるようにする。そのための手だてとしては、音楽的出来事を意味が生じ
うるように、即ち他の音楽的出来事との相互関連性を予測しうる形で設定し、知覚の訓練
とともに様式の内化をはかる方法を試案すること」（千成：1976, 113）を教材の組織的配
列の原理とした。  
	 1976 年には Bruner,Jerome S.（ブルーナー）自身が、自身の著であり世界各国に影響を
与えた The Process of Education（Bruner：1960）3を見直した The Process of Education Revisited 
Edition（Bruner：1976）を発表しているように、千成は、戦後の教育内容編成研究の動向
が「経験から科学へ、科学から人間へ」（千成：1976, 118）と視点を変えてきたと述べて
いる。そして、アメリカの新カリキュラム運動における人間形成にかかわる問題から、西
ドイツにおける範例方式を例に見つつ、「子どもの自発性を、価値を自からの力で作り上げ
るという活動を通じて育成し、新ら
マ マ
しい様式の開拓へと立ち向かう力をつけてやらねばな
らないであろう」（千成：1976, 11）と括っている。  
続いて、千成は、1977 年から 1983 年にかけて、「音楽教育の教育課程構成に関する若干
の問題  （1）～（5）」を発表した（千成：1977, 1978, 1980a, 千成・宇田：1981,千成：1983）。
先の 1980 年の千成提言は、このうちの「音楽教育の教育課程構成に関する若干の問題（3）」
（1980a）が発表された直後に行われている。  
「音楽教育の教育課程構成に関する若干の問題（1）」（千成：1977）は、1977（昭和 52）
年学習指導要領の「情操を養うための音楽の手段化」（千成：1977, 90）傾向に対して、「音
楽の教育であるからには、音楽活動そのものが目的であって、音楽を愛好する心情や情操
の育成はその結果としての附帯的な所産でなければ、音楽教育の存在理由は稀薄にならざ
るを得ない」（千成：1977, 90）という懸念から始まっている。1977（昭和 52）年学習指導
要領は、周知のように、Bruner, Jerome S.（ブルーナー）の The Process of Education（Bruner：
1960）による影響を受けた 1968（昭和 43）年学習指導要領から大きく方向を転換し、人間
性やゆとりが強調されるようになっている。千成は教育が人間の形成を目指すこと自体を
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否定しているのではなく、あらゆる教育の一つとして、音楽を学ぶことそのものによって
人間形成をめざすことを主張したのであった。そのために、次のように、形骸的な知識や
技能の獲得だけを追求しない音楽構造の学習の例をあげているのは示唆深い（千成：1977, 
93）。  
 
“音楽すること”の内容は、単にリズムやメロディーを正確に打ったり取ったり、
または楽譜の指示に従ってアゴーギグやアーティキュレーションを再現するだけ
のことを意味しない。何故このリズムはこうなのか、またこの部分の構成は何故な
のかと主体的に問うこと、更に自分の表現を他に問うことをも含めてである。  
 
	 そうして、音楽科の教育課程編成に際して、教育目標の設定と教育内容の確定、子ども
の発達と音楽学習に関わる実証的研究、教育内容編成と系統化、授業展開についての実証
的研究を提案した。その上で音楽科の目標設定、子どもの音楽発達と学習に関する問題に
ついて論を展開している。  
「音楽教育の教育課程構成に関する若干の問題  （2）」（千成：1978）は、（1）に続いて、
子どもの発達と音楽学習にかかわって論述されている。まずペトォールト（Petzold, Robert 
G.）を引用して、音楽的シンボル知覚や聴覚知覚に関する研究4を学校教育における子ども
たちの学習経験にひきつけて検討し、その上で、千成自身が行った読譜能力調査について
述べている。そして、伝統的な音楽教育が子どもたちに音楽の様式感を身につけさせ得て
いないこと、組織的に学習経験を積み上げるように計画された教育課程では学習遂行率が
向上したことなどを導きだしている。  
「音楽教育の教育課程構成に関する若干の問題  （3）」（千成：1980）は、音楽科におけ
る教育内容研究である。千成は、まず、1977（昭和 52）年改訂学習指導要領までにおける
学習指導要領において、「内容」に示されている事項は音楽活動であって音楽そのものでは
なく、したがって、音楽科で何を教えるかが明確にならないことを指摘した。そして、我
が国における 1960 年代以降の教育内容の現代化の波について言及している。そこでは、広
岡亮蔵の構造化理論（広岡：1962）を取り上げ、一定の評価はしつつも、教材の基本要素
とその対象としている目標が整合していないこと、教材の構造化であって教科の構造化に
はなり得ていないことを指摘している。その上で、我が国における教育内容として、ディ
アトニックと機能和声様式と、日本旋法があげられると述べ、ハンガリーのコダーイ・シ
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ステムについて言及している。  
	 千成は、このように、教科の基本構造や授業の組織化の観点から教育内容と教材を区別
し、音楽の教育内容を措定するために、主に、ランガーのシンボリズム、リーマーの音楽
教育の哲学的基盤、マイヤーの音楽的意味論、マーセルの音楽教育論を援用し、ブルーナ
ーの構造化理論を批判的でありながらも教科構造を明らかにするために必要な手続きとと
らえ、音楽的発達調査をふまえて、1980 年の提言を行なったのである。  
	 年代が前後するが、上述の「音楽教育の教育課程構成に関する若干の問題  （3）」の前年
である 1979 年には、日本音楽教育学会から日本音楽教育学会創立 10 周年を記念して、は
じめて『音楽教育学の展望』（日本音楽教育学会編：1979）が刊行されている。千成は、第
６章「音楽教育の方法」の第２節「中学校」を担当執筆している（千成：1979）。その中で、
Reimer（リーマー）が提示している general music（一般音楽）の概念を引き、音楽的才能
のある子どもの能力発達とは別に、すべての人に音楽に対する美的感受性を発達させるこ
とについて、以下のように言及している（千成：1979, 164）5。  
 
それは〈美的感受性の対象は〉音楽の構造であり、すなわち人間という主観的実
在の諸条件を表す諸傾向と諸阻止にかかわる創造的な音の複合体である。不断に流
れて行く音の傾向と阻止、ひびきとその複合という表現的条件に対して、主体を通
して感情深く知覚反応することを発達させる。こういった音楽的知覚と音楽的反応
の結合が音楽美的経験であり、音楽を理解したり知ったりすることの方法である。 
 
	 千成の、音楽科における教育内容の措定、教育内容と教材の規定、そして授業の組織化
をめぐる提案の背景には、このような「主体を通して感情深く知覚反応することを発達さ
せる」といった、子どもたち自らが感じ取っていく力を根底に置いていたことがわかる。  
	   
３	 千成俊夫による教育内容論の展開  
	 千成は、先述したように、1980 年の提言後、「音楽教育の教育課程構成に関する若干の
問題  （4）」（千成・宇田：1981）と「同  （5）」（千成：1983）を発表した。「音楽教育の教
育課程構成に関する若干の問題  （4）」は提言直後であり、提言を行ったシンポジウム「教
材の条件」をふまえて、あらためて音楽科の教育内容と教材に言及し、それらから音楽学
習構造図を示している。また、「音楽教育の教育課程構成に関する若干の問題  （5）」はそ
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れに連動した授業の組織化について述べている。このように、1980 年の千成の提言は、そ
の前後の時期に、教育内容と教材の規定から一連の授業研究にわたる言及の上でなされて
いる。これらの提言前後の論は千成の教育内容論とまとめていいであろう。そのような視
点から、提言後の教育内容論について記載しておきたい。  
	 まず、千成は、「音楽教育の教育課程構成に関する若干の問題  （4）」（千成・宇田：1981）
において、シンポジウム「教材の条件」の論議の達成度について以下のように負の評価を
行っている。（千成・宇田：1981, 159-160）  
 
	 その成果はあまりかんばしいものではなかった。その原因は端的に言って、何に
よって何を教えるのかという、いわば狭義の教育目標と、人間形成などにかかわる
広義の教育目的との関係が構造化されずに、あいまいなまま討議が進行し、その内
容が目的論的抽象性から、実践の経験的な瑣末性へとゆれ動き、教材の条件をめぐ
っての有効な手掛りに達しえなかったためである。  
 
	 そして、このシンポジウムには授業実践で生じる混乱が典型的にあらわれているとし , 
その混乱を整序する、という観点から、あらためて音楽科の「教育内容」と「教材」の関
係について述べた。  
	 まず、「教材」については、以下のように述べている（千成・宇田：1981, 160）。  
 
教材における材料や素材は、加工してものを製造するもとの
マ マ
ものという意味を持
つものであり、教材が文化遺産に対象化されて確定されたとしても、それがそのま
ま学習の対象として使用されてよいとは限らない。授業という教育的営為が介在し
てくる場合、教材はさまざまな相において展開するのである。すなわち素材は授業
を通して、教師や子どもたちの活動により新しく作りかえられることもあるし、ま
た新しく作りだされることもあるのである。さらにその素材で何を教えるのかとい
うこと、これが教育内容と教材の関係に他ならないのだが、それも一義的に成立し
はしない。  
 
	 ここでは、素材が授業においてそのまま教材とはなり得ないこと、教育内容と教材の関
係も一義的ではないことが示されている。特に後者の例として、《きらきら星》はそのまま
  35 
演奏したり歌ったりする場合はメロディーが内容となるが、この曲を使って変奏曲をつく
らせる時にはその関係は成立しないことなどをあげ、音楽科の場合、教材を選定するにあ
たって、教材と教育内容との関係による検討が必要であることを示した。  
	 そして、教育内容については、教育内容の現代化によって、「各教科における本質的基本
的構造、それが教科における教えるべき基本的内容として把握され」（千成・宇田：1981, 
160）るようになった、と述べている。千成は、教える内容を限定的にいいあらわすものと
して「教育内容」という用語を支持しており、教育内容と同義的に使用されている用語と
して学習内容や教科内容を取り上げ、これらの語については学習対象や教授目標において
概念枠組みが漠然としていると指摘している。   
	 これらの語について、千成は、スカトキン（Cкаткин, M. H.）が挙げた以下の７項目の教科内
容を例に説明している6。  
①	 科学の最も重要な事実・概念・法則・理論	 
②	 その教科の教材を基にして形成される世界観的観念・倫理的美的規範・理想	 
③	 探究や科学的思考の方法	 
④	 科学上のいくつかの問題	 
⑤	 知識の応用力を含めた能力・技能	 
⑥	 認識活動の方法・倫理操作・思考の手段	 
⑦	 才能や感情の発達の或る指標  
  千成は、ここで、「科学」を「音楽」に書き換えることが可能としながら、第一義的な教
育内容は①であって、②以下は学習の所産か補助であり、中でも③⑥⑦のような思考や操
作の方法、応用力などは授業の中で形成されるものであると述べている。そして、教材は
これら 7 項目が「統一体に具体化」されたものであると述べ、したがって、「教育内容と教
材を論ずる場合は、必然的に教材の構成や授業の組織化の問題として立ち現れてくる」と
説明した（千成・宇田：1981, 161）。つまり、教育内容を明らかにし、それを具体化する
教材を選びとっても、その教育内容と教材の構造的研究の質を決めるのは、教材研究と展
開形式であるというわけである。本稿が、教育内容とともに授業構成の問題を取り上げて
いるのは、このように、千成の提言において、教育内容と教材の区別や教育内容の措定が、
授業過程の組織化と連動しているところにある。  
	 千成は、そして、あらためて、以下のように、音楽科の教育内容と教材を定義し（千成・
宇田：1981, 163）、音楽学習構造図を示した（千成・宇田：1981, 165）。  
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音楽科における教育内容は一義的にリズムでありメロディーであり、そして音楽
を構成している他の要素がそれに加わるであろう。そこで教材と呼ばれる音楽作品
は、この教育内容をすべての子どもたちが適切に学習しうるかたちで具体化されて
いるものでなければならない。  
 
	 音楽学習構造図は、千成によれ
ば、各種線分が、学習の方向とそ
の量を示す。基本的教育内容とは
「音楽を構成する要素」を、随伴
的教育内容とは「音楽を構成する
要因」を指す（千成：1983, 130）。
随伴的教育内容の詳細としては、
「教材の背後にある、その作品を
成立させた歴史的モメントや作曲
家にかんする事柄、音楽の表記に
かんするすべてのこと、歌詞や標
題の問題に加えて、教師の行なう
主観的教材解釈など」（千成・宇
田：1981, 166）をあげている。そ
して、基本的教育内容は「感じる」「わかる」「できる」の学習の三重の位相を示すが、随
伴的教育内容は達成基準を明確にできないものもあるとしている。図中央の「表現手段」
は、「声の出し方、手の動かし方など表現技術そのもの」（千成：1981, 161）であり、破線
は、感動をめざす歌曲中心の授業などに見られる、教材から直接表現手段を介して音楽教
育目的につながるものを示している7。  
	 この学習構造図は、この後、千成自身やその他で引用されている8。教科の目的と教育内
容と教材を関連づけて示し、それらの中で、取り上げられる教育内容によってそれと教材
との関係や授業の組織化が変わってくるという構造が、音楽科の中ではじめて示されたも
のと見てとることができよう。  
	 一連の研究の最終号である「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の問題  （5）」
 
音楽学習構造図（千成：1981, 165）  
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（千成：1983）は、いよいよ授業の組織化の原理についてである。千成がこの号で示した
内容をまとめると、以下の５点9になる。  
	 ①	 授業は、個人と集団の関係を包みこんで行われることを確認する必要がある。	 
	 ②	 音楽科において教えうるものと教ええないものとの関係把握が、音楽科のレーゾ	 	  
ンデートルと、教材構成や授業組織化に決定的に作用する。  
  ③	 指定された学習内容の達成に向けては、教育内容とその順序が授業成功の決めて	 	 	 	 	 	 
	 	 となる。	 
④	 様々な学校行事を教科化することによって、教科の時間に身につけた基本を集団	 
の中で現実化し、さらにその実践の所産を教科の学習に還元させていくという授業組
織化を確立させる必要がある。	 
	 
	 	 ⑤	 音楽科における関心態度評価は教師について行われなければならない。  
	 千成は、これらについて、①はレオナード（Leonhard, C.）の授業方法論の批判的検討と
砂沢の授業論から、②はベッソン（Bessom, Malcom E.）らの音楽科の目標分類と我が国の
学習指導要領における学年目標との比較や、ブルーム（Bloom, Benjamin S.）の教育目標分
類等から、③はコードン（Goron, Edwin E.）の音楽技能学習順序の配列から、④は再び砂
沢の授業論を参考に、⑤は具体的な授業実践研究から導き出している（千成：1983）。  
 
	 千成は、以上のように、1980 年の提言にいたるまでの論に加え、あらためて教育内容と
教材の関係に言及し、音楽学習構造図を示した。そして、授業組織化の基本原理を示して
いる。この千成の仕事は、第２節で述べるように、八木正一、吉田孝によって、より具体
的な授業構成論へと発展する。そして、次章で述べるように、三者を中心とした研究者ら
により、教育内容を中心とした、具体的な授業プランが提案されていったのであった。  
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第２節	 教育内容・教材論と授業構成論  
 
	 1980 年の千成提言前後には、八木、吉田両氏らも、提言に連動する学力論、教育内容・
教材論から授業構成論を展開していった。  
	 八木は、「ふしづくりの教育」10の授業過程調査をもとに、1978 年から 1980 年にかけて
音楽科における学力規定について述べ（八木・竹内：1978, 八木・鎌田：1979, 八木：1979a）、
1979 年、1980 年には音楽科の教科課程構成について考察した（八木：1979b, 八木・堀：
1980）。ついで、1980 年には授業における音楽教材試論（八木：1980）を、1981 年には「授
業構成」という用語を初めて用いて授業構成の現状と課題を述べた（八木：1981）。1982
年には、音楽学習における楽しさという視点から、そして、感動と基礎能力の視点から、
というように、別の角度から、授業構成を論じている（八木：1982a, 1982b）。また、同年
（1982 年）、吉田と連名で、音楽教科書における教材の組織化について発表している（八
木・吉田：1982）。さらに、同年には、吉田が音楽科における教育内容と教材の関係につい
て述べる（吉田：1982）など、両氏は教育内容を中心とした授業構成に関する論を展開し
ている。   
	 この節では、それらの八木、吉田両氏の言説を考察する。  
 
1 	 学力論から授業構成論へ  
	 八木は、「音楽科における基礎学力	 －その基調を求めて－」（八木・竹内：1978）にお
いて、まず勝田守一、中内敏夫、藤岡信勝諸氏の学力規定を基礎として、学力を以下のよ
うにとらえなおそうとした11。  
	 ①	 学力を授業の中で獲得される能力として限定する。	 
	 ②	 音楽科の学力概念から、態度能力を積極的に排除する。	 
	 ③	 教育内容を誰にでもわかち伝えることができるように、計測可能な形で系統的に	 	 
	 	 組織する。	 
	 ④	 系統配列された教材と子どもの発達との関連を究明する。  
	 八木がこれらの視点の中に態度能力を取り上げていないのは、態度能力を軽視している
からではない。態度能力は学習到達度が不明だからである。そのため、それを学力にふま
えるのではなく、態度を支える基礎的能力やその学習過程を明らかにすることが重要だと
考えたからである。  
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そして、これらの視点から、音楽科における基礎学力を「音楽的感覚の習熟とその認識
化の能力の体系」（八木・竹内：1978, 23）ととらえた。  
ここで八木が取り上げた「音楽的感覚」は、「リズム感」、「拍子感」、「音程感」、「速度
感」の４つである。「音楽的感覚」には、その他にも「調性感」や「強弱感」、「形式感」他
があるが、八木は、ここでは、これら諸感覚は先の４つの感覚の習熟を基本として習得で
きるものととらえている。そして、その４つのそれぞれの「音楽的感覚」の習熟度につい
ては、以下の表のような基準を設けた12。  
八木が、このような基礎学力を培う指導実践例として高く評価したのは、先にも述べた
ふしづくりの教育である。  
このふしづくりの教育については、八木は、「音楽科の学力に関する一考察	 －音楽的
認識過程の分析を通して－」（八木・鎌田：1979）において、さらに詳細に検討している。
同論文では、まず学校概念として学力をとらえなおし、措定する際の重要な契機として、
「科学・芸術の構造にてらして教育内容を組織化する」、「子どもがその内容〈教育内容〉
を習得していく過程を明らかにしていく」（八木・鎌田：1979, 39）の二つをあげた。これ
は、先述の八木の音楽科の基礎学力に通じるものである。八木によれば、この二つは統合
された形で実践場面に作用しており、そして、そこから子どもの音楽的認識の深化の過程
をどうとらえるかという問題が提起されてくるという。その深化の過程をとらえた実践例
として、ふしづくりの教育の実践例を取り上げているわけである。  
八木は、ふしづくりの教育の実践例に基づいて、音楽的な認識の発達は「分析、総合、
一般化という諸契機のもとに、科学的な認識の発達と同じような構成をしている」（八木・
鎌田：1979, 45）と述べた。たとえば、実践例として、「リズム」と「様式」の例を取り上
げ、以下のようにスパイラルな学習の展開になっていることを紹介している13。  
 
 
音楽的感覚  習熟度  
リズム感  十六分音符までの音符の組み合わせでできる使用頻度の高いリズムパターン  
拍子感  単純拍子  
音程感  オクターブと幹音を中心とする六度音程  
速度感  一定の速度で演奏でき、速度の変化に対応できること  
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・拍にのった名詞呼び遊び等：リズムパターンの分化→即興的な応答活動：総合→ 
	 ビートやリズムパターンの一般化→記譜：ビート等の認識の深まり→リズムパターン  
の新たな分析→ 
	 ・３音メロディーの模唱奏やリレー奏等：分化する様式を感覚化→リレーや模唱：応答
的強化→記録（記譜）や階名唱：応答的強化→メロディーのリズム変奏：総合作用→
７音のメロディーに→ 
	 八木は、同年、「音楽科における学力規程に関する一考察」（八木：1979a）において、学
力に関して再び論じている。同論文では、まず、先にあげた勝田、中内、藤岡らによって
定式化されたものとして、学力を以下のようにまとめている（八木：1979a, 36）。  
 
	 	 	 	 成果が計測可能でだれにでもわかち伝えることができるよう組織された教育内容
を、学習して到達した能力  
 
	 八木は、これを音楽科にひきつけて考え、教育内容は音楽の理論・構造にてらして組織
するものであり、その教育内容に即した指導過程の設定という実践が要請されていると述
べた。そして、これまですぐれた実践例として取り上げてきたふしづくり教育は、一つの
方略である、としながら、さらに、現実の授業の組織化をどうしていくか、ということが
問題になってくると述べた。つまり、「系統的に措定される一連の本質的な教育内容と、い
わば無系統の教材曲をどう統合して授業を組織化するのか」（八木：1979a, 41）ということ
が、実践的課題になってくるということである。  
八木は、このように、千成と同じように音楽科の教育内容をとらえながら、それを学力
規定から論じ、現実の授業の組織化に焦点を移していっている。  
  こうして、八木は同年、「小学校音楽科における教科課程構成に関する一考察	 －つくる
学習活動を中心とした教科課程構成への一視点－」（八木：1979b）において、教科課程構
成の視点からふたたびふしづくりの教育の実践を取り上げ、音楽的認識の発達が、結局は
音楽科における人間形成につながっていくと主張した。さらに、「技術教科としての音楽科
－音楽科教育の技術的基本性格と教科課程構成への一視点」（八木・堀：1980）においては、
同じく教科課程構成の一視点として音楽科教育の技術的基本性格について論じた。ここで
は、労働過程そのものを技術過程とする芝田進午の技術論14を援用し、音楽や音楽的活動
を技術的過程としてとらえている。音楽におけるそれは、「主体の感情が介在している」（八
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木・堀：1980, 47）という点で一般の生産的実践における技術的過程とは同質ではないと
しながらも、「科学的に抽象された音楽の構造に関する技術学的対象」（八木・堀：1980, 48）
として、音や様式といった音の法則性が教育内容として措定できるとした。同論文は、音
楽することを技術的過程ととらえて教育内容措定を裏づけるものであるとともに、1978（昭
和 52）年告示の学習指導要領に見られる「音楽を愛好する心情の育成」などの教科目標の
論理的脆弱さを批判したものであった。つまり、愛好する心情を取り上げるのであれば、
上述の「主体の感情が介在している」という音楽の技術的過程の有様から得られる音楽的
認識能力によって培われる人格を問題にするべきだと主張したのであった。  
	 八木は、このような学力論、教科課程論から、1980 年以降、教材論や授業構成論へと理
論を展開していっている。1980 年には「授業のための音楽教材試論」（八木：1980）を、
1981 年に「音楽科における授業構成の現状と課題」（八木：1981）を発表している。  
「授業のための音楽教材試論」（八木：1980）においては、音楽科における二つの教材
論として、八木は「楽曲先行型」の教材論と「内容先行型」の教材論があると説明した。  
前者の楽曲先行型の教材論においては、教師の楽曲教材の解釈を中心として授業構成を
行うことになるが、曲の選択基準や選択した曲の配列順序に明快な論理が見いだせないと
いう問題をもっている。それに対して、後者の教材論においては、概念や法則などの教育
内容にしたがって、それを具体的・典型的に担う教材を楽曲以外の素材を含めて幅広く選
択し、複数組織するので、おのずと選択基準や配列順序が決まる。  
	 八木は、このような二つの教材論の説明において、教育内容との対応から教材を規定し、
さらに授業で子どもが音楽に接近していく道すじを三つに整理している。一つは、音楽的
経験からの道すじ、二つめは音楽的技能からの道すじ、三つめは音楽の論理・構造などに
対する知的認識からの道すじである。それまでの音楽科の中で、一つめが前面にたち、二
つめの道すじは不評を買い、三つめは「罪悪視」（八木：1980, 119）されてきたという。
八木は、子どもたちに三つのいずれの道すじをも通りながら音楽に接近してほしいと述べ
ているが、そうするための鍵は、先の内容先行型の教材群の組織にあるとした。そして、
そのような授業として成果をあげているのは仮説実験授業の授業書15であるとし、それに
合うのは、上述の三つめの知的認識からの道すじであるとした。八木のこれまでの論理展
開からすると、「知的認識」ということだけを目標としていないことは明らかであるが、こ
こで内容先行型の授業と知的認識とを結びつけたことによって、音楽科における授業構成
の一つとして内容先行型の授業構成のモデルができあがったと見ることができる。実際、
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この論文の最後には「楽器の発音原理」の問題群が例として記述されているが、一部にビ
ール瓶を子どもたちが鳴らしてみる、という活動が設定されているものの、一斉授業を基
本として発問やお話が組み合わされており、知的理解を重視していることがわかる。  
	 続いて 1981 年に発表されたのが、「音楽科における授業構成の現状と課題」（八木：1981）
であった。  
	 これまで述べてきたように、千成は、この時期、「教材構成」や「授業の組織化」という
用語は用いているが、「授業構成」という用語は使用していない。この提言に関する一連の
理論の中で、八木が前論文「授業のための音楽教材試論」（八木：1980）において、はじめ
て「授業構成」という用語を用い、「音楽科における授業構成の現状と課題」（八木：1981a）
でそれを規定している。  
	 八木は、次のように述べる（八木、1981a, 15）。  
 
 授業の諸要素、要因は、授業における教育内容の展開－つまり、具体的には教材
の組織化という作業のなかで統合されるとしなければならない。このような作業は
ふつう教材構成としてとらえられるが、この作業がじつは授業構成の核を形成して
いるのである。  
 
	 このように授業構成をとらえると、既成の歌曲を歌ったり楽器で演奏したりといった、
音楽科に伝統的な表現学習の授業では、教育内容の措定や教材の組織化が意識されている
とはいいがたい。伝統的な表現学習の授業は、八木の図式によると、［楽曲→教材解釈］→
提示→理解→練習・定着→自己同一・再表現（八木、1981a, 16）とあらわされる構成をと
っているからである。しかし、八木は再表現学習タイプの授業においても、再表現の対象
である楽曲教材の大きな要素の役割が他の教材も含めて学習されるなどする中で、それら
と曲の形象が主体的に学ばれるならば、授業構成の概念を満たすととらえている。	 	 	  
	 つまり、八木は、授業を「構成」するということを、音楽科のどのような授業タイプで
あれ、教育内容の措定と教材の組織化からとらえ直そうとしたのであった。  
	 さらに八木の授業構成論において重要なのは、授業構成を歌唱、器楽、鑑賞といった学
習領域からではなく、学習の位相から行うことを提案した点である。八木は、音楽学習の
位相として、以下のように教育内容からとらえた４つの位相をあげた（八木、1981a, 17-18）。  
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      （1）	 教育内容を直観的に把握する位相	 
	 	 	 	 	 （2）	 	 教育内容の構造をふまえて音を操作する位相	 －できる位相－	 
	 	 	 	 	 	 （3）	 教育内容の構造や論理を知的に認識する位相	 	 
（4）	 （前三者をもふまえて）自らの表現を構築し仲間とそれを高めあい、質の
高い音楽的経験を共有する位相  
 
	 八木は、一単元のそれぞれの授業で、追求している位相に応じて教材構成していくとい
うところに、音楽科の授業構成理論確立の可能性を見い出したということができる。ここ
では、知的認識を、前論文（「授業のための音楽教材試論」（八木：1980））のように授業構
成の前面には出していないが、位相の（3）で取り上げている。このような知的認識の重視
は、次項で述べるように、当時の音楽教育界に賛否両論を巻き起こした。  
しかし、これらは、子どもの興味や関心を度外視した無味乾燥な授業構成を想定したも
のではなかった。八木は、このあと、『季刊音楽教育研究』誌に続けて、「音楽学習におけ
る楽しさをめぐって」（八木：1982a）と「音楽の授業における感動と基礎能力」（八木：1982b）
を発表し、教育内容措定や授業構成にかかわって、楽しさや感動の視点から言及している。  
まず、「楽しさ」については、以下のように述べている（八木：1982a, 46）。  
 
“楽しさとは関心のあることに向いている時のひとつの感情であり、さらにあるこ
とに向いて何らかの活動をし、それが自らにとって有益である時の感情”だと考え
ている。大きくいうならば、「楽しい」とは結果の感情であり、したがって子ども
にあることを技術化させたり認識させたりするための手段となる性格のものでな
い。  
	  
  つまり、「楽しい」ということが手段としてしかとらえられていない現状を批判し、結果
として「楽し」さを獲得するための授業組織が必要だと述べたのであった。そのために、
楽しい授業づくりの視点として、次の４点を提案した16。  
	 ①	 驚きから出発し、探究を原動力とする教材構成の確立	 
	 	 ②	 音楽的技術追求のための指導過程の組織化	 
	 	 ③	 伝え、わかちあい、高めあう表現指導あるいは根拠を大切にしあう表現指導のた	 	  
	 	 めの手立ての確立  
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④	 総合的単元の設定  
このような視点から、楽曲中心の単元構成から、教育内容のまとまりに即した総合的な
単元構成へと発想の転換を提案したのであった。ここで、③の「根拠を大切にしあう」と
いう視点は現在の学習指導要領（2008（平成 20）年告示の学習指導要領）の改訂趣旨に通
じるものとして示唆深い。  
	 さらに、八木は、「楽しい授業」にむけて、総合的単元の系列、豊かな音楽的技術を追求
する系列、すてきな楽曲を力いっぱい経験する系列、という三つの道筋から、カリキュラ
ムの再編も提唱している。これは「授業のための音楽教材試論」（八木：1980）で「子ども
が音楽に接近していく道すじ」として示した三つの道筋にも共通しており、ここではそれ
らをカリキュラム編成において示していると見ることができる。  
	 また、感動については、「音楽の授業における感動と基礎的能力」（八木：1982b）におい
て、「何ものにも感動しうる心的体制などといったものは存在しないし、すべてのものに感
動するということもありえない」（八木：1982, 13）と前置きした上で、「〈感動は〉学習の
所産であり、まさに学習しうるものである」（八木：1982b, 14）と述べた。八木によれば、
感動を学習の所産とするためには、「ものごとに能動的に働きかけ、つねに『なぜ美しいか』
を問う契機がそこに含まれていなければならない」（八木：1982b, 14）。つまり、感動の契
機として、「相対的に客観化できる音楽的能力と、個々の生活体験をも取り込んだ主体の全
体性との二側面」（八木：1982b, 15）があり、音楽の授業として取り入れられるのは、ま
ず前者であるとしたのである。そこから、感動そのものを直接的な教育内容そのものとす
るのではなく、リズムやハーモニー等の音楽的概念を教育内容とし、多様な教材や活動か
ら子どもたちが幅広くとらえていく授業構成を提案した。ここで、リズムやハーモニーを
「音楽的概念」としたのは、後述の、『季刊音楽教育研究』誌に掲載されている吉田論文「音
楽科における教育内容と教材の関係」（吉田：1982）に関連する。  
	 このように、八木は、「音楽的概念」の授業構成を知的認識に焦点化しつつも、「楽しさ」
や「感動」なども視野に入れた論を展開していった。  
 
２	 教育内容を中心とした教材構成による授業構成論  
	 1982 年になると、八木と吉田は、教育内容を設定して教材を構成するという立場から、
日本音楽教育学会誌上で「音楽教科書における教材の組織化と記述に関する一考察」（八
木・吉田：1982）として教科書の教材構成の検討を行った。両氏は、教科書の一般的要件
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を、「平たくいえば、子どもがそれにそって学習を進めれば、科学や芸術に即した教育内容
を楽しく具体的に習得できること」（八木・吉田：1982, 59）としながら、さらに具備すべ
き条件として、以下をあげている（八木・吉田：1982, 59）17。  
	 ①	 科学や芸術に即した内容がわかりやすく典型化した教材によって構成されること	 
	 	 を前提として、そうした教材や学習活動が子どもの思考や技術の獲得過程、さらに	 
	 	 授業過程にそって構成されていること	 
	 ②	 それらの教材の提示や記述の方法が子どもの具体的・実体的イメージを豊かに喚	 	 
	 	 起しうるものであること  
	 両氏は、このような条件から、現行の音楽教科書をめぐる諸論に対して、大きく二点か
ら問題提起を行っている。  
	 第一は、音楽教科書を楽曲中心の素材集であればよいとする論や音楽教科書の意義を軽
視する音楽教科書消極論において、授業が、教師の音楽的力量や人間性によって楽曲を再
表現する音楽体験の場であるととらえられていることに対する批判である。このような授
業においては、授業の成否は個々の教師の個人的力量にゆだねられる。両氏は、その点に
ついて、「少なくとも授業が目的的な教育の営みであるかぎり、教師、教育内容・教材、子
どの三者によって構成される計画的なプロセスがそこに存在しているはずである」（八木・
吉田：1982, 61）として、個人的力量によらず一般化しうるところがあるはずだと述べた。
一般化しうるのは、たとえば、「教材としての楽曲を子どもたちにどのように分析させ、そ
れをふまえてどのように再現させるのか」、「音階の構造やふしぎさを楽しく把握させるた
めにどのような教材を組織し、どのような学習活動をしくむか」等ににかかわる方法であ
る（八木・吉田：1982, 61）。八木らは、教科書は、それらを「子どもの側に立って具体的
に記述したもの」（八木・吉田：1982, 61）でなければならないと述べた。  
	 第二は、音楽教科書消極論においては教師の解釈による楽曲の豊かな再表現がめざされ
ており、したがって教材解釈が授業の根幹に置かれているという点に対する批判である。
このような授業は、「必要以上に再表現学習の枠に閉じ込めるもの」（八木・吉田：1982, 61）
となる可能性をもっている。そこで、音楽文化や子どもからの要求に応えていく学習が必
要であると述べた。たとえば、「人間の生活にたちもどりながらリズムとは何かを学習する
こと」や「日本人のきびしい生活のなかから生み出された子もりうたの表現的質を、その
音楽構造や社会的背景との関係でつかみとっていくこと」等の学習である（八木・吉田：
1982, 61）。これらの学習において様々な教材を導入し、構成していくことが、結局は音楽
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を「自給自足」できる子どもたちを育てることになり、また、そのような学習においては
「客観的でしかも楽しくよくわかり・できる教材の構成」（八木・吉田：1982, 62）が可能
となる。そこでは、教科書がなくてはならないものになると主張した。  
	 両氏の教科書論は、一つには教師の側において、教師の力量を、個人的力量ではなく客
観的に学び得る力量からとらえていること、もう一つは子どもの側にたって、認識の過程
にそって学習しえることをめざしているということ、という二点で成り立っている。  
	 両氏は、さらに現行教科書の問題点をあげ、教科書改善の具体案を提案している。具体
案は、現行教科書の内容設定は変えずに行ったものと、教育内容そのものを設定しなおし
たものから示されており、前者の例として《かえるのぴょんた》（芙龍明子作詞、市川都志
春作曲）、《ジョンブラウン》（アメリカ民謡）の記載例が、後者の例として「音楽のはやさ」
「変奏曲」18があげられている。このような教育内容を中心とした教材構成の具体例が学
会誌に掲載されたのは、これがはじめてであるが、このあと、次章で述べるように、種々
の具体例を発表していく。  
	 さて、同年、吉田は、「音楽科における教育内容と教材の関係」（吉田：1982）において、
別途、教育内容と教材の関係についても論じており、そこから授業構成へと論を展開して
いる。これは、1981 年の八木の「授業構成の現状と課題」（八木：1981a）における授業構
成論をより具体的に展開したものと考えられる。また、先述したように、同論文（吉田：
1982）で、はじめて、リズムやメロディーなどが「音楽的諸概念」と定義されている。  
	 この論文で、吉田は、「４個のおはじきと３個のおはじきを合わせると７個になる」とい
う算数科の事例を出し、これは、個別の具体的事実を教えているのではなく、「４＋３＝７」
という数概念や加法概念をおはじきという教材で教えているのだということを説明した。
算数の授業は、これら無数の事実を個別に教えるのではなく、共通に存在する一般的な概
念や法則を教えるために存在する。このように教育内容と教材を区別してとらえることに
よって、「教育内容を子どもが習得するのに有効な事実であるかどうか」（吉田：1982, 84）
という基準から教材の適切性や他教材の可能性を検討していくことができる。吉田は、音
楽科においても、無数にある音楽的事実から本質的なもの、一般的なものが教えられなけ
ればならないという立場から、教育内容と教材の区別の必要性を述べ、音楽科の教育内容
と教材の関係を論じた。  
	 音楽科の教育内容をとらえるべき観点としては、吉田は以下の二つをあげている（吉田：
1982, 85）19。  
  47 
	 ①	 それを習得することによって、個別の楽曲を教えられなくても、数多くの楽曲に  
	 	 自力で、主体的に立ち向かうことのできる内容であること。  
	 ②	 だれもが習得しうるような内容であること。  
	 すなわち、子どもの能力や発達に応じて適切であり、一方で習得の筋道がはっきりして
いるという観点から、教育内容措定を行っていこう、としたのであった。  
	 その結果、導きだされた音楽科の教育内容は、「音楽的諸概念とその下位概念」であると
し、次のように例示された（吉田：1982, 86）。  
 
●リズム	 	 	 	  －  拍、テンポ、リズムパターン、拍子、無拍子、アクセント、  
	 	 	 	 	 	 	 	 	  音の長さ                 
●メロディー      －  抑揚、フレーズ、テーマ、問いと答え、朗唱、音程  
●ハーモニー      －  同時にひびきあう二つ以上の音  
●テクスチュアー  －  ユニゾン、メロディー対伴奏、ポリフォニー、ヘテロフォニ  
                   ー  
●調性            －  主音、核音、音階  
●形式            －  フレーズ、節、繰り返し、対照、部分、再帰、各種形式  
●ダイナミックス  －  強弱、漸強と漸弱、長さ  
●音色            －  ねいろ（各種の）  
 
	 これらの音楽的諸概念とその下位概念は、後述するように、同年（1982 年）の夏に開催
された日本音楽教育学会東京ゼミナールにおける吉田の発表で先に公表されているもので
あるが、論文誌上では、ここではじめて掲載されている。これらは、1980 年の千成提言の
中で、「音楽の基本的なものとは、メロディー、調、音階（さまざまな旋法を含めた一定の
音の相互関係の組織体）、リズム、形式、音色、ダイナミクス、テンポなどであると言って
よい」と説明された内容をより具体的に整理して示したものと見ることができる。  
	 しかし、吉田の教育内容に関する提案について重要なのは、この提示だけではない。「教
育内容をとりだすかどうかではなく、むしろそれをどう見るのか、またそれをどのような
ものとしてどう習得させるのか」（吉田：1982, 86）を重視した点である。つまり、これら
の内容の学習は、ともすると技術主義として批判されがちであるが、そうではなく、それ
らが音楽の中で果たしている役割や人間の生活との結びつきを含めて、また生きた音楽活
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動の中で学習するものであることが強調された。これは、前掲の千成の「“音楽すること”
の内容は、単にリズムやメロディーを正確に打ったり取ったり、または楽譜の指示に従っ
てアゴーギグやアーティキュレーションを再現するだけのことを意味しない。（中略）主体
的に問うこと、更に自分の表現を他に問うことをも含めてである」（千成：1977, 93）とい
う主張に通じるものである。そして、そのためには、それぞれの教育内容の本質的把握が
必要であり、またその習得に向けて子どもたちに豊かな音楽活動を保証していくことが必
要であるという路線から、教育内容と教材の関係を導いた。  
	 さらに、吉田は、有効な教材の条件として、典型的な教材、比較の教材、多種多様な教
材、子どもの好奇心や驚きを誘う教材をあげながら、教材研究とは「教育内容を中核とし
た一まとまりの教材群をつくりあげていくこと」（吉田：1982, 89-90）であるとし、それは
実際の授業に具体化されていかなければならないとした。  
	 そういった授業への具体化の手続は、すでに吉田らの研究グループによって進められて
いる授業構成作業20をもとにして、以下のように提示されている21。  
  吉田は、こうした教材づくりや授業づくりが、共同研究によって、だれもが参加しだれ
もが実践できるものであることをめざして提案しており、ここで、音楽科の教育内容を中
心とした授業構成の定式を示したということができる。  
	 同論文（吉田：1982）で、吉田は、最後に、教育内容を中心として授業を組織化してい
（1）  教育内容の設定  
      先述の音楽的諸概念や下位概念から一つ選んで教育内容とし、内容を研究する。 
（2）  目標の設定  
  	  （1）の教育内容を習得することがいかなる状態をさすのか、「感じることができ  
    る」「表現できる」「理解できる」という三形態から考える。  
（3）  教材の選択・組織化  
      上述の有効な教材の条件にしたがって、教材を出しあい、子どもの学習過程に  
    そって組織化する。感性的段階、意識化の段階、習熟の段階に分けて記述する。  
（4）  授業過程の設定  
      授業計画、各授業の目標、教師の発言や活動、子どもの活動、予想される反応、  
    教材の提示の方法（教具）等をできるだけ具体的に、だれもが実践できるように  
    記述する。  
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くにあたって、教育内容の系統化や教育内容と感動との結びつきについても触れている。  
	 また、教育内容の系統化については、それを意識したり、すでに存在するメソードの系
統を参照したりすることは重要であるが、まずは一つひとつの教育内容を中核とした教材
づくりや授業づくりの積み重ねが前提であると述べている。つまり、各教育内容の系統化
は念頭に置いていない。  
	 さらに、感動については、それを第一義的な課題とするのではなく、感動しないことや
批判することを含めて、子どもたち自身の選択であることが強調された。音楽的諸概念は
言語活動におけることばや文法であり、それら共通のことばや文法を子どもたちが理解し
ていくこと自体が感動であり、さらに深い感動や批判につながるとした。これは、八木が、
感動の契機を、相対的に客観化できる音楽的能力と、個々の生活体験をも取り込んだ主体
の全体性との二側面からとらえ、音楽の授業で取り入れられるのは前者であるとした（八
木：1982b）ことと同じ立場である。  
	 教育内容設定と教材の組織化の一連の理論は、このような経過を経て授業構成が定式化
され、具体的な教育内容を取り上げた授業プラン作成へ、そして理論と授業プランを掲載
した図書の出版へと進んでいったのである。  
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第３節	 音楽教育方法研究会による教育内容論の展開  
	  
	 千成は提言発表の前後十数年間、音楽教育方法研究会（以下、方法研と略記）を組織し
ていた。方法研の活動は、1977 年の倉敷市茶屋町小学校でのふしづくりの教育のフィール
ドワークに端を発し、以来、前述の八木・吉田両氏は、研究会のリーダー的存在であった。
その方法研が、先述の提言や論理展開をふまえ、研究所産としてまず出版したのが、1982
年発行の『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』 （千成編：1982）である。これは
その当時の方法研の中心的メンバーである 8 名（千成俊夫：広島大学、竹内俊夫：北海道
教育大学、八木正一：愛知教育大学、宇田昌子：福島大学、鎌田真規子：鹿児島女子短期
大学、吉田孝：高知大学、松本正：大分大学、堀曜子：愛知教育大学、所属は発行当時）
によって執筆された。  
  同書の目次にある項目見出しは次のとおりである。  
まえがき	 
	 
Ⅰ	 音楽科における授業改善の視点	 －達成基準明確化の意義をめぐって－	 
§１	  音楽科における達成基準明確化の意義  
§２	  音楽科における教材の組織化をめぐって  
§３	 	 達成基準の明確化と授業について	 
	 
Ⅱ	 音楽科の学力と教育内容をめぐる諸問題	 
§１	 	 学習指導要録の改訂	 
	 １	 おもな改訂点	 
	 ２	 指導要録における“方向的観点－達成度評価”の矛盾	 
	 ３	 関心・態度の評価をめぐって	 
§２	  音楽科における学力のとらえ方	 
	 １	 音楽家の学力をめぐって	 
	 ２	 学力論の成果と音楽科における学力	 
	 ３	 学力と計測可能性	 
§３	  学習指導要領と学力をめぐる諸問題	 
	 １	 学習指導要領における目標観	 	 
	 ２	 学習指導要領における内容の問題	 
§４	 	 音楽科における教育内容組織化の試み	 
	 １	 教育内容と教材	 
	 ２	 音楽科における教育内容とその展開の特質	 
	 ３	 音楽学習の位相と教育内容の組織	 
	 ４	 教材の構成による教育内容組織化	 
§５	 	 指導過程の組織と達成基準の明確化	 
	 
Ⅲ	 達成基準を明確にした教材の組織化	 
§１	 	 音楽科における教材組織化の原理	 
	 １	 音楽をどのように聞くのか	 	 
	 ２	 音楽経験のカテゴリー	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 同著のタイトルは「達成目標」とあるが、目次以降には「達成基準」という用語が多く
示されている。  
	 ３	 音楽学習の構造	 
	 ４	 教材の組織化について	 
§２	 	 コダーイ・メソッドにおける教材の組織化	 
	 １	 コダーイ・メソッド	 
	 ２	 音高に関する教材の組織化	 
	 ３	 リズムに関する教材の組織化	 
§３	 	 つくる活動を中心とした教材の組織化	 
	 １	 つくる活動を中心とした「ふしづくり一本道」	 
	 ２	 ふしづくり教育の教育内容とその組織化	 
	 ３	 メロディー学習における達成基準と教材の組織化	 
§４	 	 教育内容を中心とした教材組織化への試み	 
	 １	 達成基準を明確にした教材「南部牛追唄」の組織化について－高学年	 
	 ２	 達成基準を明確にした鑑賞指導－変奏曲	 
	 ３	 リズムの指導過程の構成について	 
	 ４	 「速さ」を中心とした教材の組織化	 
	 
Ⅳ	 達成基準を明確にした授業の展開	 
§１	 	 音楽科における授業展開の諸要素	 
	 	 １	 達成基準の明確でない授業の展開	 
	 ２	 授業の要素	 
	 ３	 授業の組織化とその展開	 
§２	 	 つくる活動を中心とした授業の展開例	 
	 １	 ふしづくりシステムを取り入れた授業展開のパターン	 
	 ２	 ふしづくり実践校の授業－導入	 
	 ３	 ふしづくり実践校の授業－ふしづくりの活動	 
	 ４	 ふしづくり実践校の授業－教材曲についての学習	 
§３	 	 コダーイ・メソッドにおける授業の展開例	 	 
	 １	 コダーイ・メソッドによる授業の構成	 
	 	 ２	 授業展開の事例	 
§４	 	 達成基準を明確にした授業展開の在り方－指導案の作成を中心に－	 
	 １	 授業展開と指導案	 
	 ２	 指導案の一般的内容と作成様式	 
	 ３	 達成基準を明確にした指導案の要件	 
§５	 	 音楽科における授業の組織・展開への展望	 
	 
Ⅴ	 音楽科における授業改善と評価	 
§１  	 学習評価の在り方  
§２	  音楽科における評価の基本的方略	 
	 １	 到達度評価をめぐって	 
	 ２	 評価の基本的方略	 
§３	  音楽科における評価の特殊性と今後の課題	 
	 １	 音楽学習評価の特質	 
	 ２	 表現とその評価	 
	 ３	 相互評価の重要性	 
	 ４	 評価論の確立と音楽科の授業改善	 
	 
あとがき	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 同著のまえがきには、以下のように書かれている（千成：1982, 1）。  
 
 達成基準を明確にするということは、すべての子どもに、何を、なぜ、どこまで、
どのように学ばせ、そしてまたどれ程その目標を子どもたちが身につけたかを測定
評価し、その結果を検討することによって、この一連の学習手続きを反省し、授業
をよりよいものに改めるという連鎖を、教師自身が限りなく推し進めていくことを
意味するものである。このことを図式化すると次のようになるだろう。  
 達成基準の明確化（教育内容の措定）→教材の組織化と展開→授業の組織化と展
開→達成目標の評価  
 
	 つまり、同著の基本姿勢は、まず、音楽の授業の分析による問題の解決として、「達成基
準を明確にする」というところにあるということができる22。それまでの論を「達成基準
を明確にする」という切り口からまとめ、教育内容を中心とした教材組織化の具体例をあ
げている。  
  同著では、千成は以下の Ⅰ、Ⅲ－§１・§４－１を担当している。  
	 八木は以下の Ⅱ－§４・§５、Ⅲ－§４-４、Ⅳ－§１・§４・§５、Ⅴ を担当している。  
 
Ⅰ	 音楽科における授業改善の視点	 —達成基準明確化の意義をめぐって— 
§１    音楽科における達成基準明確化の意義  
§２    音楽科における教材の組織化をめぐって  
§３	  達成基準の明確化と授業について   
Ⅲ	 達成基準を明確にした教材の組織化  
§１	  音楽科における教材組織化の原理  
	 １	 音楽をどのように聞くのか	  
	 ２	 音楽経験のカテゴリー  
	 ３	 音楽学習の構造  
	 ４	 教材の組織化について  
§４  	 教育内容を中心とした教材組織化への試み  
	 １	 達成基準を明確にした教材「南部牛追唄」の組織化について―高学年  
Ⅱ	 音楽科の学力と教育内容をめぐる諸問題  
§４	  音楽科における教育内容組織化の試み  
	 １	 教育内容と教材  
	 ２	 音楽科における教育内容とその展開の特質  
	 ３	 音楽学習の位相と教育内容の組織  
	 ４   教材の構成による教育内容組織化  
	 
§５	  指導過程の組織と達成基準の明確化	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吉田は以下の Ⅲ―§４－２を担当している。  
	 このような担当箇所から、同著において、千成が音楽科における達成基準の明確化につ
いてや教材構成原理を説明し、八木が教育内容や教材の組織化や授業展開について述べ、
同著の理論的枠組みを構築し、吉田がそれらの具体的な授業プランの開発に携わっており、
同著の骨組みを三者で構成していることがわかる。  
	 さて、この著書の中では、教育内容は次のように措定されている。  
まず、八木は、基本的・中心的な教育内容を「音楽の法則や構造、概念などが形をとって
現れたもの」とし、「あるイメージを持った楽曲そのもの
．．．．．．
を教育内容としてとらえる立場も
ある」（傍点・八木）として、随伴的教育内容と説明した（千成編：1982, 40）。  
それを受け、千成も、基本的教育内容を、次の「音楽を構成する要素」としている（千
成編：1982, 59）。  
 
Ⅲ	 達成基準を明確にした教材の組織化	 
§４	  教育内容を中心とした教材組織化への試み  
４	 「速さ」を中心とした教材の組織化  
 
Ⅳ	 達成基準を明確にした授業の展開  
§１	  音楽科における授業展開の諸要素  
	 １	 達成基準を明確でない授業の展開  
	 ２	 授業の要素  
	 ３	 授業の組織化とその展開  
§４  	 達成基準を明確にした授業展開の在り方―指導案の作成を中心に― 
	 １	 授業展開と指導案  
	 ２	 指導案の一般的内容と作成様式  
	 ３	 達成基準を明確にした指導案の要件  
§５	  音楽科における授業の組織・展開への展望   
Ⅴ	 音楽科における授業改善と評価  
§１	  学習評価の在り方  
§２	  音楽科における評価の基本的方略  
	 １	 到達度評価をめぐって  
	 ２	 評価の基本的方略  
§３	  音楽科における評価の特殊性と今後の課題  
	 １	 音楽学習評価の特質  
  ２	 表現とその評価  
	 ３	 相互評価の重要性  
	 ４	 評価論の確立と音楽科の授業改善  
Ⅲ	 達成基準を明確にした教材の組織化  
§４  	 教育内容を中心とした教材組織化への試み  
	 ２	 達成基準を明確にした鑑賞指導―変奏曲  
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 千成は、音楽的刺激によって次に何が起きるか期待することができることは学習の所産
であるとして、様式を重要視している。そのような学習が行われる状況の例として、同著
では、ハンガリー民謡の事例があげられている（千成編：1982, 63-64）。  
 
	 ハンガリーに何日か滞在し、教室の窓から流れてくる子どもたちの歌声を聞いた
り、また農民たちが歌うのを聞いているうちに、その歌の輪郭に一つの特徴を感じ
ることができる。そしてさらに長期間滞在を延ばした後では、誰もが彼等に合わせ
てそれらの歌を歌うことができるようになるだろう。ハンガリーの民謡を規定して
いるのは周知のように、主としてペンタトニックである。われわれはそれを学習し、
ハンガリーの数多くの民謡を歌えるようになった結果、われわれの心情をよりよく
その国の人たちに理解してもらうことができると考える。  
 
千成は、このような例から様式概念の中でも調性を重視し、また各種舞曲や特定のジャ
ンルに固有のリズムパターンやハーモニーがあることなどから、様式概念にはリズムパタ
ーンやハーモニーも該当するとしている。それらを含めて、メロディー、テクスチュアー、
音色とダイナミクス、形式など音楽を構成する要素のすべてを基本的教育内容とした。  
	 	 内容  
要素  内	 	 	 容  
リ	  ズ	  ム  
拍（分割を含む）、テンポ（アゴーギグを含む）、リズムパターン、 
拍子、無拍子、アクセント、音の長さ（シンコペーション等）  
メ  ロ  ディ  ー  抑揚、フレーズ、テーマ、問いと応え、朗唱、音程  
ハ  ー  モ  ニー  同時にひききあう二つ以上の音（協和と不協和、クラスター等）  
テクスチュアー  
	 （織  地）  
ユニゾン、メロディー対伴奏、ポリフォニー、ヘテロフォニー  
調	 	 	 	 性  
主音、核音、音階（長・短音階、各種旋法、各種ペンタトニック、
各種音階、無調等）  
形	 	 	 	 式  フレーズ、節、繰り返し、対照、部分、再帰、各種形式  
ダイナミックス  強弱、漸強と漸弱、長さ  
音	 	 	 	 色  ねいろ（声、楽器、自然音、電子音などの人工音）  
表１−１	 音楽を構成する要素（千成編：1982, 59） 
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千成は、以下のように述べている（千成編：1982, 65）。  
 
  音によって人間感情を具現するというときはじめてわれわれは、そこに学習の対
象としての音を規定しうるし、またその音によって構成されている音楽作品を客観
的に理解することができるのである。  
 
  千成は、このような「要素」なり「概念」なりの背景に「人間存在への認識」（千成編：
1982, 65）をとらえ、そこから教育内容を措定しようとしている。  
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第４節	 教育内容論に対する批判と評価  
 
	 1980 年の千成の提言以降、千成、八木、吉田らは、音楽科の具体的な教育内容やその授
業構成に関する論文を積極的に発表していった。そのような千成らの教育内容論に対して、
村尾忠廣、山本文茂、加藤富美子・河村（阪井）恵、尾見敦子等から批判論も相次いだ。
そして、1982 年の日本音楽教育学会東京ゼミナールでは、「音楽科の教育課程」「音楽の教
授と学習」「音楽科の教材」がそろってテーマとなり、音楽科における教育内容や教材が討
議された。  
	 本節では、千成らの教育論に対して 1981 年から 1984 年にかけて展開された批判論文を
取り上げる。そして、1983 年に出された『音楽教育学  －別冊－音楽教育東京ゼミナール
のまとめ  』（日本音楽教育学会：1983）における学会としてのその時期の成果を検証する。  
 
１  教育内容論に対する批判  
（１）村尾忠廣による批判  
	 千成らの教育内容論に対して、まず批判を展開したのは村尾忠廣であった。ここでは、
村尾の 1981 年の論文と 1984 年の論文について述べる。  
	 村尾は、1981 年に、「音楽科の内容と教材」（村尾：1981）（以下、「1981 年論文」）とし
て、教育内容と教材について論じている。そして、千成らの教育内容論に対する直接的な
批判を、1984 年に尾見敦子とともに「音楽的概念による教材構成をめぐって①」（村尾・
尾見：1984）で、また同年に単著で「音楽的概念による教材構成をめぐって②」（村尾：1984）
として行っている（以下、この①②を合わせて「1984 年論文」）。  
	 1981 年論文では、直接的に千成の名前はあげていないが、千成が教育内容と教材を区別
するという意味で用いた「二分法」という用語を用いて「音楽の教育内容といった場合、
一般的なこれまでの用法では、学習領域、範囲とほぼ同義である。しかし、二分法的に教
材と対置された場合はどのように考えられるだろう」と述べている（村尾：1981, 27-28）。
このような論述から、同論も千成らの教育内容論への疑義を根底に置いていることは明ら
かであろう。  
	 村尾は、この 1981 年論文において、自然科学分野の教科における「二分法的」23な授業
構成をそのまま文学や芸術教科に適用するには根本的な問題があると説いた。村尾によれ
ば、科学は「‘一般化の提示（general proposition）’」であるのに対し、芸術は「‘特定化の
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表出（particular presentation）’」である（村尾：1981, 27）。このことから、村尾は、芸術教
科においては、音楽の教育内容を特定化の表出である作品（教材）から切り離すことには
問題があり、教育内容と教材の「二分法的」な授業構成は特定作品においてなされるべき
だと主張した。	  
そして、その「特定作品における教育内容は、共通ルールにしたがいながら、その作品
を価値的に特定化せしめているところのもの」（村尾：1981, 28）と述べた。  
	 村尾は、そのような特定作品における教育内容と教材の例として、ベートーヴェンの《交
響曲第５番》をあげている。村尾によれば、その教育内容の一つは、「『	 	 	 	 	 	 』と
いうモティーフの展開を追いながら、この作品の構造をつかまえさせること」（村尾：1981, 
28-29）である。そして、そのための教材として、以下をあげている（村尾：1981, 28-29）
24。  
	 ・作品のさまざまな断片  
	 ・さまざまな断片の異なる指揮者の演奏テープ  
	 ・伝統邦楽  
	 ・16 世紀ヨーロッパの声楽曲  
	 ・ベートーヴェンの《交響曲第９番》の第 4 楽章の冒頭から主題提示部にいたるまでの  
	 	 部分  
	 このような特定作品における教育内容や教材をあげつつ、米国の概念学習 Conceptual 
Approach の批判的検討や我が国の民間教育研究の成果の分析等をふまえ、次のように述べ
ている（村尾：1981, 39）。25 
  ①	 	 二分法は“一般化の提示”を本質とする科学の教育に基づいており、“特定化の表	 
	 	 	 	 出”である芸術の教育に直接応用することは問題が多い。	 
	 ②	 特定作品を前提とした上での二分法ならば、有効だと考えられる。	 
	 	 ③	 	 演奏表現、特に歌唱においては、表現内容の充実を基準に教材を選択、配列する	 
	 	 	 	 にしても、バラバラに取り出された概念・ルールを体系化するために適宜、これを	 
	 	 	 	 教育内容とした二分法的授業を行うことが必要だろう。	 
	 ④	 特定作品を理解させるという方向、プログラムの中でならば、最初から一般法則・	 
	 	 	 	 概念を教育内容として教えることも、教材の様式によっては効果的であろう。  
	 村尾は、これらにおいて、教育内容と教材の設定について、二つの方法をあげているこ
とになる。第一は、再表現の授業を配列する一方で、概念を教育内容に設定した授業を適
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宜行うという方法である。第二は、特定作品理解の場合に、特定作品を特徴づける様式に
沿った教育内容を設定した授業を行うという方法である。	 	  
	 これらを見る限り、村尾も結局は音楽科において教育内容と教材を分けるという方向性
の中で自身の論を展開しているということができる。  
千成は、先に、音楽科において教えうるものと教ええないものとの関係把握が教材構成  
や授業組織化に決定的に作用することを述べていた（千成：1983, 130-138）。また、八木は、
その点から、「授業のための音楽教材試論」（八木：1980）において、楽曲先行型の教材論
と内容先行型の教材論があると説明し、前者が曲の選択択基準や配列順序に明快な論理が
見いだせないこと、それに対して後者は、選択基準や配列順序が決まることを述べている。
つまり、村尾の述べる③にあたる考え方は、すでに千成らによって示されている。  
	 また、八木は、「音楽科における授業構成の現状と課題」（八木：1981）において、楽曲
教材先行型の授業構成において、その対象である楽曲教材が音楽構造といった教育内容を
になう素材であり、その音楽構造が他の教材も含めて学習され、それら音楽構造とその楽
曲の形象との関係が主体的に学ばれるものであれば、個別の楽曲教材を中心としていても
授業構成の概念を満たすととらえていた。村尾の述べる④は、八木の、このような楽曲教
材という特定作品における教育内容設定と教材の組織化に該当するものであろう。  
	 ただ、八木は表現の授業を例に述べているのに対して、村尾は特定作品の理解といった、
鑑賞の授業を念頭に置いているところに違いがある。一つの鑑賞教材を中心として教育内
容を抽出し教材を構成する授業については、八木らは	 1981 年以前には述べておらず、村
尾の④の提案が初めてである。また、八木らは楽曲先行型の授業構成において教育内容と
教材の組織化の可能性を探っているのに対して、村尾は、内容先行型の授業構成をむしろ
特定作品に沿って行うべきだと述べているのであり、ベクトルは逆になっている。  
	 いずれにしろ、教育内容を中心とした授業構成は時間的に重厚長大になる可能性があり、
その点から、音楽教育の現場の実情として、表現の授業においても鑑賞の授業においても、
授業構成において１つの楽曲を中心として教育内容を抽出することが多くなっている。そ
のような授業構成における現実的な妥協点がこの時点で提案されていると見ることもでき
る。  
	 村尾がこのあとに発表した 1984 年論文は①②に分かれ、①は尾見との共著である。①で
は村尾と尾見の担当部分の内容が連動していないため、尾見の担当部分については後述し、
ここでは①の村尾の担当部分と②について述べる。  
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 1984 年論文において、村尾は、1960 年代後半から始まったアメリカにおける「音楽概念」
への着目とその「概念学習方式（“Conceptual Approach”）」（村尾・尾見：1984, 144）は、
1984 年当時には見直しがなされていたことを取り上げた。  
	 村尾によれば、アメリカにおいて概念学習 Conceptual Approach を推進してきたリーマー
は、授業の方法として、①音楽体験、②音楽学習、③音楽再体験の三つの部分を示してい
た。このうち、音楽概念は②で取り上げられており、これはあくまで体験の深化の手段で
あって目的と考えるべきではなかったとしている。その根拠として、Conceptual Approach
を打ち出した The Manhattanville Music Curriculum Program （MMCP）  の自己批判の中で、
音楽概念の学習の方が目的とされ、体験の深化は手段となったことがあげられていると述
べた。そして、音楽概念を教育内容とする方向はそのままあるが、その中で以下のような
動きが見られるという。それは、教材の選択や音楽活動を教師個人の自由な判断に委ねて
フレキシブルにする動きや、音楽概念を焦点として教えることから音楽のわかり方の心理
学的成果に基づこうとする動き、「〈美的教育〉」にまで遡って問い直そうとする動き等であ
る。  
	 村尾によれば、そのようなアメリカの状況に対して、我が国では、それらの検討がなさ
れないままに「『主題』とか『音楽概念』による教材構成が主張されて」（村尾・尾見：1984, 
143）おり、「『科学がわかること』の方に即した音楽教育がはっきりと論じられるように」
なった（村尾・尾見：1984, 144）。つまり、「日本で〈音楽概念による教材構成〉を主張し
ている人たちは、科学教育にならって、〈速度〉〈音色〉〈拍子〉などといった概念の理解を
授業の中心に置こうとしている」（村尾：1984, 159）（この文中の〈	 〉は、村尾による。以下、村尾
論文の引用については同様）という。  
	 村尾は、このように日本の「〈音楽概念による教材構成〉」を批判しつつ、再度上述のリ
ーマーの音楽学習における音楽概念の学習を取り上げ、それに対しても次の二点の疑問を
呈している（村尾：1984, 160-163）26。  
	 ①	 〈美的情動体験の深化〉を目的としながら、なぜ手段である〈音楽概念の学習〉	 
	 	 によって、教材が選択構成されてしまうのか。	 
	 ②	 科学は、個々の現象の中から一般構造や法則を発見し、それらを個々の様々な現象	 
	 	 に適用して説明することに本質があるが、芸術は、様式に共通のルールを前提に、そ  
	 	 こから個々の特定の芸術作品を作り出すことにその本質がある。音楽教育は、一般化  
	 	 のルールよりもむしろ、特定作品を芸術として特定化せしめている特殊構造に主眼を  
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 置いて指導すべきではないか。  
	 上記の②は 1981 年論文に通じるものであり、1984 年論文においても村尾は教育内容と
教材を区別すること自体は認めていることがわかる。異なるのは、千成らの教育内容論が、
「特定作品」の理解をするために、村尾が述べるような「共通のルール」の理解を教育内
容の対象としているのに対して、村尾は「特定作品」における「特殊構造」を対象として
いるところである。村尾の述べる「共通ルール」、つまり千成らの述べる音楽的概念の学習
が「特定作品」の「特殊構造」に結びつくかどうかという点では、確かにこの時点では未
知数である。しかし、では、村尾のいう「特殊構造」の学習においては、その前提として
いる「共通のルール」はどこで学習するのであろうか。あるいは、「特殊構造」を学習する
と「共通のルール」を身につけることになるのであろうか。千成らは、「音楽の教授は旧来
の意味での教科教材の指導ではなくて、成長系の助成であ」る（千成：1975, 194）と述べ
ていた。そして、すべての音楽学習は直接的な音楽体験から生じ、概念を操作把握してい
くことによって、パターンの全貌がわかり、正確な把握ができるようになる、といった成
長発達をとらえていた。このような推論から授業構成の方法論を導こうとする段階であっ
た。それに対して、村尾の論は、この段階では「特殊構造」と「共通ルール」との関係が
不明である。  
	 村尾は、1984 年論文において、さらに『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』（千
成編：1982）で千成による広岡亮蔵の教材の構造化論に関する批判について言及している。  
	 千成は、広岡の教材の構造化論に対しておおよそ次のように批判していた。  
	 ①	 それまでの歌唱教材の典型的な指導案が音楽外的な目標を掲げているのに比べて、	 
	 	 広岡の教材の構造化－たとえば、《そりのすず》（アメリカ民謡）における基本要素	 	 
	 	 	 「はずむようなリズミカルな楽しさ」－は、音楽作品そのものを媒介にして措定して	 
	 	 	 	 いると評価することができる。その上で、さらに達成目標という観点から見ると、こ	 
	 	 	 	 の例のばあい、基本要素は「楽しさ」に置くのではなく、「楽しさ」を産み出す「リ	 
	 	 	 	 ズム」に置くべきである。そして、そして基本要素や中心観念を「楽しいはずむよう	 
	 	 	 	 なリズム」という風に置き換えることで教師は達成目標を明確にすることができる。	 
	 	 ②	 しかし、このように楽曲教材で構造化を行っていっても、その楽曲の特性から基本	 
	 	 	 	 要素や中心観念が具体的に抽出できない場合もあるし、また、それらは教材ごとに異   
    なる。たとえば、《ふるさと》（作詞：髙野辰之作曲：岡野貞一）の場合、「リズムフレ  
    ーズの流れを意識させて」というような指導目標などから中心観念を取り出すことに   
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 なる。このリズムフレーズのバックグラウンドは３拍子であるが、この曲で３拍子を  
	 	 強調することは、その歌詞やメロディー構造とは合致しない。したがって、３拍子は  
	 	 中心的観念として抽出できず、授業は自ずと歌詞の気分を汲み取らせるということに  
	 	 なり、音楽を教えたということにはならなくなってしまう。  
	 千成は広岡の構造化論を評価しつつも、広岡が構造化の核を教材に求めたことを批判し
たのである。  
	 それに対して、村尾は、「楽しいはずむようなリズム」というような目標はどの曲にも通
用できる抽象的なことばであり、達成目標にはなり得ないとした。またマイヤーの理論
（Meyer：1956）を援用しながら、音楽的感覚からしてフレーズの切れがごく自然にあり、
必ずしも３拍子を強調することにはならないとした。  
	 しかし、千成は、「楽しいはずむようなリズム」という句を広岡の文脈にそって使ったの
であり、千成自身がそれを中心概念にしたのではない。「はずむようなリズミカルな楽しさ」
を中心観念とするならば、「楽しさ」そのものではなく、「楽しさ」を生み出す「リズム」
の方に主眼が置かれるべきだと述べたのであり、千成の主張は、そのように教材で構造化
していくと無理が生ずる、というところにあった。村尾が述べるような「音楽的感覚」を
重視するから、《ふるさと》で３拍子を教えることの矛盾を追求したのである。これらの点
で、村尾の『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』に対する批判は、同書やその前
後の千成論文を総合して行われたものではないと見ることができる。  
 （２）山本文茂による批判  
	 千成らの教育内容論に対する批判であることが明らかなものして最初にあげられるのは、
1982 年の山本文茂の「創造的音楽作りとは何か①『サウンド・アンド・サイレンス』を考
える」（山本：1982a）である。  
	 山本は、千成提言を、「音楽科の授業を有効に組織・構成していく基本テーゼとして、こ
れほどすっきりと整理されたものはほかに見あたらないであろう。筆者も大筋においてこ
の考え方に近い」（山本：1982a, 12）としながらも、以下のように述べている（山本：1982a, 
12）。  
 
	 だが、これで本当によいのだろうかという一抹の不安が残ることも否めない。音
・
楽科において
・ ・ ・ ・ ・ ・
、教育内容と教材とは本当に峻別して考えることができるのか、これを区別
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すればするほど音楽科の教育内容は音楽の現実から遠ざかってしまうのではないか、とい
ういう不安である。（傍点・山本） 
 
	 そして、「音楽を音楽たらしめている概念や原理（教育内容）は、まさに鳴りひびく音楽
そのものの中に生きて存在するもの、実際の音楽経験の結果として初めて意味をもつもの」
であり、「音楽の概念・法則を楽曲から切り離して取り出し、それらを学習する手段として
楽曲を取り扱うという考え方」は、「子どもの生きた音楽経験の内実が空洞化する」と批判
した（山本：1981, 13）。続いて、八木の「授業のための音楽教材試論」（八木：1980）に
触れ、教材論としての論理の一貫性を認めながらも、論文内で示されている「授業デッサ
ンそのものは、音楽教育のアイデンティティーという点で、筆者〈山本文茂〉のヴィジョ
ンとは遠く隔たっていることは否めない」と述べた（山本：1982a, 13）。  
	 しかし、その同論文でその後に「わが音楽教育信条」として述べた部分では、次のよう
な記載が見られる（山本：1982a, 13-14）27。  
 
☆教育内容－音楽を成立させている諸概念・諸原理（法則ではない）  
☆教材－教育内容をすべての子どもが学習しうる形で具現している楽曲、または  
	 その一部  
☆内容と教材との関係－音楽科においては、内容と教材とは不可分の関係にある。 
	 これを区別すればするほど、教育内容は音楽の事実から遠ざかり、意味を失う。 
☆教材の選択－多様な価値のレベルと体系の中から、目的・目標に照らして真に  
	 教育内容を具現するものを厳しく選びぬく。（決して単一の価値観、単独の音  
	 楽様式を子どもに強要しない。）  
☆教材の配列－音楽の構造概念（構成要素およびそれらの統合）を横軸に取り、	 	 	  
	 発達段階および様式概念を縦軸に取った“音楽概念発達スパイラル”（中略）にした  
	 がって、各々の座標に最もふさわしい楽曲を配置していく。  
 
	 ここで、教育内容についての記載で「（法則ではない）」と但し書きしているのは、千成
提言の「一般に教育内容というのは、その教科を教科たらしめている本質的・基本的な概
念なり法則であり、より一般的なものとでも規定してよいかと思います」（千成：1980b）
という部分に対する反応と推察することができる。しかし、千成のいう「法則」は一般的
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な教科の中における本質的・基本的なものの例として述べているのであり、その意は、教
育内容はより一般的なものである、というところにある。この但し書き以外の「音楽を成
立させている諸概念・諸原理」というのはまさに千成提言の「教育内容」と同一である。  
	 そして、山本は「峻別して考えることはできるのか」と疑問を呈し、上記の「わが音楽
教育心情」の「☆内容と教材の関係」で「内容と教材は不可分の関係にある」と述べてい
るにもかかわらず、「☆教材の配列」の部分では、自ら「不可分である」としたはずの教育
内容を横軸としたグラフの座標に楽曲を配置していくという、内容と楽曲を分けた配列を
提案している。山本は、「区別すればするほど、教育内容は音楽の事実から遠ざか」ると述
べながら、配列を考える上では「教育内容」と「教材」を分けて考えざるを得なかった。
つまり、「教育内容」を「音楽を成立させている諸概念・諸原理」ととらえ、教育内容と教
材を分けてとらえるということに関しては、千成らの教育内容論によっていると見ること
ができる。  
	 山本が千成提言と大きく異なるのは、「教材」を楽曲に限定していることである。そして、
教材を「配置する」という形で音楽的発達を考えていこうとしている点である。千成らは
教育内容を中心とした教材の組織化をすすめていくことは主張したが、それらの教育内容
相互の関係や配列には慎重な姿勢を取っていた。ましてや、音楽的発達を教材の配置から
はとらえていない。それに対して、山本は、「教材」について目的・目標に照らしあわせて
具現するものを選びぬくとしながらも、あくまで単独の様式等は「強要」せずに「配置」
していくという。つまり、「教育内容」を想定して楽曲を選択しながらも、実際には楽曲教
材を教えるという立場によっていると見ることができる。  
	 上述の「創造的音楽作りとは何か①『サウンド・アンド・サイレンス』を考える」（以下、
通し番号以下省略）（山本：1982a）は、その後②〜⑤まで連載されている（山本：1982b、
山本：1982c、山本：1982d、山本：1983）。先に述べたように、山本は「創造的音楽作りと
は何か①」（山本：1982a）において、「教育内容と教材は不可分の関係にある」として千成
提言を批判したが、同論文内ですでに方向転換が見られたように、②以降、この主張は正
反対になっていく。  
	 たとえば、「創造的音楽作りとは何か③」（山本：1982c）では、  Paynter らの Sound and 
Silence（以下、S&S）（Paynter & Aston：1970）の音楽教育体系を分析する中で、教育内容
と教材の選択・区分・配列を分けて記載しており、また、S&S では必ずしも教材と区別し
た形で提示されているわけではないと批判的に指摘している。そして、「創造的音楽作りと
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は何か④」（山本：1982d）になると、さらに S&S の「弱点」として「教材と教育内容との
関係が全体としていまひとつ鮮明さに欠ける」（山本：1982d, 48）という点をあげ、教材
と教育内容の区別をさらに強調している。  
	 このような主張の変化は、「創造的音楽作りとは何か⑤」（山本：1983）でもっとも顕著
になる。山本は同論文で、再び S&S では教材と教育内容が融合されていると述べ、カリキ
ュラム分析する上では、教育内容と教材を峻別せざるを得なかったとした。そして、「音楽
カリキュラムの構築作業は、内容と教材とをはっきりと区別することが前提条件なのであ
る」（山本：1983, 28）として、「音楽科の教育内容は、楽曲そのものではない。なぜなら、
音楽そのものを教える
・ ・ ・
ことはできないからである」（山本：1983, 28）（傍点・山本）と述べる
に至った。さらに、以下のような、従来の音楽科教育への批判を行っている（山本：1983, 
30）。  
 
従来の我が国音楽科教育は、表示的意味（音楽外的意味）の学習が、前兆的意味
（音楽内的意味）の理解に転移す
・ ・ ・
るという楽観論に立脚していたように思えてなら
ない。（傍点・山本） 
 
	 この批判は、千成らが一貫して主張してきたことであり、千成らへの批判からスタート
した山本の論は、S&S の導入を考える上で、論を転換させてきたことがわかる。  
	 山本は、さらに同論文で、音楽科の教育内容を以下のように設定した（山本：1983, 28）。  
 
	 音楽科の教育内容は、生きた音楽のひびきを経験した結果として子どもの心の中
に成長する音のイメージ（音楽概念）であり、音楽作品の後景として非実在的・精
神的に内在する感情や観念が前景としての実在的・感覚的な形成面に表出されたも
の（音楽の構成要素）であり、様々な音楽を系列づけ、分類させている原理（様式
概念）であり、それらの成立を基礎づけている表現素材（語法・技法・理論）であ
る。  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   	 	  
	 山本があげる「音楽的概念」や「音楽の構成要素」あるいは「様式概念」といった用語
は、先に述べてきた千成らの教育内容論の中で取り上げているものであり、その意味で、
教育内容論が音楽科に定着してきたことがうかがえる。  
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 しかし、千成らは、具体的な教育内容を必ずしも統一的には提示してきていなかった。
山本はここで、千成らの論に依りながら、S&S の導入に向けて、新たに「教育内容」の具
体的な提示を行ったことになる。  
（３）河村恵・加藤富美子による批判  
	 河村恵と加藤富美子は、共著で、1982 年に「音楽科の教育内容とは」（河村・加藤：1982）
を発表した。同論文では、先の千成らの『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』（千
成編：1982）における教材と教育内容を分離させるという考え方に対して、理念的な側面
からではなく、「現場体験」から批判を展開するとしている。  
	 河村らは、音楽カリキュラムにおける、千成らの「教材と教育内容を区分する考え方」
や、山本の反論、村尾の「両者による二本立て方式」は、音楽科を他教科と同列に語ろう
としたものであると指摘する。河村らはそれらに対して、そもそも音楽は教科であってよ
いのか、と述べた。  
	 つまり、河村らによれば、音楽の原初的な価値は、われわれの情緒や感動を解放し、そ
れにより自己実現する力等を得ていく、ということにある。その点で、学習指導要領の内
容は言い過ぎ教え過ぎなのであって、この制度が無くならない限り、学校においては個々
の子どもが「人生の中で音楽と出会い、音楽することを自分のものにするための契機を作
れればそれでよい」（河村・加藤：1982, 108）のであるとする。その意味で、河村らは、
音楽科を他教科と同列に語ることを否定している。  
	 そのような立場から、河村らは、音楽科の教育内容の糸口として、「混沌としている現代
の音楽状況の中にあって、美しい音、共鳴できる美しい音楽を発見させる場を設定するこ
と」（河村・加藤：1982, 112）を置いた。  
	 このような論調からすれば、河村らの主張は、千成らの論の正反対のように見受けられ
るが、実は必ずしもそうではない。  
	 たとえば、そもそも音楽科において教育内容を定義しようとしたところに、千成らの提
案の影響が見られる。そして、河村らは、上述したような教育内容をあげたあとには、次
のように述べている（河村・加藤：1982, 112）。  
 
このような体験を得てから後に、子供は音楽の内容に興味を示し、音楽を構成す
・ ・ ・ ・ ・ ・
る要素の理解、形式への興味へと学習が進み
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
、さらに深い感動に、あるいは他の音
楽的事象への興味へと学習が継続していく。（傍点・引用者） 
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  この点について、千成は、まさに音楽活動の中で音楽的成長をめざす、という考え方を
とっており、音楽的成長は音楽の構成要素の発展的な認知に影響されることを述べてきて
いる（千成：1973）。したがって、河村らの述べる学習の過程は、千成らの述べる音楽的成
長の過程と重なるといえよう。異なるのは、千成らがそれらを学校教育の中で行っていこ
うとしているのに対して、河村らは、学校教育では最初に体験する場であればよい、とす
る立場であるということである。  
（４）尾見敦子による批判  
	 尾見は、先にも述べたように 1984 年に村尾と共著で「音楽的概念による教材構成をめぐ
って①」（村尾・尾見：1984）（以下、「1984 年尾見論文」）において八木の論法を批判をし
ているが、1983 年にも「音楽科における教材論」（尾見：1983a）（以下、「1983 年尾見論文」）
において、批判を展開している。ここでは、この 1983 年尾見論文、1984 年尾見論文の二
つについて述べる。  
	 尾見は、1983 年尾見論文において、必ずしも、従来の教材解釈を中心とした教材論を肯
定しているわけではない。従来の教材論は、素材と解釈の関係や解釈の妥当性等において
疑問が残るという。そして、「千成を中心とするグループ」28の教育内容論について、「何
を教えるか、とのかかわりにおいて授業過程の客観化が提唱されたのは初めてであ」り、
「教育内容である『概念、法則、芸術作品の手段など』を教える、という考え方も、従来
わが国では全くみられなかった発想である」と述べた（尾見：1983a,77）。その上で、論理
的には、「一定の教育内容にもとづいて組織される教材というものは、教材の価値は安定し
ており、授業過程を客観的に統制できる」構成できると評価した（尾見：1983a,76）。  
	 しかし、さらには、「一定の教育内容とは何であり、教材化においてそれをどれだけ正し
く反映することができるかという現実的な課題を経ないと、教材論としての有効性を判断
することはできない」（尾見：1983a,76）と述べた。そのような現状に対して、それまでの
音楽科の教育内容と教材をめぐる論争は、意見のすれ違いであって論争になっておらず、
安易な言葉主義の問題が生じており、見解の違いが生産的な議論になっていないというの
である。  
	 つまり、村尾の批判は教育内容を「特定の作品の教育内容」に置き換えているところに
すれ違いが起きており、山本の批判は教育内容と教材概念が曖昧であるという。  
	 一方で、「千成を中心とするグループ」や八木個人の理論においては、教育内容、教材の
概念が、「音楽科の教育課程と授業を分析し、理論化をおこなうための有効な概念として、
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機能してはいない」（尾見：1983a, 80）と述べている。それは、尾見によれば、八木らが、
音楽科の基本的・中心的な教育内容は音楽的概念や法則、構造であるとしながら、基本的・
中心的でない「随伴的教育内容」も認めていること、そして「随伴的教育内容」において
は「授業のなかで使われる楽曲が、教材であると同時に教育内容である
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
という二面性を持
つ」（尾見：1983a, 80）29（傍点・尾見）というように教育内容や教材概念を曖昧に用いてい
ることにある。ここでも、尾見は「言葉主義」であるという。つまり、尾見は、八木が「楽
曲教材先行型」の授業過程の客観化を「内容先行型」の授業構成から論じたところに論理
的脆弱さがあるというのである。その点で、「村尾の教材構成の方法が、かなり有効性をも
っているように思われ」、それに対する理論化が必要だと述べた（尾見：1983a, 82）。  
	 ところで、八木らが「『随伴的教育内容』を認め」ていたのは、先述したように、千成が
リーマーを引用して、音楽的経験を、「音楽外的経験」と「音楽的経験」から成るととらえ
ていたところに起因する（千成：1973）。つまり、音楽的経験には各個人における「音楽外
的経験」が含まれる。それは、直接的な教育の対象となる中心的教育内容とはならなくて
も、「随伴的教育内容」として存在し得るととらえたわけである。そのことに論理的な不整
合はない。  
	 1983 年尾見論文には「あいまい」「混乱」「脆弱」等の言葉が散見され、その説明が少な
いため理解しづらいが、「教育内容論」によって「何を教えるか、とのかかわりにおいて授
業過程の客観化」（尾見：1983a, 77）における提唱がなされたと一定の評価はしている。た
だ、尾見は授業過程の客観化は「楽曲先行型」授業における再表現を主体とした授業構成
においてなされることを主張しており、その点で相容れない教科観をもっていることがわ
かる。  
	 1984 年尾見論文は、八木の論法に対する批判である。論文の趣旨は 1983 年とほぼ変わ
らない。「『音楽的概念』による教材構成」をめぐる「疑似論争」（村尾・尾見：1984, 148）
を振り返り、再構成するために、同論文をその序と位置づけたいと述べ始められている。
ただ、そのために「『音楽的概念』による教材構成」を、八木の論法によって導きだすのが
困難であることを論証すると述べられており、1983 年尾見論文よりもさらに八木の論法批
判を強調している30。  
	 それはさておき、尾見は、まず「『音楽的概念』による教材構成」について、八木が「随
伴的教育内容」を認めることでその「論理的必然性は傷つけられる」（村尾・尾見：1984, 152）
という。では、「随伴的教育内容」を認めなかったら論理的必然性はあるといえるのか。尾
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見はそれもないという。八木の「三段論法」の前提を入れ替えれば、逆に「『音楽体験』に
よる教材構成」を導きだすことが可能であるというのである。  
	 尾見は、さらに『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』（千成編：1982）において
も、八木は「三段論法」を行っており、前提間に論理的飛躍があるという。そして、八木
の論法を「完全なものに修正」しようとすれば、八木らが音楽活動を「人間労働の一形態」
としてとらえている点に関して、「音楽活動」が「労働活動」に包摂される概念システムを
示すこと、また、「他者の理論の援用の際の概念システムの移動」をただすことであるとし
た（村尾・尾見：1984, 153）。  
	 「音楽活動」が「労働活動」に包摂される概念システムについては、尾見は同論文内の
別箇所では、「〈八木の〉「音楽」や「労働」についての定義はまちがっているわけではない」
（村尾・尾見：1984, 153）と述べている。これは、つまり、両者における概念システムを
認めていることになる。  
	 また、「他者の理論の援用の際の概念システムの移動」については、尾見によれば、八木
が藤岡論31を音楽科の教育内容措定に「アナロジー的発想」で援用したという批判である。
これに対して、尾見は「教科は異なっていても、授業が目的意識的な行為であることは変
わらない。このことが、藤岡論を音楽科に援用してよいことの根拠である」（村尾・尾見：
1984, 154）と述べ、教育内容と教材を区別する点についてのみ援用することを認めた。し
かし、教科が異なっても、授業が目的意識的な行為であるということを認めるのであれば、
その目的となり得る教育内容をとらえる作業は当然出てくるはずである。八木らはそれを
音楽の理論や構造に照らして設定したのであり、これまで述べてきたような教育内容論か
らすれば、それは藤岡論からのみの「アナロジー的発想」で導きだしたものではないと見
ることができる。  
	 尾見の結論は、結局、1983 年尾見論文と同様、客観的な授業構成は、「楽曲先行型」授
業における再表現を主体としてなされるべきだとすることである。そのために、楽曲その
ものと楽曲で教えるべきことを区別する概念システムとして藤岡論を使用しようとしてい
る。  
	 このような展開の中で、尾見論文の成果は以下の点にある（村尾・尾見：1984, 154）。  
 
 教育内容と教材の区別（目的意識的な行為としての授業）という論点と、音楽科
の教育内容は何か、という論点とは、まさに区別される必要がある。  
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  先にも述べたように、授業を目的意識的な行為としてとらえ、教育内容と教材を区別す
る（①）とするならば、その後教育内容設定の作業が生じてくる（②）のは必至であるが、
②は必ずしも①に連動して自動的に措定できるわけではない。だからこそ、村尾や尾見の
ような特定の作品や楽曲先行型の教育内容論が出てくるわけであろう。また、音楽の理論
や構造に照らしあわせて教育内容を措定した教育内容論においても、後述するように、厳
密に教育内容を措定しているわけではない。特に、後者の、厳密な教育内容の措定がない
という点については、今日の授業にいたって、課題となっていると考えられる。  
 
２	 日本音楽教育学会による教育内容論の評価  
	 これまで述べてきたように、千成・八木・吉田らによる教育内容論に対する批判は、ま
ず 1981 年に村尾が「二分法」に疑義を唱え、1982 年に山本や河村・加藤が、1984 年には
村尾と尾見が、というように展開されてきた。しかし、その批判において、音楽科の中で
教育内容を明確にしていくこと、については否定されなかった。また先述したように、山
本のように、自身の論文中で当初の見解を 180 度転換させるような発言も出ている。  
	 このことは、千成らの教育内容論が音楽教育界に賛否両論を巻き起こしながら、徐々に
浸透していったことを物語っている。その様子は、1982 年に行われた音楽教育学会東京ゼ
ミナールにもあらわれている。  
	 音楽教育学会東京ゼミナールは、1982 年８月 24〜27 日に行われた。前半２日間は発表
と討議、後半２日間は日本音楽教育学会からあらかじめ委嘱された学会員がまとめを行っ
ている。このゼミナールのまとめは、1983 年に『音楽教育学』別冊で、「音楽教育東京ゼ
ミナールのまとめ」（日本音楽教育学会編：1983）として出版されている。  
	 音楽教育学会東京ゼミナールは、テーマを「現代社会と音楽教育」とし、全体会のシン
ポジウムとして「現代社会と音楽」、第１分科会として「音楽科の教育課程」、第２分科会
として「音楽の教授と学習」、第３分科会として「音楽科の教材」を設け、音楽科の内容を
総合的に論議している。  
	 従来の音楽教育観からして画期的なのは、分科会それぞれの概要である。それぞれ以下
のようになっている。（日本音楽教育学会編：1983, 5-6）  
 
（分科会１）「音楽科の教育課程」  
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 教育課程の構造は、教育課程論の上から見て、論理的に整ったものであり
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
、また
音楽科という独自の教科のもつ価値や意義を明確に反映したものでなければなら
ない。この分科会では音楽科の教育課程の構造をいろいろな角度から討議する。  
（分科会２）「音楽の教授と学習」  
 教育内容とその配列は
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
、数多くの教授経験による一般性や、教授・学習理論に支
えられていることが必要である。この分科会では音楽の教授と学習を、そうした視
点から討議する。     
（分科会３）「音楽科の教材」  
 児童生徒が直接学習の対象とする音楽科の教材
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
とは何か、生涯にわたって音楽を
学び楽しむための基礎になる教材とは何か。音楽の多様化にどのように対応するか
などを広い視野から討議する。  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （傍点・引用者）  
 
  ここでは、これまで教育内容論に対する批判者らが主張していたような「音楽体験」を
重視していた教科にあって、教育課程として論理的であることがまず求められ、音楽の教
授と学習において、当然のように教育内容とその配列から述べられている。そして、教材
を直接学習の対象とするものとして、楽曲教材や教育内容と区別してとらえている。これ
らは、もともと教育内容論の視点である。つまり、音楽教育学会がそれを採用して音楽科
の教育課程全体をとらえ直そうとしていることを物語っている。そのことは、このゼミナ
ールにおいて、第１分科会で、千成と吉田が、それぞれ「音楽科教育内容の組織」、「音楽
科における教育内容と教材」というまさに中核のテーマで発表を行っていること、また、
八木が第２分科会の内容整理を行う２名のうちに入っていることなどからもわかる。  
	 第１分科会の報告は広瀬鉄雄によってなされているが、それによると千成は以下のよう
に紹介されている（日本音楽教育学会編：1983, 15）。  
 
 第十一回日本音楽教育学会において、教材と教育内容を分離することにより、音
楽教育が当面する問題の解決を図ろうとした千成は、音楽科教育内容の組織化とい
う観点に立ち、ここでは「音楽学習構造図」を提示した。  
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 続けて、千成、吉田、八木の提案であるとして、教育内容と教材や音楽科の独自性、授
業構成について提案がまとめられている。この中で、千成らの提案する教育内容は以下で
あることが紹介され、音楽的諸概念とその下位概念を仮説的に提示したと述べられている
（日本音楽教育学会編：1983, 15-16）。  
 
（1）  リズム         －・拍（分割を含む）、テンポ（アゴーギグを含む）、リズ	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ム・パターン、拍子、無拍子、アクセント、音の長さ  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （シンコペーション等）  
（2）  メロディー     －・抑揚、フレーズ、テーマ、問いと答え、朗唱、音程  
（3）  ハーモニー     －・同時にひびき合う二つ以上の音（協和と不協和、クラ  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 スター等）  
（4）  テクスチュア   －・ユニゾン、メロディー対伴奏、ポリフォニー、ヘテロ  
                        フォニー  
（5）  調性           －・主音、核音、音階（長・短音階）、各種旋法、各種ペン  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 タトニック、各種音階、無調等  
     （6）  形式           －・フレーズ、節、繰り返し、対照、部分、再帰、各種形式  
（7）  ダイナミックス－・強弱、漸強と漸弱、長さ  
（8）  音色           －・ねいろ（声、楽器、自然音、電子音などの人工音）  
 
	 また、千成らは、このゼミナールで教育内容を中心とした授業構成についても、以下の
ように定式化したと述べられている（日本音楽教育学会編：1983, 16）。  
  
 （1） 教育内容の決定	 （2） 目標の設定	 （3） 教材の選択・教材の組織化に
あたって、①	 感性的段階、②意識的段階、③習熟の段階、の三つを整理しておく
こと。（4）  授業過程の設定  
 
	 広瀬は、「音楽内容や教科のもつ独自性を、このようにとらえて見るならば、教科の持つ
意味とその役割もはっきりしてくる」（日本音楽教育学会編：1983, 16）と評価した。  
	 ただし、第１分科会の検討課題には、多くの問題点が残されているとしている。  
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 その一つとして広瀬が取り上げているのは、カリキュラムの開発の問題である。広瀬に
よれば、従来の教授＝学習は、（１）目標の設定（２）教材・教具の作製、（３）教師の訓
練、（４）教材・教具の配布などの過程を経て行われた。これらは、教育活動の精密化にと
って有効な「『工学的接近』（Technological Approach）」の立場をとるが、それに対して、す
べての事態を教育的に見て、多様な視点からの評価を重視する「『羅生門的接近』（Rashomon 
Approach）」が存在するという（日本音楽教育学会編：1983, 17）。それは、「（１）一般目標
の設定  （２）教材の選択を含んだ創造的教授・学習活動  （３）活動によって起こった事
態の記述と評価」という過程をたどる（日本音楽教育学会編：1983, 17）。広瀬は、後者の
アプローチが、今後の音楽科教育課程改善に示唆を与える、と述べる。すなわち、千成ら
の論のうち、教育内容の設定や目標の明確化については同意しているが、その授業過程に
おいては、別アプローチを提案しているということができる。  
	 第２分科会の報告は、小野達治によってなされている。小野は、大きくは＜創造的音楽
づくり＞の教育的可能性と、教育内容に応じた柔軟な学習過程・学習形態の組織、そして
音楽活動のよろこび・楽しさの追求という点からまとめている。この報告は、第１分科会
や後述する第３分科会に比べ、教育内容論色が薄く、従来の音楽教育観が強いものとなっ
ている。	  
	 たとえば、学習過程や形態の組織において、「教育内容」という用語は用いているものの
「音楽教材に含まれる教育内容を子どもの現実（中略）とのかかわりにおいてとらえ直し」
というように、まず念頭に「教材」が置かれている。  
	 また、小野は、報告として、第２分科会では、マイヤー、リーマー等による二つの「音
楽の＜意味＞」－①音楽作品における諸関係の識別から生ずる意味、②音楽的刺激から別
の種類の現象に結びつける意味－から論じられており、②のタイプの学習は行き渡ってお
り、①のタイプの学習を充実させる必要があるというのがその骨子になっていたという。
それに関して、小野は、そもそも音楽学習を①、②のような「二元論で捉える事自体に無
理がある」と述べ、「もっと素朴で本質的な第３のタイプが存在するはずである」と主張し
た。そして、分科会２の講師として呼ばれていた波多野誼余夫の提起に以下のように触れ
ている（日本音楽教育学会編：1983, 25）。  
 
 音楽のよろこびや感動、とりわけ、学校における音楽学習の喜びや楽しさは、音
楽が本来持っている素朴で直載
マ マ
的な表現を通しての連帯感・社会的帰属感・感覚運
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動的充足感に根ざしているとする波多野提起は、多くの参会者に共感を与えたばか
りでなく、今後の音楽の教授＝学習の諸問題を考える新たな糸口のひとつを提供し
たものであると言えよう。  
 
	 このように、小野の報告は、教授＝学習過程について説明を教材から始め、音楽の喜び
や感動という観点からとらえていこうとしている。教育内容を明確にすることは共通認識
としてとらえつつも、従来の楽曲教材を中心にした音楽教育観がその根底にうかがえる。  
	 第３分科会のまとめは、中嶋恒雄によってなされている。その中で、教材とは何か（定
義）について、本章第１節第１項で述べたように、中嶋は、千成提言を高く評価している。
つまり、「学習内容と教材を峻別」し、「学習（教育）内容とは、教科を教科たらしめてい
る基本的な概念および法則である」とし、「教材とは、この学習内容を子どもたちが学習し
うる形に具体化したもの」と定義づけたことは、「F.ソシュールが人間の言語活動において、
言語（ラング）と言（パロル）を区別したのに似て、極めて有効な考え方である」とした
（日本音楽教育学会編：1983, 30）。  
	 そして、教材とは、千成が定義したように、「学習内容を子どもたちが学習しうる形に具
現化したもの」（日本音楽教育学会編：1983, 32）と述べている。  
	 さらに、教材の分類については、教育内容から分類していく方法があるとして、教育内
容についても言及している。ここでも千成の音楽学習構造図を引用して、図中に、「さまざ
まな音楽様式」、「表現及び鑑賞の活動」、「随伴的教育内容」の３つを置いている（日本音
楽教育学会編：1983, 32）。千成が「基本的教育内容」と置いた（千成：1981,165）ところ
を「さまざまな音楽様式」と改変しているが、導き方は同様である。中嶋は、音楽の様式
の学習は、それがあらわれる楽曲を通して行われるものであることから、これら３つを２
つにまとめ、音楽様式の表現及び鑑賞とそのための技能、そして随伴的教育内容の２点か
ら教材を分類することが、教育内容から得られる分類法であるとした。  
	 このように、音楽教育学会東京ゼミナールでは、千成らの教育内容論をもとにした論議
が行われ、「教育内容」という用語が音楽教育分野にひとまず定着してきたと見ることがで
きる。音楽することのよろこびや感動といった音楽外的な現象を念頭に置くという伝統的
な音楽教育観が顔をのぞかせながらも、教育内容や教材、そしてその授業構成にわたって、
幅広く論議され、各分科会のまとめでは、論者の視点から新たな解釈や提案がなされてい
ることがわかる。
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   1960 
 ・Petzold, Robert G. , Auditory Perception of Musical Sounds by Children in the First Six  
   Grade :The University of Wisconsion Madison, Cooperative Research Project No.1051, 1966 
 
5   ほぼ原文であるが、一部文意を変えない範囲で引用者がまとめた。  
 
6   柴田義松（『教育課程の理論と構造』第 Ⅴ 章教科編成の基礎理論、教育学講座、学習  
  研究社、1980）による。  
 
7   この音楽学習構造図については、「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の  
  問題（4）」（千成：1981）の 165-166 頁と、「同（5）」（千成：1983）の 130 頁で説明さ  
  れており、ここでは、双方の説明をまとめた。なお、「音楽学習構造図」という名称は、 
	 「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の問題（5）」（千成：1983）の 130 頁で  
	 用いられている。  
 
8   たとえば、千成俊夫は、第３節で取り上げた『達成目標を明確にした音楽科授業改造  
  入門』（千成俊夫編著、明治図書、1982 年）の 66 頁や「音楽科の授業における単元構  
	 成方略に関する一考察」（『広島大学教育学部教科教育学科音楽教育学教室論集 Ⅲ』、    
  1-28 頁、1989）の 3 頁などでも用いている。また、前掲２『音楽教育学－別冊－音楽教   
  育東京ゼミナールのまとめ』32 頁では、中嶋が引用して改変した図が掲載されている。 
 
9   「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の問題（5）」の 130-138 頁の要点を  
  引用者がまとめた。  
 
10   序章で述べたとおり、昭和 30 年代末から岐阜県ではじまった音楽指導法であり、  
  1968 年から約 10 年間、岐阜県古川町立古川小学校で中心的に行われた。その指導は、  
  全国各地の小学校でも取り入れられた。八木は、倉敷市立茶屋町小学校や高知県土佐   
  郡鏡村立第二小学校の実践を例にあげている。  
 
11	  八木正一、竹内俊一「音楽科における基礎学力	 その基調を求めて」（八木・竹内：  
	 1978）の内容を引用者がまとめたものである。  
 
12   同上 23 頁の内容をまとめて引用者が表にしたものである。  
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13   八木正一「音楽科の学力に関する一考察－音楽的認識過程の分析を通して－」（八木： 
  1979）の 40-45 頁の内容を引用者がまとめた。  
 
14	  芝田進午の『人間性と人格の理論』（青木書店、1976 年）を参照している。  
 
15   板倉聖宣らによる実践で、たとえば『仮説実験授業入門』（板倉聖宣、上廻昭、明治  
  図書、1965 年）などがある。  
 
16   八木正一「音楽学習における楽しさをめぐって  楽しい授業づくりへの一視点」（八  
  木：1982a）の 48-50 頁を引用者がまとめたものである。  
 
17   八木正一、吉田孝「音楽教科書における教材の組織化と記述に関する一考察」（八木・ 
	 吉田：1982）の 59 頁の内容を引用者が箇条書きにまとめたものである。  
 
18  「音楽とはやさ」「変奏曲」については、日本音楽教育学会第 13 回大会で両氏によ  
  り発表されており、ここでは具体例名だけ掲載されている。  
 
19   吉田孝「音楽科における教育内容と教材の関係」（吉田：1982, 82）の内容を引用  
  者が箇条書きにした。  
 
20   同論文内で具体的に示されてはいないが、千成を中心とする「音楽教育方法研究会」  
  グループを指していると思われる。同グループの所産については、この当時のものと  
  して、1982 年に『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』（千成俊夫編著、明治  
  図書）がある。  
 
21   吉田孝「音楽科における教育内容と教材の関係」（吉田：1982, 90）に箇条書きで示  
  されている部分である。箇条書きの各内容は引用者が要約した。  
 
22   あとがきには、「達成基準」と「達成目標」等の用語について、「これらの術語はす  
  べて教える内容を明確にするという意味で使用」しており、「各語句間の意味内容にち  
  がいはない」と記載されている。  
 
23   村尾忠廣「音楽科の内容と教材」（村尾：1981）の 26 頁に初出。以降、全体を通じて  
  出てくる用語である。  
 
24   村尾忠廣「音楽科の内容と教材」（村尾：1981, 28-29）に教材としてあげられている  
  ものを引用者がまとめた。  
 
25   同上 39 頁の部分を、文意を変えない範囲で引用者がまとめた。  
 
26   村尾忠廣「『音楽概念による教材構成』をめぐって」（村尾：1984）の 160-163 頁の内  
  容を引用者がまとめた。  
 
27   山本文茂「創造的音楽作りとは何か①『サウンド・アンド・サイレンス』を考える」 
 （山本：1982a, 13-14）から抜粋した。  
 
28   千成を中心とする「音楽教育方法研究会」グループを指していると推察する。  
 
29   尾見は、八木正一、堀曜子「技術教科としての音楽科」（八木・堀：1980, 41）から引  
  用している。（傍点は尾見）  
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30	  論法批判の分析は本稿の趣旨ではないので詳細は割愛するが、尾見が前段で批判し  
  ている八木の「論文」というのは、日本音楽学会発表資料（「音楽科における教育内容  
  の規定をめぐって」、日本音楽教育学会第 14 回大会発表資料、1983 年９月）であり、  
  刊行されたものではない。  
 
31   『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』（千成編：1982, 39-40）を引用してい  
  る。  
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第２章	 教育内容論の定着と授業プランの開発 
 
  1982 年の東京ゼミナール以降、千成俊夫や八木正一、吉田孝は、音楽科の具体的な教育
内容やその授業構成に関する論文を積極的に発表していった。それらは特に 1980 年代に集
中してみられ、それに伴って、授業プランが次々に発表されていった。本研究では、東京
ゼミナールにおいて千成らの教育内容論をもとにした討議が行われ、さらに授業プランが
発表され、一般に周知されたことで、音楽科において教育内容論が成立したとみる。本章
では、そのような 1980 年代の教育内容論における教育内容の設定や授業プランの変化につ
いて明らかにする。  
 
第１節	 1980 年代の教育内容研究の諸相  
	  
	 1982 年の日本音楽教育学会東京ゼミナール以降、千成俊夫は、共著も含めて以下のよう
に論文を発表していっている。    
  千成の 1984、1985 年の二論文（千成：1984、千成：1985a）は、アメリカの教育カリキ
ュラム改革について詳細に述べたものである。第１章で述べたように、村尾忠廣は 1984
年、1970 年代からのアメリカの音楽教育カリキュラム改革が多くの批判を受け変化してい
るにもかかわらず、教育内容論ではそのようなアメリカの状況の検討が行われていないと
批判していた（村尾：1984）。それに対して、千成の二論文は、序章で述べたように 1776
年の独立宣言以降のアメリカの公教育を整理し、1960 年代のアメリカにおける教育内容の
現代化運動、1970 年代のカリキュラム改革、1980 年代の Back to Basics の教育思潮が音楽
教育カリキュラムに与えた影響を分析し、アメリカの一連の音楽教育の流れを示している。
1984 年「米国における音楽教育カリキュラム改革（Ⅰ）－60 年以降の動向をめぐって  
	 －」（千成：1984）  
1985 年「米国における音楽教育カリキュラム改革（Ⅱ）－60 年以降の動向をめぐって	  
	 －」（千成：1985a）  
1985 年「音楽科の授業構成に関する一試論」（千成・八木・吉田：1985）  
1986 年「音楽教育研究における理論と実践の関係」（千成：1986a）  
1988 年「教科教育学研究の成果と展望	 －音楽科教育をめぐって－」（千成：1988）  
1989 年「音楽科の授業における単元構成に関する一考察」（千成：1989）  
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つまり、千成は、この時期の教育思潮をふまえた上で、改革の試みを評価していることが
わかる。  
	 千成は、このようにアメリカの音楽教育カリキュラム改革をまとめた上で、1985 年に八
木、吉田と共著で音楽科の授業構成について再検討している（千成・八木・吉田：1985）。 
	 ここでは、千成は、1977（昭和 52）年の学習指導要領改訂を経てもなお知識・技術の偏
重を生じやすい「教材曲を丸ごと中心に据えて教える教師主導型」（千成・八木・吉田：1985, 
2）の授業が多いとして、以下の問題点をあげることから始めている（千成・八木・吉田：
1985, 2）。  
 
①	 	 詰めこみ教えこみ。子どもと学習過程の無視。すべて教師が正しくできないの	 
は子どもの側に原因があるとするおちこぼれ、おちこぼしの出現。	 
②	 音楽における教えうるものと教ええぬものとの混同並びにそのあいまいさ。音	 
	 	 	 楽的解釈の名のもとで生じる教師の恣意性と精神主義的押しつけ。結果として	 
	 	 授業離れ。	 
③	 教材選択の硬直化。管理統制の強化。音楽教育の手段化。結果として豊かな音
楽的世界への道を狭めることになる危ぐの出現。  
 
	 同論文は、当時のこのような音楽教育に内在する問題から、「知識や技術を本来的に位置
づけて音楽の授業を構成する方略を考えること」（千成・八木・吉田：1985, 2-3）が課題で
あるとして、教材、教育内容、音楽の学習、授業構成について述べたのである。  
	 その中では、教材は、子どもたちの活動によってつくり変えられることも含めて、何か
を教えるための素材であり、そのために、1980 年の千成提言で述べられていたとおり、教
育内容と教材は区別してとらえられている。すなわち、教育内容は、「教科の基本的要素的
並びに本質的なもの」であり、音楽における「基本的要素的なもの」は「メロディーや調、
即ち様々な音階や旋法を含めた一定の音の相互関係の組織体や、拍や拍子を含めたリズム、
ハーモニーや多声性、形式、音色、ダイナミクス、テンポ等」であり、音楽の「本質」は、
「生成と消滅、緊張と緩和、いわば人間の存在や実在そのものの反映」である（千成・八
木・吉田：1985, 4）。そして、そこから、教材とその条件は、「音楽の教育内容を子どもた
ちが学習できるように、また音楽の本質を音楽の基本的属性との関係で豊かに具現化した
もの」（千成・八木・吉田：1985, 4）であるとした。  
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 そして、千成は、授業構成においては、「実際になりひびいて聞え
マ マ
る音楽的構成要素とそ
れ以外の要素、知識領域を対象とするなりひびく音とは直接かかわらない作品を成立させ
た時代背景、作品論や作家論、音楽的シンボル、標題、歌詞などに大別し、前者を中心的
教育内容、後者を随伴的教育内容と銘打って音楽作品から分離してみる」（千成・八木・吉
田：1985, 5）ことが必要であるとした。  
	 このような教育内容の措定や授業構成への手続きが、たとえば、「子どもの生きた音楽経
験の内実が空洞化する」（山本：1982a, 13）と批判されたりしてきたわけであるが、実際は、
千成らは、それらの手続きに際して慎重に配慮している。たとえば、千成は、続けて、授
業構成の指針として、「伝統的な日本音楽の様式や日本人の音感やリズム感が、〈明治以降
音楽教育に導入された〉外来の文化様式とどのように融合し反発しかつ変質してきたのか
を知ること」（千成・八木・吉田：1985, 6）をあげており、西洋古典様式における音楽構
成要素のみを前提としていたのではないことがわかる。また、子どもにとって優れた教材
は何なのかという視点を教材の条件に取り入れることが提唱されており、たとえば、「単純
なものを変換して価値をつけ加えることを子どもたちに行わせること」（千成・八木・吉田：
1985, 7）も提案されている。そこには、子どもにとっての音楽経験であることという視点
が明らかである。さらに、価値や偉大さを内容している音楽作品が「心の糧」となること
も考慮して、教科指導のみならず、音楽的風土づくりが必要であることにも触れている（千
成・八木・吉田：1985, 7）。千成らの提案は、このように、子どもをとりまく音楽事情や
子どもにとっての教材の条件、音楽風土づくりまでを視野に入れた提案であった。  
	 さらに、千成は、1986 年には、音楽科の授業構成を考えていく上で理論と実践の統合の
必要性について述べている（千成：1986a）。1988 年にそれまでの音楽科教育研究の成果と
課題をまとめ、さらに単元構成について発表し、音楽科における教育内容を中心とした授
業構成の論理的枠組みを構成している。また、1988 年には、『視点をかえた音楽の授業づ
くり』（千成、竹内編：1988）を発表して授業プランや授業プラン作成手順を編み、1990
年には『音楽教育学』（  千成・早川：1990）を共著でまとめている。  
	 また、八木は、日本音楽教育学会東京ゼミナール以降、以下の論文を発表していってい
る。  
1983 年「音楽科教育における教科論的一考察」（八木：1983）  
1983 年「音楽科の授業における指導過程構成に関する一視点（その１）：「拍子」の	 	  
	 指導を中心として」（八木・出口・三国・山中文：1983a）  
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 八木は、1983 年には、「教科の意味とその実質を構成する教育内容設定の枠組みとなる
教科論が、教科教育学研究のなかで重要な位置を占めている」（八木：1983, 15）として、
音楽教育における重要な課題がそれら教育内容と教材に関する問題であると述べた。そし
て、教育内容と教材を授業過程にひきつけて「教育内容の構造を具現する教材を選択・創
出し、それらを授業過程にとって組織化することが授業の結節点になる」と述べ、具体的
には「教育内容を措定し、その習得のために有効な教材を集め、できうるかぎり教授技術
の『作用的側面』を含みこんで教材の構成を行っていく」ことを提唱している（八木：1983, 
25）。  
そうして誕生したのが、同年の授業プラン「拍子のおはなし」（八木・出口・三国・山
中：1983a、八木・出口・三国・山中：1983b）である。そして、1984 年には千成と同様に
単元論に言及（八木：1984a）し、同年、教育内容措定に関して、音楽的概念を含む提案を
行った（八木：1984b）。その後は、具体的な教材開発、授業過程における指示等に論を進
めている（八木：1987a、八木：1989）。  
	 八木は、このように精力的に教科、教育内容、授業構成について論じながら具体的な授
業プランを発表し、80 年代項半からは授業プランや授業の工夫、ネタを掲載した図書を
次々に発表していった。1990 年には『音楽指導クリニック 100 のコツ：たのしい音楽の授
業づくり』（八木編：1990）が出版されている。これは 1990 年から 1997 年にかけて発表さ
れた『音楽指導クリニック』シリーズ 10 巻のうちの第 1 巻である。八木は、次章で述べる
ように、これら『音楽指導クリニック』シリーズを皮切りに時期から多くの図書を出版し
ていった1。  
1983 年「音楽科の授業における指導過程構成に関する一視点（その２）：授業プラン  
	 「拍子のおはなし」を中心として」（（八木・出口・三国・山中文：1983b）  
1984 年「音楽科における単元論への一考察−戦後初期の単元構想を手がかりとして」 
	 （八木：1984a）  
1984 年「音楽科における教育内容措定に関する一試論」（八木：1984b）  
1985 年「音楽科の授業構成に関する一試論」（千成・八木・吉田：1985）  
1985 年「音楽科における教材と授業構成に関する一考察」（八木：1985a）  
1985 年「音楽科における教材開発に関する一考察」（八木：1985b）  
1987 年「音楽指導における指示語に関する一考察」（八木：1987a）  
1989 年「見ることと見えたことの探究」（八木：1989）  
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吉田が発表している論文は、以下である。  
	 吉田は、東京ゼミナール以降、八木が教科論から展開したのに対し、音楽科における技
術観について論じるところからスタートしている。すなわち、戦後「技術主義」として評
価がなされた学習指導要領が実は反技術主義的な性格を強めていき、そして学習指導要領
を「技術主義」として批判してきた民間教育団体も反技術主義に陥っていったこと、また
「技術」の位置づけが授業実践に影響をもたらしてきたことを明らかにした（吉田：1984a）。
同論文の中で「『科学が生きるための手段だ』としても科学が教育の目的・対象になるよう
に、音楽活動の手段としての技術は、音楽科の目的・対象になりうる」（吉田：1984a,  
145）と述べているように、吉田は、ここで「技術」を新たに教育内容に引きつけてとらえ
ている。1989 年の「戦後初期の学校音楽の改革」（吉田：1989）は、前掲の技術観の中で
も戦後初期の技術観をさらに詳しく分析したものである。  
	 また、前後するが、1984 年の「音楽文化の多様化と教材」（吉田：1984b）においては、
大衆音楽の教材化の意義を教育内容習得における有効性からとらえ、1988 年には、音楽カ
リキュラムにおいて単元の集まりによってカリキュラムを構成する「下からのカリキュラ
ム」を提唱した（吉田：1988）。  
	 このように吉田は、教育内容を中心とした教材構成を行うにあたって、戦後の音楽教育
における「技術」の位置づけを確認しつつ、教材論やカリキュラム論を展開している。  
	 以上のように、1980 年代は、千成提言にはじまり、教育内容論が展開され、精力的に教
育内容、教材、カリキュラム、単元等について言及がなされ、内容先行型の授業構成が授
業プランに具体化されていくというステージとなったということができる。  
 
 
 
 
1984 年「音楽の多様化と教材	 －大衆音楽の教材化への一視点－」（吉田：1984b）  
1988 年「音楽カリキュラムの弾力化と個性の伸長」（吉田：1988）  
1989 年「戦後初期の学校音楽の改革」（吉田：1989）  
1984 年「音楽科における技術観の検討－学習指導要領及び民間教育研究運動の変遷よ	  
	 り－」  (吉田：1984a)  
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第２節	 教育内容概念の変化  
 
	 先に述べたように、千成らの教育内容論は一定の成立を見たが、教育内容の理論的枠組
みを確立していくにあたって、1980 年代にその定義が少しずつ変化した。  
	 第 1 章で述べたように、1980 年の千成提言においては、音楽の本質が構造的にあらわれ
ているものとして、音楽の基本的なもの、つまり「メロディー、調、音階（さまざまな旋
法を含めた一定の音の相互関係の組織体）、リズム、形式、音色、ダイナミクス、テンポな
ど」（千成：1980b,155）を教育内容と置いていた。  
	 また、同年、八木は技術論に触れる中で、「科学的に抽象された音楽の構造に関する技術
学的対象－つまり、様式やリズムといわれる音の法則性が、教育内容として最も重要であ
る」（八木・堀：1980, 48）と述べた。これは、先の千成の内容の定義を、技術過程に置い
て述べたものと考えられる。  
	 千成の定義は、翌年の 1981 年には、以下のようにいいあらわされている（千成・宇田：
1981, 163）。  
 
 音楽科における教育内容は、一義的にリズムでありメロディーであり、そして音
楽を構成している他の要素がそれに加わるであろう。  
 
	 そして、第１章でも述べたように、音楽学習構造図が示され、基本的教育内容に「音楽
を構成する要素」を置き、「教材の背後にある、その作品を成立させた歴史的モメントや作
曲家にかんする事柄、音楽の表記にかんするすべてのこと、歌詞や標題の問題に加えて、
教師の行なう主観的教材解釈など」を随伴的教育内容とした（千成・宇田：1981, 166）。
ここで随伴的教育内容に言及し、基本的教育内容とともに、教育内容の学習の有り様を学
習構造図で示している。  
	 八木は、同 1981 年に、基本的な教育内容を「音楽の概念や法則あるいは構造としてのリ
ズム・メロディー・形式などを中心とする」と述べ、「音楽作品における価値や形象」は、
基本的な教育内容の上にたつ、発展的な教育内容としてとらえられるとした（八木：1981, 
17）。上述の千成のいう随伴的教育内容とはその名称や位置づけが異なり、内容も同一では
ないが、同時期に、教育的な営みにおいては、基本的教育内容とそれ以外の教育内容を認
めていることがわかる。  
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 1982 年になると、教育内容論では、リズムやハーモニーは、音楽的概念として説明され
るようになる。八木は、「人間の存在をも具現したリズムやハーモニー等々の音楽的概念を
教育内容として設定」する（八木：1982b, 17）と述べているし、吉田は、音楽科の教育内
容は、音楽的諸概念とその下位概念であるとし、第 1 章でもあげたとおり、それらを次の
ように整理している。（吉田：1982, 86）  
 
●リズム	 	     －  拍、テンポ、リズムパターン、拍子、無拍子、アクセント、  
	 	 	 	 	 	 	 	 	  音の長さ  
●メロディー     －  抑揚、フレーズ、テーマ、問いと答え、朗唱、音程  
●ハーモニー     －  同時にひびきあう二つ以上の音  
●テクスチュア   －  ユニゾン、メロディー対伴奏、ポリフォニー、ヘテロフォニ      
                   ー  
●調性	 	 	 	   －  主音、核音、音階  
●形式	 	 	 	   －  フレーズ、節、繰り返し、対照、部分、再帰、各種形式  
●ダイナミックス－  強弱、漸強と漸弱、長さ  
●音色	  	 	 	  －  ねいろ（各種の）  
 
  このように、1982 年には、千成らの教育内容論において基本的な教育内容は「音楽的概
念」であると説明されてきたが、一方で「表現手段」という用語が提示されたこともある。  
  たとえば、1983 年の日本音楽教育学会では、八木は、口頭発表の中で、音楽科における
教育内容は「表現手段」であると説明し、表現手段のサブカテゴリを以下のようにあげた2。  
 
１）音楽を構成する要素についての概念－音楽的概念	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
２）演奏技術体系における法則性  
３）音楽史学、民族音楽学等音楽学の諸成果  
４）楽曲に対象化されている世界観やイメージなどと、上記の表現手段との相関の     
    様態  
 
	 ここでも重視しているのは１）に示された音楽的概念であるが、「表現手段」が１）〜４）
の総称とされている一方で、４）を１）〜３）の表現手段との相関関係と置いていること
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から、教育内容のサブカテゴリと上位カテゴリの区別がつきにくい状況が生まれている。  
	 同年（1983 年）に、八木が別に示した教育内容の設定の枠組みでは、「表現手段」とい
う総称はなく、以下のように、教育内容設定の枠組みとして、まず音楽的概念、次に音楽
作品の再表現的側面における表象と形象との関係、さらに音楽的概念から相対的に独立し
うる音楽学等の成果、の三つをあげている。（八木：1983, 23-24）  
 
そのひとつは千成がいう基本的教育内容としての音楽的概念にカテゴライズされ
る内容である。（中略）これらの諸概念は音楽固有の概念であり、音楽活動を伴って
感じるレベル、それを抽象化して理解するレベル、さらにそれを具体化し表現す   
るレベルの三つのレベルで獲得されていくものである。（中略）しかし、一方ではリ
ズムやメロディーによって形象化された音楽作品を再表現する側面も音楽科では
重要となっている。（中略）“表象そのものを価値観にかかわって子どもにつかませる
ことは価値志向的性格をもつ教育の営為としてきわめて重要である。しかしそれは
直接的な教育内容とはなりえない”（中略）表象そのものを教育内容として設定する
のではなく、表象と形象の関係を音楽的概念、あるいは作品の背後の客観的世界と
かかわってつかみとらせていくことが重要である（中略）。端的にいえば、イメージ
や世界観と実際の音のかたちや構造との相互関係を教育内容として考える立場な
のである。（中略）〈第三の枠組みとして〉音楽的概念から相対的に独立しうる音楽学
や演奏学、楽器学、民族音楽学、音楽社会学等の成果を教育内容として設定すると
いうものである。たとえば、民族と音楽、音楽の起源、音楽の近代と現代等々とい
った教育内容の設定になろう。  
 
	 しかし、八木は、1984 年になると教育内容の措定に関してまとめ、再び「教育内容は音
楽の表現手段である」と述べた。（八木：1984b, 216）ここでは、以下のように、先の日本
音楽教育学会 14 回大会の口頭発表を元に整理しまとめたものとして、中野徹三の所論3を
参考に芸術的過程を図式化し、表現手段について説明している（八木：1984b, 216）。  
 
 このように考えれば〈表現手段のなかみを具体的に考察すれば〉教育内容として
の表現手段のサブカテゴリは次のように設定できよう。  
①	 音楽を構成する要素についての概念－音楽的概念  
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②	 演技術体系における法則性  
③	 音楽史学、民族音楽学等、音楽学の諸成果  
   これらの内容を、楽曲にかぎらないさまざまな教材や活動によって子どもたち   
 に獲得させる営みが、まさに授業なのである。  
    （中略）生きて働く音楽的体験を子どもに保証するためにも、さらに、もうひと   
 つのサブカテゴリを上の三つに付け加えることができる。それは次のようなもの  
 である。  
	 	 	 ④	   楽曲に対象化されている世界観やイメージなどと表現手段との相関の様態  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  1985 年になると、先にも述べたように、千成、八木、吉田は、共著で「音楽科の授業構
成に関する一試論」（千成・八木・吉田：1985）を発表した。  
	 千成は、上述したように、この論文内で、メロディーや調、即ち様々な音階や旋法を含
めた一定の音の相互関係の組織体や、拍や拍子を含めたリズム、ハーモニーや多声性、形
式、音色、ダイナミックス、テンポ等の音楽的構成要素を音楽の本質を具体化しているも
のとして中心的教育内容に据え、音楽的構成要素以外を随伴的教育内容とした。  
	 それに対して、八木は、同論文内で、音楽科の実際の教育内容を俯瞰した上での分類で
あるとして、教育内容を４つに分類している。これは、1984 年に「表現手段」を教育内容
であるとして示した４つのサブカテゴリ（八木：1984b, 216）と同様の分類である。ただ
し、ここでは教育内容を「表現手段」とはしていない（千成・八木・吉田：1985, 12）  
（八木：1984b, 215 より）  
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１	 音楽の法則や概念  
２	 作品におけるそれら（音楽の法則や概念－引用者注）の働きー作品のメッセージ    
    やイメージと法則・概念等との相関の様態  
３	 演奏技術  
４	 音楽学、民族音楽学等音楽学の諸成果  
	  
  このような千成らの教育内容論については、1989 年には、千成により、一定の整理が試
みられている。（千成：1989）  
	 この論文では、単元学習は教材中心の授業に対置される教育内容編成の授業方略である
として、単元学習の主題決定の指標を以下のように四つに分類している。これらは単元学
習の主題とされてはいるが、単元学習を教育内容編成の授業方略としているところから、
事実上、教育内容を主題として取り上げる際の指標ととらえていいだろう（千成：1989, 
15-16）。  
 
音楽科における単元学習は、筆者にあっては、現実に生じる一つの音楽的経験を、  
有機的なまとまりを持った、ユニットとかトピック（単位、論題）に組織して、そ  
れによって内容の統一を図り、その内容に対して、教授・学習を焦点化し、そこで  
身につけた学習の所産を、生きて働く力に変換する授業方略の一つである。（中略）  
すなわち、教材曲中心の授業に対置される教育内容編成の授業方略と言ってよい。 
単元構成における最初の作業は主題の選択である。そこで主題を決める前に、主   
題決定の指標を設定分類して置く必要がある。筆者の分類は以下のようなものであ  
る。  
      １）音楽の一般的な要素を中心とするもの  
様式や音組成を含めたメロディー、拍子を含めたリズム、和声を含めたテクチ
ュアーや多声性、形式、ダイナミックス、音色、記譜などを含めた音楽的シンボ
ルや約束ごとなど。  
	 	  ２）音楽の機能を中心とするもの  
	  宗教行事を含めた音楽と祭、世界の子守唄・日本の子守唄、音楽と遊び、仕事
と音楽、戦争と音楽、環境音楽、音楽と医療、など  
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 ３）音楽の表現対象を中心とするもの  
	 	 音楽は自然（四季、空、山、川、海、平原、風、雨、嵐、動植物、機械など
の人工音、など）を表現する。  
 音楽は人間の感情（愛、喜び、悲しみ、にくしみ、慰め、勝利、平安、など）  
を表現する。  
	  音楽は物語りやキャラクター（オペラ、オラトリオ、ミュージカル、特定の人   
  物、など）を表現する。  
４）  音楽の表現技術や楽器を中心とするもの  
	 	  声の出し方、鍵盤楽器やリコーダーなどの弾き方、吹き方、楽器づくり、など。 
 
	 以上、第１章であげた論文も含めて、1980 年代の千成らの教育内容論における「教育内
容」の定義を追った。これらを見ると、音楽そのものから抽出してとらえた場合と、それ
を授業構成上でとらえた場合とで異なる。前者には、音楽を構成する要素、様式、形式等
が該当し、後者の授業構成上でとらえた「教育内容」は、前者をふまえて音楽活動や音楽
聴取活動において必要となる学習まで拡大して定義づけられていることがわかる。  
	 前者の教育内容について、千成はそれらをほぼ一貫して音楽の「要素」と呼び、八木や
吉田は、「音楽的概念」あるいは「音楽的諸概念」と呼んだりしている。八木や吉田が「要
素」という名称を用いなかったのは、授業において、それらをただ楽曲に含まれる成分と
してのみとらえたり形式的な知識としてとらえたりさせるのではなく、本質的な特徴をと
らえさせることをねらっているからと見ることができる。しかし、後者の教育内容とかか
わって「表現手段」という用語を使用したことによって、用語の不統一性が出てきたこと
は否めない。  
	 後者の教育内容については、千成と八木によって、まず「基本的」あるいは「中心的」
教育内容と、「発展的」あるいは「随伴的」教育内容とに分けて述べられていた。しかし、
八木は、1983 年から、「基本的」あるいは「一般的」教育内容と、「発展的」あるいは「随
伴的」教育内容という区別ではなく、それらを４つに並列させて述べるようになった。1989
年には、千成は単元の主題決定の指標として、八木は、音楽科の実際の教育内容を俯瞰し
たものとして、教育内容を以下の４つで示すようになっている。千成と八木で括りや用語
が若干異なるが、ほぼ同じ分類である。以下の左側が千成の使用している用語であり、右
側が八木のそれである。  
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 ①	 音楽の一般的な要素⇔音楽の法則や概念	 
	 ②	 音楽の機能を中心とするもの⇔音楽学・民族音楽学等音楽学の諸成果	 
	 ③	 音楽の表現対象を中心とするもの⇔作品のメッセージやイメージと法則・概念等と	 
	 	 	 の相関の様態	 
	 ④	 音楽の表現技術や楽器を中心とするもの⇔演奏技術	 
	 ４つの教育内容は並列であるが、これまで述べてきたとおり、まずは①音楽の一般的な
要素が主体であり、授業によっては、図 2-1 のように、①との関連をふまえて②や③や④
から教材を組織するととらえていると見ることができる。  
 
 
	 	 	 	   
 
 
 
 
 
 
	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 2-１	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （作図：著者）  
 
	 また、次頁の表 2-1 は、1980 年代の教育内容論における教育内容の定義の変化をまとめ
たものである。次節で述べる授業プランは、このような後者の教育内容の変化を受けて、
①の音楽の要素を教育内容とするものから、次第に②〜④の教育内容を設定するように移
り変わっている。また、次第に短時間構成の授業アイデアの形態を取るプランが増加して
いっている。  
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 表２−１	 1980 年代の教育内容論における教育内容の定義の変化  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（作図：著者）  
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第３節	 教育内容を中心とした授業プランの開発と授業構成  
 
１	 授業プランの開発と変化  
	 教育内容を中心とした授業プランとしてまず発表されたのは、「変奏曲」（吉田孝作成、
1982 年）と「リズムを発見しよう」（松本正作成、1982 年）である。ついで、1983 年には
「拍子のおはなし」（八木正一、山中文他作成、1983 年）が、そして 1986 年にははじめて
音楽と社会の関係をとらえるプランとして「要注意歌謡曲」（八木他作成、1986 年）が誕
生した。1987 年には「あなたも名人になれる演歌づくり講座」（山中作成）、「いい声作ろ
う」（吉田作成）、「ロンド・ロンド・ロンド」（八木作成）、「かっぱのすっぱ君と輪唱で遊
ぼう」（出口誉子作成）、「大きい音、小さい音、だんだん大きくなる音だんだん小さくなる
音」（山田潤次作成）、「バロック音楽のお話」（松本正作成）、「これぞ管楽器だ」（山中、三
谷安宏作成）が発表されている。そして、あわせて、まとまった授業プランではなく、授
業アイデアの形のものが発表されるようになった。これは、つまり、ある音楽の仕組みを
教育内容として教材を構成した授業プランではなく、ある教材において、その教材が典型
的にもっている音楽の仕組みの視点からとらえた授業構成のアイデアという形で示された
ものである。  
  1980 年代に発表された授業プラン・授業アイデアをまとめると以下の表２−２のように
なる。表中、種別の A は前節 88 頁であげた①〜④のうち、「①  音楽の一般的な要素」を
中心とするもの」がテーマとなったものである。B は②〜④の内容がテーマとなったもの
であり、C は授業アイデアの形で示されているものを指す。C＊は A の授業プランから抽
出された授業アイデアであることを示している。特に 1987 年以降に授業アイデア（C）が
多くなっており、このことは、教育内容を中心とした授業構成のとらえ方が変わってきた
ことをうかがわせるものである。  
 
	 	 	 	 	 	 	 	 表２−２	 1980 年代の授業プラン、授業アイデア  
 
発表
年  
タ  イ  ト  ル  教  育  内  容  
種
別  
出   典  
1982 リズムを発見しよう  リズム  A 千成編：1982, 111-117 
1982 変奏曲  変奏曲  A 千成編：1982, 103-108 
1982 レロンレロンシンタ  速さ  C 千成編：1982, 117-123 
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1983 拍子のおはなし  拍子  A 八木他：1982a, 1982b 
1985 フレーズは大切だ！  フレーズ  A 有道他：1985 
1986 要注意歌謡曲  音楽と社会  B 八木他：1986 
1987 これぞ管楽器だ  管楽器のしくみ  B 山中他：1987 
1987 題をつけよう  イメージ  C 八木：1987b, 12-16 
1987 あなたは映画音楽監督  イメージ  C 八木：1987b, 16-18 
1987 審査員になろう  歌唱表現  C 八木：1987b, 18-20 
1987 おいしい授業  管楽器のしくみ  C＊  八木：1987b, 39-41 
1987 じゃんけん和音  和音  C 八木：1987b, 42-44 
1987 リズムサイコロ  リズム（技術）  C 八木：1987b, 44-45 
1987 チャルメラコンクール  楽器の構造  C＊  八木：1987b, 47-50 
1987 気分はアルプス  楽器の構造  C＊  八木：1987b, 50-55 
1987 私の名前でメロディーを  作曲  C 八木：1987b, 55-56 
1987 つづきを作ろう  リズム創作  C 八木：1987b, 56-59 
1987 おもしろ歌づくり  作曲  C 八木：1987b, 60-61 
1987 音ぬきドングリ  音高	 拍  C 八木：1987b, 62-64 
1987 人間音階  階名唱	 音高  C 八木：1987b, 64-65 
1987 魔法の音楽  強弱  C 八木：1987b, 65-66 
1987 音楽大なわとび  カノン  C＊  八木：1987b, 66-68 
1987 蚊のカノン  ストレッタカノン  C＊  八木：1987b, 68-70 
1987 合体輪唱  
カノン	 パートナー
ソング  
C＊  八木：1987b, 70-72 
1987 オスティナートで遊ぼう  オスティナート  C＊  八木：1987b, 72-73 
1987 カード歌しりとり  階名、フレーズ、節  C 八木：1987b, 73-75 
1987 十五夜さんのもちつき  ２拍子  C＊  八木：1987b, 75-77 
1987 バンブーダンス  ２、３拍子  C＊  八木：1987b, 77 
1988 
あなたも名人になれる演
歌づくり講座  
演歌の構造  B 千成・竹内編：1988, 7-22 
1988 いい声つくろう  発声  B 千成・竹内編：1988, 23-30 
1988 ロンド・ロンド・ロンド  ロンド  A 千成・竹内編：1988, 31-42 
1988 
かっぱのすっぱ君と輪唱
で遊ぼう  
カノン  A 千成・竹内編：1988, 43-55 
1988 
大きい音小さい音、だん
だん大きくなる音だんだ
ん小さくなる音  
音の大小  A 千成・竹内編：1988, 56-70 
1988 バロック音楽のお話  バロック様式  B 
千成・竹内編：1988, 
110-124 
1988 楽譜のお話  楽譜  B 
千成・竹内編：1988, 
125-129 
1988 ひとり一音の音楽  音高、拍  C 
千成・竹内編：1988, 
129-130 
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1988 ピッタリ音合わせ  音色  C 
千成・竹内編：1988, 
131-133 
1988 
イスとりゲームで和音を
教える  
和音  C 千成・竹内編：1988, 133 
1988 べんけいがいっぱい  
カノン、オスティナ
ート  
C 
千成・竹内編：1988, 
133-137 
1989 ああえおうあ  発声法  B 山田：1989b 
1989 パートナーソング遊び  
カノン、パートナー
ソング  
C 八木：1989, 59-60 
1989 ふりつけ輪唱  カノン  C 八木：1989, 62 
1989 音分け歌遊び  音高、フレーズ  C 八木：1989, 63 
1989 歌連想ゲーム  レパートリー  C 八木：1989, 63 
1989 
シラソでつくるミニミニ
オペレッタ  
運指、メロディー  C 八木：1989, 66-68 
1989 太平洋横断ゲーム  ロングトーン  C 八木：1989, 68-72 
1989 ピコ式タンギング練習法  タンギング  C 八木：1989, 72-74 
1989 キャプテン探し  運指、音  C 八木：1989, 75-76 
1989 一音リコーダー  運指、フレーズ  C 八木：1989, 76-77 
1989 リコーダー二人三脚  拍にのる  C 八木：1989, 78-80 
1989 
メロディー笛・紙リコー
ダー  
楽器のしくみ  C 八木：1989, 82-87 
1989 お話クィーカ  楽器のしくみ  C 八木：1989, 87-88 
1989 手づくりケーナ  楽器のしくみ  C 八木：1989, 88-92 
1989 パートナー探し  音  C 八木：1989, 94-96 
1989 
ボディーパーカッション
ゲーム  
リズム  C 八木：1989,96-97 
1989 和音いすとりゲーム  和音  C 八木：1989, 97-99 
1989 音楽サバイバルゲーム  種々の活動  B 八木：1989, 102-112 
1989 シャープ君の音楽探検  
世界の民族音楽と旋
法  
B 八木：1989, 113-130 
1990 
「サン・サーンス作曲	 
組曲「動物の謝肉祭」を
聴こう  
パロディ− B 山田：1990 
	 この表の種別にしたがって、次項から、88 頁の①に該当する音楽の要素を中心とした授
業プランや、②〜④に該当する、音楽の表現対象を中心とした授業プラン、音楽の表現技
術や楽器を中心とした授業プラン、音楽の機能を中心とした授業プランの具体例、そして
その他の授業アイデアの具体例をあげる。  
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２	 音楽の要素を中心とした授業プラン  
	 音楽の要素を中心とした授業プランの代表的な例の一つとしては、「拍子のおはなし」が
あげられる。「拍子のおはなし」は、山中文が中心となって作成した、小学校高学年対象の
授業プランであり、1982 年に発表された（八木・出口・三国・山中：1982a、八木・出口・
三国・山中：1982b）。  
	 その当時の小学校学習指導要領（1977 年（昭和 52）年改訂指導要領）では、拍子は小学
校４年生で四分の二拍子、四分の三拍子、四分の四拍子を、５年生で八分の六拍子を「理
解して表現すること」として示されていた。その四分の二拍子の教科書の説明は、たとえ
ば「４分音ぷを１拍として、１小節に、２拍あるひょうし」4という簡単なものである。  
	 山中らは、このような教科書の記述に対して、「拍子」の現象面や記号としての約束事し
か教え得ておらず、拍子とは何であるかという本質を把握させるという観点が抜けている
と批判した。つまり、拍子は、このような表面的・断片的な記述で学習するのではなく、
音楽の時間的側面にかかわった重要な概念としてとらえていくべきであるとしたのである。 
	 山中らは、これらから、「拍子のおはなし」の内容を以下の８段階で構成した。  
①	 仕事や生活のリズムから、有拍のリズムと無拍のリズムを感覚的にとらえる。  
	 	 「十五夜のもちつき」の手遊びうたを歌ったり、木魚を打ちながらお経を唱えた  
	  り、救急車やクラクション、電車の踏切の音や風鈴の音を聞き分けたりする活動  
	  を行う。  
②	 	 音楽の中に有拍と無拍のリズム（自由リズム）が存在することをとらえる。  
 	   拍の概念を把握する。  
 	   楽曲に合わせて手を打つ活動の中で、速さが変わったり、追分様式によったりす  
   る楽曲は手拍子が打ちにくいことを確認する。  
③	 強拍の置かれる位置によって、拍のグルーピングが異なることを感覚的・知的に  
   とらえる。	  
 	 	 拍子の概念を把握する。  
 	 	 単純拍子を感覚的にとらえる。  
 	 	 句読点によって意味が異なる文章（例：アスルスバンニキテクダサイ）のクイズ  
   やリズムを拍の強さを変えて二拍・三拍のグルーピングで手拍子したり、バンブー  
   ダンスを二拍子と三拍子で踊ってみたりする。また、拍のグルーピングについての  
   お話を行う。  
④	 拍子の変化と曲趣の変化とのかかわりをとらえる。（＝拍子変奏）  
	 	 拍子変奏を行う。  
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 この授業は「授業書」による形態で行うものとなっている。「授業書」とは、1963 年に
板倉聖宣が発表した授業理論である仮説実験授業で用いられるものであり、問題や質問や
解説で構成されたプリントである。プリントに即して学習する形態をとる。「拍子のおはな
し」は、「拍のおはなし」として６枚、「拍子のおはなし」として 20 枚、計 26 枚のプリン
トからなる。プリントを読み進め、問題を解いたり、解説（お話）を読んだり、中で示さ
れた音楽活動を行ったりしていく形で「拍子」を理解するというように授業を進めていく。
具体的には以下のようなプリントが使用される。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤	 労働・民族性などとのかかわりから拍子を理解する。  
	 	 二拍子や三拍子を労働や民族的な解説からとらえる。  
⑥	 混合拍子・複合拍子について理解する。  
	 	 クイズを通して二、三拍子以外の拍子を意識させ、混合拍子を実際に打ってみた  
  り、混合拍子・複合拍子の曲を鑑賞したりする。  
⑦	 拍子の表記の仕方を理解する。  
 	  拍子記号の表記について説明するとともに、三拍子の表記の歴史的な背景に触れ  
  る。  
⑧	 変拍子とアクセントによる拍子の複雑な変化をとらえる。  
 	 「春の祭典」（ストラビンスキー作曲）の鑑賞などを通して、アクセントの位置の  
  変化、拍子の変化によるグルーピング感覚のずれをとらえる。  
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 （八木・出口・三国・山中：1983a,b より）  
 
	 楽曲に限らず、お経や新幹線クイズなど楽曲教材以外の教材が盛り込まれていること、
先の①〜⑧の８段階の内容に沿って教材が組織化されていることなどから、典型的な教育
内容中心の授業構成をもった授業プランであるということができる。  
 
３	 音楽の表現対象を中心とした授業プラン  
	 このタイプの授業プランとしては、山田潤次らの「サン・サーンス作曲	 組曲『動物の
謝肉祭』を聴こう」があげられる（山田・西端：1990）。高校１年生を対象とした、全 3
時間、プリント６枚のプランである。  
	 山田らは、この楽曲を教材として取り上げた理由を、以下のように述べている（山田・
西端：1990, 221）。  
 
①	 いわゆるクラシック音楽として非常にポピュラーな作品である。  
②	 ポピュラリティだけでなく、多大な魅力とすぐれた価値を有した作品である。  
③	 演奏時間が約 20 分と、組曲としては短い作品である。  
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 これだけでは教育内容設定の理由としては薄いが、山田らはさらに続けて、この作品を
価値づけるものとして「パロディ・批判精神」をあげている。たとえば、《動物の謝肉祭》
（サン・サーンス作曲）の中の一曲《かめ》は、歌劇《天国と地獄》（ジャック・オッフェ
ンバック作曲）からメロディーを借用し、速度と音高を変えて表されている。つまり、《天
国と地獄》の気忙しいメロディーが、ゆっくりと低い音で示されることによって《かめ》
がパロディ調に表されているのである。この組曲には、そのようなまさに作曲者がイメー
ジづけるために用いた音楽の仕組みをとらえやすい楽曲が多く組み込まれている。  
	 山田らは、そのことから、次のように授業を構成している（山田・西端：1990, 223）  
 
１	 それぞれの曲のさまざまな音楽構成要素を手がかりにして、サン・サーンスの  
	 	 つけた題名をあてる。  
２	 この組曲を通して、サン・サーンスは動物の生態の描写を超えて、何を表現し  
	 	 たかったのかについて考える。  
 
	 授業後の生徒の感想には、以下のようなものがある。「〈これまで〉その曲を聴いて、曲
名をあて、その曲の意味や記者
マ マ
の言いたいことを考えるような授業は受けていないと思う。
名曲を使って少し手を加えただけで動物を表現したり、皮肉ったりする作者のユーモラス
な性格を見ることができた」（山田・西端：1990, 223）。この感想に見られるように、この
授業プランは、山田らのいう「生産的な鑑賞指導の方法」として一定の成果をあげている。
ただし、音楽の要素としては「速さ」や「音高」、「旋律」などが含まれ、また音楽的手法
として「引用」が含まれるが、それらは一楽曲のイメージとのかかわりの中で取り上げら
れており、それそのものの概念的獲得がねらわれたものではない。  
 
４	 音楽の表現技術や楽器を中心とした授業プラン  
	 この種の授業プランには、演奏技術そのものの向上にかかわるプランと、演奏にかかわ
る法則性を中心とするプランがある。前者の例として「いい声つくろう」、後者の例として  
「これぞ管楽器だ」を提示する。	  
	 「いい声つくろう」は、1988 年に発表された、吉田孝による小学生対象の「発声」を中
心とした１時間の授業プランである（千成・竹内編：1963, 23-30）。「拍子のおはなし」で
用いたようなプリントは使用しない。「高学年になって歌わなくなった子どもに声を出させ
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ること」「頭声発声の意識化」をねらって構成された。  
	 この授業プランの構成は以下のようになっている。  
  この授業プランは「１時間で一気にやるほうが効果的」（千成・竹内編：1963, 23）とあ
るように、通常授業の発声練習とは異なり、短時間で発声の要領を身につけさせることを
ねらったプランである。  
	 授業書の形態はとっていないが、頭声発声、呼吸法、共鳴などを総合的・段階的にとら
えさせているということ、そして、教材や指示が具体的に示されていることから、教育内
容を中心としたプランの授業構成の形に沿ったものとしてあげられる。  
	 一方の「これぞ管楽器だ」は、「管楽器」の発声の仕組みに注目させることをねらった、
中学校１年生対象の全 10 時間、プリント 15 枚の授業プランである。1987 年に山中文らが
発表した（山中・三谷：1987）。  
	 山中らは、「管楽器」に豊かな教材が存在していること、器楽の鑑賞に「人間」を登場さ
せたいことという二点から、「管楽器」を教育内容として設定した。特に二点めについては
①	 自主編成テープを聴かせる。	 	 
	 	 《マンマ》（ビシオ作曲）、歌劇《魔笛》より夜の女王のアリア《復讐の心は地獄	 
	 	 のように燃え》（モーツァルト作曲）、《冬の旅》（阿久悠作詞、猪俣公章作曲、森進	 
	 	 一歌）、《石松と三十石船》（広沢虎造声、浪曲）、《カッコー・ヨーデル》（ケルシュ	 
	 	 バウマー声）など、さまざまな音楽の声の違いを聴きとらせる。そして、これから	 
	 	 挑戦する声が、特別な音楽ではなく、合唱した時によく混じり合う声であることを	 
	 	 告げる。	 
②	 頭声発声を意識させる。	 
	 	 	 小さい声からだんだん大きい声になるように「ラーメン」といわせ、地声の問題	 
	 	 点に気付かせる。その後、「ラーメンに調味料を混ぜる」として、「幽霊の声」や「き	 
	 	 どった奥様」の声で歌う活動をとりいれ、頭声発声を意識させる。	 
③	 呼吸法を意識させる。	 
	 	 	 写真のシャッターを押す瞬間を想像するなどの具体的な指示で歌唱させる。	 
④	 共鳴を意識させる。	 
	 	 	 あめ玉を想像して口に入れた感じで唇を閉じて歌い、口や鼻に共鳴した感じがし	 	 
	 	 たら唇を開けて歌う―といった具体的な指示で歌唱させる。	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次のように述べている（山中・三谷：1987, 82）。  
 
鑑賞教育において、作曲者以外の人間にスポットを当てることは少ない。が、演
奏は、人間が人間の作った道具を用いてなす行為である。演奏している楽器は自分
たちの手づくり楽器と同じ原理を持ち、それがさらに工夫されていった延長線上に
存在するのだという理解は、鑑賞のアプローチのひとつの手段となるのではないだ  
	 	 	 ろうか。また、関連して、それらの楽器を道具として駆使している人間にも注目さ  
	 	 	 せたい。  
 
	 このことは、千成が音楽を学ぶことによって人間形成をめざしていたことに通じるもの
である（千成：1981）。  
	 その展開形式は、以下である。  
①	 管楽器の発音原理	 
	 	 「おいしい授業」と授業タイトルをつけており、缶ジュースで乾杯するところか	 	 
	 ら授業が始まる。そして、管楽器の気柱が振動体になっていること、音の高低が気	 
	 柱の長さで決まることなどを、プリントのクイズや簡単な実験を通して理解する。	 
	 そして、管楽器の発音原理の一つであるエア・リードの発振を理解するために、	 
	 飲んだあとの空き缶で、「アキカンフルート」をつくる。	 
②	 エア・リードによる管楽器の機構	 
	 	 「アキカンフルート」に水を入れ、水の加減で音高をつけ、「アキカンフルート	 
	 団演奏」と名付け、クラス全員で演奏する。その後、エア・リードの民族楽器を見	 
	 たり、エア・リードの管楽器の機構や近代楽器についての説明を読んだりして知的	 
	 に理解する。	 
③	 くちびるの発振による管楽器の機構その１	 
	 	 くちびるの発振による管楽器の機構をもつものとして、アルペンホルンをとりあ	 
	 げ、ボール紙とマウスピースでアルペンホルンを製作する。作成したアルペンホル	 
	 ンを鳴らし、くちびるの発振による振動を確かめたり、製作のむずかしさを体感し	 
	 たりする。	 
④	 くちびるの発振による管楽器の機構その２	 
	 	 	 他の同原理の玩具「ホーストランペット」での遊びやプリントの学習の他、自作	 
ビデオ（＊）でトロンボーンの奏法や演奏を鑑賞する。  
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 この授業プランは、「授業書」の形態をとっているが、その中で活動や製作に多くの時間
をとっている（全 10 時間中製作に５時間）こと、自作ビデオという教材を取り入れたこと、
が新しい手法である。管楽器の音色への着目は少ないが、管楽器の仕組みの理解について
教材が充実しており、生徒が体験しながら理解していくことができるようになっている。
生徒の感想には、何日もかかって 2.5m のアルペンホルンをつくった様子が記され（山中・
三谷：1987, 98）、印象に残った授業であることがうかがえる。  
 
５	 音楽の機能を中心とした授業プラン  
	  この種の授業プランとしては、「バロック音楽のお話」等があげられる（千成・竹内編：
1988, 87-124）。「バロック音楽」は、鑑賞を中心とした、中学校１年生対象で全 3 時間、プ
リント 12 枚のプランである。  
	 この授業プランでは、音楽の要素の観点からすれば、たとえば「リトルネロ形式」を取
り上げているが、この「形式」そのものを音楽的概念として段階的にとらえさせていくと
いうようには設定されていない。バロック音楽様式を理解していくために必要不可欠な特
徴の一つとして取り上げられている。つまり、バロック音楽の時代の様式を子どもたちが
とらえていくことに主眼が置かれている。たとえば「絵を描く」ということを手がかりに
チェンバロの音色に耳を傾けさせ、凹凸で示した図を手がかりに強弱や独奏・合奏の対比
に気付かせていくように構成される等のようにである。全体的に動的な活動はないが、作
業を通してバロック様式の特徴を理解していくことができるようにしている。  
	 ＊自作ビデオは山中らが作成したもので、中学校吹奏楽部を訪ね、トロンボーン  
	 担当の生徒にインタビューしたり、トロンボーン四重奏を演奏したりしてもらい、  
	 最後にトロンボーンの解説をする、という内容になっている。  
⑤	 リードによる管楽器の機構	 
	 	 リードの発振を、ストロー笛を通して確かめる。また、この種の機構をプリント	 
	 の説明で理解したあと、サキソフォーンの生演奏を聴く。	 
⑥	 まとめ―授業タイトル「ビデオ『吹奏楽編』鑑賞」	 
	 	 管楽器の演奏を演奏者がどのような過程を経て演奏会を迎えるか、という一例の  
	 自作ビデオ（＊＊）を鑑賞したあと、プリントで学習をまとめさせる。	  
＊＊上と同じく、山中らが作成したもので、ある吹奏楽団へのインタビュー、個人・  
	 パート・全体練習風景、コンサート当日の楽器搬入、楽屋裏、リハーサルや本番の  
	 様子を撮影した内容になっている。  
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 展開形式は以下である。	 
	 生徒たちにとって、この学習で理解していくことが面白かったであろうことは、次のよ
うな生徒の感想にもあらわれている。「この 3 時間をとおして……
マ マ
チェンバロなど、ぜんぜ
んしらなかった楽器を、音をきいたり、えをみたりして、わかるようになった。どんな音
がでるのか、どんなかたちをしているのかなど、たくさん！（中略）そして、たくさんの「か
んしょう」もしました。なんかいテーマが入っているとか、どんな曲なのかとか、いろん
なべんきょう法もならったし、やってる方も、とっても、おもしろかった。またやって下
さい。もっともっと、いろんな曲がききたかったし、楽器のあてっこもしたかったです。
たのしく学習できました」（千成・竹内編：1988, 122）この感想からは、授業が、教育内
容中心の授業構成の特徴である、テーマに沿って複数の教材で組織化するという方法を取
っていることと、また「いろんな勉強法」と書いているように、鑑賞に対して様々な聴く
視点を持たせていることが、様式理解の意欲に役立っていたことがうかがえる。  
 
６	 多様な授業アイデア  
（１）授業アイデアとは  
	 授業アイデアとは「これまでの音楽の授業とは一味違ったアイディア、ちょっと観点を
①	 	 チェンバロの構造と表現の関連性の理解	 
	 	 	 ビバルディ作曲《四季》より《春》を取り上げ、楽器、作曲年代、バロック音楽	 	 
	 の時代等をプリントで確認する。そして、チェンバロの音色から想像させて楽器の	 	 
	 絵を描かせ、実物と見比べたり、鍵盤数から音の強弱を理解したりする。	 
②	 	 ソロとコンチェルトの対比的表現の聴き取り	 
	 	 ビバルディ作曲《四季》より《春》第１楽章の主題を取り上げ、曲の中に何回出	 	 
	 てくるか確認した後、曲の流れを凹凸で示した図を見せ、強弱や独奏・合奏の別を	 	 
	 示していることを理解する。さらに第 3 楽章の図を自分たちで作成する。	 
③	 コンチェルト・グロッソの対比的表現の聴き取り・バロック音楽のまとめと学習	 	 
	 の位置づけ	 
	 	 	 バッハ作曲《ブランデンブルク協奏曲第２番》や早川正昭編曲《美しい日本の四	 	 
	 季》より《はるがきた》《さくらさくら》などを鑑賞する。	 
	 	 	 	 「バロック」の語源をプリントで理解し、ルネサンス期の音楽と聴き比べたり、	 	 
	 いろいろな器楽曲を聴いて、バロック音楽とそうでない音楽に分けたりする活動を	 
	 行う。	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変えたアイディア」（千成・竹内編：1988, 125）と呼ばれているよう短時間の授業プラン
を指す。本章第１項の表中で示しているように、さまざまなものがある。表中の C＊型の
「気分はアルプス」や「ことば遊び輪唱」のように、ひとまとまりの授業プランから抜き
出して授業アイデアとして示されたものもある。教育内容を中心にした段階的な教材構成
を目的とするというよりも、ある活動や教材の学習の中のアイデアを示すものとなってい
る。  
	 ここでは、代表的な二つの授業アイデアを紹介する。  
（２）「ピッタリ音あわせ」  
	 「ピッタリ音あわせ」は、1988 年に山田によって発表された小学校低学年対象の授業ア
イデアである（千成・竹内編：1988, 131-133）。「音色」に焦点をしぼりながら、活動とし
ては一つだけのものである  
	 まず、サウンドシリンダー８対（紙コップを 16 個用意し、米、胡麻、豆、マカロニ、お
はじき、サイコロ、小さな釘、10 円玉等を、振ると音が出るくらい入れて、２個ずつ計８
種類つくり、中が見えないようにする。）用意する。そして、８対のコップをそれぞれ２班
に分けてもたせ、同じ音のものを当てるゲームをするというものである。  
	 同じように紙コップにいろんな素材を入れて、マラカス様の簡易楽器として音を鳴らす、
という活動は多い。このアイデアでは、同様の素材を使用するものの、音を鳴らすのでは
なく、対をつくって聴く活動にする、という視点が特徴的である。「音色」全体を網羅する
プランではないが、子どもたちが自然に音に注目し、耳を傾けることができるという点か
ら、「音色」における一つの教材としての提案になっている。  
（３）「べんけいがいっぱい」  
	 「べんけいがいっぱい」は、同じく 1988 年に白石らによって発表された小学校低学年対
象のアイデアである（千成・竹内編：1988, 133-137）。一つの教材で「カノン」や「オステ
ィナート」など複数の音楽的概念を遊びとしてとらえるものである。  
	 「べんけい」の手遊びは、弁慶が五条の橋を渡る様子を表している。そこで、ここでは、
まず手遊びを覚えたら、「五条の橋」のイラストを黒板等に貼り、ペープサートでつくった
「べんけい」を渡らせながら手遊びをする。次に、「べんけい」を二つ用意して、輪唱させ
ながら、各「べんけい」をずらして登場させて遊ぶ。さらに、小さい‘「べんけい」や大き
い「べんけい」を登場させて、素早く橋を渡ったり、ゆっくり渡ったりする遊びをする。
最後にたくさん弁慶の顔をつらねたペープサートを出し、「べんけいだ（♩♩♩	 ）」とオス
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ティナートを加えながら遊ぶ。  
	 このアイデアは、視覚的な工夫を用いて、「輪唱」「速さ・音高」「オスティナート」をと
らえやすくし、低学年の子どもたちが歌をずらせたり、速さや音高を変えたり、同じリズ
ムの繰り返しを入れたりする面白さを味わえるようにしている。一つの教材で、いくつも
の音楽的概念の学習の素地をつくることができるものになっている。  
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第４節	 教育内容中心型の授業構成の成果と変容	 
 
	 第２節第１項の表２−２から明らかなように、当初は「リズムを発見しよう」「変奏曲」
「拍子のおはなし」「フレーズは大切だ！」など音楽の要素を概念的に獲得するための A
型の授業プランが発表された。  
	 「リズムを発見しよう」は、リズムの学習を、従来のリズム打ちや音符の数的理解では
なく、生活の中のリズム、自然のリズムと創造のリズム、仕事のリズムをとらえることに
よってリズム概念の形成をめざすものである。「変奏曲」は、一般的に鑑賞教材で取り上げ
られやすい形式であるが、このプランでは、主題と関連づけながら変奏の区切りをつけて
聴き取ることをめざして、変奏の創作も含めて授業を構成している。「拍子のおはなし」は、
各拍子の断片的な説明で終わっていた教科書記述の批判から、無拍・有拍のリズムからは
じまり、拍のグルーピング、拍子の崩壊まで総合的に構成している。「フレーズは大切だ！」
は、リズム打ち等の技術指導の問題に矮小化されたり、学習主題の明確性、教材の適切性
が見られたりするという現行の問題を解消するものとして、フレーズの長さや構造、楽曲
における構成を理解させることをねらっている。  
	 このように、これらの授業プランは、リズム、変奏曲、拍子を人間の生活や音楽構造か
らとらえていくように教材を構成している。そのため、教育内容に応じて幅広い教材選択
や、再表現学習に限らない様々な学習形態が可能になっている。またその教材選択の意図
が明確であるため、教材の適切性、段階性が明らかである。その点で、教材解釈の授業に
は見られない内容設定と教材構成が実現した、と評価することができる。  
	 一方で、これらの授業プランは重厚長大になりやすいという難点をもっていた。「リズム
を発見しよう」「変奏曲」は 1982 年の『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』（千成
編：1982）で示された、いわば試論であるが、「拍子のおはなし」は、その点で、教育内容
を中心とした、はじめての授業プランである。しかし、このプランは 26 枚のプリントを要
するため、実際には「拍のおはなし」（プリント６枚分）の２時間の実践例しかなく、全行
程を授業した実践例はない。何時間構成かは示していないが、単純にプリント枚数で換算
しても、残りのプリント 20 枚で７時間かかることになり、合計９時間構成の授業となる。
次の「フレーズは大切だ」は３段階の授業プランは示されているが、授業時数は不明であ
る。  
	 仮に、音楽的概念を教育内容として設定した授業プランが次々に作成され、それらを小
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中学校通してどのように組み合わせて配置していくか、というカリキュラムが構想できて
いけば、一つのプランにかかる時間数が多くても、小中学校を見通した中で取り上げてい
くことができる。しかし、実動している現場のカリキュラムに、たとえばそのまま「拍子」
だけで９時間分の授業を入れるのは困難である。そのために、このような音楽的概念を中
心とした授業プランは、第２節第１項の表のように、現実のカリキュラムに入りやすい形
として、分割されて C 型の授業アイデアとして示されていくことになった。たとえば「拍
子のおはなし」でいえば、「十五夜のもちつき」「バンブーダンス」などの授業アイデアで
示されるようになっている。また、1988 年にはもう一度音楽の要素を中心としたテーマで
「ロンド・ロンド・ロンド」「かっぱのすっぱ君と輪唱で遊ぼう」「大きい音小さい音、だ
んだん大きくなる音だんだん小さくなる音」（千成・竹内編：1988,）が発表されたが、こ
れらの授業プランは２時間から３時間で構成されており、授業で扱いやすい長さになって
いる。逆にいえば、そのように授業アイデアや短い授業プランで示されるものが採用され、
「音階」や「旋法」といった大きなテーマでは授業構成されなくなったということができ
る。  
	 一方で多く発表されるようになってきたのが、C 型の授業アイデアである。これは元の
授業プランから取り出されてアイデアとして示されたものもあるが、それ以外にも、多く
のアイデアが示されている。上述したように、音楽的概念を視点として得られる活動や教
材の紹介であり、それらで示した音楽的概念をどう組み合わせて授業を構成するかという
ことについては触れていない。  
	 また、音楽の要素以外の教育内容を中心とする B 型の授業は、A 型よりも比較的授業に
取り入れやすい。先にあげたようにバロック様式や管楽器の仕組みは、鑑賞教材にひきつ
けてまとめて教えるという形で授業に組み込みやすいであろうし、「いい声つくろう」のよ
うな発声の技法については歌唱に引きつけられるであろう。「「動物の謝肉祭」を聴こう」
は鑑賞教育の一つの提案として受け入れられやすいものであることがうかがえる。  
	 このように、提案された授業プランの流れを見ていくと、まず内容先行型の授業構成の
定式にそって音楽の要素を中心として教材を構成していく授業プランが示されたが、次第
に、現行の教科書教材や実際の授業に合わせてその内容や構成が変化していったことがわ
かる。B 型のように、教育内容を中心に教材を構成するという授業構成自体は取るが、教
育内容が特に一つの音楽要素を中心にするものではないもの、あるいは、C 型の授業アイ
デアのように、音楽要素に視点を当てながら、教材を構成した段階的な授業構成は示さな
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いものなどである。図式化すると、次のようになる。教育内容の理論的枠組みとともに授
業プランが紹介されることによって教育内容論は成立したと見られるが、同時に授業プラ
ンが変容していったことが、1980 年代の教育内容を中心とした授業構成の特徴として見ら
れるということができる。  
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註  
1 	 序章の注 6 でも述べたとおり、『音楽指導クリニック』シリーズは、『音楽指導クリニ	  
	 ック 100 のコツ』（八木正一編著、学事出版、1990）に始まり、『音楽指導クリニック  
	 10 音楽授業のおもしろ教材・教具』（八木正一、山田潤次、学事出版、1997）まで続い  
	 た。その後、『新・音楽指導クリニック１	 新しい発想でつくる音楽授業・教材—新学習  
	 指導要領を活かす』（八木正一編著、学事出版、1999）につながっていき、『新・音楽指  
	 導クリニック 10	 クイズ教材でたのしむ日本音楽の授業』（田中健次・八木正一、学事  
	 出版、2011）まで出版されている。  
 
2 	 日本音楽教育学会第 14 回大会（1983 年）の口頭発表「音楽科における教育内容の規  
	 定をめぐって」（八木正一）による。  
	 	 この口頭発表の概要は、『音楽教育学』第 13 号（日本音楽教育学会：1983）の 47 頁  
	 に掲載されており、表現手段のサブカテゴリについても記載されている。  
	  
3	  中野徹三の『マルクス主義の現代的探究』（青木書店、1979）の 38-41 頁を引用して  
  いる。  
 
4 	 『新しい音楽４』（東京書籍）  
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第３章	 教育内容論の新たな展開 
 
  千成提言が行われた 1980 年は、1977（昭和 52）年に告示された学習指導要領が実施さ
れていた時期であり、学習指導要領においては、戦後、我が国の教育においてクローズア
ップされた単元学習に替わって、題材構成が示されていた。これ以降、音楽科教育の実践
においては、題材構成が授業構成の主流となっていく。題材構成、特に主題による題材構
成は、形式上、教育内容論と似ている。千成らは、教育内容論の確立や授業開発を行う一
方で、単元学習や題材構成を教育内容論にひきつけて批判的に論じ、本来の単元の理念に
基づいて授業構成を行っていくことを主張している。  
	 また、同時期には我が国において創造的音楽学習が台頭し、授業構成や実践に影響を与
え始めた。Sound and Silence （  Paynter＆Aston：1970）を翻訳して伝えた山本文茂は、当
初は千成提言を批判的にとらえていたが、S & S を紹介していくうちに、教育内容の設定
を積極的に主張するようになった。山本は、後述するように、新たに教育内容を定義し、
それに応じて教材の配列やカリキュラムを示している。同時に、創造的音楽学習は、実践
的な広がりと大きな影響力を持ち始めることとなった。  
	 こうした点をふまえれば、文部省の単元構成・題材構成論と創造的音楽学習は、音楽科
における教育内容論の展開を検討する上で重要な論点となる。そこで、本章では、教育行
政の側から提起された単元論や題材構成について、それらに対する批判論から考察する。
また創造的音楽学習による教育内容の定義づけが行われる一方で、千成らの教育内容論に
新たな展開が生じてきたことを明らかにする。  
 
第１節	 教育行政における教育内容論－単元構成から題材構成へ  
 
１	 戦後初期の単元構成  
	 単元は、戦後初期の教育で大きく取り上げられた。その様子は、次の千成の説明が分か  
りやすい（千成：1989, 15）。  
 
 単元という授業組織の方略は、主として戦後日本の教育に大きく影響した経験
主義の教育思想によってもたらされたものである。従来主流となっていた、個別な
知識を脈絡もなく暗記させたり、問題を解く技法だけを教えこむ授業とはちがって、
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それぞれの事象間の関連や、その背景をなす原理・原則を理解させたり発見させる
ように授業を設定するとともに、あわせて、子どもたちの学習に対する関心・態度
を育成することを目標にするものであった。  
 
  この広がりは音楽科においても例外ではなく、「単元」という用語は、すでに 1947（昭
和 22）年の『学習指導要領（試案）音楽科編』の教程一覧表において、「小学校における
単元は次の四つである」というように使用されている。音楽において画期的であったのは、
上記のようは「単元」で組織される授業の方略が、音楽を学ぶために単元というまとまり
を設けたところから考えられたというところである。  
	 この『学習指導要領（試案）音楽科編』で示された単元は小学校で四つ、中学校で三つ
であり、以下のようなものであった。  
・小学校  
	 ・音楽の要素（リズム・旋律・和声）に対する理解と表現  
	 ・音楽の形式及び構成に対する理解	  
	 ・楽器の音色に対する理解  
	 ・音楽の解釈  
・中学校  
	 ・音楽の表現  
	 ・音楽に対する知的理解  
	 ・音楽の解釈  
	 小学校ではこれらの他に「演奏される音楽の美しさや楽曲と音色との関係，あるいは標
題と音楽との関係，各国の民謡と労働・社会生活との関連，各国音楽の特徴などに対する
感得や理解」等の学習が示されている。また、中学校では、上記の三つの単元に対して「音
楽的な表現技能の習得に重点を置きつつ、音楽の表現や鑑賞能力を高めるための裏附けと
して、音楽に対する知的な理解、例えば、音楽の歴史的発展、音楽の形式・構成などに関
する知識、音楽の解釈に関する知的な指導が与えられなければならない」と示されている。  
	 このような「単元」の考え方について、当時の文部省教科書局事務官である近森一重は、
1947 年当時、次のように述べている。（近森：1947, 54）  
 
  元来音楽は、作曲者のインスピレーションが基になって、アクティビティーが生
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まれ、所謂楽想が定められて、様々な表現をとるものであります。表現には、音楽
の三要素といわれる、リズム、旋律、和声等を使い、形式が踏まれ、音色を伴いま
す。音楽はこのようにして出来ますが、音楽の学習はこの逆のコースをとり、表現
を学び、それを通して内容に入って行きます。こうして、音楽をすっかり分からせ
ようとするのが、この単元の分け方の根本のねらいであります。従って、この分け
方は、音楽の本質に即したものと言えましょう。  
 
	 つまり、昭和 22 年の『学習指導要領（試案）音楽科編』において、「単元」は、音楽そ
のものの理解のために分けられたまとまりとしてとらえられていたことがわかる。要領内
の「第一章	 音楽教育の目標」に  掲げられた「音楽教育の目的音楽は本来芸術であるから，
目的であって手段となり得るものではない」という理念をふまえたものということができ
よう。その単元の学習構成の実践研究が進めば、千成らによる教育内容を中心とする授業
構成の考え方に近いものになったであろう。それは、千成が、戦後初期の「単元」をふり
かえりつつ単元の理念として述べた、次のような言葉からもわかる（千成：1989, 15）。  
 
音楽科における単元学習は、筆者にあっては、現実に生じる一つの音楽的経験を、 
有機的なまとまりを持った、ユニットとかトピック（単位、論題）に組織して、そ
れによって内容の統一を図り、その内容に対して、教授・学習を焦点化し、そこで
身につけた学習の所産を、生きて働く力に変換する授業方略の一つである。これは
特定の教材曲の表現を方向目標的に追求する方法とはちがって、一つのユニットな
りトピックなりを中心に、いくつかの教材が適切に選択され配列されることになる。 
すなわち、教材曲中心の授業に対置される教育内容編成の授業方略と言ってよい。    
  
  千成は、音楽科において単元というまとまりで授業を方略することに積極的な意義を見
出していたと見ることができる。  
	 	 しかし、戦後初期の単元学習の実際は、違う動きとなった。単元学習の事例では、この
ような音楽としてのまとまりだけではなく、生活経験的なまとまり、他教科と関連させた
まとまりの事例が紹介されている。  
	 たとえば、1949 年に近森が執筆した『音楽カリキュラム－単元学習の計画と実際』（近
森：1949）において、他教科に関連されたまとまりの事例がある。同書では、音楽カリキ
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ュラムの構成自体については、以下を明らかにすることから始める必要性を述べている（近
森：1949, 46）。  
 
１音楽学習の目標は何か。２どのような学習の内容（教材）を予想するか。３それ
を、どのような順序で、いかに指導していくか。４学習の結果を、どのようにして
反省（評価）したらよいか。  
 
	 このような形でカリキュラムが構成されれば、授業構成においても、音楽の学習に沿っ
て教材構成していく形が推測できるものであるが、単元例としてあげているものは、必ず
しもそのようにはなっていない。  
  たとえば、小学校２年生の単元「かわいい動物」（近森：1949, 121-125）では、確かに単
元の目標にしたがって教材構成がなされており、子どもたちの興味・関心を主体にして授
業を展開することがめざされているが、生活経験的なまとまりを中心としている。つまり、
「どのような順序で、いかに指導していくか」という構成は、主に「動物への親しみと愛
撫の情」にむけてなされている。そのため、単元例には音楽の目標として「○正しい発音
と頭声による美しい発声」「◯聴唱的視唱」「◯歌唱教材によるリズム合奏」「◯短いことば
を自由に旋律づけて口ずさむ」等があげられ、音楽の活動が各項目で具体的に記述されて
いるが、目標間、活動間に順序性は見られない。  
	 昭和 26 年に改訂された学習指導要領（中学校高等学校音楽科編）では、学習指導過程構
成法として「（1）基礎技能の系統的発展に重点を置く構成法」「（2）楽曲中心の構成法」「（3）
単元による構成法」が示され、（3）はさらに「他教科と密接に関連した単元による構成法」
と「音楽独自の単元による構成法」に分けられた。  
	 単元による構成が、このように二つに分けて示されたことについて、真篠将は、以下の
ように説明している（真篠：1950, 3）。  
 
        一つは、コア学習、あるいは、他教科の単元の中で音楽が取り扱われる時であり、  
 他の一つは、音楽科として、音楽独自の単元学習を構成する場合である。前者は、 
      コアや他教科の単元題目と、直接関係の深い音楽活動のみが用いられ、音楽独自の  
      系統が無視されるのに比し、後者は、音楽の独自性に立脚して、系統的組織的な骨  
      格の上に、単元学習というものが築かれ得る特質がある。  
  111 
 
	 単元学習が子どもの生活経験から構成されるものであることから考えれば、このように
音楽外の活動が入ってくることはいわば当然のなりゆきであるが、音楽独自の単元の取り
扱いが縮小されてきた感は否めない。先の単元「かわいい動物」のように、他教科と関連
させた経験のまとまりの単元では、真篠がいうように音楽の系統性は希薄である。  
	 しかし、それにともなって音楽の内容を単元にまとめて学習させようというのは、それ
までの音楽教育からすれば、大きな転換の機会であった。理念としては、音楽科に伝統的
な楽曲中心の構成から、子どもたちが主体的に学ぶことを意図して授業を構成しようとシ
フトしたといえるからである。ところが、音楽の内容を主とした単元においても、実践上
は理念を踏襲した展開とはならなかった。  
	 音楽の内容をまとめた単元学習の一例を見てみよう。表３−１は、「楽しい合奏」と題さ
れた単元である（近森：1949, 156-162）  
 
 
単元  楽しい合奏	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 自十月第二週	 至十一月第二週	 約十六時間  
目標  
 
 
 
 
１簡易楽器を取り扱うことによって、リズム感、和音感を養う。  
２種々の楽器による音色の組み合わせの美しさをとらえる。  
３楽器の双方に習熟し、演奏により自然に音楽の形式をとらえる。  
４合奏を楽しむ態度を養い、またこれによって強調精神につちかう。  
５読譜力を養う。  
 
設定  
の  
理由  
１児童はそれぞれの楽器のもつ音色の特性をつかみ、無意識のうちにも事故の音楽的感覚に
ふれることに喜びを感ずる。  
２児童は相互の協調による合奏の美しさを理解することができる時期にある。  
３このために読譜の必要と興味が喚起され自発的に学習を進める。  
４合奏によるリズム感、和音感を通して、音楽愛好の精神を養うことが期待される。  
 
学習  
の  
構想  
１学習の計画	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ５舞曲（ガボット）の鑑賞  
２楽器の特性と奏法の研究	 	 	 	 	 	 ６劇的構成をして演出する（アマリリス）  
３合奏学期の取扱法の研究	 	 	 	 	 	 ７発表会をおこなう。  
４合奏練習（アマリリスその他）  
時間  経過  学習の内容と活動  準備・教材その他  学習結果の反省  
 ２  
 
 
 
単元の導
入（環境の
設定その
他）  
 
１オーケストラ演奏による舞曲のレ
コードを聞く。  
２楽器の合奏をする。  
３上級生の演奏を聞く。  
４  ４児童に合奏の興味や欲求を生ぜし  
m  めるような展示物、楽器、書物を   
 準備する。  
５レコード鑑賞、展示物をみたことな  
○レコード      	 	    
  ガボット      	  
	 ワルツ	 	 	 	 	 	 	 	  
	 メヌエット	 	 	 	 
○おもな展示物	 	  
	 楽器の図、その	  
	 演奏図、オーケ  
	 ストラの編成  
１音色の組み合わ
せの美をどの程度
つかむことができ
るか。  
どの部分が頭にの
こったか？  
２合奏に対する興
味はどうか。  
表３−１  音楽の内容をまとめた単元
例	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３  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  
 
 
学習活動の
発展  
１楽しい練
習  
（1）「しょ
うじょうじ
のたぬきば
やし」の練
習  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）「アマ
リリス」の
合奏  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２劇化  
どについて、気のついたことや興味を
もつたことに関して話し合う  
（1）楽しい合奏  
合奏曲の選定（A）  
○話し合い。  
○合奏をして楽しもう。  
○やさしくて元気のある曲（し  
ょじょじのたぬきばやし）  
（2）「たぬきばやし」の歌唱練習。  
○リズムを正しくとらえる。  
（3）合奏練習  
○ 楽器の演奏法、取り扱いにつ  
いての注意事項を話し合う。  
ことにタンブリン、小太鼓等  
については念入りに指導する  
○ グループに分かれて楽器別の  
練習をおこなう。  
・必要に応じて読譜練習をす  
る。  
○ 総合練習  
・指揮者の方によく注目する  
こと。  
・リズミカルに演奏すること  
・休みの部分に特に気をつけ  
ること  
（4）合奏曲の選定（B）  
○ 話し合い  
愛らしい曲として  
「アマリリス」をとりあげる。  
（5）「アマリリス」の合唱練習  
○ スタカートをきれいに歌い  
上げる。  
○ 正しい和音のひびきに注意  
する。  
○ ガボットの話をきく、研究  
をする。  
○ レコード鑑賞（ガボット）  
（6）合奏演習  
○ パート練習  
・演奏法の研究（楽器別）  
○ 総合練習  
発想に留意して指導する。  
音楽の形式に注意しな  
がら演奏する。  
発想に留意して指導する。  
音楽の形式について注意し  
ながら演奏する。  
２劇的構成して
マ マ
演出する。  
（1）シナリオを作る。演出をする  
 
図ベートーベ  
ンの肖像画等  
○書物  
音楽教科書（四  
年用）  
○合奏用楽譜  
○楽器  
木琴５  
鉄琴３  
カッコ笛１  
拍子木５  
カスタネット 10 
トライアングル
１  
タンブリン２  
鈴２  
小太鼓１  
大太鼓１  
シンバル１  
ピアノ１  
ハーモニカ 10 
たて笛４  
よこ笛２  
 
 
 
○合奏の本  
○「アマリリス」
の分譜  
○楽器  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○劇化の計画  
○劇の演出に必要  
 
 
 
 
 
１楽器の名称と音
色とを正確につか
んだか。  
２教材のリズムを
正しくとらえた
か。  
３楽器の演奏技能
はどの程度か。  
練習によってそれ
らがどう変った
か。  
４読譜力のテスト  
５指揮者の指揮の
中に入って積極的
により美しいもの
を作り上げようと
努めているかどう
か。  
 
１スタカートの表
現ができるか。  
（歌唱してみる）  
２ガボットに対す
る理解はどうか。  
３トリルの奏法が
できるか。  
４形式を理解して
演奏しているかま
たその程度  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１劇作の能力はど
の程度であるか  
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（近森：1949,156-162 より引用者が編集）  
	  
	 このように、「表現を学び、それを通して内容に入って行」く（近森：1947, 54）という
理念は、実際には「楽器の名称と音色とを正確につかんだか」や「スタカートの表現がで
きるか」というように、楽曲表現とそれにまつわる楽典事項や技能の学習として展開され
ている。つまり、実践上は、従来の音楽教育と変わりが見られなかったわけである。  
 
２	 単元構成から題材構成へ  
	 単元学習は、1950 年代には、急速に衰退していき、1958 年（昭和 33 年）告示の学習指
導要領においては、「題材」が出現した。  
	 1958（昭和 33）年改訂学習指導要領では、「共通教材」が導入され、文部省の方針は楽
曲中心に戻ったことをうかがわせるものとなった。『小学校音楽指導書』（文部省：1960, 
 
 
	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ぼくらの
バンド発表
会  
 
 
（2）父兄を招く。  
（3）反省会を開く。  
（4）ミュージカルプレイ「アマリリ  
	 	 ス」（例）  
	 	 泣きやまぬ赤ん坊を抱いて、オ  
	 	 ルゴルンでしきりにあやしなが  
	 	 ら少女（京子）登場  
    京子「ほら、ほら、ほら、コロ  
	 	 ン、ロロン、コロン（くりかえ  
	 	 す）どうして泣きやまないのか  
	 	 しら困ったわ。  
	 	 お母さんはおつかいにでてまだ  
	 	 帰らないし－ほら、ほら、ほら、 
	 	 コロン、コロン、コロン、（くり  
	 	 かえす）  
 
            （中略）  
 
５ぼくらのバンド発表会  
（1）プログラムをつくる。  
（2）ポスターを書いて掲示する。  
（3）発表に必要な曲目の練習。  
（4）発表、演奏をおこなう。  
（5）校内放送をする。  
（6）発展への暗示。  
	 	 ○ 鑑賞、批評についての話し合  
      い  
    ○ 批評を書いて学級新聞へ掲載  
      する。  
な諸材料  
（楽器、背景その
他）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プログラム用紙  
ポスター用紙  
 
放送施設  
 
 
２劇的表現に独創
性はあるか。  
３音楽は有効に使
われているか。  
４対話に見られる
言語の表現能力は
どうか。  
５音楽の生活化が
どの程度はかられ
たか。  
６音楽の理解が深
まったか。  
 
 
 
 
 
 
１計画の立て方は
合理的であるか  
２新曲目の練習  
意欲と技能の発達
程度との関係  
３発表の成績  
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9-10）では、「題材」として以下の３つが掲げられている。  
 
１	 楽曲（教材）による題材  
２	 音楽的まとまりによる題材  
３	 生活経験的なまとまりによる題材  
 
	 ここでは、外見上は、1951（昭和 26）年告示の学習指導要領における「楽曲中心の構成
法」と「単元による構成法」を取り上げているように見える。しかし、各々についている
説明では、２において「この題材のみでは、長期の指導計画の作成は困難である」（文部省：
1960, 10）と示され、３において「この題材のみで指導計画を立てることはむずかしく、
特に系統的・発展的な指導計画が構成できにくい」（文部省：1960, 10）と示されている。
そして、１のみ、６ヶ年の年次計画や各学年の年間計画が最も構成しやすいものと記され
ている。つまり、ここで、楽曲による題材構成が大きくクローズアップされたことがわか
る。このような「楽曲中心主義」は、1968（昭和 43）年告示の学習指導要領の時期に引き
継がれた。  
	 「楽曲中心主義」が再度見直されたのは、1977（昭和 52）年告示の学習指導要領におい
てである。1980 年には、1977（昭和 52）年告示の学習指導要領の全面実施にあたり『指導
計画の作成と学習指導	 小学校音楽指導資料』（文部省編：1980）が刊行された。その中で、
これまでの音楽科の計画と実際の指導においては 1958（昭和 33）年告示の学習指導要領の
実施に際して示された題材１の「楽曲（教材）による題材」が中心であったことが取り上
げられ、その長所と課題が示された。  
	 それによれば、長所としては、「長年この方式によって指導計画の作成になじんでいるた
め、計画の作成とその実施、展開に習熟している」（文部省編：1980, 16）点があげられて
いる。そして、その一方で、「音楽の学習に最も必要な学習経験の累積という点について、
（中略）前後の教材との相互の内容の関連、発展、系統という観点から見たとき、関連付け
が希薄になりやすい」こと、指導計画作成の手順においてまず教材から優先されるため、
年間を通した目標から内容と教材を考えていくカリキュラム構成と矛盾が起きることが課
題としてあげられた（文部省編：1980, 16）。  
	 そして、「楽曲（教材）による題材構成」だけの形態では「具体的な計画作成の上での創
意工夫を引き出していく余地はきわめて少ない」（文部省編：1980, 16）として、以下の題
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材がまとめて示された。  
	 ①	 主題による題材  
	 ②	 楽曲による題材  
	 ①は、『小学校音楽指導書』（文部省：1960）で２つめにあげられた「音楽的なまとまり
による題材」と、３つめにあげられた「生活経験的なまとまりによる題材」が該当する。
②は、１つめにあげられた「楽曲（教材）による題材構成」に該当するものである。	 
	 『小学校音楽指導資料	 指導計画の作成と学習指導』（文部省：1980）では、次のように
説明されている（文部省：1980, 16）。  
 
	  「音楽的なまとまり」ということは、主として音楽の要素的なものを対象とする	 
が、単に音楽を構成している要素を分析的に学習するという冷ややかなものではな
く、各学年の児童の実態とのかかわりを重視していくことはもちろんである。「生
活経験的なまとまり」という点については、季節、行事等を中心とし、生活とのか
かわりを取り入れて計画するもので、「音楽的なまとまり」と共に、音楽の学習と
しては見落とすことのできない分野である。  
	 この両者の教材性を精選して主題を設定し、適切な教材（楽曲）を配して題材を
構成するというのが、主題による題材の基本的な形態である。  
 
	 1958（昭和 33）年告示の学習指導要領の実施に際して「楽曲（教材）による題材」がま
ずあげられたのに対して、1977（昭和 52）年告示の学習指導要領の実施に際しては「主題
による題材」が先にあげられていること、「楽曲（教材）による題材」の課題が示されたこ
と、「主題による題材」の説明が詳細になされていること等から、当時の文部省の意図にお
いて、各題材間の比重が変化した様子がうかがえる。  
	 では、「主題による題材」は、実際にはどのように提示されているであろうか。表３−２
は、『指導計画の作成と学習指導	 小学校音楽指導資料』（文部省：1980, 38-46）で「年間
指導計画の例」に掲載されている題材である1。表３−２の題材名は、一見してわかるよう
に、「○○しよう」というように、行動でくくられている。中でも「歌おう」「演奏しよう」
「表現の仕方を工夫しよう」といった、再表現することをめざしたものが多い。  
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 実際、具体的な指導展開においても、たとえば以下に示した 3 年生の「曲の感じで体を
動かそう」の展開例では、《ちびっこカウボーイ》（阪田寛夫作詞	 アメリカ民謡）や《こ  
の山光る》阪田寛夫作詞	 ドイツ民謡）が「A と B の対照的なフレーズの性格」を持つ教
材として取り上げられているが、指導は、それぞれの楽曲を歌詞の内容とも関連させて体
を通して表現を工夫させることに主眼が置かれている。つまり、対照的なフレーズを音楽
形式の一つとしてとらえて理解することよりも、それらが含まれる個々の楽曲を表現する
ことがねらわれているといえる（文部省：1980, 72-74）。これはつまり、先にあげた千成の
いう「特定の教材曲の表現を方向目標的に追求する方法」がとられているということであ
り、「楽曲による題材」に似た指導展開になることが予想されよう（文部省：1980, 72）。  
 
 
 	 	 	 	 題	 	 	 	 	 材   	 	 	 	 	 	 	 題	 	 	 	 材  
 
１ 
年 
楽しく歌おう  
リズムで遊ぼう  
楽器で遊ぼう  
	 
	 
	 
	 
５	 
	 
	 
年 
曲の特色を生かして表現しよう  
曲の表情を生かした表現の仕方を工夫しよう  
即興表現の工夫をしよう  
和声の美しさを感じ取りながら表現しよう  
海・山の歌を歌おう  
曲の表情を生かした表現の仕方を工夫しよう  
運動会の音楽を演奏しよう  
演奏形態の特色を感じ取りながら聴こう  
和声の美しさを感じ取りながら表現しよう  
即興表現の工夫をしよう  
曲の特色を生かして表現しよう  
情景を想像しながら聴こう  
和声の美しさを感じ取りながら表現しよう  
曲の表情を生かした表現の仕方を工夫しよう  
即興表現の工夫をしよう  
曲の特色を生かして表現しよう  
卒業式の音楽を演奏しよう  
  
２     
年 
楽しく歌おう  
リズムのおもしろさを感じ取ろう  
オルガンに親しもう  
友達の声を聴いて歌おう  
言葉を大切に歌おう  
曲に合わせて体を動かそう  
 	 
  
３      
年 
春の歌を歌おう  
笛を正しく吹こう  
いろいろな楽器を演奏しよう  
美しい声の出し方を覚えよう  
楽器の音色に親しもう  
言葉をはっきり歌おう  
曲の感じで体を動かそう  
他のパートを聴きながら合奏しよう  
輪唱や合唱をしよう  
言葉に合わせてふしを作ろう  
気持ちを込めて演奏しよう  
曲の特徴やふしの感じを味わおう  
輪唱や合唱をしよう  
ふしを覚えて口ずさもう  
気持ちを込めて歌おう  
	 
６	 
	 
年 
 
運動会の歌を歌おう  
曲の表情を生かした表現の仕方を工夫しよう  
即興表現の工夫をしよう  
和声の美しさを感じ取りながら表現しよう  
演奏形態の特色を感じ取りながら聴こう  
	 
４  
年 
曲の特徴を感じ取って演奏しよう  
楽器の音色に親しもう  
曲の感じにのって体を動かそう  
美しい音色で合奏しよう  
声の出し方を工夫して歌おう  
輪唱や二部合唱をしよう  
表３−２	 『指導計画の作成と学習指導	 小学校音楽指導資料』に示された題材名  
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第３学年  
	 A 主題による題材の展開例  
（1）  題材	 曲の感じで体を動かそう（５月）  
（2）  指導目標	  
	 	 ア	 身体表現や演奏を通して、フレーズのまとまりや、拍の流れ及び旋律の変化な  
	 	 	 どを感じとらせる。  
  	 イ   曲のまとまりや、曲趣をとらえて表現を工夫しようとする意欲を育てる。  
（3）  教材  
	 「ちびっこカウボーイ」（阪田寛夫作詞	 アメリカ民謡）  
	 「この山光る」（阪田寛夫作詞	 ドイツ民謡）  
	 「運動会の歌」  
	 「ちびっこカウボーイ」、「この山光る」の曲の前半は、弾んで、リズムカルに動いて
いる旋律である。曲の後半の旋律はなめらかで、ゆったりとダイナミックに動いている
ことなど、先に共通した曲の形式をもっている。したがってこの二つの曲では A と B
の対照的なフレーズの性格を生かし、歌詞の内容とも関連させて、体を通して表現を工
夫させるねらいに適した教材である。  
	 「ちびっこカウボーイ」での学習活動の先行経験が土台にあれば、次の「この山光る」
の学習への取り組みも比較的容易にできると思われる。このように楽曲の共通の内容を
もつ教材群での経験を累積させることによって、題材のねらいを達成させていく方法は
効果的である。  
	 	 （4）指導計画（６時間扱い）（以下略）  
 
	 単元構成から題材構成にいたる理念と実践は、以下のようにまとめることができる。ま
ず、戦後初期の単元構成に見られたような、音楽の要素や形式といった音楽的概念として
とらえられるものを様式・文化・民族等との知的理解を含めて教えようとした理念は、実
際の具体的指導に反映されなかった。そして、題材構成にいたる中で、再度「音楽的まと
まり」を学習することが「主題による題材」でねらわれたが、その実際は、楽曲中心の展
開となった。  
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３	 単元論と教育内容論  
	 単元論の理念の斬新さと実践の矛盾、衰退の要因、あるいはその後に登場する題材構成
については、多くの研究者らによって述べられている。先に述べてきたように、単元や題
材は、その理論上、「音楽のまとまり」を対象として教材を組織することを提示していたた
め、千成らの教育内容論を提唱する研究者らもこぞって注目した。先にあげた千成の単元
論（千成：1989）以外に、以下のような論文がある。  
	 八木は、「単元」というくくりを積極的にとらえ、有効な単元構成のために、単元を「有
機的な構造をもち、しかも相対的に完結した、具体的効果的に指導過程の確立された教育
内容のまとまり」（八木：1981b, 393）とした。そして、戦後の単元学習には「戦後音楽教
育の前向きの姿勢と新鮮さを十分に感じとることができる」（八木：1984a, 10）としながら、
二つの問題点をあげた。一つは、「必ずしも明治以来の伝統的な構成を大きく逸脱するもの
ではな」（八木：1984a, 12）かったという点である。単元学習の形式をとりながら、実際は
楽曲について伝統的な手法を取っていたことを問題とした2。また、ふたつめは、「単元の
内部構成の原理・方法についての研究不足」（八木：1984a, 12）という点である。つまり、
単元における教材の選択・創出、内容の設定について研究がされ得なかったということで
ある。しかし、一方で八木は、単元学習の理念に見られる「ものごとは子どもの問題状況
をくぐりぬけることによってしか子どもに獲得されえないというテーゼ」（八木：1984a,12）
は評価しており、それが実践展開として実らなかった問題点を明らかにすることによって、
「音楽科における単元構成への一考察（Ⅰ）単元構成の現状と問題点」（八木 :1981b） 
「音楽科における単元論への一考察」（八木：1984a）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
「音楽科における教育内容とその指導過程組織化に関する一考察（１）	 －音楽科に  
	 	 おける単元構成の現状をめぐって－」（山田：1984）  
「単元構成と主題構成」（吉田：1991）  
「戦後改革期における音楽科単元構成の歴史的検討－単元学習の衰退をめぐって－」	 	 	  
	 	 （津田：1999）	  
「音楽科における題材構成の基本的問題」（八木・津田：1999）  
「音楽科単元構成の論理とその問題」（津田：2000a）  
「昭和 50 年代における音楽科の題材構成：水戸市立新荘小学校の研究を中心に」（津  
 	  田：2001）  
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単元論を展望しようとした。  
	 山田は、『教育学大事典』（第一法規 ,1978）の広岡亮蔵による「単元」の定義－「単元と
は、ひと連なりの学習活動（たとえば直観－思考－応用）を通じて、子どもたちが獲得す
る教材または経験の有機的なまとまり」3をもとに、1984 年当時の題材構成の現状を批判
し、教育内容や教材構成論的視点から見直す必要性を指摘した。  
	 千成も、第一項で述べたとおり、同様の趣旨で単元について改めてとらえ、単元の主題
として教育内容を設定し、単元構成の実際として、教育内容を中心とした授業プランを示
した。  
	 吉田は、単元構成から題材構成に触れ、「いくつかの関連した授業のまとまりを『単元』
と呼ぶとすれば」（吉田：1991, 37）、授業構成の方法としては「音楽的内容を中心とした
もの」（吉田：1991, 37）が有効であることを示しながら、別の発想の単元構成法が模索さ
れてもいいこと、「題材」よりも「単元」の方が用語として適切であること、を提唱してい
る。  
	 津田は、1999 年に、単元論の理論と実践についてより詳細に述べている。まず、昭和 20
年代は、「新教育の理念にそった教育をすすめなくては」（津田：1999, 48）という外在的
理由で単元学習がすすめられ、一方で「慣れ親しんでいる」「基礎技能学習を取り込みやす
い」（八木・津田：1999, 48）という内在的理由で楽曲構成の授業が多かったという整理を
行っている。そして、単元学習衰退の原因として、単元学習推進派も、問題解決学習が音
楽科になじむのか、知的理解に限定されるのではないかといった、音楽科における単元学
習の問題点を実感しはじめたこと、学力低下を問題視した教育界の一般的動向が見られる
ようになってきたこと、単元学習の効果が実践として見られなかったこと、単元学習の問
題点を克服しようとする研究が低調だったこと、をあげた。また、2000 年には、「単元」
を、戦後の経験主義による単元学習に限ってとらえるのではなく、「教育内容と方法の二側
面が含意される一連の授業のまとまり」（津田：2000, 227）であり、「カリキュラムの実質
は、授業という場で具体化されるものであるが、それを構成する基盤」（津田：2000, 227）
であるとした。そして、戦後から 2000 年当時までの音楽科の授業の構成を、この「単元」
の定義によって整理し、「伝統的な楽曲表現型の授業を改善し、理念と方法の矛盾を一致さ
せていくこと」（津田：2000, 238）が課題であると総括している。  
	 第１項で述べたように、教育行政において、昭和 20 年代の単元構成は 50 年代には題材
構成に変化していったが、教育内容論においては、単元論そのものについては、音楽のま
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とまりをとらえたこと、子どもの主体的かかわりを重視したこととから評価され、戦後の
単元学習はより内実の構成研究をはかるべきであった、とまとめられていることがわかる。 
	 さらに、津田と八木は、単元学習の衰退後に文部省により提唱された「主題による題材
構成」も、実際の展開は「主題に関連する曲を表現あるいは鑑賞させるという形で行われ
ている」（八木・津田：1999, 6）という状況を提示し、明治以来、音楽の授業のほとんど
が楽曲中心に構成されていたことを明らかにした。  
	 津田は、その点に関して、昭和 52-53 年度門文部省小学校教育課程音楽科研究指定校で
あった水戸市立新荘小学校の実践から、さらに詳細な分析を行っている。（津田：2001）  
	 水戸市立新荘小学校の研究テーマは、「創造的な表現活動を活発にするためには、指導計
画や指導方法についてどのように工夫したらよいか」というものであった。そのテーマに
基づいて年間指導計画を改良していく中で、「目標を達成するための具体的なねらいや内容
を伴う中心主題」（津田：2001, 36）として「題材」を置き、題材を並べていくことによっ
て年間指導計画を作成したのである。新荘小学校の研究は、直接主題構成を研究するもの
ではなかったが、結果的に、主題構成による年間指導計画をつくりあげたことになる。  
	 津田は、まず、新荘小学校のこの年間指導計画の工夫が、伝統的な楽曲中心型ではなく、
主題構成型で計画していったという点で画期的であると評価しながら、一方で，研究過程
や成果の中に、以下の問題点を指摘している4。  
	 ・	 主題構成をなぜ行っていくかについて論理が明らかでないこと  
	 ・	 選択組織されている教材が全面的に教科書教材に依っており、＜教材→題材＞と逆  
	 	 	 のベクトルになっていること  
	 ・	 その結果、題材のねらいとは無関係な内容を抽出して扱うことになっていること  
	 ・	 題材内部のレベルで表現と鑑賞が関連しないこと  
	 つまり、本章本節第 1 項で、筆者は、単元学習において、「『表現を学び、それを通して
内容に入って行』くという理念は、実際には楽曲表現とそれにまつわる楽典事項や技能の
学習として展開されている」と述べたが、題材構成の展開においてもそれと同様の問題が
見られるのである。  
	 津田によれば、52-53 年度文部省教育課程研究指定校である新荘小学校のこのような主
題構成の発想は、54-55 年度の同指定校である千葉県柏市立第一小学校の研究に受け継が
れ、理論化されていった。そして、そのことが、教育行政に影響を与えていった。  
	 つまり、1958（昭和 33）年から 1978（昭和 52）年にいたる学習指導要領の改訂にかけ
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て、文部省がカリキュラム作成において「主題による題材構成」に移行していった中に、
文部省教育課程研究指定校の実践研究から生まれた発想があり、それは、題材構成の転換
に寄与したが、一方で題材構成の内部の課題も継承したと見ることができる。  
	 以上から、教育内容論においては、実際の単元学習の内容は批判しつつも、単元の理念
そのものについては肯定的にとらえていることがわかる。しかし、文部省の方針や実際の  
授業においては、単元学習にしても題材構成にしても、単元としてのまとまりに引きつけ
て教材を組織していくということにはならなかった。そのような理論の不備や理論と実践
との矛盾が、教育内容論の視点から指摘されていると見ることができよう。  
  122 
第２節	 創造的音楽学習における教育内容と授業構成  
 
１	 創造的音楽学習における教育内容  
  千成らの教育内容論が 1980 年の千成提言の前後に確立してきた状況はすでに述べてき
たが、同じ時期から我が国で学習指導要領や授業構成に影響を与えてきたものに「創造的
音楽学習」がある。それは、島崎が、我が国の音楽教育における創造的音楽学習は 1980
年代から顕著になったと述べている通りである（島崎：2010, 77）。  
  周知のように、「創造的音楽学習」の用語は、Sound and Silence （  Paynter, Aston：1970）
で示された Creative Music Making の訳語である。S & S が我が国で山本文茂らにより『音
楽の語るもの−原点からの創造的音楽学習』（山本他訳：1982）として翻訳される中で「創
造的音楽学習」と訳されている。  
	 Creative Music Making の解釈はさまざまであるが、導入当初、山本は、「楽譜によってで
はなく、即興演奏によって、音と沈黙を時間的に組織していく作業」（山本：1982a, 11）と
説明している。教育内容論が教育内容と教材を区別してとらえ、教育内容を中心とした新
しい授業構成を生み、教材の視点を明らかにしたとすれば、創造的音楽学習は、作曲に対
する固定概念を取り払い、子どもたちの即興演奏を中心とした新しい音楽活動をもたらし
たということができる。  
	 Creative Music Making を理論面から我が国に導入した代表者は、島崎によれば、山本文
茂と坪能由起子である。たしかに、山本は、1982 年から 1983 年にかけて、また坪能は 1983
年から 1984 年にかけて『季刊音楽教育研究』誌上で連載し、Creative Music Making 理論の
普及につとめている。  
	 特に山本は、この 1982 年から 83 年にかけた連載の③（山本：1982c）で S＆S で紹介さ
れている 36 のプロジェクトを「教育内容」面から分析しており、表３−３のように、36 の
プロジェクトの内容整理を行うとともに、各プロジェクトの「教育内容」を抽出したとし
ている。  
  山本は、2 章で述べたように、この連載の①（山本：1982a）では、以下のように千成の
提起を批判するところから始めた。（山本：1982a, 13-14）  
 
   音楽科においては、内容と教材とは不可分の関係にある。これを区別すればする     
 ほど、教育内容は音楽の事実から遠ざかり、意味を失う。  
  123 
	  
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	        （山本：1982, 48 の表を引用者が整理した）  
 
 
番号  	 	 主	 	 題  教育内容（概念・原理・語法・理論）  	 教材数  
１  
２  
３  
４  
５  
６  
７  
８  
９  
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
音楽は何を表現するか  
体のなかにある音楽  
音楽と神秘  
音楽と言葉  
音楽における描写  
沈黙  
音楽と劇  
動きと音楽  
弦楽器を探る  
空間と時間  
自然の中のパターン  
短い音と長い音  
ピアノを探る（１）  
ピアノを探る（２）  
ピアノを探る（３）  
音楽と形  
テープ音楽  
旋律を探る（１）  
旋律を探る（２）  
言葉の音  
音・旋法・音列（１）  
音・旋法・音列（２）  
音楽と数  
偶然性の音楽  
ヘテロフォニー（１）  
ヘテロフォニー（２）  
和声を見つける  
和声を作る  
主要三和音  
長旋法と短旋法  
経過音と補助音（１）  
経過音と補助音（２）  
副三和音  
掛留  
夜の音楽  
劇音楽（シアターピース） 
シンバルの技法：音楽と他芸術の関連  
原始社会における音楽の特質  
古代文明社会における音楽の特質  
言葉のイメージと音楽との関係  
標題音楽の意味：音楽の描写性  
沈黙のもつ表現の可能性  
気分・性格描写などと音楽との関係  
上下・前後・左右の動きと音楽との関係  
弦楽器の技法  
音楽の時間的＝空間的的性質  
視覚パターンと音楽表現との関係  
音と沈黙の持続効果  
フィンガー・パターンによるピアノ語法  
クラスター・倍音共鳴などによる語法  
内部弦操作による語法  
図形楽譜の機能  
ミュージック・コンクレートの技法  
自然発生的朗唱旋律  
ペンタトニック音楽の音組成  
音声パターンの多様性  
音階の種類：ハリー・パーチの音楽  
12 音音楽の技法  
音楽作品における数比的秩序  
20 世紀音楽の潮流：不確定性音楽  
自然発生的ポリフォニー  
テクスチュアの対比  
3 度６度音程による副旋律技法  
長三和音の構造と輪唱技法  
TDS の機能と終始のパターン  
長調と短調のちがい  
同一和音内での非和声音技法  
異種和音間の非和声音技法  
和声の色あいと機能  
和声の緊張と弛緩  
マルチメディアとしてのパントマイム  
マルチメディアとしての劇音楽技法  
９  
１  
２  
２  
14 
７  
１  
11 
９  
３  
２  
４  
９  
７  
４  
４  
17 
１  
８  
０  
７  
９  
３  
４  
４  
４  
３  
７  
０  
０  
０  
３  
１  
２  
13 
20 
表３−３	 36 のプロジェクト  
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 ところが連載の③（山本：1982c）では表３−３のように教育内容を示し、連載の最終回
にいたって「音楽科カリキュラムの構築作業は、内容と教材とをはっきりと区分すること
が前提条件なのである」（山本：1983、28）と述べた。  
	 このような変化は、山本が、連載で S &S を紹介する中で起きている。山本は、S &S を
紹介する連載の初回に、授業の組織は「常に教材の生きた経験から出発」（山本：1982a, 14）
すると述べているが、表３−３のプロジェクトの主題は、教材から設定されてはいない。
表３−３に見られるように、山本は各プロジェクトの教材数をカウントしており、各プロ
ジェクトはテーマにそって教材を組み込んだ形をとっている。  
	 詳しくは第４章で述べるが、S &S の理念や活動は、1907 年に設立されたアメリカの全
米音楽教育者会 Music Educators National Conference （MENC）  を中心とする音楽カリキ
ュラム改革運動とかかわりがある。この流れの中では、すでに音楽的概念 Musical Concepts
が取り上げられており、S &S の理念や活動は直接的に音楽的概念を教えるということを
めざしていないにしろ、根底に音楽的概念をとらえていたはずである。表３−３のプロジェ
クトには、それらがあらわれている。  
	 もっとも、先に山本は各プロジェクトの教材数をカウントしていたと述べたが、山本が
数えたのは鑑賞の例として掲載されている楽曲数だけであり、活動内で朗読する詩や歌う
民謡などは含めていない。つまり、山本にとっては、あくまで教材は既成の楽曲であると
いう枠組みでとらえられる。結果として、表３−３の各プロジェクトであげられている「教
育内容」は、教材構成との関係で導かれるものではなく、各プロジェクトから教える内容
を抽出したものとなっている。  
	 しかし、山本は、連載最終回（山本：1983）で「教育内容」について、さらに言及した。
つまり、「音楽科の教育内容は、楽曲そのものではない」として、「音楽は、リズム・旋律・
テクスチュア・速度・音色、音力・形式といった個々の構成要素が多様に組み合わされ、
融合されたトータルなものとして意味を持ってくる」（山本：1983, 28）と述べ、教育内容
を以下のように定義した（山本：1983, 28）。  
 
 音楽科の教育内容は、生きた音楽のひびきを経験した結果として子どもの心の中
に成長する音のイメージ（音楽概念）であり、音楽作品の後景として非実在的・精
神的に内在する感情や観念が前景としての実在的・感覚的な形成面に表出されたも
の（音楽の構成要素）であり、様々な音楽を系列づけ、分類させている原理（様式
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概念）であり、それらの成立を基礎づけている表現素材（語法・技法・理論）であ
る。  
 
	 山本のこのような教育内容の定義は、1985 年になると、次のようになる（山本・松本・
水野・尾藤：1985, 63）。  
 
音楽科の教育内容は、生きた音楽のひびきを経験した結果として児童生徒の心に
宿り、定着する音の多様なイメージである。言い換えれば、音楽科の学習内容は、
音楽作品の背後にある非実在的・精神的な観念や感情が実在的・感情的な音のひび
きとして前面に表出された時、それを知覚するのに必要なデータ・ベース（イメー
ジ）であると言えよう。そのデータ・ベースこそ、音楽的概念（musical concepts）
と言われるものである。  
 
	 つまり、山本は、創作経験をさせることを授業の中心に置きながら、その結果として児
童に音の多様なイメージが定着するためには、音楽的概念が必要であることを積極的に語
りはじめたということができる。  
	 山本が同論文で示した具体的な音楽的概念は以下のとおりである（山本・松本・水野・
尾藤：1985, 63）。  
 
（1）リズム－音の長短・強弱・高低などの関係から生じる時間的な運動の秩序  
（2）旋律   －音の構成と長短の結合による水平的運動の継起  
（3）テクスチュア－複数の音や旋律の空間的・垂直的な相互関係  
（4）速度   －音の時価や楽曲の速度の規定  
（5）音色   －倍音の複合状態や音の立ち上りの状態によって生じるねいろの違い  
（6）音力   －音の大きさの度合いと相互関係  
（7）形式   －楽曲の全体構造を支配している原理や組み立て  
 
	 同時期の千成らが音楽そのものから抽出した教育内容は、様式などを含めつつも、基本
的には「リズム、メロディー、ハーモニー、テクスチュア、調性、形式、ダイナミックス、
音色」（吉田：1982）といった「音楽の構成要素」であり、「音楽的概念」（八木：1983）で
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あった。山本は、これら千成らの教育内容にほぼ沿った形で「教育内容」論を展開するよ
うになったということができる。  
	 山本らは、同時に、これらを元にした、小学校から高等学校までの創造的音楽作り5のカ
リキュラム、教材の配列、学習過程例、学習過程のタイプ、学習計画例および実践展開例
を示している。しかし、このような実践展開例の構成では、表３−３の 36 のプロジェクト
とは異なり、楽曲中心の設定をとっている。ある一つの楽曲を教え込むスタイルは取らな
いが、一つの楽曲を掲げて、それらにかかわる音楽的概念や様式を学習するというスタイ
ルである。たとえば、「わたしたちのメヌエット『アルチーナ』」（小２）の展開例（山本・
松本・水野・尾藤：1985, 68）では、表３−４のようになっている。  
  ここでは、ヘンデルの歌劇《アルチーナ》の《メヌエット》を中心に構成しており、授
業の詳細はわからないが、主な音楽づくりは、おそらく《アルチーナ》の《メヌエット》
に合わせて、メヌエットの踊りに合うリズム伴奏やメヌエットのフロア・パターンを創作・
工夫することだと推測することができる。その中で、拍の流れ、3 拍子、音色と音力、反
復と対照と、さまざまなことを教えることになっている。つまり、山本ら創造的音楽学習
における「教育内容」とは、音楽づくりをする中で学習していくものであり、一つの音楽
づくりの中で一つのテーマ（この例でいえば《メヌエット》）に含まれる複数の「教育内容」
を含むものとなっていることがわかる。  
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 表３−４	 	 「わたしたちのメヌエット『アルチーナ』（小２）」  
（山本・松本・水野・尾藤：1985, 68 より抜粋） 
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これについては、後年（1994 年）、高須一が Creative Making Music に対する Paynter の  
見解について述べている以下のことが参考になる（高須：1994a, 32）。  
 
作曲活動すなわち音楽をつくるという行為は、子どもが音楽作品を形成する過程
において、その作品を音楽的に一貫した意味のある構造とすることを志向しながら、
関連する知的概念について考え、それを獲得し使用することである。しかもその活
動は、所産の構造に収斂しながらも結果としての所産や知的概念の獲得のみを問題
にするものではない。子どもは、知的概念の背景にある「成立過程」を、所産を形
成する過程と重ね合わせることによってたどり、知的概念の持つ社会的文化的な意
味を把握しながらその操作能力を獲得するのである。このような関係の中で、鑑賞
という活動は、子どもが所産を形成するための手がかりや枠組みを提供するものと
して、或いは子どもの所産形成の過程でその文脈にそった音楽作品を提供するもの
として機能する。  
 
	 つまり、山本は、《アルチーネ》の《メヌエット》に依拠して創作することにより、《メ
ヌエット》にかかわる複数の知的概念を、踊りや暮らしなどといった、社会的文化的な意
味とあわせて学習していくとして設定しているのであろう。  
	 高須は、このような我が国における「創造的音楽学習」における「教育内容」の理論化
の流れを汲み、1996 年には、英国国定カリキュラムに対して批判を行ったスワニック
（Swanwick, Keith）の知的概念について紹介している（高須：1996a）。高須によれば、ス
ワニックは、創造的音楽学習において確立された「音楽学習における子どもの音楽経験の
重視」という側面を前提に、子どもの音楽経験とかかわる、「物事を行う仕方の知識」を重
視している（高須：1996a, 105）。その知識は、「音素材」（音の属性）、「表現的性格（Expressive 
Character）」（音楽的仕掛け）、「形式」（音楽を一貫性のあるものにする構造）に分類される
（高須：1996a, 105）。そして、「音素材」は聴識別能力や音操作能力の育成のために教材化
され、「表現的性格」は子どもたちがメッセージを非言語的に外界へ伝達しようとする活動
によって具体化され、獲得され、「形式」は音楽を一貫性のあるものにする構造等として中
心的にとりあつかわれる。高須は、スワニックのこのような分類が、創造的音楽学習研究
において不明確であった知的概念を措定するものであると評価している。  
	 そして、同年（1996 年）には、我が国における新学力観の中で子どもの音楽経験をめぐ
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って教育内容の転換を行わなければならないとして、新たに次のように教育内容を設定し
た（高須：1996b, 81）。  
 
・音それ自体＋音の操作能力（音を探したり、つくったり、組み合わせるなどの能  
	 力）  
・音楽の表情＋音楽の表現方法（強弱の付け方、速度の変更、音から音への動きの 
	 付け方などの能力）  
・音楽の構造＋音楽を一貫性のあるものにする能力  
・他者と共に演奏する技能（拍にのる、他者の音を聴く、声を合わせるなど）  
 
  これらのうち、はじめの 3 点は、新学力観から、学ぶ関心や意欲、思考力、判断力を含
むべきだとして、「知的概念」＋「知的概念の操作能力」という形で示したと述べている（高
須：1996, 81）。つまり、新学力観にそって、いわゆる音楽的概念を「知的概念」として「教
育内容」に含めながら、さらにその操作能力と合わせて「教育内容」とすべきだとしたの
である。そして、それらの統合が得られるのは、音楽をつくる活動においてであるとした。  
	 これらから、1980 年代から 1990 年代にかけた我が国における「創造的音楽学習」の流
れとしては、当初は教育内容の存在を否定したが、S＆S の導入にともなって提示されるよ
うになり、カリキュラムや授業例提示の中で、一つのテーマに複数の教育内容が示される
ようになったこと、さらに新学力観の登場によって、操作能力まで組み込んだ教育内容論
を展開しはじめたこと、を大きな傾向として見ることができる。  
 
２	 音楽づくりによる授業構成の具体化  
	 山本は、その後、1985 年には、『創造的音楽学習の試み	 この音でいいかな』（山本・松
本：1985）を松本恒敏とともに出版し、創造的音楽学習の具体的実践プランとして、以下
の表３−５のような「24 の学習課題」（山本・松本：1985, 132-141）を提示した。  
	 この書は、島崎によれば「CMM〈Creative Music Making〉の実践者にとってはバイブル
的な存在として、80 年代の CMM の実践を支えた」（島崎：2010, 82）。確かに、S＆S の翻
訳である『音楽の語るもの－原点からの創造的音楽学習』（山本他訳：1982）は、訳語であ
るがゆえに難解であり、また、これまでの我が国で主流であった楽曲中心の音楽教育から
すれば、具体的に取り入れにくい内容であった。そのような S＆S の 36 のプロジェクトに
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対して、  以下の 24 の学習課題（表３−５）は、題名からして取りかかりやすいものであ
り、身近な事象と音を結びつけた活動を主体にしていることがうかがえる。しかし、これ
らの学習課題は、一見してわかるように「音」が主体である。S＆S の 36 のプロジェクト
のタイトルには音楽の構成要素が多く入っていたが、こちらには見当たらない。また、24 の
学習課題中「音作り」として示される１の「おかあさんの音作り」もイメージや情景と音
で表す課題になっており、音の構造化に向けて構成されているわけではない。  
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
（山本・松本：1985,132-141 より引用者が整理した）	 	  
■あなたのまわりにはどんな音がある？	 
1. おかあさんの音作り	 
2. ぽちと散歩に出かけよう	 
3. 小さい子の言葉って面白いな	 
4. いろいろに声を出してみよう	 
5. 春の小川はどんな音？	 
■音であそべるかな？	 
６．ことばのしりとりあそび  
７．音ずもうであそぼう  
８．踊りと音楽  
９．廃物で楽器を作ろう  
10.	 ブレーメンの音楽隊	 
■音にはどんなちがいがあるの？	 
11. 耳をすまして  
12. 乗り物はすてきだ  
13. 高原で聞いた音  
14. 体で作れる音にはどんなものがある？  
15. 音の記号でカルタができ	 
■どこまで音は広がるのだろう	 
16. 海の物語  
17. 音による宇宙旅行  
18. 音のでるスゴロクあそび  
19. 鍵盤楽器探検  
20. アンサンブルを手づくり楽器で	 
■僕（私）だって作曲家	 
21. 夜の音楽  
22. 詩の朗読と音楽  
23. 絵と音楽  
24. 劇と音楽	 
表３−５	 24 の学習課題  
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 つまり、山本は、音楽的概念を学習内容としてとらえているが、それらを実践の中に反
映しているとはいえない。後年、坪能が「日本での創造的音楽学習はその初期から『物語・
情景・イメージ』と直結した活動とな」り、そして「日本の事例の特徴は、『音』を音楽以
外のものを描写するための「効果音」として使っていること、または開発された『音』が
手づくり楽器によるリズム伴奏など、既成の音楽表現に取り込まれてしまっている」と批
判している（坪能：2011, 44）が、これはもともと創造的音楽学習の具体例として提示さ
れたこの書にも発端があると推察することができる。  
	 いずれにしても、この書以降、雑誌『教育音楽』（音楽之友社）誌上でも創造的音楽学習
に関係する特集が組まれるようになり（85 年 3 月号「『音』を作る」、86 年 11 月号「音と  
あそぶ」、88 年 8 月号「『音』をさがす・つくる」、88 年 11 月号「自分の音楽をする」）、即
興的に音をつくる活動は授業実践として広がりを見せてきた。  
	 さらに、学習指導要領においても、1989 年（平成元年）告示の小学校学習指導要領にお
いて、音楽科表現領域の（４）に「音楽をつくって表現する」という項が誕生した。（４）
の（イ）は、１・２学年で「即興的に音を探して表現すること」、３・４学年で「即興的に
音を選んで表現すること」、５・６学年で「自由な発想で即興的に表現すること」と示され
ており、創造的音楽学習から端を発した音楽づくりが取り入れられたと考えることができ
る。この傾向は 1998 年（平成 10 年）告示の小学校学習指導要領にも見られた。  
	 これらの学習指導要領においても、やはり主眼は「音楽」をつくることよりも「音」そ
のものに置かれている。1989（平成元）から 1998（平成 10）年にかけての学習指導要領の
時実施時期の各地の国立大学法人大学附属学校の授業研究では、音楽科において、「音を重
ねて楽しもう」（2005 年宇都宮大学教育学部附属小）、「音で描こう！星の世界」（2005 年神
戸大学発達科学部附属小）などが見られる（山中：2006）。たとえば、「音で描こう！星の
世界」では、「魚座」「秋の夜空」など星空に関連する曲を聞き、星空をイメージにした曲
について話しあい、「夜空のようせい」「満天の星空」などのタイトルを決めて作品をつく
る、というような活動を行っている。そして、「星たちが楽しそうで賞」「音が神秘的で賞」
などの「賞」をつくって互いに表彰するようにしめくくっている（山中：2006, 27-28）。  
	 さらに、2008 年（平成 2０年）告示の学習指導要領では、表現領域に「音楽づくり」の
名称が誕生し、それに関する項目が設定された。音楽づくりは、学習指導要領改訂のたび
に重きを置かれるようになったと見ることができる。  
	 しかし、当初から課題となっていた効果音的な描写については、ここで大きく見直しが  
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図られるようになった。2008（平成 20）年学習指導要領では、たとえば、５・６学年の表
現（３）イでは、「音を音楽に構成する過程を大切にしながら，音楽の仕組みを生かし，見
通しをもって音楽をつくること」と示され、音楽の仕組みへの視点が見られるとともに、
「表現すること」だけでなく、「音楽をつくること」を求めている。  
	 事実、2010 年に文部科学省初等中等教育局教育課程教科調査官に着任した津田正之は、
以下のように述べている。（津田：2011e, 50）  
 
	 音楽づくりの授業において、子どもがどうしてよいのか戸惑っている、擬音や効	 	 	 
果音的な表現にとどまっている、時間をかけるわりには表現が深まらない、といっ
た状況はないだろうか。このような状況は、音を音楽に構成していくための手掛か
りを子どもが気付き、活用するための指導が十分でなかったことに一因があると考
えられる。  
 
  そして、そのために 2008（平成 20）年学習指導要領で新設された〔共通事項〕の事項ア
の（イ）「音楽の仕組み」が手掛かりになると述べている。〔共通事項〕については、次
章で述べるが、津田の発言に見られるように、我が国の即興的な音楽づくりに続く課題が、
この改訂で大きく見直されようとしていることがわかる。  
	 このような中で、創造的音楽学習の定義も少しずつ変化してきた。先にあげたように、
山本が 1982 年に「楽譜によってではなく、即興演奏によって、音と沈黙を時間的に組織し
ていく作業」（山本：1982a, 11）としていた創造的音楽学習は、坪能によって、2004 年に
「子どもを音楽を生み出す存在として認識し、自ら音を探し、自由に創作する活動を音楽
教育の中に位置づけたもの」（坪能：2004, 535）と定義された。坪能は、創造的音楽学習
は子どもの主体的な活動であることを強調し、創作自体については「自由に」とくくって
いる。これが、2010 年になると、島崎により「子どもが多様な音素材を活用して即興的に
音を探求しながら経験創作によって音楽を創る活動」（島崎：2010, 77）となり、「多様な
音素材を活用する」という指標が提示され、「音楽を創る」というように、音楽としてまと
めることが強調されはじめた。これらの変化は、山本は当初千成らの教育内容論を批判し
たが、後に創造的音楽学習のカリキュラム構築において教育内容に言及するようになり、
また、学習指導要領に音楽づくりとして導入され、改訂が進む中で、その定式化が必要に
なってきたことを物語るものである。  
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第３節	 音楽科教育における教育内容研究の新たな展開  
 
１	 1990 年代の音楽科における教育内容論の浸透と課題	 	  
	 千成提言の後に見られた批判においては、山本が結局、創造的音楽学習において教育内
容の概念を取り入れたように、加藤富美子や村尾忠廣も、その後教育内容について見解を
変化させている。  
	 加藤は、2 章で述べたように、音楽科の教育内容の一つは、美しい音や音楽を発見させ
る場を設定することであるとして、千成らの教育内容論を批判していた。しかし、1990 年
には、論文冒頭で以下のように述べるなど、教育内容として音楽的概念〈「音楽自体の構造
の性質」を取り入れている（加藤：1990, 193）。  
 
 教科『音楽』における学習の内容を、『心情』や『情操』といった『こころの持ち
方や態度をめぐっての教育のあり方』におくのではなく、音楽自体の構造の性質と
すべきであるということ、そして、学校における音楽学習の内容を、より現実の社
会における音楽文化と密接な関連を持った内容とすべきであるということ、この二
つの主張から本研究が始まった。（下線・山中）  
 
	 村尾は、当初の批判においては、教育内容を中心とした授業を一部で認めつつも、特定
作品理解を前提にすべきであるとしていた。しかし、1985 年に行われた、アメリカで Music 
Education as Aesthetic Education（MEAE）を掲げたライマー（Reimer, Bennet）との対談（村
尾：1985）においては、ライマーの「〈各楽曲の〉特異構造がわかるためには一般的な事、
様式構造がわかっていることが必要でしょう。様式構造に基づいて聞き手が後続を期待す
るようにならなければ特異構造の理解にはすすめません」（村尾：1985, 125）という主張
に対して村尾は否定していない。  
	 また、村尾は、1997 年には、「〈アメリカにおいては〉概念学習にとって代わるカリキュ
ラム、より根本的には＜美的教育＞〈Music Education as Aesthetic Education〉の思想にとっ
て代わる新しい音楽教育の方向（音楽教育哲学）が見えてこなかった」（村尾：1997, 1）
と述べている。同論文によれば、プラクシス派のレゲレスキ（Regelski, Thomas A.）は、「理
論知識（ theoria, knowing that）」と「技能的知識（ techne, knowing how）」をつなぐものが「実
践的知識（praxis, practice）」であるとし、その立場から、エリオット（Elliott, Davie J）等
  133 
とともに、MEAE （  Music Education as Aesthetic Education ）  は「 theoria」であると批判
したとしている。しかし、村尾は、MEAE は、「 theoria」というわけではないという。そし
て、音楽教育において、「knowing that」と「knowing how」は両極を持った連続体であると
述べた（村尾：1997, 8-10）。村尾はさらに、ライマーとエリオット、レゲレスキの理論は、
立場の違いを強調するのではなく、融合へ歩んでいくべきだとした。これらから、村尾は、
音楽的概念の存在をまるで否定すべきものとしたわけではないことがわかる。  
	 このように、音楽的概念を教育内容として認知していく様子は、次第に広まっていった。
加藤と一緒に千成らの教育内容論を批判していた阪井恵は、1996 年に、「『音楽的概念によ
る教材構成法』の功罪」（阪井：1996）で次のように述べている（阪井：1996, 161）。  
 
  アメリカの「概念学習方式」や日本の『授業改造』〈千成俊夫編『達成目標を明確
にした音楽科授業改造入門』（明治図書、1982）〉の提案を受けた取り組みなど、広
い意味での「音楽的概念による教材構成法」という考え方は、繰り返すが、音楽科
教育研究に大きな貢献をしたのである。（中略）音楽科が多様な音楽に対応する必要に
迫られた今日、「音楽的概念による教材構成法」を用いることにより、音楽科のカリ
キュラムというものが創りやすくなったのである。学習者にとっての真の系統性と
いう点では疑問の余地があるにせよ、他教科と同等の、系統だったカリキュラムが
作られるようになった。研究者ばかりでなく各学校、各教師がこのような取り組み
をし始めたのである。  
	 日本の場合は、さらに、『授業改造』〈千成俊夫編『達成目標を明確にした音楽科
授業改造入門』（明治図書、1982）〉の提案を受けた取り組みによって、音楽科の授
業というものへの意識が大きく高まった。教育内容を意識しそれに即した教材を準
備し、適切な指導法による授業実践をすることの重要性が、広くまた強く認識され
始めたと思う。授業研究といえば「教師のカンやコツや情念が、質の高い意味のあ
る音楽表現を生み出すのだ」といった論法に陥りがちだった時代から見ると、隔世
の感がある。  
 
	 つまり、阪井は、千成らの教育内容論において、教育内容の措定とそれにそった教材の
構成によって授業が定式化され、授業構成の方法が具体的に示されたことを積極的に評価
しているといえる。  
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 一方、阪井は、「音楽科の教育内容は音楽の概念や法則である」といういい方がひとり歩
きし、学問的にふみ込んだ討論がなされなかったこと、その結果、表面的な意味にとらえ
たものが、経験の浅い教師向けに一つの模範のように示されるようになったことを課題と
してあげている。  
	 阪井がその具体例としてあげているのは、「異質なものからの学び合い」「受信者・発
信者一体」「文体革新」の三原則を掲げた雑誌『授業づくりネットワーク』（学事出版）の
「あすの授業」コラムに掲載されている１時間の授業プランである。同誌は 1988 年に発刊
され、八木も編集代表を務めた。この雑誌によって、教育内容を中心にした音楽科の授業
プランが教員間にも広く知られ、実践を共有するようになったといえよう。しかし、確か
に阪井が言うように、１時間の授業プランの場合、一つの教育内容に対して一つの教材が
対応することが多く、教材が教育内容を形式的に理解するためだけにあるかのように見え
ることも少なくない。阪井はその点から、「『音楽科の教育内容は音楽的概念である』とい
ういい回しの曖昧さに、誰も切り込んでこなかったため、それぞれに『音楽的概念』の概
念を持ち、混乱が生じている」（阪井：1996, 159）とし、学習者はどのようにわかること
が望ましいのか、学習者がどのような状態であることを目標とするのか、と実践上の課題
をあげたのである。  
	  
２	 授業過程研究の広がりと学習者論の転換  
	 1980 年以降に、音楽科の中で、このように音楽的概念や音楽構造が教育内容であるとい
う見解が定着し、その授業構成や授業プランにおける実践研究が進む中、教育全般では実
際になされる授業場面に着目する授業過程研究や学習者論が大きな進展や転換を迎えてい
た。  
	 たとえば、1980 年代には、向山洋一らによる教育技術の法則化運動が起こり、1982 年の
『跳び箱は誰でも跳ばせられる』（向山：1982）は、分ち伝えられる教育技術で授業を変革
するものとして大きな話題を呼んだ。  
	 また、先に述べたように、1988 年には雑誌『授業づくりネットワーク』（日本書籍→学
事出版）6が発刊され、授業研究や授業プランを相互に発信しあうことがめざされた。  
  『授業づくりネットワーク』の初代編集代表であった藤岡信勝は、1987 年に、授業にお
ける教師の行為を「教授行為」とよび、次のように規定した（藤岡：1987, 178-179 ）。  
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  発問、指示、説明から始まって、教具の提示や子どもの討論の組織におよぶ、現
実に子どもと向き合う場面での、教師の子どもに対する多様な働きかけとその組み
合せ  
 
	 そして、授業の成否が実際の授業場面における教授行為に左右されることを示した。こ
こで「教授行為」という用語が誕生して以来、各方面でさまざまな教授行為研究が生まれ
ている7。藤岡は、さらに、『ストップモーション方式による授業研究の方法』（藤岡：1991）
を発表し、実際の授業で起こる教師の教授行為や教師の意図に着目した授業研究を推奨し
ている。  
	 また、吉崎静夫が 1983 年に発表した「授業実施過程における教師の意思決定」（吉崎：  
1983）は、教師の意思決定が授業の成否にかかる重要な教授スキルであるという視点が当
時大きな話題を呼び、各教科で取り上げられた。  
	 これらは、これまで授業研究で見過ごされがちであった、実際の授業過程のできごとに
着目した研究である。  
	 さらに、学習者論としては、たとえば 1993 年には、Lave, J.（レイブ）と Wenger,E.（ウ
ェンガー）の Situated Learning : Peripheral Participation（Lave. Wenger：1991）が、我が国
で佐伯胖によって『状況に埋め込まれた学習－正統的周辺参加』（佐伯：1993）として訳
され、大きな話題を呼んだ。これらにおいては、学習を学習者が獲得する命題的知識から
ではなく、学習者の社会的・文化的共同参加の状況の中でとらえる。  
	 佐藤学は、1993 年当時、「近代の学校を特徴づけてきた画一性と効率性を二大原理とす
る授業のシステムと『教え』と『学び』の関係と構造そのものが問い直され、新たに解体
され再編されようとしている」と述べている（佐藤：1996, 154）。佐藤は、なかでも社会
的構成主義8に触れ、それにおける学びは共同体的・社会的に認識され、環境との交渉だけ
でなく、人と人のコミュニケーションを基礎としている点に特徴を有している」という（佐
藤：1996, 160）。  
	 これらに呼応するように、学習指導要領の学力観も変化した。1989 年（平成元年）改訂
の学習指導要領においては新学力観が示され、「自ら学ぶ意欲」や「社会の変化に主体的に
対応できる能力の育成」等が掲げられた。この学習指導要領の「第１章総則」の「第１教
育課程編成の一般方針」には、「学校の教育活動を進めるに当たっては、自ら学ぶ意欲と
社会の変化に主体的に対応できる能力の育成を図るとともに、普遍的・基本的な内容の指
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導を徹底し、個性を生かす教育の充実に努めなければならない」と記載されている。つま
り、個が共同体にかかわっていく点からも学力をとらえるようになったのである。  
	 このような状況から、「教育内容」概念にも変化が見られた。佐藤によれば、社会的構
成主義においては「教育内容の意味は、所与の知識として存在するのではなく、教師と子
ども、あるいは子ども相互の社会的コミュニケーションにおいて生成されるものであり、
相互主体的な実践を通して構成」（佐藤：1996, 171-172）される。つまり、教育内容はあ
らかじめ用意された客観的な知識として獲得させるものではなく、社会的な関係性の中で
生成されるという形で獲得されるものととらえられるようになってきたというのである。  
	 それに対して、佐藤は、さらに「教室における学びの実践」は「対象世界（教育内容）
の意味と関わりを構成する認知的実践（世界づくり）とその認知的過程を通して対人関係
を築いたり修復したりする社会的実践（仲間づくり）とその過程を通して自己を構成しそ
の存在価値を探る倫理的実践（自分さがし）の三つの統一的な複合」（佐藤：1996, 173）
であるとする見解を示している。そして、「子どもが何かを学んでいるとき、その経験に
おいて、教育内容の意味が構成されているだけでなく、教師や仲間との関わりが再構成さ
れているのである」（佐藤：1996, 173）と述べている。  
	 このように、教育内容は、他者との関係性の中で構成されるものととらえられるように
なり、客観的で自明な教育内容という捉え方自体に変化が起きていることがわかる。しか
し、佐藤は、教育内容は「所与の知識」としての存在ではないとしているものの、学びの
実践は教育内容に対する認知的実践が基盤ととらえており、教育内容の存在そのものを否
定しているわけではない。  
 
３	 授業システムの転換と教育内容論の新たな展開  
	 このような状況を受け、1990 年代においては、千成らの教育内容論とその授業構成にお
いても新たな展開が見られるようになった。  
	 八木は、これらに関して、1990 年代に、主に以下のような論文を発表している。  
「音楽の授業における教師の意思決定に関する一考察」（八木：1991a）  
「音楽科の授業モデルとシステムに関する研究」（八木：1991b）  
「研究の動向	 音楽教育研究の抽象から具体へ」（八木：1991c）  
「授業システムと自己学習力」（八木：1991d）  
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 八木はあわせて、日本音楽教育学会において、吉田らとともに、1993、1994 年度の 2 年
にわたって課題研究「授業研究の『方法』を創る」のシンポジウムを行っている（八木：
1993、八木：1994a）。  
	 八木は、まず「音楽の授業における教師の意思決定に関する一考察」（八木：1991a）に
おいて授業過程の問題に触れている（八木：1991a, 43）。  
 
	 授業における教育内容、教材の重要性については論をまたない。しかし、これは授
業を成立させるための一方の要件であるにすぎない。教育内容、教材が授業を構成す
る内容的要素であるとするなら、一方、授業における作用的要素とでもいうべきつぎ
のようなものが存在している。  
 
	 こうして、授業過程において教師が子どもに行う働きかけに触れ、「実際の授業の成否は、
教育内容、教材などの内容的要素と同時に、この作用的要素の巧拙によって左右される」
（八木：1991a, 43）ことに言及したのである。そして、音楽科の実際の授業から、「授業に
おける意思決定に関して、教授行為についてのレパートリーと、教授行為の系列を瞬間的
に組替える能力が必要である」（八木：1991a, 51）と述べた。  
	 このような授業過程の教師の意思決定や教授行為への着目については、さらに、「研究の
動向	 音楽教育研究の抽象から具体へ」（八木：1991c）に詳しい。ここでは、藤岡になら
って、授業研究を次の４つに分類している（八木：1991c, 86）9。  
	 ①授業における教育内容に関する研究	 
	 ②教材に関する研究	 
	 ③教授行為に関する研究	 
	 ④学習者に関する研究	 
	 そして、それまで音楽の授業研究の中心はいわばハード面に関する①②のレベルに置か
れていたが、実際の授業には教育内容や教材と並ぶ大きなモメントが存在するとして、授
「音楽科における教育内容論の総括と課題」（八木：1994c）  
「本音の新たな復権−学校音楽教育理念の歴史的検討」（八木：1995）  
「音楽科におけるカリキュラムの今後の方向をめぐって」（八木：1998a）  
「教科教育の課題	 学びの意味の再構築」（八木：1999b）  
「音楽科の意味の創出」  （八木・川村・小室・島田：1999）  
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業のソフト面の研究として③の教授行為に関する研究を、そして学習者レベルの研究とし
て④の学習者に関する研究の重要性を指摘した。中でも 80 年代後半から意識的に行われる
ようになった、③の教授行為に関する研究のうち指示研究は、④の学習者レベルの研究を
内包し、①、②の研究とも切り離せないという。このことから、「指示という教授行為は、
じつは、授業を構成する要素−教師・教育内容・教材・学習者－をつなぐ縦糸的な役割を
もって」おり、指示研究は「小手先の指導技術研究」ではなく、「教育内容、教材、学習者
レベルの研究を結ぶ具体的なフェイズの研究である」と述べている（八木：1991c, 90）。  
	 授業過程に着目した論議は、さらに日本音楽教育学会におけるシンポジウムでも行われ
た。1993 年、1994 年と 2 年続けて「授業研究の『方法』を創る」というテーマでシンポジ
ウムが行われ、いずれも八木の司会のもと、1993 年が吉田、岡健、泉靖彦、1994 年が高須
一、藤川大祐、吉田孝で論じられている。  
	 1993 年の方のシンポジウムでは、吉田は、授業研究の対象を「授業過程、その前段階と
しての授業構成の過程、授業後の３つの段階における教師と学習者の行為と意識」とし、
授業研究の中心となるのは授業過程である、とした（吉田：1993b, 61）。岡は、子どもの
主体性を最大限尊重するような授業を対象とした場合、民族誌的方法が有効であることを
主張している。また、泉は、授業において、「動的な相互関係の分析だけでなく、授業全体
を包む目に見えない雰囲気にも着目することが重要である」（泉：1993）（下線・泉）と述べ
た。このような、三者の授業過程に注目した授業研究の発表を受けて、八木は、授業研究
における二つのステージを提示し、「教師の授業観、目標設定から始まって、教育内容、教
材等などいわば授業を成り立たせているファクターを取り出し、それについて研究してい
く」というステージに対して、「それら諸ファクターが実際の授業過程でどうからみあい、
どのような結果をもたらしているのか」を研究していくステージが今後課題であるとまと
めている（八木：1993b, 72）。	  
	 1994 年のシンポジウムでは、高須がまず、戦後授業研究史を振り返り、一定の評価をし
つつ、授業研究の客観化の限界等の課題をあげ、授業を「あるがまま」に捉えるという視
点から現象学的アプローチや民族誌的アプローチ、物語的アプローチの記述方法を提案し
た（高須：1994b）。藤川は、ストップモーション方式による授業研究を紹介し、教師の行
為の是非の「検討」ではなく、教師や子どもの行動の「解明」を行うという姿勢で行うべ
きであるという、授業過程の具体的な研究方法の提案を行った（藤川：1994）。吉田は、授
業づくりを対象化する−教師がどのような思いや願いをもって授業づくりを行ったか、教
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師やどのような手順や方法で授業づくりを行ったかを明らかにする−研究が必要であると
述べた（吉田：1994）。八木は三者の発表から、授業過程研究においては、授業の分析にと
どまらず、「教師や子どもの思い、考えを授業の事実から描き出す」方法の開発が大きな課
題であると締めくくっている（八木：1994a）。  
	 先に述べたように、吉田は、1982 年に、誰もが参加し、誰もが実践できるものとして、
授業構成の作業を以下のように定式化していた。（吉田：1982）  
  この一連の授業構成の作業においては、授業過程は（4）で取り上げられているが、これ  
はあくまで授業前に想定する授業過程の設定であった。そして、授業構成は授業前までの  
計画段階までの作業としてとらえられていた。それに対して、1990 年代には、授業研究と  
して、さらに実際の授業過程の教師の意図や教師の及ぼす作用の研究の必要性が取り上げ  
られたということができる。  
	 八木は、1987 年にも「音楽指導における指示語に関する一考察」（八木：1987b）で授業
における指示の問題を提起している。1980 年代に教育全般で起きた研究の動向がこの時期
以降取り入れられていると見てとることができよう。  
	 八木がもう一つこの時期に取り上げたのが、授業モデルや授業システムである。八木は、
「音楽科の授業モデルとシステムに関する研究」（八木：1991b）で、音楽科で行われてい
る授業モデルを、６つ－①合唱団モデル、②教科書モデル、③授業書モデル、④カウンセ
（1）  教育内容の設定  
	   先述の音楽的諸概念や下位概念から一つ選んで教育内容とし、内容を研究する。  
（2）  目標の設定  
	   （1）の教育内容を習得することがいかなる状態をさすのか、「感じることができ
る」「表現できる」「理解できる」という三形態から考える。  
（3）  教材の選択・組織化  
	   上述の有効な教材の条件にしたがって、教材を出しあい、子どもの学習過程にそ
って組織化する。感性的段階、意識化の段階、習熟の段階に分けて記述する。  
（4）  授業過程の設定  
	   授業計画、各授業の目標、教師の発言や活動、子どもの活動、予想される反応、
教材の提示の方法（教具）等をできるだけ具体的に、だれもが実践できるように記
述する。  
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リングモデル、⑤CAI モデル、⑥自己学習モデル−に分類した。そして、①②（④）を教師
主導目標達成型、③⑤を設計・システム型、⑥を情報提供・学習活動重視型と名付けた。
このうち、授業の目標として方向目標であるのは、⑥自己学習モデルだけである。八木は、
教師主導目標達成型や設計・システム型の授業の授業目標を到達目標から方向目標に変え
ることによって、クローズドシステムとして機能している授業をオープンシステムに替え
ることを提案した。「授業のすべてを教師が設計するのではなく、追究すべき課題や学習活
動を学習者に設計させる余地を拡大する」（八木：1991b, 20）ことによって、モデルの性
格が大きく変わっていくとしたのである。  
	 第１章でも述べたように、かつて、『達成目標を明確にした授業改造入門』（千成編：1982）
では、こう述べられている（千成編：1982, まえがき）。  
 
	 達成基準を明確にするということは、すべての子どもに、何を、なぜ、どこまで、  
どのように学ばせ、そしてまたどれ程その目標を子どもたちが身につけたかを測定  
評価し、その結果を検討することによって、この一連の学習手続きを反省し、授業  
をよりよいものに改めるという連鎖を、教師自身が限りなく押し進めていくことを  
意味するものである。  
 
	 ここでは、従来の伝統的な音楽教育の課題から、測定し得るもので授業を構成し、子ど
もたちを評価するということがめざされていた。つまり、到達目標型であることが出発点
でもあった。  
	 その目標の設定を方向目標にする、という提案は、大きな転換である。八木は、先の授
業モデルのうち、⑥の自己学習モデルは、創造的音楽学習に類する音楽づくりをその典型
としている。①－⑤まではこれまでの授業モデルとして存在していたものであったが、創
造的音楽学習については、先に述べたように、千成らの教育内容論と同時期に広がってい
ったものである。八木によれば、この授業モデルのシステムは、それまでの教育内容論中
で説明してきた、伝統的な授業にも、教育内容を中心とした授業にもない、新しいシステ
ムに依っているということになる。  
	 八木は、このようなモデルとシステムについての整理を皮切りに、教育内容を再考する
ことについて、「音楽科における教育内容論の総括と課題」（八木：1994c）において次のよ
うに述べている（八木：1994c, 10）。  
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千成氏の提起は、教育内容を明確にすることによって授業構成を意識化するとい
う意図を内包するものであった。  
さらに、教育内容をめぐって、いわゆる「新学力観」にかかわった課題への取り
組みの必要性についても提起しておかなければならない。「関心・意欲・態度」の
評価の重視という形で語られている「新学力観」は、態度的な学力や教育内容をめ
ぐって、新しい提起を行っているものと考えなければならない。（中略）いわゆる態
度主義的な学力観の問題についての私たちの基本的な考え方は、すでに 10 年前に
確認を行っている〈千成俊夫編：1982, 22-26〉。が、さまざまな意味でそれを再確
認し、また必要に応じて再構成することが、教育内容論に問われている課題でもあ
る。  
 
	 このような教育内容の再構成の観点から、この時期に八木が提案したのは、まず、音楽  
表現活動を通して行ってきた情操の育成や技術の追究を転換し、音楽について学習すると
いう方向で理念を構築し、人間と音楽とのかかわりを主たる教育内容とする、ということ
であった（八木：1995, 29-30）。さらにそれらは表３−６のようなカリキュラムの方向とし
ても提案された。表３−６に見られる「総合的学習」というのは、教育内容の抽象度を高
めるという角度10から得られる、教育内容中心の授業である。「総合的学習」の具体例には、
「日本人ってノンビリ屋さん？」「リズムを探せ」「ヘンデルのかつらのひみつ」「ヨーロッ
パ社会の変化と音楽」等々があげられており、  
これまでの音楽の教科の枠にとどまらない	  
事象まで広げた内容が想定できるものとなって  
いる。このような抽象度を高めることに加えて
「子どもたちが探究的に自ら『あばく』ような教
材の使い方や授業の構成を模索する」（八木：
1999b, 59）とし、先に述べた方向目標的な目標設
定への転換を提案している。  
	 このように、授業研究として授業過程に注目
してきたこと、授業システムを『新学力観』の
課題から編み直すことをめざしたこと、それに
小学校１、２、３年  
歌のレパートリーを増やす  
歌や音楽で遊ぶ  
つくって表現する（創造的音楽学習） 
小学校４、５、６年  
歌のレパートリーを増やす  
歌で遊ぶ  
つくって表現する（創造的音楽学習） 
総合的学習  
中学校  
選択音楽  
表３−６	 八木のカリキュラム
案  
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よって教育内容自体もその内容や抽象度からとらえなおす必要を示したことが、この時期
の教育内容論の大きな変化である。  
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註  
1  『指導計画の作成と学習指導	 小学校音楽指導資料』（文部省：1980）の 38-46 頁の記  
  載から、引用者が題材名を抜き出した。題材名は重複しているものもある。また、楽曲  
  による題材名は省略した。  
 
2   先に掲げた、単元例「楽しい合奏」（表３−１音楽の内容をまとめた単元例）などがそ  
  の一例であるといえるだろう。  
 
3   『教育学大事典』第４巻（第一法規、1978）の 202 頁から引用している。  
 
4   『昭和 50 年代における音楽科の題材構成：水戸市立新荘小学校の研究を中心に』（津  
  田：2001）の 39-40 頁の内容を引用者がまとめた。  
 
5 	 山本らは、ここでは「創造的音楽学習」と同じ活動を示すものとして「創造的音楽作  
	 り」という用語を使用していると考えられる。  
 
6   発刊当初は日本書籍であるが、現在は学事出版から出されている。  
 
7   数々見られるが、たとえば、音楽科においても 1994 年に篠原が教授行為について以下  
  の論文を発表している。篠原秀夫「音楽科における学習指導案に関する一考察：教授行  
  為の記述を中心に」（『北海道教育大学紀要第一部 C 教育科学編』44（2）, 251-265, 1994） 
 
8   佐藤は、ここでは、社会的構成主義の原語として social constructivism と social  
	 constructionism を並記している。（佐藤：1996,155）  
 
9   「研究の動向	 音楽教育研究の抽象から具体へ」（八木：1991c）の 86 頁の４つの分類  
  の見だしのみ引用者が抜粋した。  
 
10   教育内容の抽象度については、「音楽科における教育内容論の総括と課題」（八木：  
	 1994c）にくわしい。  
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第４章	 教育内容と授業構成論 
  
  千成らの教育内容論は、2000 年代になって、授業パラダイム転換の提唱や関係的な教育
内容論へと発展した。一方で、2008（平成 20）年告示の学習指導要領では、実体的な教育
内容として、音楽の要素を中心とした〔共通事項〕が示され、広く教育現場で追求されて
いくものとなった。  
	 第４章では、2000 年前後から現在にいたる教育内容とその授業構成論についてまとめ、
教育内容と授業構成の実際について検討し、教育内容論が提起された頃から現在にいたる
までの教育雑誌に見られる音楽授業の傾向と、小学校事例に見られる音楽づくりの授業の
変遷について分析した。  
 
第１節	 平成 20 年告示の学習指導要領における〔共通事項〕と教育内容論   
 
	 1977（昭和 52）年告示の学習指導要領に続いて、1989（平成元）年、1998（平成 10）年
告示の学習指導要領にいたる時期は、教師主導による系統的な学習から子どもの主体的な
活動重視の教育への転換がなされた時期であった。1989（平成元）年に改訂された学習指
導要領では「新しい学力観」（以下、「新学力観」が、そして 1998（平成 10）年に改訂され
た学習指導要領では「生きる力」が示されていることは周知のことである。  
	 そして現在、最も新しい学習指導要領が、2008（平成 20）年版である。文部科学省によ
れば、この学習指導要領は、以下のように、1998（平成 10）年告示の学習指導要領の「生
きる力」の育成の方向を示しながら、基礎的・基本的な知識・技能の定着とこれらを活用
する力の育成が加えてめざされているところが特徴である1。  
 
	     	 新しい学習指導要領は、子どもたちの現状をふまえ、「生きる力」を育むという	 	 	 	 	 
理念のもと、知識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現力などの育成を重視	 	 	 
しています。  
 
	 音楽科においては、領域は 1998（平成 10）年告示の学習指導要領と変わらずに「表現」
と「鑑賞」の二領域で示されているが、加えて〔共通事項〕が設定された。〔共通事項〕は、
整理すると、小学校、中学校音楽科においてそれぞれ次のように示されている。  
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 文部科学省初等中等教育局教育課程教科調査官である津田は、2011 年、学習指導要領全	  
面実施に当たっての課題をあげる中で、〔共通事項〕について次のように述べている（津田：
2011b, 11）。	  
 
 新学習指導要領では、音楽的な感受に相当する指導内容を〔共通事項〕事項アと  
して示し、〔共通事項〕を支えとしながら、思いや意図をもって表現したり、味わ
って聴いたりする力を育成することを重視している。  
 
  これは、2008（平成 20）年告示の学習指導要領の、改訂における〔共通事項〕のウエイ
トの大きさを示すものであろう。資料４−１のように、新しく示された評価の観点におい
ても、観点「音楽表現の創意工夫」及び「鑑賞の能力」の趣旨の前半部分に〔共通事項〕
（事項ア）に即した内容を明記したとされている（津田：2011a, 10）。	  
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小	 	 	 学	 	 	 校  
「A 表現」及び「B 鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。  
ア	 音楽を形づくっている要素のうち次の（ア）及び（イ）を聴き取り，それらの働きが生み出  
	 	 すよさや面白さ，美しさを感じ取ること。  
小学校第 1 学年及
び第 2 学年  
（ア）音色，リズム，速度，旋律，強弱，拍の流れやフレーズなどの音楽を特
徴  
	 	 付けている要素  
（イ）反復，問いと答えなどの音楽の仕組み  
小学校第 3 学年及
び第 4 学年  
（ア）音色，リズム，速度，旋律，強弱，音の重なり，音階や調，拍の流れや	 
	 	 	 フレーズなどの音楽を特徴付けている要素	 
（イ）反復，問いと答え，変化などの音楽の仕組み	 
小学校第 5 学年及
び第 6 学年  
（ア）音色，リズム，速度，旋律，強弱，音の重なりや和声の響き，音階や調， 
	 	 	 拍の流れやフレーズなどの音楽を特徴付けている要素  
（イ）反復，問いと答え，変化，音楽の縦と横の関係などの音楽の仕組み  
イ	 音符，休符，記号や音楽にかかわる用語について，音楽活動を通して理解すること。  
	 	 （注：第１学年及び第 2 学年には、冒頭に「身近な」がつく）  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 中	 	 	 学	 	 	 校  
A 表現」及び「B 鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。  
ア	 音色，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，構成などの音楽を形づくっている	  
	 	 要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受すること。  
イ	 音楽を形づくっている要素とそれらの働きを表す用語や記号などについて，音楽活動を通し  
	 	 て理解すること。  
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              資料４−１	 小学校音楽科の評価の観点及びその趣旨  
（津田：2011a, 11 より引用）（下線・津田） 
	 また、〔共通事項〕は、学習指導要領においては、「A 表現」及び「B 鑑賞」の指導を通
して，次の事項を指導する」とあるように、表現、鑑賞の指導を通して音楽の要素や仕組
みの感受や理解をすることになっている。それに対して、津田は、〔共通事項〕を支えと
して表現や鑑賞の力を育成するとしている。つまり、〔共通事項〕は、形式的な知識では
なく、音楽活動を通して理解し、さらにそれが表現力や鑑賞力に還元されるというように、
音楽活動の支えと考えられていることがわかる。これらは、まさに千成から始まる教育内
容論において提唱されてきた「音楽の基本的なもの」（千成：1980b）であり、その獲得を
めざす方向のものであった。1980 年の千成の提言以来、20 年以上経って学習指導要領で示
されるようになったことになる。音楽の要素や仕組みの学習の重要性が我が国の音楽教育
に広く定着してきたと見ることができるし、これによって、教育現場で、学習指導要領に
基づいた授業構成が広く実践的に研究されていく契機になったと見ることもできよう。  
	 〔共通事項〕については、我が国で創造的音楽学習を提唱し展開している一人である坪
能は、近年になって、創造的音楽学習は音楽構造とかかわった活動であり、〔共通事項〕に
つながっていると強調している。坪能は、2011 年、創造的音楽学習の根幹は「音そのもの
に着目し、『音を聴く・音を探す』ことを出発点としながら、自分たちの音楽の素材となる
音を『選び』、それを何らかの方法で組み合わせて時間的な流れの中におくこと」（坪能：
2011, 45）（下線・坪能）であったと述べた。そして、1989（平成元）年告示の学習指導要領の
時代について、学習指導要領内に「イ自由な発想で即興的に表現する」（５・６学年）とあ
ることから、「自由な発想」を支えるための、音楽をつくるための手掛かりや新たな枠組み
観
点  
音楽への関心・
意欲・態度  
音楽表現の創意工夫  音楽表現の技能  鑑賞の能力  
 
 
趣  
 
旨  
音楽に親しみ、
音や音楽に対す
る関心をもち、
音楽表現や鑑賞
の学習に自ら取
り組もうとす
る。  
 
 
音楽を形づくってい
る要素を聴き取り、
それらの働きが生み
出すよさや面白さな
どを感じ取りなが
ら、音楽表現を工夫
し、どのように表す
かについて思いや意
図を持っている。  
音楽表現をするた
めの基礎的な技能
を身に付け、歌っ
たり，楽器を演奏
したり、音楽をつ
くったりしてい
る。  
 
 
音楽を形づくっている
要素を聴き取り、それ
らの働きが生み出すよ
さや面白さなどを感じ
取りながら、楽曲の特
徴や演奏のよさなどを
考え、味わって聴いて
いる。  
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が明確ではない時代でもあった（坪能：2011, 45）と批判した。そして、このような状況
において転機となったのは、McNicol, Richard（マクニコル）の Great and Discover（McNicol：
1989）と Paynter, John らによる  Sound and Silence（Paynter＆Aston：1992）であるという。
坪能によれば、それらの中では音楽をつくる手掛かりをドローンやリズム・パターンなど
音楽構造に求める音楽づくりがめざされている。2008（平成 20）年改訂学習指導要領にお
ける〔共通事項〕の「音楽の仕組み」は、その流れの一環として位置づけることも可能で
あるというのである。  
	 しかし、我が国の創造的音楽学習の流れにおいて、そのような〔共通事項〕の位置づけ
にかかわるような音楽の要素や仕組みの理論・実践研究が系統的に行われてきたであろう
か。すでに述べてきたように、坪能とともに創造的音楽学習の理念を導入した山本は、
Creative Music Making の理論の紹介をしていく過程で、千成らのいう「音楽的概念」2と同
等のものを教育内容に位置づけた。しかし、続いて示した実践は、音楽教育現場において
「効果音」づくりに代表されるような音楽づくりにつながっていった3。坪能自身、創造的
音楽学習について「自ら音を探し、自由に創作する活動」（坪能：2004,53）と述べており、
「自由に創作する」中身を具体的に示してきたとはいいがたい。  
	 もちろん、先に述べてきたように、創造的音楽学習にとっても、その歴史的流れの中で
音楽的概念の重要性が意識されてこなかったわけではない。それは、山本が、創造的音楽
学習の系譜の中で、1907 年に設立された全米音楽教育者会議  Music Educators National 
Conference （以下、MENC）の 1959 年から 1973 年までの音楽カリキュラム改革運動をあ
げていることからも明らかである。  
	 山本は、音楽カリキュラム運動の中でも S＆S（Paynter＆Aston：1970）にかかわりが深
いものとして、現代音楽計画 Contemporary Music Project（以下、CMP）のパイロット研究
報告書である Experiments in Musical Creativity （1966）4をあげ、また CMP において創造
的音楽学習の方向を展開した論文として、MENC の機関誌からたとえばエリオット（Elliot, 
David J.）の名前をあげている。そのエリオットは、レゲレスキ（Regelski, Thomas A.）ら
とともに、音楽的概念 Conceptual Approach を唱えた Reimer（ライマー）の A Philosophy of 
Music Education（Reimer：1970）に納められている Music Education as Aesthetic Education:The 
Music Program に対して真っ向から批判しているが、それはライマーが美的教育のために
習得をめざした音楽的概念を否定するものではなかった。エリオットも、形式的知識 formal 
knowledge として音楽的概念に相当する知識をあげているのである。  
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 それに関して、森薫（森：2009, 23）は次のように述べる。  
 
	 エリオットのいう形式的知識は客観的事物や概念、理論をさすことから、音楽
的概念にあたるといえる。彼によれば、形式的知識すなわち音楽的概念は、実際
の活動を通じて深められなければならない。ここまでは、リーマーのとった立場
と一致しているが、大きく異なる点がある。それは、音楽活動があくまで中心を
成すために、予めどの音楽的概念を教えるかを指導者が設定することを認めない
という点である。彼によれば、教師が考慮すべきポイントは、どの音楽的概念を
教えるか、ではなく、生徒の音楽活動が進んでいく中で、いつ、どのようにして
音楽的概念を挿入句的に
・ ・ ・ ・
扱っていくのか、ということになる。（傍点・森） 
 
	 つまり、創造的音楽学習の系譜の中でも音楽的概念の存在は認められているが、実践に
おいては、設定はなされず、活動の中で教師の見極めによって組み込まれるものであった。  
	 高須も創造的音楽学習における音楽的概念の位置づけについて、同様の見解を次のよう
に示している（高須：1996a, 101）。  
 
	 〈創造的音楽学習は、〉音・音楽づくり（作曲）という「新たなものをつくる」
活動を通して、教師が子どものもつ創造力の発見とその育成を図ろうとすることで
ある。そして創造力育成を裏付けるものとして、知的概念の習得を位置付けるとい
うことである。（中略）教師の示す題材や教材を出発点としながらも、子どもの学習
活動は基本的に、個々の子ども独自の「つくる」過程となる。すなわち、子どもは
あらかじめ用意された知的概念を習得するのではなく、音楽的所産をつくる各自の
過程において、自分の所産形成に必要となる知的概念を取捨選択し、習得すること
になる。（中略）教師は、所産形式の過程においてそれが音楽的に脈絡のあるものと
なるために必要となる知的概念をヒントとして与えたり、所産形成を方向付けたり、
構造化する手だてを示したりするわけである。  
 
	 ここからも、創作の過程で必要となる音楽的概念が取り上げられるという、創造的音楽
学習における音楽的概念の位置づけが窺える。さらに、高須は、続けて、このような音楽
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的概念が体系化されない、あるいは意識されない点についても述べている（高須：1996a, 
102）。  
 
	 〈創造的音楽学習は〉子ども中心主義的性格と体系化されない知的概念を教育内
容とする点から、知的概念の教授=学習を二次的なものとして、活動主義の授業と
して捉えられるきらいがあった。Paynter など創造的音楽学習の提唱者達がこの知的
概念について明確な概念規定を行ってこなかったことも活動主義と捉えられる原
因となったと言ってよい。  
 
	 高須は、これらから、我が国における導入においても実践上目的が不明確な授業等が多
くあらわれたと括っている。  
	 つまり、坪能がいうように、Paynter の Sound and Structure（Paynter：1992）等において、
「音楽構造に求める音楽づくり」がめざされていたとしても、我が国に導入された創造的
音楽学習の実践研究において、そのような授業における音楽的概念の「挿入」については
これまで特に意識されていない。さらに、効果音的な実践が多くなっていっている状況を
みれば、〔共通事項〕にあげられた「音楽の仕組み」につながっていったということは考え
にくい。  
	 そうすると、1980 年の千成提言により、音楽教育においてはじめて教育内容概念を導入
し、その後教育内容を中心とした授業構成理論や実際の授業プランの開発に着手した千成
らの教育内容論の流れが、〔共通事項〕に最も直接的な影響を与えた、と見ることができる
であろう。  
	 〔共通事項〕に関して、八木は 2010 年に言及している（八木・川村：2010）。その中で
は、八木は、〔共通事項〕が、昭和 30〜40 年代の「基礎」の問題の再来とならないか、ま
た楽典的な内容の指導に終始しないかということを危惧しつつ、〔共通事項〕の本来的意味
を考えれば音楽的概念を教育内容とした授業構成の展開の可能性が開かれると述べている。
八木は同論文内で、津田も、〔共通事項〕に関連した授業の可能性として音楽的概念を教育
内容として設定し、さまざまな音楽活動から獲得していくことを示唆していることをあげ
ている。八木は、音楽的概念を獲得していくということは、「共通事項が単なる楽典的な理
解に陥る隘路を克服」（八木・川村：2010, 38）し、概念が「子どもたちの表現や鑑賞活動
の中で活かされ、音楽活動を豊かにしていく形で往還的に働くもの」（八木・川村：2010, 38）
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となるようにすべきであることを述べており、これまでの  千成らの教育内容論の授業構成
の考え方の根幹的な部分から〔共通事項〕の学習を検討していると見ることができよう。
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第２節	 教育内容論における関係論的視点  
 
	 1990 年代後半からは、第３章でも述べたように、学習指導要領において学習者の主体的
参加が強調されていったことと連動して学習者論の変容が見られ、授業研究に大きな変革
が起きた。佐藤学は、1996 年に佐伯（佐伯：1995）の論を引用しつつ、以下のように述べ
ている（佐藤：1996, 154）。  
 
	 授業改革の課題は多岐に及んでいるが、共通の課題として幅広い関心を集めてい  
るのが、学びの改革である。今進行している授業の改革は、学習者を知識や技能の  
受容者でとしてではなく、「意味」と「関わり」を構成する活動的な主体として積
極的に位置づけており、学びの活動を他者と協同で遂行する社会的過程における実
践として認識している。  
 
  佐藤は、さらに「『学びの共同体』を構成する中心的原理は、一人ひとりの学びの差異化
を通して教室に文化の多様性を実現することである」（佐藤：1996, 184）と言う。  
	 このような学習者論あるいは学力論は、音楽教育にも広がった。たとえば、島崎篤子は、
2007 年に次のように述べている（島崎：2007, 34）。  
 
   学力を「学んだ成果」だけに留めることなく、「学ぶ力（自ら学ぶ力）」を重視
することによって、学ぶ主体である子どもが学校の枠を越えて、未来につながる学
力を獲得していく姿が見えてくる。音楽教育においても、未来の音楽的な生活につ
ながる「学ぶ力」は大切に育てたい力である。  
 
	 こうした授業研究の変革に対して、千成らの教育内容論はどのように対応してきたであ
ろうか。  
	 2000 年に、八木は「音楽科の授業パラダイムの転換」（八木：2000）を発表した。同論
文において、八木は、80 年代以降、学校が校内暴力や学級崩壊などの課題を持つ一方で、
授業のパラダイムも大きく変わったと述べ、「粗く言えば、効率よく知識技術を指導すると
いうパラダイムから、思考力などの形式的能力育成に向けた支援パラダイムに変わってき
ている」（八木：2000, 80）と変化を語っている。そして、社会の大きな変化に対応するた
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めには、さらに「＜教師主導から子供主体へ＞に矮小化されない授業パラダイム転換への
視点」（八木：2000, 82）を明確にするべきだとした。そして	 舩橋一男のいう「対話によ
る学習者と世界・他者との関係と学習者自身の内的な意味世界双方の組み替えと豊穣化こ
そが『学び』と呼ばれる行為の全体像である」5を引用し、「上のような文脈での＜学び＞
を音楽科でいかに生成するかが、学びの意味の創出の基本的な視点となる」（八木：2000, 
87）として、音楽科の授業構造を見直すことが必要であると述べた。そして、フレイレ（Freire, 
Paulo）のいう「生成テーマ」的（小沢他訳：1979, 111）な学習内容の設定という方向性を
もつ、＜教師の知らない＞内容を設定することによって、授業における垂直的な権力構造
を水平的に替えることを提案している。  
	 さらに、2003 年には、川村とともに「競争と授業をめぐって」（八木・川村：2003）を
発表し、「競争」の観点から、授業における競争として、エミュレーションではなく協働
を生み出すコンペティションを提案（八木・川村：2003, 18）するとともに、学習内容や
コンペティションといった方向性の決定においても子どもたちが主体的に参加することを
保障すべき（八木・川村：2003, 21）であるとした。  
  2004 年になると、「授業構成論の諸相  －音楽の授業を中心として－」として、川村と
これまでの授業構成論の歴史として振り返っている（川村・八木：2004）。   
	 同論文では、授業構成論の歴史を振り返る時の三つの軸として、①教科専門中心から教
師の専門性へ、②名人芸から教育技術へ、③効率よく教えるから自ら学ぶ、共に学ぶへ、
を想定し、授業構成は、これらにそいつつ、その位相を変化させてきた、と述べている。	 
	 八木は、主に①の軸として、戦後まず発見されたのは、「質の高い教育内容研究によっ
て授業を構成する」（川村・八木：2004, 5）ということであったと述べる。次に発見され
たのは、教材の魅力を見抜く力である。教育内容に対する専門的な研究からだけではなく、
どのような教材が子どもたちにインパクトを与えたり、学習にいざなったりするのか、と
いう観点から教材を見抜く力が教師の専門性の一部を構成するという（川村・八木：2004, 
7）。  
	 さらに主に②の軸に進んで発見されたのが、教授行為の意識化である。教育内容研究に
授業構成の第一義を見出していた 50 年代、60 年代型の授業では関心が払われてこなかっ
た教授行為は、80 年代に入って意識化された。これにより、名人芸から教育技術への軸の
展開がはじまったと述べる（川村・八木：2004, 9）。  
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 そして、90 年代になると、主に③の軸にかかわって、授業をめぐる伝統的な常識を覆す
発見－授業は教師が教えるものではなく、子どもたちが学ぶもの、あるいは共同してつく
るもの－がなされた（川村・八木：2004, 9）。八木らは、それを、桂直美の「弥生時代の
土笛」の実践報告（桂：1994）をもとに説明し、三つの特徴を明らかにした。それは、教
師が一般的な意味での教えるという活動を行っていないこと、教師が知らない内容を教育
内容として設定しているということ、学習者を自ら動かすような場が設定されていること
である。そして、このような授業づくりのためには、授業を水平的な構造をもつように転
換することが必要であり、そのための一つの方法が、「子どもたちが学習に身を乗り出す
ような『場』の設定である」（（川村・八木：2004, 10）と提案した。  
	 さらに、2005 年には、この③の軸において範例的なシステムは創造的音楽学習であると
して、創造的音楽学習の授業論を検討している（川村・八木：2005）。八木らは、しかし、
本来であれば、創造的音楽学習は、伝統的なパラダイムにおける実体論的な授業観に対し
て、関係論的な授業論を提案し得るはずであったのに対して、山本や高須らの述べる創造
的音楽学習は、次第に知的概念を実質陶冶するところに意味を見出し、実体論的な授業や
カリキュラム整備を図ってきたという。つまり、「子どもたちの外に存在する教育内容を、
子どもたちに内化させるという伝統的なパラダイムの延長線上に創造的音楽学習を位置づ
けた」（川村・八木：2005, 50）という。したがって、創造的音楽学習は、高須は実質陶
冶と形式陶冶を統一するものと置いているが、実際には従来の実質陶冶がベースになって
きた。関係論的な授業における教育内容は、先の「弥生時代の土笛」の実践のように、「実
体的なものではなく、その場に参加する者が共同的に生み出す『生成的な教育内容』」（川
村・八木：2005, 52）であると述べた。  
	 八木は、このように、2000 年以降、「教育内容」の枠組み、授業構成においてパラダイ
ムの転換をはかってきている。これらについては、さらに、次に述べるように、2005 年に
は教育内容から，2007 年、2010 年には教材や授業構成からの検討を加えている。  
	 まず、2005 年には、「音楽科における教育内容の再検討」（八木：2005）として、これ
までの教育内容をめぐる議論を整理し、実体的な教育内容と関係的な教育内容の双方の存
在を明らかにした。八木は、同論文で、1980 年以降の教育内容をめぐる議論から、教育内
容は、「（1）音楽的概念	 （２）技術	 （3）音楽についての知識	 （４）教材に内包さ
れるイメージやメッセージ（教師によって解釈されたもの）」（八木：2005, 24）に分類
することができるという。そして、このような教育内容の性格として、次を提示した。  
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（１）	 実体性  
（２）	 指導可能性	 	 	 	 	 獲得形態の記述性  
	 	 	 	 	 ↑↓	 	 	 	 	  
	 	 	 	 学習可能性	 	 	 	  指導過程の確定性  
           	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  （八木：2005, 24 より引用）  
 
	 つまり、子どもたちが獲得する対象として、実体として存在しているものを我々は教育
内容としてとらえてきたというわけである。これらに対して、八木は、再び「弥生時代の
土笛」の実践例をあげ、この授業における教育内容は、「授業の中で、音、音楽、子ども
たち、教師の、まさに『関係』から生成される」教育内容であり、「他者の声に触発され
応答し自らの意味を編み直すという形で作用」する（八木：2005, 27）。このようにとら
えられる教育内容は、獲得形態があらかじめ想定できるものでも、実体的にあらかじめ確
定し得るものでもない。しかし、それらは、八木によれば、「授業の中でそれぞれの意味
を生成し編み直していくという点で、教育内容としての重要な役割を果たして」（八木：
2005, 27）いる。戦後の教育が、合理主義的な発想のもとにいかに効率よく教育内容を獲
得させるかが目指されてきたのに対して、学ぶことを豊かにするために関係論的な教育内
容が重要だというわけである。したがって、実体的な教育内容と関係的な教育内容は二者
択一的な議論でとらえるのではなく、教育内容との対応で授業構成を変えていく柔軟性が
重要だと括っている。  
	 さらに、2007 年には教材概念の検討として、「音楽科における教材概念の検討と授業の
構成」（八木：2007）を発表した。ここでは、音楽科の教材を、その歴史的な流れにそっ
て、「解釈」「構成」「生成」というキーワードで整理している。つまり、授業構成にお
いて、音楽科において伝統的である、解釈するという作業が中心になる教材の捉え方から、
教育内容習得をめざして、教材を構成するということをめざす教材の捉え方への変遷をま
ず示した。そして、「つくって表現する活動」などに見られるように、授業で行うテーマ
は決まっているものの具体的な教育内容があらかじめ設定されていないような授業におい
ては、「教師あるいは教師と子どもとで共同的に設定された『場』から、相互作用の中で
共同的に表現する内容が生成」（八木：2007, 49）されるとして、「場」そのものが教材
として捉えられるとした。八木によれば、このような「『場』に代表されるような教材は、
そこから新たな教育内容を生成させる役割」（八木：2007, 49）を果たす。  
  156 
	 同様の教材概念については、2008 年の「音楽科における教材とは」（八木：2008）にお
いても述べられている。教材概念の変遷を組み込み、幅広い授業構成を整理しようとして
いることがわかる。  
	 また、関係的な教育内容に関連する授業構成の問題として、2007 年に、川村とともに「学
習活動と授業構成に関する一考察  －活動主義批判の検討を中心に－」（八木・川村：2007）
を発表し、活動主義批判を検討している。1977（昭和 52）年に改訂された時に転換のきざ
しが見えた学習指導要領は、平成元年改訂で「新学力観」を打ち出し、子どもの主体性が
尊重され、いわゆる「指導から支援へ」とする実践が教育現場に広まった。それによって、
支援中心の授業が展開されていく一方で、子どもたちの学習を指導していくという立場か
ら、それらを活動主義とした批判も生まれる状況となった。  
	 しかし、八木らは、そのような活動主義には、以下のような関係的な学力観が存在する
という（八木・川村：2007, 64）。  
 
	 こうした学びの先にある学力は、先に述べた実体的な学力観における学力とは方  
向を異にするものであろう。それは、子どもの外に実体的に存在しているものを内  
化して獲得する学力というよりもむしろ、学習内容や共に学ぶ者との関係の中から  
生成するものを大切にし、そのことによって子どもたちの中に起こるパースペクテ  
ィヴの変容としての学力である。こうした学力観をとりあえず関係的な学力観と位  
置づけておこう。  
 
  そして、先の活動主義批判は実体的な学力観から出されたものであり、活動主義におい
てとらえられるべき関係的な学力をとらえたものではないことを批判した。  
	 たとえば、ゲストティーチャーを呼んである教育内容を専門的立場から指導してもらう
というような時、実体的な教育内容として設定されるのは専門的知識であっても、子ども
はゲストティーチャーの生き方から価値観や人生観を揺さぶられることがある。このよう
な場合も学びは生起しているというのである。つまり、学びは「単眼的」（八木・川村：
2007, 64）でとらえられるものではなく、これまで実体的な教育内容の習得が強調されて
いた中で、関係的な学びが捨象されていったことをふりかえる必要があると述べている。
そうして、この二側面で教育内容をとらえる時、授業には次の三つのパターンがあるとし
た（八木・川村：2007, 64）。  
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 ①	 実体的な教育内容の獲得を直接めざす授業	 
	 	 	 ②	 実体的な教育内容を関係的な様子も含みながら獲得させる授業	 
	 	 	 	 	 	 ③	 関係的な教育内容を重視する授業  
 
  そして、設定する教育内容と授業の方法原理の適切性が重要なのだと説明している。  
	 このようにして見ると、2000 年代は、一方で〔共通事項〕の設置により、実体的な教育
内容として音楽的概念を設定することが一般的になった。他方、教育内容論においては、
さらに、授業構成を、子どもたちの音楽的探究の側面から確認しつつ、新たに関係的な教
育内容を重視する授業や「場」の教材性にふみ込んで論を展開してきているということが
できる。  
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第３節	 	 授業の展開と授業構成  
 
  吉田は、1982 年の教育内容の授業構成の定式化（吉田：1982）に続き、1985 年に音楽科
の授業を二つのタイプに類型化し、それぞれの授業構成の方法を以下のように示した（千
成・八木・吉田：1985, 20）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 （千成・八木・吉田：1985, 20 より引用）  
 
	 このような授業の定式化により、「教育内容」という用語が音楽科に定着し、様々な授業
プランが生まれたことは、前節までに述べたとおりである。教育内容の措定から始まる一
連の研究は、音楽科において、新たな授業構成の提案となったばかりでなく、授業研究を
授業構成の観点から行っていく契機となったということができる。  
	 このことは同時に、一定の授業構成を授業計画段階で確立していくという方向性が示さ
れたということを意味する。これは、音楽科の授業研究を、個々の教師の音楽的力量に解
消せず、授業構成に置く上で、必要なことであった。  
	 授業構成を授業計画段階で確立するという形は、近年ではもう一般化しているというこ
とができる。たとえば、以下のような文章からも明らかである。「本学の音楽科教員が授業
構成および教材研究を行い、実際に附属小学校において研究授業を実践・検証することを
通して（後略）」（斉藤・小笠原・山口：2009, 101）（下線・山中）。授業前に授業構成を確立し、
楽曲作品
教育内容A
教育内容B
教育内容C
教育内容D
教育内容
教材a
教材b
教材c
教材d
楽曲作品を前提とする授業
教育内容を前提とする授業
  159 
授業を展開する、という構図を見てとることができる。  
	 しかし、一方で、これまでの教育内容論においても取り上げられてきたように、授業過
程への着目や学習者論の進展によって、授業構成は、授業においては固定化されたもので
はないことが示されるようになってきた。教育内容を設定して計画段階において授業構成
をしていても、それは授業過程においてそのまま展開されるわけではない。当然のことな
がら、同じように計画していても、教師の意図や子どもとの関係の中で授業内容が異なっ
てくるのは明らかであり、結果として、授業構成は実際の授業過程によって変化する。ま
た、〔共通事項〕の導入により、ひとつの題材の中にいくつかの〔共通事項〕内の音楽要素
を教育内容として示している学習指導案が多く見られるようになった。このような複数の
教育内容をもつ授業においては、上記の枠内の「教育内容を前提とする授業」とは違うパ
ターンが見られるであろう。さらに、八木が述べているように、子どもの学びを重視した
場を設定する授業においては、教育内容は授業者と子どもたちが共同で編み出されるとと
らえられる。そこでは授業構成は授業前に予測不可能であり、授業の中でいわば即興的に
決まっていく。  
	 この節では、授業過程において変容する、あるいは授業前に予測不可能な授業構成の様
子を述べる。  
	  
１	 授業観・子ども観と授業の展開  
	 同じ授業構成を構想しても、実際の授業の展開は異なる。ここでは、2011 年に実施した、
新任教師 2 名（教師経験年数 1 年未満）と熟練教師（教師経験 31 年、初任者研修担当者）
が同一の授業案を元に行なった授業について見ていく（山中：2011）。今日ではいわゆる一
般的な授業である、  
	 授業の枠組みとしての授業構成は授業前に次のように決定し、授業者 3 名があらかじめ
確認しあっている。教育内容は「ダイナミクス」である。  
導	 入：ウォーミングアップ（遊び歌で拍の流れにのった身体運動を行う）  
展開①：「小さなはたけ」を、１番の「小さな」から 3 番の「大きな」まで、歌詞に	 
	 	 	 	 合う動作をつけて歌う（ダイナミクスを身体表現する）	 
展開②：「マエストロになろう」と呼びかけ、四拍子について説明する（四拍子を理	 
	 	 	 	 解する）	 
展開③：「小さなはたけ」の歌詞に合わせて四拍子の指揮をする（四拍子の基本的な	 
	 	 	 	 指揮で、ダイナミクスをあらわす）  
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 この授業における各教師の授業構成の細かな違いは、たとえば、表４−１の導入場面の  
ようにあらわれた。  
 
	 この場面は、導入場面であることから、授業の課題に向かって、子どもたちの意欲を喚
起する場面であることは明らかである。しかし、表４−１に示したように、新任教師 2 名の
授業では、説明→歌→歌＋動作、あるいは説明→動作→歌＋動作という比較的単純な構成
 
展開④：「はじけたはたけ」「なよなよしたはたけ」「おこったはたけ」「○○なはたけ」	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 （○○部分は各自で決める）の４課題を設定し、それぞれに応じた指揮と動	 	 
	 	 	 	 作を工夫する（指揮と歌で表現を工夫する）	 
展開⑤：各グループで、先の課題のどれか一つを担当し、指揮と表現を行う。	 
展開⑥：グループ活動	 
展開⑦：グループ発表を行う（他グループの指揮と歌による表現を見て、そのグルー
プがどの課題だったかを当てる。）	 
終	 結：課題に応じて指揮と表現ができたグループの指揮者をグランマエストロとる。 
 
表４−１	 導入場面の三者の教授行為  
 A 教諭（新任）	 	 B 教諭（新任）	 C 教諭	 （熟練）	 
「はい、きょうはちょっと
振り付けをしてもらいたい
と思います」  
	 	 	 	 	 	 ↓  
肩を叩いて歌いながら、1
フレーズずつ説明する。  
	 	 	 	 	 	 ↓  
「はい、みんな歌ってみま
す」  
	 	 	 	 	 	 ↓  
全曲通して、肩をたたいて
歌う。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（歌った回数：1）  
肩をたたく動作を説明す
る。  
	 	 	 	 	 ↓  
肩をたたく動作を全員で
行う。  
	 	 	 	 	 ↓  
「これ、音楽に合わせてや
ってみる？」  
	 	 	 	 	 ↓  
全曲通して、肩をたたいて
歌う。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（歌った回数：2）  
肩をたたきながら、小声で歌い、
この歌を知っているか問う。  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
全員で 1 番を歌う。教師は、一人
だけ肩たたきをしながら歌う。  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
指示を変えて、もう一度 1 番を歌
わせる。教師は、肩たたきをしな
がら歌う。  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
「先生、何をしてたかわかる？」	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
もう一度 1 番を歌う。  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
「すばらしい、さっそくまねでき
る」  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
もう一度 1 番を歌う。  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
「わかった？	 このルール」  
肩たたきの動作の説明をする。  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
全曲を通して肩をたたいて歌う。 
2、3 番で、参観者の方を向かせて、
参観者と一緒に歌う。  
 
（歌った回数：5）  
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を取ったのに対して、熟練教師は、歌の確認→歌→歌→発問→歌→評価→歌＋動作→説明
→歌＋動作という構成をし、指示や発問、評価を組み合わせ、子どもたちを活動に惹き付
けた。それによって、新任教師は、この場面で 1 回しか歌わせず、また動作は教えてやら
せる形を取っていたのに対して、熟練教師はあわせて 5 回、飽きることなく歌わせ、動作
も自分たちで見つけさせた。熟練教師が導入場面であるという場面の意図をふまえ、指示
や発問、評価を効果的に配した授業構成を行なっていることがわかる。  
さらに表４−２に示した終結場面では、新任教師らが前場面のグループ活動と無関係に
「上手」な指揮者を選ばせているのに対して、熟練教師は、前場面のグループ活動の結果
をふまえて、そのグループの指揮者と判断するという方法を取っている。新任教師らの場
面の構成では、その前の展開⑦との関係が子どもたちに見出しにくく、また「うまかった
人」の基準がわかりづらい。それに対して、熟練教師の場面構成は展開⑦と関連させてお
り、「グランマエストロ」とする基準を子どもたちが納得するものとなっている。この場面
の授業構成には、新任教師と熟練教師の表面的な授業技術の違いだけでなく、評価の観点
や子どもの育ちに対する意識の違いが影響している。そして、結果的に、子どもに対して、
「上手な指揮者」に対する選択に異なる価値観を与える授業となっている。  
	 以上の例で結果としてなされた授業構成の違いは、歌う回数や指示・発問等を授業計画
段階の授業構成の中であらかじめ決めておけば解消されるというものではない。計画段階
で予定していた授業構成が、場面をどうとらえるかといった授業者の授業観や、子どもの
育ちに対する意識によって変容する様子を示している。  
 
 
 
 
 
 
 
 
２	 複線的な教育内容による授業  
  〔共通事項〕の出現により、複数の〔共通事項〕を教育内容として設定する授業が出て
きた。一つの楽曲、あるいは複数の楽曲から見出すことができる、複数の〔共通事項〕を
表４−２	 終結場面（グランマエストロを決める）の三者の教授行為 
 A 教諭（新任）	 	 	 	 B 教諭（新任）	 	 	 	 	 C 教諭（熟練）	 
	 グループ発表後、各グループ
の指揮者を前に来させ、「○○
ちゃんがうまかったと思う
人？」と、拍手で最も上手な指
揮者をグランマエストロとす
る。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 グループ発表後、各グループ  
の指揮者を立たせて、拍手で上  
手な指揮者をグランマエスト
ロとする。  
 
	 グループ発表後、各グループ  
のカード課題を他グループの何  
人が当てることができたかを確  
認し、最もその人数が多かった  
班の指揮者をグランマエストロ  
とする。  
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教育内容として設定する授業は多い。ここでは、〔共通事項〕とはうたっていないが、いく
つかの教育内容を設定した授業として、2009 年に筑波大学附属小学校の高倉弘光氏が、高  
知市朝倉第二小学校で行った４年生音楽の授業を見ていく（山中：2010）。  
	 この授業は、特定の楽曲を設定した授業ではなく、また、ひとつの教育内容のみを設定  
して構成した授業でもない。四拍子や ABA 形式、速度、カノンなど、複数の教育内容の  
学習を並行して行なっている授業である。  
授業進行にしたがって取り上げられた教育内容の場面を追っていくと、表４−３のよう
になる。表４−３は、表の下に行くほど授業が進行していることをあらわし、表上の横帯
で示した教育内容が、授業のどの場面や教材で取り上げられたかを示している。  
	 この授業は、コミュニケーション以外に 5 つの教育内容が取り上げられている。「拍（四
拍子）」「ABA 形式」「速さ」「調」「カノン」である。その中で、四拍子や ABA 形式、速さ
は、いくつかの授業場面で取り上げられ、また最終場面で取り上げられていることなどか
ら、本時の中心的な教育内容であることがわかる。それに対して、調やカノンは、次時以
降の伏線的課題として取り上げられている。  
このような授業においては、教育内容は明確であるが、展開形式の一部は授業前に決定
できない。伏線としての教育内容は、授業場面の状況や子どもたちの気づきによって確定
してくるからである。  
導	 入：3 時のおやつゲーム  
展開①：音（音楽）にあわせて拍手・歩く・走る、音を聴く、さまざまな音価を体感	 	 
	 	 	 	 する	 
展開②：「アルプス一万尺」	 
	 	 	 	 	 テンポや調の違いを感じ取る。コミュニケーション	 
展開③：「なべなべそこぬけ」	 
	 	 	 	 	 コミュニケーション	 
展開④：「世界中の子どもたちが」	 
	 	 	 	 	 ABA 形式を体感する。	 
展開⑤：カノンの手遊び	 
	 	 	 	 	 	 	 	 カノンの体験。四拍子を体感する。	 
展開⑥：四拍子の指揮	 
	 	 	 	 	 四拍子の指揮をする。四拍子の意味を知る。	 
展開⑦：「カリンカ」の読解	 
	 	 	 	 四拍子の指揮をする。速度の変化を体感する。ABA 形式を理解する。  
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たとえば、この授業において、カノンの手遊びは、最初、曲にあわせて教師が行う 4 拍
分の動作を子どもたちが真似する遊びから始まった。高倉は、この遊びを 4 拍の遊びとし
て取り上げ、最初はそのまま真似をさせた。が、さらに「教師が動作を行い、それを子ど
もたちが真似している間に教師はもう次の動作を行う」という、ずれる遊びを提案した。
その時に子どもが「追いかけっこ？」ということばを発したのをとらえて、「音楽で追いか
けっこすることをカノンという」と、カノンの説明をした。つまり、状況を見てずれる遊
びを取り入れ、それに対する子どもの反応からカノンの説明に及んでいたのである。子ど
もたちの状況によっては四拍子の遊びでとどめていたはずであるし、子どもの発言がなけ
れば、中心的な課題でなかったカノンは、その説明まで行わず、カノンを体感させるのみ
にとどめていたかもしれない。  
このような複線的な教育内容を設定した授業構成の方法は、音楽科に伝統的な、ひとつ
の楽曲で複数の教育内容を教えるという方法とは異なり、また、教育内容をひとつにしぼ
る授業構成よりも子どもの学習課題や状況にそうという点で新しい。しかし、伝統的な授
業に要される、教師の解釈に子どもたちを近づけるための教師の手腕とは別の観点－いか
に子どもの様子を見ながら教育内容を取り上げていくか－から、教師の授業手腕が問われ  
 
 
 
	           コミュニ  
	          ケーション  	 拍・四拍子  	 ABA 形式  	 速さ   調  カノン  
	 	          3 時の  
         お や つ ゲ ー
ム  
	 	 3 時の  
おやつゲーム      
  音にあわせて      歩く等      
           アルプス  
           一万尺    
アルプス         
 一万尺  
アルプス  
一万尺   
           なべなべ  
            底抜け       
  	 世界中の  
子どもたちが	     
    カノン     手遊び     
カノン  
手遊び  
 四拍子の指揮      
    カリンカ  
 
	 カリンカ  
  
 カリンカ    
 
授
業  
進
行  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表４−３	 授業でとりあげられた各教育内容の学習場面 
  164 
る。中心的課題以外にどのような伏線的課題をもち、それを授業のどの状況や状態で出し
ていくか、という授業中の判断が複線的な教育内容の授業構成を決定していくのである。  
 
３	 関係論的な授業  
	 桂直美は、「『人間にとっての音楽とは何か』という問いを、自らの身体を通して問う」
（桂：2004, 110）ということを目的に含んで、20 時間構成の授業「大昔の謎」を提案した。
弥生時代の遺跡から出土した土笛と思われる土器を取り上げた授業である。  
	 桂は、この授業を、「子どもの経験の外部に存在する文化から抽出された教育内容の獲得
ではなく、子ども自身による意味生成、文化の創出としての学びを実現しようとし」（桂：
2004, 111）たと述べて、オープンエンドで構成している。  
子どもたちは、この土器が古代の人々にとってどのようなものであり得るのかという議
論を６時間続けたのち、音が出るのかを確かめるため、土をこね、土笛を作成して吹くと
いう体験をした。桂によって、最終授業の様子が記述されているが、その中に以下のよう
な部分がある（桂：2004, 108）  
 
①	 
みんなでひとしきり、吹きたいように吹いて、音をやめた時だった。  
「なんで、いきなり風が止まったんや。」とようすけがいう。風が、自分たちに答えて  
止まったと思い、喜んでいる。かんじは「樹が、もっと吹いてっていう」と思い、つよ  
しは「樹にとってはふえがおんがく」だと思った。  
 先生は「じゃ、今度は樹に聞かせてみようか。いくよ。」  
	 子どもたちは、上を見ながら、思い切り吹いた。高い音、低い音が混じり合っている。  
 
	 
②	 
	  それをきいて「ぼくは、風といっしょにふきたい」と、としゆきが言う。  
	 	 「なんで？」と先生  
	 	 「風と一緒になったら音がきれい」  
	 きいてみると、子どもたちは「風と一緒に吹きたい」という子と、「かぜがやんだとき  
	 に吹くのが好き」という子に分かれた。  
	 もう一度みんなで目をつぶって聴く。吹きたい子が代わる代わる吹く。  
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③	 
みつおにかわった。  
	 すー	 	 、すー	 	 、息漏れのような音がする。  
先生は言った。  
「せんせいにはきこえるけどな。」  
「ほんと、きこえる」  
「風のおとや！」  
「聞こえた」  
「聞こえた」  
「風のおと、ミッチー」  
「吹けへん子は、一番ええんやに。」  
「なんで？」と先生。  
「風のおとといっしょや。風のおとは、そんなに、ほんとうの笛みたいな音じゃな
い」  
	 	 	 	 （番号と下線・引用者）  
	 この授業においては、「土笛をつくって、みなで吹いてみる」という設定以外に、授業前
に細かく授業構成を計画することができないし、しようともしていない。桂によれば、授
業の途中で、子どもたちの問いが、土笛をつくった当初の目的である「この土器から本当
に音が出るのか、それはどんな音だったのか」という問いから、「どのように作れば良く音
が出るのか」という問いに変容していったことも容認しているほどである（桂：2004, 111）。
学習活動の流れに委ねていることがうかがえる。もし、教師が楽器の音としての追求や音
高に主眼を置いて計画していたら、事例の下線部のような教師の発言は生まれないだろう。 
	 しかしながら、この授業には教師の意図がないわけではない。上記の①〜③の記述を見
ると、この授業で教師は一貫して、子どもたちの発言や思いから、より「音をあじわう」
ことができるように発言していっていることがわかる。①では「樹に聞かせる」ことを提
案し、②では「風といっしょにふきたい」といった子どもの発言をもとに、「なんで？」と、
子どもたち自身にどのように音を味わっているのかを振り返させている。そして、③では、
息漏れのような音を「せんせいにはきこえる」と評価したことで、「風のおとや」「聞こえ
る」という発言を引き出し、「ほんとうの笛みたいな音じゃない」音を音として子どもたち
から価値づけることに成功している。  
	 桂によれば、教育内容は、先行する文化の与件となって子どもの学習を規定するもので
はなく、文化と子どもの経験とのそれぞれの関連において把握される（桂：2004, 109）。
教育内容をそのようにとらえる場合、授業構成は、「学習者共同体の内部での知識の生成と、
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その創造的な経験の意義の感得が目差される授業構成」（桂：2004, 110）となる。このよ
うな授業においては、あらかじめ計画はされ得ないが、「意図されており、その経験の成立
が心から望まれて」（桂：2004, 116）いる教師の思いがまずある。そして、授業の場面に
おいて、子どもたちが紆余曲折を経て自分たちでそれらを発見していくように、教師は、
子どもの様子や発言をとらえて発言し、授業を構成していっているのである。  
 
	 このように見てくると、 千成らの初期の教育内容論において示された授業構成の定式は、
現在では、それを足がかりにしながら、二つの視点から発展的にとらえていくべきという
ことができよう。ひとつは、授業構成は、授業過程において教師の状況判断や意図から変
化するという視点であるし、さらには教育内容の設定の仕方で新しい授業構成パターンが
生じているという視点である。  
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第４節	 	 教育内容と授業実践の動向	 
 
	 前章で、音楽的概念が教育内容として教育現場に定着していく様子を述べたが、それは
実際の授業としてどのようにあらわれてきたであろうか。また、八木のいう関係的な教育
内容が中心となる授業としては主に「音楽づくり」「創作」に関する授業が考えられるが、
これらはどのように実践されてきたであろうか。  
	 本節では、そのような視点から、教育雑誌に見られる音楽授業の動向と、音楽づくりの
授業の教育内容を検討する。  
	  
１	 教育雑誌に見られる音楽科の授業の動向  
  音楽教育において情報を発信している月刊雑誌として、『教育音楽小学校版』『教育音楽
中学高校版』（いずれも音楽之友社発行）がある。このうち、『教育音楽小学校版』では、
毎号の巻末に 1 学年から６学年の具体的な授業例や教材例あるいはカリキュラム例などの
事例を掲載している。本稿では『教育音楽小学校版』を対象にし、各号巻末の授業事例の
うち、具体的な授業例が掲載されているものを取り上げ、そこから音楽科の授業の動向を
見ていく。具体的な授業例は、音楽科で教育内容が措定された 1980 年をめどとし、傾向の
変化を見るためにその 2 年前の 1978 年から 2013 年まで抽出した。また、比較のために 1964
年の授業例を取り上げた。	  
	 全データは資料として巻末資料１に掲載するが、表４−４では、そのうち７つの授業例
をあげた。それぞれ、①1964（昭和 39）年、②1977（昭和 52）年、③1981（昭和 56）年、
④1987 年（昭和 62）年、⑤1994（平成６）年、⑥2002（平成 14）年、⑦2013（平成 25）
年である6。  
	 ①1964（昭和 39）年の事例は、「教材」として示された楽曲における授業事例となって
いる。巻末資料にも見られるように、1964 年後半は当時使われた「単元」や「主題」とい
う名称で授業事例がまとめられているが、前半は、「教材」と示されたひとつの楽曲を中心
に、そこから教育内容を取り出して授業を構成している。表４−４で示した 2 月の事例もそ
うである。しかし、1964 年は基礎学力の充実がめざされた 1958（昭和 33）年告示の学習
指導要領から、「基礎」領域が成立する 1968（昭和 43）年告示の学習指導要領に向かって
いる時代であり、各ねらいは、楽曲のイメージ等ではなく、「短調」「シンコペーション」
等の音楽の要素を主体としている。  
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 ②1977（昭和 52）年の事例では、そのような「教材」を中心とした授業構成が変化して
きている様子があらわれている。２、３、６学年で「教材」という括りがなく、縦笛との
出会い」「まず楽しく歌おう」といった題材様のタイトルがつけられ、教材を選択するとい
う形をとるようになっている。  
	 文部省から『小学校音楽指導資料	 指導計画の作成と学習指導』が示された 1980 年を越
えると、「題材」による授業構成は一気に増える。③1981（昭和 56）年の事例は、まさに
その状況を示している。あわせて、「やさしい心情」「曲想を感じ取って」「響きの美しさを
味わって」というように心情やイメージがねらいの前面に出てきており、1977（昭和 52）
年学習指導要領の影響がうかがえる。  
	 ④1987 年（昭和 62）年になると、③と同様に題材構成型であるが、「音色」「3 拍子」「リ
ズム」「ヘ長調」等の音楽要素がねらいに散見され、複数の楽曲を通じて「3 拍子」や「ヘ
長調」を学習させるような授業構成も見られる。音楽の要素が教育内容として定着し、教
育内容を中心とした授業構造も試みられるようになった様子がうかがえる。また、「楽しい
リズムで演奏しよう」の「はじめ、中、終りの工夫」等は「創造的音楽学習」の影響と考
えられよう。  
	 この傾向は、⑤1994（平成６）年にも引き継がれている。たとえば、「きらきら星をイン
ド風に」というのは千成らの教育内容論にもとづいて作成された授業プラン「変奏曲」が
先行例であると考えられるし、創作する活動をとるということから「創造的音楽学習」の
影響も考えられる。また、「自分たちのおはやしをつくろう」は、そのねらいから音楽構造
をもとに実質陶冶をめざすようになった「創造的音楽学習」が下地であると考えられる。  
	 ⑥2002（平成 14）年になると、授業事例として示されるものが減少している。この 10
月号でも、括弧で示している１、３、５年生の事例は、授業事例ではなく、教示例やアイ
デア例である7。授業事例として示されるものも、「絵を音楽に変身させよう」や「リサイ
クルを広げよう」「走れ、走れメロス」（オペレッタ）のように、合科的なもの、地域と連
携したもの等、長期的な活動を主体にしたものが多い。音楽を絵であらわしたり、地域と
かかわってリサイクルで自分たちの楽器を作成したり、オペレッタを作り上げたりと、学
習者の主体的な表現やかかわりが中心となっており、1989 年（平成元）年改訂学習指導要
領に示された新学力観の影響が色濃い。  
	 この傾向はしばらく続くが、学習者主体の授業は、学習者主体への切り替え方や学習者
同士のかかわり方が見えにくい。そのため、この巻末の事例は、授業事例よりも、たとえ
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ば 2006 年７月号で、「“教わる音楽”から“自ら学んでいく音楽”へと転換していくポイント」
（72 頁）や、「他者評価をもとに自分の演奏を見直していくステップの紹介」（69 頁）、「物
語音楽をつくる際の基本的な考え方」（67 頁）等が紹介されているといったように、学習
者主体の授業の方法に関する情報を記載していくことが多くなっている。  
	 そのような傾向が一変したのが、⑦2013（平成 25）年からである。授業事例はすべてひ
とつの楽曲を中心にしている。ただし、ひとつの楽曲教材からいくつかのねらいを設定し
ていた①や②とは異なり、ひとつの楽曲にほぼひとつのねらいを置き、教材と教育内容を
一対一に対応させていることがわかる。  
	 このように、雑誌『教育音楽−小学校版』で掲載された授業事例は、学習指導要領やこ
れまでの音楽教育の動向にそって変化してきている。①や②の教材中心型から③④で教育
内容中心型に変わり、⑤で創造的音楽学習の内容が多くなり、⑥では学習者主体型の授業
構成になっている。大きな流れとして、一楽曲から教育内容を引き出していた授業構成か
ら、教育内容あるいはテーマから授業を構成しようとする方向にかわってきた。あわせて、
学習スタイルもかわってきており、特に⑥は、①から見ると隔世の感がある。机に向かっ
てひとつの楽曲からさまざまなねらいの内容を学習するような形態から、子どもたちが自
分の机を離れてかかわってつくりあげていく学習になっている音楽の学習の変化が明らか
である。しかし、かかわる力、活用する力は重視されてきたが、それによって、教育内容
は明示しづらくなってしまった。学習者主体の授業においては、子どもたちが獲得するで
あろう教育内容は、想定されていても確定的ではない。⑦はそのような反動から、楽曲教
材と教育内容との対応をとらえていくように、事例のスタイルが変化している。  
	 表４−４では特徴的な年代の号の事例をあげたが、巻末資料における全体的な動向も同
様である。千成らの教育内容論に授業プランや「創造的音楽学習」をもとにした音楽づく
りは、次第に音楽教育現場の授業の上記のような変化に影響を与えてきたが、学習者主体
を重視する授業、合科的な授業が増えていくにつれ、授業構成が事例の中に示されなくな
り、教材主体に再帰してきたという傾向が見られる。  
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 表４−４	 『教育音楽	 小学校版』の音楽授業事例  
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２	 音楽づくりの授業に見られる教育内容  
	 先にも述べたように、八木は、本来であれば、創造的音楽学習は、伝統的なパラダイム
における実体論的な授業観に対して、関係論的な授業論を提案し得るはずであったと述べ
た。しかし、八木によれば、山本や高須らの述べる創造的音楽学習は、次第に知的概念を
実質陶冶するところに意味を見出し、実体論的な授業やカリキュラム整備を図ってきた。	  
	 実際に、高須らは、創造的音楽学習における「教育内容」を模索してきた。また、学習
指導要領においても、学校現場の音楽づくりが効果音的な音楽づくりになってしまったと
いう反省から、第８次学習指導要領に新設された〔共通事項〕事項アの（イ）「音楽の仕
組み」が音楽づくりの手掛かりになることが述べられており、音楽づくりにおける音楽の
要素や仕組みの学習について明らかにしようとしてきている。  
	 現場における音楽づくりの実践も、このような創造的音楽学習や音楽づくりの理論的傾
向を反映していると考えられる。本項では、その様子を、高知大学教育学部附属小学校の
音楽づくりの実践から検討する。  
	 高知大学教育学部附属小学校を取り上げたのは、1997（平成９）年から 2003（平成 15）
年まで、創造的音楽学習を推奨してきた坪能由紀子が高知大学に在籍しており、同教育学
部附属小学校は、坪能の影響を強く受けて授業研究を行ってきたからである。同小学校は、
坪能が異動してからも音楽づくりの授業を継続して行っており、2014 年度に出版された、
文部科学省国立教育研究政策所教育課程研究センターが製作した『小学校音楽映像指導資
料	 楽しく実践できる音楽づくり授業ガイド』8にも実施授業校のひとつとして映像で掲載
されている。このような経緯から、高知大学教育学部附属小学校の音楽実践研究において
は、現在に至るまで音楽づくりの授業が毎年行われており、1993（平成５）年〜2012（平
成 24）年までの音楽づくりの授業記録がある。その記録を稿末資料２のように整理した9。  
	 本項では、同校のこれまでの音楽づくりの全データをイメージ系、リズム系、ことば系、
旋法・調系、旋律・形式系の６つに分類した。そして、まず効果音的な音楽づくりになり
やすいとされたイメージ系の音楽づくりについて、表４−５にまとめた。そして、続けて、
その他の５つの系について、それぞれの傾向をまとめた。  
	 まず、表４−５においては、イメージをテーマとした音楽づくりが、1993 年から 2012 年
まで行われてきたことがわかる。1993 年から 1998 年までのものは、唯一 1995 年に「終り
の音は？」という音型に関する記述がみられるが、それ以外は音の高低、強弱、リズム、
重ね方等の音楽の要素は意識されているものの、音楽を構成していくための記述はない。  
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 表４−５  
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それに対して、2003 年からは、下線で示したように、ねらいに音楽の要素や仕組みにかん
して明確に示され、2004 年からは構成（始め方・終わり方）、音楽の盛り上がり・変化・
重なり、入る順番、音楽の構成、終止感や調性感というように、音楽の構成に関する記載
がなされるようになっている。つまり、効果音的な内容になりがちなイメージをテーマに
した音楽づくりにおいても、次第に「音素材」中心のねらいから、音楽としてのまとまり
に向けて「形式」を意識したねらいを持つようになっていることがわかる。  
	 音楽の要素や仕組みから音楽づくりを行い、音楽としてまとめていく傾向は、巻末の全
体資料でも朱書きで示したように、2000 年あたりからよく見られるようになる。  
 また、上のイメージ系の音楽づくり以外の、リズム系、ことば系、旋法・調系、旋律・形
式系に分類される音楽づくりについては、以下のような傾向が見られる。それぞれ、行わ
れた授業を年代順に整理し、傾向をまとめる。	  
①	 リズム系  
Q RPPQNZQSO 	% ³¯M	%yvcnu K+>6zG$kº(ze³¯si
Q RPPPNZQRO ³¯ ³¯¦³·±µvco~e »s#q{*³¯º ºµ«·±µyx{³¯¦³·±µ+k^
Q¶R QYYYNZQQO ³¯·µ ³¯µµ©´· vF~e >pqgsirp³¯µµ©´º%{/zruºn^
R RPPRNZQTO ¬¢§ ¬¢§\°¥µ{³¯vK+ ¬¢·§· ±µ
S RPPPNZQRO ³¯ ³¯§µ\£ ¡z{ruµµ©´ E	runK=nuµµ©´m^¸¬¢·¶§· ±µ¹
S RPPQNZQSO ¬¢§ ³¯§µ\¬¢·§· ±µke +>6zG$kº(ze³¯si
T QYYTNZMXO ³¯¸££µ¹ ££µ\³¯§µ_££µ`{§· z{ru ££µ{³¯§·µ	ru{?8y³¯B3³¯ti
T RPPPNZQRO ³¯¸££µ¹ ££µ\³¯§µ³¤´§·  ±µ ££µ{³¯§·µ5duºE{{+	rp?8y³¯0
T RPPUNZQWO ¬¢§ ¬¢·§· ±µ³¯v ¨·®µ ¬¢·§· ±µ+	rp³¯§·µti
T RPPUNZQWO ³¯¸L¹ L\³¯µµ©´f:{K+sie L	rp³¯#qµµ©´
T RPPYNZRQO ³¯¸f|k¹ f|k{³¯]}k}kvF~e
T RPQRNZRTO ³¯¸­³¹ ­³³¯{K+sie ­³³¯{hg4mjJ7j!lygK+si^
U QYYVNZMXO ³¯¸² ª¹ ² ª>pq{² ªK+sie
U RPPPNZQRO ³¯¸¯²µ¹ ¯²µ{³¯µ ©´ke ¯²µ{K+{2 ¸+{K@º³¯§·µºº,"{'¹9ºowz>pq{K+¸³¯µµ©´¹si^
U RPPRNZQTO ³¯¸­³¹ ­³³¯¨ {K+¶¨³{³¯ ¼{»%w¾{½%{­³³¯v?8z¼<{³¯§·µsi
V QYYXNZQPO ³¯¸² ª¹ ² ªK+vF~e [CA{³¯{%zru0m+kj¶J7j!l^
V RPQPNZRRO ³¯ _)1{K+`-
>pq{_)1{K+`sie a)1{K+bIDkº+({,"¶³¯{Hy¶³¯{;&^>³¯§·µ.u´·ªv³¯µµ©´m^
リズム系
 
 リズム系の授業は、１、1.2 年生10で基本的なリズムを使ったアンサンブルから、２、３
年生で８小節、重ねる、楽器を選択するなどの創作をしており、低学年はおおむね基本的
なリズム創作をしてきていると見ることができる。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 高学年では、４年生でトガトンやポリリズムの創作し、５、６年生でラップや「木片の
音楽」に向かい、高学年では、インターロッキング系重視の傾向がみられる。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 また、ボディーパーカッション、ラップ音楽がほぼ同じ内容で３、４年生、５、６年生
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で行われている。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 これらから、学年進行に大まかな順序性は見られるが、４年生からやや同一傾向のリズ
ムパターンを取り上げる傾向にあることがわかる。また、拍子系は三拍子がひとつ行われ
ているだけである。  
②	 ことば系  
 
 
 
 
 
 
	 主にことばをリズムにあてはめる活動になっている。  
③	 旋法、調系  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 全般的に、黒鍵、黒鍵・白鍵交互、ドリア、４音・５音など、使用する音を限定し、ド
ローン、パターン、メロディー、フィラーを用いて音楽を構成することが多い。表中１の
「おはなしとおんがく」ではお話のイメージと結びつけた活動になっているが、その他は、
ドローン等の形式を用いながら、音階や旋法のルールを用いることによって生じる音楽の
雰囲気を味わうものになっている。  
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ことば系
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3拍子、タタ、リズムチェ−ン、	 	 	 ボ
ディー パー カッション  
トガトン、
おはやし  
ことばと	 	 
リズム  
五音、ドリア、調  
ふしづくり  
ラップ	 
ガムラン 
ラップ、	 
木片  
抑揚、	 
語感  
日本の
節、民謡  
ガムラン
ブルース  
変奏曲  問いと	  
答え  
副次的	  
旋律  
ふし	 	 	 
パズル  
1 年   	 →  	  2 年  	  →   	 3 年	 	 →	 	 	 4 年	 	 	 →	 	 	 5 年	 	 →	 	 	 ６年	  
④	 旋律・形式系  
 
 
	 	  
 
 
 
 
 
	 ふしづくりから、副次的旋律、変奏へと学年進行している。ふしづくりにおいては、「問
いと応え」や「合いの手」以外に副次的旋律と変奏曲の形式が多く使用されており、子ど
もたちの音楽づくりに使用しやすい形式が固定化している様子がうかがえる。	 	  
	 以上をまとめると、以下のような表・図になる。  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１年  ２年  ３年  ４年  ５年  ６年  
リズム系  
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 これらから、1993（平成５）年から 2012（平成 24）年までの高知大学教育学部附属小学
校の音楽づくりにおいては、意図的に音楽の要素や仕組みを音楽づくりのルールとして活
用している様子がわかる。八木が、創造的音楽学習が「子どもたちの外に存在する教育内
容を、子どもたちに内化させるという伝統的なパラダイムの延長線上に」（八木・川村：
2005）位置づけられたと批判した様子が、教育現場の音楽づくりにもおよんでいるという
ことになる。  
	 しかし、これは、必ずしも否定的にはとらえきれない。2013 年度に別途行った高知大学
教育学部附属小学校全児童対象の調査においては、子どもたちが好んで活動した音楽づく
りは、イメージから音楽をつくる自由度が高いものよりも、ルールにしたがって行う音楽
づくりであった。ルールにしたがう音楽づくりは、同じような規格の作品ができるわけで
はなく、ルールにそいながらまったく違う作品が生まれる。子どもたちにはその様子が印
象的だったのではないかと推察することができる（山中・中山・間島・渡邊：2014）。  
	 八木は、先に述べたように、実体的な教育内容と関係的な教育内容は二者択一的な議論
でとらえるのではなく、教育内容との対応で授業構成を変えていく柔軟性が重要だと括り、
次の三つの授業のパターンを示している。  
①	 実体的な教育内容の獲得を直接めざす授業	 
②	 実体的な教育内容を関係的な様子も含みながら獲得させる授業	 
③	 関係的な教育内容を重視する授業	 
	 このパターンで見れば、教育内容を中心とした授業構成は①に該当し、八木によれば、
創造的音楽学習は本来なら③の代表的な授業になるものであった。しかし、現場における
音楽づくりは、②として有効に機能していることがわかる。課題としては、使用する音楽
の要素や仕組みがほぼ限定されていることと、音楽づくりのルールとして活用するという
視点であるため、あらかじめ与えられる形で取り入れられており、音楽の要素や仕組みを
概念として学習し得ているかどうかについては保障していないということである。  
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終章	 音楽科の教育内容の課題と展望 
 
	 本章では、本研究全体を総括し、授業構成と関連させつつ音楽科における教育内容研究
の課題について述べることにする。  
	 音楽科において、千成らの教育内容論が提唱されることによって論議が巻き起こり、そ
れによって、教育内容が意識され、教師の勘やコツに解消されない授業構成論が展開され
るようになったことについては、すでに一定の評価がなされている。その結果、音楽教育
においては、教育内容の存在自体については認識され、千成らの教育内容論を真っ向から
批判してきた創造的音楽学習においても、教育内容について定義が試みられるようになっ
た。また、教育内容論における関係論的な教育内容の提唱は、新たな授業構成の可能性を
示すものとなっている。  
	 一方で、音楽科の教育内容をめぐっては、まだ検討が必要な課題も多く残されている。  
	 第一は、音楽科の教育内容そのものの規定である。まず、千成が「音楽の基本的なもの」
として掲げた、「メロディー、調、音階（さまざまな旋法を含めた一定の音の相互関係の組
織体）リズム、形式、音色、ダイナミクス、テンポなど」（千成：1980b）は、音楽の構成
要素なのか、属性なのか、音楽的概念なのか、表現手段なのか、あるいは、知的概念なの
かが明確でない。それらは、これまで千成らの教育内容論の中で、教育内容としての存在
価値との関連において様々に呼ばれてきた。結局何と呼ばれるのがふさわしいのか。また、
その「音楽の基本的なもの」としてリズム、形式、フレーズ、音階、調、形式等が具体的
にあげられてきたが、それらは議論の中でそのつど少しずつ異なり、一定ではない。何が
教育内容として「音楽の基本的なもの」に該当するのか。さらに、たとえば、リズムを取
り上げるとして、リズムの何をどこまで教えるのか、リズムの下位概念とその段階性等は
明らかにされていない。つまり、教育内容として取り上げる「音楽の基本的なもの」の名
称およびスコープとシークエンスが定まっていないのである。そして、教育内容と随伴的
あるいは発展的と呼び表されてきた教育内容との関係はどう整理できるのか。  
	 第二は、教育内容と技能の関係である。教育内容を学習するということは何を身につけ
るということなのか。技能は学力とかかわってどのようにとらえればいいのか。  
	 第三は、授業構成にかかわって、教育内容と〔共通事項〕にかかわる問題である。千成
が教育内容を提起した背景には、直接的な音楽体験から生じ、シンボルシステムによって
概念を操作把握していく学習が目ざされていた（第１章を参照）。このことは、2008（平成
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20）年学習指導要領において、教育内容が〔共通事項〕で示されることによって、授業や
授業に取り上げる教材の中でさらに意識されるようになってきた。しかし、学習指導案に
見られる共通事項は複数並記され、単に授業で取り上げる楽曲に特徴的にあらわれる事項
あるいは指導上留意すべき事項として扱われることが少なくない。つまり、現在の〔共通
事項〕の授業には、概念を操作把握していくような授業構成がほとんど見られないのであ
る。また、〔共通事項〕が示されることにともなって教科書教材にも問題が生じている。明
らかに音階や拍といった〔共通事項〕を学ぶために作曲された楽曲が掲載されるようにな
ったのである。それは、文化財としての楽曲教材を変質させてしまう事態を引き起こしか
ねない問題であろう。  
	 本研究の結びとしてこれらの課題に対して、自説と展望を述べてみたい。  
 
第１節	 音楽科の教育内容  
 
１	 音楽的概念と音楽の要素  
	 先に述べたように、千成が「音楽の基本的なもの」として掲げた「メロディー、調、音
階（さまざまな旋法を含めた一定の音の相互関係の組織体）リズム、形式、音色、ダイナ
ミクス、テンポなど」は、千成らの教育内容論の中で、さまざまに呼び表されてきた。諸
属性と記載されることもあったし、知的概念あるいは音楽的概念として取り上げられたり、
表現手段として示されたりした。これらは、「リズム、メロディー、ハーモニー」をごく一
般的に音楽の三要素といいあらわすように、広く「要素」と呼ばれるものである。それら
をなぜいいかえる必要があったのか。そして、なぜ様々に呼び方が変わったのか。  
	 それは、「要素」ということばが、「音楽の基本的なもの」を教育内容として学習してい
く過程を想起させないと考えられたからであろう。「要素」ということばは、「ある物事を
成り立たせている成分」1というように説明される。千成らの教育内容論においては「音楽
の基本的なもの」を成分として存在するものとしてだけ確認させるような学習を良しとせ
ず、「音楽の基本的なもの」を概念化していく過程を授業構成に期待したのである。  
	 概念化については、難波の次のような説明が適切であろう。「概念が存在するためには、
まず複数の事象に共通の特徴を同定する必要があり、さらにそのようにして同定された特
徴に対応する、言語的、慣習的な＜しるし、シンボル、名称、指示物＞が検出され、それ
が規則的、安定的に用いられる場合に、一つの概念が獲得される」（難波：2000, 225）  
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 難波のこのような説明をなぞるように、千成らは音楽の授業における「音楽の基本的な
もの」の概念化についてこれまでに具体的に述べてきた。まず、千成は、すべての音楽学
習は直接的な音楽体験から生じ、シンボルシステムによって概念を操作把握していくこと
から成長発達という現象が継起していくと述べた（第１章を参照）。吉田は、そのような概
念の獲得について、教育内容としての観点の一つから「それを習得することによって、個
別の楽曲を教えられなくても、自力で主体的に数多くの楽曲に立ち向かえる内容であるこ
と」と述べた（第１章を参照）さらに、八木は、概念把握の過程について、音楽活動をと
もなって感じるレベル、それを抽象化して理解するレベル、さらにそれを具体化し表現す
るレベル、の三つのレベルで獲得されていくものであると説明している。  
	 「音楽の基本的なもの」は、千成らの教育内容論の中で「音楽的概念」という用語が最
も多く使用されているが、その背景には、このように概念として獲得することまで含み込
んだ状況があることがわかる。  
	 「音楽的概念」という用語は、たとえば「拍子の概念を教える」といった教育内容中心
の教材構成を行った授業構成においては、的確に内容を表現する用語であった。しかし、
より関係的な授業構成では、子どもが「音楽の基本的なもの」を概念化していく方向は見
えにくい。また、〔共通事項〕を設定した授業に多く見られるように、「音楽の基本的なも
の」は学習させるが、概念化までねらっていない授業も多い。そのような授業がある中で、
「音楽の基本的なもの」と同じものを指しながら、「要素」としたり「音楽的概念」と呼ん
だりするのは混乱を招くことにもなるだろう。  
	 また、「音楽的概念」は、八木によって、中野の芸術過程の図を参考にしながら、「表現
手段」の一つとしても取り上げられた（第２章を参照）。「音楽的概念」は、たとえば、エ
リオットが Formal Knowledge といいあらわしているように、Conceptual Approach において
知的な概念として紹介されてきた。我が国においては、八木が述べているように知的な学
習を排除する傾向があり、「音楽的概念」を取り上げることについて「生きた音楽経験の内
実が空洞化する」（山本：1982a）等の批判が見られた。「表現手段」の一つであるという説
明は、これらの批判に対して、「音楽的概念」がまさにそのような音楽経験のループの中に
存在するということを示したものだと推察することができる。しかしながら、八木は、表
現手段の説明において、表現手段のサブカテゴリを、①音楽的概念、②演奏技術体系にお
ける法則性、③音楽学の諸成果としながら、サブカテゴリの④として、「楽曲に対象化され
ている世界観やイメージなどと表現手段との相関の様態」を置いた。このように、表現手
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段のサブカテゴリの一つに表現手段との相関を置くという構図は、わかりにくさを産んで
いる。  
	 千成のいう「音楽の基本的なもの」は、学習指導要領の〔共通事項〕においても、小学
校と中学校で違う表記がなされた。小学校学習指導要領では、「音楽を特徴づける要素」と
「音楽の仕組み」にわけて示され、中学校学習指導要領では「音楽を形づくっている要素」
といいあらわされている。小学校と中学校との指導要領においていいあらわし方が異なっ
ていることは、指導現場にとって大変重大な問題である。しかしながら、学習指導要領に
おいて〔共通事項〕が設定されたことは、従来「要素」といいあらわされていた事柄が、
指導要領において、音楽を構成するものであるとしてとらえられるようになったと見るこ
とができる。  
	 我々が音楽を表現したり鑑賞したりする時に、第一義的にとらえるのは音（音色、音高、
長さ）と音の構成である。どんなイメージも楽曲の背景も、鳴り響く音との関連なくして
はあり得ない。〔共通事項〕の設定の背景には、そのことがだんだんと認知されてきたとい
うことであると見ることができよう。だとすれば、それらを総称する用語は、ほぼ共通し
てイメージし得る用語として、「音楽構成要素」として表記していいのではないだろうか。 
	 教育内容論争においては、音楽構成要素は、音楽的概念と呼ぶことによって、子どもた
ちが概念としてとらえてこそ教育内容として成り立つのだ、という主張が必要であった。
たとえば、「長さ」を理解するということは、当然「長さ」という語句を知ることだけでは
ないし、「この鉛筆の長さは 20cm だ」という個別具体的な長さを知ることだけでもない。
「長さ」を理解するということは、当然、あるもの（あること）とあるもの（あること）
の 2 点の隔たりだという長さの概念を理解するということである。そうでないと、鉛筆の
長さはわかっても、他のものの長さはわからないということになる。しかし、音楽科では、
音楽科においては、一方で豊かに表現や鑑賞を行うことを目標としながら、その術となる
音楽構成要素を概念としてとらえさせることを授業構成として確立してこなかった。たと
えば、拍子は、ごく一般的に、「４分の４拍子は、四分音符が４つ集まってできた拍子のこ
とです」といったように、拍子の概念ではなく、個別具体的な拍子を理解するという教え
られ方をした。「音楽的概念」とい用語は、そのことを批判するための用語といっていいだ
ろう。「長さ」を理解することは、本来、「長さ」の概念を理解することを意味する。だと
すれば、「音楽的概念」は論争的な意味合いを離れ、本来必要な理解であることに立ち返れ
ば、「音楽構成要素」と呼んで差し支えないだろう。  
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２	 音楽構成要素の範囲の問題  
	 音楽構成要素は、先に述べてきたとおり、あげられてきたものがその都度少しずつ異な
り、一定ではない。たとえば、序章であげたとおり、1967 年に MENC によって取り上げ
られた音楽構成要素は、Dynamics（ダイナミクス）、Form in Music（形式）、Forms of Music
（構成）、Harmony（ハーモニー）、Melody（メロディー）、Rhythm（リズム），Tempo（速
さ）、Tone Color（音色）の８つであるし、1971 年に MMCP においてあげられた音楽構成
要素は、Pitch（音高）、Rhythm（リズム）、Form（形式）、Dynamics（ダイナミクス）、Timbre
（音色）の５つである。日本においてもこれまでに述べてきたように様々に取り上げられ
てきたが、たとえば、吉田は、先述したとおり、次のように整理している（吉田：1982）。 
 
●リズム	 	     ―	 拍、テンポ、リズムパターン、拍子、無拍子、アクセント、 
	 	 	 	 	 	 	 	 	   音の長さ  
●メロディー     ―  抑揚、フレーズ、テーマ、問いと答え、朗唱、音程  
●ハーモニー     ―	 同時にひびきあう二つ以上の音  
●テクスチュア   ―  ユニゾン、メロディー対伴奏、ポリフォニー、ヘテロフォニ  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ー  
●調性	 	 	 	   ―	 主音、核音、音階  
●形式	 	 	 	   ―	 フレーズ、節、繰り返し、対照、部分、再帰、各種形式  
●ダイナミックス―  強弱、漸強と漸弱、長さ  
●音色	 	 	 	   ―  ねいろ（各種の）  
 
	 これらの音楽構成要素は、音楽理論研究の中で整理されてきていないものであり、その
ため、たとえば、リズムと速さは並記されるものなのか、リズムの中に速さは含まれるの
か、というように、概念種別や概念レベルが論者によって異なる。  
	 このような音楽構成要素の種類とそれぞれの定義は、世界の音楽に広げてみれば、それ
は無数に存在してくるであろう。現在、中学校学習指導要領（音楽）では、「指導計画の作
成と内容の取扱い」の（８）で、共通事項で取り扱うものに「序破急」や「間」をあげて
いるが、これらは、そのような音楽構成要素の一例でしかない。  
	 すべての音は、高さ、長さ（音の立ち上りや減衰）、強さ、音色を持つ。音の長さの度合
いを x 軸に、音の高さの度合いを y 軸においてみる。  
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 すると、yz 平面で音が規定さ
れ、同時に単音か複数音かも表
される。音色だけは数値化でき
ないので、示していない。（図式
化するとすれば、色で表す等の
方法が妥当であろう）それが x
軸上に動いて音楽として構成さ
れる。（図５−１）  
	 音楽に構成される時、x 座標
の点の集合は、音の切れ方・つ	 	 	  
ながり方、音の時間的契機、音  
の枠組み、音の変化率などにつ  
いて、さまざまな様態を示す。
そして、たとえば、音の切れ方・
つながり方からはアーティキュ
レーションが、音の時間的契機
からリズムが、音の枠組みから
拍や拍子が、音の変化率から速
さが音楽構成要素として立ち上
がる。  
  また、xy 平面においては、メ
ロディー、音階、旋法や調性、
テクスチュア、形式が得られる。xz 平面においてはダイナミクスが生じる。（図５−２）も
ちろん、xz 平面に示したダイナミクスは形式とかかわる場合もあるなど、三平面は相互に
影響しあっている。  
	 西洋音楽に限らず、世界の音楽における音楽構成要素は、この三平面から様々に組み合
わされて存在している。たとえば、学習指導要領で示された「間」は、x 軸の時間にかか
わる音楽構成要素であるし、「序破急」は、主に xy 平面における音楽構成要素である。こ
のような音楽構成要素をすべて列挙することは、困難を極めるし、それらは初等教育９年
間の間にすべて教えられるものではない。したがって、音楽構成要素の範囲はどこまでか
図５−２	 	 	 	 	 	 （作図：著者） 
図５−１	 	 	 	 	 	 （作図：著者） 
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と考える時、それは、音楽的構成要素をすべて網羅することではなく、９年間でおさえる
べき音楽構成要素は何か、をあげることである。  
	 その点から、先の吉田があげている音楽構成要素をあらためて確認すると、リズム、メ
ロディー、ハーモニー、テクスチュアー、調性、形式、ダイナミックス、音色である。こ
れらは、音高に関して、時間に関して、広がりに関して、現在の我が国の子どもたちがご
く一般的に耳にする楽曲における基本的な音楽構成要素を取り上げているということがで
きよう。	 	  
	 また、図５−１のように音楽がつくり重ねられると、その形状にある共通性が見られるよ
うになる場合がある。それが様式と呼ばれると考えていいだろう。また、その様式が産ま
れる背景には、民族音楽との関係や、宗教的機能や労働促進機能、娯楽機能などの音楽の
機能がある。とすれば、これまで千成らの教育内容論の初期に注目していた様式や、また、
随伴的あるいは発展的教育内容といわれていた民族音楽との関係や音楽の機能について、
それらは、音楽構成要素の学習と並列なのではなく、音楽構成要素の学習がコアとなり、
それと連結させて学習すべき内容であるといえよう。たとえば、拍子の下位の音楽構成要
素である３拍子は、２拍子や３拍子の違いをいろんな体験を交えて理解していくというこ
とが基本的であろう。これに合わせてウインナーワルツやマズルカなどを特徴的な３拍子
の舞曲を鑑賞や創作等に取り上げていくことは、３拍子について基本的な理解があるがゆ
えに、その特徴に気づき、その特徴から民族らしさについて視野が広がっていくことにつ
ながると考えられる。  
	 したがって、教育内容として取り上げていく音楽構成要素は、まずは９年間の中で子ど
もたちが一般的に耳にする音楽に基本的に入っているものである。そして、それら教育内
容を９年間において設定していくには、どの音楽構成要素において、様式や我が国の音楽
も含めた民族音楽との関係や音楽の機能まで広げていくことが有効なのかを考えることが
必要であろう。また、学習すべきとされる様式や民族音楽から、音楽構成要素が導きださ
れる場合もある。  
 
３	 教育内容としての音楽構成要素の段階性  
	 音楽構成要素は、下位の音楽構成要素を持つ。上記で、吉田が音楽的概念とその下位概
念として、たとえば「●リズム  －  拍、テンポ、リズムパターン、拍子、無拍子、アクセ
ント、音の長さ」とあげているようにである。この中の「拍子」を取り上げても、さらに
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それは、単純拍子、複合拍子、混合拍子、変拍子、ポリリズムといった下位の音楽構成要
素を持つ。  
	 ハワイ音楽カリキュラムプロジェクト（Hawaii Music Curriculum Project）は、このよう
な下位概念の学習過程への配置を示している。一例としてリズムをあげれば、次のように
なる2。  
  	 リズム  
第 1 段階（幼稚園－１年生）  
	 拍、テンポ、リズムパターン、拍子、アクセント、長短  
第 2 段階（２年生－３年生）  
	 単純拍子、リタンルダンド、アッチェレランド、複合拍子  
第３段階（４年生－６年生）  
	 シンコペーション、下拍、上拍、アゴーギグ、拡大、縮小、拍の分割、メロディー、
リズム、へミオラ、混合拍子  
第４段階（中学１年生－中学２年生）  
	 拍節分割、テンポ・ルバート、リズム法、非拍節的定量記譜（時間ー空間）、アラ・
ブレーヴェ（２分の２）、ロックの伴奏音型  
第５段階（中学３年生－高等学校３年生）  
	 ポリメーター、ポリリズム、マルティメーター、リズム動機、自由呼吸リズム、音
楽句読法（カタリ型とモロライ型）  
	 非常に詳細に下位概念を追っていることがわかる。これに対して、我が国の現状はどう
であろうか。  
	 2008（平成 20）年学習指導要領では、〔共通事項〕において、名称こそ異なるが、小中
学校で学習されるべき音楽構成要素が示された。しかし、それらは、各音楽構成要素の名
称が並べられただけである。したがって、授業においては、共通事項にあげられた音楽構
成要素の名称にあてはまる活動が出てきたら、それを共通事項と関連していると押さえる、
といった考え方が定着している。  
	 たとえば、教科書会社の〔共通事項〕の指導についての資料には、鑑賞における指示と
共通事項の関係について、以下のような記述が見られる3。  
 
	 １「曲の途中で、だんだんゆっくりとなっていくところがあるのですが、わかった
  187 
ら人さし指を立ててみてください」 :『速度』   
	 ２「今聞いたふしと同じふしが何回出てくるか、数えてみてください」 :『構成』   
  ３「今度は、今と同じふしをトランペットが演奏します。トランペットの音が聞こ
えたら手を上げてください」 :『旋律』『音色』   
 ４「今、聞いたふしに重ねて、もう 1 つのふしが出てくるところがあります。 2 つ
のふしが一緒に聴こえたら手を上げてください」 :『旋律』『構成』   
  ５「楽譜を見ながら音楽を聴きましょう。音楽をしっかり聴いてクレシェンドとデ
クレシェンドの記号を書き入れましょう」 :『強弱』   
 
	 これらは、結局楽曲を中心として教育内容を設定した従来型の授業を彷彿させるだけで
なく、いずれも聴き取れるかどうかに主眼が置かれていて、音楽構成要素の概念化の道筋
が不明である。たとえば３と４の『旋律』は、楽曲における「旋律」の特徴を聴き取るた
めの発問であり、そこで発問するから「旋律」と示されている。３と４は「旋律」のどの
段階を学んでいるのか、同段階レベルのものとして示しているのかあるいは違うレベルの
ものとして示しているのかがわからない。  
	 このような状況は、歌唱教材についての表示では、さらに深刻になる。以下の表は、上
記と同資料の中にある表である。たとえば、リズムについては「シンコペーション」か「歌
詞とリズムの相関」「３連符」しか具体的にあげられておらず、年間を通して、リズムのど
の段階が学習し得るのかがわからない内容になっている。  
 
表５−１『移行期用資料』に示された、各曲ごとの〔共通事項〕内の諸要素とのかかわり4 
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 吉田は、音楽構成要素とその下位について、示唆深い提唱を行っている5。  
	 それによれば、「要素」と呼ばれている「音楽的概念」は具体的な内容を持たない「属性
名」であるという考え方である。具体的な内容は「属性値」によって示される。  
	 つまり、たとえば、「住所」は属性名であり、「東京都豊島区」が属性値であるように、
「旋律」は属性名であって、その具体的内容である「上向き /下向き /とどまる旋律	 山型 /
谷型	 順次進行 /跳躍進行」が属性値である。そして、属性名と属性値の関連を明示するこ
とと述べている。  
	 この吉田の提唱からすれば、上記の〔共通事項〕の資料は属性名だけか、あるいは属性
値全体を明らかにしないままに一部の属性値だけを掲載していることになる。このような
資料の〔共通事項〕の提示は、現場の学習指導案においても引き継がれ、学習指導案では、
「関連する共通事項」として音楽構成要素名（吉田のいう属性名）があげられようになっ
ている。そして、題材設定の意図などで、取り扱う楽曲に具体的に属性値としてあらわれ
るものの説明がなされるが、その属性値は属性値全体との関係で設定されたものではない。
たとえば、三部形式の楽曲を取り扱っていれば、属性値として三部形式が取り上げられ、
「〔共通事項〕との関連」においては「形式」と示されるという道筋をたどる。別の三部形
式の楽曲を取り扱う時も同様である。また、ある時は二部形式の楽曲を取り扱い、二部形
式の説明が行われ、「〔共通事項〕との関連」において「形式」と示される。しかし、二部
形式と三部形式の段階性や他の形式との関連は示されない。つまり、小中学校９年間にお
いて、「形式」がどのように学習されていくかについては示されていないのである。したが
って、その間に「形式」の概念をどのように獲得していくかについては不明のままである。  
 
４	 音楽科の教育内容と学力  
	 上記で、筆者は、音楽科の教育内容について、以下の４点の問題を述べてきた。  
	 ①	 音楽科の教育内容としてまず中心的に考えられるのは、概念としてとらえられるべ	 
	 	 き音楽構成要素である。	 
	 ②	 音楽構成要素は無数に存在するが、基本的な教育内容として考えられるは、リズム、  
	 	 メロディー、ハーモニー、テクスチュアー、調性、形式、ダイナミクス、音色といっ  
	 	 た、子どもたちが一般的に耳にする楽曲に含まれる音楽構成要素である。	  
	 ③	 音楽が音楽構成要素によってつくり重ねられて共通の特徴が得られることによって	  
	 	 様式が生まれ、また、様式の背景には音楽の機能や民族音楽との関係が存在する。教  
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 育内容は、これらとの関係からも組み立てられる。  
	 ④	 音楽構成要素を概念としてとらえる時、その下位概念が現在の〔共通事項〕におい  
	 	 て明らかにされていないことは、概念の形成において重大な問題である。  
	 さらに、これらに加えて、さらに音楽科の教育内容においては、もう一つ、技能との関
係が重要になる。  
	 吉田は、「音楽の学習において学力が定着していくためには、一定の知識の学習と技能の
系統的な練習は不可欠である」と述べる（吉田：2005, 25）。  
	 しかし、これまで教育内容論においては、技能についてはあまり重視されてこなかった。
もちろん、第１章で述べたように、教育内容の学習の位相としては、以下の（2）のように、
技能としても考えられうる位相はあげていた（八木：1981, 18）。  
（1）	 教育内容を直観的に把握する位相  
（2）   教育内容の構造をふまえて音を操作する位相	 －できる位相－  
（3）	 教育内容の構造や論理を知的に認識する位相	  
（4）   （前三者をふまえて）自らの表現を構築し仲間とそれを高めあい、質の高い	  
	 	 	  音楽的経験を共有する位相  
  筆者らが作成した「拍子のおはなし」の授業プラン（八木他：1983）においても、拍子
変奏を行ったり、混合拍子を打ったりするような、技能を必要とする場面を設定していた。
ただ、これはあくまで概念として知的にとらえていく上で必要とする技能であり、限定的
であった。  
	 しかし、たとえば、リズムパターンを学習していく時に、リズムがわかるだけでリズム
を打たないという学習は音楽において考えられない。それは、メロディーやダイナミクス
などにおいてもそうであろう。技能が大きくかかわってくる音楽構成要素の学習も多いの
である。また、音楽構成要素の学習において技能の学習が限定的なものであっても、技能
の習得は音楽体験の充実として必要であり、そのためには技能の習得の授業は独立して存
在することも考えられることである。  
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第２節	 授業構成の展望  
	  
	 音楽科における教育内容の発見は、新たな授業構成の枠組みを同時に誕生させた。そし
て、それは、現場の実情や授業プランの軽量化に伴って、いろいろな授業構成のパターン
を産み出してきた。さらに、教授行為の発見、授業過程への着目は、授業を構成するとい
うことについて、授業の枠組みという意味で外在的な構成は授業前になし得るものであり、
授業過程における内在的な要因により、結果的に構成し直されるということを確認するも
のとなった。授業過程における内在的な要因を重視する授業においては、教育内容を関係
的な枠組みで生成的に獲得させるということに成功している例も見られている。	  
	 しかし、一方で、一般的な授業事例を見れば、〔共通事項〕として教育内容を取り上げな
がら、概念を操作把握していくような授業構成はとられていない。音楽科の学力の育成に
おける危機的状況はあまりかわっていない。  
	 そのような状況において、音楽科の授業構成を教育内容設定からとらえていく上で、次
の４点が必要であろう。  
	 ①	 音楽科の教育内容とする基礎的な音楽構成要素を中心に、一部に様式や音楽の機能  
	 	 等を含みながら概念化や操作化をはかった授業構成を、段階的に配置する。  
	 	 	 これまで、千成らの教育内容論の授業構成は、「わかる」を主体とした教育内容受信	 	  
	 	 型の側面が強かった。それに対して、音楽をつくる活動における授業構成は、「操作す
る」を主体とした、発信型の側面が強いということがいえる。そのどちらの授業構成
にも根底に音楽構成要素が存在する。能動的な受信と創作的な発信により、基本的な
カリキュラムを組み立てていくのである。  
	 ②	 技能的な学習の授業構成を独立させて存在させる。  
	 	 	 これは、吉田が述べているような、短時間の継続的な授業構成が参考になろう（吉  
	 	 田：2005, 27）。先にも述べたように、音楽体験していく上で、「できる」ことの嬉し  
    さは重要である。そのための授業構成は改めて見直していく必要があろう。  
	 ③	 表現を主体とした授業構成について再考する。  
	 	 	 表現を主体とした授業構成は、楽的時間を豊かに共有するという点で、教育内容の  
	 	 獲得とはまた別に存在する。獲得した教育内容をもとに、音楽を経験していくことに  
	 	 なる。しかし、そのような授業においても、〔共通事項〕との関連や言語活動が重視さ  
	 	 れるあまり、表現をする時間よりも、考えたり話し合ったり、書いたりする時間が多  
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 くなっている。  
	 	 	 先にも述べたように、教科書教材に音楽構成要素を学習させるために作曲されたと  
	 	 思われるような楽曲も出現してきた。下の楽譜6は、四分音符と八分音符のリズムや速  
	 	 さについて学習させるために用いられている歌と考えていいだろう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	    
	 	 	 教育内容論においては、すべての音楽科の学習が音楽構成要素の概念化のために存
在すると置いていたわけではない。現実的にそのような事態が起きているということ
について、再検討する必要があると考える。  
	 ④	 授業過程における内在的な要因を重視する授業構成について検討する。  
	 	 	 このタイプの授業構成は、教育内容における教師の思いや意図はあるが、子どもの  
	 	 思考や行動と教師との関係によって教育内容が生成的に生じてくるとされる。そうし  
	 	 た場合に、どんな教育内容がこのような授業構成に該当するのか、教師の思いや意図  
	 	 が子どもとの関係においてどのようにあらわれてくるのか、という点が、教育内容設  
	 	 定における授業構成の新しい課題になってこよう。  
  192 
第３節	 教育内容研究の重要性  
 
	 本研究では、音楽科における教育内容論について、その歴史を検討しながら、その定着
と展開の過程について考察してきた。千成提言に端を発した教育内容論がさまざまな批判
を受けながらも徐々に定着し、さらに関係的な教育内容といった新しい展開を見せつつ現
在に至っていることを明らかにしてきた。  
	 教育内容への着目が、それまでには存在しなかった新しい授業を生み出してきたこと、
そして、それにもかかわらず今後とも解決されるべき、また検討されるべき課題があるこ
とについては、本論で詳述したとおりである。  
	 本論の終章を締めくくるにあたり、教育内容研究の重要性について、再度まとめておく
ことにしたい。  
	 教育内容という用語に関心が払われるようになったのは、本論でもすでに述べたとおり、
1960 年代であろう。1967 年に柴田義松氏は次のように述べた（柴田：1967, 16）。	  
	  
 教科の体系を科学の体系からでなく、子どもたちの生活経験から導き出そうとす
る経験主義の教育においては、経験的事実（教材）の学習をとおして、何（どのよ
うな科学的概念・法則）を子どもたちにつかませようとするのかはっきりしないこ
とが多い。  
 
	 この柴田の主張は、それまでの教材主義への批判でもあり、科学的な概念や法則をこそ
教育内容として教えるべきであるという主張である。その背景には、科学等の成果に即し
た深い教育内容研究が授業づくりに重要な意味を持つという認識があったのである。こう
した柴田の見解は、当時、科学や芸術等の成果を軸にして授業を構想しようとしていた民
間教育研究団体の動きをふまえたものでもあった（川村・八木：2004）。  
	 こうした動きを受けて、本論でも紹介したが、認識論的授業研究を提唱した北海道大学
の教授学研究グループでは、教育内容研究を教材論と連動させ授業研究をさらに発展させ
ようとした。グループの推進者の一人でもあった高村泰雄は、1976 年に次のように述べ、
教授学研究の一層の進展をうながすこととなった（高村：1976, 56）。  
 
 教育内容と教材を区別することの積極的意義は、①教育内容が教材という個別的
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具体物の制限から解放されて、その本来の姿をとりもどし、そのことによって、教
育が科学と結びつく道がひらかれること、②教育内容との関係で、教材のもってい
る意味とその限界が明らかになり、教育内容をより正確に反映した新しいすぐれた
教材を開発する可能性が大きくひらかれること、などであろう。  
 
	 こうした考え方は、本論でも述べたとおり、千成の教育内容論の基軸にも位置するもの
であった。  
	 「何を教えるか」つまり教育内容の問題は、どのような子どもを育てるかといった教育
の目的に直接つながるものであり、まずそこに教育内容研究の重要性の第一がある。第二
に、教育内容は子どもたちの学習の直接の対象となるすぐれた教材の開発の前提条件とも
なるものである。つまり、教育内容研究が教材論の発展に寄与すると同時に、実際の授業
づくりの過程においてすぐれた教材を開発する際に重要な役割を果たすという意味で、教
材の問題とも強い関係をもっているのである。教育内容を担って授業過程に導入される素
材を教材であるとすれば、教育内容についての研究が教材を大きく規定することは容易に
理解できる。  
	 ところで、本論４章でも紹介したが、八木らは、教育内容を授業構成と関連させ、次の
ように述べている。（八木・川村：2007, 64-65）  
 
  すべての授業を関係的にとらえることは、これまた非現実的な話しでもある。先
に述べたように学力や教育内容を実体的、関係的という二つの側面からとらえ、そ
れを基礎として授業を現実的に見る時、授業には大きく三つのパターンがあると考
えることができるのではないだろうか。  
①実体的な教育内容の獲得を直接めざす授業	 
②実体的な教育内容を関係的な要素も含みながら獲得させる授業	 
③関係的な教育内容を重視する授業	 
	 	 ①は、教師の用意した教材や活動によってたのしく一定の教育内容を獲得するよ
うな授業を指している。②はたとえば、ある科学的な法則を証明できる実験を子ど
もたちが試行錯誤しながら共同的に考え、最終的にそれを証明していくというよう
な理科の授業を想定するとわかりやすいであろう。どちらかというと上條のいうワ
ークショップ型の授業は、このタイプに近いと考えることもできる。③はたとえば
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先に紹介した生活科のような授業をイメージしていただければよい。  
 
	 たとえば、階名そのものを教える場合には、①のような授業、あるいは②の要素を含ん
だような授業を構成することが適切であろう。またたとえば、ある素材をもとに子どもた
ちが自分たちなりに工夫して音楽作品にするといった場合、①のような授業を行うとすれ
ば教師の一方通行的な授業だといったような批判が起こりうる。このような場合には、ど
ちらかといえば③のような授業構成が自然であるといったように、教育内容の問題は授業
構成の問題と深く結びついている。  
	 本章であげた教育内容をめぐる課題への挑戦は、教育内容研究をさらに深めると同時に、
授業構成論の深化をもたらすものだと筆者は考えている。  
  また、筆者は、序章で、1960 年代のふしづくり教育に触れ、「いまだに、これほど子ど
もの自立的な音楽活動を系統立てたことに成功させた例は見られない」と述べた。では、
なぜ、その音楽科において、その後に教育内容論の提起が必要だったのであろうか。  
	 それは、上に述べてきたように授業構成において教育内容研究が重要であるからでもあ
るが、一方で、音楽そのものの学習の面からいえば、音楽活動における音楽構成要素を概
念としてとらえるという授業を構成し得るからである。千成は、音楽構成要素において、
人間感情が具現化されており、そのために、音楽構成要素そのものを学習の対象として置
いている。授業構成の指針として、「伝統的な日本音楽の様式や日本人の音感やリズム感
が、外来の文化様式とどのように融合し反発しかつ変質してきたのかを知ること」（千成・
八木・吉田：1985,6）をあげたように、音楽構成要素に対して「わかること」をねらいと
して置いている。ふしづくりの教育においては、「文部省の小学校学習指導要領に示され
た教えるべき内容を、子どもの音楽的能力の発達の道筋を明らかにする方向で再構成した
もの」（千成編：1982,85）である。もちろん、音楽構成要素はそれらの中でとりあげられ、
系統立てたシステムに組み込まれているのであるが、音楽構成要素そのものを様々な角度
から概念として理解することそのものをねらいとはしていない。音楽科において、新たに
「概念として楽しくわかる」、という授業構成が誕生したことは、教育内容論の大きな成
果である。  
	 そして、音楽科では、教育内容論が提起されることにより、様々な教育内容論や授業構
成が産み出されてきた。たとえば、創造的音楽学習がそうである。本論で、当初教育内容
と教材を区別することに批判的だった山本文茂らは、その後新たに教育内容について論じ
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はじめた。高須が提唱した「操作能力」（高須  :1996, 81）を教育内容として呼ぶことはと
もかくとして、概念として楽しくわかるという授業構成に加えて、「操作する」という観
点から新たな授業構成が出現したと見ることができる。また、関係的な教育内容論の出現
は、音楽構成要素の概念的枠組みと授業構成のとらえ直しをせまるものとなった。桂の「弥
生時代の土笛」の実践（桂：1994）や、シェーファー（Schafer,R.M.）のサウンド・スケー
プ（Soundscape）（鳥越：1997）を取り入れた授業などは、「音」の概念をどうとらえる
のか、またどのようにアプローチするかという点から、われわれに、音楽構成要素の概念
を拡大させ、また概念化にいたる新たな授業方法を提案している。現在、音楽科において
は、教育内容と授業構成の新しい関係ができつつあるということができよう。  
	 翻って、教育現場を見てみれば、2008（平成 20）年告示の学習指導要領において、〔共
通事項〕が設定され、教育内容を実体的に確立する土壌が生まれてきた。しかし、それら
は、本論で見てきたように、千成が「音楽的自立の確立」（千成・八木・吉田：1985, 6）
と期待してあげたような確かな学力をつけるものにはなっていない。音楽構成要素の範囲
とその段階性の問題、そしてこれまでの教育内容論においてあまり問題にされてこなかっ
た技能の問題を解決することが急務である。さらに、教育現場の授業事例をふりかえれば、
現在では、関係的な授業が導入されてきたことによって、混迷しているように見受けられ
る。  
  2008 年（平成 20）年に改訂された学習指導要領に示された〔共通事項〕が契機となって、
子どもたちに「確かな学力」をもたらすパラダイムに移行しはじめたことは、誰もが認識
するところであろう。このことは、音楽科教育において、50－60 年代とまた異なった形で
教育内容研究について関心が払われるようになった結果と指摘することができよう。本研
究は、今後さらに続くであろう、また続けるべき音楽科教育における教育内容研究につい
て、これまでの経過を精査し、そこに見られる問題点や課題を指摘したが、このことは今
後の教育内容研究の在り様に示唆をあたえるものと考え、終章を終える。  
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     資料１：雑誌『教育音楽	 小学校版』授業事例	  
	 	            	 （1964 年および 1977 年〜2014 年 9 月） 
 
         資料２：音楽づくり授業事例 
	 	              （1993 年〜2012 年） 
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資料１  雑誌「教育音楽 小学校版」巻末授業事例一覧  
・授業事例は、1964 年と 1977 年〜2014 年 9 月までのものである。 
・授業事例が掲載されなかった号には、授業種別の欄に斜線で示した。 
・授業種別、授業名、ねらいは、事例に示されているものである。なお、ねらいは、引用者により、一部簡略化したり、ねらいや主活動だと判断できる箇所から引用したりしている。教材は３つ、ねらいは４つまでにしぼり、それ以上は省略した。 
・授業種別が「単元」で示されている授業事例を、次のように色分けしたー楽曲教材の表現・鑑賞をねらいとしている授業事例：青■、音楽的まとまりをねらいとしている授業事例：黄■、音楽づくりをねらいとしている授業事例：橙■、どれでもないもの：緑■ 
・授業種別が「主題」「題材」「題材名」で示されている授業事例を、次のように色分けしたー楽曲教材の表現・鑑賞をねらいとしている授業事例：薄青■、音楽的まとまりをねらいとしている授業事例：薄黄■、音楽づくりをねらいとしている授業事例：薄橙■、どれでもないもの：薄緑■ 
・各色分けは、ねらい等から推察して行った。基本的に教材を一曲しか示していない授業事例は、「楽曲教材の表現・鑑賞をねらいとしている」と判断したが、音楽構成要素の学習を前面に出しているものは「音楽的まとまりをねらいとしている」と判断し、創作を入れているものは「音楽づくり をね
らいとしている」と判断した。 
年  号 学年 授業種別 授業名 教材１ 教材２ 教材３ ねらい１ ねらい２ ねらい３ ねらい４ 
1964 年 1
月 
1 教材 なべなべそこぬけ 	   	   	   わらべ歌の旋律 遊び歌で楽しく遊ばせる 	   	  
	    2  教材 たけのこ一本、らかんさ 
ん 	   	   	  
 
日本旋法 	   	   	  
	    3  教材  えんやらももの木 	   	   	    陽旋律  手拍子、足拍子  輪唱・輪奏  簡単な陽旋を作る 
	    4  教材  花てまり 	   	   	    陽旋法、陰旋法  二部合唱  縦笛旋律奏 	  
	    5  教材  とんとんお寺の、春の海 	   	   	    日本旋法を歌、合奏  日本の楽器 	   	  
	    6  教材  あんたがたどこさ 	   	   	    わらべ歌の旋律やリズム  各地のわらべ歌や民謡を調べ、聞く  わらべ歌を合唱や合奏する  五音音階で旋律を作る 
 
1964 年 2
月 
 
1 
 
教材 
 
おもちゃのまーち 	   	   	    スタッカート、レガートの歌い方  リズム合奏  リズム遊び  自由な身体反応 
	    2  教材  どうぶつ村のおまつり 	   	   	    即興的な歌詞づくり  リズムに乗って身体表現 	   	  
	    3  教材  春の草ふんで 	   	   	    短調  エコー  4 拍子のリズムの創作  短調の曲の創作演奏 
	    4  教材  雪投げ 	   	   	    行進曲の形式  行進曲のリズム  行進曲の旋律 	  
	    5  教材  スキー 	   	   	    シンコペーション  合奏 	   	  
	    6  教材  希望をむねに 	   	   	    グループ合奏  即興的に旋律を創作、記譜  総譜  楽器の特性の理解 
 
1964 年 3
月 
 
1 
 
教材 
 
すずめのおやど 	   	   	    劇的対話唱歌のおもしろさを味わわせる 対話的なうたい方になれさせるとともに、劇的な 
動作をくふうさせ学習意欲をいっそう高める 
美しい歌声に注意して歌わせたり、合奏をく 
ふうさせ、進んで演奏会に参加させる 
 
ふし遊びをさせ、創造的表現の能力をのばす 
	    2  教材  ゆれるよゆれる 	   	   	   6 拍子のリズムに親しませ、楽しく歌ったり、合奏 させる。 口形をくふうし、やわらかい声で表情豊かに歌わ せる。 	   	  
	    3  教材  村の夜明け 	   	   	   鳴き声や擬音を模倣して旋律化し、おもしろく歌 わせる 陽旋の曲を数多く経験させて、陽旋における音楽 語いを豊富にする わらべうたのリズム型をしらべ、リズムのくみ 合わせをくふうして手拍子を打つ よく知っている歌詞をもとにして、わらべうたに作り かえてみる。 
	    4  教材  とけいの音楽 	   	   	    日本旋法(陽)に親しませる 
音符や休符についていっそう理解を深めると共 
に、創造的にリズムをくふうし、積極的に音楽学 
習に参加する態度を養う 
	   	  
	    5  教材  もうすぐ春だ  カノン 	   	   ニ短調の視唱や終止形合唱、および和音合唱 
に慣れさせる 
 
輪唱の楽しさや、輪奏のおもしろさを味わわせる 	   	  
	    6  教材  野道をゆけば 	   	   	   総譜の見方に慣れ、曲趣に合った表現をくふうし 
ながら、楽しく歌唱や合奏を味わわせる 
それぞれの楽器の演奏技能をいっそう伸ばすとと 
もに、調和のとれた合奏のくふうをさせる 
いろいろな拍子の指揮のしかたに慣れ、指揮 
者を見ながら指揮に合った表現ができる能力 
を伸ばす 
 
いままでに学習した知的理解面のまとめをさせる 
 
1964 年 4
月 
 
1 
 
教材 
むすんでひらいて、こい 
のぼり、ひのまる、ごあ 
いさつ 
	   	   	    学校生活に親しむ  身体表現  正しい速さで歌う態度 	  
	    2  教材  さくらさくら 	   	   	    曲の気分を感じ取る  レガート唱法  鑑賞 	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    2  教材  さんぽ 	   	   	    リズミカルな歌い方の技能  ２拍子の拍子感を養う  スキップリズム  リズム絵譜 
	    3  教材  春の小川 	   	   	    気持ちを込めて歌わせる  正しい発声  階名模唱  リズム奏 
	    3  教材  ドレミの歌 	   	   	    ハ長調のドレミの位置  ドレミの歌を暗唱  名称・拍数・書き順  ドレミの歌のリズム 
	    4  教材  アマリリス 	   	   	    スタッカートとレガートの唱法  縦笛のタンギングと運指 	   	  
	    5  教材  春風 	   	   	    フォスターの旋律の発想  アコーデオンによる和音伴奏づけ 	   	  
	    5  教材  こいのぼり 	   	   	    スキップの軽いリズムの表現  ヘ長調の視唱 	   	  
	    6  教材  おぼろ月夜 	   	   	    歌詞の意味内容を理解し、情景を把握する  弱起のフレーズ  レガート唱法  クレッシェンド、デクレシェンドの表現技能 
	    6  教材  ピクニック 	   	   	    おぼろ月夜のタイプと比較する  シンコペーションによるリズムと、マルカート唱  二部合唱 	  
 
1964 年 5
月 
 
1 
 
単元 
 
楽器遊び おおきなたいこ、 
ちいさなたいこ 
 
ぶんぶんぶん 	    楽器遊び  模奏  強弱の表現、対照のおもしろさ  初歩的な基礎うち技能 
	    2  題名  楽しいリズム  かっこう  らくだ 	    ３拍子、４拍子の基本的なリズムの合奏や創作  ワルツの鑑賞  トライアングルのトレモロ、小太鼓の両手打ち 	  
	    3  教材  みなと 	   	   	    歌詞の内容  ３拍子の拍子感、リズム感  ハ長調の視唱  旋律楽器、リズム楽器の取扱い 
	    3  教材  春の草ふんで 	   	   	    短調  小太鼓の打ち方  4 拍子のリズム遊び 	  
	    4  教材  こもりうた、まりつき歌 	   	   	    日本旋法  旋律楽器の演奏技能  縦笛の奏法 	  
	    5  教材  緑のそよ風 	   	   	    ト長調の読譜  ３和音の分散音の練習 	   	  
	    6  教材  メヌエット（合奏） 	   	   	    合奏  旋律楽器の演奏技能  楽器の組み合わせ  4 分の３拍子の拍子感 
 
1964 年 6
月 
 
1 
 
教材 
 
かたつむりを中心として 	   	   	    ２つの曲を聴き比べて、共通点を抜き出す かたつむりの３種のリズムを他の曲と比較しなが ら区別 	   	  
	    2  教材  ぞうさん 	   	   	    頭声的な発声  リズム絵譜からリズム譜へ  リズムカード並べ  リズムうち、拍子うち 
	    3  題材  輪唱の導入  花や  キンコンカン 	    輪唱の基礎技能  旋律楽器で輪奏 	   	  
	    4  教材単元  楽しく輪唱しよう  かえるの合唱  鳥の声  ほういほい  ヘ長調の輪唱  和音感  ヘ長調の音階 	  
	    5  教材  はだかの王様 	   	   	    総譜の見方  楽器の演奏技能 	   	  
	    6  ねらい  日本の民謡  お江戸日本橋  こんぴら船々  ソーラン節  視唱  合唱  合奏  鑑賞 
 
1964 年 7
月 
 
1 
 
指導目標 	    たなばたさま  うみ 	    階名模唱  ３拍子の基本リズム  合唱奏 	  
	    2  教材  しらない子 	   	   	    発声・発音 	   	   	  
	    3 学習の主 題 
 
踊りの音楽 
 
たのしいワルツ 
 
金と銀 
 
メヌエット 
 
総譜を見て演奏 
 
ワルツとメヌエットの聴き比べ 	   	  
	    4  主題  いろいろな拍子  夏の日ぐれ  白鳥 	    8 分の 6 拍子  短調  縦笛  チェロの理解 
	    5  教材  海 	   	   	    ヘ長調の視唱  部分３部合唱の表現  4 分の３拍子の基本リズムの体得  和声の響き 
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    6  教材  われはうみのこ 	   	   	    ニ長調の音階や和音  ニ長調の視唱練習  歌詞内容に即した曲想、速度  発想記号の復習 
 
1964 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1964 年 9
月 
 
1 
 
教材 
 
おうま 	   	   	    拍子やリズムの楽しい表現  絵譜の見方  楽器のリズム奏、旋律奏  器楽合奏 
	    2  教材 むしのこえ、トルコ行進 曲 	   	   	  
 
楽しく美しい表現力 
 
楽器の組み合わせ 
 
動物の鳴き声に節付け 
 
形式、強弱の変化を聞き取る 
	    3  主題  声をあわせて  まつり  秋 	    ２部にわかれてうたう  合唱への興味  和音感 	  
	    4 	   	    月見  秋の歌 	    イ短調の和音聴音  ハ長調イ短調の階名視唱  ３部輪唱  部分２部合唱 
	    5  教材 ひらいたひらいた、子も 
り歌、春の海 	   	   	  
 
日本の旋律 
 
わらべ歌の種類 
 
合奏能力 
 
邦楽の鑑賞 
	    6  単元  日本の音楽  こんぴら船々  六段 	    陽旋法  琴の音色  雅楽の音色  変奏曲のおもしろさ 
 
1964 年 10
月 
 
1 
 
教材 つき、なべなべそこぬ 
け、なぞなぞ 	   	   	  
 
階名暗唱 
 
フレーズ感、リズム感 
 
リズム合奏 
 
２拍子、３拍子を身につける 
	    2  主題  じょうずなうたいかた  とんぼのめがね  ゆうやけ 	    音遊び 	    リズムや楽器  リズム楽器や手、ひざうちのリズム伴奏で歌う 
	    3 学習の主 題 
 
リズムに乗って 
 
ポンポンピアノ 	   	    ハ長調の視唱力  ２拍子の歌唱  いろいろな楽器で合奏 	  
	    4  教材単元  合奏の工夫  村のかじや  とけいの音楽 	    曲の内容にあった合奏、合唱  形式を感じ、簡単な編曲、演奏工夫  曲に合うリズム創作  ヘ長調の読譜 
	    5  主題  ニ短調の練習  夜は静かに  秋の花 	    ニ短調の感得  ニ短調の音階視唱  4 部輪唱、部分２部合唱  記号の読み方と意味 
	    6  主題  世界民謡の旅  アリラン  オオブレネリ 調子をそろえてクリッ 
ク  クリック  クリッ
ク 
 
自主的な表現能力 
 
民謡の特徴などの理解 	   	  
 
1964 年 11
月 
 
1 
 
主題 
 
きもちをこめて 
 
なかよくあそぼう 
 
ゆうやけこやけ 	    言葉から歌への導入  絵譜  表情をつけた歌唱  自由な身体反応 
	    2  主題  きもちをあわせて  きくの花  ゆれるよゆれる 	    曲想をつけた歌唱  きれいな発声  母音の口の形 	  
	    3  主題  きれいなひびき  小ぎつね  ちるよ木のはが 	    ハ長調、イ短調の視唱力  二部合唱  和音感  木琴の和音奏 
	    4  主題  ３部合唱の練習  夜汽車 	   	    ヘ長調の視唱  部分３部合唱  主要３和音の理解 	  
	    5  主題  美しい響き  星の世界 	   	    臨時記号の理解  ３部合唱  発想記号を生かした歌唱（レガート）  形式の理解 
	    6  主題  ホ短調の練習  月夜のかり  絵はがき 	    ホ短調の視唱、記譜 ホ短調 1 部形式の曲の創作、分散和音の伴奏付 け 
 
歌唱と楽器を合わせた演奏技能 	  
 
1964 年 12
月 
 
1 
 
主題 
 
おはなしのおんがく だいこん にん
じ ん  ごぼう 	   	  
 
劇に合った歌い方 
 
即興的な歌問答 
 
明るくのびのび歌い、演技させる 
 
描写のおもしろさ 
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    2  主題  おどりとあそび どうぶつむらのお 
まつり 
 
らかんさん 	    歌に合わせて即興的に踊る  わらべうたで楽しく遊ぶ  短いリズムを手、足、楽器などでうつ 	  
	    3  主題  音がくゆめくらべ  サンタ  クロース 	   	    演奏形態、楽器の音色の理解  ２部輪唱  4 拍子のタクトの振り方  タクトに合わせた歌唱 
	    4  主題  踊りの音楽 スケーターズワル ツ 	   	  
 
ワルツの理解 
 
合奏能力 
 
曲想を生かした演奏工夫 	  
	    5  主題  美しい響き  落ち葉のおどり 	   	    歌詞の理解  ニ短調の感覚、知識  歌と縦笛の合奏  短調、長調の響きのおもしろさ 
	    6  主題  美しい響き  思い出  第九交響曲 	    ヘ長調の視唱力  レガート暗唱  １部形式曲の創作  交響曲の構成美や迫力を感得する 
 
1977 年 1
月 
 
1 	    わらべ歌で遊びましょう なべなべそこぬ け 
 
いもむしごろごろ 
 
なぞなぞ 
 
身体表現しながら楽しく歌う 
 
拍うちをしながら歌唱 
 
鳴きまね遊び 	  
	    2  題材  ゆき 	   	   	    歌詞の暗唱  ２拍子の基本的な正しいリズム 	   	  
	    3 	   グループで合奏を楽しも 
う 
 
ふじ山 	   	    階名、歌詞暗唱  グループ、パートづくり  アンサンブルへの興味や意欲 	  
	    4 	   豊かな歌唱表現力を高 めるために 
 
子もり歌 	   	    内面的な心情から歌唱表現  フレーズ感  強弱  音の判別力 
	    5  教材  スキー 	   	   	    ハ長調の視唱  和音の流れや響き  形式の比較  言葉を通した節づくり 
	    6  教材  だれもいない海 	   	   	    聴唱法による旋律把握  形式、リズムの把握  分担唱と合唱  リズムとギターの伴奏を入れた歌唱 
 
1977 年 2
月 
 
1 	    うれしいひなまつり 	   	   	    歌詞の内容に合わせた歌唱  リズム伴奏の工夫  短調を感じる  絵譜を見ながらリズム唱 
	    2  題材  こぐまの２月 	   	   	    歌詞を想像し気持ちを込めた歌唱  主旋律、対旋律、打楽器で曲想に合った合奏 	   	  
	    3 	    あわてんぼのうた 	   	   	    曲趣にあった歌唱  ハーモニカ、笛、木琴、オルガンの練習  心を込めた演奏 	  
	    4 	    ことばとふしづくり 	   	   	    拍感、拍子感、リズム感を身につける  リズムの聞き取り、書き取り  言葉の区切り、フレーズの理解  ２音、３音の３拍子の創作 
	    5 	   表現活動を通して鑑賞し てみよう 
 
くるみ割り人形 
 
古いフランスの歌 	    リズムのおもしろさ  発想、強弱、バランスの工夫  楽器の音色 	  
	    6 	   輪唱曲を作り、音を重ね て作ろう 
 
こぶたのラッパ 
 
おにごっこ 
 
バイオリンはいいね 
 
短調の旋律による輪唱 
 
輪唱の理解 
 
かけあい形式による創作 	  
 
1977 年 3
月 
 
1 	  
お話や歌に合わせて「も 
もたろう」の劇を工夫しま 
しょう 
 
ももたろう 	   	    登場人物になって階名唱する  劇を工夫する  想像力、創造性を養う 	  
	    2  題材  はるがきた 	   	   	    気持ちを込めた歌唱  歌詞、階名の暗唱  ハーモニカで旋律演奏  打楽器での伴奏リズムの創作と記譜 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   美しい笛の奏法を身に つけさせよう 
 
茶色の小びん 	   	    タンギングやブレスに注意し、美しい音を出す  正しい運指  フレーズ、曲想を表現する 	  
	    5 	   ５年のまとめを中心とし 
た学習指導 	   	   	  
 
諸記号の理解と表現 
 
曲趣を生かした合唱 
 
旋律による異なる曲趣を感じ取る 
 
旋律創作 
	    6 	    卒業音楽会をひらく 	   	   	   	   	   	   	  
 
1977 年 4
月 
 
1 
 
教材 
 
ひのまる 	   	   	    気持ちを込めて正しく歌う  身体表現しながら楽しく歌う  リズム感、フレーズ感を味わう  カスタネットで伴奏する 
	    2 	    さんぽ 	   	   	    スキップリズムに注意し、歌う  楽器と合わせて楽しく歌う  愛唱歌として暗唱させる 	  
	    3 	   縦笛との出会い 
－その１－ 
 
春の小川 	   	    リコーダー独特の音色を聴く  タンギングを身につける  運指を身につける 	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    4  教材  ピクニック 	   	   	    正しい発音で明瞭に歌わせる  マルカート、スタッカート、レガートの比較  シンコペーションのリズム  主旋律と副旋律を意識させる 
	    5  教材  春の風 	   	   	    休符やリズムを正しく読み取り、視唱する  豊かな表現で歌う  助奏楽器と歌唱のバランスを考えた演奏 	  
	    6 	    まず楽しく歌おう  ゆかいに歩けば 	   	    発声、発音、発想の基礎的技能の向上  楽しく歌う態度習慣を養う 	   	  
 
1977 年 5
月 
 
1 
 
教材 
 
ぶんぶんぶん 	   	   	    身体表現で音楽の諸要素を感じる  ハーモニカによるリズム奏  ○譜を書かせる  分散和音唱 
	    2 	    こいのぼり 	   	   	    正しい発声、発音に注意する  強弱をつけた歌唱  読譜、記譜の練習  ハーモニカやオルガンと歌を合わせる 
	    3 	   縦笛との出会い －その２－ 
 
きりぎりす 
 
おじょうさま 
 
おせんべい 
 
わらべうたの旋律の美しさと音色を感じる 
 
縦笛の右手の運指 
 
縦笛と打楽器の合奏 	  
	    4  教材  ひびくよ歌声 	   	   	    アンサンブルの楽しさ  発表による感動や喜びの感受  グループ相互の鑑賞 	  
	    5  教材  こいのぼり 	   	   	    リズムを正しくとらえて歌う  曲の感じをとらえて歌う  リズム伴奏を考える 	  
	    6  教材  喜びの歌 	   	   	    ト長調の階名唱  二部形式のまとまり  合唱の表現技能 	  
 
1977 年 6
月 
 
1 
 
教材 
 
ほたるこい 	   	   	    身体表現をしながら楽しく歌う ○譜、鉄琴、トライアングル、すずを使用しリズム 感やフレーズ感を磨く 
 
グループで交互唱 
 
日本旋法を使って節遊びをする 
	    2  題材  かっこうワルツ 	   	   	    曲の形、演奏の形の理解 	   	   	  
	    3 	  
美しい合唱のために 
－視聴覚機器の効果的 
指導ー 
 
いもむしごろごろ 
 
ぶんぶんぶん 	    美しい声で高い音を伸ばすことができる  視聴覚機器を使った指導 	   	  
	    4 	   	    動物の謝肉祭 	   	    想像を豊かに楽しく聞かせる  創造性と感受性を養う 	   	  
	    5  教材 ロンド 組曲第二番 ロ 短調から 
 
楽しいロンド 	   	    ロンド形式の理解  楽器の響きを味わう  リズムロンドの創作 	  
	    6  教材  野いちご 	   	   	    ホ短調の視唱  和音伴奏と曲趣を合わせた合奏  調性感、形式感を身につける 	  
 
1977 年 7
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  シャボン玉 	   	   	    やわらかい声でなめらかに歌わせる 曲のもりあがりの部分を感得させ、強弱を工夫し 
て歌わせる 
 
ハ長調の視唱力をのばす 
 
２部合唱に慣れる 
	    3  題材  みなと 	   	   	   笛の美しい音色を最後の部分を２部合唱にする ことで、音の美しい響きを味わわせる。 	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  いかりを上げて 	   	   	    行進曲を楽しむ  (主に合奏の指導法) 	   	  
	    6  教材 弦楽セレナード ハ長調 から第２楽章 	   	   	   弦楽合奏についての理解を深め、その優美な美 しさを味わわせる 吹奏楽との対比により弦楽合奏の特徴を把握さ せる 既習の弦楽合奏曲や弦楽独奏曲などと比較 させ、表現の微妙な違いを感じ取らせる。 主題の記憶により曲の形式的な美しさをつかませ る 
 
1977 年 8
月 
 
1 
 
教材 
 
おおきなたいこ 	   	   	    強弱増減  おおだいここだいこの奏法 替え歌遊びを通してフォルテピアノの対象の 
おもしろさ 	  
	    2  題材  とんぼのめがね 	   	   	    フレーズの特徴  音程に気を付けて滑らかに歌う  ハーモニカの旋律奏  合奏 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	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    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1977 年 9
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  教材  虫の声 	   	   	    楽しくきれいに歌う  虫の声を表現する  合奏を楽しむ 	  
	    3  教材  秋 	   	   	    はっきりした発音で  正しいリズムや音程で  曲のイメージを想像して  リズム楽器の活用 
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  春の風 	   	   	    リズムに乗って楽しく軽やかに歌う  軽い発声で春の気分を表現する シンコペーションの感覚をつかめせ、リズム 賞をかくにんする 	  
	    6  教材  ドナドナ 	   	   	    ニ短調の視唱  二拍子を感じ取る  曲趣を味わって表現の工夫  歌詞内容の理解し、気持ちを込めて歌う 
 
1977 年 10
月 
 
1 
 
題材 
 
かくれんぼ 	   	   	   歌詞の情景や旋律の動きから問答の様子をとら 
える 
曲趣や形式に合う歌い方や身体表現の工夫がで 
きる 
曲の切れ目に合わせたリズムフレーズやリズ 
ム楽器の分担を工夫したリズム伴奏づけ 	  
	    2 	    きくの花 	   	   	    旋律の聞き取り  階名視唱  リズム唱  主旋律と対旋律との響きを味わう 
	    3  教材 おもちゃシンフォニー 
（モーツァルト） 	   	   	  
 
おもちゃの楽器に興味を持たせる 
 
主な旋律を歌ったり合奏したりする 	   	  
	    4  教材  風のワルツ 	   	   	    姿勢  ソフトボイスで頭声発声  二小節前から歌いだしの用意  表現の特徴的な部分のとりだし 
	    5  教材  ドレミの歌 	   	   	   ミュージカルの内容を知り、原曲にも触れ、気持 
ちよく楽しく歌詞唱する 	  
リズムに乗り、曲の山を感じ取らせながら二 
部合唱 	  
	    6  教材 組曲「ペールギュント」第 １（グリーグ） 	   	   	  
 
物語の情景創造 
 
組曲について 
 
主題の意識づけ 
 
各曲の曲想を感じ取らせる 
 
1977 年 11
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  小ぎつね 	   	   	    誤唱を直す  フレーズごとのアクセントを感じ取らせる  和声の動きを聞き取る  副旋律の抽出唱をする 
	    4  教材  チロルのこもりうた 	   	   	    高音部を歌う  低音部を歌う  パート練習する  曲を３つに分けて部分練習 
	    5  教材  大人のマーチ 	   	   	   軽快なリズムに乗って、子どもらしい気持ちをの 
びのびと表現させる 
 
話すような歌い方と感情の表し方を工夫する 	   	  
	    6  教材  故郷の人々 	   	   	    ハ長調の視唱  歌詞内容を理解し、楽しく歌う  曲趣を感じて表現を工夫する  旋律と和声のかかわり 
 
1977 年 12
月 
 
1 
 
題材 森のかじや（ミヒアエリ 
ス） 	   	   	  
 
描写の面白さをあじわう 旋律やリズムの変化、和声の美しさを感覚的に 
把握 
 
主題をくちずさむ 	  
	    2  教材  小ぎつね 	   	   	    二拍子の強弱にのって、身体表現しながら歌う  身体反応しながら和音の聞き取り  ハーモニカ、木琴で旋律奏  リズム楽器を加え、合奏 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  ボギー大佐 	   	   	   金管楽器、木管楽器、打楽器の音色について話 し合う 
 
合奏の響きを味わう 
 
曲の流れをつかませる 
 
曲の表情の変化、特徴的な部分を話し合う 
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  教材  ふるさと 	   	   	    抒情的な曲趣を味わわせる  速度や強弱に注意して表現工夫  合唱技能を伸ばす  三拍子のリズム 
 
1978 年 1
月 
 
1  	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    2  題材  バスバスはしる 	   	   	    情景を想像しながらのびのびと歌詞唱  和声進行の聞き取りや、分散和音唱  歌とハーモニカの簡単な合奏 	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  モルゲンレーテ 	   	   	    聴唱法による３部合唱  曲想に合った豊かな演奏表現  演奏活動を通して小三部形式の理解 	  
	    6  教材  四季の歌 	   	   	    リズムの指導  読譜の指導（ハ長読み）  パート練習  合奏練習 
 
1978 年 2
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材 題材１手まり歌、題材２ 
一わのからす 
 
手まり歌 
 
一わのからす 	    オスティナートのついた陰旋法の表現  陰旋法と陽旋法の違い  ３音でわらべうたの創作 	  
	    4  教材  スケーターズワルツ 	   	   	    みんなにやる気を起こさせる  練習  楽しく合奏のまとめ  アンサンブルへ発展 
	    5  教材  「ウィリアムテル」序曲 	   	   	    序曲について理解（場面の説明）  旋律、リズムの変化を感じ取って聴く  楽器の音色を聞き分ける 	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1978 年 3
月 
 
1 	    おどる子ねこ 	   	   	    情景を想像しながら楽しく聞く 身体反応しながら楽しく聞く（タクト、拍子うち、楽 
器演奏真似） 
 
楽器の音色（ヴァイオリン） 	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  春のまきば 	   	   	    歌唱練習  器楽練習（主旋律、対旋律奏、和音伴奏）  グループ分けとアンサンブル  グループ発表と総合評価 
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  ほたるのひかり変奏曲 	   	   	    全曲鑑賞と部分パート別練習  合奏練習  部分パート練習  合奏練習 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1978 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  教材  さくらさくら 	   	   	    曲の気分を感じ取って楽しく歌う  聴唱的な視唱に慣れさせる 同型のリズムパターンを見つけたり、身体反 
応を工夫する 	  
	    3  教材  春の小川 	   	   	    ハ長調の視唱、視奏に慣れさせる  旋律楽器や打楽器を加えて楽しく合奏  色々な記号や記譜を覚える 	  
	    4  教材  霞か雲か 	   	   	    歌詞の内容をつかんで曲想豊かに歌う  縦笛の演奏技能、練習方法の工夫 似た節、違う節を見つけ、曲の形式に興味を 
持たせる 
 
主旋律に合う和音伴奏を付ける 
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  教材  おぼろ月夜 	   	   	   静かな春の夕べの雄大で流れるような曲種を味 わう 旋律の動きや、詩の内容から、曲にふさわしい速 さと強さを工夫する 合唱（奏）をして、和声の美しい響きを感じ取 る 	  
 
1978 年 5
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  教材  さんぽ 	   	   	    身体表現やリズム伴奏をして楽しく表現 明るい発声を工夫してリズミカルなうたいかたに 
慣れる 	   	  
	    3  	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    4  教材  白鳥（サン・サーンス） 	   	   	    拍子に合った身体反応や、主旋律を口ずさむ チェロの形や特徴について知り、意欲的に音楽を 
聞こうとする態度を育てる 	   	  
	    5  教材  アンダンティーノ 	   	   	    模範奏や楽譜を通して曲のイメージをつかむ  主旋律を歌うように滑らかにうたう リズムやソ♯の運指に気を付けて、対旋律を 
滑らかに演奏 
 
各グループで演奏 
	    6  教材  モルゲンレーテ 	   	   	   ３拍子のリズムに乗って、各フレーズの和声の響 きを聞きながらさわやかな声で合唱する 
 
形式や曲の山を生かした豊かな曲想表現の工夫 旋律の流れに乗って、リズム変えなどしなが 
ら和音伴奏 
 
和音・和声感をより豊かにさせる 
 
1978 年 6
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  教材  かっこうワルツ 	   	   	    身体反応しながら、ワルツのリズムをとらえる  明るい曲想を味わう テーマを口ずさんだり、曲の変化や構成を感 
覚的にとらえる 	  
	    3  教材  「メヌエット」ト長調 	   	   	    ヴァイオリンの音色に親しむ 主旋律を覚え、反復や再現、およびリズムの変化 を感じ取る メヌエットの優雅な気品のある感じや曲を味 わわせる 	  
	    4  教材  ヨット 	   	   	    長調と短調の対比を感じて表情豊かに歌詞唱 イ短調の階名唱に慣れさせ、縦笛、鍵盤ハーモ 
ニカで主旋律奏 
イ短調の和音の響きをつかませ、音階や主 
音について理解 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  教材  風と花びら 	   	   	   旋律と副旋律や搬送とのバランスや調和をはか りながら豊かな曲想表現で美しく合唱奏 主題旋律を追いながら、各楽章の形式や特徴を とらえ、弦楽合奏の響きの美しさを味わう 	   	  
 
1978 年 7
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  教材  しゃぼん玉 	   	   	    歌詞を理解し強弱を考えて歌う リズムや音の重なりに注意してかんたんな２部合 
唱 
 
鍵盤ハーモニカや鉄琴などで交互奏 
 
小節、縦線、終止符の意味を理解 
	    3  教材  みなと 	   	   	   雄大な海の姿、港の情景を想像しながら、歌唱、 
器楽などの学習を楽しませる 
ハ長調の視唱に慣れさせ、階名暗唱や読譜力を 
高める 
色々な楽器の奏法に慣れ、合奏の能力を伸 
ばす 	  
	    4  教材  とべとべぴょんぴょん 	   	   	   ハ長調の視唱力、鍵盤楽器での視奏力をのば 
す 
リズム、拍子、調性、速度を変化させ、各感じの 
違いをつかませたり、創造的な表現（部分的な替 
え歌づくり）の面白さを感じさせたりする 
 
和音合唱 	  
	    5  教材  青空へのぼろう 	   	   	    主旋律の歌詞唱、リコーダー演奏  対旋律を旋律楽器で演奏  主旋律に対旋律を加えて演奏  打楽器を加えて演奏 
	    
6 
 
教材 
 
おしゃべりあひる 
	   	   	   同型リズムや、旋律の増減を生かし、陽気な歌 
詞の内容を思いうかべながらユーモラスに歌 
い、楽しさを味わう 
同型リズムフレーズで統一された美しさに気づ 
き、旋律線の変化と頂点構成を生かした表現を 
工夫する 
 
同じふしや、似たふしの繰り返しを使って、言 
葉のアクセントにあった旋律をつくる 
	  
 
1978 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  とんび 	   	   	    歌詞の内容をつかみ、曲想豊かに歌う  縦笛の演奏技能を高める 曲の形式をとらえ、即興的に簡単な合奏を工 
夫する楽しさを味わう 	  
	    5  教材 エース・オブ・ダイアモン 
ド 	   	   	  
 
主旋律の歌詞唱 
 
笛のオブリガート 
 
主旋律の楽器奏 
 
対旋律の工夫と楽器奏 
	    6  教材  子もりうた（パジェフ） 	   	   	  
幻想的な美しい旋律を十分に味わい、速度、強 
弱、頂点など、曲にふさわしい表現などを工夫す 
る 
合唱をして、３部の和声の美しい響きを感じ取り、 
合唱の喜びを味わう 
	   	  
 
1978 年 9
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  教材  ユーモレスク 	   	   	    旋律を口ずさみ、楽しく聞く  旋律の変化に気を付けて聞く  ヴァイオリンの音色に親しむ 	  
	    3  教材  きつつきとみみずく 	   	   	    歌詞唱、階名視唱、鍵盤演奏の指番号付け  縦笛奏、メロディの鍵盤演奏  階名暗唱、対旋律の鍵盤演奏 演奏を色々に変えて（歌詞唱に身振りを付ける、 
演奏の組み合わせ、好きな楽器やうたで） 
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4 
 
 
主題 
 
吹奏楽「美中の美」を聞 
き、吹奏楽の組み立てを 
しろう 
	   	   	    メロディ・リズム・ハーモニー等、各セクションごと 
に演奏したものを聞き、単独では音楽としてかけ 
ていることに気づき、統合体としての音楽の美し 
さを再確認する 
	   	   	  
	    5 	    変奏曲づくりの学習  子犬のマーチ 	   	   拍子替え、調替えなど、自由な変奏曲を即興的 
に創る 
装飾的な音を入れた音型変奏による変奏曲を作 
る 
 
作品を発表し、演奏の工夫をする 	  
	    6 	   アンサンブルでみつけ る、子どもの意欲と能力 
 
口笛吹いて 	   	   歌唱（歌詞、発声、発音に留意し、二部合唱、跳 躍音を丁寧に） 
 
オルガンで伴奏練習 
 
個人発表 
 
歌唱を中心に（楽器で）アンサンブル 
 
1978 年 10
月 
 
1 
 
教材 
 
ガボット 	   	   	   リズムの面白さや、旋律の個性的な美しさを味 
わう 
 
独奏に親しみ、楽器の音色の美しさに気づく 	   	  
	    2  教材  りすの子 	   	   	    情景を想像しながら歌う 
気分を出しながらリズムを正しく歌う（言葉とリズ 
ムの関係、四分休符前の♩を十分に伸ばしたっぷ 
りとうたう） 
 
既習曲（ガラスのかお）と比較してきく 	  
	    3  教材  たのしいワルツ 	   	   	    主旋律の歌詞唱  主旋律および、打楽器パートの練習  木琴、笛パートの演奏練習  形を色々に変えて演奏 
	    4  主題  輪唱を楽しもう  鐘が鳴る  三匹のねずみ 	    「ハローハロー」をあいさつ代わりに歌う  「かねがなる」「三匹のねずみ」を練習する  和音調べをする  「かねがなる」「さんびきのねすみ」を歌い合わせる 
	     
5 
	     
子供の主体性を生かす 
鑑賞活動を生かして 
 
 
歌劇「ウィリアム・ 
テル」序曲 
	   	    
各部分（４つの場面を順不同にし、当てさせる） 
の情景や曲趣について、変化や対比などを感覚 
的にとらえ、想像豊かに聞き取る 
 
主旋律をくちずさんだり、主な楽器を聞きあてたり 
しながら旋律の動きの特徴をつかんだり、曲想表 
現の豊かさに気づいたり、楽器の音色、楽器群の 
響き、全体の響きなど注意深く聞きとる 
 
各部の特徴と、全体のまとまりを聞く活動を 
通し、序曲、歌劇などの意味とも併せて、より 
深くつかむ 
	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1978 年 11
月 
 
1 
 
教材 
 
きらきら星 	   	   	    旋律奏  リズム伴奏  合奏 	  
	    2  教材  小ぎつね 	   	   	    ハ長調の視聴奏  リズミカルに楽しく歌う  ２部合唱に一層慣れる 旋律をそろえ、リズムや音の重なりに気を付けて 楽しく合奏 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
4 
 
 
主題 
「ホルンきょうそう曲」第１ 
番第１楽章を聴き、第１ 
主題を歌ったり、演奏し 
たりしよう 
	   	   	     
ホルンとオーケストラの歌問答の面白さを味わう 
 
 
ホルンの音色に親しみ、楽器の特徴をしる 
 
 
第１主題を覚え、階名称する 
 
 
第１主題に曲にふさわしい歌詞をつけて歌う 
	    5 	   子供の工夫によるゆた かな歌唱を目指して 
 
ゴールめざして 	   	    歌詞の持つ情景やイメージについて話し合う  旋律を正しく覚えて歌詞唱する  子どもひとりひとりが工夫をする  工夫したことをもとに、のびのびとうたわせる 
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1978 年 12
月 
 
1 
 
教材 
 
ひらいたひらいた 	   	   	    みんなで遊ぼう  簡単な合唱をしよう 	   	  
	    2 	   わらべ歌を中心にしたオ 
ペレッタをみんなで作る 
 
あんたがたどこさ 	   	    台本作り  セリフの部分のふしづくり 	   	  
	    3  教材  あるいていこう 	   	   	    美しい声でたっぷり十分に歌う  スキップリズムを生かす  元気よく歩きながら歌う 	  
	    4  主題 
歌い方を工夫して「ひと 
まねおうむ」を楽しく二部 
合唱しよう 
	   	   	   聴唱法で歌唱させ、旋律・リズム・形式などの特 
徴に気づく 
曲の形・歌詞・同形反復・上拍始まりなどの特徴 
から、速さ・曲想・唱法・強弱等歌い方を工夫する 
掛け合いのおもしろさをいかして、楽しく２部 
合唱 
	  
	    5 	   アンサンブルへの意欲 的な取り組みを目指して 小さな民謡 （シューマン） 	   	  
 
旋律を正しく覚え、曲趣を生かした表現 
 
表現要素をつかむ 
 
個やグループによる練習 
 
グループごとの発表 
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1979 年 1
月 
 
1 	    ごっこ活動 	   	   	   まねっこ、ききっこの音楽活動で、子ども達の日 
常の遊びを表現させる 
 
交互唱の活動を通して楽しく歌わせる ３和音のききっこ、あてっこの活動を通して和 
音感を養う 
 
即興的に歌詞づくりをさせる 
資料 1-10 
 
 
 
	    2  主題  「ソ・ファ・ミ」で歌おう  まねっこあそび  あそびましょう 	    ハ長調の階名唱  ３音の旋律聴取  簡単なリズム創作  鍵盤楽器での簡単な旋律がひける 
	    3  教材  あわてんぼうのうた  ながいみち  きくの花 	    歌唱の練習  リズム伴奏の工夫  たてぶえの練習 	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  スキーの歌 	   	   	    歌詞や旋律から曲趣をつかみ表現を工夫  ２声の美しい響きを味わいつつ２部合唱させる  いろいろなリズムフレーズに慣れさせる 	  
	    6  教材  ゆかいに歩けば 	   	   	    歌詞、旋律をつかむ  ２部合唱をする  表現を練り上げる 	  
 
1979 年 2
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  「けいきへい」じょきょく 	   	   	    情景を想像しながら聞かせる 旋律の移り変わりに気をつけさせ、全曲の構成を 
感じ取らせる 
 
トランペットの形、音色に親しませる 
 
特徴ある旋律を口ずさみながら、拍子をとらせる 
	    4  教材  どうじょう寺 	   	   	    主旋律を把握し、子どもなりに歌詞唱ができる 拍子、リズムに着目して、練習の仕方を工夫させ る 	   	  
	    5 	   友達と音楽する楽しさを 求めて 	   	   	  
 
旋律を歌い、笛で正しく斉奏させる 美しく輪唱するために、グループ学習し、発表す 
る 	   	  
	    6  教材 「ドン・ジョバンニ」のメヌ 
エット 
 
雪のおどり 	   	    主旋律を全員の心に  徹底したパート練習  メヌエットの優雅さを  感動に至るまで 
 
1979 年 3
月 
 
1 	   	    おうま  しろくまのじぇんか 	    身体反応しながら  リズムに焦点をおいて  速度感に焦点をおいて  増減に焦点をおいて 
	    2 	   リズムあそびとふしあそ び 	   	   	  
 
リズムの模倣、問答、創作 
 
楽譜をみてふしを聞き分け、続きを創作 
 
和音を聞いて和音体操 	  
	     
3 
 
 
教材 
 
 
アンダルコの歌 
	   	   	    雪の降る、静かな情景を想起させて、思いっきり 
活動できる状態でないことを理解させ、詞にあっ 
た歌い方をするなかで、しっとりとした雰囲気を 
作り上げる 
 
 
発声の指導 
 
 
たてぶえで主旋律と副旋律を演奏させる 
	  
	    4  教材  土人のおどり 	   	   	    ラテン楽器や木琴・鉄琴などの奏法に慣れる ２拍子を身体で感じながら、拍の流れにのって楽 
しく演奏することができる 	   	  
	    5  教材  春の風 	   	   	   明るい春の季節感を歌で味わい、歌うことによっ て、春の喜びを深めさせたい 歌詞、メロディともに子どもの感覚にマッチし、理 屈抜きに楽しませたい 
 
聴唱 
 
コードの分担奏 
	    6 	    6 年生の発声指導 	   	   	   	   	   	   	  
 
1979 年 4
月 
 
1 	   声をあわせて、元気に歌 
いましょう 	   	   	  
 
一緒に楽しく歌う 
 
お互いに発表しあい、繰り返し練習する 
 
音楽の学習の仕方を身につける 	  
	    2  教材  ぼうが一本あったとさ  こいのぼり 	   	    聴唱法で楽しく歌わせる  遊び歌として絵を描きながら楽しく歌わせる その他の絵描き歌をとりいれて、楽しく表現さ 
せる 	  
	    3  教材  かえるのぴょんた 	   	   	    斉唱をうんとさせてから、輪唱する  和声感を養う  シンコペーションを拍打ちにのせて歌わせる  グループ学習をとりいれる 
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  川は呼んでる 	   	   	   ヘ長調の音階を理解し、視唱やヘ長調の和音に 
慣れさせる 
 
曲想を生かして合唱したり合奏させる グループによる小編成のアンサンブルを体験 
させる 	  
	    6  教材  さらば青春 	   	   	   詩のもつ新鮮な感覚、やさしさを感じながら楽し く歌うことができるようにする 
 
全員が笛で主旋律が吹けるようにする 副旋律をいれ、美しいハーモニーを味わいな 
がら楽しく合奏ができるようにする 	  
 
1979 年 5
月 
 
1 
 
題材 
 
ことりのうた 	   	   	   模擬・模倣活動を中心とした“音楽あそび”を楽し く経験させる うたわれている「もの」になりきって自由な表現活 動 模擬・模倣活動として、リズム打ちや、リズム 唱および、範唱に反復反応させる 「ことりさん」になりきって呼びかけや鳴き声を自由 に表現させ、楽しいことりの世界にひたらせる 
	    2  教材  ゆかいにおどろう 	   	   	    軽快なリズムにのって歌唱表現させる  表現活動を通して、♩や♪のリズムに慣れさせる  リズム伴奏を楽しく表現させる 	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    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  アマリリス 	   	   	    旋律構成のちがいをくらべる 構成要素に着目し、比較する考え方を表現を通し 
て身につけさせる 	   	  
	    5  教材  滝廉太郎の歌曲 	   	   	    合唱や重唱の美しさを味わわせる  声の種類や合唱の種類を理解させる  滝廉太郎について調べさせる 	  
	    6  教材  口ぶえふいて  荒城の月  花  箱根八里  ２拍子の曲を３拍子の曲にリズム換えができる 	   	   	  
 
 
1979 年 6
月 
 
 
1 
 
 
題材 
	     
かたつむり 
	   	     
拍をうなずきながらリズム模唱をしたり、リズム 
打ちをする 
 
四分音符と四分休符、八分音符二つのつながり 
と、八分音符と十六分音符二つのつながりのリズ 
ムの違いをしっかりととらえて、リズム打ちやリズ 
ム唱ができる 
 
 
リズムカルな歌に積極的に反応して、即興的 
にリズムを工夫して表現することができる 
 
 
身体でリズムをとらえ、自由に身体表現をしながら 
歌うことができる 
	    2  教材 	    かっこう 	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	    おとなになったら  さかなやさん 	   	  
自分が表現したいと思うことば（１～２語程度）を 
そのことばによく合うリズムで、どの子どもも歌え 
るようにする 
四分音符で４拍程度の長さのリズム・パター 
ンがリズム譜に書けるようにする 
	  
	    4  教材  輪唱を工夫しよう  風船と青い空 	   	   	   輪唱する楽しさと、輪唱できるように工夫していく 喜びを味わう あとから歌う旋律の入りをどこにするか考え る 最後をそろえて終止するために、簡単なふしを即 興的に工夫する 
	    5 	    アンサンブルを育てよう 	   	   	   	   	   	   	  
	     
6 
 
 
教材 
 
冬 和声と創意への
試 み「四季」から ビバ
ル ディ作曲 
冬  和声と創意 
への試み「四季」 
から ビバルディ 
作曲 
 
白い道（ビバル 
ディ） 
 
 
冬  ２楽章 
 
独奏バイオリンと弦楽合奏との対比に注意しな 
がらきかせる 
 
各楽章の速さ・調などの変化に気をつけ、曲の構 
成を感じ取らせる 
 
詩を参考にして、全体の美しさを味わいなが 
らきかせる 
	  
 
1979 年 7
月 
 
1 
 
題材 
 
うみ 	   	   	   身体でリズムをとらえ、自由に身体表現をしなが ら積極的に歌おう 青く広がる海を思い浮かべながら表情豊かに歌 い上げる リズム唱やリズム打ちになれ「リズム遊び」を 楽しく展開できる 自由に打楽器を選択して、自由にリズム伴奏をつ けることができる 
	    2 	   	    シャボンだま 	   	    シャボンだまをとばそう  しっかり聞こう  シャボン玉に合う歌い方を探そう  強弱を工夫して歌おう 
	    3 	   	    クラリネットポルカ 	   	    曲全体の印象をとらえ、楽しさを味わう  リズムをとらえる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  まっしろいこころ 	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	    愛唱歌を増やそう  おお  ブレネリ  ホルディリディア 	   みんなで気持ちをあわせて歌い、歌う喜びや楽 
しさを味わわせる 
アルプスの山々の美しい風景を想像しながら楽し 
く歌わせる 
オクターブ上がる音程や、6 度の音程を正しく 
歌わせる 	  
 
1979 年 8
月 
 
1 
 
題材 
かくれんぼ（指導目標 
鍵盤ハーモニカと仲よし 
になろう） 
 
かくれんぼ 	   	    指を１本ずつ動かす  指先（つめの先）で鍵盤をうつこと  指をまるくして打鍵すること  指番号にすばやく反応すること 
	    2 	   「とんぼのめがね」を表 
現しよう 
 
とんぼのめがね 	   	    楽しく歌おう  いろいろな表現をしよう  自分のとんぼをとばそう 	  
	    3 	   	    まいごのこひつじ メリーさんのひつ じ 
 
かわいいな 	   	   	   	  
	    4  教材  とんび  とんび 	   	   歌唱表現の工夫（歌詞をしっかり読もう、形式感 
をつかもう、曲想を工夫しよう） 
リズム伴奏の工夫（基本リズムを打とう、楽器を 
選んで伴奏しよう、３段目のリズム伴奏を工夫し 
よう） 
	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   美しいアンサンブルをめ 
ざして 
 
ドナドナ 	   	   	   	   	   	  
 
1979 年 9
月 
 
1 
 
教材 	    ゆうやけこやけ 	   	   情景を想像しながら柔らかい声で歌うことができ 
る 
フレーズのまとまりを、身体表現を通して感じとる 
ことができる 
擬音や擬声を入れて歌い、音楽の楽しさを味 
わうことができる 	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    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材 	    秋 	   	    曲の感じを生かして歌う 	   	   	  
	    4  教材 	   おどろう楽しい ポーレチケ 	   	  
 
視唱法により、リズム・音程を正しく歌わせる 
 
旋律構成の特徴を理解させる 旋律にふさわしいリズム伴奏を工夫し、楽しく 
演奏させる 
同型反復の手法を用いて、一部形式程度のふし 
を作らせる 
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 大きな古時計（動作化を 
取り入れた表現指導） 
 
大きな古時計 	   	  
歌詞や旋律の流れに着目して、明るくのびのび 
とした曲趣をとらえ、それを生かすために、発声 
に気をつけ、楽しく二部合唱ができる 
拍の流れにのった身体表現をしながら、曲を特徴 
づけている音楽の要素をつかみ、表現を工夫す 
ることができる 
	   	  
 
1979 年 10
月 
 
1 
 
題材 
 
大きなくりの木の下で 	   	   	   楽しく旋律奏をしながら打楽器との組み合わせ 
を考える 
 
楽しい和音あそびをする からだでリズムを捉え、身体表現をしながら 
楽しく歌う 
リズムを工夫して、旋律奏に慣れ、アンサンブルを 
楽しむ 
	    2  教材  きくの花 	   	   	   歌唱における高音と、母音のうたい方に気をつ ける 
 
ブレスを正しくとる 
 
気持ちの全部を吐き出して歌う 	  
	    3 	    メリーゴーランド 	   	   	    旋律を口ずさむ  階名唱になれる  旋律をうたう  響きの違いをつかむ 
	    4  教材  まっかな秋 	   	   	    愛唱歌として暗譜で独唱したり、二部合唱できる 歌詞の内容を味わいそれにふさわしい表現を工 
夫する 	   	  
	    5  教材  いろんな木の実 	   	   	    歌詞で曲の形をたどる  順序だてたリズム打ちによるリズムの習得 手持ちの楽器（笛、ハーモニカ、鍵盤ハーモ 
ニカ）によるリズム奏 
 
打楽器を加える 
	    6 	    和音の響きを味わおう 	   	   	   歌詞唱でつかんだ曲趣をもとに、縦笛で表現を 工夫し、楽しく演奏できる アルトリコーダーを加えたたて笛の合奏で、和音 の響きを味わいながら演奏できる 	   	  
 
1979 年 11
月 
 
1 
 
教材 
 
つぼみのうた 
 
エーデルワイス 	   	    ２拍子のリズムにのり、明るくのびのびうたう  階名唱やリズム唱になれる  鍵盤ハーモニカの奏法になれる  リズム伴奏を工夫して楽しく合奏する 
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  あわてんぼうの歌 	   	   	   特徴のある旋律と軽快なリズムのおもしろさをい かした、リズム伴奏の工夫 
 
メロディー楽器を加えた簡単な合奏 	   	  
	    4  主題 「冬がくる森」を輪唱（奏） しよう 	   	   	  
 
階名・音高・リズムを正しく、視唱（奏）する 
 
和音構成を調べることができる 歌詞の内容を理解して演奏の仕方を工夫す 
ることができる 
旋律の流れの美しさを感じ取るとともに音の重な 
りを感じ取り輪唱することができる 
	    5 	   	    冬がくる森 	   	   	   	   	   	  
	    6  教材  かりがわたる 	   	   	  
歌詞に描かれた情景から、静かで優美な曲趣を 
つかみ、やわらかい響きのある発声で表情豊か 
に表現できる 
 
和声の響きを味わいながら、三部合唱ができる 	   	  
 
1979 年 12
月 
 
1 
 
教材 	    うみ 	   	    情景を想像し、表現豊かにうたえるようにする  身体表現をさせ、拍子感を養う  リズムの対比をさせ、リズム感を養う 	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材 	   「軽騎兵」序曲 
（スッペ） 	   	  
標題音楽の内容の想像を通して、速度、リズム、 
調性などを意識づけ、そこから深く味わう 	   	   	  
	    4  主題 「空をみあげて」を楽しく 
合唱（奏）しよう 
 
空をみあげて 	   	    聴唱法により旋律を覚えさせ、二部合唱させる  和音を調べ、三部合唱に編曲させる リズム伴奏を工夫させ、楽しく合唱（奏）させ 
る 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  教材 組曲「ペール ギュン
ト」 第１ 
組曲「ペール 
ギュント」第１ 
	   	   物語「ペール ギュント」を知り、名場面の情景
を 想像しながら聞くことができる 
演奏形態や楽器の音色および旋律の特徴などに 
着目して、曲趣のちがいを感じとることができる 
主題に続くふしを作ってみることによって、主 
題をよりはっきりつかみ、曲の構成を意識し 
ながら聴くことができる 
	  
 
1980 年 1
月 
 
1 	    わらべうたを楽しく歌う 	   	   	    わらべうたに親しませる レコードの音楽に合わせて身体表現をし、楽しく 歌わせる 	   	  
	    2  教材  一年中のうた  かごめかごめ 	   	    聴唱によるうたとの出会い  輪唱で歌に親しむ  楽器を使って歌で遊ぶ  グループで発表 
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    3  教材  ふじ山 	   	   	    歌詞唱する フレーズの特徴に気をつけ、リズム視唱や階名 
視唱をする 
 
たて笛を歌に活用する 	  
	    4  教材  友だちさん歌 	   	   	    音楽を聴いて身体反応  笛で演奏  部分二部合唱  グループ学習 
	    5  教材  お江戸日本橋 	   	   	   日本民謡のこの曲を扱うことによって、国民的情 操を純化する 日本音階によるこの曲で、階名、視唱、暗唱をさ せ、その力をのばす 民族音楽として特色のある日本音楽につい て、音階感、和音感の理解を深めさせる 	  
	    6  教材  メヌエット（クリーグル） 	   	   	    ユニゾンでパートごとの学習  ブレスとフレーズ  タンギングとアーティキュレーション  息圧 
 
1980 年 2
月 
 
1 
 
教材 
 
つきよのたまご 	   	   	    歌詞を理解し、表情豊かに歌わせる  ハ長調の階名模唱に慣れさせる ３拍子のリズムに乗って楽しく歌ったり、身体 
表現させたりする 
リズム楽器や旋律楽器を組み合わせて、楽しく合 
奏させる 
	    2 	    ふるいもくば 	   	   	    楽しく歌う  よりよく歌う  歌の仕組みをしらべる  歌で遊ぶ 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  スケーターズワルツ 	   	   	    ワルツの鑑賞と主旋律奏  ワルツの鑑賞と打楽器奏  ワルツの鑑賞と和音伴奏  ワルツの鑑賞と全合奏 
	    5  教材  スキーの歌 	   	   	    運動への興味を喚起し、明朗な心を養う  発声発音を中心にした歌い方をくふうさせる  曲想に合った歌唱表現の技能をのばす 	  
	    6  教材  ドイツ舞曲 	   	   	    指体操  和音の頭どり  アンサンブル 	  
 
1980 年 3
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  ポロネーズ 	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  ある朝 	   	   	    4 拍子のリズム感  短調の旋律感、和音感  曲趣の把握  正しい斉唱 
	    5  教材  思い出 	   	   	    バランスの取れた二部合唱を美しく仕上げる  短調の旋律や和音合唱に親しませる  短調と長調の違いを理解させる 	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1980 年 4
月 
 
1 
 
題材 
 
みんなと楽しく歌う 
 
めだかのがっこう 
 
ちゅうりっぷ 
 
ひらいたひらいた 自分の歌声を聴きながら、友達と声を合わせて 
歌あそびの楽しさを味わわせる 
リズム・フレーズの拍の流れを正しく感じ取って 
歌ったり、身体表現したりすることに慣れさせる 	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  歌うよ春を 	   	   	    曲を把握する  課題表示  演奏を聴きあう  練習する 
	    5  教材  口ぶえふいて 	   	   	   A と B のリズムや旋律線の動きの対比を感じ
て、 歌い方を工夫し、表情豊かに歌うことがで
きる 
たて笛のオブリガートを加えたり、和音伴奏を加 
えたりして、合奏をすることができる 
この曲の感じにあった速さや強弱を工夫する 
ことができる 	  
	    6  教材  おぼろ月夜 	   	   	    明るく柔らかい声で歌わせる  レガート唱になれさせる  ことばをたいせつに歌わせる  合唱練習をさせる 
 
1980 年 5
月 
 
1 
 
教材 
 
ぶんぶんぶん 	   	   	    範唱や範奏をきいてうたう  身体表現をさせながら自由に表現させる  拍子打ちやリズム唱をする  リズム奏を中心にした楽器の導入 
	    2  教材  かっこう 	   	   	    聴唱法で楽しく歌う  歌詞をよく読んで表現豊かに歌う工夫をする  階名模唱  リズム合奏の工夫 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  さようなら 	   	   	    移動ド、固定ドの２通りの階名読み  運指の指導  美しい音や美しい音楽を表現する 	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    5  教材  林の朝 	   	   	    ヘ長調の視唱  輪唱の出だしの工夫  和音進行  4～8 小節の旋律創作 
	    6  教材  ドナドナ 	   	   	    歌い方の工夫をさせよう  ニ短調の音階を理解させよう 	   	  
 
1980 年 6
月 
 
1 
 
題材 
 
拍子に合わせて歌おう 
 
ぞうさんのさんぽ 
 
ひみつのはなし 
 
かたつむり リズミカルな曲想に触れさせ、明朗快活な心情を 
育てる 
フレーズのまとまりを感じて、リズム打ちやリズム 
奏ができる 
身体表現をとおして、リズムのおもしろさを感 
じ取らせる 
 
歌詞から曲の感じを捉えさせる 
	    2 	   ２拍子にのって楽しく歌 
おう 
アビニョンの橋の 
上で 	   	  
 
対応する２つのリズムの指導 スタッカート、マルカート、スラーを言葉を生かしな 
がらくっきりと表現 
挿入楽句を創造的に表現させるために独唱 
と斉唱をしたり、いろいろな動作化 	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
4 
 
 
単元 
 
 
メドレーを作ろう 
 
 
いずみをくみに 
	   	     
子ども達が音楽作りに積極的に参加する 
 
合奏活動に於いて、多様な楽器（電子オルガン、 
テナー笛、木琴、ギター、ダブルベースなど）を使 
い、誰もが興味をもち、能力に応じて楽しく演奏で 
きる 
 
 
音楽が簡単にできて楽しいものだという体験 
 
うたう、ひく、つくるなどの統合的な活動を通して、 
歌や楽器の表現技能、リズム感覚、和声感覚を育 
てる 
	    5  教材  子もり歌 	   	   	   歌詞の内容を理解して、気持ちを込めて演奏す ることができる 簡単な旋律を作ることにより、陽旋法と陰旋法の 感じの違いをとらえることができる 	   	  
	    6  教材  鳥と少年 	   	   	    のびのびと気持ちよくうたわせる  旋律を生かして吹かせる  話し合いを大切にアンサンブルをさせる 	  
 
1980 年 7
月 
 
1 
 
題材 
 
拍の流れにのって歌おう 
 
うみ 
 
たなばた 	   未知の世界への夢へのあこがれを描いた曲想 
にふれさせ、のびのびと明るい心情を育てる 
拍の流れにのり、フレーズのまとまりを感じとっ 
て、のびのびと歌わせる 
身体表現に合わせて歌ったりして、気持ちの 
よい速度や強弱、増減を工夫して表現させる 	  
	    2 	    楽しく歌いましょう インディアンがと おる 	   	  
 
リズムの違いを感じ取らせる １小節と３小節の微妙な音程の違いを歌詞唱、階 
名唱でとらえさせる 
掛け声の楽しさ、リズミカルさと、6~7 小節のス 
ラーの感じの対比の表現力を育てる 	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  大きな歌 	   	   	    歌い方の工夫  ふしの形やその動きの特徴を感じながら歌う  音の重なりや響きを聞きながら合唱する 	  
	    5  題材  滝廉太郎の「花」 	   	   	    情景を豊かに想像しながら聞くことができる 主な旋律を歌ったり口ずさんだりしながら、っ全体 の構成を味わうことができる 人声の特徴や合唱の形態を理解することが できる 人声のいろいろな組み合わせによる合唱に響きの 美しさを味わって聴くことができる 
	    6  教材  トロイメライ 	   	   	    曲の感じをつかませる  変化に気をつけて聞く  情景を想像しながら聞く 	  
 
1980 年 8
月 
 
1 	    らかんさん 	   	   	    拍の流れを感じ取りながらのリズム遊び  ふし遊び 	   	  
	    2  教材  とんでったバナナ 	   	   	   思う存分空想の羽を広げて、創造的で楽しい、く ふうされた学習活動 
 
聴唱でイメージさせ、身体表現 
 
歌い方を工夫させる リズムと低音鍵盤楽器、旋律楽器を加えて楽しく 
合奏する 
	    3  題材 
明るい声で気持ちをこめ 
て歌い、また笛の吹き方 
に慣れよう 
 
月夜 	   	   簡単な合唱（部分２部）に慣れさせ、音の響きあ 
いの美しさを味わわせる 
 
笛の旋律奏に慣れさせる 	   	  
	    4 	    学習音楽会のすすめ おやすみ小鳥さ 
ん 
	   	   各声部の旋律の流れを正しくとらえ、短調の ハーモニーの響きの美しさを味わいながら、３重 
奏ができるようにする 
	   	   	  
	    5  題材  夕日が背中をおしてくる 	   	   	    ヘ長調の視唱になれる  歌詞の持ち味を生かしてのびのびと歌う  響きの美しさを味わってうたう 	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1980 年 9
月 
 
1 
 
題材 たのしいリズムにのって 
うたおう 
 
たんぶりんのわ 
 
つき 
 
白くまのジェンカ 
 
曲の感じや歌詞の情景を想像しながら歌わせる 基本リズム・フレーズを意識させ、リズム伴奏を工 
夫させる 
歌声をよく聴きながらリズムや音程に気をつ 
けてうたわせる 	  
	    2  題材  虫の音楽会をしよう  虫のこえ  虫がなく 	   歌詞が示している情景や旋律の感じに気をつけ て、曲の感じにあった表現を工夫する 	   	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材 おどろう楽しいポーレチ 
ケ 	   	   	  
リズミカルな歌詞の語感におもしろさを感じて 
歌っているうちに、曲の中核リズムを感得する 
自己表現への願いを追及する過程で、基礎的な 
感覚や技能を高める 	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    5  教材  だれも知らない 	   	   	   歌詞を読み、情景や様子をつかませ、短い言葉 
で表す 
 
各部分の言葉に着目し表現の仕方も考える 
 
旋律、リズムに着目し、表現をくふうさせる 	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1980 年 10
月 
 
1 
 
題材 
 
あとうちあそびをしよう 
 
ひのまる 	   	    歌詞を生かした歌い方と曲の盛り上がり  階名唱になれる  美しい音でハーモニカ奏  バッテリーによるリズム奏 
	    2  教材  だるまさん 	   	   	    斉唱を美しく歌う  輪唱への準備  輪唱を楽しむ  録音して聞く 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  もみじ 	   	   	    歌詞の内容を理解し、気持ちを込めて歌わせる  美しい頭声的発声で歌わせる  他の旋律を聴きながら楽しく合奏させる 	  
	    5 	    対旋律をつけよう  静かにねむれ 	   	    三和音と和音記号を知る  和音の決め方を知る  根音による低音部をつける  和音内の音をとり、内声部をつける 
	    6  教材  ボギー大佐 	   	   	    曲のイメージを感得させる  グループ練習  合奏練習 	  
 
1980 年 11
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムに合わせて歌おう 
 
ことりのうた 
 
きらきらぼし 
 
どんぐりころころ お互いに歌声を聴きあいながら、リズムや音程 
に気をつけてうたうことができる 
曲趣に合う音を求めて楽器を選び、その奏法を 
理解し、身近にあるものを使って音を工夫し、リズ 
ム伴奏ができる 
 
伴奏の響きを聴きながら歌うことができる 	  
	    2  教材  夕やけこやけ 	   	   	    歌詞の内容から、情景を想像して歌う 拍子、リズム、速度、フレーズなどを身体表を通 
し、感覚的にとらえる 
 
階名唱により音高や音程を正しく捉える 
 
曲想を表現し表情豊かに歌う 
	    3  題材 リズムの特徴を感じとっ て歌おう（聴こう） 
 
かえるのぴょんた 
 
かえるのルンバ 	   他の声部を聴き、響きを味わいながら２部輪唱さ せる 
 
リズムの特徴を感じ取り、楽しく表現させる ルンバやチャチャチャのリズムパターンをラテ 
ン楽器で演奏し、旋律とあわせる 
 
リズムの特徴を感じとって聞かせる 
	    4  教材 線路はつづくよどこまで 
も 	   	   	  
歌詞内容の情景や心情を音の動きと結びつけて 
歌いこみ、うたいあげる 	   	   	  
	    5  教材  牧人の歌 	   	   	    音色をそろえて吹く 相手の音を聴きながら（音色・テンポ）アンサンブ 
ル形式で吹く 	   	  
	    6  教材  かりがわたる 	   	   	    各パートのふしを覚える  各パートの練習  ３部合唱の練習 	  
 
1980 年 12
月 
 
1 
 
題材 おもなふしをききわけよ 
う 
 
がぼっと 
 
ぶんぶんぶん 
 
きらきら星 舞曲ガポットの楽しいリズムを感じ取らせ、音楽 
を聴く楽しさを味わわせる 
 
主なふしを覚え、曲に親しませる 
 
ヴァイオリンの音色の美しさを味わわせる 	  
	    2  題材  楽しくはずんで歌おう  小ぎつね  ゆき 	   情景を想像させ、表情豊かに歌わせたり、合奏 
させる 	   	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  夜汽車 	   	   	    笛の２重奏にオルガンポイントをつける タンブリンとカスタネットでリズム伴奏をつけ、汽 車のレールの音を表す 汽車の音を鍵盤ハーモニカで模索し、前奏と 後奏の中に入れる ギターと弦バスによる和音伴奏つくり、豊かなひび きのあるアンサンブルを作る 
	    5  教材  まっかな秋 	   	   	   ことばのイントネーションに着目し、歌い方を工 
夫する 
 
主旋律と副旋律の動きを比較して２部合唱をする 	   	  
	    6  教材  メヌエット 	   	   	    曲のイメージを感得させる  グループ練習  合奏練習 	  
 
1981 年 1
月 
 
1 
 
題材 
 
わらべうたであそうぼう なべなべそこぬ 
け 
 
ひらいたひらいた 
 
郷土のわらべうた 素朴な味わいを持った曲想にふれさせ、郷土を 
愛する心情を育てる 
長調の曲と比べて、わらべうたの感じをつかむこ 
とができる 
わらべうたで遊びながら、楽しく歌うことがで 
きる 
 
わらべうたで遊んだり、替え歌を作ることができる 
	    2  教材  ゆき 	   	   	    リズム調べ  ふし調べ  曲の表現 	  
	    3  題材 ふしのちがいに気づいて 
歌おう（聴こう） 
 
友だちの歌 メヌエットト長調 
（ベートベン） 	  
 
バイオリンの音色に親しませる 
 
舞曲メヌエットや独奏について理解させる 主な旋律を覚え、反復や再現およびリズムの 
変化を感じ取らせる 	  
	    4  教材  雪のおどり 	   	   	   曲趣を感じ取り、歌詞の内容を理解して表現の 工夫をさせる 音の重なりや、和音の表情を感じながら輪唱する 楽しさを味わわせる 
 
発音・発声など、歌唱の表現技能をのばす 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  教材 組曲「ペールギュント」第 
１ 	   	   	  
全体を通して聞き、それぞれの場面を想像しな 
がら聞き組曲に親しませる 
静かな音楽、悲しい音楽、東洋風な音楽、無気味 
な音楽をそれぞれ感じとらせる 
 
音楽の感じと楽器の関連を理解させる 指導者はどんなことに気をつけて音楽を創造しよ 
うとしているのか理解させる 
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1981 年 2
月 
 
 
1 
 
 
題材 
 
 
タンとタタうちあそびをし 
よう 
 
 
おうま 
	   	   親馬と子馬が楽しそうに仲良く歩いている様子を 
４分の４拍子の流れるようなリズムや旋律で表し 
た「おうま」を歌ったり、楽器を加えて演奏したり 
することを通して、親しみのある曲想に触れさ 
せ、やさしい心情を育てる 
 
親馬と子馬の愛情がうまく表現されている歌詞 
や、軽快で落ち着いたリズムや旋律からなる曲の 
感じを捉えることができる 
 
 
旋律や、リズムのまとまりを感じ、リズムの違 
い、音程に気をつけてうたうことができる 
 
 
曲の感じを生かしたリズム伴奏を工夫したり、木 
琴奏を加えたりして楽しく歌うことができる 
	    2  教材  いい声だ  いい声だ 	   	   	   拍の流れにのり、美しい歌声に気をつけて表情 
豊かに楽しく歌わせる 	   	   	  
	    3  教材 曲の感じを表現する学 
習 
 
きらきら星 
 
ながれ星 	  
曲の感じにあうようにリズムや速さ、強弱、調な 
どを工夫し、それを身体で表現することにより、 
自分たちが抱いている曲の感じを表そうとする 
	   	   	  
	    4  教材  ティンティララ 	   	   	   曲のまとまりを感じ取り、曲趣を生かして歌唱表 現の工夫をさせる 音の重なりを感じとって、美しいひびきで二部合 唱ができるようにさせる 	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  教材  風も雪も友達だ 	   	   	    ２分の２拍子の軽快な感じを体得させる  笛、鍵盤楽器、打楽器の演奏技能を高める  フレーズにあった楽器の効用を工夫させる 	  
 
1981 年 3
月 
 
1 
 
題材 
 
みんなのオペレッタ 
 
三びきのこぶた 	   	   「三びきのこぶた」の曲の感じを生かしてオペ レッタをつくり、楽しく表現することができる 「三びきのこぶた」を聞いて、ふしや歌詞から曲の 感じをとらえることができる 歌詞を生かして、せりふを工夫したり、身体表 現を加えたりして楽しく歌うことができる 曲の感じにあったリズム伴奏を工夫して歌とあわ せることができる 
	    2  題材 楽しく合唱や合奏をしよ う 
 
春がきた 
 
春がよんでるよ 	   歌詞の表す情景を想像しながら、春がきたよろこ びや楽しさを表情豊かに表現させる 	   	   	  
	    3  題材 ふしの変化に気をつけて 
聴こう 
歌劇「軽騎兵」序 
曲 	   	  
情景を想像させながら聴かせ、変化にとんだ曲 
趣を味わわせる 
 
トランペットの音色に親しませる 	   	  
	    4  題材 ホルン協奏曲 第１
番 第１楽章 	   	   	  
ホルンの音色に親しませ、明るくのびのびした曲 
趣を感じ取らせる 
第１主題の旋律を覚え、その反復や変化に気を 
つけて聞かせる 
ホルンとオーケストラの協奏の楽しさ、美しさ 
を感じ取らせる 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  出発の歌 	   	   	   歌詞の内容や構造を理解し、Ａ、Ｂの対照的な 
歌い方を身につける 
２部合唱の響きを感じ取ったり、強弱等曲想を生 
かす歌い方に習熟し表情豊かに歌わせる 
卒業式は最後の発表の場であることを認識さ 
せ、６年間の締めくくりであることを自覚させ 
る 
	  
 
1981 年 4
月 
 
1 
 
題材 うたいましょう、ききましょ 
う 
みつばちぶんぶ 
ん 
	   	   拍の流れにのって季節感のある歌や親しみのあ る歌を気持ちをこめて楽しく歌ったり聴いたりし 
て、音楽の楽しさを味わわせる 
	   	   	  
	    2  題材 山びこあぞびで楽しく歌 おう 
 
森のくまさん 
 
アイアイ 
 
かえるの合唱 エコーソングのポピュラーな曲にふれさせ、親し 
みのある優しい心情を育てる 
 
情景を想像しながら楽しく歌わせる 拍の流れにのって声をそろえ、のびのびと歌 
わせる 
鍵盤ハーモニカを加え、音（5 音）の重なりに気づ 
いて演奏させる 
	    3  教材  ポロネーズ（バッハ） 	   	   	    舞曲ポロネーズの音楽に親しませる 旋律の反復、リズムの変化などを感覚的につか 
ませる 
 
フルートの音色に親しませる 	  
	    4  教材  さくらさくら 	   	   	   やわらかな歌声で、日本の旋律の美しさを感じ 
ながら歌わせる 
 
呼吸の仕方に気をつけて頭声的発声で歌わせる 	   	  
	    5  教材  グリーングリーン 	   	   	   発声や発音に気をつけ、シンコペーションのリズ ムに乗って楽しく軽快に歌わせる 
 
ハ長調の視唱力・視奏力をいっそう高める 	   	  
	    6  教材  エーデルワイス 	   	   	   強弱の工夫をし、主旋律を表情豊かに歌ったり、 
笛で吹いたりすることができる 
 
笛で二重奏することができる 	   	  
 
1981 年 5
月 
 
1 
 
題材 
 
てびょうしぽんぽん 
 
ぱんとんのうた 
 
ソレ！はくしゅ おんがくたいがやって 
くる 
拍の流れにのって手拍子を打たせ、リズムのま 
とまりを感じとらせる 	   	   	  
	    2  題材  歌でお話ししよう  バスバスはしる  かくれんぼ  一羽のからす 対話風のおもしろさをもつ曲想にふれさせ、明る く生き生きした心情を育てる 
 
拍の流れにのって、ふしのまとまりを感じとらせる 鍵盤ハーモニカの奏法になれる奏法（ド～ソ） 
に慣れさせる 
リズムにのって身体表現をしながら、楽しく表現さ 
せる 
	    3  教材  金こん式  金こん式 	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  教材 楽器や伴奏を工夫して 楽しく合奏しよう 
 
駅馬車 	   	    リズムにのって楽しく歌わせる 演奏の工夫（速さ、強さ、リズムの変化、前奏、後 奏の工夫など）をしながら楽しく合奏させる 	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1981 年 6
月 
 
1 
 
題材 
 
まねっこしよう 
 
こぶたぬきつねこ 
 
山びこごっこ 	   短いふしをまねして歌ったり、階名模唱をしたり 
する中で、次第に階名で歌うことに親しませる 	   	   	  
	    2  題材 
リズムにのって演奏した 
り、身体を動かしたりしよ 
う 
 
かっこう 
 
かっこうワルツ 
 
ジャングルジム 明るく軽快な曲想に触れさせ、明るくのびやかな 
心情を育てる 
情景を思い浮かべながら、歌ったり聞かせたりす 
る 
いろいろな楽器（打楽器）の奏法に慣れさせ 
る 
リズムに乗って拍子の違いを感じながら、楽しく 
歌ったり、身体表現させたりする 
	    3  教材  ラ・カンパネラ 	   	   	   ピアノの響きから情景を感じとり、曲想を味わわ 
せる 
リズム・拍子・旋律の移り変わりを感じ取り、鐘の 
音の変化を想像しながら聞かせる 
ピアノの独奏であることを知り、音色に親しま 
せる 	  
	    4 	   ふしの違いに注意して演 奏しよう（聴こう） 
 
とんび 	   	    フレーズの違いを聞き分ける 曲を特徴付けている音楽の要素に気をつけて、 聴いたり演奏したりする 曲を聞きながら、ふしを口ずさんだり身体反 応をしたりする 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  教材  ゆめをのせて 	   	   	   調の変化を感じ取り、表現の工夫をすることがで 
きる 
ヘ長調とニ長調のちがいについて理解することが 
できる 
和音の響きを味わいながら、２部合唱するこ 
とができる 	  
 
1981 年 7
月 
 
1 
 
題材 
 
がっきであそぼう この音なんでしょ 
う 
 
ぶんぶんぶん 
 
たなばたさま 互いに歌声や楽器の音を聴きあって演奏し、楽 
器を演奏する楽しさを味わわせる 	   	   	  
	    2  題材  あかるい声で歌おう  シャボンだま  とんぼのめがね 	   かわいらしく美しい曲想にふれさせ、やさしい心 情を育てる 歌詞の内容を感じとって、情景を想像し、身体表 現する 
 
曲の気持ちを考えて美しい声で歌わせる 
 
ふし問答になれさせる 
	    3  題材  歌劇「軽騎兵」序曲 	   	   	    ５つの場面の情景を想像しながら聞く  トランペットの音色に親しむ 主旋律を覚え、口ずさみながら聞く 
軽快な旋律の流れを身体で感じ取る 
 
トランペットの名称・形・特徴を調べる 
	    4  題材  感じの違いを表現しよう  よっと 	   	   ふしの形やその動きをとらえ、曲想を感じ取って 
気持ちをこめて演奏させる 	   	   	  
	    5  題材 ピアノ五重奏曲「ます」第 ４楽章 	   	   	   ピアノ五重奏曲の各楽器の音色と、組み合わせ による響きの美しさを味わって聴くことができる 主題とその分布図・変化・全体の構成に気をつけ て聴くことができる シューベルトについて知り、歌曲にも親しむこ とができる 	  
	    6  教材  牧人の歌 	   	   	   ４人でアンサンブルの仕方を工夫し、演奏するこ 
とができる 	   	   	  
 
1981 年 8
月 
 
1 
 
題材 
 
ふしあそびをしよう 
 
かごめかごめ 
 
なぞなぞなあに 	   ふし遊びをしながら、簡単な旋律を即興的に表 
現させる 	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  月夜（フランス民謡） 	   	   	   たて笛の美しい音色や、アンサンブルの美しい 響きを味わわせる たて笛のいろいろな演奏形態に≪親しませ、それ ぞれの美しさを味わわせる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  星の世界 	   	   	   情景を想像しながら、曲趣を生かした表現をする 
ことができる 
他のパートを聞きながら、おとの重なりの美しさを 
感じ取って合唱や合奏をすることができる 
 
ヘ長調の視唱・視奏に慣れることができる 	  
	    6  教材  小川の四季 	   	   	   ４拍子のリズムにのってはぎれよく歌うことがで きる 曲の形をとらえて、グループでリズム伴奏を工夫 することができる 	   	  
 
1981 年 9
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  声を合わせて歌おう  いも虫ごろごろ  チュッチュッチユ  虫のこえ 親しみを感じさせる曲想にふれさせ、やさしい心 
情を育てる 
 
曲の感じをつかんで、心を込めて歌わせる 音の響きあいを感じって、押すティなーとの合 
唱になれさせる 
音の重なりにきづいて、聞きあいながら合唱奏さ 
せる 
	    3  題材  秋の歌を歌おう 口ぶえをふきな がら 
 
夕やけとんぼ 	   秋のようすを思い浮かべながら、さわやかに歌 い、曲の感じを生かした表現をくふうさせる 	   	   	  
	    4  教材 ホルン協奏曲第１番ニ長 
調  K.41２ 	   	   	  
ホルンの音色に親しませ、明るくのびのびとした 
曲趣を感じとらせる 
主題旋律を覚え、その反復や変化に気をつけて 
聞かせる 
ホルンとオーケストラの協奏の楽しさ、美しさ 
をかんじとらせる 	  
	    5  教材  くりの実 	   	   	  
拍の流れにのって、おおらかな詩情と、その詩が 
持つドラマ性を理解させ、曲の表情を歌い上げさ 
せる 
 
美しい響きのある合唱をさせる 	   	  
	    6  教材  エーデルワイス 	   	   	   ソプラノ、アルト、テナー、バス・リコーダーによっ 
て合奏させる 
 
リコーダー特有のやわらかい響きを目指させる 	   	  
 
1981 年 10
月 
 
1  	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    2  題材 歌詞の内容を感じとって 
歌おう 
 
たぬきのたいこ 
 
夕やけこやけ 	   のどかで広々とした曲想にふれさせ、素朴でや 
さしい心情を育てる 
曲の感じをつかみ、情景を想像しながら楽しく 
歌ったり演奏させたりする 
曲趣を味わい、曲の感じに合った表現の工夫 
をさせる 	  
	    3  題材 音を重ねる楽しさを味わ 
おう 
 
冬よさよなら 大きなくりの木の 
下で 	  
 
曲のもつイメージを生かして楽しく表現する 
 
音の重なりを味わいながら表現する力を育てる 	   	  
	    4  教材 
組曲「動物の謝肉祭」よ 
り「白鳥」（サン・サーン 
ス） 
組曲「動物の謝 
肉祭」より「白鳥」 
	   	   白鳥の情景にふさわしいチェロの旋律の美しさ 
を味わわせる 
主旋律と伴奏の織りなす表現の美しさを味わわ 
せる 
	   	  
	    5  題材  秋風の「ロンド」  秋風の「ロンド」 	   	   歌詞の内容を理解させ、情景を想像しながら歌 わせる 和声の響きを味わいながら、フレーズの特徴や速 度の変化を生かした合唱をする 	   	  
	    6  主題 「エーデルワイス」をリ コ
ーダーで四部合奏する 
	   	   	   各パートが合奏によって形成されるリズムにした がって演奏するとともに、和音の響きに留意しつ 
つ演奏させる 
	   	   	  
 
1981 年 11
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 リズム遊びをしたり、楽し 
く合奏したりしよう 
 
なかよりマーチ 	   	   リズムのおもしろさを感じとって、リズム遊びや身 
体表現をさせる 
フレーズのまとまりを感じ取らせ、旋律奏やリズ 
ム伴奏を工夫させる 
いろいろな奏法になれて、楽しく合奏する能 
力を育てる 	  
	    3  題材  輪唱を楽しもう いい声だ いい
声 だ 
 
かねが鳴る 
 
こだま 
 
楽しく歌いながら、輪唱になれさせる 
 
音の重なりに気づかせて、ひびきを味わわせる 	   	  
	    4  教材  ガボット（ラモー） 	   	   	   優美で美しい旋律を心から味わわせ、舞曲の感 じをとらえさせる 
 
オーボエの音色に親しませる 主題旋律に親しませ、そのまとまりや反復・ 
変化から曲の構成を感じ取らせる 	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1981 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  楽しく輪唱しよう  かわいいな 	   	   ほかの声部を聴きながら、二部輪唱の楽しさを 
味わわせる 
 
２声のひびきあいを感じ取らせる 	   	  
	    3  題材  音楽発表会をしよう  ブンブンブン  かっこう  メリさんのひつじ  曲のもつイメージと生かして表現の工夫をさせる 計画を立て、目当てを決め、協力し合って練習す 
る 	   	  
	    4  教材  クラリネット・ポルカ 	   	   	   ポルカの音楽に親しませ、軽快なリズムを感じ取 らせる 
 
主な旋律を理解し、反復や変化をかんじとらせる 
 
クラリネットの音色に親しませる 	  
	    5  教材 歌劇「ウィリアム・テル」 
序曲 
	   	   	    各場面のようすや特色をとらえさせる 
主な旋律を覚えたり、演奏している楽器をとらえさ 
せ、オーケストラのいろいろな楽器の組みあわせ 
の音色を味わわせる 
全体の美しさを味わわせ、序曲について理解 
させる 
	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1982 年 1
月 
 
1 	    「ガボット」を聴こう 	   	   	   身体表現を通して、ガボットのリズムに親しませ 
る 
 
ふしの繰り返しに関心をもたせる 
 
バイオリンの音色の特徴を聞き取らせる 	  
	    2  題材 リズム遊びをしたり、楽し 
く合奏したりしよう 
たろうさんの赤 
ちゃん 
 
赤ちゃん 	   楽しく軽快な曲想にふれさせ、のびのびと明るい 
心情を育てる 
リズムのおもしろさを感じとって、リズム遊びや身 
体表現をさせる 
フレーズのまとまりを感じ取らせ、旋律奏やリ 
ズム伴奏を工夫させる 	  
	    3  題材  楽しく表現しよう おおなんと寒いこ と 
 
わたしは音楽家 	    創造性をのばしながら豊かに表現させる 	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  「冬景色」 	   	   	   情景を想像豊かに表現させるためにも充分理解 
させたい 	   	   	  
	    6  教材  ふるさと 	   	   	   ふるさとを思い、懐かしむ心を合唱や笛で、美し 
く表現させる 
リズム・フレーズの流れを感じて、ヘ長調の視唱・ 
奏に慣れさせる 
曲想を感じ取り、ひびきの美しい表現を工夫 
させる 	  
 
1982 年 2
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 音の重なりを感じとって 
演奏しよう 
 
ゆき わらの中の七めん 
ちょう 
 
こぐまの二月 かわいらしい曲想やおどるような曲想にふれさ 
せ、やさしくのびのびした心情を育てる 
 
曲趣を感じ取り、情景を想像しながら歌わせる 音の重なりに気をつけて、のびのびと歌った 
り楽器の演奏をしたりする 
かけ合いのおもしろさを味わいながら聴いたり 
歌ったりさせる 
資料 1-19 
 
 
 
	    3  主題  がっきで遊ぼう  すてきな音 ポンポン ポコ
ポ ン 	  
 
音を探す。音を作る 
 
自然の流れに入る創作や即興演奏を楽しむ 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  雪のおどり 	   	   	    旋律のリズムと階名の聴取  二部輪唱  アンサンブル 	  
	    6  教材  かりがわたる 	   	   	   旋律と和声の関係を感じ取り、詩情豊かに歌わ 
せる 
柔らかいひびきのある声で、和音の美しさを味わ 
いながら、三部合唱をさせる 	   	  
 
1982 年 3
月 
 
1 
 
教材 
 
大きなくりの木の下で 	   	   	   旋律楽器、リズム楽器の扱い方、奏法の復習が 
出来る 
 
身体表現をしながら、楽しく合奏できる 	   	  
	    2  題材  春がきた 	   	   	   曲の感じをふしや言葉からとらえて、歌や楽器で 合わせて表現することに親しませる 主旋律と他の旋律やリズム伴奏の合わせ方を工 夫して歌にあう伴奏作り、表現を楽しませる 	   	  
	    3  題材  春をうたおう  春っていいね  私はそよ風 	    楽しい春を想像して歌わせる  風になって身体表現させる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  京の大仏、日本の音楽 	   	   	   素朴で、なつかしい味わいのある旋律で、日本 の音楽に親しませ、その特徴を理解させる 独特な味わいにふれさせることによって、日本音 楽のよさを見直し、親しみと理解をもたせる 	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1982 年 4
月 
 
1 
 
題材 リズムにあわせて歌った 
り身体を動かしたりしよう 
 
ぶんぶんぶん 
 
すうじのうた 
 
めだかのがっこう 
 
歌わせながら、楽しく遊ばせる 
 
歌詞の表す情景を想像させ、曲想を表現させる 
 
２拍子のリズムに合わせて表現させる 	  
	    2  題材 友だちの声を聞いて楽し 
く歌おう 
 
森のくまさん 
 
アイアイ 
 
かえるのがっしょう 
 
ふしのエコーになれて、楽しく表現させる 歌詞の表す情景を想像しながら、楽しく歌輪あせ 
る 
交互唱をすることにより、エコーの楽しさを感 
じとって歌わせる 
拍のながれにのって歌ったり聴いたりすることによ 
り、フレーズ感を養う 
	    3  題材  明るい歌声で歌おう  春の小川  アチャパチャノチャ 	   明るくのどかな気分をつかませながら、のびのび と美しい声で歌うことができる 楽譜についての基本的な事項について理解さ せ、ハ長調の視唱に親しませる 
 
たて笛の奏法に慣れさせる 	  
	    4  主題  明るくはずんで歌おう はするのだいす 
き 
 
スプリング・マーチ 
 
友だち賛歌 
 
リズムにのって明るく弾んで歌わせる 	   	   	  
	    5  教材  口ぶえふいて 	   	   	   アとイの旋律やリズムの特徴と対比を生かして、 
表情豊かに歌うことができる 
詩のことばや感じを生かし、軽く弾んだ歌い方 
や、のびやかな歌い方になれ、リコーダーのオブ 
リガートと合わせて美しく歌えるようにする 
	   	  
	     
6 
 
 
学習主題 
 
 
曲の気持ちを生かして表 
現しよう 
 
 
エーデルワイス 
	    曲の気持ちを生かし 
た強弱表現をく工夫し 
ながら、グループ練習 
することができる 
 
 
グループ発表やその相互評価に対し、積極的に 
取り組むことができる 
 
 
和音のひびきを味わいながら、合唱の技能を高 
めることができる 
	   	  
 
1982 年 5
月 
 
1 
 
題材 
 
あそびながら歌おう 
 
ひらいたひらいた 
 
いちわのからす 
 
なべなべそこぬけ 
 
わらべ歌に親しませる 
 
歌いながら楽しく遊ばせる 
 
拍の流れにのったリズムを表現させる 	  
	    2  題材 ふしのまとまりを感じとっ て表現しよう 
 
バスバスはしる 
 
かくれんぼ 
 
一わのからす 
 
リズムのおもしろさを感じとって歌わせる 場面の情景を思い浮かべながら工夫して歌わせ 
る 
 
リズムの変化に気づかせ、楽しく歌わせる 
 
鍵盤ハーモニカの奏法に慣れさせる 
	    3  題材  たてぶえに親しもう  茶つみ  ゆかいなまきば 	   たてぶえの美しい音色に親しませるとともに、短 
い旋律の演奏に慣れさせる 
たてぶえの基礎的な演奏の仕方を身につけさせ 
る 
たてぶえの旋律奏になれ、音色の美しさを味 
わわせる 
 
曲想表現を工夫しながら、２部合唱に親しませる 
	    4  主題  声の出し方を工夫しよう  私はそよ風  だれも知らない 	   自分の身体からいろいろな声が出ることに気づ 
かせる 
やわらかくひびく明るい声の出し方を見つけて歌 
わせる 	   	  
	    5  教材  グリーングリーン 	   	   	   詩情を味わい、美しい発音でシンコペーション・リ ズムを生かして軽快に歌わせる 高音からの歌い出しを生かし、アタックを聞かせ て、張りのある発声で歌えるようにさせる 
 
ハ長調の視唱・奏に慣れさせる 
 
6 度、３度の和音になれて合唱できるようにさせる 
	    6  中心教材 組曲「ペール・ギュント」 
第 1 
ノルウェー舞曲第 
２番 
行進曲（シベリウ 
ス） 
	   よく聞こえる楽器に気をつけ、情景を想像しなが 
ら聞くことができる 
主題の反復・変化・統一に注意しながら聴くことが 
できる組曲について理解し、組曲のもつ美しさを 
味わうことができる 
	   	  
 
1982 年 6
月 
 
1 
 
題材 
 
声をそろえて歌おう 
 
ひのまる 
 
かたつむり 	    どならないで互いに聴きあって歌わせる  歌詞の内容から曲想をとらえて表現させる  階名模唱に慣れさせる 	  
	    2  題材 拍子の違いを感じ取りな 
がら楽しく演奏しよう 
 
かっこう 
 
かっこうワルツ 
 
ジャングルジム 
 
情景や場面を考えながら工夫して歌わせる 
 
いろいろな楽器の奏法に慣れさせる 「かっこうワルツ」を情景を思い浮かべ、ワル 
ツのリズムを感じながら楽しく聞かせる 
２拍子と３拍子の違いを感じ取らせ、楽しく演奏さ 
せる 
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    3  題材 美しい声の出し方を覚え 
よう 
 
ドレミの歌 
 
ゆかいな木きん 	    美しい歌声に気づいて歌わせる 主旋律や他の旋律を聴きながら、楽しく合唱奏さ 
せる 
フレーズのまとまりやひびきあいを感じながら 
演奏させる 	  
	    4  主題 輪唱を美しくひびかせよ 
う 
 
かにさん 
 
まいごのこひつじ 	    ふしや歌詞にあった身振りを楽しく工夫させる 互いのパートを聴きあいながら、気持ちをそろえ 
て楽しく輪唱させる 	   	  
	    5  教材  林の朝 	   	   	   ヘ長調の旋律の階名唱と和音の響きを味わいな がら、三部合唱ができるようにさせる 
 
ヘ長調の音階についてわからせる 
 
和音を味わって三部輪唱になれさせる 	  
	    6  学習主題  合奏のひびき  お祭りポルカ 	   	   曲趣を感じ取り、曲の構成を工夫して、楽しく演 
奏することができる 
リーダーを中心に協力してパート練習することが 
できる 
いろいろな楽器の奏法に習熟し、美しく表現 
することができる 	  
 
1982 年 7
月 
 
1 
 
題材 リズムにのって歌ったり 
合奏したりしよう 
 
たなばたさま 
 
あひる 	    どならないでやさしく歌わせる 打楽器によるリズム打ちをさせながら、拍子感を 
体得させる 
 
リズムにのって楽しく表現させる 	  
	    2  題材 よく聴きあって、楽しく合 唱しよう 
 
さよなら 	   	    友達と声を合わせて歌う楽しさを味わわせる  ２部合唱に親しませる ３拍子の拍の流れにのって、気持ちをこめて 表現できるようにさせる 	  
	    3  題材 リズムにのって楽しく表 
現しよう 
 
かえるのぴょんた 
 
かえるのルンバ 	   楽しく演奏したり、聴いたりして、リズムの特徴を 
感じ取らせる 	   	   	  
	    4  主題 楽しいリズム伴奏を工夫 
しよう 
ちびっこカウボー 
イ 
 
サモア島の歌 	    体で感じ取ったものからリズム伴奏を引き出す  打楽器伴奏の構成や役割に気づく 	   	  
	    5  教材  だれも知らない 	   	   	  
夢のような美しい世界に思いをはせながらアウ 
フタクトのやわらかい流れの旋律を生かして歌え 
る 
歌詞の詩情を生かして、発音や発生に気をつけ 
ながら表情豊かに歌えるようにさせる 
 
ヘ長調の階名唱や楽器演奏になれさせる 他声部との響きあいに心を向けながら、３度の和 
声を美しい歌声で合唱させる 
	    6  学習主題 小アンサンブルに親しも 
う 
 
古いフランスの歌 	   	   グループで表現の工夫をしながらアンサンブル 
の練習をすることができる 
それぞれの楽器で奏される旋律のからみあいや 
重なり合いの美しさを味わいながら演奏すること 
ができる 
聴く観点をもち、意欲的に相互評価活動がで 
きる 
	  
 
1982 年 8
月 
 
1 
 
題材 きれいな声に気づいて 
歌おう 
 
うみ 
 
つき 
 
あいうえおのうた 
 
やわらかなきれいな声に気づいて歌わせる 
 
歌詞の内容を理解させ、曲想豊かに歌わせる 
 
３拍子を体得させる 	  
	    2  題材 友だちと声を合わせて楽 しく輪唱しよう 
 
おはよう 	   	    友だちと声を合わせて歌う楽しさを味わわせる  輪唱に親しませる ３拍子のリズムにのって、気持ちをこめて歌 わせる 
 
拍の流れにのって身体表現することに慣れさせる 
	    3  題材  歌劇「軽騎兵｣序曲 	   	   	   曲想の変化に富んだ音楽の美しさを味わって聴 
く 
 
トランペットの音色に親しんで聴く 主な旋律に親しみ、その反復や変化の様子 
に気をつけて聞く 	  
	    4  題材 楽しいリズム伴奏を工夫 
しよう 
ちびっこカウボー 
イ 
 
サモア島の歌 	    曲想にあうリズム伴奏を工夫させる リズム伴奏に合わせて、リズムに乗って楽しく歌 
わせる 	   	  
	     
5 
 
 
教材 
 
 
ゆかいに歩けば 
	   	   	    明るい歌詞の内容と軽快なリズムや流れるよう 
な旋律の中に、跳躍するリズムが脈打ちながら 
もりあがっていく曲の構成を生かして歌えるよう 
にさせる 
 
 
３度・4 度・6 度の和音を味わいながら、他声部と 
の響きあいに心を向けさせる 
 
 
美しい発声のためのフォームや呼吸法等に 
意識を向けさせる 
	  
	    6  学習主題  合唱奏に親しもう  空を見上げて  こきょうの人々 	   ハーモニーの美しさを感じ取りながら、三部合唱 することができる 楽器の組み合わせを工夫して間奏を演奏するこ とができる 
 
リズムに乗り楽しく合唱奏することができる 	  
 
1982 年 9
月 
 
1 
 
題材 
 
楽しいリズム 
 
たんぶりんのわ 
 
つき 
 
白くまのじぇんか ２拍子系の拍の流れにのって、リズムフレーズを 
感覚的にとらえさせる 
 
自分の歌声に注意して歌う態度を育てる 表現活動を通して、リズムの楽しさを感じ取ら 
せる 	  
	    2  題材 トレモロ奏に親しみ楽器 
を工夫し、演奏しよう 
 
とんぼのめがね 	   	   明るく軽快で、のびやかな曲の心情をとらえさせ 
る 
情景を思い浮かべて、表情豊かな歌い方をさせ 
る 
タンブリン、鈴、トライアングルのトレモロ奏に 
親しむ 
リズム伴奏の楽器を工夫して、いろいろな表現を 
味わう 
	    3  教材  うさぎ 	   	   	    拍をしっかりとりながらわらべ歌に親しもう 	   	   	  
	    4  題材 歌詞やリズムの感じを生 
かして歌おう 
 
ティンティララ 
 
札幌の空 	   歌詞やリズムの感じをとらえて心の弾むうたい方 
ができる 	   	   	  
	    5  題材 リズム伴奏を工夫しなが 
ら楽しく表現しよう 
 
さらばジャマイカ 	   	   歌声に気をつけながら、リズムに重点を置いて、 
児童の音楽的感覚を早く呼び覚ます 	   	   	  
	    6 学習の主 題 
 
合奏の工夫をしよう 
 
駅馬車 	   	   曲に合った伴奏を工夫し、バランスに気をつけ て、合奏することができる 	   	   	  
 
1982 年 10
月 
 
1 
 
題材 
 
あとうちあそび 
 
ひのまる 
 
しゃべるでほい 
 
ふしぎなぽけっと 
 
役割を分担して交互に楽器の伴奏をさせる 
 
階名唱やリズム唱になれさせる 楽器の組み合わせを工夫し、旋律奏や低音 
伴奏で合奏させる 	  
	    2  題材 
音の重なり合いに注意し 
て、バランスよく合唱奏し 
よう 
 
きくの花 	   	   日本の秋の花、菊の花の情景を思い浮かべ、優 
雅な旋律の流れを感じ取らせる 
歌詞の情景を思い浮かべ、短い詩であるが、気 
持ちを込めて歌う 
 
鍵盤ハーモニカ、鉄琴の奏法になれる リズム伴奏の楽器を工夫して、いろいろな表現を 
味わう 
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    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材 音の重なりを感じとって 
楽しく合唱しよう 
 
この橋の上で 
 
もみじ 	   音の重なりの美しさを感じ取って、楽しく二部合 
唱ができる 
互いのパートを聴きあいながら、美しく響きあう歌 
声を創造する 	   	  
	    5  題材 呼吸法に気をつけて、ひ びきのある声で歌おう 牛飼いのヨーデ ル 夕日が背中をおし てくる 
 
アマリリス 共鳴、呼吸法、姿勢、口形などに注意して、ひび 
きのある頭声的発声で歌うことに慣れさせる 	   	   	  
	    6 学習の主 
題 
美しいハーモニーで合唱 
しよう 
 
かりがわたる 	   	   和声のひびきの美しさを感じ取って合唱できるよ 
うにする 
 
和声進行をとらえて歌う 
 
音の溶け合いや響き藍を感じとって歌う 
 
声部のバランスを意識して歌う 
 
1982 年 11
月 
 
1 
 
題材 
 
おとえらび 
 
きらきらぼし 
 
ことりのうた 
 
どんぐりころころ 
 
曲趣を感じ取り、それをいかした歌い方をさせる 階名唱に慣れさえ、旋律楽器を奏する能力を育 
てる 
曲の感じに合う楽器を選ばせ合奏の楽しさを 
味わわせる 	  
	    2  題材 
シンバルの打ち方に親し 
み、情景に合った演奏の 
工夫をしよう 
 
夕やけこやけ 	   	   情景を思い浮かべながら気持ちを込めて歌わせ 
る 
シンバルの打ち方に親しみ、かねの音が響くよう 
に打つ工夫をする 
 
音の重なり合いに注意して合唱奏させる 	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  日本の音楽に親しもう  道成寺  かりかりわたれ  日本の音楽 古くからある日本の音楽を聴いたり、歌ったり、 演奏したりして、日本の音楽に親しむ 	   	   	  
	    5  題材 歌声のひびき合いの美 
しさを案じて表現しよう 
 
秋の子 
 
星の世界 
 
まっかな秋 合唱による音の重なり、ひびき合いの美しさをか 
んじながら表現する能力を育てる 
旋律と和声の関わりを感覚的にとらえ、伴奏の和 
声の響きや、表情を味わいながら表現する能力 
を育てる 
	   	  
	    6 学習の主 
題 
 
小アンサンブルをしよう 
 
野いちご 	   	   楽器の音色を生かし、ひびき合いの美しさを味 
わって演奏できるようにする 
拍の流れにのり、出だしや終わりをそろえて奏す 
る 
 
フレーズのまとまりや対比を生かして奏する 
 
音量や他声部とのバランスを意識して奏する 
 
1982 年 12
月 
 
1 
 
題材 
 
よびかけあそび 
 
たきび 
 
きたかぜさん 
 
おしょうがつ 情景を創造しながら曲の気分を感じ取って歌わ 
せる 
身体表現、歌詞替え遊びをしてフレーズを感じ取 
らせる 
よびかけあそびをして問い答えになっている 
ことに気づかせてうたわせる 	  
	    2  題材 身体表現しながら、楽し く合唱奏しよう 
 
山の音楽家 	   	    身体表現をくふうして、楽しく合唱奏する  強弱の工夫をした曲想表現を身につける  打楽器を加え、曲にあった曲想表現を考える 	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  学級音楽会をしよう  あしゃべりあひる  村のかじや  ジングルベル グループで協力しあって楽しく美しい合奏をつく 
り、その喜びを味わう 	   	   	  
	    5  題材 メロディの美しさをかんじ て表現しよう 
 
友だちはいいな 
 
冬げしき 
 
かあさんの歌 歌詞の内容や旋律の抑揚から、表情のつけ方 
や美しい表現の工夫をさせる 	   	   	  
	    6 学習の主 題 
 
曲趣をいかして歌おう 
 
ふるさと 	   	   曲の特徴をとらえ、曲想を工夫してうたうことが できるようにする 
 
詩情を感じとって歌詞を大切に歌う 
 
リズムや旋律の特徴を捉えて歌う 
 
形式の特徴を捉えて歌う 
 
1983 年 1
月 
 
1 
 
単元 
 
ほしのうんどうかい 
 
きらきらぼし 	   	   「きらきらぼし」をもとにして、友だちと協力して楽 
しく劇あそびができるようにする 
 
様子を思い浮かべ、気持ちを込めて歌わせる リズムや速さの変化、拍子の違い等を感じ 
取って聴いたり表現したりさせる 
 
曲の感じに合った楽器を選んで、楽しく合奏させる 
	    2  題材  リズムを感じて メヌエット（ヘンデ 
ル） 
 
小ぎつね 
 
たのしい小鳥 ２拍子や３拍子のリズムの特徴を感じ取り、表現 
を工夫させる 
拍の流れにのって身体表現し、曲の特徴を感じ 
取らせる 
歌声や楽器の音色などに気をつけさせ、友だ 
ちと合わせる楽しみを味わわせる 	  
	    3  題材  物語の歌を楽しく歌おう  森のくまさん 	   	    正確な旋律の聴取および表現  豊かな表現にせまるための基礎的な技能の習熟 
言葉のもつ意味を理解し、情景のイメージ化 
を図ると共に、言葉を大切にするという点か 
ら、きれいな発音を心がけること 
	  
	    4  題材  日本の音楽に親しもう  道成寺  正がんせ  かりかりわたれ  日本の音楽の感じをつかんで聞かせる  リズム伴奏を工夫し、楽しく演奏させる 	   	  
	    5  教材  ロシア舞曲 	   	   	   曲想や曲の特長生かして、合奏表現の工夫がで きるようにする 	   	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1983 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
３拍子のリズムにのって とんくるりんぱんく 
るりん 
買い物あそびのう 
た 	  
３拍子のリズムにのって、身体表現をしながら楽 
しく歌わせる 
曲に合ったリズム伴奏をくふうさせ、仲良く合奏さ 
せる 
拍子の違いを感じとって、楽しく即興表現させ 
る 	  
	    2  題材  ふしの感じ  ポンポンピアノ  クシコスポスト  はだかの王さま 
旋律の持つ気分を味わい、リズムの特徴などに 
きづかせながら、楽曲に親しんだり、表現の工夫 
をさせる 
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    3  題材 
歌詞と旋律の関わりに 
気づいて、歌い方を工夫 
しよう 
 
ごろすけホッホー 	   	    正確な旋律の聴取及び表現 ゆるやかな表現に迫るための基礎的な技能の習 
熟 
言葉のもつ意味を理解し、情景のイメージ化 
を図ると共に、言葉を大切にするという点か 
ら、きれいな発音を心がけること 
	  
	    4  題材  学級音楽会をしよう  かわいいおどり  メリーさんの羊  ぞうさんとくものす  小アンサンブルの楽しさを味わわせる  曲の感じに合って演奏を工夫させる 	   	  
	    5  教材  ドナドナ 	   	   	   曲想をいかして、美しい響きの二部合唱ができ 
る 
範唱レコードを基にして、曲想を生かした伴奏作 
りをさせるとともに、バランスのとれた合唱奏の表 
現工夫ができるようにする 
	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1983 年 3
月 
 
1 
 
題材 鍵盤ハーモニカと一緒に 
歌おう 
 
走れ！救急車！ 
 
大きな夢のマーチ 
 
ふうせんはいかが 
 
友だちと声をそろえてのびのびと歌わせる 鍵盤ハーモニカに親しみ、歌に合わせて楽しく演 
奏させる 
曲の感じを生かし、身体表現しながら歌わせ 
る 	  
	    2  題材  気持ちをこめて  春がきた  メヌエット 	   旋律や歌詞の意味を感じ取り、表現の工夫をさ せる 簡単な合唱や合奏を工夫し、合わせる楽しみを 得させる 既習曲から選曲し、学級音楽会をみんなでひ らき、楽しませる 	  
	    3  題材  音楽物語を作ろう インディアンおど 
る 	   	  
言葉と旋律のかかわりあいに注意して、曲想を 
表現する工夫をする 
 
自由な発想に基づいた創造性を育てる 	   	  
	    4  題材 音の重なりを感じとって 
演奏しよう 
 
ガボット 
 
夜汽車 
 
かわい小鳥 
 
音の重なる美しさを味わわせる 
 
協力し合って楽しく演奏させる 	   	  
	    5  教材  めんどりマーチ 	   	   	   曲想や曲の構成上の特色を生かして、アンサン ブル表現の工夫ができるようにする 	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1983 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  リズム伴奏の工夫  みんなでおどろう  ゆかいなまきば  バスバス走る 拍の流れを感じ取らせながら、テンポをかえて演 奏させ、最もいい感じの場面を選ばせる 歌声や旋律楽器のふしがいきるように、音量など 調節しリズム伴奏ができるようにさせる 
 
楽器奏法やいい音色の出し方を覚えさせる 	  
	    3  題材  明るい声で  春の小川  こころの歌 	   明るい歌声にきづかせ、歌い方に関心を持たせ 
る 
詞の意味や情景を想像させ、心を込めて工夫を 
させる 
自分や友だちの声を聞き取り、より美しく表現 
しようとする態度を育てる 	  
	    4  主題  やわらかい歌声  さくらさくら 	   	   日本古謡の曲趣を味わわせ、表情豊かな表現 
を工夫させる 
呼吸の仕方に気をつけて、頭声的発声で歌うこと 
に慣れさせる 
縦笛の副次的な旋律を加え、アンサンブルの 
楽しさを味わわせる 	  
	    5  主題 ひびきのある声を工夫し ながら、楽しく歌おう 気球に乗ってどこ までも 
 
春がよんでるよ 	   リズミカルな曲想を感じとって、ひびきのある声 で楽しく歌う 	   	   	  
	    6  題材 曲趣にあった表現の工 夫をしよう 
 
おぼろ月夜 	   	   歌詞内容を理解させ情景を想像しながら歌わせ る 
 
速度や強弱記号を理解させ表現を高める 曲想を生かし、表情豊かに表現の工夫をさせ 
る 	  
 
1983 年 5
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  前奏を作る  かっこう  かっこうワルツ  森のくまさん 身体表現を通して２拍子や３拍子の拍子感や曲 
趣を感じ取らせる 
感じのよい速度を予想したり、修正して歌や器楽 
の演奏をさせる 
リズム楽器やけんばん楽器を用いて禅僧を 
つくる工夫をさせる 	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  主題 曲の感じを生かした表現 
の工夫 
 
アマリリス 	   	   曲想を感じ取り、スタッカートなどいろいろな演奏 
の仕方を工夫して表現する能力を養う 
歌や楽器によるアンサンブルの楽しさを味わわせ 
る 	   	  
	    5  題材 学級ミニコンサートをしよ 
う 
 
ふうりん 
 
一週間 
 
古いイギリスの歌 小アンサンブルに親しみ、協力し合いながら演 
奏する喜びを味わわせる 
フレーズのまとまりを感じ取り、リズムに乗って演 
奏させる 
 
お互いの演奏を聴きあい表現を工夫させる 	  
	    6  題材  合奏の工夫をしよう  鳥と少年 	   	   楽器の組み合わせやリズム伴奏を工夫し、バラ ンスの取れた生き生きとした合奏をさせる 	   	   	  
 
1983 年 6
月 
 
1 	   からだを通して速さをし ろう 
 
かたつむり 
 
ぞうさんのさんぽ 
 
魔女のスキップ 	   	   	   	  
	    2  題材  和音をさぐる  キンコンカン  しゃぼんだま  子もりうた 拍の流れにのりながら、程よいはやさで楽しい気 
分で歌わせる 
歌や旋律楽器に自由にリズム楽器でリズム伴奏 
をつける工夫をさせる 
旋律にあう和音をききくらべながらえらばせ、 
その響きのよさ（低音の感覚）を味わわせる 	  
	    3  題材  歌い方のくふう アルプス一まん 
じゃく 
 
すてきなひみつ 	   歌詞の内容や旋律の特徴にあった歌い方の工 
夫をさせる 
二部合唱や楽器の伴奏等を通して友達とあわせ 
る楽しさを味わわせる 	   	  
資料 1-23 
 
 
 
	    4  主題  にたふし・同じふし  とんび 	   	  
ふしの形の違いによって、曲の感じが変わること 
に関心を持たせ、曲想を生かして表現しようとす 
る意欲を育てる 
	   	   	  
	    5  主題 日本の音楽のいろいろ 
な感じを味わおう 
 
子もり歌（１） 
 
子もり歌（２） 	   二つの旋律の感じの違いを味わわせながら表現 
を工夫させる 	   	   	  
	    6  題材 ふしを味わって表現しよ 
う 
 
故郷の人々 	   	    情景を想像し曲の美しさを味わって表現させる  曲の形式をいかして、和音伴奏の工夫をさせる 	   	  
 
1983 年 7
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  リズム伴奏の工夫  とけいのうた  ふるいもくば  ゆかいなとけい  速度や強弱を意識して（計画して）合奏ができる 音色を楽しみながら、よりよい音の響き（合奏）と 
なるように工夫させる 
歌や旋律楽器のふしが生かされるように、気 
をつけながらリズム楽器の奏法の習熟をは 
かる 
	  
	    3  題材  声を合わせて  山の朝  かっこう  かえるのがっしょう 音の重なりを感じ取って臨床を工夫してひょうげ 
んさせる 
自分の声を聴いて、発声や発音に気をつけて歌 
う態度を育てる 
友達と心を合わせて、響きの美しい合唱をし 
たり、進んで歌う機会を多く持とうとする態度 
を育てる 
	  
	    4  主題  ハ長調とイ短調  小さな物語 	   	   長調と短調の曲の違いを理解させ、曲にふさわ しい表現を工夫しようとする能力を養う 	   	   	  
	    5  主題 
声の重なりを味わいなが 
ら、聴いたり、合唱したり 
しよう 
 
花 
 
星の世界 	   人声による演奏形態の違いや、声の重なり響き 
を味わいながら聞かせる 
声の重なりを感じ取り、合唱することの楽しさを味 
わわせる 
	   	  
	    6  題材 歌曲の美しさを感じ取 
り、表現しよう 
 
待ちぼうけ 
 
この道 
 
赤とんぼ 
 
山田耕作の歌曲に親しませる 
 
鑑賞を通して歌曲の美しさを味わわせる 
 
詩と旋律の美しさを感じて表現させる 	  
 
1983 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  主題  音のひびき合い  夜汽車 	   	   音の重なりによる響きの美しさを味わって表現し 
ようとする態度を育てる 	   	   	  
	    5  主題 リズムにのって楽しく合 
奏しよう 
 
斉太郎節 	   	   フレーズのまとまりを感じ取り、リズムにのって正 
しく演奏させる 
楽器の音色の特徴を生かしながら、協力し合い、 
心を込めて曲を美しく表現させる 
 
和声の響きを味わいながら合奏させる 	  
	    6  題材 
音の響き合いをかんじな 
がら、曲趣に合った表現 
の工夫をしよう 
 
かりがわたる 	   	   情景を想像しながら、曲趣にあった表現の工夫 
をさせる 
和声の響きあいをかんじあいながら、美しい三部 
合唱をする 
	   	  
 
1983 年 9
月 
 
1 
 
題材 
 
おどりの音楽に親しもう 
 
ガボット 	   	   身体反応を通してガボットの踊りの音楽に親しま せる 主なふしにしたしませ、くりかえしや変化等から曲 のしくみに関心をもたせる 楽器（バイオリン）の音色に親しませ、演奏の しかたや楽器について理解させる 	  
	    2  題材名  黄色いちょうちょう 	   	   	   やわらかな発声で伸びやかにうたわせ、穏やか 
でやさしい情景を感じ取らせる 
リズムや拍子の変化による曲の感じを感覚的に 
とらえさせ、表現の仕方を工夫できるようにする 
リズム伴奏やふしあそびを通して表現する喜 
びを味わわせ、即興的な表現力を養う 	  
	    3  題材  わらべ歌に親しもう  うさぎ  ほたる 	    詩や曲を感じて歌えるようにする  音程や速さをくふうして味わわせる  たて笛のオブリガートを聴いて歌う 	  
	    4  題材  とんび 	   	   	   大空をゆったりとまうとんびのようすをのびのび と二部合唱で表現できるようにする 	   	   	  
	    5  主題 和声の響きを味わって、 楽しく合唱しよう 
 
空を見上げて 
 
いろんな木の実 	   和声の響きを感じ取りながら、表情豊かに合唱 させる 
 
リズムに乗って楽しく合唱させる 	   	  
	    6  題材 曲の感じを生かして合奏 
しよう 
コンドルは飛んで 
行く 
 
小川の四季 
 
失われた歌 曲の構成やまとまりを感じとって演奏する能力を 
伸ばす 
いろいろな楽器に親しませて、合奏への意欲化を 
図る 	   	  
 
1983 年 10
月 
 
1 
 
題材 ２拍子系の歌にのって楽 
しく遊ぼう 
 
おつかいありさん 
 
ことりのうた 	   歌詞のおもしろさを理解し、情景を想像しながら 
楽しく表現させる 
スキップのリズムに乗った２拍子系の拍子感覚を 
身につけさせる 
２拍子系の拍の流れを感じ取りながら、リズ 
ムあそびや身体表現をさせる 
 
歌にあわせて打楽器で簡単なリズム演奏をさせる 
	    2  題材名  花いちもんめ 	   	   	   ２拍子の拍の流れに乗せた身体表現を工夫して 歌わせ、わらべ歌の楽しさを味わわせる リズム伴奏やオスティナート唱のくふうを通し、表 現の仕方による曲の感じの違いをとらえさせる 	   	  
	    3  題材 音の重なりを感じながら 
輪唱や合唱をしよう 
 
駅弁ソング 
 
静かな湖 
 
ドレミの歌 
 
情景を想像しながら歌えるようにする 
 
はっきりとした発音で歌えるようにする 音の重なりに注意して輪唱や合唱ができるよ 
うにする 
児童合唱を聞いて、その美しさを感得し、表現力 
を伸ばす 
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    4  題材 おどろう楽しいポーレチ 
ケ 	   	   	  
ポーレチケの楽しい踊りの気分を、３拍子のリズ 
ムにのって部分二部合唱ができるようにする 	   	   	  
	    5  主題 気持ちを込めて秋の歌 
を歌おう 
さわると秋がさみ 
しがる 
 
くりの実 	    秋をみつけ、気持ちをこめてしっとりと歌わせる 秋にふさわしいイメージ作りと身体表現の工夫を 
させる 	   	  
	    6  主題  カリが渡る 	   	   	   歌曲の美しさを味わうとともに、曲の特徴や演奏 形態による効果の違いを感じる能力を育てる 	   	   	  
 
1983 年 11
月 
 
1 
 
題材 きれいな声に気づいて 
歌おう 
 
きらきらぼし 
 
いちどいきたい 	   基本的歌唱技能を養う場を多くとり、きれいな歌 
声に気づかせる 
階名唱になれさせ、さらに階名暗唱させて旋律感 
を育てる 
身体表現や打楽器の伴奏等を通して、拍子 
感を身につけさせる 	  
	    2  題材名 きつつきの おいしゃさ 
ん 	   	   	  
３拍子の拍の流れに乗せてはぎれよく歌わせ、 
明るく楽しい情景を感じ取らせる 
単音抽出唱による和音唱になれさせ、重なり合う 
響きの美しさをたらえる 
リズム伴奏やふし作りを通して表現する楽し 
さを味わわせ、即興的な表現力を養う 	  
	    3  題材 バランスを考えて合奏し よう 
 
朝だ朝だ 	   	    朝の気分を生かして歌えるようにする  リズムに乗って合奏ができるようにする バランスを考えて歌の伴奏もできるようにす る 	  
	    4  題材  ドミニク 	   	   	   リズミカルな曲の感じを生かし、演奏の仕方を工 
夫して楽しく合奏する 	   	   	  
	     
5 
 
 
題材 
 
 
ピーターとおおかみ 
	   	   	     
登場者をあらわす動機を理解させる 
 
 
物語の展開に気をつけさせ、情景を想像豊かに 
聞かせる 
 
オーケストラの各楽器の特徴を理解させ、そ 
れぞれの音色やいろいろな楽器の組み合わ 
せて演奏した時のいろいろな響きを味わわせ 
る 
	  
	    6  題材 おどりの音楽とリズムに 
親しもう 
 
トロイカ 
 
つるぎの舞 
 
メヌエット 踊りの音楽のリズムの特徴を捉えて、豊かに表 
現させる 	   	   	  
 
1983 年 12
月 
 
1 
 
題材 
 
わらべ歌で遊ぼう 
 
ひらいたひらいた 
 
なべなべそこぬけ 
 
おちゃらかほい わらべ歌を歌ったり、身体表現したりすることに 
より、日本旋法に親しむことができる 
リズムフレーズの拍の流れを感じ取りながら身体 
表現させる 
 
旋律を聴いて階名になおし、階名唱できる 即興演奏により、リズム伴奏の工夫や旋律創作が 
できる 
	     
2 
 
 
題材名 
 
 
うたのまち 
	   	   	    リズム唱やリズム打ち、自由身体表現を通して、 
２拍子の拍子感やスキップのリズムを正しくとら 
えさせるとともに、リズムがえなどによる即興表 
現力を高める 
 
リズムや歌詞を生かした表現を自分なりに工夫し 
たり、友達と協力し合って工夫したりしながら、表 
現する楽しさを味わわせる 
	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1984 年 1
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 たのしくうたったりがっそ 
うしたり 
 
小ぎつね 
 
しゃぼんだま 	   情景を想像させ、リズミカルに表現する楽しさを 
味わわせる 
明確な発音、響きのある声で正確に美しく歌う技 
能を伸ばす 
階名摸唱、階名暗唱にいっそう慣れさせると 
ともに鍵盤ハーモニカやオルガン、鉄琴など 
の演奏の力を培う 
 
音の重なりを感じ取る素地を培う 
	    3  題材  よく聴きながら  夕やけ雲  雪のおどり 	   自分や友達の声をよく聴きながら、より正しく、よ り美しく表現しようとする態度や能力を育てる 速度やリズム、音程に気をつけ、美しい響きの２ 部輪唱・奏ができるようにさせる ふしの感じに合った歌い方を工夫して表現さ せる 
 
短調のふしや、重なり合う音の響きに親しませる 
	     
4 
 
 
題材 
 
 
二つのふしをあわせた 
合奏を楽しもう 
 
 
アマリリス 
	   	    歌に笛で対旋律をいれて演奏するおもしろさを、 
独唱をいれたり、演奏の人数を変えたりすること 
でさらに広がりのある演奏になることに着目して 
表現することができる 
	   	   	  
	    5  題材  器楽発表会をしよう  古いイギリスの歌  エーデルワイス  一週間  小アンサンブルの楽しさを味わわせる 	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1984 年 2
月 
 
1 	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    2  題材  こえをそろえて  こねこのびょうき  はだかの王様 	   歌詞の表す情景を想像させ、曲にあった表現を 
工夫させる 
リズムフレーズの拍の流れを感じ取って、自由に 
身体表現させる 
短調の曲想を感じ取らせるとともに打楽器で 
簡単な伴奏を工夫させる 	  
	    3  題材  声を合わせて 聖者が町にやっ 
てくる 
 
あわてんぼうの歌 
 
ポロネーズ 他の声部に合わせ、ちょうどよい音量で歌う態度 
や能力を育てる 
２つのふしのからみあいのおもしをさを感じとって 
合唱や合奏をしたり、音楽を聴いたりさせる 
曲想を感じ取らせ、歌い方を工夫して表現さ 
せる 	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  冬の歌を歌おう  スキーの歌  モルゲンレーテ  虹と雪のバラード 歌詞の内容を理解させ、情景を想像しながら歌 
わせる 
 
曲想を考えさせ、表現できるようにし工夫させる 	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1984 年 3
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 たのしく、歌ったりがっそ 
うしたり 
 
春が来た 
 
春がよんでるよ 	   春の情景を想像し、明るく楽しく表現する喜びを 
味わわせる 
範唱や範奏を聴いて階名摸唱や階名暗唱に慣 
れさせる 
 
部分２部合唱に慣れさせる 
 
歌にあわせて合奏する楽しさを味わわせる 
	    3  題材  心を合わせて  ドレミの歌  歌えバンバン 	   他の声部にあわせ、ちょうどよい音量で音程やリ 
ズムを正しく歌えるようにさせる 
発音や発声に気をつけ、他の声部に溶け合う美 
しい声で合唱をさせる 
 
ハ長調の階名視唱にいっそう慣れさせる 
 
笛や鍵盤ハーモニカの技能を伸ばす 
	    4 	   創作オペレッタ「角のな い鹿」 	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  日本の音楽に親しもう  京の大仏  うさぎ  竹田の子守歌 日本の和声を味わいながら、合唱や合奏ができ る 陰音階と陽音階による旋法の曲想を味わい、表 現できる 	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1984 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  たのしいとけい  とけいのうた シンコペーテッド・ 
クロック 
	   時計の音に耳を傾け、美しい音、おもしろい音を 見つけ出したり、楽器や身のまわりのものでどん 
な音がつくれるか調べたりする 
時計の音を作る、造形表現で時計を作る、身体 
表現で時計になるなど、総合的に時計を表現さ 
せる 
	   	  
	    3  主題 リズムにのって楽しく歌 おう 
 
ゆかいなまきば 
 
山の音楽家 	    リズミカルな曲に親しませる  歌詞やリズムにあう身体表現を工夫させる 	   	  
	    4  主題 曲の感じをつかんで表 現しよう おどろう楽しい ポーレチケ フラミンゴフラメン コ 	   ３拍子の流れにのって歌ったり、手合わせしたり することができる 簡単な和音付けによるアンサンブルが工夫でき る 	   	  
	    5  主題 響きのある歌声を工夫し 
よう 
 
グリーングリーン 	   	    リズムにのって響きのある声で歌うことができる 	   	   	  
	    6  題材  春の喜びを歌おう  おぼろ月夜  春の喜び  いなかの四季  喜んで合唱する気持ちを育てる  お互いの声を聴きあって歌わせる  レパートリーを拡大し、音楽を楽しむ 	  
 
1984 年 5
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  まねっこあそび  山びこごっこ 	   	   教室の外の音に耳を澄ませたり、友達の声や音 
をよく聴いたりして、新しい音を見つけさせる 
身の回りの音、友達の声や音を模倣し、まねっこ 
あそびや演奏を楽しませる 	   	  
	    3  主題 さあ、いっしょに出かけよ 
う 
 
ドレミでレッツゴー 線路は続くよどこ 
までも 
 
野原で手をたたけ 
 
歌詞の内容や曲想を生かして表現させる 曲のもつリズムを体で感じながら楽しく表現させ 
る 
 
曲にあったテンポや身体表現を工夫させる 	  
	    4  主題  輪唱を楽しく  かえるの合唱 	   	    歌う歓びに目覚め、音楽の楽しさを体得させる 	   	   	  
	    5  主題 ヘ長調の楽譜を見て演 
奏しよう 
 
オカリナのおか 	   	   歌詞のイメージを生かし、表現豊かに歌うことが 
できる 
ヘ長調の音階構成を理解し、ヘ長調の視唱や視 
奏ができる 	   	  
	    6  題材 みんなでくふうして合奏 
しよう 
 
鳥と少年 	   	    出だしを正確に  フレーズを生かして表現させる  ８ビートのリズムにのり、曲を生かす  互いの演奏を高めあいながら聴きあう 
 
1984 年 6
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  のりもの  バスごっこ 	   	   いろいろな乗り物の警笛をつくり、音作りの喜び 
を感じとらせる 
曲にあった楽しい身ぶりを工夫したり、バスのクラ 
クションの工夫をしたりして、「バスごっこ」をより 
楽しく表現させる 
リズムに乗って、明るく歌い、表現する楽しさ 
を味わわせる 
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    3  主題  お話しするように歌おう  アイアイ  森のくまさん 	   歌詞の内容をしって、情景を想像しながら楽しく 
歌う 
 
はっきりした発音で歌うことができる 生活の中で友だちと楽しくふしの追いかけあ 
いをする意欲を持つ 	  
	    4  主題  音楽物語をつくろう ねんねんねむれ 
よつぐみのこ 	   	  
与えられた曲を主体的に受け止め、イメージを生 
かして「お話」を作る 
語りとの関連の中でイメージ豊かな曲想表現をさ 
せる 	   	  
	    5  題材  ガボット  ガボット おどろう楽しい ポーレチケ 	   オーボエについて理解を深めさせるとともに、音 色に親しませる 	   	   	  
	    6  題材 行進曲を軽快に演奏し 
よう 
 
ボギー大佐 	   	    行進の速さで合奏させる  音の重なり合いやバランスに気づかせる A－B-A の三部形式を理解し、まとまりのある 
演奏にさせる 	  
 
1984 年 7
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  リズムにのって  いろいろダンス 	   	  
先生や友達の打つリズムをよく聴いてまねっこを 
したり、自分の好きなリズムを創ったりして、いろ 
いろなリズムパターンを表現させる 
ひとつの曲をいろいろなリズムで演奏し、その変 
化を楽しませる 
	   	  
	    3  主題 ことばやリズムの感じを 生かして楽しく歌おう 南の島のハメハメ 大王 
 
タンブリンのわ 	    旋律の感じや歌詞の内容を生かして表現する 曲の持つリズムを身体で感じながら、楽しく表現 させる 	   	  
	    4  主題  学年合唱発表会をしよう 	   	   	   できるだけ子ども達の発想を生かし、自主的な 取り組みをさせる 
 
選曲についても子ども達で決定させる 
 
取り組みの計画を具体的に立てさせる 
 
当日は父兄にも呼びかけ、聞いていただく 
	    5  題材  ます ピアノ五重奏の 
「ます 
 
歌曲「ます」 	   ピアノ五重奏の楽器の音色や組み合わせの美し 
さを感じ取らせる 
 
変奏曲の楽しさや美しさを感じ取らせる シューベルトについて知り、歌曲にも親しませ 
る 	  
	    6  題材  ロックにのって合奏しよう クリーゲルのメヌ 
エット 	   	  
 
主旋律を滑らかにふかせる 
 
A.R の運指を正しく 
 
S.R と A.R の二重奏を綺麗に美しく 
 
グロッケン、鍵盤楽器の伴奏楽器を工夫 
 
1984 年 8
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  秋の虫  虫の声 	   	   歌詞の意味を大切に、心をこめて「虫の声」を歌 
わせる 
虫の声によく似合う音を探し、虫の声作りをした 
り、虫になって動いたりして、秋の虫を表現する 	   	  
	    3  主題  楽しく輪唱しよう  毛虫が三びき  かねが鳴る  三びきの野ねずみ  輪唱で歌う楽しさを味わわせる  音やリズムを重ねる楽しさを感じ取らせる 	   	  
	    4  主題  リズムにのって楽しく  茶色のこびん おどろう楽しい ポーレチケ 
 
クラリネットﾎﾟﾙｶ リズム、旋律などの特徴を生かして表現する態 
度を育てる 
 
リズミカルな合唱や合奏の楽しさを味わわせる リズム楽器を中心としたいろいろな楽器の演 
奏に親しませる 	  
	    5  題材  滝廉太郎の歌  荒城の月  花  箱根八里 滝廉太郎の歌曲をとおして日本の歌曲の美しさ を味わわせる 人声の種類や音色の違い、合唱の形について理 解させ、合唱の響きの美しさを味わわせる 
 
作曲家「滝廉太郎」に親しませる 	  
	    6  題材  音楽で心を結び合おう 今日の日はさよう 
なら 	   	  
別れの雰囲気が出せるように、旋律を心行くま 
で歌わせる 
 
フレーズのまとまりを感じた演奏をさせる 
 
ワルツの表現を体得させる リード楽器群、金管楽器群、リコーダー群のバラン 
スを工夫させる 
 
1984 年 9
月 
 
1 	    みんなで歩こう元気よく おんがくたいが 
やってくる 
 
タンタカマーチ 
 
おもちゃのへいたい 行進曲を聴いたり歌ったりすることで２拍子系の 
リズムの持つ拍の強弱の感じをつかませる 
打楽器によるリズム伴奏をくわえ、器楽に親しま 
せる 	   	  
	    2  題材 「橋の上で」をテーマとし た即興的な表現 	   	   	  
 
踊り等の身体表現ができるようななる 
 
表現を作り出せる 	   	  
	    3  題材 どんな声が美しいか気 
づいて歌おう 
 
花のうた 
 
びわ 	    聴く耳・感覚を大切に育てる  美しい声が分かり、とけあう声で、聴きあって歌う 	   	  
	    4  題材  ようすを思いうかべて 白鳥「動物の謝 
肉祭より」 
 
とんび 	   主旋律と伴奏の役割を考えさせ、情景を想像さ 
せながら聞かせる 
 
チェロの音色に親しませる 	   	  
	    5  題材  歌い方の工夫  ゆかいに歩けば 	   	    明るく軽やかに歌う工夫ができる 曲想を感じとりひびきを聴きあいながら二部合唱 できる 	   	  
	    6  主題  郷土の歌を演奏しよう 大山賛歌―わが 
こころの山― 	   	  
楽器の組み合わせを考えさせ、バランスの取れ 
た演奏をさせる 
 
お互いに協力し合って演奏をまとめさせる 
 
郷土の歌を愛する心情を育てる 	  
 
1984 年 10
月 
 
1 	    楽しく「ウン  パッ」 るる ららら るん 
るんるん 
 
おんまはみんな 
 
オブラディｵﾌﾞﾗﾀﾞ 
ポップ系音楽の持つアフタービートのリズムの基 
本を、リズム遊びや打楽器の演奏を通して感覚 
的につかせせる 
	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材 リズムにのって表現しよ 
う 
 
基本リズム① 
 
2 
 
3 	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    4  題材  リズムにのって  風船はいかが  くるくるマンボ  大きなゆめのマーチ 旋律の持つ曲想をかんじとらせ、リズミカルの表 
現させる 
スタッカート、シンコペーション、タイ、８分休符な 
どを理解させる 
いろいろなリズムに慣れさせ、楽しい表現を 
工夫させる 	  
	    5  題材  豊かな表現の工夫 「オペレッタ」物語 
作り 	   	  
「オペレッタ」を通して総合的な豊かな表現力を 
つける 	   	   	  
	    6  主題  二部合唱を楽しもう  まっかな秋  小さな木の実 	   歌詞の内容を味わい、美しい合唱になるように 工夫させる 
 
バランスや強弱に気をつけて合唱させる 	   	  
 
1984 年 11
月 
 
1 	    ネコの鳴き声３拍子  おどるこねこ コロンブスがころ 
んだ 
すみれいろのふうせ 
ん 
いろいろな３拍子の曲を聴いたり歌ったりしなが 
ら、体を動かしたり、リズム打ちをすることで、３ 
拍子のリズム感を体得させたい 
	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材 美しくひびく歌声をくふう しよう 
 
もみじ 
 
野いちご 
 
札幌の空 
 
歌詞の内容を理解させ、表情豊かに歌わせる 
 
美しく響きのある頭声的発声で歌わせる 	   	  
	    5  題材  豊かな表現の工夫  「オペレッタ」 	   	    「オペレッタ」を通して豊かな表現力をつける 	   	   	  
	    6  主題  場面を想像して 組曲「ペール・ 
ギュント」第１ 
 
オーゼの死 	    組曲を理解し、場面を想像しながら聞かせる  曲想と楽器の関連を理解させる オーケストラの楽器の音色に注意して聴かせ 
る 	  
 
 
1984 年 12
月 
 
 
1 
	     
クリスマスには魔女もお 
どる 
 
 
魔女のスキップ 
 
 
３人の百姓の男の 
子 
 
 
ジェンカ 
 
学級全員が参加して、うたい、おどり、遊ぶ体験 
を通じて、音楽への興味を深めていくとともに、 
歌ったりおどったりすることと、体の動きとを統一 
させていく力を養う 
	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材 音の重なりに気をつけて 
合奏しよう 
 
ドミニク 
 
シレジアのおどり 
 
耳をすまそう 音の重なりに気をつけて演奏することの大切さを 
知らせ、その楽しさを味わわせる 
 
いろいろな楽器の演奏技能を高める 
アンサンブルを通して、友達と協力し合い、心 
を合わせて演奏することの大切さを学び取ら 
せる 
	  
	    5  題材  豊かな表現の工夫  オペレッタ 	   	   オペレッタを通して、総合的に豊かな表現力をつ 
ける 	   	   	  
	    6  主題  リズムを生かそう  スキーの歌  スキー 	   歌詞の意味をよく理解し、明るく生き生きと歌わ 
せる 
音程に気をつけ、シンコペーションリズムを生かし 
た歌い方ができるようにさせる 
 
リズム伴奏の工夫をさせる 	  
 
1985 年 1
月 
 
1 
 
題材 
 
うたにあわせて 
 
ぶんぶんぶん 
 
みつばちぶんぶん 	    曲想を感じとりながら歌わせる 歌にあわせて身体表現したり、タンブリンやカスタ ネットで打たせたりする 
 
階名唱になれさせる 	  
	    2  題材  気持ちをこめて  たぬきのたいこ  メヌエット 	   歌詞が示している様子や情景や旋律の感じを生 
かした歌い方になれさせる 
 
リズム遊びや楽器を通して拍子感をそだてる 	   	  
	    3  題材  わらべ歌で楽しもう  一わのからす  うさぎ  世界のわらべ歌  身体を動かし、楽しく遊びながら歌うことができる オブリガート唱（奏）になれて、歌とあわせること 
ができる 
 
世界の子ども達のうたに親しむことができる 	  
	    4  題材 リズムや旋律のおもしろ さを感じて歌おう 
 
雪山さん歌 	   	   ふしの形やリズムに注意し、曲想を考えながら、 強弱を工夫して歌わせる 付点八分音符や十六分音符を理解し、リズムの 違いに注意して歌わせる 	   	  
	    5  題材 曲想を工夫して楽しく表 
現しよう 
 
スキーの歌 
 
大雪やんだ 	    曲趣を生かした表現を工夫することができる 二声の響きあいを感じとって、楽しく合唱すること 
ができる 	   	  
	    6  主題  三部合唱をしよう  かりがわたる  思い出  まっかな秋 声域や声質を知り声部のバランスを考え、響き 
を味わいながら美しい３部合唱に仕上げる 	   	   	  
 
1985 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムにのって 
 
いろいろダンス 
 
サンバを踊ろう おもちゃのチャチャ 
チャ 
情景や曲全体の気分を感じ取り、リズムにのっ 
て歌ったり、身体表現させる 
 
歌にあわせて拍打ちしたり、リズム伴奏させる 打楽器の奏法に慣れ、歌にあわせて演奏す 
る楽しさを味わわせる 	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  気持ちをこめて歌おう  大きな歌  山の音楽家 	    きれいな声に気づいて歌うことができる 曲想を感じ取り、歌詞の内容を知って気持ちをこ 
めて演奏できる 
音の重なりのひびきを感じ取って合唱するこ 
とができる 	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    4  題材  美しい響きを楽しもう スケーターズワル 
ツ 	   	  
 
音の響きを感じ取って合奏する 
 
曲のまとまりを感じ取って演奏する 	   	  
	    5  題材  日本の音楽に親しもう  子もり歌  京の大仏  日本の音楽  日本の音楽のもつよさを味わうことができる  曲想を感じ取り、表情豊かに合唱・奏できる 曲の感じにあうふしやリズムを感覚的にとら 
え即興的に表現できる 	  
	    6  主題  曲の形をつかんで歌おう  思い出 	   	    曲の形を生かした歌い方を工夫する  和声の流れを感じ取って表情豊かに合唱させる 	   	  
 
1985 年 3
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 おはなしのおんがく（オ 
ペレッタ） 
がちょうのおいの 
り 	   	  
 
学級全員で仲良く取り組む 
 
明るく思い切り自分を表現する 
 
動作は大きく、自分で工夫してのびのびやる 
 
言葉をはっきり、息を吸い込んで言う 
	    3  題材 気持ちをそろえて演奏し 
よう 
 
富士山 	   	   おおらかな曲想を感じ取り、表現を工夫すること 
ができる 
 
歌詞の内容を十分つかんで、歌唱表現をさせる 
大太鼓・小太鼓のバッテリーの流れにのっ 
て、主旋律・対旋律の音の重なりの美しさに 
気をつけて演奏できる 
	  
	    4  題材 曲の特徴を感じて聴いた り、演奏したりする 
 
きゅう友 	   	   曲のまとまりを感じ取って聴き、曲の仕組みを理 解させる 主な旋律を口ずさんだり、体で感じ取りながら聞 かせる 吹奏楽に親しませ、楽器に対する関心や理 解を深めさせる 	  
	    5  題材 
音の重なりや響き合いを 
感じ取りながら表現しよ 
う 
 
冬景色 
 
まどを開いて 	   和声の響きを味わいながら、合唱することができ 
る 
 
主旋律に合った副旋律を創作することができる 	   	  
	    6  主題  合唱の楽しさを味わおう  故郷の人々 	   	    和声の流れを感じ取り、楽しく合唱させる  曲想豊かに表現させる 	   	  
 
1985 年 4
月 
 
1 
 
学習主題 みんなで声をそろえて歌 
おう 
 
ひらいたひらいた 
 
こいのぼり 
 
手をたたこう どならず、みんなで声をそろえて歌うことができ 
る 
フレーズのまとまりを感じて、交互唱することがで 
きる 
友だちのいいところをまねて、身体表現がで 
きる 	  
	    2  主題  山びこあそび  森のくまさん  アイアイ  かえるのがっしょう 二組に分かれて歌いあい、エコーの楽しさを感じ 
とらせる 	   	   	  
	    3  主題  明るい声で  春の小川  小鳥の音楽 	   情景を想像しながら、のびのびと歌うことができ る 頭声的発声の美しさに気づき、憧れを持ったり、 歌ったりできるようにする 	   	  
	    4  題材 
やわらかな歌声で曲の 
感じにふさわしい表現を 
しよう 
 
さくらさくら 	   	   他の歌声をよく聴きながら、より美しく表現しよう 
とする態度や能力を育てる 
	   	   	  
	    5  題材  軽やかに、春を歌おう  春の風  春の山 	    曲想を生かし表情豊かに生き生きと歌わせる 季節感を肌で感じ取りながら、その気持ちを歌で 表現できるようにさせる 主旋律・副旋律のバランスを考え、美しく合唱 させる 	  
	    6  題材  だれかが口ぶえふいた 	   	   	   リズムや速度の変化を感じながら美しい表現を 
工夫する 	   	   	  
 
1985 年 5
月 
 
1 	  
「たん、たん、たん」のリ 
ズムを感じて、表情豊か 
に表現する 
 
ぶんぶんぶん 
 
じゃんけんぽん 
 
がぼっと 身体表現をしながらなりきって歌うことができる 
（表現する力） 
リズムの動きを感じて、リズム打ちができる（感じ 
とる力） 
みんなの前で恥ずかしがらずにうたったり、 
身体表現をしたりできる（学習するちから） 
	  
	    2  主題  よびかけあそび  バスバスはしる  かくれんぼ  一わのからす 対話風なおもしろさやふしのまとまりを感じとら 
せる 	   	   	  
	    3  題材名  たて笛といっしょに アチャパチャノ 
チャ 
 
ゆかいなまきば 	   たて笛の基本的な奏法を理解し、短い旋律の聴 
奏や視奏に慣れる 
部分的な旋律奏や副次的旋律奏をくわえることに 
より、歌と縦笛のひびきあいの美しさや、合わせ 
る楽しさを味わうことができるようにする 
	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 
輪唱から合唱へ、お互い 
の声部を聴きあってうた 
おう 
 
朝のあいさつ 
 
うたいましょう 
 
ぼくの文鳥 輪唱を通して、和声の仕組みを知り、その響きを 
充分に味わわせる 
 
各声部を聴きあって歌えるようにさせる いくつもの愛唱歌をもたせ、輪唱や合唱のた 
のしさを感じとらせる 
	  
	    6  教材  手 	   	   	   手のぬくもりを通し、父兄への愛を深め、表現の くふうをする 旋律と詞からくるイメージを広げ、表現方法をくふ うする 転調やリズムの変化を感じて、表現の工夫を する 	  
 
1985 年 6
月 
 
1 	   フレーズのまとまりを感 
じて、楽しい表現をつくる 
 
かたつむり 
 
ぞうさんのさんぽ 
 
くちぶえふきとこいぬ 
 
歌にあわせて７つ打ちができる 拍の流れやフレーズのまとまりを感じて、身体で 
表せる 
みんなで楽しくリズムを工夫してリズム合奏を 
楽しめる 	  
	    2  主題  たのしいリズム  かっこう  かっこうワルツ  ジャングルジム 拍子やリズムの違いを感じとりながら、楽しく演 
奏したり身体表現したりさせる 	   	   	  
資料 1-29 
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主題 
 
 
ドレミと五線 
 
 
ドレミの歌 
 
 
ゆかいな木きん 
 
五線やト音記号につ 
いて理解させ、ハ長 
調の視唱や視奏に慣 
れさせる 
 
曲想を感じとって、明るくリズミカルに表現する楽 
しさを味わったり、他の楽器とあわせる楽しさを 
感じとったりできるようにする 
	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 美しいひびきのある声を みつけよう 
 
グリーングリーン 	   	   一人ひとりに正しい姿勢・呼吸・発声をつかま せ、歌唱表現をさらに豊かにさせる 	   	   	  
	    6  教材  ドナドナ 	   	   	   転調の変化を感じながら、表情豊かに二部合唱 
をする 	   	   	  
 
1985 年 7
月 
 
1 	   拍の流れにのって「私の 
表現」を作ろう 
 
たなばたさま 
 
うみ 
 
ひみつのはなし どならないきれいな声で、身体全体で気持ちをこ 
めて歌う 
拍の動き（ゆれや流れ）を感じて、強弱の工夫が 
できる 
友達の歌を聴き比べて、感想を発表したり、 
みんなの前でひとりで表現することができる 	  
	    2  主題  明るい声で  シャボンだま  とんぼのめがね 	   歌声に気をつけて、美しい表現に関心を持たせ る 	   	   	  
	    3  題材名  楽しいリズム  かえるのぴょんた  かえるのルンバ 	   手拍子や身体表現を通してシンコペーションのリ ズムをとらえ生き生きと歌うことができる 曲想表現の工夫などをして、楽しく２部輪唱がで きるようにする 簡単なリズム伴奏やたてぶえ奏を加え、小ア ンサンブルの楽しさを味わうことができる 	  
	    4  題材 
ふしの形による感じの違 
いに気をつけて演奏しよ 
う 
 
とんび 
 
さようなら 
 
友だち賛歌 ふしの形による感じの違いに気づき気持ちをこ 
めた曲想表現の工夫ができる 
呼吸の仕方に気をつけ、頭声的な発声で歌うこと 
ができる 
ハ長調の視唱奏の力を身につけ、友達と演 
奏しあう楽しみを味わうことができる 
	  
	    5  題材 歌劇「ウィリアム・テル」 
序曲 	   	   	  
歌劇や序曲について理解を深め、4 つの場面の 
情景を想像豊かに聴かせる 
オーケストラの楽器の音色や演奏形態などを理 
解させ、その表情の豊かさを感じ取らせる 	   	  
	    6  題材  友達の歌 	   	   	    rit. a temp.を工夫して速度表現をする  跳躍音の美しい響きを工夫する  二部の響きを味わって軽快にうたう 	  
 
1985 年 8
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  主題  ふしのリレー 	   	   	   リズムフレーズの拍の流れにのって、ふし問答を 
即興的に表現させる 	   	   	  
	    3  題材名  うさぎ 	   	   	  
日本古謡の叙情的な旋律の美しさ、楽しさを味 
わい、気持ちを込めて歌うことができるようにす 
る 
日本風な旋律の感じをつかみ、親しみをもって表 
現できるようにする 
 
たて笛の演奏能力をのばす 	  
	    4  題材 
リズムや旋律の特徴を 
生かして、楽しい表現を 
しよう 
 
茶色の小瓶 おどろう楽しい 
ポーレチケ 
	   拍子やリズム・旋律・歌詞による曲趣の楽しさを 
感じ取らせる 
音の重なりの美しさを感じながら２部合唱をさせ 
る 
２拍子系の舞曲の軽快さを味わわせ、クラリ 
ネットの音色に親しませる 
	  
	    5  題材  ヘ長調のふしに親しむ  川はよんでる  海 	    音を通してヘ長調のしくみを理解させる 歌唱・器楽の表現活動を通し、ヘ長調の視唱・視 
奏になれさせる 	   	  
	    6  教材  空がこんなに青いとは 	   	   	    歌詞を味わって曲想表現の工夫をする いろいろな記号の意味を覚え、歌い方のくふうを 
する 
 
指揮をよく見て歌うことができる 	  
 
1985 年 9
月 
 
1 	   学級レパートリーを作ろ う 
 
とんぼのめがね おおきなくちのき 
のしたで 	   情景を想像しながら楽しく歌ったり合奏したりさ せる 
 
階名模唱や楽器の奏法になれさせる 	   	  
	    2  題材 リズムにのってひょうげ 
んしよう 
 
虫の声 おもちゃのチャ 
チャチャ 
 
タンブリンのわ 
 
情景を想像させ、リズムに乗って楽しく歌わせる リズミカルな曲の感じにのって、たのしく演奏させ 
る 
 
歌にあわせて身体表現させる 	  
	    3  題材  リズムにのって アルプス一まん 
じゃく 	   	  
２拍子の拍の流れにのって、適度な速さで楽しく 
歌わせる 
 
旋律にあうリズムパターンの工夫をさせる 身体反応やかえ歌の工夫をして、友達とあわ 
せる楽しさを味わわせる 	  
	    4  題材  わたしはそよかぜ 	   	   	   歌詞のイメージをふくらませ、気持ちを込めて表 現する 
 
美しい歌声に気づき、気持ちをそろえて歌う 	   	  
	    5 	   鍵盤ハーモニカのレパー トリー作り 
 
鹿児島おはら節 	   	   メロディーを譜読みし、鍵盤ハーモニカで演奏で きるようにする 
 
リズムの伴奏をつける 
 
中間部をつけて三部形式にしてみよう 
 
前奏をつくってみよう 
	    6  題材  美しい声で斉唱する  つばさを下さい 	   	   声の特長を生かして歌うため、協力し合う態度を 
育てる 
特徴を知り、工夫することで美しい声をださせるよ 
うにする 	   	  
 
1985 年 10
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  ３拍子の曲に親しもう  たぬきのたいこ  小鳥とりのあさ  きくの花  ３拍子のリズムに乗って楽しく表現させる  発音に気をつけさせ、綺麗な声で歌わせる はずんで歌うところ、レガートに歌うところを工 夫させる 
 
歌にあわせて身体表現させる 
資料 1-30 
 
 
 
	    3  題材  ３拍子の流れにのって  空とぶにわとり 	   	   ３拍子の拍の流れをからだで感じながら演奏す 
ることができる 
 
付点二部音符やスタッカートの理解をさせる 音量のバランスのとれた合奏表現、リズム伴 
奏の工夫をさせる 	  
	    4  題材 かねが鳴る、風船と青い 
空 	   	   	  
 
ふしの重なり、音の重なりを感じながら歌わせる 歌詞のイメージにあった表現を工夫させ、美しい 
響きでうたわせる 	   	  
	    5  題材 小原節に打楽器の伴奏 をつける 
 
小山清茂 民謡を訪ねての 
テーマ 	  
 
小原節の打楽器伴奏を工夫しよう 日本の音楽に使われている打楽器を知り、実際 
に演奏してみよう 
補助教材である祭囃子 A,B を聴き、楽器の
音 色奏法などを知る 
 
実際に演奏してみる 
	    6  題材  合唱を楽しもう  翼をください 声作りのポイント 
（ビデオ） 	  
 
合唱の美しい声の響きを味わわせる 
 
子どもの感覚を通して感じとらせる 	   	  
 
1985 年 11
月 
 
1 	    オペレッタの学習  ぞうさん 	   	   音楽を核とする総合的な指導を通して、いっそう 
豊かな心情を育てる 
発声、発音、音程に気をつけながら、３拍子のリ 
ズムに乗ってたのしく歌わせる 	   	  
	    2  題材  気持ちを込めて歌おう  シャボンだま  夕やけこやけ 	   歌詞の表す情景を想像して、曲にあった表現を させる 範唱や範奏を聴き、階名模唱や階名暗唱に慣れ させる 
 
楽器を加えて楽しく演奏させる 	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  まきばの子牛 	   	   	    音の重なりを感じながら、２部合唱させる  歌詞のイメージにあった表現の工夫をさせる 	   	  
	    5  題材  小原節 	   	   	   打楽器伴奏をつけた小原節に、前奏部、中間部 を加え、完成した曲として演奏してみる 	   	   	  
	    6  主題 自己を表現できる子ども 
を育てる 
ガイーヌより「剣 
の舞」 
江戸川区音楽鑑 
賞教室よりのビデ 
オ 
	    鍵盤ハーモニカで旋律を演奏できるようにさせる  正確なリズムが打てるようにさせる  バランスのとれた合奏を工夫させる  楽曲での打楽器の大切さを理解させる 
 
1985 年 12
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  輪唱をしよう  かわいいな  だるまさん 	    曲の感じをつかんで楽しく歌わせる  他の声部を聴きながら歌わせる  輪唱に慣れさせる 	  
	    3  題材  変奏曲をつくろう  きらきら星  ながれ星 	   ２拍子の拍の流れを感じながら演奏することが 
できる 
曲のイメージをふくらませ、音量のバランス、リズ 
ム伴奏等を工夫して、変奏曲を作る楽しさを味わ 
わせる 
	   	  
	    4  題材  ティンティララ 	   	   	   身体で３拍子のリズムを感じながら歌えるように 
させる 
 
発声に留意し、歌詞の情景を充分に表現させる 
 
音の重なりを感じながら、２部合唱させる 
 
アンサンブル伴奏の工夫をさせる 
	    5  題材 
小原節を中心に据えた 
全校集会「高須西小鍵 
盤ハーモニカ祭り」 
	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  器楽合奏を楽しもう  汽車は走るよ 	   	   打楽器の奏法になれさせ、リズムに乗って演奏 
させる 
 
楽器の音色の特徴を聞き分け演奏させる 	   	  
 
1986 年 1
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  気持ちを込めて歌おう  くちぶえさん 	   	    聴唱的視唱法になれ、階名暗唱歌にする 歌詞の気分をつかみ、きれいな発音で話しかけ 
るような歌い方に慣れさせる 
鍵盤ハーモニカの旋律奏になれ、鉄琴やハ 
ンドカスタ、タンブリンを加えて簡単な合奏を 
させる 
Ⅰ、Ⅳ、Ⅴの和音を聞き分け、分散和音唱（奏）を し
て和音感覚をのばす 
	    3  題材  ドレミは楽し  アの字がつくから  ドレミでレッツゴー  ドレミのうた 自分の力の範囲で階名視唱させ、ふしの繰り返 
しにきづかせる 
ドレミの音階やことばをうまく使った曲のおもしろ 
をさを生かして、歌わせる 
友だちや自分の声をよく聴き、楽しく二部合唱 
させたり、ミュージック・ベル奏させたりする 	  
	    4  題材  ホルンの音色 ホルン協奏曲 
第 １番  第１楽
章 
	   	   ホルンの音色やオーケストラの音色に親しませ 
る 
主な旋律（第１主題）に親しませ、その反復や変 
化を感じ取らせる 
モーツァルトに関心を持たせ、親しみやすい 
作品を味わわせる 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  曲の感じを生かして  ふるさと 	   	   歌詞内容を理解し、それにあった表現の工夫を させる 
 
ハーモニーを味わいながら二部合唱させる 	   	  
 
1986 年 2
月 
 
1 学習の主 
題 
 
気持ちを込めて歌おう 
 
きらきらぼし 	   	   拍の流れにのり、歌詞の内容をとらえて、表情豊 
かに歌うことができる 	   	   	  
	    2  題材  音まねあそび  こぎつね 	   	    音に響き合いの楽しさを味わわせる  ハ長調の視唱奏に慣れさせる 音まねあそびを通してやさしい合唱の技能を 
育てる 
 
合奏の技能を高める 
資料 1-31 
 
 
 
	    3  題材 日本のふし（わらべうた） 
に親しもう 
 
なんのき 
 
風のとおりみち 
 
うちのうらのくろねこ 
歌唱（あそび）、リコーダー奏、打楽器奏、鑑賞等 
の活動を通して、わらべ歌の楽しさを味わわせ、 
その特徴に気づかせる 
音の響きあいやリズムのおもしろさに耳をかたむ 
けさせ、アンサンブル活動に積極的に取り組ませ 
る 
	   	  
	    4  題材  ふしの美しさ  とんび  白鳥 	   白鳥の情景にふさわしい、チェロによる旋律の美 
しさを味わわせる 
主旋律と伴奏の織り成す表現の美しさをあじわわ 
せる 	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  美しい合奏  ボギー大佐 	   	   速度、強弱、リズムなどを生かして美しい合奏に まとめさせる 楽器の特性を生かして、曲趣にあったかろやかな 演奏ができるようにさせる グループで協力して、楽しい合奏ができるよう にする 	  
 
1986 年 3
月 
 
1 学習の主 
題 
 
気持ちをこめて歌おう 
 
きらきらぼし 
 
ぶんぶんぶん 	   拍やリズムの動きにのり、歌詞の気持ちを感じ 
取って歌えるようにする 	   	   	  
	    2  題材 ようすを思い浮かべなが 
ら歌おう 
おばけなんてな 
いさ 	   	  
 
情景を想像させ、表情豊かに表現させる 
 
曲想を生かした楽しい表現ができるようにさせる 
 
タッカのリズムを体得させる 
 
自由に身体反応させる 
	    3  題材  わらべうたづくりをしよう 	   	   	   習った曲、知っている曲からわらべ歌の音の動 きに気づかせる 音階を手がかりに、リコーダーで即興的にふしづ くりをさせる 作ったものが形として残るよう、ノートにかか せたり、ことばをつけさせたりする リコーダー、鍵盤ハーモニカ、打楽器等で、簡単な アンサンブルを試みさせる 
	    4  題材  オーボエの音色  ガボット 	   	    ガボットの優雅な曲趣を味わわせる  オーボエの音色に親しませる  曲の構成を感じとらせる 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  山田耕作の歌曲  待ちぼうけ  赤とんぼ  この道 
歌詞の持つ旋律要素が旋律の抑揚に生かされ 
ていることに気づき、日本情緒豊かな曲を味わっ 
て聴くことができるようにする 
声種を理解して、斉唱や合唱の演奏形態が理解 
できるようにする 
 
音楽を味わって聴く態度を育てる 	  
 
1986 年 4
月 
 
1 
 
題材 
 
ふしの感じを変えて 
 
夕やけこやけ 
 
一番星みつけた 	    わらべうたのふしに親しませる  情景を思い浮かべて表情豊かに歌わせる 鍵盤ハーモニカによるレガート奏に習熟させ 
る 
変奏の仕方に気づかせ、変奏曲のおもしろさを感 
じ取らせる 
	    2  主題  拍の流れにのって 	   	   	    拍感を育てる  拍にのって「ことば遊び」をする 	   	  
	    3  題材 合唱へのアプローチ 
－輪唱の楽しみ方－ 
 
山の朝 	   	   異なった旋律を聴きあいながら、音の高さを正し 
く取って、美しい発声で輪唱する 	   	   	  
	    4  題材  手作りで音楽を楽しもう 	   	   	  
音楽の楽しさ、美しさを味わわせ、あわせて、協 
力し合って学習することの喜び、主体的に学習 
する力を養う 
	   	   	  
	    5  題材 ヘ長調についての理解 
を深める 
 
川はよんでる 	   	    ヘ長調についての理解を深める 	   	   	  
	    6  題材 和声のやくめの違いを感 
じ取って合奏しよう 
 
故郷の人々 誰かが口笛ふい 
た 	  
旋律をききながら、和声を感じ取って低音を見つ 
けさせる 
曲想を味わい、旋律や低音、和声の演奏のしか 
たを工夫させる 
和声のそれぞれの機能について知り、和声 
の進行を感じ取りながら演奏させる 	  
 
1986 年 5
月 
 
1 
 
題材 
 
ふしの感じを変えて 
 
夕やけこやけ 
 
一番星みつけた 	    わらべうたのふしに親しませる  情景を思い浮かべて表情豊かに歌わせる 鍵盤ハーモニカによるレガート奏に習熟させ る 変奏の仕方に気づかせ変奏曲のおもしろさを感じ 取らせる 
	    2  主題  拍の流れにのって 	   	   	    拍感を感じ取らせる  拍の流れにのって「ことば」の表現を楽しませる 	   	  
	    3  題材 合唱へのアプローチ 
－輪唱の楽しみ方－ 
 
山の朝 	   	   異なった旋律を聴きあいながら、音の高さを正し 
く取って、美しい発声で輪唱する 	   	   	  
	    4  題材  手作りで音楽を楽しもう 	   	   	  
音楽の楽しさ、美しさを味わわせ、あわせて、協 
力し合って学習することの喜び、主体的に学習 
する力を養う 
	   	   	  
	    5  題材 ヘ長調についての理解 を深める 
 
川はよんでる 	   	    ヘ長調についての理解を深める 	   	   	  
	    6  題材 和声のやくめの違いを感 じ取って合奏しよう 
 
故郷の人々 誰かが口笛ふい 
た 	   旋律をききながら、和声を感じ取って低音を見つ けさせる 曲想を味わい、旋律や低音、和声の演奏のしか たを工夫させる 和声のそれぞれの機能について知り、和声 の進行を感じ取りながら演奏させる 	  
 
1986 年 6
月 
 
1 
 
題材 
 
ふしの感じを変えて 
 
夕やけこやけ 
 
きらきらぼし 
 
つき 
 
情景想像と表情豊かな歌唱表現 変奏曲の鑑賞とそれぞれのふしの感じにあった 
鍵盤ハーモニカの吹き方 
ベース、和音伴奏、副旋律、リズム伴奏を加 
えた合奏の工夫 	  
	    2  主題  拍の流れにのって 	   	   	    拍感を感じとらせる  拍の流れにのって「ことば」の表現を楽しませる 	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    3  題材 合唱へのアプローチ 
－輪唱の楽しみ－ 
 
山の朝 	   	   異なった旋律を聞きあいながら、音の高さを正し 
く取って、美しい発声で輪唱する 
 
輪唱の面白さにきづかせる 	   	  
	    4  題材  手作りで音楽を楽しもう 	   	   	   しっかりとした目的をもち、それに向けて努力す 
る 
 
友だちと協力して学習する楽しさを味わう 
 
学習の仕方を学ぶ 	  
	    5  題材 ヘ長調についての理解 を深める 
 
川はよんでる 	   	    ヘ長調の音階の理解と階名唱になれる  曲想を生かした歌い方  縦笛の旋律奏  二部合唱は、楽器による演奏 
	    6  題材 和声のやくめの違いを感 
じ取って合奏しよう 
 
故郷の人々 誰かが口笛ふい 
た 	  
旋律を聴きながら和声を感じ取って、低音を見つ 
けさせる 
曲想を味わい、旋律や低音、和声の演奏の仕方 
を工夫させる 
和声のそれぞれの機能について知り、和声 
進行を感じとりながら演奏させる 	  
 
1986 年 7
月 
 
1 
 
題材 
 
ふしの感じを変えて 
 
夕やけこやけ 
 
きらきらぼし 
 
つき 
 
情景想像と表情豊かな歌唱表現 変奏曲の鑑賞とそれぞれのふしの感じにあった 
鍵盤ハーモニカの吹き方 
ベース、和音伴奏、副旋律、リズム伴奏を加 
えた合奏の工夫 	  
	    2  主題  拍の流れにのって 	   	   	    拍感を感じとらせる  拍の流れにのって「ことば」の表現を楽しませる 	   	  
	    3  題材 合唱へのアプローチ 
－輪唱の楽しみ－ 
 
山の朝 	   	   異なった旋律を聞きあいながら、音の高さを正し 
く取って、美しい発声で輪唱する 
 
輪唱の面白さにきづかせる 	   	  
	    4  題材  手作りで音楽を楽しもう 	   	   	   しっかりとした目的をもち、それに向けて努力す 
る 
 
友だちと協力して学習する楽しさを味わう 
 
学習の仕方を学ぶ 	  
	    5  題材 ヘ長調についての理解 を深める 
 
川はよんでる 	   	    ヘ長調の音階の理解と階名唱になれる  曲想を生かした歌い方  縦笛の旋律奏  二部合唱は、楽器による演奏 
	    6  題材 和声のやくめの違いを感 じ取って合奏しよう 
 
故郷の人々 誰かが口笛ふい 
た 	   旋律を聴きながら和声を感じ取って、低音を見つ けさせる 曲想を味わい、旋律や低音、和声の演奏の仕方 を工夫させる 和声のそれぞれの機能について知り、和声 進行を感じとりながら演奏させる 	  
 
1986 年 8
月 
 
1 
 
主題 ジャングルたんけんしよ 
う 
 
どうぶつサンバ 
 
ジャングルの音 	    サンバのリズムに乗って「どうぶつサンバ」を歌う 動物や原住民になって、ジャングルの世界に入 
り、遊ぶ 
自分のジャングルのイメージに近づけるため 
に動物の歌やまねっこ、様子の音を工夫する 
ジャングルがどんどん楽しくなるような音や動きを 
みつける 
	    2  題材 気持ちを込めて演奏しよ 
う 
 
夕やけこやけ 	   	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や伴 
奏を工夫する 
シンバル、鍵盤ハーモニカの音出しを工夫し、表 
現力を深める 	   	  
	    3  題材  リコーダーにしたしもう 線路は続くよどこ 
までも 
 
夕やけこやけ 
 
こころの歌 
リコーダーの美しい音色を感じとり、ブレスやタン 
ギングを正しくすることができるようになり、リ コ
ーダーの演奏を楽しむことができるようにする 
	   	   	  
	    4  題材 
日本音楽のひびきに親 
しもう －「わらべうたすご 
ろく」で遊ぶ－ 
わらべうたすごろ 
く 
 
さくらさくら 	   日本音楽が５音旋法によっていることに気づき、 
そのひびきに親しむ 
偶然性音楽の手法に基づき、即興的に旋律を演 
奏することができる 
自分の演奏と、友だちの演奏とがひびき合う 
喜びをしる 
	  
	     
5 
 
 
題材 
 
 
和声の美しさを味わおう 
 
 
星の世界 
 
 
清しこの夜 
	    個々の和音の響きを大切にして、すんだ美しい 
和音を作り、その連結によって生きたハーモニー 
ができるようにする 
 
合唱で表現する和声の美しさを味わい、合唱で 
表現できない楽器での表現を加え、声、楽器の結 
合によるいっそう深い音楽の喜びを味わえるよう 
にする 
	   	  
	    6  題材  日本の楽器  風魔  さくら変奏曲  春の海  日本の楽器の音色に親しませる 	   	   	  
 
1986 年 9
月 
 
1 
 
主題 ジャングルたんけんしよ 
う 
 
どうぶつサンバ 
 
ジャングルの音 	    サンバのリズムに乗って「どうぶつサンバ」を歌う 動物や原住民になって、ジャングルの世界に入 
り、遊ぶ 
自分のジャングルのイメージに近づけるため 
に動物の歌やまねっこ、様子の音を工夫する 
ジャングルがどんどん楽しくなるような音や動きを 
みつける 
	    2  題材 気持ちを込めて演奏しよ 
う 
 
夕やけこやけ 	   	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や伴 
奏を工夫する 
シンバル、鍵盤ハーモニカの音出しを工夫し、表 
現力を深める 	   	  
	    3  題材  リコーダーにしたしもう 線路は続くよどこ 
までも 
 
夕やけこやけ 
 
こころの歌 
リコーダーの美しい音色を感じとり、ブレスやタン 
ギングを正しくすることができるようになり、リ コ
ーダーの演奏を楽しむことができるようにする 
	   	   	  
	    4  題材 
日本音楽のひびきに親 
しもう －「わらべうたすご 
ろく」で遊ぶ－ 
わらべうたすごろ 
く 
 
さくらさくら 	   日本音楽が５音旋法によっていることに気づき、 
そのひびきに親しむ 
偶然性音楽の手法に基づき、即興的に旋律を演 
奏することができる 
自分の演奏と、友だちの演奏とがひびき合う 
喜びをしる 
	  
	     
5 
 
 
題材 
 
 
和声の美しさを味わおう 
 
 
星の世界 
 
 
清しこの夜 
	    
個々の和音の響きを大切にして、すんだ美しい 
和音を作り、その連結によって生きたハーモニー 
ができるようにする 
 
合唱で表現する和声の美しさを味わい、合唱で 
表現できない楽器での表現を加え、声、楽器の結 
合によるいっそう深い音楽の喜びを味わえるよう 
にする 
	   	  
	    6  題材  日本の楽器  風魔  さくら変奏曲  春の海  日本の楽器の音色に親しませる 	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1986 年 10
月 
 
1 
 
主題 ジャングルたんけんしよ 
う 
 
どうぶつサンバ 
 
ジャングルの音 	    サンバのリズムに乗って「どうぶつサンバ」を歌う 動物や原住民になって、ジャングルの世界に入 
り、遊ぶ 
自分のジャングルのイメージに近づけるため 
に動物の歌やまねっこ、様子の音を工夫する 
ジャングルがどんどん楽しくなるような音や動きを 
みつける 
	    2  題材 気持ちを込めて演奏しよ 
う 
 
夕やけこやけ 	   	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や伴 
奏を工夫する 
シンバル、鍵盤ハーモニカの音出しを工夫し、表 
現力を深める 	   	  
	    3  題材  リコーダーにしたしもう 線路は続くよどこ 
までも 
 
夕やけこやけ 
 
こころの歌 
リコーダーの美しい音色を感じとり、ブレスやタン 
ギングを正しくすることができるようになり、リ コ
ーダーの演奏を楽しむことができるようにする 
	   	   	  
	    4  題材 
日本音楽のひびきに親 
しもう －「わらべうたす 
ごろく」で遊ぶ－ 
わらべうたすごろ 
く 
 
さくらさくら 	   日本音楽が５音旋法によっていることに気づき、 
そのひびきに親しむ 
偶然性音楽の手法に基づき、即興的に旋律を演 
奏することができる 
自分の演奏と、友だちの演奏とがひびき合う 
喜びをしる 
	  
	     
5 
 
 
題材 
 
 
和声の美しさを味わおう 
 
 
星の世界 
 
 
清しこの夜 
	    個々の和音の響きを大切にして、すんだ美しい 
和音を作り、その連結によって生きたハーモニー 
ができるようにする 
 
合唱で表現する和声の美しさを味わい、合唱で 
表現できない楽器での表現を加え、声、楽器の結 
合によるいっそう深い音楽の喜びを味わえるよう 
にする 
	   	  
	    6  題材  日本の楽器  風魔  さくら変奏曲  春の海  日本の楽器の音色に親しませる 	   	   	  
 
1986 年 11
月 
 
1 
 
主題 ジャングルたんけんしよ 
う 
 
どうぶつサンバ 
 
ジャングルの音 	    サンバのリズムに乗って「どうぶつサンバ」を歌う 動物や原住民になって、ジャングルの世界に入 
り、遊ぶ 
自分のジャングルのイメージに近づけるため 
に動物の歌やまねっこ、様子の音を工夫する 
ジャングルがどんどん楽しくなるような音や動きを 
みつける 
	    2  題材 気持ちを込めて演奏しよ 
う 
 
夕やけこやけ 	   	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や伴 
奏を工夫する 
シンバル、鍵盤ハーモニカの音出しを工夫し、表 
現力を深める 	   	  
	    3  題材  リコーダーにしたしもう 線路は続くよどこ 
までも 
 
夕やけこやけ 
 
こころの歌 
リコーダーの美しい音色を感じとり、ブレスやタン 
ギングを正しくすることができるようになり、リ コ
ーダーの演奏を楽しむことができるようにする 
	   	   	  
	    4  題材 
日本音楽のひびきに親 
しもう －「わらべうたす 
ごろく」で遊ぶ－ 
わらべうたすごろ 
く 
 
さくらさくら 	   日本音楽が５音旋法によっていることに気づき、 
そのひびきに親しむ 
偶然性音楽の手法に基づき、即興的に旋律を演 
奏することができる 
自分の演奏と、友だちの演奏とがひびき合う 
喜びをしる 
	  
	     
5 
 
 
題材 
 
 
和声の美しさを味わおう 
 
 
星の世界 
 
 
清しこの夜 
	    個々の和音の響きを大切にして、すんだ美しい 
和音を作り、その連結によって生きたハーモニー 
ができるようにする 
 
合唱で表現する和声の美しさを味わい、合唱で 
表現できない楽器での表現を加え、声、楽器の結 
合によるいっそう深い音楽の喜びを味わえるよう 
にする 
	   	  
	    6  題材  日本の楽器  風魔  さくら変奏曲  春の海  日本の楽器の音色に親しませる 	   	   	  
 
1986 年 12
月 
 
1 
 
題材 
 
四分音符と八分音符 
 
ぺんぎんさん 
 
ごりらのうた 
 
らくだ リズムや旋律の特徴をとらえ、リズムに乗って楽 
しく表現することができる 
 
リズムの違いを聞き分ける能力を養う 
 
リズムの表現に慣れさせる 	  
	    2  題材  簡単な合唱をしよう  あかちゃん 	   	  
３拍子の拍の流れにのり、やわらかい発声に気 
をつけ、歌詞の内容を理解して部分二部合唱を 
する 
	   	   	  
	    3  題材  リズムがとれるよ  空とぶにわとり 	   	    リズムに乗って歌わせる  ３拍子を感じ取らせる 曲の仕組み、フレーズ、曲の山、強弱に気を 
つけて歌ったり、合奏したりさせる 
 
リズムを正しく表現させる 
	     
4 
 
 
題材 
 
 
音で気持ちを表そう 
 
 
とんび 
 
 
つり橋わたれ 
	    歌詞の内容や、曲の仕組みを理解して、たてぶ 
え、手拍子、手作り楽器など、いろいろな音色を 
工夫しながら、曲想を生かした表現ができるよう 
にさせる 
	   	   	  
	    5  主題  スキャット唱 	   	   	   曲趣を生かして、即興的に和音伴唱をすること ができる 主旋律を生かしたスキャット唱をすることにより、 重音のひびき合いを楽しむことができる 	   	  
	    6  題材  和声の美しさを味わおう  かりがわたる  雪の祭り 	   曲想を感じ取り、気持ちをこめて三部合唱ができ 
るようにさせる 	   	   	  
 
1987 年 1
月 
 
1 
 
題材 
 
四分音符と八分音符 
 
ぺんぎんさん 
 
ごりらのうた 
 
らくだ リズムや旋律の特徴をとらえ、リズムに乗って楽 
しく表現することができる 
 
リズムの違いを聞き分ける能力を養う 
 
リズムの表現に慣れさせる 	  
	    2  題材  簡単な合唱をしよう  あかちゃん 	   	  
３拍子の拍の流れにのり、やわらかい発声に気 
をつけ、歌詞の内容を理解して部分２部合唱を 
する 
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    3  題材  リズムがとれるよ  空とぶにわとり 	   	    リズムに乗って歌わせる  ３拍子を感じ取らせる 曲の仕組み、フレーズ、曲の山、強弱に気を 
つけて歌ったり、合奏したりさせる 
 
リズムを正しく表現させる 
	     
4 
 
 
題材 
 
 
音で気持ちを表そう 
 
 
とんび 
 
 
つり橋わたれ 
	   歌詞の内容や、曲の仕組みを理解して、たてぶ 
え、手拍子、手作り楽器など、いろいろな音色を 
工夫しながら、曲想を生かした表現ができるよう 
にさせる 
 
 
4 拍子を感じ取らせる 
	   	  
	    5  主題  スキャット唱 	   	   	   曲趣を生かして、即興的に和音伴唱をすること ができる 主旋律を生かしたスキャット唱をすることにより、 重音のひびき合いを楽しむことができる 	   	  
	    6  題材  和声の美しさを味わおう  かりがわたる  雪の祭り 	   曲想を感じ取り、気持ちをこめて三部合唱ができ 
るようにさせる 	   	   	  
 
1987 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
四分音符と八分音符 
 
ぺんぎんさん 
 
ごりらのうた 
 
らくだ リズムや旋律の特徴をとらえ、リズムに乗って楽 
しく表現することができる 
 
リズムの違いを聞き分ける能力を養う 
 
リズムの表現に慣れさせる 	  
	    2  題材  簡単な合唱をしよう  あかちゃん 	   	  
３拍子の拍の流れにのり、やわらかい発声に気 
をつけ、歌詞の内容を理解して部分２部合唱を 
する 
	   	   	  
	    3  題材  リズムがとれるよ  空とぶにわとり 	   	    リズムに乗って歌わせる  ３拍子を感じ取らせる 曲の仕組み、フレーズ、曲の山、強弱に気を つけて歌ったり、合奏したりさせる 
 
リズムを正しく表現させる 
	     
4 
 
 
題材 
 
 
音で気持ちを表そう 
 
 
とんび 
 
 
つり橋わたれ 
	    歌詞の内容や、曲の仕組みを理解して、たてぶ 
え、手拍子、手作り楽器など、いろいろな音色を 
工夫しながら、曲想を生かした表現ができるよう 
にさせる 
 
 
4 拍子を感じ取らせる 
	   	  
	    5  主題  スキャット唱 	   	   	   曲趣を生かして、即興的に和音伴唱をすること 
ができる 
主旋律を生かしたスキャット唱をすることにより、 
重音のひびき合いを楽しむことができる 	   	  
	    6  題材  和声の美しさを味わおう  かりがわたる  雪の祭り 	   曲想を感じ取り、気持ちをこめて３部合唱ができ 
るようにさせる 	   	   	  
 
1987 年 3
月 
 
1 
 
題材 
 
四分音符と八分音符 
 
ぺんぎんさん 
 
ごりらのうた 
 
らくだ リズムや旋律の特徴をとらえ、リズムに乗って楽 
しく表現することができる 
 
リズムの違いを聞き分ける能力を養う 
 
リズムの表現に慣れさせる 	  
	    2  題材  簡単な合唱をしよう  あかちゃん 	   	  
３拍子の拍の流れにのり、やわらかい発声に気 
をつけ、歌詞の内容を理解して部分２部合唱を 
する 
	   	   	  
	    3  題材  リズムがとれるよ  空とぶにわとり 	   	    リズムに乗って歌わせる  ３拍子を感じ取らせる 曲の仕組み、フレーズ、曲の山、強弱に気を つけて歌ったり、合奏したりさせる 
 
リズムを正しく表現させる 
	     
4 
 
 
題材 
 
 
音で気持ちを表そう 
 
 
とんび 
 
 
つり橋わたれ 
	    歌詞の内容や、曲の仕組みを理解して、たてぶ 
え、手拍子、手作り楽器など、いろいろな音色を 
工夫しながら、曲想を生かした表現ができるよう 
にさせる 
 
 
4 拍子を感じ取らせる 
	   	  
	    5  主題  スキャット唱 	   	   	   曲趣を生かして、即興的に和音伴唱をすること 
ができる 
主旋律を生かしたスキャット唱をすることにより、 
重音のひびき合いを楽しむことができる 	   	  
	    6  題材  和声の美しさを味わおう  かりがわたる  雪の祭り 	   曲想を感じ取り、気持ちをこめて３部合唱ができ るようにさせる 	   	   	  
 
1987 年 4
月 
 
1 
 
題材 リズムにのって歌ったり 
演奏したりしよう 
 
ぶんぶんぶん 
 
こいのぼり おんがくたいがやって 
くる 
拍の流れに乗って歌ったり、打楽器を演奏したり 
することができる 
あぞびから発展した身体表現により、拍子感を体 
得させる 
 
リズミカルな曲想を表現させる 	  
	    2  題材  音楽にあわせて  春がきた  子ぞうのこうしん 	   音楽にあわせて、リズム伴奏や体の動きを工夫 
し、表現したり聴いたりする楽しさを味わわせる 
歌や楽器で旋律をより美しく表現させるとともに、 
リズム伴奏を工夫して合奏できるようにさせる 
曲の気分やリズムの特徴を感じ取って音楽を 
聴くことができる 	  
	    3  単元名  楽しい合奏  ふじ山 	   	   鍵盤ハーモニカによる旋律奏、リコーダーのオブ リガート奏ができる オルガンや打楽器を加え、ほかのパートをききな がら合奏をすることができる いろいろな楽器の重なりによる音色を楽し み、心を合わせて合奏する楽しさを味わう 	  
	    4  学習主題 
リズムにのって、はぎれ 
のよい合唱奏を工夫しよ 
う 
おじいちゃんのお 
とし 
	   	   メロディの範奏や歌詞を手がかりとして、楽想を イメージし、それぞれの曲について、歌い方を工 
夫することができる 
盛り上がる部分に副旋律をつけたり、速度の変 
化をつけたりしながら、二部合唱へと高めていくこ 
とができる 
	   	  
	    5  主題  リズム前奏を創ろう ジャマイカン・ル ンバ 
 
いろんな木の実 	   リズムフレーズの拍の流れ、緊張感を感じ取ら せる 強弱、速度、楽器の音色を考えて、リズム伴奏を 工夫させる 南太平洋、中南米の音楽の躍動的なリズム を味わわせる 	  
	   	    主題 宇宙のイメージで音楽を 
作ろう 
 
星の世界 
 
雪の踊り 	    曲の山や旋律の抑揚を感じ取らせる  和製の美しさを感じ取り合唱させる 宇宙の広々とした世界、星の美しさを創造し 
ながら前奏を創らせる 	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    主題 世界にひとつしかない声 
の音楽を作ろう 
 
春（ヴィバルディ） 
 
春の祭典 	   生活体験のイメージを基に、自分にしかできない 
音楽を作らせ、自己表現の喜びを味わわせる 
 
声の自由さを曲に生かし作曲させる 創作した曲を楽譜に残す作業を通し、音を視 
覚化し、楽譜本来の意味をつかませる 	  
	    6  題材 情景を思い浮かべなが 
ら美しく合奏しよう 
 
おぼろ月夜 	   	    情景を思い浮かべながら美しく合奏する 	   	   	  
 
1987 年 5
月 
 
1 
 
題材 リズムにのって歌ったり 
演奏したりしよう 
 
ぶんぶんぶん 
 
こいのぼり おんがくたいがやって 
くる 
拍の流れに乗って歌ったり、打楽器を演奏したり 
することができる 
あぞびから発展した身体表現により、拍子感を体 
得させる 
 
リズミカルな曲想を表現させる 	  
	    2  題材  音楽にあわせて  春がきた  子ぞうのこうしん 	   音楽にあわせて、リズム伴奏や体の動きを工夫 
し、表現したり聴いたりする楽しさを味わわせる 
歌や楽器で旋律をより美しく表現させるとともに、 
リズム伴奏を工夫して合奏できるようにさせる 
曲の気分やリズムの特徴を感じ取って音楽を 
聴くことができる 	  
	    3  単元名  楽しい合奏  ふじ山 	   	   鍵盤ハーモニカによる旋律奏、リコーダーのオブ 
リガート奏ができる 
オルガンや打楽器を加え、ほかのパートをききな 
がら合奏をすることができる 
いろいろな楽器の重なりによる音色を楽し 
み、心を合わせて合奏する楽しさを味わう 	  
	    4  学習主題 
リズムにのって、はぎれ 
のよい合唱奏を工夫しよ 
う 
おじいちゃんのお 
とし 
	   	   メロディの範奏や歌詞を手がかりとして、楽想を イメージし、それぞれの曲について、歌い方を工 
夫することができる 
盛り上がる部分に副旋律をつけたり、速度の変 
化をつけたりしながら、二部合唱へと高めていくこ 
とができる 
	   	  
	    5  主題  リズム前奏を創ろう ジャマイカン・ル ンバ 
 
いろんな木の実 	   リズムフレーズの拍の流れ、緊張感を感じ取ら せる 強弱、速度、楽器の音色を考えて、リズム伴奏を 工夫させる 南太平洋、中南米の音楽の躍動的なリズム を味わわせる 	  
	    6  題材 情景を思い浮かべなが ら美しく合奏しよう 
 
おぼろ月夜 	   	    情景を思い浮かべながら美しく合奏する 	   	   	  
 
1987 年 6
月 
 
1 
 
題材 リズムにのって歌ったり 
演奏したりしよう 
 
ぶんぶんぶん 
 
こいのぼり おんがくたいがやって 
くる 
拍の流れに乗って歌ったり、打楽器を演奏したり 
することができる 
あぞびから発展した身体表現により、拍子感を体 
得させる 
 
リズミカルな曲想を表現させる 	  
	    2  題材  音楽にあわせて  春がきた  子ぞうのこうしん 	   音楽にあわせて、リズム伴奏や体の動きを工夫 
し、表現したり聴いたりする楽しさを味わわせる 
歌や楽器で旋律をより美しく表現させるとともに、 
リズム伴奏を工夫して合奏できるようにさせる 
曲の気分やリズムの特徴を感じ取って音楽を 
聴くことができる 	  
	    3  単元名  楽しい合奏  ふじ山 	   	   鍵盤ハーモニカによる旋律奏、リコーダーのオブ リガート奏ができる オルガンや打楽器を加え、ほかのパートをききな がら合奏をすることができる いろいろな楽器の重なりによる音色を楽し み、心を合わせて合奏する楽しさを味わう 	  
	    4  学習主題 
リズムにのって、はぎれ 
のよい合唱奏を工夫しよ 
う 
おじいちゃんのお 
とし 
	   	   メロディの範奏や歌詞を手がかりとして、楽想を イメージし、それぞれの曲について、歌い方を工 
夫することができる 
盛り上がる部分に副旋律をつけたり、速度の変 
化をつけたりしながら、二部合唱へと高めていくこ 
とができる 
	   	  
	    5  主題 宇宙のイメージで音楽を 
作ろう 
 
星の世界 
 
雪の踊り 	    曲の山や旋律の抑揚を感じ取らせる  和製の美しさを感じ取り合唱させる 宇宙の広々とした世界、星の美しさを創造し 
ながら前奏を創らせる 	  
	    6  題材 情景を思い浮かべなが 
ら美しく合奏しよう 
 
おぼろ月夜 	   	    情景を思い浮かべながら美しく合奏する 	   	   	  
 
1987 年 7
月 
 
1 
 
題材 リズムにのって歌った 
り、演奏したりしよう 
 
ぶんぶんぶん 
 
こいのぼり 
 
さあ、みんなで 拍の流れにのって歌ったり、打楽器を演奏したり 
することができる 
遊びから発展した身体表現により、拍感を体得す 
る 
 
リズミカルな曲想を表現することができる 	  
	    2  題材  音楽に合わせて  春がきた  子ぞうのこうしん 	   音楽に合わせて、リズム伴奏や体の動きを工夫 し、表現したり聴いたりする楽しさを味わわせる 歌や楽器で旋律をより美しく表現させるとともに、 リズム伴奏を工夫して合奏できるようにさせる 曲の気分やリズムの特徴を感じ取って音楽を 聴くことができるようにさせる 	  
	    3  単元名  楽しい合奏  ふじ山  あこがれの国 	   鍵盤ハーモニカによる旋律奏、リコーダーのオブ 
リガート奏ができる 
オルガンや打楽器を加え、ほかのパートをききな 
がら合奏をすることができる 
いろいろな楽器の重なりによる音色を楽し 
み、心を合わせて合奏する楽しさを味わう 	  
	    4  学習主題 
リズムにのって、はぎれ 
のよい合唱奏を工夫しよ 
う 
 
題材  冬の歌 題材 おじいちゃ 
んのおとし 
	   メロディの範奏や歌詞を手がかりとして、楽想を イメージし、それぞれの曲について、歌い方を工 
夫することができる 
盛り上がる部分に副旋律をつけたり、速度の変 
化をつけたりしながら、二部合唱へと高めていくこ 
とができる 
	   	  
	    5  主題 世界にひとつしかない声 
の音楽を創ろう 
ヴィヴァルディ「四 
季」より  春 
ベートーヴェン 
ス プリング・ソナタ 
ストラヴィンスキー 
春の祭典 
生活体験のイメージを基に、自分にしかできない 
音楽を作らせ、自己表現の喜びを味わわせる 
 
声の自由さを曲に生かし作曲させる 創作した曲を楽譜に残す作業を通し、音を視 
覚化し、楽譜本来の意味をつかませる 	  
	    6  題材 情景を思い浮かべなが ら美しく合奏しよう 
 
題材  おぼろ月
夜 
	   	    情景を思い浮かべながら美しく合奏する 	   	   	  
 
1987 年 8
月 
 
1 
 
題材 
 
おとえらび 
 
すてきな音 
 
きらきらぼし きらきらぼしのおはな 
し 
身の回りのいろいろな音色や響きの違いに関心 
を持たせる 
楽器の打つ場所や打ち方を工夫して、曲趣に適 
した音で演奏させる 	   	  
	    2  題材  ３拍子のリズム  小とりのあさ  たぬきのたいこ  メヌエット  ３拍子の拍子感を身につけさせる リズムの組み合わせによる３拍子の表現に慣れ 
させる 	   	  
	    3 学習の主 
題 
歌にあわせて楽器を演 
奏しよう 
 
ゆかいな木きん 	   	   歌と楽器の音色を意識し、響きあいの美しさを感 
じ取って演奏できるようにする 	   	   	  
	    4  題材 楽しいリズムで演奏しよ う 線路は続くよどこ までも 	   	  
 
リズム伴奏の工夫 
 
はじめ、中、終わりの工夫 
 
打楽器でいろいろなリズムを打つ 
 
曲の感じにふさわしい速さ、強さの工夫 
	    5  題材  フラットのはたらき  だれも知らない 	   	   フラットの働きとヘ長調の音階を、歌や楽器を通 
して理解させるとともにその視唱になれさせたい 	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    6  題材  発声の工夫  まっかな秋 大きなゆめのマー 
チ 	  
 
声変わりや変声期について理解させる 一人ひとりにあった正しい発声の仕方を工夫する 
態度を養う 
 
曲の感じを生かした表現力を育てる 	  
 
1987 年 9
月 
 
1 
 
題材 
 
おとえらび 
 
すてきな音 
 
きらきらぼし きらきらぼしのおはな 
し 
身の回りのいろいろな音色や響きの違いに関心 
を持たせる 
楽器の打つ場所や打ち方を工夫して、曲趣に適 
した音で演奏させる 	   	  
	    2  題材  ３拍子のリズム  小鳥のあさ  たぬきのたいこ  メヌエット  ３拍子の拍子感を身につけさせる リズムの組み合わせによる３拍子の表現に慣れ させる 	   	  
	    3 学習の主 
題 
歌にあわせて楽器を演 
奏しよう 
 
ゆかいな木きん 	   	   歌と楽器の音色を意識し、響きあいの美しさを感 
じ取って演奏できるようにする 	   	   	  
	    4  題材 楽しいリズムで演奏しよ 
う 	   	   	  
 
リズム伴奏の工夫 
 
はじめ、中、終わりの工夫 
 
打楽器でいろいろなリズムを打つ 
 
曲の感じにふさわしい速さ、強さの工夫 
	    5  題材  ヘ長調のふし  誰もしらない  林の朝  朝のマーチ すすんで楽譜に取り組み、楽譜から音楽をよみ とろうとする態度を育てる ヘ長調について理解させるとともに、視奏視唱力 を養う 
 
歌詞の内容を理解して歌わせる 
 
和製の響きを味わって二部合唱させる 
	    6  題材  発声の工夫  まっかな秋 大きなゆめのマー 
チ 	  
 
声変わりや変声期について理解させる 一人ひとりにあった正しい発声の仕方を工夫する 
態度を養う 
 
曲の感じを生かした表現力を育てる 	  
 
1987 年 10
月 
 
1 
 
題材 
 
おとえらび 
 
すてきな音 
 
きらきらぼし きらきらぼしのおはな 
し 
身の回りのいろいろな音色や響きの違いに関心 
を持たせる 
楽器の打つ場所や打ち方を工夫して、曲趣に適 
した音で演奏させる 	   	  
	    2  題材  ３拍子のリズム  小鳥のあさ  たぬきのたいこ  メヌエット  ３拍子の拍子感を身につけさせる リズムの組み合わせによる３拍子の表現に慣れ させる 	   	  
	    3 学習の主 題 歌にあわせて楽器を演 奏しよう 
 
ゆかいな木きん 	   	   歌と楽器の音色を意識し、響きあいの美しさを感 じ取って演奏できるようにする 	   	   	  
	    4  題材 楽しいリズムで演奏しよ 
う 	   	   	  
 
リズム伴奏の工夫 
 
はじめ、中、終わりの工夫 
 
打楽器でいろいろなリズムを打つ 
 
曲の感じにふさわしい速さ、強さの工夫 
	    5  題材 和声の響きを味わって合 
唱しよう 
 
星の世界 	   	   呼吸の仕方に気をつけて、響きのある頭声的発 
声で歌わせる 
和声の美しさを感じとり、歌詞を味わいながら、感 
動を持ってうたう 
お互いの演奏を聴きあい、曲想表現を工夫さ 
せる 	  
	    6  題材  発声の工夫  まっかな秋 大きなゆめのマー チ 	  
 
声変わりや変声期について理解させる 一人ひとりにあった正しい発声の仕方を工夫する 
態度を養う 
 
曲の感じを生かした表現力を育てる 	  
 
1987 年 11
月 
 
1 
 
題材 
 
おとえらび 
 
すてきな音 
 
きらきらぼし きらきらぼしのおはな 
し 
身の回りのいろいろな音色や響きの違いに関心 
を持たせる 
楽器の打つ場所や打ち方を工夫して、曲趣に適 
した音で演奏させる 	   	  
	    2  題材  ３拍子のリズム  小鳥のあさ  たぬきのたいこ  メヌエット  ３拍子の拍子感を身につけさせる リズムの組み合わせによる３拍子の表現に慣れ 
させる 	   	  
	    3 学習の主 題 歌にあわせて楽器を演 奏しよう 
 
ゆかいな木きん 	   	   歌と楽器の音色を意識し、響きあいの美しさを感 じ取って演奏できるようにする 	   	   	  
	    4  題材 楽しいリズムで演奏しよ う 	   	   	  
 
リズム伴奏の工夫 
 
はじめ、中、終わりの工夫 
 
打楽器でいろいろなリズムを打つ 
 
曲の感じにふさわしい速さ、強さの工夫 
	    5  題材 和声の響きを味わって合 
唱しよう 
 
星の世界 	   	   呼吸の仕方に気をつけて、響きのある頭声的発 
声で歌わせる 
和声の美しさを感じとり、歌詞を味わいながら、感 
動を持ってうたう 
お互いの演奏を聴きあい、曲想表現を工夫さ 
せる 	  
	    6  題材  発声の工夫  まっかな秋 大きなゆめのマー 
チ 	  
 
声変わりや変声期について理解させる 一人ひとりにあった正しい発声の仕方を工夫する 
態度を養う 
 
曲の感じを生かした表現力を育てる 	  
 
1987 年 12
月 
 
1 
 
題材 
 
おどりのおんがく とんくるりんぱんく 
るりん 
 
おどるこねこ 	   ３拍子の拍の流れに乗って、身体表現や歌い方 の工夫をさせる 
 
踊りの感じにあうリズム伴奏の工夫をさせる 	   	  
	    2  主題  また出た、あのふし  タンタンマーチ トルコこうしんきょ 
く 	  
２拍子の拍子感、リズム感、強弱の変化などに、 
対する感覚を養う 
曲の仕組みを感じ取りながら、歌ったり楽器によ 
る演奏の工夫をしたりさせる 	   	  
	    3  題材  音の重なりをきこう  ひびくよ歌声  あわてんぼうの歌 	   音の重なり合うひびきを感じ取ったり、響きの美 
しさを味わわせる 
お互いの声をよく効きあいながら、部分２部合奏 
をさせる 	   	  
	    4  題材  リズムにのって  冬の歌 	   	   歌詞の意味をよく理解し、のびのびとした声でり ずむにのって楽しく歌うことができる 発音・発声に留意させ、部分二部合奏をすること ができる 曲想を考え、リズムにのって部分二部合唱を することができる 	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1988 年 1
月 
 
1 
 
題材 
 
おどりのおんがく とんくるりんぱんく 
るりん 
 
おどるこねこ 	   ３拍子の拍の流れに乗って、身体表現や歌い方 
の工夫をさせる 
 
踊りの感じにあうリズム伴奏の工夫をさせる 	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    2  主題  また出た、あのふし  タンタンマーチ トルコこうしんきょ 
く 	  
２拍子の拍子感、リズム感、強弱の変化などに、 
対する感覚を養う 
曲の仕組みを感じ取りながら、歌ったり楽器によ 
る演奏の工夫をしたりさせる 	   	  
	    3  題材  音の重なりをきこう  ひびくよ歌声  あわてんぼうの歌 	   音の重なり合うひびきを感じ取ったり、響きの美 
しさを味わわせる 
お互いの声をよく聞きあいながら、部分２部合奏 
をさせる 	   	  
	    4  題材  リズムにのって  冬の歌 	   	   歌詞の意味をよく理解し、のびのびとした声でリ ズムにのって楽しく歌うことができる 発音・発声に留意させ、部分二部合奏をすること ができる 曲想を考え、リズムにのって部分二部合唱を することができる 	  
	    5  題材  詩情を豊かに表現する  鳥の歌 	   	    詩の言葉を、自分の思いと一致させる  思いを音として表現する 	   	  
	    6  題材 8 分の 6 拍子のリズム
に のって楽しく合奏し
よう 
 
小さな木の実 	   	    情感あふれる旋律を美しく表現させる  いろいろな楽器の正しい奏法を身につける 自分の楽器の役割を自覚し、旋律を生かした 
バランスのよい合奏をさせる 	  
 
1988 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
おどりのおんがく とんくるりんぱんく 
るりん 
 
おどるこねこ 	   ３拍子の拍の流れに乗って、身体表現や歌い方 の工夫をさせる 
 
踊りの感じに合うリズム伴奏の工夫をさせる 	   	  
	    2  主題  また出た、あのふし  タンタンマーチ トルコこうしんきょ 
く 	  
２拍子の拍子感、リズム感、強弱の変化などに、 
対する感覚を養う 
曲の仕組みを感じ取りながら、歌ったり楽器によ 
る演奏の工夫をしたりさせる 	   	  
	    3  題材  音の重なりをきこう  ひびくよ歌声  あわてんぼうの歌 	   音の重なり合うひびきを感じ取ったり、響きの美 
しさを味わわせる 
お互いの声をよく聞きあいながら、部分二部合奏 
をさせる 	   	  
	    4  題材  リズムにのって  冬の歌 	   	   歌詞の意味をよく理解し、のびのびとした声でり ずむにのって楽しく歌うことができる 発音・発声に留意させ、部分二部合奏をすること ができる 曲想を考え、リズムにのって部分二部合唱を することができる 	  
	    5  題材  詩情を豊かに表現する  鳥の歌 	   	    詩の言葉を、自分の思いと一致させる  思いを音として表現する 	   	  
	    6  題材 
それぞれの声を生かし 
た発声の工夫をして２部 
合唱をする 
 
旅立ち 	   	   気持ちのよい演奏の工夫をしながら、より美しい 
ひびきで合唱できるようにさせる 
音の重なりを感じながら、楽しくのびのびと２部合 
唱をする 
	   	  
 
1988 年 3
月 
 
1 
 
題材 
 
おどりのおんがく とんくるりんぱんく 
るりん 
 
おどるこねこ 	   ３拍子の拍の流れに乗って、身体表現や歌い方 
の工夫をさせる 
 
踊りの感じに合うリズム伴奏の工夫をさせる 	   	  
	    2  主題  また出た、あのふし  タンタンマーチ トルコこうしんきょ 
く 	  
２拍子の拍子感、リズム感、強弱の変化などに、 
対する感覚を養う 
曲の仕組みを感じ取りながら、歌ったり楽器によ 
る演奏の工夫をしたりさせる 	   	  
	    3  題材  音の重なりをきこう  ひびくよ歌声  あわてんぼうの歌 	   音の重なり合うひびきを感じ取ったり、響きの美 しさを味わわせる お互いの声をよく聞きあいながら、部分２部合奏 をさせる 	   	  
	    4  題材  リズムにのって  冬の歌 	   	   歌詞の意味をよく理解し、のびのびとした声でり ずむにのって楽しく歌うことができる 発音・発声に留意させ、部分二部合奏をすること ができる 曲想を考え、リズムにのって部分二部合唱を することができる 	  
	    5  題材  詩情を豊かに表現する  鳥の歌 	   	    詩の言葉を、自分の思いと一致させる  思いを音として表現する 	   	  
	    6  題材 曲想を生かした表現を工 
夫しよう 
さよならすばらし 
き日々よ 	   	  
 
全体のバランスを考え、合唱、合奏をさせる 	   	   	  
 
1988 年 4
月 
 
1 
 
題材 
 
かえるになって 	   	   	  
かえるとの出会いによって生まれた喜びや感動 
を動き（歌にする、絵に描く、摸倣表現する）で表 
現させる 
 
友達と組んだりして、仲良く動きを工夫させる 	   	  
	    2  題材  小さな音楽劇をつくろう  はだかの王さま  はしの上で 	    リズムにのって、表情豊かに歌わせる 場面や情景にあったリズム伴奏と、身体表現を工 夫させる 
 
グループで仲良く活動させる 	  
	    3  題材  ひびきあう演奏  ふじ山 	   	   	   基本リズムの曲の山に気をつけておおらかな曲 
想を表現できる 
楽器の演奏技能を伸ばし、音の重なり（特にリズ 
ム）に気をつけながら合奏する 
5 人グループでめあてをもって活動し、助け 
合ったり認め合ったりすることができる 	  
	    4  題材  曲の感じを生かして  若者たち 	   	  
ひとつの曲をさまざまな角度から表現方法の工 
夫することをとおして、音楽を自ら楽しむ態度を 
育てる 
自分でできそうな技法を選んで、曲想を生かした 
歌い方や楽器の演奏ができるようになる 
	   	  
	    5  題材  歌の気持ち  ぼくのひこうき 	   	   歌の気持ちを考え、心をこめ、表情豊かに歌う態 
度を育てる 
和声の響きを味わいながら、意欲的な二部合唱 
をさせる 	   	  
	    6  題材 思い出をこめた味のある 
歌い方をしよう 
 
翼をください 
 
巣立ちの歌 
 
校歌 
 
自分の声についてよりよく知ることができる 
 
自分なりに無理のない発声ができるようにする 6 年間の思い出をこめた歌い方を工夫できる 
ようにする 	  
 
1988 年 5
月 
 
1 
 
題材 
 
かえるになって 	   	   	  
かえるとの出会いによってうたまれた喜びや感 
動を動き（歌にする、絵に描く、摸倣表現する）で 
表現させる 
 
友達と組んだりして、仲良く動きを工夫させる 	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    2  題材  小さな音楽劇をつくろう  はだかの王さま  はしの上で 	    リズムにのって、表情豊かに歌わせる 場面や情景にあったリズム伴奏と、身体表現を工 
夫させる 
 
グループで仲良く活動させる 	  
	    3  題材  ひびきあう演奏「ふじ山」 	   	   	   基本リズムの曲の山に気をつけておおらかな曲 
想を表現できる 
楽器の演奏技能を伸ばし、音の重なり（特にリズ 
ム）に気をつけながら合奏する 
5 人グループでめあてをもって活動し、助け 
合ったり認め合ったりすることができる 	  
	    4  題材  曲の感じを生かして  若者たち 	   	  
ひとつの曲をさまざまな角度から表現方法の工 
夫することをとおして、おんがくを自ら楽しむ態度 
を育てる 
自分でできそうな技法を選んで、曲想を生かした 
歌い方や楽器の演奏ができるようになる 
	   	  
	    5  題材  歌の気持ち  ぼくのひこうき 	   	   歌の気持ちを考え、心をこめ、表情豊かに歌う態 度を育てる 和声の響きを味わいながら、意欲的な二部合唱 をさせる 	   	  
	    6  題材 思い出をこめた味のある 
歌い方をしよう 
 
翼をください 
 
巣立ちの歌 
 
校歌 
 
自分の声についてよりよく知ることができる 
 
自分なりに無理のない発声ができるようにする 6 年間の思い出をこめた歌い方を工夫できる 
ようにする 	  
 
1988 年 6
月 
 
1 
 
題材 
 
かえるになって 	   	   	  
かえるとの出会いによってうたまれた喜びや感 
動を動き（歌にする、絵に描く、摸倣表現する）で 
表現させる 
 
友達と組んだりして、仲良く動きを工夫させる 	   	  
	    2  題材  小さな音楽劇をつくろう  はだかの王さま  はしの上で 	    リズムにのって、表情豊かに歌わせる 場面や情景にあったリズム伴奏と、身体表現を工 
夫させる 
 
グループで仲良く活動させる 	  
	    3  題材  ひびきあう演奏「ふじ山」 	   	   	   基本リズムの曲の山に気をつけておおらかな曲 
想を表現できる 
楽器の演奏技能を伸ばし、音の重なり（特にリズ 
ム）に気をつけながら合奏する 
5 人グループでめあてをもって活動し、助け 
合ったり認め合ったりすることができる 	  
	    4  題材  曲の感じを生かして  若者たち 	   	  
ひとつの曲をさまざまな角度から表現方法を工 
夫することをとおして、おんがくを自ら楽しむ態度 
を育てる 
自分でできそうな技法を選んで、曲想を生かした 
歌い方や楽器の演奏ができるようになる 
	   	  
	    5  題材  歌の気持ち  ぼくのひこうき 	   	   歌の気持ちを考え、心をこめ、表情豊かに歌う態 度を育てる 和声の響きを味わいながら、意欲的な二部合唱 をさせる 	   	  
	    6  題材 思い出をこめた味のある 
歌い方をしよう 
 
翼をください 
 
巣立ちの歌 
 
校歌 
 
自分の声についてよりよく知ることができる 
 
自分なりに無理のない発声ができるようにする 6 年間の思い出をこめた歌い方を工夫できる 
ようにする 	  
 
1988 年 7
月 
 
1 
 
題材 
 
かえるになって 	   	   	  
かえるとの出会いによってうたまれた喜びや感 
動を動き（歌にする、絵に描く、摸倣表現する）で 
表現させる 
 
友達と組んだりして、仲良く動きを工夫させる 	   	  
	    2  題材  小さな音楽劇をつくろう  はだかの王さま  はしの上で 	    リズムにのって、表情豊かに歌わせる 場面や情景にあったリズム伴奏と、身体表現を工 
夫させる 
 
グループで仲良く活動させる 	  
	    3  題材  ひびきあう演奏「ふじ山」 	   	   	   基本リズムの曲の山に気をつけておおらかな曲 
想を表現できる 
楽器の演奏技能を伸ばし、音の重なり（特にリズ 
ム）に気をつけながら合奏する 
5 人グループでめあてをもって活動し、助け 
合ったり認め合ったりすることができる 	  
	    4  題材  曲の感じを生かして  若者たち 	   	  
ひとつの曲をさまざまな角度から表現方法の工 
夫することをとおして、音楽を自ら楽しむ態度を 
育てる 
自分でできそうな技法を選んで、曲想を生かした 
歌い方や楽器の演奏ができるようする 
	   	  
	    5  題材  歌の気持ち  ぼくのひこうき 	   	   歌の気持ちを考え、心をこめ、表情豊かに歌う態 度を育てる 和声の響きを味わいながら、意欲的な二部合唱 をさせる 	   	  
	    6  題材 思い出をこめた味のある 
歌い方をしよう 
 
翼をください 
 
巣立ちの歌 
 
校歌 
 
自分の声についてよりよく知ることができる 
 
自分なりに無理のない発声ができるようにする 6 年間の思い出をこめた歌い方を工夫できる 
ようにする 	  
 
1988 年 8
月 
 
1 
 
題材 
 
まねっこでうたおう 
 
山びこごっこ 	   	  
「山びこごっこ」を交互唱しながら、山びこの呼応 
した歌い方や強さの変化を工夫して、楽しく歌い 
合わせることができる 
交互唱に取り組み、相手の歌声をきいて歌った 
り、互いに歌声をそろえて楽しく歌い合わせたりし 
ていくことができる 
	   	  
	    2  主題  気持ちをこめてうたおう  夕やけこやけ  虫の声 	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や楽 
器を演奏の工夫をさせる 
打楽器などで擬音伴奏の工夫をさせ、音遊びを 
通して、表現力を養う 	   	  
	    3  主題  美しい響きで  春の小川  リコーダーの響き 	   情景を想像しながら、のびのびと歌うことができ 
る 
頭声的発声の美しさに気づき、あこがれをもって 
歌ったりできる 
リコーダーの美しさを味わわせ、リコーダーに 
親しませる 
リコーダーの扱いや奏法の基本になれさせラシド 
の音が吹けるようにする 
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  イメージを広げよう  空を見上げて 	   	  
情景を想像し、曲想を工夫しながら場面を広げ、 
即興的な創創作活動を通して、表現力や鑑賞力 
を高めるとともに、創作する喜びを味わわせる 
	   	   	  
	    6  題材 リズムにのって曲想を感 
じて歌おう 
 
アンデスの祭り 
 
緑のラララ 
 
つるぎのまい 
 
曲想にあったリズム伴奏や、音色を工夫させる 
 
曲の構造や構成部分の特徴をつかませる 明るく正確な発音でリズムにのった歌唱をさ 
せる 	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1988 年 9
月 
 
1 
 
題材 
 
まねっこでうたおう 
 
山びこごっこ 	   	  
「山びこごっこ」を交互唱しながら、山びこの呼応 
した歌い方や強さの変化を工夫して、楽しく歌い 
合わせることができる 
交互唱に取り組み、相手の歌声をきいて歌った 
り、互いに歌声をそろえて楽しく歌い合わせていく 
ことができる 
	   	  
	    2  主題  気持ちをこめてうたおう  夕やけこやけ  虫の声 	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や楽 
器を演奏の工夫をさせる 
打楽器などで擬音伴奏の工夫をさせたり、音遊び 
を通して、表現力を養う 	   	  
	    3  主題  美しい響きで  春の小川  リコーダーの響き 	   情景を想像しながら、のびのびと歌うことができ 
る 
頭声的発声の美しさに気づき、あこがれをもって 
歌ったりできる 
リコーダーの美しさを味わわせ、リコーダーに 
親しませる 
リコーダーの扱いや奏法の基本になれさせ、ラシ 
ドの音が吹けるようにする 
	    4  題材 
児童指揮を通して、児童 
集団が音楽作りをする 
学習 
 
雲を呼ぶ歌 	   	    児童指揮を通して、音楽の集団表現を高める  児童指揮を通して、集団としての協力性を養う 	   	  
	    5  題材  イメージを広げよう  空を見上げて 	   	  
情景を想像し、曲想を工夫しながら場面を広げ、 
即興的な創創作活動を通して、表現力や鑑賞力 
を高めるとともに、創作する喜びを味わわせる 
	   	   	  
	    6  題材 リズムにのって曲想を感 じて歌おう 
 
アンデスの祭り 
 
緑のラララ 
 
つるぎのまい 
 
曲想にあったリズム伴奏や、音色を工夫させる 
 
曲の構造や構成部分の特徴をつかませる 明るく正確な発音でリズムにのった歌唱をさ 
せる 	  
 
1988 年 10
月 
 
1 
 
題材 
 
まねっこでうたおう 
 
山びこごっこ 	   	  
「山びこごっこ」を交互唱しながら、山びこの呼応 
した歌い方や強さの変化を工夫して、楽しく歌い 
合わせることができる 
交互唱に取り組み、相手の歌声をきいて歌った 
り、互いに歌声をそろえて楽しく歌い合わせたりし 
ていくことができる 
	   	  
	    2  主題  気持ちをこめてうたおう  夕やけこやけ  虫の声 	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や楽 器を演奏の工夫をさせる 打楽器などで擬音伴奏の工夫をさせたり、音遊び を通して、表現力を養う 	   	  
	    3  主題  美しい響きで  春の小川  リコーダーの響き 	   情景を想像しながら、のびのびと歌うことができ 
る 
頭声的発声の美しさに気づき、あこがれをもって 
歌ったりできる 
リコーダーの美しさを味わわせ、リコーダーに 
親しませる 
リコーダーの扱いや奏法の基本になれさせ、ラシ 
ドの音が吹けるようにする 
	    4  題材 
児童指揮を通して、児童 
集団が音楽作りをする 
学習 
 
雲を呼ぶ歌 	   	    児童指揮を通して、音楽の集団表現を高める  児童指揮を通して、集団としての協力性を養う 	   	  
	    5  題材  イメージを広げよう  空を見上げて 	   	  
情景を想像し、曲想を工夫しながら場面を広げ、 
即興的な創創作活動を通して、表現力や鑑賞力 
を高めるとともに、創作する喜びを味わわせる 
	   	   	  
	    6  題材 リズムにのって曲想を感 
じて歌おう 
 
アンデスの祭り 
 
緑のラララ 
 
つるぎのまい 
 
曲想にあったリズム伴奏や、音色を工夫させる 曲の構造をつかませ、構成部分の特徴をつかま 
せる 
明るく正確な発音でリズムにのった歌唱をさ 
せる 	  
 
1988 年 11
月 
 
1 
 
題材 
 
まねっこでうたおう 
 
山びこごっこ 	   	  
「山びこごっこ」を交互唱しながら、山びこの呼応 
した歌い方や強さの変化を工夫して、楽しく歌い 
合わせることができる 
交互唱に取り組み、相手の歌声をきいて歌った 
り、互いに歌声をそろえて楽しく歌い合わせていく 
ことができる 
	   	  
	    2  主題  気持ちをこめてうたおう  夕やけこやけ  虫の声 	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や楽 
器を演奏の工夫をさせる 
打楽器などで擬音伴奏の工夫をさせ、音遊びを 
通して、表現力を養う 	   	  
	    3  主題  美しい響きで  春の小川  リコーダーの響き 	   情景を想像しながら、のびのびと歌うことができ る 頭声的発声の美しさに気づき、あこがれをもって 歌ったりすることができる リコーダーの美しさを味わわせ、リコーダーに 親しませる リコーダーの扱いや奏法の基本になれさせラシド の音が吹けるようにする 
	    4  題材 
児童指揮を通して、児童 
集団が音楽作りをする 
学習 
 
雲を呼ぶ歌 	   	    児童指揮を通して、音楽の集団表現を高める  児童指揮を通して、集団としての協力性を養う 	   	  
	    5  題材  イメージを広げよう  空を見上げて 	   	  
情景を想像し、曲想を工夫しながら場面を広げ、 
即興的な創創作活動を通して、表現力や鑑賞力 
を高めるとともに、創作する喜びを味わわせる 
	   	   	  
	    6  題材 リズムにのって曲想を感 じて歌おう 
 
アンデスの祭り 
 
緑のラララ 
 
つるぎのまい 
 
曲想にあったリズム伴奏や、音色を工夫させる 
 
曲の構造や構成部分の特徴をつかませる 明るく正確な発音でリズムにのった歌唱をさ 
せる 	  
 
 
1988 年 12
月 
 
 
1 
 
 
題材 
 
 
リズムにのって 
 
 
こいぬのマーチ 
 
 
おもちゃのへいた 
い 
	    
歌詞のイメージ化を図ることにより、子犬のかわ 
いらしさを歌ったり、演奏したりしながら楽しく表 
現することができる 
 
マーチの感じを生かし、鍵盤ハーモニカでの演奏 
になれ、リズム伴奏を工夫し、楽しく歌いあうこと 
ができる 
 
「おもちゃのへいたい」の行進を想像しなが 
ら、２拍子のリズムにのり、トランペットの音色 
に親しんだり、身体反応しながら楽しく聞くこ 
とができる 
	  
	    2  題材名  リズム変奏、調の変奏  こぶたぬきつねこ 	   	  
リズムにのって軽快に、音程正しく、後半のメロ 
ディーのもりあがりを感じて、交互唱することが 
できる 
原曲をハ長調に移調したものを、指使いを正確に 
鍵盤ハーモニカで弾くことができる 
リズムにのって鍵盤ハーモニカと打楽器の交 
互奏ができる 
リズムの変奏やリズム摸倣リレーを通して、２種の 
リズムを演奏し分けることができる 
資料 1-40 
 
 
 
	     
3 
 
 
主題 
 
 
２1 世紀のコール音 
	   	   	    「２1 世紀の電話」を想像し、提示された楽器の中 
から自分が思い描いているコール音に近い音色 
の楽器を選び、旋律や奏法を工夫して２1 世紀の 
電話にあったコール音をつくることができる 
 
友達の工夫を参考にして自分の表現を見直し、 
描いた電話のコール音によりふさわしい表現を工 
夫していくことができる 
	   	  
	    4 学習の 
主題 
いろいろな楽器で合奏し 
よう 
 
茶色のこびん 
 
とんび 	   いろいろな楽器の特性を生かし、音の重なりや 
響きあいを感じ取って合奏できるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音であそぼう  星の世界 	   	   曲の感じを生かした歌声で自ら歌おうとする気持 ちを育てる 星空の感じを打楽器で演奏し、自分たちのよりよ い表現を工夫させる 友達の音の表現や演奏法、歌い方のよさを 見つけ、互いに認め合う態度を養う 	  
	    6  題材名  しきに合わせよう  小さな木の実  メヌエット 	   指揮にあわせて、速度、強弱、リズムなどを生か 
し、バランスの取れた美しい合奏にまとめさせる 
 
楽器のバランスに気をつけ、表現の工夫をさせる 	   	  
 
 
1989 年 1
月 
 
 
1 
 
 
題材 
 
 
リズムにのって 
 
 
こいぬのマーチ 
 
おもちゃのへいた 
い 
	    歌詞のイメージ化を図ることにより、子犬のかわ 
いらしさを歌ったり、演奏したりしながら楽しく表 
現することができる 
 
マーチの感じを生かし、鍵盤ハーモニカでの演奏 
になれ、リズム伴奏を工夫し、楽しく歌いあうこと 
ができる 
「おもちゃのへいたい」の行進を想像しなが 
ら、２拍子のリズムにのり、トランペットの音色 
に親しんだり、身体反応しながら楽しく聞くこ 
とができる 
	  
	    2  題材名  リズム変奏、調の変奏  こぶたぬきつねこ 	   	  
リズムにのって軽快に、音程正しく、後半のメロ 
ディーのもりあがりを感じて、交互唱することが 
できる 
原曲をハ長調に移調したものを、指使いを正確に 
鍵盤ハーモニカで弾くことができる 
リズムにのって鍵盤ハーモニカと打楽器の交 
互奏ができる 
リズムの変奏やリズム摸倣リレーを通して、２種の 
リズムを演奏し分けることができる 
	     
3 
 
 
主題 
 
 
２1 世紀のコール音 
	   	   	   「２1 世紀の電話」を想像し、提示された楽器の中 
から自分が思い描いているコール音に近い音色 
の楽器を選び、旋律や奏法を工夫して２1 世紀の 
電話にあったコール音をつくることができる 
 
友達の工夫を参考にして自分の表現を見直し、 
描いた電話のコール音によりふさわしい表現を工 
夫していくことができる 
	   	  
	    4 学習の 主題 いろいろな楽器で合奏し よう 
 
茶色のこびん 
 
とんび 	   いろいろな楽器の特性を生かし、音の重なりや 響きあいを感じ取って合奏できるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音であそぼう  星の世界 	   	   曲の感じを生かした歌声で自ら歌おうとする気持 
ちを育てる 
星空の感じを打楽器で演奏し、自分たちのよりよ 
い表現を工夫させる 
友達の音の表現や演奏法、歌い方のよさを 
見つけ、互いに認め合う態度を養う 	  
	    6  題材名  しきに合わせよう  小さな木の実  メヌエット 	   指揮にあわせて、速度、強弱、リズムなどをいか 
し、バランスの取れた美しい合奏にまとめさせる 
 
楽器のバランスに気をつけ、表現の工夫をさせる 	   	  
 
 
1989 年 2
月 
 
 
1 
 
 
題材 
 
 
リズムにのって 
 
 
こいぬのマーチ 
 
おもちゃのへいた 
い 
	    歌詞のイメージ化を図ることにより、子犬のかわ 
いらしさを歌ったり、演奏したりしながら楽しく表 
現することができる 
 
マーチの感じを生かし、鍵盤ハーモニカでの演奏 
になれ、リズム伴奏を工夫し、楽しく歌いあうこと 
ができる 
「おもちゃのへいたい」の行進を想像しなが 
ら、２拍子のリズムにのり、トランペットの音色 
に親しんだり、身体反応しながら楽しく聞くこ 
とができる 
	  
	    2  題材名  リズム変奏、調の変奏  こぶたぬきつねこ 	   	  
リズムにのって軽快に、音程正しく、後半のメロ 
ディーのもりあがりを感じて、交互唱することが 
できる 
原曲をハ長調に移調したものを指使いを性格に 
鍵盤ハーモニカで引くことができる 
リズムにのって鍵盤ハーモニカと打楽器の交 
互奏ができる 
リズムの変奏やリズム摸倣リレーを通して、２種の 
リズムを演奏し分けることができる 
	     
3 
 
 
主題 
 
 
２1 世紀のコール音 
	   	   	   「２1 世紀の電話」を想像し、提示された楽器の中 
から自分が思い描いているコール音に近い音色 
の楽器を選び、旋律や奏法を工夫して２1 世紀の 
電話にあったコール音をつくることができる 
 
友達の工夫を参考にして自分の表現を見直し、 
描いた電話のコール音によりふさわしい表現を工 
夫していくことができる 
	   	  
	    4 学習の主 
題 
いろいろな楽器で合奏し 
よう 
 
茶色のこびん 
 
とんび 	   いろいろな楽器の特性を生かし、音の重なりや 
響きあいを感じ取って合奏できるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音であそぼう  星の世界 	   	   曲の感じを生かした歌声で自ら歌おうとする気持 
ちを育てる 
星空の感じを打楽器で演奏し、自分たちのよりよ 
い表現を工夫させる 
友達の音の表現や演奏法、歌い方のよさを 
見つけ、互いに認め合う態度を養う 	  
	    6  題材名  しきに合わせよう  小さな木の実  メヌエット 	   指揮にあわせて、速度、強弱、リズムなどをいか し、バランスの取れた美しい合奏にまとめさせる 
 
楽器のバランスに気をつけ、表現の工夫をさせる 	   	  
 
 
1989 年 3
月 
 
 
1 
 
 
題材 
 
 
リズムにのって 
 
 
こいぬのマーチ 
 
おもちゃのへいた 
い 
	    歌詞のイメージ化を図ることにより、小犬のかわ 
いらしさを歌ったり、演奏したりしながら楽しく表 
現することができる 
 
マーチの感じを生かし、鍵盤ハーモニカでの演奏 
になれ、リズム伴奏を工夫し、楽しく歌いあうこと 
ができる 
「おもちゃのへいたい」の行進を想像しなが 
ら、２拍子のリズムにのり、とらんめっとの音 
色に親しんだり、身体反応しながら楽しく聞く 
ことができる 
	  
	    2  主題 
・教科書教材「こぶたぬ 
きつねこ」の表現   ・
変 奏 
 
こぶたぬきつねこ 	   	   リズムにのって、音程正しく、歌ったり、鍵盤ハー 
モニカと打楽器で交互奏したりすることができる 
リズムの変奏、ハ長調からハ短調へ変奏して、鍵 
盤ハーモニカで弾くことができる 
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3 
 
 
主題 
 
 
２1 世紀のコール音 
	   	   	   「２1 世紀の電話」を想像し、提示された楽器の中 
から自分が思い描いているコール音に近い音色 
の楽器を選び、旋律や奏法を工夫して２1 世紀の 
電話にあったコール音をつくることができる 
 
友達の工夫を参考にして自分の表現を見直し、 
描いた電話のコール音によりふさわしい表現を工 
夫していくことができる 
	   	  
	    4 学習の主 
題 
いろいろな楽器で合奏し 
よう 
 
茶色の小びん 	   	   いろいろな楽器の特性を生かし、音の重なりや 
響きあいを感じ取って合奏できるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音であそぼう  星の世界 	   	    星のイメージを声や音であらわすことができる 	   	   	  
	    6  題材名  しきに合わせよう  小さな木の実  メヌエット 	   指揮にあわせて、速度、強弱、リズムなどをいか 
し、バランスの取れた美しい合奏にまとめさせる 
 
楽器のバランスに気をつけ、表現の工夫をさせる 	   	  
 
1989 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材名  合奏の楽しさを味わおう コンドルは飛んで 行く 
 
空をみあげて 	   みんなで協力して演奏の仕方を工夫し、合奏す る楽しさを味わわせる 楽器の音色や響きのバランスに気をつけ、表現 を工夫し、まとまりのある合奏をさせる 	   	  
 
1989 年 5
月 
 
1 
 
題材 
 
３拍子のリズム とんくるりんぱんく 
るりん 
 
おどるこねこ 	   ３拍子の拍子感がわかり、歌い方や身体表現の 
工夫ができる 
拍の流れにのってリズム伴奏をし、グループ発表 
ができる 	   	  
	    2  主題  ようすを思いうかべて  夕やけこやけ 	   	   夕やけこやけの情景を思いうかべて、それに 
合った表現の仕方を工夫できるようにする 
 
２拍子のリズムにのった表現ができるようにする 友達の表現を聴いて良いところを見つけ、自 
分の表現に生かそうとする態度を養う 	  
	    3  題材 「春のイメージを表現しよ う」 
 
どこかで春が 	   	   歌詞からイメージをつかみ、その表現を工夫させ る 
 
曲の雰囲気をつかんで歌わせる 	   	  
	    4 学習の主 
題 
 
ふしを作って演奏しよう 
 
この山光る 
 
やまびこごっこ 	   フレーズのまとまりに気をつけて、即興的に短い 
ふしをつくってうたうことができるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音のつりあい グリーン・グリー 
ン 
 
マルセリーノの歌 	   リズムの特徴を生かした歌い方を工夫させ、美し 
い響きで主旋律を歌わせる 
曲想を生かし、バランスの取れた美しい響きの合 
奏をさせる 	   	  
	    6 	   	   コンドルは飛んで 行く 	   	   	   	   	   	  
 
1989 年 6
月 
 
1 
 
題材 
 
３拍子のリズム とんくるりん ぱ 
んくるりん 
 
おどるこねこ 	   ３拍子の拍子感をもち、歌い方や身体表現の工 夫をすることができる 拍の流れに乗ってリズム伴奏をし、グループ発表 をすることができる 	   	  
	    2  主題  ようすを思いうかべて  夕やけこやけ 	   	   夕焼けの情景を思いうかべて、それにあった表 
現の仕方を工夫できるようにする 
 
２拍子のリズムにのった表現ができるようにする 友達の表現を聞いて、いいところをみつけ、 
自分の表現に生かそうとする態度を養う 	  
	    3  題材名 春のイメージを表現しよ 
う 
 
どこかではるが 	   	   歌詞からイメージをつかみ、その表現を工夫させ 
る 
 
曲の雰囲気をつかんで歌わせる 	   	  
	    4 学習の主 題 
 
ふしを作って演奏しよう 
 
とんび 
 
春の小川 	   フレーズのまとまりに気をつけて、即興的に短い ふしをつくってうたうことができるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音のつりあい  グリーングリーン  マルセリーノの歌 	   リズムの特徴を生かした歌い方を工夫させ、美し 
い響きで主旋律を歌わせる 
曲想を生かし、バランスの取れた美しい響きの合 
奏をさせる 	   	  
	    6  題材名  合奏の楽しさを味わおう コンドルは飛んで 
行く 
 
空をみあげて 	   みんなで協力して演奏の仕方を工夫し、合奏す 
る楽しさを味わわせる 
楽器の音色や響きのバランスに気をつけ、表現 
を工夫し、まとまりのある合奏をさせる 	   	  
 
1989 年 7
月 
 
1 
 
題材 
 
３拍子のリズム とんくるりん ぱ 
んくるりん 
 
おどるこねこ 	   ３拍子の拍子感をもち、歌い方や身体表現の工 夫をすることができる 拍の流れに乗ってリズム伴奏をし、グループ発表 をすることができる 	   	  
	    2  主題  ようすを思いうかべて  夕やけこやけ 	   	   夕焼けの情景を思いうかべて、それにあった表 現の仕方を工夫できるようにする 
 
２拍子のリズムにのった表現ができるようにする 友達の表現を聞いて、いいところをみつけ、 
自分の表現に生かそうとする態度を養う 	  
	    3  題材名 春のイメージを表現しよ 
う 
 
どこかではるが 	   	   歌詞からイメージをつかみ、その表現を工夫させ 
る 
 
曲の雰囲気をつかんで歌わせる 	   	  
資料 1-42 
 
 
 
	    4 学習の主 
題 
 
ふしを作って演奏しよう 
 
茶色のこびん 	   	   フレーズのまとまりに気をつけて、即興的に短い 
ふしをつくってうたうことができるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音のつりあい  グリーングリーン  マルセリーノの歌 	   リズムの特徴を生かした歌い方を工夫させ、美し 
い響きで主旋律を歌わせる 
曲想を生かし、バランスの取れた美しい響きの合 
奏をさせる 	   	  
	    6  題材名  合奏の楽しさを味わおう コンドルは飛んで 行く 
 
空を見上げて 	   みんなで協力して演奏の仕方を工夫し、合奏す る楽しさを味わわせる 楽器の音色や響きのバランスに気をつけ、表現 を工夫し、まとまりのある合奏をさせる 	   	  
 
1989 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1989 年 9
月 
 
1 
 
題材 キャンプへいこう 「きら 
きらぼし」 
線路は続くよどこ 
までも 
 
星 	  
カセットテープに歌詞を５回連続録音しておき、 
覚えたら座るという条件で、何回目に座れるか 
競争して、早く覚えることに努力させる 
キャンプの夜の集いの時輝く夜空のすばらしい光 
景やきらめく星に目や耳を傾け、その様子を気持 
ちをこめて歌う 
	   	  
	    2  主題  がっしょうあそび  とけいのうた  だるまさん  ぶんぶんぶん  楽しく擬音合唱や輪唱ができるようにする 二つの音の重なりや響きを感じ取り、楽しむこと ができるようにする 	   	  
	    3  題材  「空の歌」  あの雲のように  雲はともだち  空と水 	   	   	   	  
	    4  題材  きょうそう曲の楽しさ ホルン協奏曲第 
１番 
フルート協奏曲第 
２番 
 
オーボエ協奏曲 他の楽器と聴き比べをさせながら、ホルンの音 
色に親しませる 	   	   	  
	    5  題材 リコーダーで古代の音楽 をつくろう 	   	   	  
 
リコーダーで即興的に旋律をつくることができる いろいろな音の重なり方を経験し、音楽の仕組み 
に興味を持つことができる 
グループで協力して、工夫しながら音楽をつく 
ることができる 	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1989 年 10
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  主題  がっしょうあそび  とけいのうた  だるまさん  ぶんぶんぶん  楽しく擬音合唱や輪唱ができるようにする 二つの音の重なりや響きを感じ取り、楽しむこと 
ができるようにする 	   	  
	    3  題材  空の歌  雲はともだち 	   	   	   	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 リコーダーで古代の音楽 
をつくろう 	   	   	  
 
リコーダーで即興的に旋律をつくることができる いろいろな音の重なり方を経験し、音楽の仕組み 
に興味を持つことができる 
グループで協力して、工夫しながら音楽をつく 
ることができる 	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1989 年 11
月 
 
1 
 
題材 
 
おとあそびをしよう 	   	   	   	   	   	   	  
	    2  主題  がっしょうあそび  とけいのうた  だるまさん  ぶんぶんぶん  楽しく、擬音合唱や輪唱ができるようにする 二つの音の重なりや響きを感じ取り、楽しむこと 
ができるようにする 	   	  
	    3  題材  空の歌  雲はともだち 	   	   	   	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 リコーダーで古代の音楽 
をつくろう 	   	   	  
 
リコーダーで即興的に旋律をつくることができる いろいろな音の重なり方を経験し、音楽の仕組み 
に興味を持つことができる 
グループで協力して、工夫しながら音楽をつく 
ることができる 	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    6  教材  こきりこぶし 	   	   	    和太鼓の伴奏による「こきりこぶし」を完成させる リズム伴奏の作曲を通して創作と演奏の面白さを 
感じさせる 	   	  
 
1989 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1990 年 1
月 
 
1 
 
題材 きのみのがっきであそぼ 
う 
 
すてきな音 	   	  
拾ってきた木の実を使って楽器を作り、木の実 
の楽器のいろいろな響きに興味を持つことがで 
きる 
音楽ゲームを楽しみながら音を聞き分けようとす 
ることができる 
グループで協力して、リズム遊びをし、木の実 
の楽器の響きを楽しむことができる 
	  
	    2  主題  楽しいリズム 	   	   	   体全体でリズムを感じ取り、意欲を持って活動し 
ようとする態度を育てる 
リズム譜になれ、リズムの組み合わせによるいろ 
いろなリズムを表現する能力を養う 	   	  
	    3  題材  リズムに乗って  空とぶにわとり 	   	   ３拍子の拍の流れにのって生き生きと歌ったり合 
奏することができる 
曲の仕組み、フレーズ、強弱などにも気をつけな 
がら、演奏することができる 	   	  
	    4  題材 音楽を心深く感じ取り、 
想像性豊かに表現しよう 
 
ソーラン節 	   	    意欲的に鑑賞させる 
「ソーラン節」について考察を深めさせ、その考え 
や感じたことにもとづいて、創造的自己表現活動 
を行わせる 
	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材名  かりがわたる 	   	   	    歌詞の内容を理解し、情景を想像しながら歌う  響きのある頭声的発声で歌う 三部合唱の技能を高め、和声感を身につけ 
る 	  
 
1990 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
きのみのがっきであそぼう 
 
すてきな音 	   	  
拾ってきた木の実を使って楽器を作り、木の実 
の楽器のいろいろな響きに興味を持つことがで 
きる 
音楽ゲームを楽しみながら音を聞き分けようとす 
ることができる 
グループで協力して、リズム遊びをし、木の実 
の楽器の響きを楽しむことができる 
	  
	    2  主題  楽しいリズム 	   	   	   体全体でリズムを感じ取り、意欲を持って活動し 
ようとする態度を育てる 
リズム譜になれ、リズムの組み合わせによるいろ 
いろなリズムを表現する能力を養う 	   	  
	    3  題材  リズムに乗って  空とぶにわとり 	   	   ３拍子の拍の流れにのって生き生きと歌ったり合 
奏することができる 
曲の仕組み、フレーズ、強弱などにも気をつけな 
がら、演奏することができる 	   	  
	    4  題材 音楽を心深く感じ取り、 
想像性豊かに表現しよう 
 
ソーラン節 	   	    意欲的に鑑賞させる 
「ソーラン節」について考察を深めさせ、その考え 
や感じたことにもとづいて、創造的自己表現活動 
を行わせる 
	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材名  まっ白い心 	   	   	   歌詞の内容を理解し、情景を想像しながら表情 
豊かに歌う 
各フレーズの表情を感じ取りながら表現を工夫す 
る 
 
和声の響きを味わいながら二部合唱をする 	  
 
1990 年 3
月 
 
1 
 
題材 きのみのがっきであそぼ 
う 
 
すてきな音 	   	  
拾ってきた木の実を使って楽器を作り、木の実 
の楽器のいろいろな響きに興味を持つことがで 
きる 
音楽ゲームを楽しみながら音を聞き分けようとす 
ることができる 
グループで協力して、リズム遊びをし、木の実 
の楽器の響きを楽しむことができる 
	  
	    2  主題  楽しいリズム 	   	   	   体全体でリズムを感じ取り、意欲を持って活動し 
ようとする態度を育てる 
リズム譜になれ、リズムの組み合わせによるいろ 
いろなリズムを表現する能力を養う 	   	  
	    3  題材  リズムに乗って  空とぶにわとり 	   	   ３拍子の拍の流れにのって生き生きと歌ったり合 
奏したりすることができる 
曲の仕組み、フレーズ、強弱などにも気をつけな 
がら、演奏することができる 	   	  
	    4  題材 音楽を心深く感じ取り、 
想像性豊かに表現しよう 
 
ソーラン節 	   	    意欲的に鑑賞させる 
「ソーラン節」について考察を深めさせ、その考え 
や感じたことにもとづいて、創造的自己表現活動 
を行わせる 
	   	  
	    5  	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    6  題材名 合唱を美しくひびかせよ 
う 
太陽がくれた季 
節 
線路は続くよどこ 
までも 
 
若人の歌 
 
明るくのびのびと歌わせる 
 
歌詞の内容を考えて歌わせる 
 
リズムを感じながら楽しく二部合唱させる 	  
 
1990 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1990 年 5
月 
 
1 
 
題材 
 
リズム 
 
ぎっちょぎっちょ 
 
ウチノウラノ 
 
おじさんおばさん 
 
遊びを通して拍感を身につける 
 
拍と歌のリズムの違いを感じ取らせる 
 
リズム譜が読めるようにする 
 
簡単なリズムの即興をする 
	    2  主題  リズムでいきいきと  ジャングルジム  リズムカルタ インディアンのおまつ  歌にあわせてリズム伴奏ができる  たいこの違いがわかる いろいろなリズムをたくさんつくったりうったり 曲の盛り上がりや楽器の音色にも気をつけて演奏 
り しようとする しようとする 
	    3  題材  リズムにのって あわてんぼうの 
歌 
 
雪のおどり 
 
春のまきば リズムを体で感じ取り、拍の流れに乗って表現す 
る能力を養う 
曲想を感じ取って、リズム伴奏を工夫したり、禅 
僧を作ったりしながら、演奏を楽しむ態度を育て 
る 
	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 響きのある声でのびや  ゆかいに歩けば 夕日が背中を押し 	    響きのある声で歌おうとする態度を育てる  曲想にあった歌い方を工夫させる 詩と旋律の美しさを感じて表現しようとする意  音の重なりを意識して二部合唱できるようにさせる 
かに歌おう てくる 欲を育てる 
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1990 年 6
月 
 
1 
 
題材 レド  レドラ  ミレド   ミ
レド 
 
ぎっちょぎっちょ 
 
おじいさん 
 
どんどんばし 
 
２音の高低を比較する 
 
３音の高中低を比較する 歌を聴いて階名唱したり、ハンドサインを覚え 
 
一本線の楽譜を読んだり書いたりする 
ラ たりする 
	    2  主題  リズムでいきいきと  ジャングルジム  リズムカルタ インディアンのおまつ  歌にあわせてリズム伴奏ができる  たいこの違いがわかる いろいろなリズムをたくさんつくったり打ったり 曲の盛り上がりや楽器の音色にも気をつけて演奏 
り しようとする しようとする 
	    3  題材  リズムにのって あわてんぼうの 
歌 
 
雪のおどり 
 
春のまきば リズムを体で感じ取り、拍の流れに乗って表現す 
る能力を養う 
曲想を感じ取って、リズム伴奏を工夫したり、禅 
僧を作ったりしながら、演奏を楽しむ態度を育て 
る 
	   	  
	     
4 
 
 
単元名 
 
 
僕も私も作曲家～関川 
を歩いて作曲しよう 
	   	   	   関川の探索で見聞した事象や印象をテーマにし 	   	   	  
て、ソプラノリコーダーの探り吹きや既存の旋律 
を活用したり再構成を工夫することで記譜をしな 
がら創作をさせ、音楽的態度、能力を高めるとと 
もに創作活動における創造的な表現力を養う 
	    5  題材 響きのある声でのびや  ゆかいに歩けば 夕日が背中を押し 	    響きのある声で歌おうとする態度を育てる  曲想にあった歌い方を工夫させる 詩と旋律の美しさを感じて表現しようとする意  音の重なりを意識して二部合唱できるようにさせる 
かに歌おう てくる 欲を育てる 
	    6  題材  日本の音楽  越天楽今様  こきりぶし  春の海 日本の伝統音楽について親しませ、理解を深め 雅楽について理解させるとともに身近な楽器で合 	   	  
関心を抱かせる 奏を工夫させる 
 
1990 年 7
月 
 
1 
 
題材 即興（リズムとメロ 
 
あめこんこん 
 
たまりや 
 
おてぶし 一年生としてのまとめの遊び「たまりや」をルー リズム唱リズムうちを木曽とした４拍のリズム即 
 
レドの２音でメロディー即興ができる 既習曲のカノンへの発展や、オスティナートをつけ 
ディー） ルを守って遊ぶことができる 興ができる た合唱ができる 
	    2  主題  リズムでいきいきと  ジャングルジム  リズムカルタ インディアンのおまつ  歌にあわせてリズム伴奏ができる  たいこの違いがわかる いろいろなリズムをたくさんつくったり打ったり 曲の盛り上がりや楽器の音色にも気をつけて演奏 
り しようとする しようとする 
	    3  題材  リズムにのって あわてんぼうの 
歌 
 
雪のおどり 
 
春のまきば リズムを体で感じ取り、拍の流れに乗って表現す 
る能力を養う 
曲想を感じ取って、リズム伴奏を工夫したり、禅 
僧を作ったりしながら、演奏を楽しむ態度を育て 
る 
	   	  
資料 1-45 
 
 
 
	     
4 
 
 
単元名 
 
 
僕も私も作曲家～関川 
を歩いて作曲しよう 
	   	   	   関川の探索で見聞した事象や印象をテーマにし 
て、ソプラノリコーダーの探り吹きや既存の旋律 
を活用したり再構成を工夫することで記譜をしな 
がら創作をさせ、音楽的態度、能力を高めるとと 
もに創作活動における創造的な表現力を養う 
	   	   	  
	    5  題材 響きのある声でのびや かに歌おう 
 
ゆかいに歩けば 夕日が背中を押し 
てくる 	  
 
響きのある声で歌おうとする態度を育てる 
 
曲想にあった歌い方を工夫させる 詩と旋律の美しさを感じて表現しようとする意 
欲を育てる 
 
音の重なりを意識して二部合唱できるようにさせる 
	    6  題材  音楽鑑賞教室  軽騎兵 ピアノ協奏曲イ短 
調（グリーグ） 
 
組曲「道化師」 オーケストラの音楽について親しませ、理解を深 
め関心を抱かせる 
演奏会について理解させるとともに、鑑賞のあり 
方を工夫させる 	   	  
 
1990 年 8
月 
 
1 
 
題材 
 
ドレミ遊び 	   	   	    音の高低に対する感覚を育てる  音高を感じて歌う 	   	  
	    2  題材  絵描き歌で遊ぼう 	   	   	  
わらべうたのふしをもとにして、描きたい絵に 
あった歌詞を当てはめながら絵描き歌を創作し 
て歌うことができるようにする 
絵描き歌を歌いながら遊んだり、自分で工夫して 
創作したりする活動を通して、日本の伝統音楽に 
積極的に親しもうとする態度を育てる 
	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  物語の音楽を表現しよう  いるかのたび  風と波との対話 	    創作活動を通して音楽の表現力を高めさせる  物語の音楽をつくりあげる喜びを味わわせる 	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1990 年 9
月 
 
1 
 
題材 
 
ドレミ遊び 	   	   	    音の高低に対する感覚を育てる  音高を感じて歌う 	   	  
	    2  題材  絵描き歌で遊ぼう 	   	   	  
わらべうたのふしをもとにして、描きたい絵に 
あった歌詞を当てはめながら絵描き歌を創作し 
て歌うことができるようにする 
絵描き歌を歌いながら遊んだり、自分で工夫して 
創作したりする活動を通して、日本の伝統音楽に 
積極的に親しもうとする態度を育てる 
	   	  
	    3  題材  いい音作ろう  ゆかいな木きん 	   	    リコーダーに親しませる  イメージに合った音作りができるようにさせる 意欲的に音楽を表現しようとする態度を育て 
る 	  
	    4  題材  チェロは歌う  白鳥  旅の白鳥  無伴奏チェロ組曲 情景を想像し、チェロの音色を味わいながら音 
楽を聞かせる 
 
ふし遊びを通してチェロの音楽に親しませる 	   	  
	    5  題材  物語の音楽を表現しよう  いるかのたび  風と波との対話 	    創作活動を通して音楽の表現力を高めさせる  物語の音楽をつくりあげる喜びを味わわせる 	   	  
	    6  主題  響きのある声でうたおう  エーデルワイス 	   	   呼吸の仕方や口の形に気をつけ、明るく響きの ある声で歌えるようにする 	   	   	  
 
1990 年 10
月 
 
1 
 
題材 
 
ドレミ遊び 	   	   	    音の高低に対する感覚を育てる  音高を感じて歌う 	   	  
	    2  題材  絵描き歌で遊ぼう 	   	   	  
わらべうたのふしをもとにして、描きたい絵に 
あった歌詞を当てはめながら絵描き歌を創作し 
て歌うことができるようにする 
絵描き歌を歌いながら遊んだり、自分で工夫して 
創作したりする活動を通して、日本の伝統音楽に 
積極的に親しもうとする態度を育てる 
	   	  
	    3  題材  いい音作ろう  ゆかいな木きん 	   	    リコーダーに親しませる  イメージに合った音作りができるようにさせる 意欲的に音楽を表現しようとする態度を育て 
る 	  
	    4  題材  チェロは歌う  白鳥  旅の白鳥  無伴奏チェロ組曲 情景を想像し、チェロの音色を味わいながら音 楽を聞かせる 
 
ふし遊びを通してチェロの音楽に親しませる 	   	  
	    5  題材  物語の音楽を表現しよう  いるかのたび  風と波との対話 	    創作活動を通して音楽の表現力を高めさせる  物語の音楽をつくりあげる喜びを味わわせる 	   	  
	    6  主題  響きのある声でうたおう  エーデルワイス 	   	   呼吸の仕方や口の形に気をつけ、明るく響きの 
ある声で歌えるようにする 	   	   	  
 
1990 年 11
月 
 
1 
 
題材 
 
ドレミ遊び 	   	   	    音の高低に対する感覚を育てる  音高を感じて歌う 	   	  
	    2  題材  絵描き歌で遊ぼう 	   	   	  
わらべうたのふしをもとにして、描きたい絵に 
あった歌詞を当てはめながら絵描き歌を創作し 
て歌うことができるようにする 
絵描き歌を歌いながら遊んだり、自分で工夫して 
創作したりする活動を通して、日本の伝統音楽に 
積極的に親しもうとする態度を育てる 
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    3  題材  いい音作ろう  ゆかいな木きん 	   	    リコーダーに親しませる  イメージに合った音作りができるようにさせる 意欲的に音楽を表現しようとする態度を育て 
る 	  
	    4  題材  チェロは歌う  白鳥  旅の白鳥  無伴奏チェロ組曲 情景を想像し、チェロの音色を味わいながら音 
楽を聞かせる 
 
ふし遊びを通してチェロの音楽に親しませる 	   	  
	    5  題材  物語の音楽を表現しよう  いるかのたび  風と波との対話 	    創作活動を通して音楽の表現力を高めさせる  物語の音楽をつくりあげる喜びを味わわせる 	   	  
	    6  主題  響きのある声でうたおう  エーデルワイス 	   	   呼吸の仕方や口の形に気をつけ、明るく響きの 
ある声で歌えるようにする 	   	   	  
 
1990 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1991 年 1
月 
 
1 
 
題材名 
 
ドレミ王国で遊ぼう 
 
ドレミの歌 
 
校歌 	   旋律・音程、フレーズ、拍子を感じて歌ったり聞 
いたりしてふしつくりを楽しむ 
 
音高を意識して楽譜に表したり、視唱したりする 	   	  
	    2  題材 ぞうのたまごのたまごや 
き 	   	   	  
 
ストーリーを考えた歌唱表現ができる はずかしがらずに楽しく思いっきり人前で表現す 
ることができる 
 
友達の表現について意見を出し合える 	  
	    3  題材  動物の感じを工夫しよう いどの中のかえ る 
 
ごろすけホッホー 
 
子犬のワルツ 曲想を生かしたアンサンブルの楽しさを味わわ 
せる 
動物や情景をイメージした音の組み合わせを工 
夫させる 
聞きあい、教えあい、認め合いながら、アンサ 
ンブルさせる 	  
	    4  題材 「ごんぎつね」の音楽を 
つくろう 	   	   	  
心にえがいた物語のイメージを、音を通して表現 
させる 
 
場面に合った音楽表現の仕方を工夫させる 既成の音楽表現様式にとらわれず、自由に、 
創造的に表現する態度を育てる 	  
	    5  題材 アルトリコーダーにな 
れ、合奏を楽しもう 
 
トム・ピリビ 
 
ソナチネ 	    楽器の大きさになれる  音符と運指の関係を覚えなれる  基本的な奏法の復習  少しまとまった曲を合奏で仕上げる 
	    6  題材 
ことばと音楽のかかわり 
をとらえて表現をくふうし 
よう 
	   	   	   歌詞の内容を味わい、音楽で心情を表現するこ 
との喜びを味わわせる 
 
創作活動を通して、音楽の表現力を高めさせる 	   	  
 
1991 年 2
月 
 
1 
 
題材名 
 
ドレミ王国で遊ぼう 
 
ドレミの歌 
 
校歌 	   旋律・音程、フレーズ、拍子を感じて歌ったり聞 
いたりしてふしつくりを楽しむ 
 
音高を意識して楽譜に表したり、視唱したりする 	   	  
	    2  題材 ぞうのたまごのたまごや き 	   	   	  
 
ストーリーを考えた歌唱表現ができる はずかしがらずに楽しく思いっきり人前で表現す 
ることができる 
 
友達の表現について意見を出し合える 	  
	    3  題材  動物の感じを工夫しよう いどの中のかえ 
る 
 
ごろすけホッホー 
 
子犬のワルツ 曲想を生かしたアンサンブルの楽しさを味わわ 
せる 
動物や情景をイメージした音の組み合わせを工 
夫させる 
聞きあい、教えあい、認め合いながら、アンサ 
ンブルさせる 	  
	    4  題材 「ごんぎつね」の音楽を 
つくろう 	   	   	  
心にえがいた物語のイメージを、音を通して表現 
させる 
 
場面に合った音楽表現の仕方を工夫させる 既成の音楽表現様式にとらわれず、自由に、 
創造的に表現する態度を育てる 	  
	    5  題材 アルトリコーダーにな れ、合奏を楽しもう 
 
トム・ピリビ 
 
ソナチネ 	    楽器の大きさになれる  音符と運指の関係を覚えなれる  基本的な奏法の復習  少しまとまった曲を合奏で仕上げる 
	    6  題材 
ことばと音楽のかかわり 
をとらえて表現をくふうし 
よう 
	   	   	   歌詞の内容を味わい、音楽で心情を表現するこ 
との喜びを味わわせる 
 
創作活動を通して、音楽の表現力を高めさせる 	   	  
 
1991 年 3
月 
 
1 
 
題材名 
 
ドレミ王国で遊ぼう 
 
ドレミの歌 
 
校歌 	   旋律・音程、フレーズ、表紙を感じて歌ったり聞 いたりしてふしつくりを楽しむ 
 
音高を意識して楽譜に表したり、視唱したりする 	   	  
	    2  題材 ぞうのたまごのたまごや 
き 	   	   	  
 
ストーリーを考えた歌唱表現ができる はずかしがらずに楽しく思いっきり人前で表現す 
ることができる 
 
友達の表現について意見を出し合える 	  
	    3  題材  動物の感じを工夫しよう いどの中のかえ 
る 
 
ごろすけホッホー 
 
子犬のワルツ 曲想を生かしたアンサンブルの楽しさを味わわ 
せる 
動物や情景をイメージした音の組み合わせを工 
夫させる 
聞きあい、教えあい、認め合いながら、アンサ 
ンブルさせる 	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    4  題材 「ごんぎつね」の音楽を 
つくろう 	   	   	  
心にえがいた物語のイメージを、音を通して表現 
させる 
 
場面に合った音楽表現の仕方を工夫させる 既成の音楽表現様式にとらわれず、自由に、 
創造的に表現する態度を育てる 	  
	    5  題材 アルトリコーダーにな 
れ、合奏を楽しもう 
 
トム・ピリビ 
 
ソナチネ 	    楽器の大きさになれる  音符と運指の関係を覚えなれる  基本的な奏法の復習  少しまとまった曲を合奏で仕上げる 
	    6  題材 
ことばと音楽のかかわり 
をとらえて表現をくふうし 
よう 
	   	   	   歌詞の内容を味わい、音楽で心情を表現するこ 
との喜びを味わわせる 
 
創作活動を通して、音楽の表現力を高めさせる 	   	  
 
1991 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1991 年 5
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムで遊ぼう 大きなくりのきの 
したで 
 
よいこらしょ 
 
しゃべるでほい ２拍子の拍子感やフレーズ感を体で感じ取り表 
現することができる 
後打ちを加えたバッテリー奏の表現になれること 
ができる 	   	  
	    2  題材  わらべうたで遊ぼう  かごめかごめ  らかんさん  いろはにこんぺいとう 拍の流れやフレーズを感じ取って、演奏したり身 体表現したりすることができる 旋律の響きやリズムの特徴を感じ取ることができ る 遊び方を工夫し、友達と心を合わせて楽しく わらべ歌を歌うことができる 	  
	    3  題材 リズムにのって表現しよ 
う 
おばけなんてな 
いさ 
 
あわてんぼうの歌 メリさんのひつじひつ 
じ 
リズムを体で感じ取らせ、楽しく身体表現や演奏 
ができる 
曲のイメージに合う音作りをさせ、表情豊かに歌 
わせる 	   	  
	    4  題材  音で描く汽車の旅 	   	   	  
歌詞の内容から情景を思い浮かべ、曲想や曲を 
特徴づけている要素を感じ取って表現の仕方を 
工夫することができる 
自然音や環境音をいろいろな楽器や手作り楽器 
で表現することができる 
グループで演奏の仕方を工夫させ、みんなで 
協力して音楽を作り上げる楽しさを味わわせ 
る 
	  
	    5  題材  音楽の速さと強さ  冬景色  ハンガリー舞曲 	   情景を想像し、速さ、強弱、極の山などに気をつ 
けながら、美しい二部合唱にまとめさせる 
曲想の変化（速さや強さ）、曲の形に気をつけさ 
せながら音楽を聞かせる 	   	  
	    6 学習の主 
題 
楽器の音色の響きあい 
を聴こう 
 
春の海 
 
エーデルワイス 
 
メヌエット 
日本の楽器（尺八・筝）の音色の特徴を感じ取 
り、ひびきあいの美しさを味わって聴くことができ 
る 
	   	   	  
 
1991 年 6
月 
 
1 
 
題材 
 
楽しいオペレッタをやろう 	   	   	  
今まで学習してきたことを生かし、自由にのびの 
びと歌唱表現したり身体表現したりすることがで 
きる 
仲間と助け合い励ましあって、楽しいオペレッタを 
することができる 
	   	  
	    2  題材  音楽劇に親しもう  おむすびころりん  くるみ割り人形  きたかぜとたいよう 場面の様子を想像しながら楽しく歌ったり音楽劇 
をしたりすることができる 
物語のイメージを元に、即興的にリズム・旋律や 
音で表現することができる 
劇遊びを通して、友達と協力しあって活動で 
きるようにする 	  
	    3  題材 リズムにのって表現しよ う おばけなんてな いさ 
 
あわてんぼうの歌 メリさんのひつじひつ 
じ 
リズムを体で感じ取らせ、楽しく身体表現や演奏 
ができる 
曲のイメージに合う音作りをさせ、表情豊かに歌 
わせる 	   	  
	    4  題材  音で描く汽車の旅 	   	   	  
歌詞の内容から情景を思い浮かべ、曲想や曲を 
特徴づけている要素を感じ取って表現の仕方を 
工夫することができる 
自然音や環境音をいろいろな楽器や手作り楽器 
で表現することができる 
グループで演奏の仕方を工夫させ、みんなで 
協力して音楽を作り上げる楽しさを味わわせ 
る 
	  
	    5  題材  音楽の速さと強さ  冬景色  ハンガリー舞曲 	   情景を想像し、速さ、強弱、極の山などに気をつ けながら、美しい二部合唱にまとめさせる 曲想の変化（速さや強さ）、曲の形に気をつけさ せながら音楽を聞かせる 	   	  
	    6 学習の主 
題 
心を合わせてミュージカ 
ルをしよう 
 
いちょうの実 	   	   小学校生活の総しあげとして、みんなで心を合 
わせ思い出に残る表現活動ができる 
一人ひとりが自分の持ち味を生かし、物語の主 
題をよくとらえた音楽的な活動ができる 	   	  
 
1991 年 7
月 
 
1 
 
題材 
 
楽しいオペレッタをやろう 	   	   	  
今まで学習してきたことを生かし、自由にのびの 
びと歌唱表現したり身体表現したりすることがで 
きる 
仲間と助け合い励ましあって、楽しいオペレッタを 
することができる 
	   	  
	    2  題材  音楽劇に親しもう  おむすびころりん  くるみ割り人形  きたかぜとたいよう 場面の様子を想像しながら楽しく歌ったり音楽劇 
をしたりすることができる 
物語のイメージを元に、即興的にリズム・旋律や 
音で表現することができる 
劇遊びを通して、友達と協力しあって活動で 
きるようにする 	  
	    3  題材 リズムにのって表現しよ う おばけなんてな いさ 
 
あわてんぼうの歌 メリさんのひつじひつ 
じ 
リズムを体で感じ取らせ、楽しく身体表現や演奏 
ができる 
曲のイメージに合う音作りをさせ、表情豊かに歌 
わせる 	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    4  題材  音で描く汽車の旅 	   	   	  
歌詞の内容から情景を思い浮かべ、曲想や曲を 
特徴づけている要素を感じ取って表現の仕方を 
工夫することができる 
自然音や環境音をいろいろな楽器や手作り楽器 
で表現することができる 
グループで演奏の仕方を工夫させ、みんなで 
協力して音楽を作り上げる楽しさを味わわせ 
る 
	  
	    5  題材  グループの歌を作ろう  水車 	   	   個々の音楽の力を生かして、グループで歌を作 
りあげさせる 
グループで歌を作り、お互いに聴きあいながら、 
表現の工夫をさせる 
八分の六拍子の意味や歌い方、指揮の仕方 
などに慣れさせる 	  
	    6 学習の主 
題 
 
ファンファーレを作ろう ファンファーレ１１ 
曲 	   	  
音の重なりによる響きの違いをとらえ、イメージ 
を自由な発想で表現することができる 	   	   	  
 
1991 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1991 年 9
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムにのって しろくまのじぇん 
か 
 
かたつむり 
 
おもちゃのへいたい リズム遊びやリズム問答を通して２拍子の基本 
的なリズムフレーズを感覚的に身につけさせる 
拍の流れにのった身体表現をさせながら、演奏し 
たり鑑賞したりすることができるようにする 
鍵盤ハーモニカやいろいろな打楽器に親しま 
せ、楽しく音楽活動する態度を育てる 	  
	    2  題材 音の重なりを感じて合唱 遊びをしよう 
 
とけいのうた 
 
だるまさん 
 
ぶんぶんぶん 属音による擬音合唱やオスティナートによる合唱 
に慣れさせる 
 
２声の重なりのおもしろさに関心を持たせる 歌に会う擬音作りをさせ、擬音合唱を工夫し 
て表現させる 	  
	    3  題材 天気の移り変わりをおと 
で表そう 
 
効果音 
 
ウィリアムテル 	   天気のいろいろな様子に気づき、即興的に音を 
選んで表現できる能力を育てる 
楽器の基本的な奏法を知り、効果的な使い方が 
できるようにする 
協力して音を作る活動を通してお互いの音を 
聞きあったり認め合ったりする態度を養う 	  
	    4  題材 気持ちをこめて演奏しよ 
う 
 
とんび 
 
風の丘 	   歌詞の内容を理解させ、情景を想像させながら 
気持ちをこめて表現させる 
グループで表現方法を工夫させ、音楽を作り上げ 
ていく楽しさを味わわせる 	   	  
	    5  題材  音楽で宇宙を表そう  星の世界  木星 	   宇宙の物語を自分たちのイメージにあった音で 自由に表現できるようにする 
 
音楽づくりの楽しさを味わわせる 沈黙を知り、その効果を音楽作りに生かすこ 
とができるようにする 	  
	    6  題材 いろいろな学習のしかた を工夫しよう 
 
風を切って 	   	    希望学習内容の近い児童でグループを作る  グループで計画を立て練習する 発表をし、さらによいものにするために友達 や先生の意見を聞く 	  
 
1991 年 10
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムにのって しろくまのじぇん 
か 
 
かたつむり 
 
おもちゃのへいたい リズム遊びやリズム問答を通して２拍子の基本 
的なリズムフレーズを感覚的に身につけさせる 
拍の流れにのった身体表現をさせながら、演奏し 
たり鑑賞したりすることができるようにする 
鍵盤ハーモニカやいろいろな打楽器に親しま 
せ、楽しく音楽活動する態度を育てる 	  
	    2  題材 素敵な音をくわえてあそ 
ぼう 
 
虫の声 おもちゃのチャ 
チャチャ 
 
とんぼのめがね 
歌にあわせて楽しく身体表現をさせ、曲趣を感じ 
て歌ったり、演奏したりすることができるようにさ 
せる 
 
曲にあった音色や響きを工夫して演奏させる 
情景を思い浮かべてすてきな音をくわえた音 
楽作りをさせ、創造することの楽しさを感じさ 
せる 
	  
	    3  題材 天気の移り変わりをおと 
で表そう 
 
効果音 
 
ウィリアムテル 	   天気のいろいろな様子に気づき、即興的に音を 
選んで表現できる能力を育てる 
楽器の基本的な奏法を知り、効果的な使い方が 
できるようにする 
協力して音を作る活動を通してお互いの音を 
聞きあったり認め合ったりする態度を養う 	  
	    4  題材 気持ちをこめて演奏しよ う 
 
とんび 
 
風の丘 	   歌詞の内容を理解させ、情景を想像させながら 気持ちをこめて表現させる グループで表現方法を工夫させ、音楽を作り上げ ていく楽しさを味わわせる 	   	  
	    5  題材  ヘ音譜表って何？  ぼくの文鳥 	   	    低音のあらわし方を知り、読譜になれる 和音の響きの面白さを感じながら、合唱や合奏が 
できる 	   	  
	   	    題材 町長のはしごをうごかそ 
う 
 
林の朝 	   	   長調の音の成り立ちを知り、いろいろな音高で長 
調ができることがわかる 
 
ヘ長調を理解し、読譜に慣れさせる 	   	  
	    6 学習の主 題 子供の学び方で三部合 唱をしよう 
 
ふるさと 	   	   曲想を工夫し、気持ちをこめて合唱する態度を 育てる 
 
互いに協力し合い、三部合奏をする能力を養う 
 
学習の仕方を考えて学習することができる 	  
 
1991 年 11
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムにのって しろくまのじぇん 
か 
 
かたつむり 
 
おもちゃのへいたい リズム遊びやリズム問答を通して２拍子の基本 
的なリズムフレーズを感覚的に身につけさせる 
拍の流れにのった身体表現をさせながら、演奏し 
たり鑑賞したりすることができるようにする 
鍵盤ハーモニカやいろいろな打楽器に親しま 
せ、楽しく音楽活動する態度を育てる 	  
	    2  題材 素敵な音をくわえてあそ 
ぼう 
 
虫の声 おもちゃのチャ 
チャチャ 
 
とんぼのめがね 
歌にあわせて楽しく身体表現をさせ、曲趣を感じ 
て歌ったり、演奏したりすることができるようにさ 
せる 
 
曲にあった音色や響きを工夫して演奏させる 
情景を思い浮かべてすてきな音をくわえた音 
楽作りをさせ、創造することの楽しさを感じさ 
せる 
	  
	    3  題材 天気の移り変わりをおと 
で表そう 
 
効果音 
 
ウィリアムテル 	   天気のいろいろな様子に気づき、即興的に音を 
選んで表現できる能力を育てる 
楽器の基本的な奏法を知り、効果的な使い方が 
できるようにする 
協力して音を作る活動を通してお互いの音を 
聞きあったり認め合ったりする態度を養う 	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    4  題材 音を重ねて、美しい響き 
をつくろう 	   	   	  
 
リコーダーの技能を高める 
 
音の重なりによる美しい響きを味わわせる 友達と協力して音楽をつくりあげていく楽しさ 
を味わわせる 	  
	    5  題材 南の島々の音楽に親し 
もう 
 
バンガムリ 
 
ケチャ 	    沖縄やインドネシアの音楽に親しむことができる  声質を変化させて歌うことができる ガムラン音楽の感じを楽しんで合奏すること 
ができる 	  
	    6  題材 「ふるさと」のイメージを 表現しよう 	   	   	   曲の感じや詩の内容を理解してイメージを広げ、 自由な表現を工夫する 
 
豊かな三部合唱ができる 	   	  
 
1991 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1992 年 1
月 
 
1 
 
題材 リズムのまとまりを感じ 
て表現しよう 
 
ぶんぶんぶん 
 
じゃんけんぽん 
 
れっしゃごっこ リズムフレーズを歌に合わせて演奏したり、聴き 
比べたりしてフレーズ感を養う 
リズム模倣、リズム問答、リズムリレー、リズムカ 
ノンなどの活動を通してリズム感を身につけさせ 
る 
 
簡単なリズムを作って即興的に表現させる 	  
	    2  題材 動物になって、山の音楽 
会をしよう 
山の音楽家をもと 
にした創作音楽 
劇 
	   	   拍を感じた身体表現をさせながら、歌やイメージ 
にあった音作りを工夫させる 
場面を想像させながら、気持ちをこめて、楽しく歌 
わせる 
グループで協力して表現を工夫させ、音楽を 
作る楽しさを味わわせる 
	  
	    3  題材  音探し音作り 	   	   	  
身の回りにある音の存在に気づくことによって、 
自然や生活と自分のかかわりをより豊かに感じ 
取ることができる 
表現にふさわしい楽器選びができ、表現活動の 
過程でその効果的な用い方や奏法を身につける 
ことができる 
友達のよさに気づいたり、友達のよさを生か 
したりしながら、自分の考えを自由に表現す 
ることができる 
	  
	    4  題材 想像した世界を音で現そ う 
 
白鳥 	   	    情景を想像しながら音楽を聴かせる 想像したイメージを基に即興的に音を選んで表現 できるようにする 
 
グループで協力してアンサンブルする 	  
	    5  題材 様子を思い浮かべて美 しい響きで表現しよう 
 
星の世界 
 
星空はいつも 	   音の重なりの美しさを感じて表現する楽しさを味 わわせる 星空のイメージを描きながら、音色に気をつけて 表現の工夫をすることができる 	   	  
	    6  題材  ヘ長調とニ短調  ゆめをのせて コンドルは飛んで 
いく 
	   合唱づくりを通して、長調と短調の違いを生か し、曲想に合った表現をしようとする態度を養 
い、ヘ長調とニ長調の違いについて理解させる 
	   	   	  
 
1992 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
すてきなおと 
 
たんぶりんのわ 
 
すてきなおと 
 
きらきらぼし 身の回りのいろいろな音色や響きの違いに関心 
を持たせる 
ひとつの楽器にも奏法の違いによっていろいろな 
音が出せることを体感させる 	   	  
	    2  題材 動物になって、山の音楽 
会をしよう 
山の音楽家をもと 
にした創作音楽 
劇 
	   	   拍を感じた身体表現をさせながら、歌やイメージ 
にあった音作りを工夫させる 
場面を創造させながら、気持ちをこめて、楽しく歌 
わせる 
グループで協力して表現を工夫させ、音楽を 
作る楽しさを味わわせる 
	  
	    3  題材  音探し音作り 	   	   	  
身の回りにある音の存在に気づくことによって、 
自然や生活と自分のかかわりをより豊かに感じ 
取ることができる 
表現にふさわしい楽器選びができ、表現活動の 
過程でその効果的な用い方や奏法を身につける 
ことができる 
友達のよさに気づいたり、友達のよさを生か 
したりしながら、自分の考えを自由に表現す 
ることができる 
	  
	    4  題材 想像した世界を音で現そ 
う 
 
白鳥 	   	    情景を想像しながら音楽を聴かせる 想像したイメージを基に即興的に音を選んで表現 
できるようにする 
 
グループで協力してアンサンブルする 	  
	    5  題材 様子を思い浮かべて美 
しい響きで表現しよう 
 
星の世界 
 
星空はいつも 	   音の重なりの美しさを感じて表現する楽しさを味 
わわせる 
星空のイメージを描きながら、音色に気をつけて 
表現の工夫をすることができる 	   	  
	    6  題材  ふしの重なりと響き  大地讃頌 	   	   ふしの重なりや響きに気をつけて三部合唱をす る能力を養う 	   	   	  
 
1992 年 3
月 
 
1 
 
題材 
リズムのちがいを感じて 
動物のイメージにあった 
音をつくろう 
 
ぺんぎんさん 
 
ごりらのうた 
 
らくだ 
 
リズムのちがいを感じ取らせる 動物のイメージに合った音を探し、リズムの違い 
や音色の違いを工夫しながら音作りをさせる 
	   	  
	    2  題材 動物になって、山の音楽 
会をしよう 
山の音楽家をもと 
にした創作音楽 
劇 
	   	   拍を感じた身体表現をさせながら、歌やイメージ 
にあった音作りを工夫させる 
場面を創造させながら、気持ちをこめて、楽しく歌 
わせる 
グループで協力して表現を工夫させ、音楽を 
作る楽しさを味わわせる 
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    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  ひょうしにあわせて おどろう楽しい 
ポーレチケ 
世界のこどものう 
た 	  
３拍子のリズムにのって明るく軽快にうたったり 
合奏したりさせる 
 
グループで音楽をよく聴きあいながら演奏させる 	   	  
	    5  題材 様子を思い浮かべて美 しい響きで表現しよう 
 
星の世界 
 
星空はいつも 	   音の重なりの美しさを感じて表現する楽しさを味 わわせる 星空のイメージを描きながら、音色に気をつけて 表現の工夫をすることができる 	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1992 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1992 年 5
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムにのって 
 
きらきらぼし きらきらぼしのお 
はなし 
 
こすもす２００ 拍のながれにのってリズムうちや身体表現がで 
きるようにする 
自分のイメージに合う音やリズムを工夫して表現 
できるようにする 
友達と助け合って楽しく音楽活動ができるよう 
にする 	  
	    2  題材 ３拍子のリズムにのって 
楽しく表現しよう 
とんくるりんぱんく 
るりん 
 
ぞうさん 
 
おどるこねこ 拍の流れを感じ取り３拍子のリズムを工夫して踊 
らせる 
 
３拍子のバッテリーリズムを工夫させる 
 
曲趣に合う歌い方を工夫させる 	  
	    3  題材  音楽会で発表しよう  ピーターパン 	   	  
総合的な表現活動を通して、工夫して表現する 
面白さに気づくとともに、成就感を味わうことがで 
きる 
	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  民謡に親しもう  おはら節  ソーラン節 	   民謡の面白さに触れ、民謡を楽しく聴いたり表現 したりすることができる 民謡の旋律をリコーダーで演奏したり太鼓で即興 的にリズムを表現したりすることができる グループで役割を分担し、協力しながら学級 音頭を作ることができる 	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1992 年 6
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムにのって 
 
きらきらぼし きらきらぼしのお 
はなし 
 
こすもす２００ 拍のながれにのってリズムうちや身体表現がで 
きるようにする 
自分のイメージに合う音やリズムを工夫して表現 
できるようにする 
友達と助け合って楽しく音楽活動ができるよう 
にする 	  
	    2  題材 ２拍子のリズムにのって 楽しく表現しよう 
 
ジャングルジム あかちゃんぞうの 
こうしん 	   ２拍子の流れに乗って楽しく歌うことができるよう にする 自分に合う楽器を使ってリズムを工夫したり楽器 の組み合わせを工夫する 情景を想像しながら表現を工夫する素地を養 う 	  
	    3  題材  工夫して表現しよう すてきなさんにん 
ぐみ 
	   	   ひとりひとりのアイデアを生かして表現をつくりあ げるとともに、中間発表を通してよりよい表現を 
目指して工夫しようとする態度を育てる 
	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  おはやしで楽しもう 	   	   	  
お囃子の楽しさを味わいながら、積極的に表現 
に取り組み、日本の伝統的な音楽への親しみを 
深める 
太鼓の基本的な奏法を身につけ、日本の伝統的 
なリズムや旋律を即興的に表現できるようにする 
	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1992 年 7
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムにのって 
 
きらきらぼし きらきらぼしのお 
はなし 
 
こすもす２００ 拍のながれにのってリズムうちや身体表現がで 
きるようにする 
自分のイメージに合う音やリズムを工夫して表現 
できるようにする 
友達と助け合って楽しく音楽活動ができるよう 
にする 	  
	    2  題材 リズムにのって楽しく表 現しよう 
 
かわいいな 
 
木の葉のゆうびん あわてんぼうのサンタ 
クロース 
拍の流れに乗り、生き生きとしたリズムで生きた 
表現ができるようにさせる 
 
音の重なりや響きの美しさを感じ取らせる 
 
お互いに表現し聞き合える態度を育てる 	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    3  題材  工夫して表現しよう すてきなさんにん 
ぐみ 
	   	   ひとりひとりのアイデアを生かして表現をつくりあ げるとともに、中間発表を通してよりよい表現を 
目指して工夫しようとする態度を育てる 
	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  おはやしで楽しもう 	   	   	  
お囃子の楽しさを味わいながら、積極的に表現 
に取り組み日本の伝統的な音楽への親しみを深 
める 
太鼓の基本的な奏法を身につけ、日本の伝統的 
なリズムや旋律を即興的に表現できるようにする 
	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1992 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1992 年 9
月 
 
1 
 
主題 
 
絵描き歌で遊ぼう 
 
こっくさん 
 
あひる 
 
どらえもん 
えかきうたを通して、わらべうたのもつ日本の情 
緒に親しませるとともに、歌に合わせて遊ぶ楽し 
さを味わわせる 
 
友達同士で学び教えあう態度を育てる 	   	  
	    2  題材  楽器で遊ぼう  さるかに合戦 	   	    リズムロンドを打楽器で演奏することができる 童話の効果音をグループで協力して作ることがで 
きる 	   	  
	    3  題材  物語を音であらわそう  鳥の鳴き声 きらきらぼしのお はなし 	   ソプラノリコーダーでいろいろな音を作って楽し むことができる 自分たちで作った物語をいろいろな音素材を使っ て音で表現できるようにさせる グループで話し合いながら楽しく演奏しようと する態度を育てる 	  
	    4  題材  リコーダーの響き  若葉の歌  ちょうちょう 	    曲想を感じ取って歌い方を工夫させる 歌にあわせてリコーダーで助奏や間奏を演奏で きるようにさせる 
 
リコーダーでふし作りをさせる 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  和声のひびき  故郷の人々  それは地球 	   旋律と和音のかかわりを感じ取らせ、話生の響 
きの変化を味わって表現する能力を育てる 	   	   	  
 
1992 年 10
月 
 
1 
 
主題 
 
てまりうたであそぼう 
 
あんたがたどこさ 	   	  
あんたがたどこさの曲に合う動きを工夫させると 
ともにわらべうたの持つ日本の情緒に親しませ 
る 
	   	   	  
	    2  題材 リズムにのって和太鼓を 打とう 
 
元気太鼓 
 
勇み駒 	   和太鼓を打つことによって日本の楽器に対する 興味を持たせる 班ごとに力を合わせて和太鼓のアンサンブルを する 	   	  
	    3  題材  物語を音であらわそう  鳥の鳴き声 きらきらぼしのお 
はなし 	  
ソプラノリコーダーでいろいろな音を作って楽し 
むことができる 
自分たちで作った物語をいろいろな音素材を使っ 
て音で表現できるようにさせる 
グループで話し合いながら楽しく演奏しようと 
する態度を育てる 	  
	    4  題材  拍子にあわせて  この山光る  静かな湖 	   拍子に合わせてお互いの音をよく聞きあいなが 
ら合奏ができるようにさせる 
グループで協力をして合奏しようとする態度を育 
てる 	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1992 年 11
月 
 
1 
 
主題 
 
どうぶつになってうたおう 
 
おつかいありさん 
 
ぞうさん 	  
小さい生き物と大きい動物にあう動きを身体表 
現することによって、曲にふさわしい歌い方がで 
きるようにさせる 
	   	   	  
	    2  題材  協力して合奏しよう なべなべそこぬ 
け 	   	  
合奏をすることによって楽器に対する興味をもた 
せる 
 
班ごとに力を合わせて合奏する 	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    3  題材  物語を音であらわそう  鳥の鳴き声 きらきらぼしのお 
はなし 	  
ソプラノリコーダーでいろいろな音を作って楽し 
むことができる 
自分たちで作った物語をいろいろな音素材を使っ 
て音で表現できるようにさせる 
グループで話し合いながら楽しく演奏しようと 
する態度を育てる 	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1992 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1993 年 1
月 
 
1 
 
題材 
 
たんたんにのって しろくまのじぇん 
か 	   	  
拍の流れやフレーズを感じ取って表現したり鍵 
盤ハーモニカを演奏したりする能力を育てる 	   	   	  
	    2  題材  楽しく合奏  アンダルコの歌  小ぎつね  ゆき お互いの音を聴きあいながら表現の工夫ができ 
るようにする 
いろいろな楽器の音色に親しみ、楽器の奏法に 
なれるようにする 	   	  
	    3  題材  ファ～レの音を使って  チューリップ  あの雲のように  きらきらぼし 親しみのある曲でリコーダーの演奏を楽しみ、基 本的な奏法を身につけよう 	   	   	  
	    4  題材  ハ長調とイ短調  まいごのこひつじ  どれみの歌 	    ハ長調、イ短調の視唱（奏）力を養う  調性への関心を高める 	   	  
	    5  題材  音楽で物語を表そう 大造じいさんとガ 
ン 
	   	   自分が表現したいことについてさまざまな音の素 材を使って、即興的に音を選び、表現を工夫す 
ることができる 
記譜の方法についていろいろと工夫することがで 
きる 
	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1993 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
ようすをおもいうかべて 
 
うみ 	   	   歌詞の表す情景を想像して、気持ちをこめて歌う 
態度や能力を育てる 	   	   	  
	    2  題材 成徳うつぶきばやしをつ くろう 
 
倉吉打吹太鼓 	   	   主なふしを覚え、太鼓のリズムにあわせて演奏 しながら日本のふしに親しむことができる リズムを口唱歌で打つことにより、リズムを言葉 で表す楽しさを味わうことができる」 場面を想像しながら音色や楽器の組み合わ せを工夫する 	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  ふしのまとまり ねんねんねむれ 
よつぐみのこ 
 
とんび 	   旋律の反復や対照、終止感の違いなどを感じ取 
りながら表現する能力や態度を養う 	   	   	  
	    5  題材  和声のひびき  星の世界 	   	   和声のひびきをあじわいながら美しい三部合 唱、合奏をすることができる 
 
旋律の流れにあった和音を選択することができる 	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1993 年 3
月 
 
1 
 
題材 
 
おはなしをおんがくで 
 
ぺんぎんさん 
 
おどるこねこ 
 
パレード 音楽から場面を想像したり、朗読・効果音・動作 
を加えたりして表現する能力を育てる 	   	   	  
	    2  題材  うたにあわせて  赤ちゃん  春が来た  こぞうのこうしん 
情景を想像し、お互いの声を聴きあいながら主 
旋律に副次的な旋律をあわせて歌うことができ 
る 
	   	   	  
	    3  題材 土鈴を使って音楽をつく 
ろう 	   	   	  
 
音の強弱や間を工夫して、即興的に音楽を作る 	   	   	  
資料 1-53 
 
 
 
	    4  主題  歌の気持ち  青空へ登ろう  つるのおんがえし 	   歌詞の情景や旋律の美しさを生かして動唱表現 
をすることができる 
曲想を感じ取り、それにふさわしい表現を工夫し 
て演奏する態度を養う 	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  二重唱を楽しもう 	   	   	   歌唱表現を工夫しながら正しい音程で二重唱が できる 自分たちで積極的に練習に取り組み友達と心を 通い合わせながら歌うことができる 二重唱の取り組みの中でハーモニーの美しさ や重ね合わせる喜びを味わうことができる 	  
 
1993 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1993 年 5
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  おはなしと音楽  おむすびころりん 	   	   一人一人の感じ方・考え方を生かして楽しく表現 
することを通して、自己表現意欲を高める 
音楽づくりや音づくりを通して、音楽をつくって表 
現しようとする態度を育てる 
 
楽器や音素材の音色を生かして演奏できる 友達の表現の「よさ」を味わい、自分の表現に生 
かそうとすることができる 
	    3  題材 楽きで楽しく（「ミッキーマ 
ウスマーチ」「おまつり」） 
ミッキーマウス 
マーチ 
 
おまつり 	   即興的にリズムや旋律をつくって表現する活動 
を通して、合奏の楽しさを味わうようにする 
曲の前奏を楽器の音色やリズムを工夫して表現 
することができるようにする 	   	  
	    4  題材 リズムを生かして表現し よう 
 
歩いていこう 
 
ゆかいに歩けば 	   	   	   	   	  
	    5  題材  ひびきのある歌声で  ゆかいに歩けば  白い雲 	   	   	   	   	  
	    6  題材  オーケストラの響き 組曲「道化師」（カ 
バレフスキー） 
交響曲物語「ピー 
ターと狼」（プロコ 
フィエフ） 
	   オーケストラの各楽器の音色の特徴を感じとり、 それらの響きに関心を深めることができるように 
する 
楽器の音色が奏法によって変わってくることを理 
解し、曲全体の中で気をつけて聴こうとする態度 
や能力を育てる 
	   	  
 
1993 年 6
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  歌詞を生かして歌おう  とんび  まきばの朝  まきばの子牛  情景を想像し気持ちを込めてうたう  グループで歌い方を工夫し、楽器を入れる 	   	  
	    5  題材  音のつりあい  歌声とばそう ハンガリー舞曲第 
５番 
 
サンバを踊ろう 楽器の組み合わせを工夫して、バランスの取れ 
た合奏ができるようにする 
速さや強さの変化、曲の形に気をつけて聞いた 
り、調和のよい響きを味わったりする 
リズムを組み合わせたり作ったり、手作りの 
楽器を工夫したりして楽しく合奏をする 	  
	    6  題材  リズムをつくって遊ぼう ジャマイカ・ルン バ 	   	   いろいろな打楽器に親しみ、リズムのおもしろさ を感じて表現しようとする態度を育てる 曲全体の流れを感じながら、リズム・パターンを 即興的に工夫して表現できるようにする 打楽器の特徴や基本的な奏法について理解 できるようにする 	  
 
1993 年 7
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  いろいろな楽器で  なかよしマーチ  たぬきのたいこ トルコ行進曲（ベー 
トーベン） 
リズムの伴奏を工夫して、曲のイメージに合った 
創造的な表現の工夫をすることを通して、音楽を 
つくって表現しようとする態度を伸ばす 
いろいろな楽器や、その音色に対する興味や関 
心を育てる 
３拍子の拍の流れにのって、リズム伴奏や身 
体表現をする能力をのばす 
自分や友達の演奏を聞きあうことにより、互いの 
演奏の良さに気づき、味わう 
	    3  題材 
リズムやふしをつくろう 
（「すずめがサンバ」「もし 
もコックさんだったなら」） 
	   	   	   	   	   	   	  
	    4  	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    5  題材 声でイメージの音楽をつ 
くろう 
	   	   	   自分の表現したいイメージについて、テーマを決 
めて、設計図に書き表すことができるようにする 
声の出し方を工夫して、自分らしさをはずかしが 
らないで表現できるようにする 
グループで協力して声の組み合わせを工夫 
したり、タイミングや強弱の変化を工夫したり 
して楽しく発表できるようにする 
	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1993 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1993 年 9
月 
 
1 
 
題材 リズムにあわせて、楽し 
く表現しよう 
 
おどるこねこ とんくるりん ぱん 
くるりん 
 
ぞうさんのさんぽ 身体表現しながらリズムに乗って楽しく歌った 
り、聴いたりすることができるようにする 
２拍子や３拍子の違いを感じ取り、音楽に合わせ 
ていろいろな楽器でバッテリーリズムを表現でき 
るようにする 
拍の流れにのって自由に身体表現をしたり、 
バッテリー奏を工夫したりしながら、自ら音楽 
を楽しもうとする態度を育てる 
	  
	    2  題材  ドレミで遊ぼう  かっこう  山びこごっこ 	   範唱を聴いて模倣し、音の高さに対する感覚を 簡単な旋律を階名で歌ったり、鍵盤ハーモニカで 階名をつかって短い旋律を即興的につくっ 	  
身につけさせる 演奏したりできるように階名に慣れさせる て、楽しく表現させる 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  母音の音色  野ばら 	   	    母音の持つ音色に関心を持って歌おうとする  母音の響きを工夫しながら歌うことができる 	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 曲想を生かした表現の  星空はいつも 	   	   楽曲を特徴付けている音楽の要素を感じ取り、 範唱や友達の演奏を聴き、曲想を味わったり、友 楽曲全体の曲想を味わい、自己の表現に生 	  
工夫をしよう 曲想にふさわしい表現の工夫をする 達のいい点を聞き取ったりする かそうとする態度を身につける 
 
1993 年 10
月 
 
1 
 
題材 すてきな音を工夫して演 
奏しよう 
 
すてきなおと 
 
タンブリンの  わ 
 
きらきらぼし 情景を想像しながらリズムにのって楽しく歌うよ 
うにする 
楽器のいろいろな音色に気づき、打楽器の打つ 
場所や打ち方を工夫して曲の気分のあった音色 
で演奏する態度を育てる 
音楽に対する感受性を豊かにし、音楽を愛好 
する心情を育てる 
	  
	    2  題材  ドレミで遊ぼう  かっこう  山びこごっこ 	   範唱を聴いて模倣し、音の高さに対する感覚を 簡単な旋律を階名で歌ったり、鍵盤ハーモニカで 階名をつかって短い旋律を即興的につくっ 	  
身につけさせる 演奏したりできるように階名に慣れさせる て、楽しく表現させる 
	    3  教材 	    こねこと小鳥 	   	    半音階の導入、基本練習の定着  変化音を含んだ楽曲の表現を工夫させる 	   	  
	    4  題材 おどるふし おどろう楽しい 	   	    旋律の動きに関心を持って歌おうとする  旋律の動きを歌に生かすことができる 	   	  
－音の運動－ ポーレチケ 
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 楽曲の気持ちを感じ取っ 空がこんなに青 	   	   和声の動きに関心を持ち、進んで合唱表現をし 伴奏や和声の動きから楽曲全体の曲想を捉え、  和声の変化を感じ取りながら合唱する 	  
て歌おう いとは ようとする態度を身につける 曲想に合った表現を工夫する 
 
1993 年 11
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	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    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1993 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 短い言葉に即興的に節 づけをしよう 木のはのゆうび ん 	   	  
 
短い文を加えて、表情豊かに表現させる 
 
短い文に即興的に節づけをして歌わせる 
 
絵描き歌を作り、楽しみながら、表現させる 	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1994 年 1
月 
 
1 	    ドレミで遊ぼう 	   	   	   	   	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材 サンバの音楽づくりを楽 しもう ほしぞらカーニバ ル サンバ・デ・ヴェル ディ 
 
サンバをおどろう サンバのリズムの特徴を感じとりながら、歌った 
り、演奏したりすることができる 
グループごとに工夫して、自分たちのサンバをつ 
くることができる 	   	  
	    4  題材 
イメージを広げて表現し 
よう 「接近！ブラック ホ
ール」 
 
ブラックホール 
 
みんなの宇宙船 	   歌詞や旋律から情景を想像し、曲想表現の工夫 
をしながらイメージを広げる 
創造的な自己表現活動を通して、情景や心情を 
表現し、共に作り上げる喜びを味わう 
	   	  
	    5  題材 リズムにのって（つくって 表現） 	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 和太鼓によるアンサンブ 
ル作り 
	   	   	   お囃子のリズムを作ったり、全体の構成を工夫 することにより日本の伝統的な音楽のリズムを 
表現できるようにする 
友達と協力しながら、アンサンブル作りをすること 
により和太鼓を演奏する楽しさを味わう 
	   	  
 
1994 年 2
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  ようすを思いうかべて  夕やけこやけ  小ぎつね 	    情景を想像して、聞く楽しさを味わわせる 曲想にあった歌い方や創造的な活動を取り入 
れ、曲のイメージを深める表現を工夫する 	   	  
	    3  題材 サンバの音楽づくりを楽 しもう 	   	   	   サンバのリズムの特徴を感じ取りながら、歌った り、演奏したりすることができる グループごとに工夫して、自分たちのサンバをつ くることができる 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1994 年 3
月 
 
1 
 
主題 
 
よびかけあって 
 
たきび 
 
ぺんぎんさん 	   旋律の特徴を感じ取ったり、歌の気分をとらえた りして、表現する能力を育てる 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1994 年 4
月 
 
1 	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    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1994 年 5
月 
 
1 
 
主題 
 
気持ちをこめて歌おう 
 
中心教材  「う
み」 
参考教材「ことり 
のうた」 
参考教材「日本むか 
しばなし」 	   	   	   	  
	    2  題材 リズムにのって楽しく表 
現しよう 
 
かっこう 
 
かっこうワルツ 
 
うたえ手のひら リズム打ち、身体表現などによる拍感をとらえら 
れるようにする 
リズム唱や基本的なリズムパターンの練習、リズ 
ム遊びを通してリズム表現に慣れ親しませる 
自分たちで考えたリズムを組み合わせて適当 
な楽器を選んで簡単なリズム伴奏を加えたり 
間奏を入れたりできるようにする 
楽器の組み合わせを工夫したり、通奏低音を加え 
たりして簡単な合奏を楽しむことができる 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  主題  気持ちをこめて歌おう  夢の世界を 	   	   ふしの流れを感じ取り、強弱、速さを工夫して歌 
うことができるようにする 	   	   	  
	    5  題材 自分たちのおはやしをつ 
くろう 
管弦楽のための 
木挽歌 
郷土に伝わるおは 
やし・民謡 
	   音の重なりや、全体の構成を工夫しながら、日 本の伝統的な音階による旋律やリズムを表現で 
きるようにする 
おはやしの楽しさを味わいながら、日本の音楽や 
楽器に関心をもつことができるようにする 
	   	  
	    6 	   「きらきら星」をインド風 
に 
 
きらきら星 	   	   インドのラーガに基づいた「きらきら星」を演奏 
し、雰囲気を感じる。 
グループで分担した楽器で主題に基づく変奏を 
試みる。 
 
グループごとに発表し、互いの良さを感じる。 	  
 
1994 年 6
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  たのしくリズムにのろう 	   	   	   拍の流れを感じ取りながら、リズムや音色に気を 
つけて、聞いたり表現したりしようとする 
歌ったり、身体表現したりすることによって、リズ 
ムの特徴に気づき、表現することができる 	   	  
	    4  主題 楽器の音色の特徴をと らえて聴こう 
 
白鳥 	   	   いろいろな楽器の音色や特徴をとらえて聞くこと ができるようにする 	   	   	  
	    5  題材 自分たちのおはやしをつ 
くろう 
管弦楽のための 
木挽歌 
郷土に伝わるおは 
やし・民謡 
	   音の重なりや、全体の構成を工夫しながら、日 本の伝統的な音階による旋律やリズムを表現で 
きるようにする 
おはやしの楽しさを味わいながら、日本の音楽や 
楽器に関心をもつことができるようにする 
	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1994 年 7
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   リズムにのって楽しく表 
現しよう 
 
うたえ手のひら 
 
たぬきのたいこ 	   リズム伴奏に合わせて、楽しく合奏することがで 
きる 	   	   	  
	    3  題材  ひょうしを体でかんじよう いるかはざんぶら 
こ 
	   	   ２拍子や３拍子の拍の流れにのって体を動か 
し、すすんで歌遊びを楽しもうとする。 
拍子に合った体の動かし方や道具の使い方を見 
つけ、拍の流れにのって歌遊びをすることができ 
る。 
	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  合奏の楽しみ ジャマイカン・ル ンバ 
 
キリマンジャロ 
 
「威風堂々」第１番 
 
合奏曲の選曲をする 
 
担当する楽器を決める 
 
各パートの演奏する楽譜の確認と練習 	  
	    6 	  
自分たちのカッワーリー 
を作ろう～インド、パキス 
タンの音楽に親しもう Ⅱ 
	   	   	    「アッラー  ムハマドゥ  チャールヤール」  自分たちのカッワーリーを作ろう 	   	  
 
1994 年 8
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
資料 1-57 
 
 
 
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1994 年 9
月 
 
1 
 
題材 
 
がっきとともだちになろう おもちゃのへいた 
い 
 
こいぬのマーチ 
 
たのしいね 
いろいろな楽器に親しみ、楽器を演奏する喜び 
を味わいながら、自分の好きな楽器で局に合わ 
せて合唱奏を楽しむことができる。 
一人で楽しむだけでなく、友だち（他の楽器）と音 
色を合わせる楽しさに気づいていける。 
	   	  
	    2  活動例 いろいろな音をみつけよ う 	   	   	  
 
音をよく聴き、いろいろな奏法を試みる。 	   	   	  
	    3 	    「鐘が鳴る」 	   	   	    歌詞をイメージしながら歌詞唱できる。 他のパートと音の重なりを感じながら輪唱するこ とができる。 グループごとに自分たちが描いたイメージに 合う演奏ができる。 自分たちの描いた「鐘が鳴る」を発表することがで きる。 
	    4  題材  楽器で歌おう  茶色の小びん 	   	   歌唱や身体表現を通して旋律を楽しく演奏でき 
るようにする。 
楽器を合わせ、音色を生かした表現ができるよう 
にする。 	   	  
	    5  題材  夏の音をつくろう 	   	   	    音のイメージを作る  夏の様子を想像し、音のイメージを作る  イメージに合った音をさがす。  音さがしと中間発表 
	    6  主題  拍子とリズム  エーデルワイス  アンデスの祭り  つるぎのまい 「エーデルワイス」の情景を想像しながら、３拍子 
にのってのびのびと歌ったり演奏したりする。 
「つるぎのまい」の激しいリズムの特徴や曲想の 
変化のすばらしさを感じ取る 
「アンデスの祭り」を、歌・楽器・ナレーション 
や動きなどにより、祭りの様子が現れるよう 
に表現する。 
	  
 
 
1994 年 10
月 
 
 
1 
 
 
題材 
 
てびょうしといっしょにう 
たおう 
 
 
ぶんぶんぶん 
 
 
けんけんぱ 
 
 
じゃんけんぽん 
 
リズム遊びをしたり、身体表現をいれながら歌詞 
唱するなかでリズム表現が拍にのってできる 
≪１年ろ組の花いっぱいひろば≫をつくることを 
めざして「はち」や「花」になりきり、友だちに気に 
入ってもらえるような表現の工夫をしようと取り組 
んでいる 
	   	  
	    2  題材 イメージしたものを表現 
しよう 	   	   	  
友だちと協力しながら、音作りや表現の工夫を 
楽しむ 
 
イメージに合う表現を工夫する 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1994 年 11
月 
 
1 
 
題材 
 
ともだちとリズムあそび とんくるりんぱんく 
るりん 
 
ぞうさんのさんぽ 	   ２拍子と３拍子の違いを、手拍子や身体全体を 
使ってしながら、楽しく歌詞唱することができる 
２つのリズム組み合わせを工夫したり楽器を選ん 
だりすることで、拍子の違いを身体で感じ取ること 
ができる 
	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1994 年 12
月 
 
1 	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    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1995 年 1
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  わらべうたであそぼう 	   	   	   楽しく遊びながら身体で音を感じたり歌ったりす 
る 
 
即興的に絵かきうたやリズム伴奏等を工夫する 	   	  
	    3  題材名  ふしのながれをかんじて  ふじ山  あの雲のように  メヌエット 旋律の抑揚や流れを感じて、表現することがで 
きるようにする 
歌詞の旋律の感じを生かして、表現の仕方を工 
夫するようにする 	   	  
	    4  主題 学校の裏山に行って、耳 
をすませてみよう 
	   	   	   自然の中には、さまざまな音が存在し、それらが 音楽活動のテーマになることがわかり、楽器等 
で表現することできる 
自由な表現をしても、音を組織化することで、より 
わかりやすく、まとまったものを作り出すことがで 
きることに気づく 
	   	  
	    5  題材 響きのある声で合唱しよ 
う 
 
星の世界 	   	    夜空の輝く星から、はるかな宇宙を想像して歌う 鼻濁音に注意し、子音をはっきり発音して、響き 
のある声で歌うことができる 
音の重なりを感じ取りながら、響きのある声で 
合唱することできる 	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1995 年 2
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 わらべうたであそぼう Part２ 
お寺のおしょうさ 
ん 
 
おじょうさん 
 
ずずいずっころばし 気持ちをあわせて、楽しい雰囲気の中で表現す 
ることができるようにする 
身体表現を工夫したり、即興的にリズム伴奏をつ 
けて演奏したりする 	   	  
	    3  題材名  がっきを合わせて  かぼちゃ  歌えリコーダー  ポロネーズ いろいろな楽器の音色や合奏に関心をもち、楽 
しく表現するようになる 
「あらわしたい感じ」になるように、楽器の組み合 
わせを工夫したり、表現の工夫をしたりし、グルー 
プで合奏することができるようにする 
	   	  
	    4  主題 山の四季を音であらわ 
そう 
	   	   	   音楽をつくって表現する喜びを味わうことができ 
るようにする 
山の情景を想像しながら、全体の構成を工夫し、 
そのイメージを旋律楽器、打楽器、手作り楽器を 
使って表現することができるようにする 
旋律や音の組み合わせを工夫することがで 
きる 
 
発表会の仕方に慣れさせる 
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1995 年 3
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1995 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	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    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1995 年 5
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  リズムであそぼう  子犬のビンゴ  えがおで今日も  ぞうさんとこりす リズムにのって歌う楽しさを知り、喜んで表現す る 拍の流れを感じて、身体表現やリズム伴奏を工 夫する 	   	  
	    3 学習の主 
題 
イメージを音で表現しよ 
う－三年とうげの物語を 
音楽にしよう－ 
	   	   	   楽器や声、身の回りのいろいろな音を使い、イ メージにふさわしい音やひびきを選んだりして表 
現するようにする 
いろいろな音に関心を持ち、進んで音を作った 
り、聴いたりしようとしている 
いろいろな音楽の作り方を感じ取ったり、イ 
メージにふさわしい音や響きを選んだりして 
表現する 
選んだ音のそれぞれの音色を生かし、イメージに 
合う演奏をすることができる 
	     
4 
 
 
題材 
 
感じを思い切り表現しよ 
う 
 
ノルウェー舞曲第 
２番イ長調 
 
 
茶色のこびん 
 
 
エーデルワイス 
線で書き表したり、身体表現したりしながら、曲 
想が変化すると「いい感じ」になることをとらえ、 
歌唱表現に生かして表現を工夫する楽しさを味 
わう 
	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  日本の音楽  春の海  越天楽  越天楽今様 
日本の伝統的な音楽や楽器に親しませるととも 
に、その旋律や音色の美しさを感じ取らせ、表現 
の工夫をさせる 
	   	   	  
 
1995 年 6
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  リズムとなかよし  輪になって かっこうのごあい さつ 
 
バスごっこ 曲の感じをとらえて喜んで表現することを通し 
て、歌う楽しさを知る 
友だちと身体表現しながら、拍の流れにのって生 
き生きと歌う 	   	  
	    3 学習の主 
題 
イメージをおとで表現し 
よう  － ちい ちゃん の
か げおくり－ 
	   	   	   楽器や声、身の回りのいろいろな音を使いイメー ジにふさわしい音や響きを選んで表現できるよう 
にする 
いろいろな音に関心を持ち、進んで音を作った 
り、聴いたりしようとしている 
いろいろな音楽の作り方を感じ取ったり、イ 
メージにふさわしい音や響きを選んだりして 
表現する 
選んだ音のそれぞれの音色を生かし、イメージに 
合う演奏をすることができる 
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1995 年 7
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  いろんな楽器で音楽会  なかよしマーチ  とるこ行進曲  たぬきのたいこ いろいろな楽器に興味を持ち、合奏の楽しさを味 
わおう 
お互いの楽器の音を聴きあいながら、拍の流れ 
にのって楽しく合奏する 	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  日本のふし  さくらさくら  今年のぼたん 	   歌や、演奏、劇作りを通して、日本のふしの特徴 を感じ取り、よさを味わう 	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
6 
 
 
題材名 
 
 
リコーダーアンサンブル 
を楽しもう 
教科書・リコー ダ
ー合奏曲集・リ コ
ーダー曲の楽 譜
から児童に自 由
に選曲させる 
	   	     
音の重なりのおもしろさや響き合いの美しさを感 
じ取って表現することができる 
	   	   	  
 
1995 年 8
月 
 
1  	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    2 	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    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
 
1995 年 9
月 
 
 
1 
 
 
主題 
 
うたってあそんで（1 年） 
うたってあそんで（２年） 
ひらいたひらいた 
（1 年）：共通教 
材、かくれんぼ（２ 
年）：共通教材 
 
かごめ  かごめ 
（合同） 
	    
歌いながら遊ぶ活動を通して、音楽の楽しさを味 
わうことができる。 
	   	   	  
	    2  題材名 ふしのまねをしてあそぼ 
う 
 
山びこごっこ 
 
木の葉のゆうびん 	   曲の感じに合わせて、交互唱などで歌い方を工 
夫することができる。 	   	   	  
	    3  題材  輪唱を楽しもう  はとととんび  しずかなこはん  かねが鳴る ひびきのある声で歌い、美しいハーモニーを感じ 
ながら、友だちと楽しく輪唱する。 
互いの声を聴き合い、進んでよりよい歌声を求め 
て歌う活動をしようとする。 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 ふしと低音のひびきを感 
じとろう 
 
ワルツ  春の声 
 
山のひつじかい 	  
短い物語の情景を曲づくりに生かしながら、ふし 
と低音のひびき合いを感じとることができるよう 
にする。 
	   	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1995 年 10
月 
 
1 
 
主題 
 
きせつのうた（１・２年共） たなばたさま（1 
年） 
ツッピンとびうお 
（２年） 
とんでったバナナ（合 
同） 
季節を感じながら歌う楽しさを味わわせるととも 
に、リズムの特徴をとらえて、生き生きと楽しく表 
現させる。 
	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  空までとどけ！夢と声 心には素晴らしい 
翼がある 
あの青い空のよう 
に 
空にらくがきかきたい 
な 
音楽への楽しさを味わいながら、意欲的で創意 
ある音楽活動に取り組み、よりよい歌声を求め 
て歌う活動をしようとする。 
音楽的な要素や歌詞の内容からイメージをふくら 
ませ、曲想に合った歌唱表現の工夫をする。 
	   	  
	    4  題材  歌い方を工夫しよう アマリリス（フラン 
ス民謡） 	   	  
レガートやスタッカートに気をつけ、節の流れに 
合った表現の技能を高める。 	   	   	  
	    5  題材  ふしと和音を合わせよう 	   	   	    ふしと和音のかかわりに気づく 
自分たちがつくった節に和音をつけ、ふしと和音 
のひびき合いを感じ取りながら表現できるように 
する。 
	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1995 年 11
月 
 
1 
 
主題 
 
楽器で楽しく 
 
かっこうワルツ 	   	   みんなで気持ちを合わせて合奏する楽しさを味 わわせる 鍵盤ハーモニカの演奏に親しませる（1 年）、木 琴・鉄琴を含む打楽器の演奏に親しませる（２年） 	   	  
	    2 本時の目 
標 
曲にあった楽器を使っ 
て、工夫した合奏をする 
ことができる。 
 
虫の声 	   	   	   	   	   	  
	    3  題材名 
「森の一日」を楽しく歌お 
う〜みんなでつくる森の 
音楽物語 
	   	   	   歌詞や音楽的要素を手がかりに、音のひびき合 いを大切にそれぞれの曲に合った歌い方を工夫 
させ、表現を楽しませる。 
各曲をつないで音楽活動をつくる活動に取り組ま 
せ、創造的な音楽活動ができる子どもをめざす。 
	   	  
	    4  題材 曲の感じを大切にして歌 おう 
 
まきばの子牛 	   	   旋律の雰囲気を感じて、曲に合った歌い方で表 現する技能を高める。 	   	   	  
	    5  題材 リズムアンサンブルを楽 
しもう 
	   	   	   ルンバのリズムの特徴を感じ取り、いろいろな音 色やリズムを組み合わせて、踊りの雰囲気を表 
現することができるようになる。 
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    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1995 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1996 年 1
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  ドレミでうたって  ポンポンピアノ  とけいのうた  ゆかいなとけい 音の高低や楽譜に興味を持ち、ドレミで歌った り、楽器で演奏したりする 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 美しいハーモニーを響か せよう“ほたる” ゲンジボタルと生 きる 
 
ほたるこい 	   歌詞にこめられている願いや情景を歌って表現 する 自分の思いや歌詞のイメージを描きながら歌い 方を工夫する 階名唱に慣れ、二声の音程、リズムを揃えて 歌う わらべ歌の素朴な美しさや無伴奏合唱の響きを 感得する 
 
1996 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムにのろう まいごのかんが 
るう 
なこかい とぼか 
い 
 
おもちゃのへいたい リズムの特徴を感じ取り、進んで楽しく表現しよう 
する 
拍の流れにのり、歌詞の内容を考えて身体表現 
をしながら楽しく歌うことができる 
大太鼓、小太鼓の奏法について知り、歌に合 
わせて打つことができる 
曲の様子を自分なりに表現しながら、楽しく聞くこ 
とができる 
	    2  題材  あぞびうた  かくれんぼ  おちゃらかほい  にいちゃんが 遊び歌を聴いて歌ったり、身体表現しながら、日 
本のふしに親しませる 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1996 年 3
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  たのしくがっそう  アンダルコのうた  小ぎつね  ゆき 互いの歌声や楽器の音を聴きあって、響きの美 
しさを感じ取りながら、演奏を工夫する 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  日本の音楽に親しもう  島根の伝説  越天楽今様  こきりこぶし 日本の音楽に関心を持ち、意欲的に歌ったりそ 
の特徴をつかむ 
地域の伝説をもとに、自分たちで作詞した日本音 
階による合唱曲にしたしむ 
日本の音楽の響きや旋律を感じ取り、のびの 
びと歌唱表現する中で、子どもの思いをひき 
だしていく 
	  
 
1996 年 4
月 
 
1  	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    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1996 年 5
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  うたでなかよし  とぅっくいぐゎー  いっちくたっちく 	   友達といっしょに歌ったり身体表現したりする喜 
びを味わうことができる 
 
楽しく学習しようとする意欲や態度を養う 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1996 年 6
月 
 
1 
 
題材 鍵盤ハーモニカであそぼ 
う 
 
ギャロップ 
 
救急車ごっこ 
 
どんぐりさんのおうち 
 
鍵盤ハーモニカに親しみ、進んで演奏を楽しむ 鍵盤ハーモニカの基本的な扱いになれ、演奏に 
親しむ 	   	  
	    2  題材  いい音みつけた  じんじん  こーじゃーんまゎ  川ぬハンドゥイ 身の回りのいろいろな音に関心を持つことがで きる 音のおもしろさを感じ取り、声や楽器、ものを使っ て工夫した表現ができる 互いの工夫した表現を楽しく聞きあい、それ ぞれのよさを感じ取ることができる 	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1996 年 7
月 
 
1 
 
題材 絵からきこえてくる音を 
つくろう 	   	   	  
楽器や身の回りのいろいろな音に関心をもち、 
楽しんで音作りをする 
絵を見て、身の回りの音素材や楽器を使って自 
分たちのイメージに合う音を工夫して表現する 	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1996 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	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    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1996 年 9
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  たのしいリズム  ツッピンとびうお  かじやのポルカ 	    拍の流れにのって、手拍子や身体表現をする  情景を想像しながら楽しく歌ったり聞いたりする 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  がっそうと歌おう  空を見上げて 	   	    美しい響きを求めて楽しく合唱奏しようとする 声や音の美しさを感じ取って、歌や楽器で表現の 
工夫をすることができる 
 
歌と楽器でバランスのとれた合唱奏ができる 他のパートをよく聴きながら、Ⅰ・Ⅴ の和音のもつ 
表現を感じ取ることができる 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1996 年 10
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  楽しいがっそう  南の風 	   	   音の重なりを聴きあい、楽しみながら合奏しよう 
とする 
楽器の編成を工夫し、バランスのよい演奏をする 
ことができる 
 
自分のパートを正確に演奏することができる 	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1996 年 11
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  みぶりのくふう  しゅっぱつ  きしゃは  はしる 	   情景を想像しながら、身ぶりを工夫して楽しく表 現する 拍の流れを感じて、身ぶりしたり演奏の工夫をし て合唱したりする 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  音の響きあい 「水上の音楽」か ら  アレグロ 
 
ドイツ舞曲 
 
別れ 楽器の音色や音の響き合いの美しさを味わいな 
がら聴いたり、表現したりすることができる 
歌詞や曲想から、自分なりのイメージを広げ、気 
持ちを込めて演奏することができる 	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1996 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	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    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1997 年 1
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
2 
 
 
題材 
 
汽車が走る様子を想像 
しながら聴いたり歌った 
りしよう 
 
 
きしゃははしる 
 
 
国際急行列車 
	    汽車の動きを模倣しながら「国際急行列車」を聴 
き、感じ取った速度や強弱等の特徴を生かして 
歌おうとしている 
速度の変化をもとに、汽車の動きを想像しながら 
音楽を聴いたり、自分がイメージした汽車に応じ 
て速度を変化させながら歌ったりすることができ 
る 
 
速度の変化をもとに汽車の走る様子を想像し 
たり、速度を変化させながら表現することがで 
きる 
	  
	    3  題材  拍子を感じて いつかはざんぶ 	   	   Ⅰ・２・３のリズム（つまり３拍子）を感じて身体表 	   	   	  
らこ 現する 
	    4  題材 
「ひらいたひらいた」のメ 
ロディーに合う伴奏を作 
ろう 
 
ひらいたひらいた 	   	   わらべうたを歌いながら遊ぶ活動の中で、拍感、 
リズム感などの音楽的感覚を身につける 
歌のメロディーに合うリズム・オスティナートを限 
定された音の中で即興的につくって表現する 
	   	  
	    5 	    音を作って表現する学習  木遣の段  勧進帳  般若心経 
日本の伝統的発声や節回しの表現を工夫すると 
ともに、曲にあった動きの工夫ができるようにす 
る 
日本の伝統的な発声による表現を通して、声によ 
る表現の幅の広さや豊かさを味わう 
	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1997 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
いいおとみつけて おもちゃのシン 
フォニー 
 
すてきなおと 
 
きらきらぼし 
いろいろな音を聴いて、音色の違いに気づいた 
り、イメージにふさわしい表現の仕方を工夫する 
態度を伸ばす。 
	   	   	  
	    2  題材 お互いの声や楽器の音 
を聴き合って 
ガタゴトほろば 
しゃ 
 
かえるのがっしょう 	   音のかけ合いのおもしろさを感じ、身体を自然に 
ゆらしながら声を合わせようとしている。 
幌馬車やかえるの様子を多様に想像しながら聴 
いたり、強さや音色、速度を多様にこまやかに工 
夫して表現できるようにする。 
	   	  
	    3 	    「リズム徒競争」 	   	   	    音の長短に気を付けてリズムを聴き分ける。 	   	   	  
	     
4 
 
本時の目 
「ひらいたひらいた」のメ   
ひらいたひらいた 
	   	   	   	   	   	  
ロディーに合うオスティ 
標 ナートを即興的に表現で 
きるようにする。 
	    5 	    パターン音楽をつくる 	   	   	    ”マメリズム”によるパターン音楽  グループのパターン音楽をつくる  楽しい発表会 	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1997 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1997 年 5
月 
 
1 
 
題材 
 
身体で音遊び 	   	   	  
身体から出る音を聴いたり、声や身体を使って 
音遊びしたりすることにより、身体もおもしろい音 
素材であることを知る 
音や言葉や図で表現することにより、音のイメー 
ジを明確につかむ 
	   	  
	    2  題材 おはなしの音楽で、リズ ふしぎはかせの 	   	    リズム作りに進んで取り組むことができる お話から想像した音をリズムで即興的に表すこと 拍の流れにのって、動いたり、リズムを打った つくったリズムを曲の間や終わりに入れて、リズム 
ムを楽しもう 大発明 ができる りすることができる の心地よさを味わうことができる 
	    3  題材 歌おう  おどろう  ひょ
う 
マンガニ  雨とお  
風がリンロン 
 
いるかがざんぶらこ 拍子を感じながら、輝く瞳で進んで表現活動をし 拍の流れやフレーズを感じとって歌ったり、リズム 	   	  
しに合わせて どろう ようとする 伴奏をしたり身体表現する 
資料 1-65 
 
 
 
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 学習の主  合奏と歌おう  空を見上げて 	   	    リズミカルで美しい響きの三部合唱をさせる  演奏順序・組み合わせを工夫して合唱をさせる 和音伴奏や曲想表現の工夫をして合唱をさ グループで工夫をして合奏をさせたり、その合奏 
題 せる による伴奏に乗って楽しく三部合唱をさせたりする 
	    6  題材 音楽で１年生と交流しよ 	   	   	    場面の情景や心情に合う音楽をすすんで作る 音の響きを特徴付けている要素や全体的な構成 	   	  
う に気をつけて作品作りをする 
 
1997 年 6
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材名 響きの違いをつかんで  夢をのせて 	   	   ヘ長調とニ短調の違いを感じとって曲想を生か 	   	   	  
表現しよう した表現の工夫をする 
 
1997 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1997 年 9
月 
 
1 
 
題材 
 
きもちをこめて歌おう 
 
うみ 
 
四季の歌 
 
波濤と越えて 歌詞の表す情景や気持ちを想像して、進んで表 拍の流れやフレーズを感じ取り、自分の歌声に気 	   	  
現しようとする をつけて、歌ったり、身体表現したりできる 
	    2  題材 かっこうの森へ行ってみ 	   	   	   音の動きに関心を持ち、進んで模唱したり、楽器 曲の気分を感じ取り、歌い方や演奏の仕方を工 階名模唱をしたり、鍵盤ハーモニカで演奏し 曲の中にお話をつくり、役柄になりきって聴いた 
よう で演奏したりする 夫する たりする り、演奏したりする 
	    3  題材  いい音  組み合わせて おもちゃのチャ 
チャチャ 
 
君をのせて 
 
とんでったバナナ 
楽器や身の回りのものを使って作られる音の響 
きや音色にきづき、組み合わせ方を工夫してひ 
表現することができる 
自分で考えた学習方法に従い、友達と協力しな 
がら表現活動をすすめることができる 
	   	  
	     
4 
 
 
題材 
 
 
きれいな声で 
 
サウンド オブ 
ミュージック 
 
 
エーデルワイス 
	    
きれいな声に興味をもち、自分もきれいな響いた 
声で合唱しようとする 
 
歌詞の内容を想像し、それが聴いている人にうま 
く伝わるように表現のしかたを工夫することがで 
きる 
 
発音および、呼吸に気をつけて、頭声的発声 
で二部合唱することができる 
自分たちの歌声を聴きあいながら二部合唱すると 
ともに、範唱 CD と自分たちの歌声を聴き比べてみ 
てよりよい表現にするにはどうすればいいのかを 
話し合うことができる 
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  歌声や楽器のひびき 勇気ひとつを友  風を切って 	   イメージにふさわしい表現を工夫していく活動の 音色やバランス等に気をつけ、それぞれの声や 	   	  
にして 中で音楽を作る楽しさを味わうことができる 楽器の特徴を生かした演奏形態で表現できる 
 
1997 年 10
月 
 
1 
 
題材 
 
とんたんであそんで とんくるりん  ぱ 	   	   曲想の変化を感じ取って、歌詞唱・身体表現・リ 	   	   	  
んくるりん ズム伴奏を工夫することができる 
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  楽器を合わせて 子どもたちの選 	   	   楽器の響きや音色を感じ取りながら、聴いたり表 自分で考えた学習方法に従い、友だちと協力しな 	   	  
択 現することができる。 がら表現活動を進めることができる。 
	    4  	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    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  日本のふし  越天楽今様  春の海  ねんねがせ 
伝統音楽の旋律や響きの特徴を感じ取ったり、 
曲想を生かして表現する楽しさを味わうことがで 
きる 
郷土に伝わる音楽や伝統楽器に親しみ、その特 
徴を生かして楽しく表現することができる 
	   	  
 
1997 年 11
月 
 
1 
 
題材 ようすを思い浮かべなが 
ら 
 
たきび 
 
まんじゅしゃげ 	   歌詞の表す情景や気持ちを想像して、進んで表 
現しようとする 
フレーズのまとまりを感じとって、自分の歌声に気 
をつけて、歌ったり身体表現したりできる 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  様子を思い浮かべて  コミカルトレイン  かぼちゃ  かさじぞう 歌詞があらわす情景を想像したり、旋律の抑揚 
を感じ取ったりして、表情豊かに表現できる 
自分で考えた学習方法に従い、友達と協力しな 
がら表現活動を進めることができる 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1997 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1998 年 1
月 
 
1 
 
題材 おおきなかぶのオペレッ 
タをしよう 
 
おおきなかぶ 	   	    場面を想像して楽しく歌ったり動いたりしよう 	   	   	  
	    2  題材名  体で音楽 ペンとひきゃ 
ヒュー 
まいごのカンガ 
ルー 
	   拍の流れにあわせて、いろいろな体の動きを工 夫しながら、体全体で音楽を感じ取り、表現する 
楽しさを味わう 
	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1998 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
様子を思い浮かべて 
 
うみ 北風小僧の寒太 
郎 
	   海の広さや大きさを思い浮かべ、３拍子の拍の 流れにのりながら、のびやかに歌うことができ 
る。 
北風が木の葉や雪を巻き上げながら、町の中を 
吹き荒れる様子を、軽快な伴奏にのって表現する 
ことができる。 
	   	  
	    2  題材名  音のたんけん 
音の絵本（子ども 
たちが各自作成 
したもの） 
あわてんぼうのう 
た 
 
かじやのポルカ 
楽器や身辺材から、自分なりにいろいろな音を 
つくりだし，音と合わせて表現することを楽しむこ 
とができるようにする。 
	   	   	  
	    3  題材 お話を音楽で…学習発 
表会を成功させよう 
 
かさじぞう 	   	   歌、朗読、感想、効果音などを工夫してお話のイ 
メージに合う表現ができる。 
みんなで協力して音楽物語をつくりあげることに 
より、表現する楽しさを味わうことができる。 	   	  
	    4  題材 音の重なり合いを楽しも 
う 
 
もみじ 
 
小さな世界 
 
TOMORROW ハーモニーの美しさを味わいながら、楽しく合唱 
することができる。 	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5 
 
 
題材 
 
子どもたちとともにクリエ 
イティブな音楽づくり（３） 
	   	   	    
パターンミユージックの演奏の楽しさや、雰囲気 
を感じとることができるようにする。 
一定のパターンの反復の原理を応用して、まとま 
りを考えながらイメージに合う音を探したり、表現 
の工夫をすることにより、音楽をつくる喜びを味わ 
うことができるようにする。 
	   	  
	    6 	   広がれ！銀河ファンタ 
ジー 
 
銀河鉄道の歌 星めぐりの歌（宮 
沢賢治） 
	   詩や歌がつくりあげている銀河の世界に関心を 持ち、物語や音楽創作に取り組む意欲を持つこ 
とができる。 
 
曲想を感じ取って響きのある声で歌う。 
一人ひとりのイメージを言葉や絵で自由に書 
き表した後、グループの銀河のイメージを広 
げる 
情景にあった音や音楽づくりをし、ひ表現の工夫 
やよさを発表し合う。 
 
1998 年 3
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名  楽しい音楽会 音楽会で演奏す る曲（器楽中心） 
 
はるが  きた 
 
音楽すごろく これまでに身につけてきたことを生かして歌唱や 
合奏の活動に取り組む 
一年間の学習の成果を聞きあい、互いに心を通 
わせる 	   	  
	    3 	    作曲家になろう 	   	   	   基本的なリズムに乗ってグループで簡単な一部 
形式の曲を作ることができる 	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 
ドローンの響きとともに 
ベリオの探求したドロー 
ンを共有してみよう 
フォークソングズ 
（ベリオ） 
	   	   ドローンによる音楽作りに関わる参考楽曲を楽し 
んで鑑賞することができる 
グループごとに協力しながら、特徴あるどろーん 
の音楽作りをすることができる 
個々の発想や工夫した音をグループの表現 
に生かしながら、互いに表現力を高めること 
ができる 
自分たちの作品やベリオの作品の鑑賞を通して、 
現代の多種多様な音楽に関心を持つことができる 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1998 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材 
いい音組み合わせて 
－「春の歌」を音楽で表 
そう－ 
 
音のカーニバル 
 
国語教材・春の歌 
 
勝手なコーラス 
音作りで見つけた自分なりの音を使い、曲想を 
工夫して詩のイメージに合う音楽をつくることが 
できる 
	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1998 年 5
月 
 
1 
 
題材 どうぶつになってよくきき 
あってうたおう 
 
こぶたぬきつねこ 
 
もりのくまさん 	    役割の組み合わせを工夫して交互唱できる  様々な動物の替え歌をつくって交互唱できる  自分が作った歌の発表会をする 	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  様子を思い浮かべて  軽騎兵  序曲  トルコ行進曲  ふじ山 情景を想像したり、曲想の変化を感じ取りなが ら、歌ったり聴いたりすることができる 
 
オーケストラの響きに親しむことができる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 歌詞や曲にあった歌い 
方を工夫しよう 
 
雨粒よ 	   	    響きのある頭声発声で歌う  歌詞や曲のニュアンスや流れを感じて表現する  気持ちをこめて、表情豊かに二部合唱する 	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1998 年 6
月 
 
1 	   	   	   	   	    お互いの歌声を聴いてまねっこして  ぞうやことりになりきって交互唱しようとする 自分なりにそうやことりのようすを想像して交 互唱している ぞうやことりのようすがよく表れているように速さ や歌い方を工夫して交互唱している 
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  拍子を感じて メヌエット  ト長
調 
（ベートーベン） 
 
あの雲のように 
 
いるかはざんぶらこ いろいろな３拍子のリズムを感じ取りながら、聞 
いたり表現を工夫したりすることができる 	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    4  題材  物語と音楽  つるの恩返し  鶴の恩返し（台本）  つる 
物語の情景や登場人物の心情を音楽で表現し 
たり、音色を生かした表現の工夫に気づいて聴く 
ことができる 
	   	   	  
	    5  題材  響きを感じて歌おう  学校の坂道  ぼくの自慢の学校 	    響きを感じながら、声の当て方を工夫して歌う 音程に気をつけ、他の声部を聴きながら二部合 
唱する 
歌詞や曲のニュアンスにあった歌い方を工夫 
し、表情豊かに表現する 	  
	    6  題材 
１分間ミュージック・クッ 
キング ～さまざまな表 
現方法を工夫して～ 
	   	   	   仲間とともにテーマを決め、それをもとにイメージ 
を深め、自分たちの音楽を作らせる 
	   	   	  
 
1998 年 7
月 
 
1 
 
題材 けんぱうたをつくってあ 
そぼう 	   	   	  
けんぱ歌づくりに意欲的にとりくみ、つくったけん 
ぱ歌で遊ぶことを楽しむことができる 
拍の流れにのった簡単な旋律でけんぱ歌をつく 
ることができる 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  ひびき合いを感じて トランペット吹き の休日 
 
パフ 
 
マルタ島の砂 楽器の響き合いを感じとって聴いたり、歌ったり 
することができる 
 
トランペットの音色に親しむことができる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 聴きあって声のハーモ 
ニーをつくろう 
 
ゆきが  とける 	   	    情景を思い浮かべながら、頭声発声で歌う 音程に気をつけ、他の声部を聴きながら、三部合 
唱する 
 
表現のしかたを工夫し、生き生きと歌う 	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1998 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1998 年 9
月 
 
1 
 
題材名 ばすにのっていってみた 
いなゆめのくに 
 
ばすばすはしる 	   	  
拍の流れを感じ取りながら聴いたり、簡単なリズ 
ムを体や楽器で表現したりすることができるよう 
にする 
工夫した表現のよさを聞きあい、皆で作りあげる 
楽しさを味わう 
	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1998 年 10
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	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4 
 
題材 
いい音組み合わせて 
みんなで楽しくノリノリ 
ミュージック！ 
 
いろんな木の実 
 
音のカーニバル 
 
きょうりゅうとチャチャ 
チャ 
音色やリズムのおもしろさを感じて聴いたり、楽 
器を身の回りのものでつくった音を組み合わせ 
て、音楽の楽しさを工夫する。 
	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材名  物語と音楽 子どもたちが選ん だ曲 	   	   自分たちのイメージがよく伝わるような、場面に 合った曲や音を選び、進んで表現する。 全体のまとまりをとらえ、曲の構成や曲想表現を 工夫して、情景に合う音や音楽を表現する。 音楽の音色や音の重なりの美しさを生かしな がら、情感豊かに表現する。 曲想の変化や楽器の音色を感じ取り、友だちの表 現や工夫の良さに気づく。 
 
1998 年 11
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1998 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  単元名 宇宙旅行を音楽で表現 しよう 	   	   	   自分のイメージにあう音を探す作業を通して、音 を大切にする心を育てる 音の重なり及びつながりを計画することによって 具体的な音楽表現をこころみる 創作活動を通して表題音楽への理解・関心を 深める 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
6 
 
 
題材 
 
 
アンサンブルを楽しもう 
 
 
エーデルワイス 
	   	   心身障害児学級の子どもが、通常学級の子ども 
との交流を通して、１人ひとりの可能性を引き出 
し、音楽性を伸長するための指導法のありかた 
を追求する 
 
学習課題に向かって意欲的に取り組み、素直に 
自己表現できる 
 
友達と協力して楽しく音楽活動したり互いに 
音を聴きあったりすることができる 
	  
 
1999 年 1
月 
 
1 	    お名前リレー 	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	    絵本を音であらわそう きょだいなきょだ 
いな 	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  簡単な音楽劇をつくろう おかしのすきなま 
ほう使い 	   	  
言葉や効果音等を工夫して、簡単な音楽劇を 
作って楽しむことができる 	   	   	  
	    4 	    名前のリズム遊び 	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	    耳で感じ取ろう  静かに眠れ 	   	    バス探し  和音付け  機能和声の和音進行を耳を通して感じ取る 	  
	    6 	   伝統や地域の人々に支 
えられて 
	   	   	   開港９０周年をお祝いして、明石の子どもの思い や願いが伝わる歌をつくり、周年式典で披露す 
る 
	   	   	  
 
1999 年 2
月 
 
1 	   動物の鳴き声を利用した 
リズム指導 	   	   	   	   	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  拍子を感じて いるかはざんぶら 
こ 
 
あの雲のように 
 
メヌエット  ト長調 
いろいろな３拍子のリズムを感じ取りながら、聞 
いたり表現を工夫したりすることができるように 
する 
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    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	    連合音楽会への参加 	   	   	   	   	   	   	  
 
1999 年 3
月 
 
1 
 
題材名 
 
動物の音楽をつくろう 
 
山の音楽家 	   	  
自分のすきな動物のようすを思い浮かべなが 
ら、自分なりのイメージを持って音楽作りができ 
るようにする 
	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  さあ、音楽会で発表だ  かりかりわたれ  あの雲のように  エーデルワイス 
これまで学習してきた曲をつないで演奏すること 
を通して、音楽を表現する楽しさを味わうことが 
できるようにする 
	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   言葉の音楽「ポップコー 
ン」をつくろう 	   	   	  
 
聞こえた音を１分間で表現 
 
聞こえた音をいいながら体で表現 
 
オノマトペをリズムに乗せて唱える 	  
	    6  題材  アンサンブルを楽しもう  エーデルワイス 	   	   友達と協力して、曲の構成を工夫してうたったり アンサンブルしたりする 曲の構成や旋律の変化を感じとりながら、聴いた り演奏したりする 	   	  
 
1999 年 4
月 
 
1 
 
題材名 
 
いいおとみつけて 	   	   	  
いろいろな音を聴いて、響きや音色の違いに気 
づいたり、音色を工夫して演奏することができ 
る。 
	   	   	  
	    2 	    アイドルになろう  えがおできょうも 	   	   自分の表現をいろいろ試したり、何度も繰り返し 
たりする 
 
自分の得意な練習方法、表現方法 音楽の要素に関わって、自分や仲間の表現 
を振り返る力 
 
自分に身についた表現技能 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1999 年 5
月 
 
1 	    おもちゃのシンフォニー 	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	    ドレミであそぼう！  かっこう 	   	   	   	   	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  単元名 
日本の音楽に親しもう 
～和太鼓のひびきにひ 
たって～ 
	   	   	   日本の音楽に触れ、音色、響き、リズム、曲の構 成のおもしろさを感じ取って、聴いたり演奏したリ 
する 
 
日本の音楽に親しんでいこうとする 
互いの音を聴きあったり、体の動きを見合っ 
たりしながら、よりよい表現を作っていこうとす 
る 
	  
	    5  教材  太陽がくれた季節 	   	   	    高音を無理のない発声で歌うことができる  ソロの部分を一人で歌うことができる 	   	  
	    6  教材  勇気一つを友にして 	   	   	   曲の特徴をつかみ、曲の感じに合う表現を工夫 させる 
 
曲想を生かした表情豊かな表現をさせる 	   	  
 
1999 年 6
月 
 
1 	    すてきなおと 	   	   	   いろいろな楽器を使って音の出し方を工夫し、音 色の違いに気づくことができる 	   	   	  
	    2 	    タンやタタであそぼう”  ぞうさんとこりす 	   	   音楽の要素に関わって自分や仲間の表現を振り 
返る力 	   	   	  
	    3  	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    4  単元名 
日本の音楽に親しもう 
～和太鼓のひびきにひ 
たって～ 
	   	   	   日本の音楽に触れ、音色、響き、リズム、曲の構 成のおもしろさを感じ取って、聴いたり演奏したリ 
する 
 
日本の音楽に親しんでいこうとする 
互いの音を聴きあったり、体の動きを見合っ 
たりしながら、よりよい表現を作っていこうとす 
る 
	  
	    5  題材  合唱の響き  まっかな秋  星の世界  滝廉太郎の歌曲 和音の流れを感じ取り、響きの美しい三部合唱 
ができるようにする 	   	   	  
	    6 	   日本の伝統音楽に親し 
もう 
 
越天楽今様 	   	   日本に古くから伝わる旋律の動きや、伴奏の響 
きを味わいながら演奏する 	   	   	  
 
1999 年 7
月 
 
1 	   すてきな「きらきらぼし」 にしよう 
 
きらきらぼし 	   	   広々とした宇宙の情景にあった演奏の仕方を工 夫したり、音を作って加えたりすることができる 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  単元名 
日本の音楽に親しもう 
～和太鼓のひびきにひ 
たって～ 
	   	   	   日本の音楽に触れ、音色、響き、リズム、曲の構 成のおもしろさを感じ取って、聴いたり演奏したリ 
する 
 
日本の音楽に親しんでいこうとする 
互いの音を聴きあったり、体の動きを見合っ 
たりしながら、よりよい表現を作っていこうとす 
る 
	  
	    5  主題  私たちにまかせて！  グッデーグッバイ  キリマンジャロ 気球よぼくらのゆめの 
せて 
グループごとに好きな曲を選び、演奏形態などを 
工夫しながら、曲を仕上げることができるように 
する 
	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1999 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1999 年 9
月 
 
1 	    うたってあそんで  ひらいたひらいた  なべなべそこぬけ  おちゃらか 一人ひとりが自分なりの表現を楽しみながら、友 
達の表現のよさをかんじとる 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 学習の主 題 美しいハーモニーで合唱 しよう 
 
夢をのせて 	   	   和声のひびきの美しさを感じ取って合唱できるよ うにする リズムや旋律の特徴を捉え、音色を揃えてうたう ことができる 主旋律と副旋律との関わりをとらえ、和音の 流れを感じ取って歌うことができる 音の重なりやとけあいを感じ取って合唱すること ができる 
 
1999 年 10
月 
 
1 	   音楽にのって楽しく表現 
しよう 
 
しゃべるで  ホイ とんくるりん ぱん 
くるりん 
 
アメリカンパトロール 拍の流れにのり、楽しく表現したり、聴いたりす 
る。 
バッテリーリズムに慣れ親しみ、２拍子や３拍子を 
感じながら表現しようとする。 	   	  
	     
2 
 
 
題材 
 
 
銀河鉄道 999 にのって 
 
 
「出発」 
 
「銀河鉄道 999 に 
のって」（音楽づく 
り） 
 
「銀河鉄道 1000
に のって」（ビデ
オ） 
 
楽器や身体、身の回りのものから、音の出し方 
（奏法）や鳴らし方（音型）を工夫して音をつくる。 
４年生は、それに加えて、自分たちのグループの 
メンバーがつくった音を、強さ（バランス）や速度、 
音の重なりなどに注意して一つの作品にまとめ 
る。 
 
 
（２、４年生の異学年合同授業） 
	  
	    3  	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    4 	    ごんぎつね  −その１− 	   	   	    死んでもごんは救われる  テーマソングをつくろう  テーマソングで踊ろう  ごんぎつねガイドブックをつくろう 
	    5 	  
秋・彩々 〜地域の自 
然、文化を生かした音楽 
づくり 
平溝地区に伝わ 
る 天乃宮の獅 
子舞 
	   	    秋の実りに感謝して…  お囃子体験学習  「獅子舞」の曲を生かして  地域のほこりを心に… 
	    6 学習の主 
題 
 
豊かな響きで合奏しよう 
 
風を切って 	   	   いろいろな楽器の特性を生かし、音の重なりや 
ひびき合いを意識して合奏することができる。 	   	   	  
 
1999 年 11
月 
 
1 	    とん  たんにわかれて とんくるりん ぱ んくるりん 	   	  
 
リズム伴奏を考える 
 
お互いの表現を聞きあう 
 
旋律の変化を感じ取る 	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   創作劇「ごんぎつね」の 台本をつくろう 	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
1999 年 12
月 
 
1 	    音遊び 	   	   	    集中して「聴く」 素材や音の出し方、強弱の違いによって、音色や 
イメージが異なることを知る 
楽しみながら音の響きに対する気づきや即興 
的に表現する力を身につける 	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 1
月 
 
1 
 
題材 
 
音さがしのたびにでよう 	   	   	   いろいろな環境音に興味を持ち、耳を澄まして聞 
き取ることができる 
 
積極的に音探しにとりくむ 「音探し」で見つけた音を声や楽器を模倣し 
て、それらしい音を表現することができる 
イメージに合う素材を選択したり、工夫していろい 
ろな音を作ったりする 
	    2  題材  音をしるしであらわそう 	   	   	   形を自由に並べ、それを音へ具現化する活動に 
意欲的に取り組むことができる 
形と音との関係に気づき、図形の特徴を生かしな 
がら自分の作りたい表現を創り出す 	   	  
	    3  教材  メヌエット 	   	   	   指揮をすることを通して、この曲にちりばめられ ている様々な表情の３拍子を感じる、のる 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   短歌を詠もう ～言葉と 情景とのマッチング～ 	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 2
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 感じた音からお話をつく 
ろう  ～その１～ 	   	   	  
楽器の鳴らし方を工夫して、いろいろな音を探 
し、音に対する感じ方を深める 
音で物語をつくって表現することで、一人一人の 
音に対するきもちをあらわす 
 
紙芝居や絵本にして音を表す活動を楽しむ 	  
	    3 	    トランペット吹きの休日 	   	   	    トランペットに親しむ  ３本のトランペットの重なりを体験 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	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    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 3
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 5
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
2 
 
 
題材 
 
様子を思い浮かべて 
〜汽車の旅で夢をふくら 
ませよう〜 
 
線路はつづくよど 
こまでもどこまで 
も 
 
そんな SL あった
ら いいな 
 
 
出発 
音楽の気分や旋律、速度の変化などを進んで感 
じ取ろうとし、自分なりの汽車の旅の様子を思い 
浮かべて音楽を聴いたり、歌や楽器で表現した 
りしようとする。 
音楽から感じたことを元に汽車の旅の様子を思 
い浮かべて、拍の流れに合わせて体を動かしな 
がら音楽を聴いたり、様子が伝わるように歌や楽 
器で表現したりすることができる。 
	   	  
	    3 	   モノドラマ合唱（「わすれ 
らないおくりもの」） 
	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	  
音楽との出会いを多く持 
とう  〜チャンスはいろ
い ろなところから〜 
	   	   	    外食より少ない？  ウェルカムミュージック〜授業でできそうなこと〜  ランチタイムミュージック 	  
	    5 	  
看板料理「丘の上」を 創
って自然食食事処「緑 
の丘」いざ開店！ 
	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 6
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 
様子を思い浮かべて 
～汽車の旅で夢をふくら 
まそう～ 
 
出発 
 
国際急行列車 
 
オリエント急行 
汽車の様子を思い浮かべながら聴き比べたり、 
教師が表現する「汽車が出発する音」を聴いたり 
して、活動の意欲を高める。 
打楽器や鍵盤ハーモニカなどを使って、表現を工 
夫しながら、自分たちの汽車が出発する様子を表 
す音づくりができる。 
	   	  
	    3  題材 物語の世界を表現しよう 
～モノドラマ合唱～ 	   	   	  
物語の世界にふさわしい音や表現方法をさが 
し、表現する 
音作りやモノドラマ合唱の表現を通して、友達と 
表現する楽しさを感じ取る 	   	  
	    4  	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    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	    ポリリズム 	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 7
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 
様子を思い浮かべて 
～汽車の旅で夢をふくら 
まそう～ 
出発・カイピラの 
小さな汽車 
 
国際急行列車 
 
オリエント急行 
グループごとに自分たちの汽車の旅をどんな旅 
にしたいか相談しながら、打楽器や鍵盤ハーモ 
ニカで音楽をつくる。 
グループごとに発表し合い、互いに工夫してつ 
くった音楽のよさを認め合う。 
	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  リズムにのって  歌がいっぱい おどろう楽しい 
ポーレチケ 	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 9
月 
 
1 
 
題材 楽器のもつ音色を生かし 
て合奏しよう 
 
ひのまる 大きなくりの木の 
下で 	   楽器の美しい音色や奏法に興味を持ち、積極的 に表現しようとする 音色・奏法・リズムなどに気をつけて自分のおも いを生かした演奏をする 階名唱やリズム唱をし、鍵盤ハーモニカで旋 律奏する 友達や自分の演奏に関心を持ち、よりよい表現に 気づく 
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  日本の秋を表現しよう  秋の色種  虫の歌 	   和楽器の合奏を通して、日本の伝統的な日本の 
特徴や雰囲気を感じ取ることができるようにする 
筝の弾き方を工夫し、自分たちの「日本の秋」を 
つくって発表する 	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 10
月 
 
1 
 
題材 音楽を聴いて歌ったり 
踊ったりしよう 
アメリカン・パト 
ロール 
 
おどるるこねこ 	   音楽を聴くことに関心をもち、音楽の中に入りこ 
んで聴こうとする 
音楽の気分に合わせて、拍の流れやリズムに 
のった身体表現を工夫する 
音楽の中の主な旋律を感じ取り、それを口ず 
さみながら聴いたり、曲に合う身体表現をした 
りしながら聴くことができる 
	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  音と動きのアンサンブル 	   	   	   友達と協力してアンサンブルをすることができる 
ようにする 
音楽のイメージを感じ取り、それにあった表現を 
工夫することができるようにする 
表現にふさわしい歌い方や、楽器の奏法、体 
の動きなどを身につけることができるようにす 
る 
友達の表現のよさに気づき、お互いのいい点を自 
分たちの表現に生かそうとすることができるように 
する 
	    5  題材  日本の秋を表現しよう 	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    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 11
月 
 
1 
 
題材 
 
音を作って表現しよう 
 
おとのマーチ おもちゃのシン 
フォニー 	  
楽器や体・身の回りのものから出る音に興味を 
持ち、進んで音作りをしようとする 
歌詞内容に合う音を探したり、工夫していろいろ 
な音を作ったりする 
 
拍の流れにのって、奏法を工夫して表現する 楽器の音色や表現方法に気をつけて楽しんで聴 
き、自分の表現に生かす 
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2000 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2001 年 1
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 
音楽を感じて身体で表 
現しよう（スティックダン 
ス） 
 
テイクファイブ 	   	    音楽から５拍子のリズムを感じる  ５拍子のリズムに乗って動きをつくろうとする 音楽に合ったリズムや動きをグループでつく 
ることができる 
	  
	    6  題材 アジアの音楽 ～日本
の 音楽のルーツを探る～ 
 
春の海 
 
越天楽今様 
 
ビデオ「伎楽復興」 日本の音楽や東アジアの音楽に興味や関心を 
もつ 
追体験したり、お互いの演目を鑑賞することに 
よって、伎楽の特徴をつかむことができる 
友達と協力しながら、演奏と演技をあわせて 
演目を仕上げていくことができる 
音楽文化は地域を伝わっていったり、変化したり 
することに気づく 
 
2001 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
音を見つけて 
 
音のマーチ 	   	    身の回りの音や音楽に興味を持つ 自分の思いを、音や音楽で友達に伝える楽しさを 
味わう 	   	  
	    2 	   タンブリンをつかって楽し もう 
 
となりのトトロ 	   	    タンブリンのいろいろな鳴らし方を楽しむ  タンブリンを使ったリレー遊びを楽しむ  持ち方、鳴らし方による音色の違いに気づく 	  
	    2 	   鍵盤ハーモニカを使って 
楽しもう 
かえるのがっしょ 
う 
 
かっこう 
 
なかよしマーチ 
 
鍵盤ハーモニカになれていく 
 
鍵盤を通していろいろな表現に気づく 	   	  
	    3 	    竹のスリットドラムを作る 	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   筝を用いたたのしいふし 遊び 	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 
音楽を感じて身体で表 
現しよう（動きのカノンを 
つくろう） 
パッヘルベルのカ 
ノン 
	   	   音楽から感じ取った内容を動きであらわそうとす 
る 
 
カノン形式の旋律を動きで表すことができる 友達のつくった動きからパターンの変化や反 
復に気づく 
 
お互いの発表を見て、相互評価することができる 
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    6  題材 アジアの音楽 ～日本
の 音楽のルーツを探る～ 
 
春の海 
 
越天楽今様 
 
ビデオ「伎楽復興 日本の音楽や東アジアの音楽に興味や関心を 
もつ 
追体験したり、お互いの演目を鑑賞することに 
よって、伎楽の特徴をつかむことができる 
友達と協力しながら、演奏と演技をあわせて 
演目を仕上げていくことができる 
音楽文化は地域を伝わっていったり、変化したり 
することに気づく 
 
2001 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
音を見つけて 
 
音のマーチ 	   	    身の回りの音や音楽に興味を持つ 自分の思いを、音や音楽で友達に伝える楽しさを 
味わう 	   	  
	    2 	   鑑賞を楽しくするアイデ ア 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   簡単なアド・リブで即興 
演奏を楽しもう 	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材 和楽器を用いた楽しいア 
ンサンブル 
 
こきりこ節 	   	   「こきりこ節」について理解し、歌い継がれてきた 
独特の節回しや拍感を生かして歌う 
三味線、筝、和太鼓、締め太鼓、ささら、こきりこ 
などの和楽器に親しみ、アンサンブルを工夫する 	   	  
	    5  題材 音楽を感じてラップで表 現しよう 
 
カノン C U WHEN U GET 
THERE 	   音楽に合わせていろいろな言葉をラップで歌おう とする 音楽をもとにグループで踊ったり、旋律を作って 取り入れたりすることができる それぞれのグループで工夫した踊りやメロ ディーを取り入れてラップを楽しむ 	  
	    6  題材 アジアの音楽 ～日本
の 音楽のルーツを探る～ 
 
春の海 
 
越天楽今様 
 
ビデオ「伎楽復興 日本の音楽や東アジアの音楽に興味や関心を 
もつ 
追体験したり、お互いの演目を鑑賞することに 
よって、伎楽の特徴をつかむことができる 
友達と協力しながら、演奏と演技をあわせて 
演目を仕上げていくことができる 
音楽文化は地域を伝わっていったり、変化したり 
することに気づく 
 
2001 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2001 年 5
月 
 
1 
 
題材 リズムにのって うたって 
あそんで 
 
じゃんけんぽん 
 
ぶんぶんぶん 
 
しろくまのジェンカ 拍の流れを感じ取って歌ったり身体表現したりす 
る 
拍の流れにのって簡単なリズム打ちができるよう 
にする 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	  
作曲に挑戦しよう （リ 
コーダーを使った２線譜 
による作曲） 
	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	    音日記 	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   声と打楽器のための作 品「黒猫」を演奏しよう 	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 
私達の能楽をつくろう 
～狂言「附子」を素材とし 
て～ 
国語六上より「附 
子」 
 
能楽 	   能楽の言葉や動き、音楽の特徴を感じ取り、自 
ら表現する楽しさを味わう 
狂言のおもしろさを生かして、自分たちなりの表 
現方法で表すことができる 
一人ひとりのよさを生かしながら、友達と協力 
して表現を作りだすことができる 
	  
 
2001 年 6
月 
 
1 
 
題材 
 
うたって  あそんで 
 
こぶたぬきつねこ 
 
もりのくまさん 
 
あいあい 歌声に関心をもち、友達と一緒に歌う楽しさを味 
わう 	   	   	  
	    2  題材名  リズムをかんじて１・２・３ 	   	   	  
拍の流れにのって友達と音や心を合わせて歌っ 
たり楽器を演奏したりすることの楽しさを味わわ 
せる 
リズムを使ったいろいろな遊びを通して、拍の流 
れにのってリズムを打ったり、友達とリズムを重 
ねて打ったりすることができる 
 
曲の感じにあった身体表現の工夫 リズムの楽しさに気づき、リズム譜を見ながらやさ 
しいリズムを打つことができる 
	    3 	    トガトンづくり 	   	   	   	   	   	   	  
	     
4 
 
 
題材名 
 
釧路湿原を音であらわ 
そう 
	   	   	   体験したことをもとにイメージを広げ、音をえら 
び、友達と協力してそれらを重ねたり、組み合わ 
せたりして、表情豊かに自分たちで音楽をつくる 
楽しさを味わう 
 
友達の表現を聞いてそのよさを見つけたり、自分 
たちの表現に生かしていくことができる 
	   	  
	    5 	    詞と音楽 	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    6  題材 
私達の能楽をつくろう 
～狂言「附子」を素材とし 
て～ 
国語六上より 
附 子 
 
能楽 	   能楽の言葉や動き、音楽の特徴を感じ取り、自 
ら表現する楽しさを味わう 
狂言のおもしろさを生かして、自分たちなりの表 
現方法で表すことができる 
一人ひとりのよさを生かしながら、友達と協力 
して表現を作りだすことができる 
	  
 
2001 年 7
月 
 
1 
 
題材 情景や気持ちを想像し 
 
おきゃくさま ジャングルジムの 	   曲のあらわす情景や気持ちを想像して、楽しく歌  友達と一緒に表現する楽しさを味わう 	   	  
て、楽しく歌おう うた う 
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	    音楽入れたお話発表会  モチモチの木 	   	   	   	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	    音まねことばから合唱へ 	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 
私達の能楽をつくろう 
～狂言「附子」を素材とし 
て～ 
国語六上より 
附 子 
 
能楽 	   能楽の言葉や動き、音楽の特徴を感じ取り、自 
ら表現する楽しさを味わう 
狂言のおもしろさを生かして、自分たちなりの表 
現方法で表すことができる 
一人ひとりのよさを生かしながら、友達と協力 
して表現を作りだすことができる 
	  
 
2001 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2001 年 9
月 
 
1 	    おおきなかぶ 	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
4 
 
 
題材名 
 
 
３つの音でふしをつくろう 
	   	   	    ２つの音で、リズム打ちやオスティナートに合わ 
３つの音で、リズム打ちやオスティナートに合わ  
３つの音で、オスティナートにあわせて＜aa' 	  せて、４小節のふしを即興的につくったり、フレー 
せて、４小節のふしを即興的につくることができ ズのまとまりや「つづく感じ」「終わる感じ」を感じ ＞形式の８小節のふしを即興的に作ることが 
る 取って８小節のふしを即興的につくったりすること できる 
ができる 
	    5  題材 ボディパーカッションを楽  手拍子の花束 	   	   友達と一緒に気持ちとリズムを合わせてボディ リズムを重ねるおもしろさを感じて、楽しく表現し 自分の身体を使って、拍の流れに合うリズム お互いのリズムの違いを生かして、友達と調子よく 
しもう パーカッションを楽しもう ようとする を工夫するようにする リズムを重ねるようにする。 
	    6  題材名 音楽のかたちや仕組み 
を研究しよう 
四季（ヴィヴァル 
ディ） 
	   	   ヴァイオリンなどの弦楽器の音色、旋律の変化 や対照などの楽曲構成に関心を持ち、その美し 
さを味わいながら意欲的に鑑賞することができる 
	   	   	  
 
2001 年 10
月 
 
1 	    おおきなかぶ 	   	   	   	   	   	   	  
	    2  単元 かっこうの音楽を楽しも 
う 
 
かっこう 
 
かっこうワルツ 	  
森の奥から聞こえるかっこうの鳴き声に耳を済ま 
せている様子を思い浮かべながら、３拍子に の
って歌うことができる 
鍵盤ハーモニカで曲の感じをとらえて演奏するこ 
とができる 
かっこうに関する曲を聴き。それぞれの曲の 
おもしろさを味わうことができる 
	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	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    5  題材  リズムを重ねて  花火 	   	   友達とリズムを重ね、あらわしたい様子をボディ 
パーカッションで楽しく作ろう 
リズムを重ねるおもしろさを感じて、楽しく表現し 
ようとする 
あらわしたい様子にあうリズムの打ち方を工 
夫するようになる 
友達と気持ちをあわせて、調子よくリズムを重ねた 
りつないだりするようになる 
	    6  題材 歌い継ごう！博多の歌・ 
博多の心 
	   	   	   博多の古謡と出会い、その表現を工夫していくこ とを通して古謡への関心を高め、その特徴やよ 
さをとらえる 
	   	   	  
 
2001 年 11
月 
 
1 	    おおきなかぶ 	   	   	   	   	   	   	  
	    2  単元 音楽劇 「おむすびころ
り ん」をつくろう 
	   	   	   話に描かれている様子を思い浮かべ、場面に 
合った表現を工夫することができる 
グループごとに見合って、表現のよさを見つけた 
り、取り入れたりしながら、自分たちの音楽劇を 
作っていこうとする 
	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
 
6 
 
 
 
題材名 
 
 
創り出そう！私たちの筑 
前今様 
	   	   	    雅楽「越天楽」や「越天楽今様」「筑前今様」の特 	   	   	  
徴（雅楽の楽器独特の音色や音の重なり、日本 
古謡の律動感や表声による発声、ふしまわしな 
ど）を感じるとともに、発声や唱法などを工夫しな 
がら、自分たちの「今様」を表現することができる 
 
2001 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2002 年 1
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  いい音たんけんたい！  かぼちゃ  かじやのポルカ  山のポルカ 音色や響きの違いに気づいたり、イメージにあっ 
た音の出し方を工夫したりできるようにする 
声や音に関心を持ち、柔らかい声でうたったり、き 
れいな音で楽器を演奏したりすることができるよう 
にする 
	   	  
	    3  題材  まほうの国へようこそ おかしのすきな 	   	   表現したい音楽のイメージをもち、イメージを広 自分のイメージを表現するために必要な音素材  楽曲を構成する能力  音楽でコミュニケーションする能力 
まほう使い げていく能力 や奏法を選択する能力 
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 友達とちがうふしを合わ  歌よありがとう 	   	   二声の響きあいを感じ取って、あわせて歌う喜び 各旋律のもつ表情や特徴を大切にしながら合唱 	   	  
せてみよう を味わう する 
 
2002 年 2
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 つくろう！マイ・ストー 
リー 
組曲「冬のかがり 
火」から しゅっぱ 
つ 
 
そりすべり 線路は続くよでこまで 
も 
楽曲の気分を感じ取って、想像豊かに表現した 
り、聞いたりすることができるようにする 
 
自分の思いを表現することができる 	   	  
	    3  	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    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2002 年 3
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  楽しくあわせて！  八百屋のお店  はしの上で  こぐまの二月 互いの音を聴きながら、拍のながれにのってリ 
ズムが表現できるようにする 
楽器の響きや音色を感じ取りながら、聞いたり表 
現を工夫したりすることができるようにする 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  主人公の気持ちを表そう  葉っぱのフレディ 	   	  
「葉っぱのフレディ」を読み、自分でつくった七五 
調の歌詞から調性を工夫して、一部形式のふし 
をつくる 
 
つくったふしを歌えるようにする 	   	  
 
2002 年 4
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 石川のわらべうたを楽し く表現しよう 石川県のわらべ うた 	   	   わらべうたで遊んだり表現したりすることによっ て、日本の音楽の雰囲気に慣れる。 楽しいわらべうたにするための表現方法を、拍を 意識しながら工夫する。 友達とかかわりあいながら表現を工夫するこ とで、共に音楽活動をする楽しさを味わう。 	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2002 年 5
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材名 打ってみよう！ しめ太 
鼓 Ⅰ 
長唄囃子の締太 
鼓の本行ものの 
手組み 
	   	    締太鼓の演奏を通して日本の音楽に親しむ。 締太鼓の基本的な打ち方を身につけ、いくつかの 
手組みを打つことができる。 
	   	  
	    5  題材  音のしっぽを見つけよう 	   	   	   トライアングルを打ち、音の最後を聴く活動を通 
して、注意深く音を聴こうとする態度を育てる。 
トライアングルを打つ活動を通して、音色の変化 
や音の違いに気づくことができる。 	   	  
	    6  題材  グループでアンサンブル  エーデルワイス 	   	  
音色の組み合わせに興味を持ち、美しい響きを 
工夫したり、楽しくアンサンブルをしたりすること 
ができる。 
	   	   	  
 
2002 年 6
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	    わらべうたで楽しもう  一羽のからすが 	   	   身近な楽器の音色に関心を持ち、音楽表現の楽 
しさに気づく 
もっと楽しいわらべうたにするために、２拍子の拍 
の流れにのって即興のリズム伴奏をする 
 
友達と仲良く力を合わせて活動しようとする 	  
	    3 	    拍に向かって ドレミのうた、川 はよんでいる ウィーン気質、ラ デッキー行進曲 
 
こうもり序曲 
 
一つの楽曲の中で拍子が変化する音楽を聴く 	   	   	  
	    4  題材名 打ってみよう！ しめ太 
鼓 Ⅱ 
長唄「小鍛冶」よ 
りせりの合方 	   	  
 
締太鼓の演奏を通して日本の音楽に親しむ。 長唄「小鍛冶」の「せりの合方」の締太鼓の演奏を 
楽しむ。 	   	  
資料 1-80 
 
 
 
	     
5 
 
 
題材名 
 
つくろうわたしたちの合 
 
 
ゆかいに歩けば 
	   	   鍵盤ハーモニカやリコーダー、オルガンなどで演 	   	   	  
奏することによりハーモニカの感じをつかみ、正 
唱 しい音程で「ゆかいに歩けば」の後半部分を二 
部合唱することができる。 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2002 年 7
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材名 お祭りのリズムにチャレ 締太鼓の地打ち 	   	   日本の太鼓の音楽に関心を持ち、その表現を楽 基本のリズムパターンを組み合わせて、太鼓のリ リコーダーで即興的にふしをつくって合わせ 仲間と協力してお祭りの音楽をつくり、表現するこ 
ンジ のリズム しむ ズムをつくることができる。 ることができる。 とができる。 
	    5  題材名  音を響かせて  メリーゴーランド  ワルツ 	   リコーダーの音がよく響く場所を探すことにより、 響きに気をつけて演奏しようとする意識を持つこ 	   	  
音の響きの違いを聴き分けることができる。 とができる。 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2002 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2002 年 9
月 
 
1 
 
題材名 
 
こんな音を見つけたよ 	   	   	    学校のまわりにある音を集中して聴こうとする。  聴いた音を楽器で工夫して表す。  友だちの音を聴き、何の音か聞き分ける。 	  
	    2  題材 いい音をさがして  かぼちゃ アイスクリームの  鍛冶屋のポルカ 音をつくったり、つくった音に合わせたりする活動 音や響きの違いに気付き、音の出し方を工夫して 	   	  
〜音で遊ぼう〜 歌 に関心を持ち、意欲的に取り組むことができる。 表現できる。 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2002 年 10
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 絵を音楽に変身させよ 
う！ 
 
虫のこえ 
 
トルコ行進曲 	   音楽活動の楽しさを味わい、進んで表現しようと 
する意欲を育てる。 
様々なリズムや音の響きの面白さを感じ取るとと 
もに、音楽表現のイメージを持ち、それらを生かし 
た音楽づくりを工夫する。 
	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  リサイクルを広げよう リサイクル楽器を 	   	   地域の人と関わりながら、自分たちでできるゴミ 	   	   	  
作ろう の減量化のための活動に、取り組もうとする。 
	    5  	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    6 	    走れ、走れメロス  走れメロス 未知という名の船 
に乗り 
 
歌よありがとう 
オペレッタの７場面の練習をし、お互い気づきを 
言い合ったりする中でより良い表現を創り上げて 
いく。 
	   	   	  
 
2002 年 11
月 
 
1 
 
題材名 体で音楽！ うたって
あ そぼ！！ 
Pease Porridge 
Hot 
 
Clap Your Hands 
 
アルプス一万尺 拍の流れにのって歌ったり、身体表現をしたりす 
ることを楽しむ。 
フレーズのまとまりを感じ取って、表現を工夫す 
る。 	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  リサイクルを広げよう 	   	   	  
ゴミの減量化のための活動として、自分たちが 
調べて知ったこと、感じたことを呼びかけにする 
ことができる。 
	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2002 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  活動名 「海の音をスケッチしよ 
う」 	   	   	  
海の音に耳をすますことにより、自然界にある 
様々な音に気づくことができる。 	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2003 年 1
月 
 
1 	    ようすをおもいうかべて 題材名 こねこ
の きょうだい 
題材名 おもち
ゃ のへいたい 
題材名 おむすび 
こ ろりん 
歌詞の表す様子を思い浮かべたり、歌い方を工 
夫したりすることができるようにする。 
楽曲の気分を感じ取って、想像豊かに表現した 
り、聴いたり、身体表現したりすることができるよ 
うにする。 
	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材 
〜君がいると、楽しく練 
習 できるよ！ 〜  「合
奏 せいじゃの行進」 
 
聖者の行進 	   	   	   	   	   	  
	    4  活動名 
音探検に出かけよう 家
にある日本の音を探 
そう 
	   	   	   地域の音探検を通して地域に存在する様々な音 
に気づき、地域を見つめる手がかりとする。 
家の中にある日本の音を探すことにより。日本の 
音が身近にあることに気づく。 
	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  豊かな表現  ふるさと 	   	    曲想を理解し、表情豊かに表現しようとする。 響き合いの美しさを味わいながら、曲想にあった 強弱や速度を工夫することができる。 呼吸や発音に気をつけて、響き合いを楽しみ ながら、表情豊かに演奏することができる。 豊かな音楽の表現の多様性を味わうことができ る。 
 
2003 年 2
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  活動名 「こきりこ節」で楽しむ日 
本の声の世界 
 
こきりこ節 	   	  
声明を手がかりに日本音楽の様々な声の表現 
を体験し、音による響きの面白さを味わうことが 
できる。 
	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
資料 1-82 
 
 
 
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
 
 
2003 年 3
月 
 
 
 
1 
 
 
 
題材名 
 
すてきな音をみつけよう 
 
 
題材名 きらきら 
ぼし 
 
 
題材名 おもち
ゃ のシンフォニ
ー 第 1 楽章 
 
 
題材名 おもちゃの 
チャチャチャ、ひのま 
る 
 
 
音楽を聴いて音や響きの違いに気づいたり、身 
近な楽器で音の出し方を工夫したりして、音に関 
心を持つ事ができるようにする。 
 
 
階名模唱や暗唱をしたり、これをもとに楽器で演 
奏したりすることができるようにする。 
	   	  
（すてきな打楽器で音の 
出し方を工夫したり、音 
の感じの違いを味わった 
りする活動） 
	    2  題材 様子がわかるように歌い 夕日がせなかを  森の子もり歌 	   歌詞の内容から、その様子に合う歌い方を工夫 	   	   	  
ましょう おしてくる することができるようにする。 
	    3  活動名 素材の音色で音楽を創 
ろう 
	   	   	   素材によって音色に違いあることに気づくととも に、音色の特徴を生かした音楽を創り、アンサン 
ブルすることができる。 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
6 
 
 
題材 
 
 
世界の民謡と民族音楽 
 
 
世界の音楽 
 
 
コンドルは飛ぶ 
 
 
八木節 
 
いろいろな国の良さを理解し、進んで世界の音 
 
世界の音楽の特徴に気をつけて聴き、日本の節 
世界の国々との深い結びつきを学習する中 	  
で、いろいろな国の人々の生活の様子や、文 
楽を聴くことができる。 を味わって演奏できる。 化を理解し、尊重しあうことにより、あらため 
て、自国をみつめる機会とする。 
 
2003 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2003 年 5
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  ふしをドレミで かえるのがっしょ  かっこう 	   階名で模唱したり、暗唱したりして、ドレミで歌う  簡単な旋律を楽器で演奏する楽しさを味わう 	   	  
う ことに親しむ 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材 「自然と友達」の活動を 住みかづくりをケ 	   	   ひとりひとりが自分のパートを受け持ち、友達と 	   	   	  
音で表そう チャにしよう の重なりを感じ、ケチャを楽しむことができる 
	    5  題材名 みんな見ていって！人 １１ぴきのネコの 	   	   	   	   	   	  
形芝居小屋 物語 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2003 年 6
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  リズムを感じて歌おう おまつりワッショ 	   	   様々なリズムのおもしろさを感じ、表現して楽し 	   	   	  
イ む 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	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    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2003 年 7
月 
 
1 
 
題材 やさしくきれいな音色を 
目指して 
 
きらきらぼし 	   	   声や楽器の音色に関心を持ち、進んで歌ったり 演奏したりしようとする 拍の流れにのって階名唱したり、階名暗唱をもと に楽器で旋律を演奏することができる 
 
楽器の音色に気をつけて聴くことができる 	  
	    2  題材名 様子を思い浮かべて歌 
おう 
 
汽車は走る 
 
国際急行列車 	   情景を想像しながら聴いたり、表現の工夫をした 
りしながら歌や合奏を楽しむ 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2003 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2003 年 9
月 
 
1 
 
題材名 ようすをおもいうかべてう 
たおう 
 
動物の謝肉祭 	   	   楽曲に登場する動物の様子や気持ちを感じ取 
り、音楽を聴く楽しさを味わう 
子猫の様子や気持ちを思い浮かべ、気持ちをこ 
めて歌う 	   	  
	    2  題材  すてきな秋物語  きちきちばった  夕やけこやけ  虫の声 物語の流れを感じながら、曲想に合う歌い方や 身体表現を工夫することができる 虫の声を、強弱や泣き始め・なき終わりを工夫し て音で表現することができる 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2003 年 11
月 
 
1 
 
題材 
 
うたをみつけてあそぼう いぬのおまわりさ 
ん 	   	  
 
犬猫役を決めて、部分的にひとり歌い 
 
お面をつけてやる気満々 	   	  
	    1  題材 どうぶつのうたであそぼ 
う 
 
こぞうのこうしん 	   	   一番威張っている様子、２番の走っている様子 
から身体表現や歌声を工夫 
何の動物の音楽なのかクイズで、音楽をよく聴く 
ことを体験 
どっしりとしたお母さん象とこどものぞうさん 
の様子を想像し、身体表現しながら聞く 	  
	    1  題材 ようすをおもいうかべてう たおう 
 
うみ 	   	   目を閉じて波の音の効果音をじっと聴きながら、 海の様子を想像する 本物の海を見たことがない子どものため、イラス トや写真で補う 	   	  
	    2  題材名 めざせ！わくわくダンス 王国 アドヴェンチャー マーチ 踊ろうたのしい ポーレチケ 
 
赤鬼と青鬼のたんご マーチ・ワルツ・タンゴ・マンボ・ロックのリズムの 
特徴を感じ取り、身体表現を工夫する 
 
チャチャチャのリズムに合わせて合奏する 	   	  
	    3 	    群読 	   	   	   子どもの表情が明るく、活発になり自信が見られ 
るようになる 
大きな声ではっきり話し、じっくり聴く態度、心構え 
が育つ 
 
学級全体の国語の力が伸びる 	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
資料 1-84 
 
 
 
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2003 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材名 音をさがして 組み合
わ せて 
 
プパポ 
 
ぞう 
 
めんどりとおんどり 
「プパポ」の続きのお話を考え、そのお話のイ メ
ージにあったキーワードを見つけて表現を工夫 
すること 
音楽の情景を思い浮かべながら、２部合唱をした 
り、曲想にあった歌い方をする 
楽曲を特徴付けている諸要素と楽曲全体の 
構成とのかかわりのよさや特徴を感じ取る 
	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2004 年 1
月 
 
1 	   ミュージカル「くじらぐも」 
をつくろう 	   	   	   	   	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
3 
 
 
題材 
 
 
ドレミで楽しく 
 
 
春の小川 
 
 
ドレミの歌 
	     
旋律を階名で視唱したり、階名視奏に親しんだり 
して、ハ長調の楽譜になれるようにする 
 
 
柔らかい声でのびのびと歌ったり、イメージを音 
で表現したりする 
	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
5 
 
 
題材 
 
 
音楽でえがこう 
 
 
てぃんさぐぬ花 
	   	   選択した音をつないだり、重ねたりして即興的に 
音楽をつくる活動を通して、音楽の構成や音の 
重なりを児童が主体的に感じ取り、自分のイメー 
ジを広げながら音楽を楽しむことができる 
	   	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2004 年 2
月 
 
1 
 
題材 
 
ようすをおもいうかべて 
 
ぺんぎんさん おもちゃのへいた 
い 
 
こねこのきょうだい 情景や様子を思い浮かべながら、楽しく生き生き 
と音楽活動をしようとする態度を育てる 
楽曲の持つ特徴から情景や様子を想像し、自分 
の歌声にきをつけながら、歌い方や身体表現等 
の工夫をすることができる 
楽曲の気分を感じ取ってきいたり、友達の表 
現のよさに気づいたりすることができる 
	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  単元 いろいろな楽器作りに挑 
戦してみよう 
	   	   	   音楽科の「世界の音楽」の学習を通して、もっと いろいろな国の音楽や楽器についての興味や関 
心をさらに広め、深めていく 
自分の興味を持った楽器の資材や材料、作り方 
など工夫しながら、創作活動に取り組む 
創作活動を通して、友達と協力し合い、お互 
いの知恵を交流しあう 
	  
 
2004 年 3
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
資料 1-85 
 
 
 
	    3  題材  いい音えらんで おかしのすきな 
まほう使い 
	   	   音の特徴や音色の違いを感じ取って、想像豊か に聴いたり表現したりすることができるようにす 
る 
イメージに合った音をさがしたり、表現の仕方を 
工夫したりすることができるようにする 
	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2004 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   音の強さ（いきおい）を感 
じてみよう！ 
 
学習材  もみじ あわてんぼうのサ 
ンタクロース 	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2004 年 5
月 
 
1 
 
題材名 りずむらんどの たんけ 
ん 
 
ぶんぶんぶん 
 
かたつむり 	  
簡単なリズム譜を見ながら歌に合わせてリズム 
打ちをしたり、身体表現をしたりしながら、楽しく 
歌うようにする 
	   	   	  
	    2  題材 こぐまの二月 わたしの 何月 
 
こぐまの二月 スキップ 夕や
け こやけ 	   場面の様子を思い浮かべながら、感じを出して 歌う 
 
わたしの何月の歌をつくる 
 
歌の「はやさ」を考えて練習 
 
皆であわせて歌う 
	    3  題材 リコーダーとなかよしに 
なろう 
 
ゆかいな牧場 
 
ポエム 
 
笛星人 
リコーダーの音色の美しさに気づき、音色に注意 
しながら演奏する中で、リコーダーにし親しみ、 
基本的な操作を身につける 
	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   いい音みつけた～日本 
の楽器・日本のうた～ 
題名のない音楽 
会ビデオ 
 
西庄音頭 	  
和楽器（尺八・三味線・筝・和太鼓）の響きに関 
心を持ち、進んで和楽器をさわったり気に入った 
日本の歌を歌ったりできる 
日本のふしのよさを感じ、演奏の仕方を工夫しな 
がら表現することができる 
友達の作った音やリズムをよく聴きながら、西 
庄音頭を作ることができる 
歌詞や旋律に気をつけながら日本の音楽の特徴 
に気づくことができる 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2004 年 6
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材名  わらべ歌で遊ぼう  おてぶしてぶし  おちゃをのみに 	   遊び歌から日本のふしに親しみを持ち、表現し 
たり鑑賞したりする 	   	   	  
	    4 	   雨の音ってどんな音～ 
雨の詩を音であらわそう 	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2004 年 7
月 
 
1 
 
題材名 おとと おとを  あわせ
る と 
 
日のまる 
 
ばななのくに 	  
互いの楽器の音を聴きあいながら、楽器の音の 
出し方を工夫して友達と楽しく合奏するようにす 
る 
	   	   	  
	    2  	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    3  題材名 音楽のリズム、速さを感 
じよう 
 
歌えバンバン 
 
あの雲のように 	   拍子やリズムの違い、速度の変化を感じ取って 
表現できるようにする 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2004 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2004 年 9
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   動唱表現による鑑賞指 
導 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	    グローイング・ラーニング 	   	   	   	   	   	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2004 年 10
月 
 
1 
 
題材名 
 
おんがくでなかよくなろう 
 
こぞうのこうしん 
 
かもつれっしゃ 
 
ホホホ 友達と一緒に音や音楽を聴いたり歌や音楽にあ 
う身体表現をしたりして楽しむ 	   	   	  
	    2 	    輪唱  木の葉ゆうびん 	   	   互いの歌声を感じ取りながら、輪唱の楽しさを味 
わうことができる 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2004 年 11
月 
 
1 
 
題材名 
 
おんがくでなかよくなろう ジャングルのたい 
こ 
 
すずのリレー 	   友達や自分のすずの音を注意深く聴くようにす る 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
資料 1-87 
 
 
 
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2004 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   リトミック的な要素を取り 
入れた表現活動 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2005 年 1
月 
 
1 
 
題材名 
 
うたってあそぼう 
 
アルプス一万尺 
 
あんたがたどこさ 	   遊びに含まれる拍の流れを感じ取り、拍の流れ を意識した動きを工夫する 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材名  曲のまとまりを感じて  夢をのせて  ハンガリー舞曲 風に向かい光に向か 
い 
旋律のまとまりを感じ取ったり、旋律の繰り返し 
や変化に気づいたりして、表現を工夫することが 
できるようにする 
長調と短調の旋律の違いや響きの違いを感じ 
取って、聴いたり、表現に生かしたりすることがで 
きるようにする 
	   	  
 
2005 年 2
月 
 
1 
 
題材名 
 
どんなおとかな 	   	   	  
素材による音色の違いを知覚・感受して、自分 
のならしたいイメージに合った音色をならすこと 
ができる 
	   	   	  
	    2 	    様子を思いうかべて はる なつ あき ふゆ 
 
小ぎつね 	    楽曲の気分を感じ取り、情景を想像して歌う 場面の様子を思いうかべて、表情豊かな歌い方 を工夫する 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材名 工夫してリコーダーアン 
サンブルを楽しもう 
 
ポルカ 	   	  
楽曲の気分や全体の響きを感じ取って、自分の 
イメージに合った表現になるように工夫すること 
ができるようにする 
旋律の特徴や響きによさなどを感じ取り、自分な 
りに表現を工夫しながら、リコーダーアンサンブル 
を楽しむようにする 
	   	  
 
 
2005 年 3
月 
 
 
1 
 
 
題材名 
 
 
どうけしになって 
	   	   	   楽曲にフレーズのまとまりやくりかえしがあること 
を知覚・感受し、それによって生み出される楽曲 
全体のおもしろさを感じ取り、身体表現によって 
人に伝えることができる 
	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	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    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
6 
 
 
題材名 
 
日本の伝統音楽に親し 
もう ～オリジナル越天 
楽今様をつくろう～ 
 
 
越天楽今様 
 
 
越天楽 
	   仲間とかかわりながら表現したり鑑賞したりする 
活動を通して、日本の伝統音楽の特徴（よさ）に 
気づき、自分たちの伝統音楽を作っていくことが 
できる 
	   	   	  
 
2005 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材名  一緒にあわすと楽しいね  地平線  星笛 	  
５年生のリコーダーの範奏を聞き、音色や美しい 
響きに関心をもち、意欲的に活動するとともに、 
表現技術を高める 
３年生にタンギングの仕方などをマンツーマンで 
具体的に指導し、一緒に演奏する中で、響きあう 
音の出し方を探る 
	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
 
2005 年 5
月 
 
 
1 
 
 
題材 
 
 
どんなようすかな 
 
 
きらきらぼし 
 
 
右から２番目の星 
 
 
すすめロケット 
星や宇宙の多様なイメージをもち、それを表す音 
をさがしたり、音の出し方や歌い方を工夫するこ 
とで、いろいろな表現の仕方を楽しんだり、友達 
の表現のよさを見つける 
	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
4 
 
 
題材 
リズムにのって表現する 
楽しさを味わおう 
～カホンでリズムアンサ 
ンブル～ 
 
 
サンバをおどろう 
	   	    サンバのリズムに親しみ、カホンの音色や演奏 
する仕方に関心をもって、聴いたり、演奏したり 
する楽しさを味わう 
 
楽器の音色を生かして即興的に演奏したり、リズ 
ムパターンを重ね合わせてリズムアンサンブルを 
つくって表現したりする 
	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	    変奏曲をつくってみよう 
交響曲９４番と長 
調「驚愕」から第 
２楽章 
	   	    変奏曲の特徴を知る 	   	   	  
 
2005 年 6
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	    俳句を使った音楽作り 	   	   	   鑑賞を通して音楽作りの見通しを持つことができ 
る 
声や楽器・身の回りの音素材から、音の重ね方 
や組み合わせ方を工夫するとともに、構成を考え 
ながら音楽作りをすることができる 
	   	  
 
2005 年 7
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	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    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
4 
 
 
題材 
見て、きいて、ふれて、 
感じたことをあらわそ 
う！ ～ふしぎ空間“キ 
ラ・キラ・キラリン” 
	   	   	    
音を聴いて感じたイメージを友達とかかわりあい 
ながら、紙による造形で表現する 
 
つくったものを空間に配置し、それを見て、即興 
的に音で表現する 
	   	  
	    5  題材名  音を重ねて  静かにねむれ 	   	    和音の響きによる音の重なりを感じとる 和音や低音リズムを生かして、イメージに合った 伴奏を作る 	   	  
	    6  題材名 日本歌曲に親しもう～中 
田喜直の歌曲を中心に 
 
夏の思い出 
 
小さい秋みつけた 
 
雪の降るまちを 歌曲の鑑賞を通して、日本歌曲の美しさや魅力 
を感じ取る 
３人の演奏家の演奏を聴き比べ、感じ取ったこと 
を自分の表現に生かそうとする 	   	  
 
2005 年 8
月 
 
1 
 
題材名 うたとおはなしであそぼ 
う 
 
おむすびころりん 	   	   音楽や物語に興味を持ち、場面を想像しながら 
聴いたり表現したりする 
楽曲の気分を生かして、歌ったり楽器を演奏した 
りする 	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2005 年 9
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 おことでいい音みつけよ 
う 
ぺんとひきゃ 
ヒュー 
 
夕やけこやけ 	   音や響きの違いに気づいたり、音の出し方を工 
夫したりして、音に関心を持つようにする 
音色の違いを生かして、音の組み合わせ方を工 
夫したり、拍の流れにのって演奏したりすることが 
できるようにする 
	   	  
	    3  題材 １/２成人式の喜びを音 
楽で表そう 
	   	   	   １/２成人式を迎える気持ちを器楽教材に関連さ せ、詩やリズム伴奏、旋律を工夫して「いのちの 
歌」としてまとめることができる 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2005 年 10
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  おまつりを表そう  村まつり 	   	    ことばの重なりのおもしろさを味わう  拍の流れを感じて旋律やリズムを表現する 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2005 年 11
月 
 
1 
 
題材 うたとおはなしであそぼ 
う 
 
おむすびころりん 	   	   「おむすびころりん」の５〜８小節の歌や拍の流 れに合わせてリズム打ちを工夫する。 	   	   	  
	    2  題材  神田囃子に親しもう  神田囃子 	   	   神田囃子の鑑賞を通して、お囃子の楽器や音色 
に親しもう 
 
お囃子のリズムを学び、楽しく演奏する。 	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    3  題材名 歌声や音の重なりをきき 
合って演奏しよう 
 
にじ 
 
雲 パフ、二人でおどりま 
しょう 
歌声や音の重なり合う音の響きを感じ取って演 
奏することができるようにする。 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2005 年 12
月 
 
1 
 
教材 
 
ひらいたひらいた 	   	   	  
ひとりひとりの思いや表現を大切に、そして仲間 
と一緒に表現する楽しさを味わえるような学習活 
動の工夫 
歌詞の内容を身体で表現しながら、楽しく歌う活 
動をいろいろアレンジしながら取り組む 
	   	  
	    2  題材名  がっきと友だち はなこさん、あそ 
びましょう 
 
おにいさんこちら 
 
ゆうやけこやけ 
リコーダーの構造や音色に興味を持ち、演奏で 
きる音を増やしたり、美しい音色で演奏すること 
に意欲的に取り組む 
リコーダーや既習の楽器の双方を工夫して演奏 
し、楽器の音色の特徴を感じ取る 
正しい指使いとタンギングで演奏することが 
できる 
リコーダーと他の管楽器の音楽を聴き、楽曲全体 
を味わって聴く 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2006 年 1
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムにのってあそぼう 
 
ことばあそび 	   	   歌ったり身体表現をしたりして、リズムの違いを 
感じとることができるようにする 
拍の流れにのって、簡単なリズムを表現すること 
ができるようにする 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	    リコーダーとフルート 	   	   	   リコーダーとフルートの音楽を聴き、音色の違い 
に気づく 
 
楽曲全体を味わって聴く 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 野島太鼓でリズム力、表 現力をつけよう 	   	   	  
 
太鼓の基本であるリズム力を身につける 強弱やバチの打ち方、曲の感じ方といった表現 
力を身につける 	   	  
	    6 	   自分だけのアメイジン グ・グレイスを歌おう 	   	   	   聴くだけでなく、自ら歌うことにチャレンジし、世 界の音楽に親しむ 	   	   	  
 
2006 年 2
月 
 
1 	   鍵盤ハーモニカとなかよ 
し 	   	   	  
 
鍵盤ハーモニカでのいろんな曲の演奏を聴く 
 
楽器の取り扱い方をする 
 
鍵盤ハーモニカでいろんな音を出して遊ぶ 
 
いろんな曲に挑戦 
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   「空」の音楽をイメージ豊 かに聞こう 	   	   	   	   	   	   	  
 
2006 年 3
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  ふじづくりとリズム伴奏 
いい音見つけて 
あそぼう かぼ 
ちゃ 
スキップリズムの 
言葉遊びとかきっ 
こ 
	   音の表情を生かしたり、音の組み合わせを工夫 したりして、歌に合わせて演奏することができる 
ようにする 
タッカタッカタン Ⅴ のふしづくりや記譜の能力を高 
めさせる 
	   	  
	    3 	    リコーダーとクラリネット はなこさんであそ 
びましょう 
 
さんぽ 
 
クラリネットポルカ 	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    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	  
自己紹介コマーシャルソ 
ングをおはやしにしてみ 
よう 
	   	   	    アジアの国々、日本曲の特徴をしる  おはやしづくり  リコーダーで演奏する 	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2006 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  単元  音楽ランド 	   	   	  
音楽ランドを開くことによって、１年生と触れ合い 
ながら音楽に親しむ態度や習慣を身につけるこ 
とができる 
友達と協力しながら、児童一人ひとりが創意工夫 
をし、リズム遊びや音探し等の即興的活動ができ 
る 
曲のリズムを感じ取って生き生きと歌を歌っ 
たり、楽器を演奏したり身体表現をしたりし 
て、音楽の楽しさを味わうことができる 
	  
	    2  題材 うたでともだちのわをひ ろげよう 
 
ロンドンばし 
 
ドレミのうた 
 
ひらいたひらいた 友達と一緒に歌ったり身体表現したりすることに 
よって、音楽の楽しさを感じ取ろう 	   	   	  
	    2  題材  リズムに乗ってあそぼう いるかはざんぶら 
こ 
 
山のプルか 
 
しろくまのジェンカ 三拍子の拍の流れを感じ取って、リズム打ちをし 
たり、身体全体を動かしたりしよう 
いろいろなリズムを組み合わせて「リズム遊び」を 
楽しもう 	   	  
	    2  題材  いい音みつけてあそぼう  かぼちゃ  ひのまる 	   音や響きの違いに気づいたり、音の出し方を工 
夫したりして、音を楽しみながら演奏しよう 	   	   	  
	    2  題材  ようすをおもいうかべよう  小ぎつね  きらきらぼし 	   歌詞の表す様子を思いうかべて歌い方を工夫し よう 	   	   	  
	    3  題材  アンサンブルを楽しもう  レッツゴー  ふじ山  パフ 
音色の異なる楽器の組み合わせや音量のバラ 
ンスを工夫して、アンサンブルを楽しむことがで 
きるようにする 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2006 年 5
月 
 
1 
 
題材名 おんがくに あわせ
て あそぼう 
 
けんけんぱ 	   	   歌ったり身体表現したりして、拍の流れを感じ取 ることができる。 拍の流れを感じながら、簡単なリズムを表現でき るようにする。 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  アンサンブルを楽しもう  パフ 	   	   	   	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
5 
	    
自分たちのリズム・ロンド 
をつくろう 
 
 
ロック・トラップ 
 
オルフのリズム・ 
ロンド 
	   体全体で拍の流れを感じ取りながら、８拍のリズ 
ムフレーズを即興的につくったり、つくったリズム 
フレーズを組み合わせたりして自分たちのリズ 
ム・ロンドをつくることができる。 
	   	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2006 年 6
月 
 
1 
 
題材名 いいおと みつけて 
あ そぼう 	   	   	   音や響きの違いに気づいたり、音の出し方を工 夫したりして音に関心を持つことができる 階名で模唱や暗唱をしたり、これをもとに楽器で 演奏したりする 	   	  
	    2 	    いい音いっぱいグループ  かぼちゃ  ひのまる 	  
音の響きの違いに気づいたり、音の出し方を工 
夫したりして、音を楽しみながら演奏することが 
できる 
	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	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    5  題材  自分のお囃子をつくろう 	   	   	   日本の音楽に関心をもち、進んで聴いたり、つ 
くって表現したりすることができる 
日本の音楽の特徴を感じ取りながら、和太鼓やリ 
コーダーを使って自分のお囃子をつくって表現す 
ることができる 
	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2006 年 7
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 授業実践 
２ 
いいおとを みつけて
あ そぼう 
〜＜楽しむ場＞より〜 
 
落ち葉 	   	   拍の流れにのって、旋律を階名唱したり、鍵盤 
ハーモニカで演奏したりすることができる。 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 いろいろなひびきを味わ 
おう 
 
小犬のワルツ 
 
茶色の小びん 
 
星空はいつも 音色や響きの特徴を味わって、想像豊かに聴い 
たり表現したりすることができるようにする。 
全体の響きを感じ取りながら、楽器の音色を生か 
して演奏の仕方を工夫することができるようにす 
る。 
	   	  
 
2006 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2006 年 9
月 
 
1 
 
題材 
からだでおんがくをたの 
しもう  －のりのり  み
ゅ うじっくすたあと－ 
 
聖者の行進 めだかのきょうだ 
い 
	   音楽を聴いたり音楽に合わせて身体を動かした 
りすることを楽しむことができる 
音楽の気分や拍の流れを感じ取りながら聴くこと 
ができる 
	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2006 年 10
月 
 
1 
 
題材 
おんがくビデオ スイッ
チ オン －様子を思いう
か べて  うたおう  き
こう－ 
はる なつ あき 
ふゆ 
	   	   楽曲の気分や場面の変化を感じ取って、様子を 想像しながら楽しく歌ったり聴いたりすることがで 
きる 
	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	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    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2006 年 11
月 
 
1 
 
題材 
ようすをおもいうかべて 
－音楽のお話「汽車の 
旅」をつくろう－ 
線路は続くよどこ 
までも 
	   	   楽曲の気分や場面の変化を感じ取って、様子を 
想像しながら聴いたり表現したりする 
	   	   	  
	    2 	   川浪っこチャレンジプラ ン 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2006 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2007 年 1
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  単元  曲の感じをとらえて  ゆかいに歩けば  魔笛  ラ・クンパルシータ 曲の感じをとらえて、曲想にあった歌い方や演奏 を工夫する 	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2007 年 2
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 にわとりポルカのリズム 
打ち 
 
にわとりポルカ 	   	   曲の感じを話し合い、曲にあった歌い方を考えて 
うたう 	  
小太鼓とタンブリンの部分のリズム打ちの練 
習をし、動きをつくる 
２つのリズムの感じを生かし、楽器で演奏したり身 
体表現したりする 
	    3  題材  みんなであわせて歌おう  あの雲のように 	   	   フレーズに合う歌い方を工夫し、拍の流れにのっ 
て部分二部合唱をする 
互いの音を聴きあい、重なり合う音の美しさを感 
じ取ってうたい方を工夫する 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	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2007 年 3
月 
 
1 
 
題材 
 
リズムに乗ってあそぼう 	   	   	   拍の流れにのって表現しながら、友達と一緒に 
ジェンカのリズムを楽しむ 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2007 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2007 年 5
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	    サンバ風音楽をつくろう 	   	   	   	   	   	   	  
	    5 創作オペ レッタ 
 
歯ッピーパラダイス むし歯の子どもの 
誕生会 
 
歯が痛い 	    登場人物の気持ちになってうたう 響きのある声で歌い上げる（頭声的発声はイメー ジでつかませる） 
 
身体表現で歌の表現もアップ 
 
むし歯建設株式会社 
	    6 	   流行曲を教材にした皆 
が楽しい合奏 	   	   	   	   	   	   	  
 
2007 年 6
月 
 
1 	   ウッドブロックのある時な 
いとき 
シンコメーテッド 
クロック 	   	  
楽器の音色の特徴や楽器の組み合わせによっ 
て生まれる響きを感じ取って聴く 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2007 年 7
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	    音楽を作って表現する  かぼちゃ 	   	    あわせることはそろえること  音を出す順番をかえる  音の高さの組み合わせを変える 	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    3 	    すてきみつけ 夕日が背中をお 
してくる 
サウンドオブミュー 
ジック 	  
 
曲の情景をイメージしてすてきにうたおう 
 
友達の素敵を見つけてうたう 
 
鑑賞曲の素敵をめざす表現の道しるべ 	  
	    4 	    ○○な船長  陽気な船長 	   	   スタッカートとレガートの対照的な表現方法を工 
夫する 
速さ、強弱、音色、リズムなどの音楽の要素に着 
目させ、グループごとに工夫させる 	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2007 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   リコーダーアンサンブル にチャレンジ 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2007 年 9
月 
 
1 
 
題材名 
 
みんなでカーニバル 
 
あさまでサンバ 	   	   子ども達が好きな表現を選択し、それをみんなで 
あわせることで、楽しさや喜びを味わわせる 
拍の流れやフレーズを感じ取って、演奏したり身 
体表現したりする 	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  さくらさくら 	   	   	  
情景を思いうかべてうたったり、日本に古くから 
伝わる旋律が持つ、独特の味わいを感じとった 
りすることができる 
	   	   	  
	    5  題材  曲の特徴を生かして  花のおくりもの 	   	   旋律やリズムの特徴を生かし、声の響きあいを 楽しみながら輪唱する 	   	   	  
	     
6 
 
 
題材 
 
「冬景色」にひそむ「歌詞 
のしかけ」と表現の工夫 
	   	   	   旋律やリズム・和声などの反復・変化・対照など 
「歌詞のしかけ」や「曲のしかけ」を楽譜や音楽そ 
のものからよみとり、それを生かしたうたい方（強 
弱、声の響き）を工夫する力 
	   	   	  
 
 
2007 年 10
月 
 
 
1 
 
 
教材 
 
 
わらべうた 
	   	   	    歌や身体表現を楽しむだけでなく、友達と一緒に 
自分たちのわらべ歌をつくって楽器で演奏する 
活動に取り組む 
わらべうたのよさや友達とつくったりあわせたりす 
る楽しさを味わわせるだけでなく、主体的に音楽 
活動にとりくみ、音楽で表現することの喜びを追 
求する 
	   	  
	    2 	    わらべうたのふじづくり  またあそぼ 	   	    お互いの感性が磨かれ高まりあっていく ふしやリズムに親しむことを通して音楽のおもしろ さ、楽しさを感覚として味わうこと 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 
合奏曲「八木節」を選曲 
し、教材化した「日本音 
楽（民謡）」を楽しもう 
	   	   	   民謡を想像しながら聴き、聞き取った特徴を音楽 
に合わせて再表現することで楽しむ 
囃子ことばを使ってボイスアンサンブルやお囃子 
を楽しむ 
「八木節」のお囃子を中心に、子どもの思い 
や工夫を生かした構成で音楽会の発表作品 
をつくる 
	  
	    6  	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2007 年 11
月 
 
 
1 
 
 
題材 
 
 
お話と音楽 
 
 
おむすびころりん 
	   	   お話の中からことばを選び、拍にのって声による 
アンサンブルをすることで、表現することの喜び 
や友達とあわせる楽しさ、主体的な学びが生ま 
れる 
	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
3 
 
 
題材 
 
こんぺいとうの音ってど 
んな音 
 
組曲「くるみわり 
人 形 」よ り  こん 
ぺいとうのおどり 
 
 
行進曲 
 
 
花のワルツ 
 
曲名や主に使われている楽器の音色、特徴ある 
旋律からイメージを膨らませて聴くことができる 
	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  民謡を楽しもう  津軽じょんがら節  よしこの節  八木節 いろいろな民謡の特徴を感じ取ってきいたり、曲 
想に合った表現を工夫したりする 	   	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2007 年 12
月 
 
1 
 
題材名 
 
いい音見つけてあそぼう 
 
虫の声 おもちゃのシイ 
フォニー 
 
かぼちゃ 
音に関心を持ち、音色の違いを感じながら、音の 
組み合わせ方を工夫したり拍の流れにのって演 
奏したりすることができる 
	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	    読譜指導 	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	    和楽器にふれてみよう 	   	   	   	   	   	   	  
 
2008 年 1
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名  様子を思いうかべよう  夕やけこやけ くちぶえふきと小 犬 
 
小ぎつね 楽曲の気分を感じ取って、想像豊かに聴いたり 
表現したりすることができるようにする 
歌詞の表す情景等を思いうかべてうたい方を工 
夫することができるようにする 	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材名 
ふしのかんじのちがいに 
気をつけて楽しく表現し 
よう 
 
もみじ 
 
あいのあいさつ 
 
ピチカート  ポルカ 
旋律の特徴を感じ取るとともに音楽を味わう楽し 
さを感じ取り、主旋律の特徴を生かした演奏をす 
るようにする 
	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	    三味線を弾いてみよう 	   	   	   	   	   	   	  
 
2008 年 2
月 
 
1 
 
題材 「虫のこえ」づくりを楽し 
もう 
 
虫のこえ 	   	  
音に関心を持ち、音色の違いを感じながら、音の 
組み合わせ方をしたり拍の流れを感じ取って演 
奏したりすることができる 
	   	   	  
	    2  題材名  様子をおもいうかべよう  夕やけこやけ  口ぶえふきと小犬  小ぎつね 楽曲の気分を感じ取って、想像豊かに聴いたり 表現したりすることができるようにする 歌詞の表す情景などを思いうかべて、歌い方を 工夫することができるようにする 	   	  
	    3 	    ちびっこカウボーイ 	   	   	  
歌詞の表す様子を創造したり、旋律の抑揚を感 
じ取ったりして、表情豊かに表現できるようにす 
る 
 
曲の感じをつかんで歌う 様子を想像し、歌詞の内容を生かした歌い方 
を工夫する 
	  
	    4  題材名 
ふじのかんじのちがいに 
気をつけて楽しく表現し 
よう 
 
あいのあいさつ 
 
ピチカート  ポル
カ 
 
あたらしいえがお 
 
旋律の特徴を生かした表現の工夫をする 	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    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2008 年 3
月 
 
1 	   かぼちゃの演奏を楽しも 
う 
	   	   	   拍の流れを感じ取って音の組み合わせを工夫し ながら演奏し、音色の違いや響きの楽しさを感じ 
取ることができる 
	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	    ゆかいな木きん 	   	   	  
旋律の視奏に親しんだり、リコーダーやいろいろ 
な楽器のきれいな音色を感じ取って演奏の仕方 
を工夫したりする 
	   	   	  
	    4  題材名 
ふしのかんじのちがいに 
気をつけて楽しく表現し 
よう 
ゆかいにあるけ 
ば 
	   	    旋律の特徴を生かした表現の工夫をする 	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2008 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2008 年 5
月 
 
1 
 
題材名 
 
リズムで遊ぼう てをたたきましょ 
う 
 
ぶんぶんぶん 
 
しろくまのジェンカ 拍の流れを感じ取って、聴いたり表現したりして 
楽しむ 
リズムフレーズを感じ取って、聞いたり表現を工 
夫したりする 
 
拍の流れにのってことばあそびを楽しむ 	  
	    2  題材 わくわくリズム・仲良しド 
レミ 
 
かっこう 
 
かえるのがっしょう 
 
おまつりワッショイ 階名唱になれ、うたったり、楽器で演奏したりし 
て楽しむ 
２拍子や３拍子の流れにのって、うたったり身体 
表現したりして楽しむ 	   	  
	    3  教材  ふじ山 	   	   	   ことばの面白さにふれ、日本のこころを表現の工 夫をしながらうたう 	   	   	  
	    4 	   曲の流れや変化を感じ 
取って鑑賞しよう 
ノルウェー舞曲第 
２番イ長調 
	   	   自由にイメージをふくらませ、曲の構成や３つに 
分かれていることを知る 
 
激しい、ゆっくり、激しいに分かれたお話を作る 
旋律に耳を傾け、速度、共助句等の要素が 
相互に関わりあって曲の気分や変化を作り出 
しているとことに目を向けさせる 
	  
	    4 	  
曲想の違いや気分の変 
化を感じ取って鑑賞しよ 
う 
組曲「ペールギュ 
ント」より 朝の気 
分 
	   	    主な旋律を聞き取る 	   	   	  
	    4 	   繰り返しの中で変化を感 じ取ろう 
 
エンターティナー 	   	    主な旋律を覚える  旋律が出てきたらワークシートに付箋をはる 	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2008 年 6
月 
 
1 
 
題材 でかけよう いいおと
さ がしのぼうけん 
 
ばすばすはしる 	   	   鍵盤ハーモニカの音の出し方を覚えて、音色に 親しむ 楽器の音色の違いに気をつけて聴いたり、鍵盤 ハーモニカを演奏することになれたりする 旋律を階名模唱したり、きれいな音の出し方 を工夫して、鍵盤ハーモニカで演奏したりする 	  
	    2  題材  どんなようすかな  こぎつね  汽車ははしる  そりすべり 情景やお話に合ううたい方や演奏の仕方を工夫 
して楽しむ 
楽曲のイメージを広げて聴いたり、表現を工夫し 
たりして楽しむ 	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    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	    おもしろい音を探そう おもちゃのシン 
フォニー 	   	  
 
特徴のある音を聞き取り、発表する 音色や演奏の仕方を意識しながら DVD を視聴
す る 	   	  
	    4 	   かくれているリズムを探 そう 
 
かじやのポルカ 	   	   感じたことを話し合い、金床の音色が聞こえたら 手を挙げたり身体表現したりしながらきく 	  
 
リズム譜を手がかりに、リズム打ちをする 	  
	    4 	    曲想の変化を感じて  惑星より木星 	   	   木星の特徴的な旋律のイメージを線図や文で表 
現する 
 
聞き取った曲想の変化を発表しあう 
ひとつの楽曲が様々な旋律や楽器の音色が 
合わさってできていることのよさに気づいて、 
全曲通して聴く 
	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2008 年 7
月 
 
1 
 
題材名 
 
ようすをおもいうかべよう 
 
おどるこねこ 
 
きらきらぼし はる なつ  あき  
ふ ゆ 
様子を思いうかべながらきいたり、身体表現した 
りして楽曲の気分を感じ取る 
様子を思いうかべて身体表現したり、うたい方や 
楽器の演奏の仕方を工夫したりする 
様子を思いうかべて、イメージを生かしながら 
表情豊かにうたう 	  
	    2 	    思い出ミュージカル 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  おしえて 	   	   	   曲の特徴を理解し、柔らかな明るい響きで豊か に合唱表現しよう 	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2008 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2008 年 9
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材 トガトンをつかった音楽 
づくり 	   	   	  
リズムパターンの組み合わせを工夫し、拍の流 
れにのって表現する 
竹の響きに関心を持ち、音のつながりのおもしろ 
さを感じ取る 	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	    オトシズ活動 	   	   	   	   	   	   	  
 
2008 年 10
月 
 
1 
 
題材名 
 
ようすをおもいうかべよう はるなつあきふ 
ゆ 
 
きらきらぼし 
 
おどるこねこ 歌の世界にどっぷりつかってお互いの表現を聞 
きあえる 	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    2  題材名 
みんなであわせてたのし 
もう～音楽アイランドで 
音楽の足し算～ 
 
山のポルカ 	   	   楽曲の気分や音の重なりを感じ取り、楽曲の奏 
法になれて、拍の流れにのって楽しく合奏する 
	   	   	  
	    3 	    ちゃちゃちゃで楽しもう チャチャチャのリ 
ズムで 
	   	   合いの手などを即興的に音やリズムを探し工夫 する活動をとおして、音に対する直観力や判断 
力、表現力を身につけることができる 
	   	   	  
	    4  題材 黒鍵をつかったおんがく 
づくり 	   	   	  
音の高低や長短、強弱、速度等を工夫して、メロ 
ディーパターンをつくる 
互いの音楽を聴きながら、自分の音楽をバランス 
よく重ねて演奏する 	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
 
 
2008 年 11
月 
 
 
 
1 
 
 
 
題材 
 
 
 
ようすをおもいうかべよう 
 
 
はる なつ あき 
ふゆ 
 
 
 
きらきらぼし 
おどるこねこ・たまご 
のからをつけたひよこ 
のおどり（＜展覧会の 
絵＞より）・ぞう（＜動 
物の謝肉祭＞より）・く 
まんばちの飛行 
 
 
 
歌い方を工夫する 
 
 
 
身体表現しながら聴く 
	   	  
	    2  題材 みんなであわせてたのし もう Ⅰ 
 
山のポルカ 	   	    木琴での旋律奏に慣れる  メロディと打楽器での演奏に慣れる  低音を加えたよさを感じる 他のグループの演奏を聴き、感じ取ったことを工 夫して音楽に表現する 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2008 年 12
月 
 
1 	  
様子を思い浮かべて 
～わたしたちのあさがお 
音楽会をしよう～ 
たね たね そ 
うっと 
	   	   音や音楽の特徴を聴き取り、自分のイメージや 
思いを抱けるようになる。 
音や音楽を感じ取ってふくらんだイメージや思い 
を音楽に表現したり、聴き深めたりする。 
	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2009 年 1
月 
 
1 
 
題材 私たちのあさがお音楽 
会にしよう 	   	   	  
 
身近な素材や身体を使っての音遊び 
 
身体や言葉によるリズム遊び 
 
楽器で音遊び 
 
リズム遊びを入れた合奏 
	    2  題材名 音の重なりを感じ取って 演奏しよう 
 
聖者の行進 	   	    音色の違いと重なりを感じながら合奏しよう 	   	   	  
	    3 	    スーホの白い馬 	   	   	   歌と物語を聞き、モンゴルや馬頭琴について知 
る 
歌があらわす気持ちを考え、主人公の気持ちに 
なってうたう 
 
「スーホの白い馬」を音楽劇にして発表する 	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	    民謡やこもりうためぐり  ソーラン節 	   	    いろいろな子もり歌を聴き、特徴を感じ取る  日本の音階の特徴的な曲想を感じ取る  曲想に合った表現を生かしてうたう  いろいろな民謡を聴き、特徴を感じ取る 
	    6  題材名 日本の音の特徴を感じ 取ろう 
 
越天楽今様 	   	   鑑賞（CD,教師の演奏、環境音）や演奏を通じ て、日本の音の特徴をとらえる 様々な筝の奏法を知って、自分のイメージを表現 する 
 
友達の演奏のよさを感じながら鑑賞する 	  
資料 1-100 
 
 
 
 
2009 年 2
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名 様子を思いうかべてきれ 
いな歌声で歌おう 
 
鳥になる 	   	   歌詞や旋律の流れを感じて、きれいな歌声で演 
奏しよう 	   	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材名 
みんなの声を重ねよう！ 
二部合唱ワールドへよう 
こそ 
パレード ホッ 
ホー 
 
空に雲に おどろう楽しいポーレ 
チケ 
声や音が重なり合う響きを感じ取って、演奏した 
り聴いたりすることができるようにする 
強弱や速さを変えることで曲の雰囲気が変わるこ 
とを知り、歌詞の内容を考えながら、演奏の仕方 
を工夫することができるようにする 
	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材名 自分たちの越天楽今様 
をつくろう 
 
越天楽今様 	   	   自分たちの身近にある自然をイメージし、音に表 
し、表現の工夫をする 	   	   	  
 
2009 年 3
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材名 二部合唱ワールドへよう 
こそ 
おどろうたのしい 
ポーレチケ 
 
パレード  ホッホ
ー 
 
空に雲に 声だけで音の重なりを作ることができるというこ 
とに喜びを感じる 
３曲の合唱曲に挑戦する中で、はじめよりのだん 
だん上手になってきたことを自分自身で感じ取る 	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2009 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  ソーラン節 	   	   	    民謡曲名あてクイズ ソーラン節のふしの特徴を感じ取り、曲の由来や 
発祥について知る 
 
ソーラン節を演奏する 	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2009 年 5
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 音楽のやりとりであそぼ 
うよ 
 
わらべうた 	   	  
わらべ歌特有の旋律の流れを感じ取ったり、音 
楽の仕組みを見つけたりして、その曲のよさやお 
もしろさを充分に味わう 
音楽の仕組みを使って自分たちの音楽を楽しい 
ものにするかんたんな旋律作りを行う 
	   簡単な音楽作りを楽しんだり、黒鍵を使った旋律 の流れを感じ取ったりして音楽の仕組みが生み出 
すよさとそのおもしろさに気づくようにする 
	    3  題材名 ひとりとみんなの音楽を 
きこう 
ホルン協奏曲第 
１番第１楽章 	   	  
 
ひとりとみんなの協奏による響きの対照を楽しむ 音楽をきいて、ホルンの音色に親しむとともに、 
主な旋律とその反復、変化を感じ取る 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2009 年 6
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
資料 1-101 
 
 
 
	    2  題材 音楽のやりとりであそぼ 
うよ 
 
とおりゃんせ 
 
すずめすずめ 	  
鑑賞曲から「問いと答え」の仕組みを見つけ、友 
達と旋律を組み合わせて旋律だけの「問いと答 
え」の仕組みを使った音楽を作る 
	   	   	  
	    3  題材名 ひとりとみんなの音楽を 
きこう 
ホルン協奏曲第 
１番第１楽章 	   	  
ひとりとみんなの響きを感じ取るとともに戦慄に 
親しむ 
ひとりとみんなの協奏による響きの対照の美しさ 
を感じ取る 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材名  日本の音楽を味わおう  子もり歌  日本のふしづくり 	   「子もり歌」を演奏し、陽音階と陰音階の違いを 感じ取る 日本の昔話にあったふしをつくり、リコーダーや和 楽器などで演奏する つくったふしがより昔話の場面を想像させる ように、グループで合奏の仕方を工夫する 	  
	    6 	   アルトリコーダーとも仲 
良くしよう 	   	   	   	   	   	   	  
 
2009 年 7
月 
 
1 	    想像を膨らませて かみなりといなず 
ま 	   	  
楽器の音と稲妻や雷の様子を結びつけながら、 
楽曲を味わう 
楽曲の構成に気づいて、大太鼓、小太鼓、シンバ 
ルの演奏を感じ取る 
自分なりに想像した場面に合った音色を探し 
て演奏する 
 
既習のリズム以外のリズムを加えて演奏する 
	    2  題材 音楽のやりとりであそぼ うよ 
 
中国の踊り 	   	   鑑賞曲を数回聴き、旋律をもとに「問いと答え」 の仕組みをみつける 	   	   	  
	    3  題材名 ひとりとみんなの音楽を きこう ホルン協奏曲第 １番第１楽章 	   	   	   	   	   	  
	    4 	    生き生き表現  さくらさくら  とんび  まきばの朝 	   	   	   	  
	    5  題材  日本のふしづくり 	   	   	   日本の音楽には西洋の音楽とは違う特徴がある 
ことを感じ取り、そのよさを味わう 
日本の昔話にあったふしをつくり、つくったふしを 
演奏し、さらに深くそのよさを味わう 	   	  
	    6  題材名 繰り返しの中の変化を聞 き取ろう 
 
ボレロ 	   	   繰り返しの変化や始めから終わりへかけての盛 り上がりを意識して聞き味わう 	   	   	  
 
2009 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材名 歌と楽器の響きを合わ せよう 
 
いろんな木の実 	   	    曲にのってリズム伴奏しながら明るい声で歌う 	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 
音楽の特徴を感じ取って 
歌おう  ～「ゴスペル」の 
響きにチャレンジ～ 
天使にラブソング 
を… 
 
こげよマイケル 	   鑑賞を通して、教材曲からゴスペルの特徴を聞 
き取り感じ取る 
聞き取り感じ取ったことをもとに。思いをもって仲 
間と表現する 
 
様々な諸外国への関心を高める 自分の思いを表現することの楽しさを今後の音楽 
表現への意欲へとつなげる 
 
2009 年 9
月 
 
1 
 
題材 おんがくにあわせてあそ 
ぼう 
せいじゃのこうし 
ん 
 
たぬきのたいこ 	   ２拍子・３拍子と拍子が変わると曲の感じが変わ 
ることを感じ取る 
身体表現を通して、拍の流れを感じ取ることがで 
きる 	   	  
	    2  題材  ぷっかりくじら 	   	   	    階名唱に親しみ、拍の流れにのって演奏する力  長調の音高感を感じる力  階名唱をする力  鍵盤楽器に親しみ、簡単な旋律を演奏する力 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材名 歌と楽器のひびきを合わ 
せよう 
 
とんび 	   	   歌詞の内容を想像して歌い方の工夫したりリ 
コーダーの音色との響きを感じ取ったりする 	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 
音楽の特徴を感じ取って 
歌おう  ～「ゴスペル」の 
響きにチャレンジ～ 
	   	   	    アメリカの文化について知る  ゴスペルを感じ取る 	   	  
 
2009 年 10
月 
 
1 
 
題材 
いいおとみつけてあそぼ 
う どとそのおとをふきま 
しょう 
 
ばすばすはしる どんぐりさんのお 
うち 
	   楽器の構え方、持ち方、息の吹き込み方を覚 
え、その音色に親しんでいきます 
鍵盤ハーモニカの音の出し方をを覚え、音色に親 
しむことができる 
ドとソの音を使って歌に続けてリズム奏をす 
ることができる 
	  
資料 1-102 
 
 
 
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
 
4 
 
 
 
題材名 
 
 
ふしの感じの違いを聴き 
くらべましょう 
 
 
 
あいのあいさつ 
 
 
 
ピチカートポルカ 
	    それぞれの曲を聴いて、感想や旋律の特長につ 
いて話し合ったり、旋律の特徴にあう身体表現を 
工夫したりする活動を通して、滑らかな感じと歯 
切れのよい感じという２曲の旋律の違いを感じ取 
ることができる 
	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 
音楽の特徴を感じ取って 
歌おう  ～「ゴスペル」の 
響きにチャレンジ～ 
	   	   	    ゴスペルを歌って表現の工夫をする 	   	   	  
 
2009 年 11
月 
 
1 
 
題材 様子をおもいうかべてう 
たおう 
 
きらきらぼし はる なつ あき 
ふゆ 
	   楽曲の気分を感じ取って、歌詞の表す様子を思 
いうかべながら楽しく歌うことができるようにする 
場面の様子を思いうかべながら、楽しく歌おうとす 
ることができる 
楽曲の気分を感じ取り、場面の様子を思いう 
かべながら、その様子が分かるような歌い方 
の工夫をして歌うことができる 
	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
4 
 
 
題材名 
 
曲の気分をかんじとろう 
「つるぎのまい」 
 
 
つるぎのまい 
	   	   情景を想像しながら聴いたり、感想や気づいたこ 
とを話し合ったりする活動を通して曲の構成を理 
解したり、曲の気分に合う身体表現を工夫したり 
することができる 
	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 
音楽の特徴を感じ取って 
歌おう  ～「ゴスペル」の 
響きにチャレンジ～ 
	   	   	    グループ発表  他の国の音楽 	   	  
 
2009 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2010 年 1
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  ちびっこカウボーイ 	   	   	  
音楽を形作っている要素を明確に変更した比較 
鑑賞を行い、子ども達の考える手立てや道筋を 
示す 
 
感受したことをもとに、歌唱に表す 歌いたい曲のイメージを子ども達のことばや 
会話、意見交換によって導く 
子ども達の考えたことを最大限生かし、活動（歌唱 
表現）に入っていく 
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
資料 1-103 
 
 
 
	     
5 
 
 
単元名 
 
世界はひとつ  ～世界
の 
	   	   	   世界の音楽や食べ物を調べ活動を通して、世界 	   	   	  
には自分たちとは違う文化があることを知り、そ 
仲間と手をつなごう～ の違いを認めながら、同じ人間としてともに助け 
合おうとする心情や態度を育てる 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2010 年 2
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材 ミシシッピ組曲から「ハッ 	   	   	    想像豊かに味わいながら鑑賞する 音楽を特徴付けている要素を考えながら、鑑賞を 	   	  
クルベリー  フィン」 する 
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材名 重なり合う音の美しさを  それは地球 	   	   和音の響きや変化を感じとって合唱したり聴いた 環境や暮らしを守るために、思いや考えを歌で伝 	   	  
味わおう りする えることができる 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2010 年 3
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材名  曲想を感じ取ろう  秋にさよなら 	   	   曲想を感じ取って、想像豊かにきいたり表情豊 曲想や歌詞の内容を生かして、表現の仕方を工 	   	  
かに表現したりできるようにする 夫することができるようにする 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2010 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   題材の設定なし  (指導  ドレミのうた  ぷっかりくじら 	   階名で模唱したり、暗唱したりする活動を通し 	   	   	  
計画全体案) て、階名に親しみ音程感覚を養う 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2010 年 5
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  ペアで「せいじゃの行進」  せいじゃの行進 	   	   楽曲の感じをとらえようとしながら、進んできいた 楽曲の感じをとらえて、曲想にあった歌い方や演 リズムや速さ等を意識しながら、拍の流れに 楽曲の感じをとらえて、リズムや旋律、楽器の音 
り、表現したりしようとしている 奏の仕方を工夫している のって歌ったり、楽器を演奏したりしている 色や特徴を感じ取って聴く 
	    4  題材  おはやしにチャレンジ！  ソーラン節  おどれサンバ 	  
いろいろな国のお祭りの音楽や、民謡の特徴や 
よさを感じ取りながら、楽しく表現できるようにす 
る 
グループ学習をすることで、仲間と心を合わせて 
演奏する個々とよさを感じるようにする 
	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
資料 1-104 
 
 
 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2010 年 6
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   町たんけんの音楽をつく ろう 	   	   	   自分の実体験をもとにし、同じイメージをもつ友 達と友に音楽作りをすることで、創作に楽しむ 自分のイメージにあう音とリズムを組み合わせて 音楽を作る 	   	  
	    3  題材  物語の音楽を楽しもう 	   	   	   お話と音楽をきいて様子を想像しながら、いろい 
ろな楽器で演奏されている音楽の楽しさを味わう 
 
曲想とその変化を感じ取ってきく 音楽を形作っている要素の係わり合いを感じ 
取り、楽曲の構造に気をつけて聴く 
楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことをこと 
ばに表すなどして、楽曲の特徴や演奏のよさに気 
づく 
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   変奏曲の音の面白さを 
味わおう 
カプリース２４番 
イ短調（パガニー 
ニ） 
	   	    変奏曲について知る  パガニーニの超絶技巧テクニックについて知る 	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2010 年 7
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   おもちゃまつりのオープ ニングテーマをつくろう 	   	   	   身の回りの音を用いて反復や問いと答えなど音 楽の仕組みを生かした音楽作りをする 反復と問いと答えを取り入れて工夫して音楽作り をしている 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2010 年 8
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  テーマ  越天楽今様って何？ 	   	   	   越天楽の今様は七五調であることに気づき、よ り親しみをもって演奏することができるようにする 	   	   	  
 
2010 年 9
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	    音で遊ぼう 	   	   	    イメージしたかえるにあった演奏を工夫させる 	   	   	  
	    3  題材 
いろいろな音のかさなり 
を楽しみながらえんそう 
しよう 
 
あの雲のように 	   	   声や楽器が重なり合う響きを感じ取って演奏す 
ることを楽しむ 
互いの楽器の音を聞きあいながら、音の組み合 
わせを工夫することができる 
	   	  
	    4  題材 
音や声をひびき合わせ 
て音楽表現を工夫して 
みよう 
 
みんなともだち 	   	   声や音が重なり合う響きを感じとって、楽曲を聴 
いたり、演奏したりすることができるようにする 
互いの声や音を聞きながら、思いを持って演奏の 
しかたを工夫することができるようにする 
	   	  
	    5 	   英語で歌ってみません 
か 
 
ゆかいなまきば 
 
きらきらぼし 
 
大きなくりの木下で 
 
音楽が苦手、歌が苦手な子どもも活かせる レパートリーは繰り返して使うことで学校の財産 
にする 	   	  
資料 1-105 
 
 
 
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2010 年 10
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  いいおと見つけて 	   	   	   身近な楽器の音に耳を傾け、音の出し方を工夫 おろいろな打楽器の中から好きな音を見つけて 皮・木・金属を使った楽器の音の響きの違い 気に入った音を使い、拍の流れを感じ取ってリズ 
して音色や響きの違いに気づくようにする 音の出し方を工夫する に気をつけて聞きながら、音探しをする ムフレーズを打つ 
	    3  題材 音のかさなりをかんじな  パフ 	   	   楽器が重なり合う響きを感じ取って演奏すること 重なり合う音の美しさを感じ取って、演奏の仕方 	   	  
がら合奏しよう ができるようにする を工夫することができるようにする 
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2010 年 11
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   パンプキンコンサートを 
ひらこう 
 
カボチャ 	   	    曲の感じをとらえて歌ったりリズム打ちをする 
様々な色や形のカボチャから自分が作りたいカボ 
チャをイメージし、音探しした楽器の音を使って試 
す 
いろいろな音の出し方や組み合わせを工夫し 
て表現する 
音色の違いを活かし、音の組み合わせを工夫して 
演奏を楽しむ 
	    3  題材  お祭りの音楽をつくろう 	   	   	   祭囃子の旋律をリコーダーで即興的につくること 反復、変化、問いと答えなどの音楽の仕組みを活 	   	  
がｄきるようにする かして祭囃子をつくることができるようにする 
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2010 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2011 年 1
月 
 
1 
 
題材名 いい音さがして・ようすを 
おもいうかべて 
 
夕やけこやけ おむすび ころり 
ん 
	   歌詞の表す情景を思い浮かべて、表情豊かに歌 
うことができる 
１～４番と５～８番のイメージのちがいを感じ取っ 
て、歌ったり、効果音を工夫したりすることができ 
る 
	   	  
	    2  題材名  みんなで合わせよう  チャチャマンボ 	   	   互いの楽器の音を聞いて、リズムをそろえて合 歌詞唱やリズム伴奏、鍵盤ハーモニカで旋律演 	   	  
奏しよう 奏 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
資料 1-106 
 
 
 
 
2011 年 2
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名  世界の遊び歌を楽しもう  すうじのうた  なべなべそこぬけ  ロンドンばし  世界の遊び歌に親しみ、興味を持つ 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2011 年 3
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名  どんなようすかな  汽車は走る  そりすべり  こぎつね 情景やお話を想像しながら聴いたり、表現を工 
夫して楽しむ 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2011 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   音への感度を高める 
～ 基礎練習の模索より～ 	   	   	  
 
指五線にふれながら位置確認 
 
五線譜表を指しながら発声 
 
ピアノの音をあてっこする 
 
確かめのミニ階名唱練習 
	    4  題材  楽譜を読もう  歌のにじ 	   	    模範 CD を聴いて歌う、演奏する  旋律をつくる  歌とリコーダーであわせる  発表会 
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2011 年 5
月 
 
1 
 
題材 
 
いい音さがして 	   	   	    身近なもので多様な音が出ることに気づかせる 音のイメージと音色を関係付けて、拍の流れを感 
じてリズム奏ができるようにする 
鍵盤ハーモニカの扱い方について理解できる 
ようにする 
鍵盤ハーモニカをつかって、車のイメージをもとに 
音作りをさせる(息づかいによる強弱の工夫や、音 
の長短の工夫 
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材 
いろいろな音の重なりを 
楽しみながらえんそうし 
ましょう 
 
あの雲のように 	   	   ２部合唱・合奏で重なり合う「音」を聴き合い、そ 
れを楽しむ 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2011 年 6
月 
 
1 
 
題材名 がっこうのおとをおんがく 
であらわそう 	   	   	  
身の回りの音を楽器で音楽にしてあらわすこと 
に関心をもち、進んで活動できる 
自分の表したいイメージと音楽の要素とを結びつ 
けて、音楽をつくることができる 	   	  
資料 1-107 
 
 
 
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材 音をきき合ってあわせよ 
う 
 
パフ 	   	    音の重なりを感じながら合奏する 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2011 年 7
月 
 
1 
 
題材 
 
ようすをおもいうかべて 
 
きらきらぼし 
 
はるなつあきふゆ 	   歌詞の表す様子と歌い方を結びつけて、強弱や 速さを工夫して表現する 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  曲の気分を感じ取ろう 友だちシンドバッ ト 	   	   強弱等の簡単な表現を工夫して自分たちの表現 を作りあげていく 	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
 
2011 年 8
月 
 
 
1 
	   音遊びアラカルト 
～強弱を意識して～ ピ
アノなしですぐできちゃ う
音楽遊び 
 
 
大きなたいこ 
 
 
大きな畑 
	     
動作や声の大きさを変化させてあそぶ 
 
小さな畑から大きな花家まで、畑の大きさや種を 
撒く身振り、花が咲く様子などを大きさを変化させ 
ながら歌う 
	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2011 年 9
月 
 
1 
 
題材 
 
ようすをおもいうかべよう はるなつあきふ 
ゆ 	   	  
身体表現を効果的に歌うこと、豊かな歌唱表現 
との関連を実感 	   	   	  
	    2  題材 
「グ・チョキ・パ」で音楽を 
つくろう  ～ボイスアン
サ ンブルに挑戦！～ 
	   	   	   つなぎかたを工夫してグループの「グ・チョキ・ 
パ」をつくる 
 
「反復」と「問いと答え」の仕組みを感じ取る 
 
「反復」の仕組みを使って音楽を作る 	  
	     
3 
 
 
題材名 
 
 
楽譜を読んで楽しもう 
	   	   	   五線譜上の音符の位置と階名を確認しながら、 
音程やリズムに気をつけて階名で視唱する活動 
を通して、ハ長調の楽譜に親しみ、読譜になれる 
ようにする 
	   	   	  
	    4  題材 鳥をテーマにした音づく り 	   	   	  
 
音遊び体験活動 
 
鳥をテーマにした音楽を作る 
 
つくった音楽の発表会をする 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  問いと答えはおもしろい  あんたがたどこさ  くるみ割り人形 	   音楽の仕組みの特に「問いと答え」に着目して学 
ぶ 	   	   	  
 
2011 年 10
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
資料 1-108 
 
 
 
	    2 	    わらべうたであそぼう なべなべそこぬ 
け 
 
たこ入道 
 
あひるの子 いろいろなわらべ歌を楽しみオリジナルの絵描き 
歌をつくる 	   	   	  
	     
 
3 
 
 
 
題材名 
 
 
リコーダーとなかよしに 
なろう 
	   	   	   リコーダーの音色に気をつけて聴いたり、簡単な 
楽曲の演奏やふしづくりをしたりする活動を通し 
て、リコーダーに親しみながら基本的な演奏の 
仕方や視奏力を身につけるとともに、息づかいを 
工夫して音色に気をつけて演奏する能力を育て 
る 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  合いの手って不思議  さんぽ  ソーラン節  タイプライター 
「旋律・フレーズ」を学ぶため、「合いの手」に着 
目し、旋律をつないだり装飾して曲全体をおもし 
ろくしていることに気づく 
	   	   	  
 
2011 年 11
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	    重なる音色の美しさ 	   	   	  
多様な演奏形態の音楽に親しみ、音色の異なっ 
た様々な楽器や声が関わりあったりとけあったり 
して生まれる多彩な響きを感じ取ってきく 
	   	   	  
 
2011 年 12
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2012 年 1
月 
 
1 	  
思いをもって演奏活動に 
取り組むための言語活 
動の充実 
 
きらきらぼし 	   	   	   	   	   	  
	    2 	    言語活動の充実 	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材名 楽器の音色や曲の流れ 
をとらえてきこう 
「アルルの女」か 
らメヌエット 
 
ファランドール 	    楽器の音色を味わい、曲想を感じ取って聞く 旋律の変化や重なりをとらえ、楽曲のよさやおも 
しろさを感じ取って聞く 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
資料 1-109 
 
 
 
	     
6 
	   	     
越天楽今様 
 
 
トロレグサ 
	   「越天楽今様」を歌ったり、「越天楽」を鑑賞した 
りして、曲の特徴を感じ取り、構成要素について 
理解しながら、自分たちでオスティナートなどの 
簡単な工夫をする 
	   	   	  
 
2012 年 2
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材名  音楽を楽しもう  タイプライター 	   	   今までに学習してきたことを活かして、音楽を表 
現する楽しさや聴く喜びを味わうことができる 
旋律の音の動きや音楽の仕組み（問いと答え）の 
かかわり合いを感じ取り、楽曲の構造に気をつけ 
てきくことができる 
	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2012 年 3
月 
 
1 
 
題材名 ボイス・アンサンブルで 
学級の歌を作ろう 	   	   	   一人ひとりのよさや学級のよさに気づき、皆で学 級のうたをつくる 	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材名  音楽を楽しもう シンコペーテッド・ 
クロック 	   	  
今までに学習してきたことを生かして、音楽を表 
現する楽しさや聴く喜びを味わうことができる 
旋律の音の動きや音楽の仕組み（変化）を聴き取 
り、楽曲のよさを味わって聴くことができる 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2012 年 4
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
6 
 
 
題材名 
 
 
日本の音楽に親しもう 
 
 
春の海 
 
 
かぞえうた 
	   筝の曲を鑑賞したり演奏したりする活動を通し 
て、日本の伝統音楽の雰囲気や特徴を感じ取り 
味わうとともに、日本の伝統文化のよさに気づ 
き、大切にしようとする態度を育てる 
 
筝の音色や音域・演奏の仕方による音色の変化 
等を生かした表現方法を身につける 
 
 
筝の曲の演奏を体験させる 
	  
 
2012 年 5
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名  虫のこえをつくろう 	   	   	    擬声語のおもしろさを味わって「虫の声」を歌う 歌詞の表す気分の違いに気づき、虫の鳴き声や 「ああおもしろい」の歌い方を工夫する オリジナルの虫の声をつくり、打楽器で表現 する 虫の声に合う音の出し方を工夫し、つくった音で呼 びかけたり答えたりする 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  単元  ８分の６拍子  星笛 思い出のアルバ ム 
 
やさしい風に 拍子が持つ音楽の特徴やよさを感じ・考え・深め 
る 	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    6  題材  日本の音楽に親しもう  春の海 	   	   日本の音楽に関心を持ち、筝の演奏に主体的に 
取り組もうとしている 
奏法による音色の変化を感じ取りながら曲にあっ 
た演奏の仕方を工夫している 
 
筝の特徴を生かして、演奏することができる 	  
 
2012 年 6
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名 
音のスケッチ～いい音み 
つけて！ 「ようこそ絵本 
のせかいへ」 
 
山のポルカ 
 
山の音楽家 ３じのおちゃにきてく 
ださい 
身の回りの音や楽器の音色に関心をもち、それ 
らの様々な特徴を生かして音遊びをする 
絵本の世界から広がったイメージにあわせて、楽 
器を選び、音の特徴や仕組みを生かし、思いを 
もって音楽をつくる 
	   	  
	    3  題材名 音の重なりをかんじとろ 
う 
「アルルの女」 
かね 
	   	   旋律が重なり合う響きを感じ取りながら、思いや 意図を持って表現したり想像豊かに聞いたりす 
ることができるようにする 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  日本の音楽に親しもう  さくらさくら 	   	   一番と二番の旋律の違いを意識しながら表現の 
仕方を工夫する 	   	   	  
 
2012 年 7
月 
 
1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名 
音のスケッチ～いい音み 
つけて！ 「ようこそ絵本 
のせかいへ」 
 
山のポルカ 
 
山の音楽家 ３じのおちゃにきてく 
ださい 
イメージに合う楽器で、お気に入りの場面の音の 
出し方を工夫する 
	   	   	  
	    3  教材曲  鹿児島おはら節 	   	   	  
郷土の音楽の雰囲気や翌朝を感じ取りながら伝 
統音楽に親しみ、間奏になるおはやしの旋律や 
リズム伴奏をつくって演奏を楽しむ 
	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  単元 
郷土の音楽のよさを知ろ 
う 
～阿波踊りプロジェクト 
～ 
	   	   	    郷土の音楽のよさを味わい、学習を深める 	   	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2012 年 8
月 
 
1 	    ICT の活用 	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	    愛唱歌でかかわろう  BELIEVE  赤いやねの家 	   歌詞の内容や曲想を生かした演奏に主体的に 
取り組もうとしている 
歌詞の内容や曲想を生かした表現を目指して歌 
い方を工夫している 
 
語感や旋律の特徴を生かしながら歌っている 	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2012 年 9
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材名 動物の様子を思いうか 
べて聴こう 
「動物の謝肉祭」 
より  カンガル
ー 
 
白鳥 
 
象 
 
曲想を感じ取り、弦楽器やピアノの音色に親しむ 楽曲を形作っている要素に着目し、楽曲の特徴 
や演奏のよさを感じ取って聴く 	   	  
	    4 	    拍の流れにのって  エーデルワイス  風のメロディー  あわてんぼうの歌 ３拍子、６拍子、２拍子にのったり感じたりしなが らうつくしい音色で歌ったり、アンサンブルしよう 	   	   	  
	    5  	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    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2012 年 10
月 
 
1 
 
題材 いろいろな おとに した 
しもう 
 
おとあそび 	   	    イメージを生かした音づくりと音楽作りの導入  様子を音で表現する合奏 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材名 リズムに乗って楽しく歌 
おう 
まほうのチャチャ 
チャ 	   	  
歌詞やリズムのおもしろさを感じ取り、身体表現 
しながら楽しく歌う 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2012 年 11
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	    響きあう教室をめざして  たき火  雪  通学路 友達と声や楽器の音の響きをあわせてお話をす 
るように演奏する 	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
 
2012 年 12
月 
 
 
1 
 
 
題材名 
 
いろいろな おとに した 
しもう 
 
シンコペーテッド・ 
クロック 
 
 
おとあそび 
 
 
きらきらぼし 
いろいろな音に対する興味・関心をもち、楽曲を 
特徴付けている楽器の音色を暗示とって聞いた 
り、音の出し方を工夫して様子に合う音色を探し 
て演奏したりする 
	   	   	  
	    2  題材名 
ようすをおもいうかべな 
がら きいたりうたった
り しよう 
 
おどるこねこ 
 
はるなつあきふゆ 	   音楽を形作っている要素「速度」を聴きとり、それ 
らの働きが生み出すよさやおもしろさを感じとる 
	   	   	  
	    2  題材名 はくのまとまりをかんじと 
ろう 
 
はしの上で 
 
たぬきのたいこ 
 
アラベスク 
 
２拍子と３拍子の拍感の違いを感じ取る 	   	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
4 
 
 
題材 
 
歌い方を工夫して、皆で 
山男の感動を歌おう 
 
 
坊がつる讃歌 
	   	   「坊がつる讃歌」にこめられた山男の感動を「歌 
詞の意味」「旋律の動き」「強調したい部分」とつ 
なげてとらえ、歌い方を工夫して表現することが 
できる 
	   	   	  
	    5  題材名  楽譜を読もう  赤いやねの家 	   	   歌詞からイメージをつかませ、階名唱ができるよ 
うにし、その後、歌詞奏させる 	   	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
 
 
2013 年 1
月 
 
 
 
1 
 
 
 
題材 
 
 
いろいろな おとに した 
しもう 
	   	   	    打楽器の様々な演奏の仕方を体験させ、いろい 
ろな音に対する興味や関心を育てながら、音色 
の特徴を感じ取って聴く力や音色の特長につい 
て感じ取ったことをもとに表現の仕方を工夫する 
力を身につける 
 
 
音の出し方を工夫して場面の様子に合う音を探し 
て演奏することができる。 
	   	  
	    2  題材名 はくにのって リズムをう 
とう 
 
この空とぼう いるかはざんぶら 
こ 
 
山のポルカ ２拍子・３拍子を感じながらリズム伴奏をしたり、 
拍の流れにのって歌ったりする 
 
リズム伴奏の楽器選びの工夫 歌詞の持つイメージで楽器の音色に目を向 
けることができる 	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    3 	   列車のたびをあらわす 
音楽を作ろう 
 
国際急行列車 	   	   楽曲の様子の移り変わりを楽器の音色から想像 
する 
思い描くたびを設計図にあらわし、グループごと 
に音楽をつくる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    
5 
 
題材名 
 
音を重ねて演奏しよう 
 
いつでもあの海 
は 
 
リボンのおどり 
	   合唱や合奏を通して音の重なりへの関心を高 
め、他のパートとともに音の重なりを正しく再現し 
たり、バランスを考えて演奏したりする 
	   	   	  
	    6  	   	   	   	   	   	   	   	  
 
 
 
2013 年 2
月 
 
 
 
1 
 
 
 
題材 
 
 
いろいろな おとに した 
しもう 
	   	   	    すずやトライアングルの音色の特徴を聞き取り、 
それらの働きが生み出すよさやおもしろさ等を感 
じ取りながら、音の出し方をいろいろとためし、場 
面の様子に合った音を出す工夫をすることがで 
きる 
	   	   	  
	    2  題材 
鑑賞で得た楽曲のよさを 
歌唱表現の工夫に活か 
す 
人形のゆめと目 
ざめ 
 
海とおひさま 	   楽曲の気分を感じ取りながら、想像豊かに聴い 
たり思いをもって表現したりすることができる 
	   	   	  
	    3  題材 音楽で表そう！絵本の 
世界 
雨、あめ（ピー 
ター・スピアー） 	   	  
 
絵本の情景を想像し、表す 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
 
2013 年 3
月 
 
1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  単元 詩と音楽を味わおう、わ が国の伝統音楽 
 
蛇谷 	   	   詩と音楽が一体となって生み出される日本の歌 曲の美しさを味わう 歌詞や曲想を活かした表現の仕方を工夫しなが ら、思いや意図を持って演奏する 	   	  
 
2013 年 4
月 
 
1 
 
歌唱教材 
 
うたさがし 
 
ぞうさん 
 
こぶたぬきつねこ 
 
ことりのうた 
入学して間もない子ども達の心を開放し、音楽を 
全身で楽しみながら、表現できる子どもを育てる 
とともに、友達作りの第一歩となる 
	   	   	  
	    2  歌唱教材 	    かくれんぼ  小犬のビンゴ 	   遊びの要素を活かし、友達や先生とかかわりな 
がらリズムにのって楽しく歌う活動を体験させる 	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    春の小川 	   	   自分のよさ、仲間のよさを見つけ、認め合ったり 
する「社会的スキル」をも向上させる 	   	   	  
	    4  歌唱教材 	    さくらさくら 	   	  
ゆったりとした「さくらさくら」の旋律の特徴を捉 
え、フレーズのまとまりを感じ取り、旋律や楽曲 
構成の特徴を意識して歌う 
	   	   	  
	    5  歌唱教材 	    こいのぼり 	   	   日本の季節や文化が学べるうたで、大空を力強 
く泳ぐこいのぼりの様子を高らかに歌い上げる 	   	   	  
	     
6 
 
 
歌唱教材 
	     
おぼろ月夜 
	   	   文語体で書かれた詩を教科書の挿絵や準備し 
た写真等を参考に歌詞全体の大意をつかみ、歌 
詞に描かれている情景を思いうかべながら気持 
ちよく歌い上げることができる 
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2013 年 5
月 
 
1 
 
歌唱教材 	    ひらいたひらいた 	   	  
子ども達にとっていつでもどこでも歌える愛唱歌 
とするとともに、日本の歌のよさを感じ取られる 
ようにする 
	   	   	  
	    2  歌唱教材 	   かえるのがっしょ 
う 
	   	   低学年のうちに、声で・目で・耳で・身体で、繰り 返し「ドレミ」（階名）に親しむ活動を通して音程感 
を身につける 
	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    茶つみ 	   	   音楽の授業を通して学びを共有したり意図的に 
友達とふれあったりできる工夫 
 
集中力を促し、難しいことばに親しむ 	   	  
	    4  歌唱教材 	    とんび 	   	  
「とんび」の歌詞に興味をもち情景やなめらかな 
旋律の特徴をとらえ「ピンヨロー」の反復部分の 
強弱を工夫して歌えるようにする 
	   	   	  
	    5  歌唱教材 	    こげよマイケル 	   	   「皆と歌うと、こんなに楽しいよ！」と感じさせてく 
れるア・カペラの曲で、みんなでハモる 	   	   	  
	    6  鑑賞教材 	   ハンガリー舞曲 第５番 	   	   演奏者による速度や強弱の違い、旋律の特徴 や速度や、強弱の変化を感じ取って聴く 	   	   	  
 
2013 年 6
月 
 
1 
 
歌唱教材 	    かたつむり 	   	  
子どもの気づきをもとにした強弱や速度の学習 
に加え、拍の流れとリズムについて身近な楽器 
を演奏しながら楽しく学ぶ 
	   	   	  
	    2 歌唱・器 
楽教材 
	    かっこう 	   	  
ド～ソの５音からなり、運指も分かりやすく鍵盤 
ハーモニカの学習に於いて子ども達に「でき 
た！」という達成感を十分に味わわせる 
	   	   	  
	    3  器楽教材  リコーダーの導入 	   	   	  
初めてのリコーダーで子ども達が失敗しないこと 
を大切にし、「ペア学習」の形態を定着させ、音 
楽作りもちょっぴり楽しむ 
	   	   	  
	    4  器楽教材 	    オーラリー 	   	  
リコーダーの音色のよさを確かめながら、サミン 
グを覚え、息の強さやタンギングに気をつけてき 
れいな音色で演奏する 
 
リコーダーの楽しみや喜びを感じる 	   	  
	    5  鑑賞教材 	    マンボ No.5 	   	   楽器の音色や独特なリズムを感じ取りながら、 
身体全体で音楽を楽しむ 
 
掛け声やうたの特徴的な、マンボの世界にひたる 	   	  
	    6  歌唱教材 	    われは海の子 	   	  
海辺で生まれ、溢れる自然の中でたくましく育っ 
た子どもの心情を歌った曲を、付点のリズムを感 
じながら、すがすがしい気持ちで歌い上げる 
	   	   	  
 
2013 年 7
月 
 
1 
 
歌唱教材 	    うみ 	   	  
初めて学習する３拍子のゆったりゆれるような拍 
子感を味わい、海に対するイメージや思いや憧 
れを歌い方の工夫につなげられる 
	   	   	  
	    2  鑑賞教材 	    トルコ行進曲 	   	  
旋律の反復、強弱、楽器の音色等を低学年でも 
分かりやすく、聞く視点を明確にし、いろいろな発 
見をしたり、感じ取らせ楽しく鑑賞する 
	   	   	  
	    3  鑑賞教材 	    メヌエット 	   	  
友達と互いに関わりあいながらどのように曲の 
聴き方を深めていくか、身体表現の方法も含め 
て考える 
	   	   	  
	    4  歌唱教材 	    まきばの朝 	   	   歌詞に興味を持ち、時間の経過で歌詞の様子が 
変化していく楽しさを味わう 
ことばの美しさと旋律の音の動きに着目し、フ 
レーズのまとまりを意識して歌える 	   	  
	    5  鑑賞教材 	    威風堂々第１番 	   	   曲の構成、曲想の変化、和音の移り変わりをポ イントに聞く 	   	   	  
	    6  鑑賞教材 	    箱根八里  花 	  
滝廉太郎の歌曲のうち、同じタッカのリズムをつ 
かった曲想の異なる楽曲を聴き比べ、日本歌曲 
を楽しむ 
	   	   	  
 
2013 年 8
月 
 
1 
 
歌唱教材 	    ぶんぶんぶん 	   	    拍とリズムを指導の重点にして楽しく学習する 	   	   	  
	    2  鑑賞教材 	   シンコペーテッド 
クロック 	   	  
ウッドブロックのリズムや、音色に親しみながら 
聞く 	   	   	  
	    3  鑑賞教材 	   トランペット吹き 
の休日 
	   	   トランペットの音色にふれながら実際に旋律を鍵 
盤ハーモニカで演奏する 
個の時間・友達と関わる時間を両方保証し、意見 
を聞きあう場面や関わりあって音を出す活動を交 
える 
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    4  鑑賞教材 	    バディネリ  クラリネットポルカ 	  
着目する要素を意識し指や身体を動かして、木 
管楽器の音色の美しさや音の特徴を感じ取って 
聴く 
	   	   	  
	     
5 
 
鑑賞・歌 
唱教材 
	     
待ちぼうけ 
 
 
赤とんぼ 
	   ことばの抑揚と旋律の流れの深い関係がある山 
田耕作の歌曲を通して、日本語の持つことばの 
感じに注目し、日本語の美しさを大切にし、歌詞 
の内容をしっかりおさえる 
	   	   	  
	    6  器楽教材 	   コンドルは飛んで 
いく 
	   	   印象深いケーナの哀愁を帯びた音色と赤土の 大地や山々の上を悠々と飛んでいるコンドルを 
想像しながら合奏する 
	   	   	  
 
2013 年 9
月 
 
1 
 
器楽教材 
 
鍵盤ハーモニカの導入 	   	   	  
旋律を表現できる初めての楽器の基本的な演奏 
の仕方を見につけ演奏の楽しさを感じられるよう 
にする 
鍵盤楽器の経験のない子どもにも安心感を持た 
せる 
	   	  
	    2  歌唱教材 	    虫の声 	   	   いろいろな虫の鳴き声の表現を楽しみ、友達と 
関わりあいながら、歌ったり音遊びをしたりする 	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    うさぎ 	   	  
曲のもつ雰囲気や日本古謡としての響きを体感 
できるよう、歌唱活動以外に音楽作りとリンクさ 
せる 
	   	   	  
	    4  器楽教材 	    エーデルワイス 	   	  
３拍子の拍の流れの中で、旋律の特徴やまとま 
りを意識して滑らかに歌ったり、リコーダーを演 
奏する 
	   	   	  
	    5  歌唱教材 	    子もり歌 	   	  
地域に根付いた特徴ある日本の音楽の中で、子 
守唄もさまざまな地方で生まれ、受け継がれて 
いることを知る 
	   	   	  
	    6  鑑賞教材 	   管弦楽組曲「惑 
星」から木星 
	   	   三部形式で構成され、旋律・拍子・速度がそれぞ れに変化するので、その特徴とともに全体の形 
式をとらえる 
	   	   	  
 
2013 年 10
月 
 
1 
 
歌唱教材 	    日の丸 	   	    フレーズのまとまりから強弱や歌声を工夫する。 	   	   	  
	    2 音楽づく 
り 
 
おはやしづくり 	   	   	   簡単なリズムを組み合わせ、音楽の仕組み(反 
復・問い・答え)を生かしながらおはやしをつくる。 	   	   	  
	    3  鑑賞教材  祇園囃子 	   	   	   我が国の音楽について興味を持ち、特徴を感じ 取ることができる。 	   	   	  
	    4  歌唱教材 	    もみじ 	   	  
もみじの情景を思い浮かべたり、旋律と副次的 
な旋律の関係を感じ取ったりしながら二部合唱 
ができる。 
	   	   	  
	    5  鑑賞教材  世界の音楽 	   	   	    音色、リズム、旋律、拍の流れ、音の重なり 	   	   	  
	    6  歌唱教材 	    ふるさと 	   	   リズムや旋律の動きに着目し、フレーズを感じ取 
る。 
歌詞の情景や思いを感じ取り、強弱を生かした表 
現につなげる。 	   	  
 
2013 年 11
月 
 
1 
 
鑑賞教材 	    おどるこねこ 	   	    曲を聴いて場面を想像することができる。 	   	   	  
	    2  歌唱教材 	    夕やけこやけ 	   	   歌詞の情景について想像を膨らませながら、表 情豊かに歌うことができる。 	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    富士山 	   	   歌詞の持つ雄大さや、リズムや音高をしっかりと 
感じ取って、曲想表現を工夫できる。 	   	   	  
	    4  鑑賞教材 	    ソーラン節  こきりこ節 	   はぎれのよいリズムとゆったりしたリズムを意識 
して、民謡を味わうことができる。 	   	   	  
	    5  歌唱教材 	    冬景色 	   	   冬の情景をしっとりそしてゆったりと、時には激し く歌うよう表現の工夫ができる。 	   	   	  
	    6 歌唱器楽 
鑑賞教材 
	    越天楽今様 	   	    美しい情景を想像しながら歌うことができる  ゆったりとリコーダーで演奏することができる 
昔から伝わっている楽器の音色を聴き取り、 
日本古来の音楽の雰囲気を味わうことができ 
る 
	  
 
2013 年 12
月 
 
1 
 
鑑賞教材 	   おもちゃのシン 
フォニー 	   	  
 
色々な音色に興味・関心を持つことができる。 演奏の様子をまねるなどして、身体表現に生か 
すことができる 	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    2 歌唱・器 
楽教材 	  
 
こぎつね 	   	   1 番から３番の歌詞に着目して、歌い方を工夫す 
ることができる 
階名唱に親しみながら、鍵盤ハーモニカで演奏す 
ることができる 	   	  
	    3  器楽教材 	    聖者の行進 	   	    拍子感をとらえたリズム打ちができるようになる 	   	   	  
	    4  器楽教材 	    茶色のこびん 	   	  
リズムに着目し、シンコペーション・裏拍の支え・ 
パートの特徴を実感して合奏に取り組むことがで 
きる。 
	   	   	  
	    5 
歌 唱 ・ 音 
楽づくり・ 
鑑賞教材 
	    谷茶前  てぃんさぐぬ花 	   沖縄音階を理解し、沖縄音階を使って旋律をつく 
ることができる 
 
沖縄の音楽に親しむ 	   	  
	    6  鑑賞教材  世界の楽器 	   	   	   楽器の音色を通して、世界の国々の音楽を学ぶ ことができる 	   	   	  
 
2014 年 1
月 
 
1 歌唱・器 
楽教材 	  
 
きらきらぼし 	   	   歌詞から想像する情景に合わせて、響きのある 音色や演奏の仕方を考えることができる 	   	   	  
	    2  鑑賞教材 	    そりすべり 	   	    曲を聴いて、情景を想像することができる。 	   	   	  
	    3  器楽教材 	    パフ 	   	    リズムを打ちながら、歌うことができる 曲の魅力を感じて、リコーダーで演奏することが 
できる。 	   	  
	    4 歌唱・器 
楽教材 
	    冬の歌 	   	   曲の情景を思い浮かべながら、旋律に合うリズ 
ム伴奏をつくることができる 
リズム伴奏に合う楽器を選び、奏法によって変わ 
る音色を聴きあって、身近な打楽器のよさを感じ 
取ることができる。 
	   	  
	    5  歌唱教材 	    スキーのうた 	   	   軽快なリズムにのり、楽しく声を出して歌うことが できる。 	   	   	  
	    6  鑑賞教材 	    春の海 	   	    琴と尺八の音色に親しむことができる 作曲者の意図を想像しながら鑑賞することができ 
る 	   	  
 
2014 年 2
月 
 
1 
 
歌唱教材 	    やまびこごっこ 	   	   まねっこ遊びを通して、強弱や速度を工夫するこ 
とができる 	   	   	  
	    2  歌唱教材 	   しあわせなら手を 
たたこう 
 
ウンパッパッ 	  
手拍子や身振りを入れながら、歌ったり、楽しく 
体を動かして歌ったりすることによって、リズム感 
や拍子感を味わう 
	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    雪のおどり 	   	   歌詞にでてくるオノマトペを使った音楽づくりを楽 
しみながら音楽の諸要素を感じ取ることができる 	   	   	  
	    4  鑑賞教材 	   ラバースコンチェ ルト 
 
メヌエット 	   ２曲の鑑賞を手掛かりに、拍子の違いを聴き取 ることができる 	   	   	  
	    5  歌唱教材 	    故郷の人々 	   	    和音の学習を通して、表現の工夫ができる 	   	   	  
	    6  歌唱教材 	    旅立ちの日に 	   	    情景をイメージしながら歌うことができる  構成をとらえて、旋律を感じ取ることができる 歌詞の内容を考えながら、強弱を工夫し歌う 
ことができる 	  
 
2014 年 3
月 
 
1 
 
歌唱教材 	   うれしいひなまつ 
り 
	   	   季節ごとの曲を知ることにより、生活と季節を結 び付け、日本の伝統行事を身近に感じることが 
できる 
	   	   	  
	    2  歌唱教材 	    はるがきた 	   	   ことばやリズムを繰り返しながら、春のおとずれ に対する喜びを表現することができる 	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    七つの子 	   	   歌詞から曲想を考えて、情景を想像しながら、気 持ちをこめて歌うことができる。 	   	   	  
	    4  歌唱教材 	    どこかで春が 	   	   歌詞が表わす情景を想像しながら歌うことがで 
きる 
同じ旋律や、リズムの反復に着目して歌うことが 
できる 	   	  
	    5  歌唱教材 	    ペチカ  蛍の光 	    曲の情景を想像しながら歌うことができる  ことばの意味を理解して、歌うことができる 	   	  
	    6  歌唱教材 	    つばさをください 	   	   歌詞や曲に込められた思いに共感しながら、合 唱することができる 	   	   	  
 
2014 年 4
月 
 
1 
 
歌唱教材 	   はじめてのおん 
がく 	   	  
 
童謡などを歌い、音楽活動を楽しむ 	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    2  歌唱教材 	    かくれんぼ  ロンドン橋 	   拍にのって体を動かしながら、友達と共にひとつ 
の音楽を歌うことができる 	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    春の小川 	   	   歌詞から想像したことや音楽的な特徴をもとにし 
て表現をくふうすることができる 
学級で考えた歌い方で、声をそろえて歌うことを 
大切することができる 	   	  
	    4  歌唱教材 	    さくらさくら 	   	    歌詞の内容から情景を想像することができる  曲想に合った強弱を工夫することができる 	   	  
	    5  歌唱教材 	    こいのぼり 	   	   リズムや旋律の動きの特徴をとらえることができ 
る 
 
言葉の意味をとらえて、歌唱することができる 	   	  
	    6  歌唱教材 	    おぼろ月夜 	   	  
4 分の３拍子の流れるような旋律と、素敵な春の 
景色を詠んだ歌詞から、日本の春の穏やかな風 
景をイメージしながら歌う 
	   	   	  
 
2014 年 5
月 
 
1 
 
歌唱教材 	    ひらいたひらいた 	   	   曲の情景を視覚的にとらえ、表現の工夫に生か 
すことができる 	   	   	  
	    2 歌唱・器 楽教材 	   かえるのがっしょ う 	   	   体の動きを使ったり、階名で歌ったりして、音の 高さを感覚的・視覚的にとらえることができる 互いの歌声や楽器の音を聴きながら、自分の歌 声や楽器の音の高さを意識することができる 	   	  
	    3  歌唱教材 	    茶つみ 	   	   茶つみの様子を思い浮かべながら歌唱すること ができる 	   	   	  
	    4  歌唱教材 	    とんび 	   	   歌詞の内容や旋律の上がり下がりなどを手掛か 
りとし、情景を想像しながら歌うことができる 	   	   	  
	    5 歌唱・器 
楽教材 
	    静かにねむれ 	   	  
和音の響きの美しさを感じ取って、互いの歌声 
や楽器の音を聴きあいながら演奏することがで 
きる 
	   	   	  
	    6  歌唱教材 	    つばさをください 	   	   歌詞に共感をもちながら、二部合唱することがで 
きる 
楽譜から 8 ビートから 16 ビートに変化する部分
を 感じ取ることができる 	   	  
 
2014 年 6
月 
 
1 
 
歌唱教材 	    かたつむり 	   	   拍の流れにのって歌い、みんなで歌う楽しさやみ んなで合わせる楽しさを味わうことができる 	   	   	  
	    2 歌唱・器 
楽教材 	  
 
かっこう 	   	   体の動きを使いながら階名で歌い、音程感を養 
うことができる 
音の高さに気をつけながら、歌詞唱したり、楽器 
を演奏したりすることができる 	   	  
	    3  器楽教材  リコーダーの導入 	   	   	   リコーダーの基本的な奏法を楽しみながら、段 
階的に身につけることができる 	   	   	  
	    4  器楽教材  サミングの指導 	   	   	   先生のまねをしながら、サミング奏法に慣れるこ とができる 	   	   	  
	    5  歌唱教材 	    こげよマイケル 	   	   曲の感じをつかみながら、互いの響きを感じ合う ことができる 和音の響きを感じながら、気持ちよく歌うことがで きる 	   	  
	    6  歌唱教材 	    われは海の子 	   	   歌詞と旋律を融合させて、曲のイメージを感じて 
歌うことができる 	   	   	  
 
2014 年 7
月 
 
1 
 
歌唱教材 	    たなばたさま  うみ 	    曲の情景を思い浮かべながら、歌うことができる 	   	   	  
	    2  鑑賞教材 	    トルコ行進曲 	   	  
速度や強弱を感じ取ったり、楽曲を聴いて想像し 
たことや感じ取ったことを言葉で表現することが 
できる 
楽曲の構造や特徴、演奏のよさを理解して聴くこ 
とができる 
鑑賞を通して感じ取ったことを、言葉で伝えた 
り、身体表現したりすることができる 
	  
	    3  鑑賞教材 	   白鳥（「動物の謝 肉祭」より）） 	   	   旋律や音色などから様子を思い浮かべることが できる 
 
楽曲の特徴やよさに気づくことができる 	   	  
	    4  歌唱教材 	    まきばの朝 	   	   歌詞や旋律をもとに様子を思いうかべて歌うこと ができる 	   	   	  
	    5  鑑賞教材 	    威風堂々第１番 	   	    曲の仕組みを理解することができる  曲の変化を感じ取ることができる 	   	  
	    6  鑑賞教材 	    花 	   	   歌詞が表わす様子を感じながら鑑賞することが 
できる。 	   	   	  
 
2014 年 8
月 
 
1 
 
歌唱教材 	    ぶんぶんぶん 	   	    拍の流れにのって、リズムを打ちながら歌う 	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2  
 
鑑 賞 教
材  
	   シンコパーテッ
ド  クロック  
	   	   楽 曲 を特 徴 付 けているメロディーに興 味 ・関
心 を  もち、聴 く楽 しさを味 わうことを通 して、
楽 曲 の構  造 を理 解 して聴 く  
	   	   	  
	    
3  
 
鑑 賞 教
材  
	   トランペット吹
き  の休 日  
	   	    
器 音 色 を味 わって聴 く  
	   	   	  
	    
4  
 
鑑 賞 教
材  
	    
クラリネットポル
カ  
 
メヌエット  
	   楽 器 の音 色 を味 わったり、拍 子 の違 いを体
感 し  たりする  
	   	   	  
	    
5  
 
鑑 賞 教
材  
	    
待 ちぼうけ  
	   	    
楽 曲 の特 徴 を感 じ取 って聴 く  
	   	   	  
	    
6  
 
鑑 賞 教
材  
	    
木 星  
	   	   楽 曲 の構 成 を理 解 し、旋 律 や音 色 の変 化 を
感 じ  取 りな が ら、木 星 や 宇 宙 の イメー ジ を
広 げ、楽 曲  全 体 を味 わって聴 く  
	   	   	  
 
2014 年 9
月  
 
1  
 
器 楽 教
材  
 
鍵 盤 ハーモニカの導 入  
	   	   	   鍵 盤 ハーモニカで音 を出 す活 動 を通 して、
鍵 盤  の位 置 と音 高 の関 係 に気 付 いたり、
音 高 や強  弱 、息 の使 い方 に気 付 き、慣 れ
る。  
	   	   	  
	    
2  
 
歌 唱 教
材  
	    
虫 の声  
	   	   虫 の声 を表 している部 分 と、虫 の声 を楽 しん
でい  る気 持 ちを表 している部 分 の二 つの気
分 の違 い  を感 じ、自 分 の思 いをもって楽 しく
歌 う。  
	   	   	  
	    
3  
 
歌 唱 教
材  
	    
うさぎ  
	   	   自 然 を敬 い大 切 にしてきた昔 の人 々の心 情
を考  えて、情 景 を想 像 しながら曲 想 を感 じ
取 る  
	   	   	  
	    
4  
歌 唱 ・
器  楽 教
材  
	    
エ―デルワイス  
	   	   ３拍 子 の拍 の流 れを感 じて歌 ったり、演 奏 し
たり  する。  
	   	   	  
	    
5  
 
歌 唱 教
材  
	    
子 もり歌  
	   	    
２種 類 の旋 律 を聴 き比 べ、歌 う  
	   	   	  
	    
6  
鑑 賞 ・
器  楽 教
材  
	   コンドルは飛 ん
で  いく  
	   	   曲 全 体 のイメージをつかみ、曲 の感 じを生 か
して  演 奏 する  
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